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ま　え　が　き
学長早川弘一・
　昨年度（1994年）の研究業績年報のまえがきには，私自身の手計算による粗い年度別の業績実数の
増加傾向を記したが，その後このようなトレンドを示すことは意味があるとの御意見をいくつかいた
だいた．したがって，本年は研究課で正確にしらべてもらったデータを以下に示すこととした．総頁
数，論文，著書，学会発表の数，総論文に対する英文論文の比率など何れも上昇しているのは歴然と
している．今後はこれらの質を高めることが目標となるわけで，皆様の努力を大いに期待している．
　また，本年報では研究費の入手状況が島田委員長の努力で附加されたが，対外的な広報という意味
でも，また学内の刺激剤としても大変良い企画だったと思う．なお，本年は問に合わなかったが，教
職員の各学会での重み（理事，評議員の就任状況など）も明年度から掲載される予定である．
　最後に，この業績年報がいろいろな意味で効果的に利用されることを望んでいる．
1995年度研究業績年報内訳表
年度 総頁数 基礎科学　基礎医学　臨床医学　付置施設
1986 285 13　　　　　　　40　　　　　　　226　　　　　　　3
1987 299 14　　　　　　　37　　　　　　　234　　　　　　　4
1988 287 15　　　　　　　38　　　　　　　220　　　　　　　2
1989 300 16　　　　　　　　43　　　　　　　　229　　　　　　　　3
1990 327 17　　　　　　　40　　　　　　　252　　　　　　　6
1991 349 18　　　　　　　45　　　　　　　271　　　　　　　6
1992 351 18　　　　　　　43　　　　　　　276　　　　　　　4
1993 367 14　　　　　　　48　　　　　　　289　　　　　　　6
1994 393 15　　　　　　　56　　　　　　　304　　　　　　　10
1995 429 14　　　　　　　　　60　　　　　　　　340　　　　　　　　15
1986年度1994年度 増加率（倍） 1986年度1995年度 増加率（倍）
論文数
著書数
学会発表数
1189
339
2492
1634
465
3026
1．37
1．37
1．37
1189
339
2492
1885
480
3679
1．59
1．42
1．48
1994年度1995年度 増加率（倍）
論文数
著書数
学会発表数
1634
465
3026
1885
480
3679
1．15
1．03
1．22
年度 総論文数 英文論文数 比率（％）
1989 1158 140 12．09
1990 1325 176 13．28
1991 1555 200 12．86
1992 1492 208 13．94
1993 1618 250 15．45
1994 1634 308 18．85
1995 1885 380 20．16
〔1〕基礎科学
　　1．人文科学・社会科学・………・
　　　　［国文学］・………………9
　　　　［哲学・倫理学］…………
　　　　［心理学］・………………
　　　　［歴史学］……
　　　　［文化人類学］……一………
　　　　［経済学］……
　　2．　自然科学…
　　　　［数　学］・……
　　　　［物理学］…・…
　　　　［化　学］………
　　　　［生物学］……
　　3．　外国語……一…
　　　　［英　語］…
　　　　［ドイツ語］・・…
　　4．保健体育一…
　　　　［保健体育］……
〔2〕基礎医学
　　1．　解剖学第一講座………一……
　　2．　解剖学第二講座………一…
　　3．生理学第一講座…・……一
　　4．　生理学第二講座…………
　　5．　生化学第一講座………・…
　　6．　生化学第二講座一………
　　7．　薬理学講座…
　　　　［薬理学］…
　　　　［臨床薬理センター］一
　　8．　病理学第一講座…一………
　　9．　病理学第二講座…………
　　10．微生物学・免疫学講座…
　　11．衛生学・公衆衛生学講座・…
　　12．　法医学講座……
　　13．　医療管理学講座…
　　14．　基礎医学共同研究利用施設一
　　　　［実験動物管理室］…
　　　　［中央電子顕微鏡研究施設］一
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〔1〕基礎科学
1．人文科学・社会科学
［国文学］
研究概要
　本年度は，日本近代文学の背景となる大衆文化と大衆の存在に着目し，「明治・大正・昭和文学における〈大衆＞」
を年間研究テーマに設定した．そして大正期を舞台として昭和に書かれた水上勉の「はなれ瞥女おりん」を分析し，
啓女が語る説教節という大衆言語と水上文学の言葉との関連を論じた．また昭和初期の知的中産階級の誕生と大衆文
化との関わりという視点から，「梶井基次郎『檸檬』と丸善」を著した．
　「大衆と文学」の問題は，最近5年間の連続研究テーマである「日本近現代文学の中の東京」にも関連してくるも
ので，本年度の講義では，森鴎外「雁」，夏目漱石「三四郎」，芥川龍之介「歯車」等を講義で扱う際に，明治10年代
の寄席，明治40年代の街頭文化，昭和2年のカフェー文化などく東京＞の大衆文化に言及した．
　また芥川龍之介の文庫と全集の注釈の作業によって，作家と経済，政治，国際事情，思想などを含む時代状況と文
学との関係を考察した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）神田由美子：「梶井基次郎〔檸檬〕と丸善」．国語展望，NO．97，p．9－12，小学館・尚学図書，1995．
　2）神田由美子1水上勉「はなれ瞥女おりん」．国文学解釈と鑑賞，NO，777，p。75－79，至文堂，1995．
（2）書評：
　1）神田由美子：中田雅敏著「芥川龍之介の文章修業」．国文学解釈と鑑賞，NO．779，p．176，至文堂，1995．
著　書
　1〉神田由美子：〔注釈〕保儒の言葉・西方の人．p．175－221，新潮文庫，1995．
　2）神田由美子：〔分担〕現代文指導資料①～④（4分冊）（日本近代文学，日本現代文学の作家について）①p．2729，
　　②p，7－9，③p．7－9，④p．7－9，尚学図書，1995．
　3）神田由美子：〔注釈〕芥川龍之介全集　8巻．p．302－370，岩波書店，1995．
［哲学・倫理学］
研究概要
　1）ドイツ観念論における自然哲学の研究．この数年間続けている研究のテーマであるが，①自然哲学の理論的基礎，
②周辺との関係，③研究の現状と課題の解明というのが現在の課題である．①については昨年も書いたように，自然
哲学の枠を越えて，「存在を如何に把握するのか」というテーマのもとで追求している．②については，ドイツでの在
外研究時に入手した文献の解読を行ってきているが，その成果は本年以後現れるはずである．現在はこの点での研究
は「エッシェンマイヤーとシェリング」という形で限定し解析を行っている．なお，ドイツ人研究者との連携は引き
続き行っており，今年度はカイザーラウテルン大学のノイザー教授を招聰し，研究上の意見の交換，小コロキウムを
開催した．来年度以後は，こちら側で渡独し研究上の交換を行う予定である．資料上，研究上の援助を持続的に受け
ている．なお，来年以後発表できるが，この面の研究では，この数年いくつかの翻訳を平行して試みてきている．そ
れらはほぽ完成に近づきつつあるので，今後成果として公表できることになるだろう．③に関しては，特に若い世代
1
への継承を念頭に置いて進めている．
　この数年専門学会「日本シェリング協会」の理事，常務幹事を引き受けて，その運営に携わってきているが，事務
局の方は来年7月で終わるので，この後は形として現れる成果を残すことが可能になるだろう．また，自然哲学研究
会の方の仕事も，ドイツとの連携が進んでいることから，今後はドイツと日本との交流が頻繁になるだろう．
　2）生命倫理に関しても，基礎理論についての研究を中心としている．倫理学の方面からは，この点で「応用倫理学」
という形で概括され始めている．だから基礎理論の研究はその広がりを含めて重要になるだろう．学会を中心にして
仕事をしているが，こちらでも編集委員になったので，論文執筆が課題となっている．この間一貫してテーマにして
いるのは功利主義倫理と規範倫理の問題と「出生に関する諸問題」である．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）長島　隆：シェリング自然哲学と近代の原理一カントのヘルダー批判と歴史哲学の可能性．ヘルダー研究，第2
　　号，122－142，166－162，1996．
　2）長島　隆：〔翻訳・解説〕エッシェンマイヤーの匿名によるシェリング論評．自然哲学研究，第9号，68－92，
　　1996．
　3）長島　隆：〔書評〕Pauli－Writings　on　Physics　and　Philosophy．日本物理学誌，第50号，1995．
　4）長島　隆：〔報告〕自然哲学研究会第1回小コロキウムーノイザー教授を迎えて．自然哲学研究，第9号，6169，
　　1996．
（2）研究報告書：
　1）シェリング・テキストデータベース（作成）：日本シェリング協会データベース作成部会（高山　守，長島隆，
　　藤田正勝，松山寿一）．1995年度文部省科学研究費補助金研究成果公開促進費「データベース作成部門」，1995．
研究発表
　1）長島　隆：「滑り坂論」と自然科学研究の現状．日本医学哲学倫理学会関東支部1月例会，1996年1月．
［心理学］
研究概要
　本年度はコラージュ療法の臨床的研究と啓蒙活動に加えて「熱帯魚飼育の精神療法的効用」の研究発表を行った．
　1．本学の学生を含む14名を被験者として「熱帯魚飼育の精神療法的効用」の実験を1994年に行ったが，この実験結
果のうちの心理的チェックは，1995年11月に開催された日本健康心理学会で発表を行った．
　2．コラージュ療法の臨床的研究と啓蒙活動に本年度も力を注いだ．全国学生相談研修会においてのワークショップ
の講師や日本箱庭療法学会や日本芸術療法学会の司会，日本健康心理学会の座長などを務めた．本教室を事務局とし
て東京コラージュ療法研究会を5月，7月，9月，11月，1996年2月の計5回開催し，心理臨床，看護，司法，教育，
などの各分野での研究発表を行った．
　3．今年度は学生相談室が新丸子校舎に開設された．外部よりの2名のカウンセラーと共に，その開設準備や運営に
携わった．1年生全員にUPI（学生健康調査）テストを行った．また，相談室においても希望者数名に箱庭体験学習
を行った．
　4．第二病院小児科のケ スの心理療法も数例であるが担当し共同研究を行っている．
2
研究業績
論文
（1）原著：
　1）杉浦京子：コラージュ療法．小児看護，8月号，910－915，へるす出版，1995．
著書
　1）杉浦京子：〔分担〕幼児期のストレス体験．幼児と保育，5月号，p．43，小学館，1995．
　2）杉浦京子1〔分担〕コラージュ療法．心理テスト入門，p．188－189，日本文化科学社，1995．
　3）杉浦京子：〔分担〕芸術心理学．現代心理学25章，p．255266，八千代出版，1995．
　4）杉浦京子：〔分担〕共にあることと何かをすること．向上，5月号，p．1416，財団法人修養団，1995．
　5）杉浦京子：〔監修〕子どものストレス・サインを知る．ちゃれんじおやこ倶楽部，ほっぷ，6月号，p．1－5，福
　　武書店，1995．
　6）杉浦京子：〔監修〕子どものストレス・サインを知る．ちゃれんじおやこ倶楽部，すてっぷ，6月号，p．15，
　　福武書店，1995．
　7）杉浦京子：〔監修〕子どものストレス・サインを知る．ちゃれんじおやこ倶楽部，じゃんぷ，6月号，p．1－5，
　　福武書店，1995．
　8）杉浦京子：〔解説〕翻訳デヴィルズ・ワルツ．下p．377－383，新潮文庫，1995．
学会発表
（1）シンポジウム＝
　1）森谷寛之1），杉浦京子，服部令子2），細谷紀江3），藤田晶子4），入江　茂5），近喰ふじ子6），中村勝治7》（1）鳴門教育
　　大学，2）国立精神・神経センター・3）青十字会日比谷国際クリニック・新青山クリニック，4）八事病院，5）入江クリ
　　ニック，6）佼成病院，7）中村心理カウンセリング）：コラージュ療法の展開その2．日本心理臨床学会，1995，10．
（2）一般講演：
　1）近喰ふじ子1），杉浦京子（1）佼成病院）：心身症児へのコラージュ療法の試み．日本芸術療法学会．1995．10．
　2）杉浦京子，田畑信利1）（1）ワーナー・ランバート株式会社）：鑑賞魚飼育による精神療法的効果の研究1。日本健
　　康心理学会．1995．11．
（3）研修会：
　1）杉浦京子，青木健次1）（1）京都大学）：イメージワーク（描画コラージュ）．全国学生相談研修会，1995．11．
　2）森谷寛之1），中村勝治2），杉浦京子（1）鳴門教育大学，2）中村心理カウンセリング）：コラージュ療法．日本臨床心
　　理士会．1995．11．
　［歴史学］
研究概要
　永年の懸案であった『鎌倉史蹟事典』の執筆に，ついに着手した．単独での研究なので，項目の選択から現地調査，
史料の博捜など，きわめて多忙である．そのような事情もあって，本年における業績は，数が少ない．なお研究，教
育などのほか，朝日カルチャー新宿校，同横浜校，東急カルチャーなど，社会への啓蒙活動も行なっている．
研究業績
論文
（1）原著
　1）奥富敬之：歴史に教訓を求める．歴史と旅，第22巻11号，27－35，1995．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一
2）奥富敬之：疎外一族足利氏の復讐．歴史と旅，第22巻12号，142－149，1995．
3）奥富敬之：武家本流の家系清和源氏（特集：清和源氏の名族）．歴史と旅，第23巻1号，36－41，1996．
4）奥富敬之：中世における東西の境界．歴史書通信，第105号，23，1996．
5）奥富敬之：征夷大将軍篇：坂上田村麻呂・源頼朝・足利尊氏・徳川家康．歴史読本，第41巻3号，102－105，1996．
6）奥富敬之：『鎌倉史蹟事典』執筆の余波．経済往来，第18巻4号，22－23，1996．
7）奥富敬之：源氏誕生．歴史読本，第41巻9号，95－145，1996．
8〉奥富敬之：畠山庄司重忠：源平合戦の大力無双と清廉．歴史と旅，第23巻9号，68－73，1996．
著書
　1）奥富敬之：〔分担〕将門の考えた独立王国とは．
　　p。101－103，世界文化社，1995．
　2）奥富敬之：〔分担〕血塗られた源氏三代の謎15．
　　p、138－144，世界文化社，1995．
“日本史の謎”（ビックマンスペシャル歴史法廷特別編集），
“日本史の謎”（ビックマンスペシャル歴史法廷特別編集），
［文化人類学］
研究概要
　人間の行動原理と文化・文明の変容原理との関連性，ならびに人間の行動原理と現代における大きな社会的問題と
の関連性について究明している．また，これら社会的諸問題の根本的な解決法についても模索している．今年度は，
人問の生態について知的分身を媒介にして表現し，人間の行動特性の包括的な理解を試みた．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）伊藤末博：知的分身による地球上人問生態観察レポート
　　25－35，　1995．
　2）伊藤末博：知的分身による地球上人間生態観察レポート
　　科大学基礎科学紀要，No．19，5565，1995．
：人間の概観．日本医科大学基礎科学紀要，No．18，
：人間の集合体における大規模な役割分担体制．日本医
［経済学］
研究概要
　経済理論および日本経済・世界経済の現状把握のための研究会を組織し，これまでの「日本的経済システム」，「環
太平洋アジア地域の経済発展」に関する研究を進めた．また，「新産業社会と大学」に関し，社会人大学院の現状と今
後のあり方について調査を継続中である．
　また，21世紀の教育と産業を考える研究会の事務局を担当し，以下のテーマの調査研究を進めてきた．成果の一部
はすでに発表したところであるが，未発表のものについても近く報告書等にまとめて発表する予定である．
　（1）マルチメディア社会におけるベンチャー企業のあり方
　（2）国際的な交流圏形成による地域の活性化
　（3）科学技術の国際交流
　（4）民間企業における介護支援制度
4
研究業績
論文
（1）原著：
　1）三輪春樹，社会人大学院に期待する，政策科学研究センター報告書．p．261－262．1995．
　2）三浦宏一1），大橋　純2），勝川高志2），岡田　守2），三輪春樹（’）東海大学，2）NTTデータ通信）：マルチメディア
　　の利用可能性に関する調査研究，電気通信普及財団　研究調査報告書．No，10，p．138－146，1996．
（2）研究報告書：
　1）内田健三1），三浦紘一1〉，三輪春樹（1凍海大学），社会人大学院への期待：社会人教育と総合科学の必要性，政策
　　科学研究センター．NEWSLETTER，No．3，p，1－3，1996．
　2）三浦紘一1），三輪春樹，霧生　廣2），吉田倫夫3）（1）東海大学，2）新構想研究会，3）住鉱防蝕）：「健康」サービス機
　　能の整備による都市づくりに関する検討調査報告書．国土庁大都市圏整備局，1996．
　3）三浦紘一1），鈴木邦彦2），三輪春樹，霧生　廣3）（1）東海大学，2》共同通信，3）新構想研究会）：民間企業の介護支援
　　制度の現状と方向性，：21世紀の教育と産業を考える研究会　福祉システム研究会．1996．
　4）三浦紘一1），三輪春樹，霧生　廣2）（1）東海大学，2）新構想研究会）：国際的な交流圏形成による地域活性化，国土
　　庁計画・調整局，1996．
　5）山田勝久1），板谷憲次2》，植田和弘3），神原　達4），三輪春樹，三浦宏一5）（旦）アジァ経済研究所，2）中小企業事業団，
　　3）京都大学，4）日本エネルギー経済研究所，5）新構想研究会），中国・アジアの産業開発と環境に関する調査研究，
　　産業研究所・新構想研究会，1996．
2．自然科学
［数学］
研究概要
　三宅＝Fuzzy理論の一分野であるFuzzy測度・Fuzzy積分に於いて，Choquet積分をRiemam積分，Lebesgue積
分の拡張として把え，その加法性成立に関する定理の解析的な証明を試みている．
　儀我：Lipschitz境界の下でのLaplacianの性質を調べるとともに，放物型偏微分方程式の解を領域の外部に延長
することについて考えた．
　渡辺：微視的に等方性を欠く物理系が巨視的に等方性を回復するという現象が，フラクタル上で広く観察されるこ
とを指摘した．その具体例として，シルピンスキー・カーペットと呼ばれるinfinitely　ramified　fractal上で抵抗回路
網の漸近的性質を繰りこみ群の方法を用いて調べ，巨視的な抵抗値が等方性を回復することを厳密に証明した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Barlow，M．T．1），Hattori，K，2），Hattori，T．3），Watanabe，H．（1）University　ofBritishColumbia，2）University　of
　　Tokyo，3）Utsunomiya　University）：Restoration　of　Isotropy　on　Fractals，Physical　Review　Letters，VoL75，
　　no．17，　3042－3045，　1995．
　2）三宅章彦，飯田博和：ファジィ理論の精密化，ノンエンジニアリング・ファジィ研究会，評価問題研究会，第6
　　回ワークショップ講演論文集，p．40－41，1996．
5
学会発表
（1）セミナー：
　1）儀我真理子：ある領域における放物型方程式の解の延長について．解析学セミナー，お茶の水女子大学，1995．
　　11．
（2）ワークショップ：
　1）三宅章彦，飯田博和：ファジィ理論の精密化，第6回ノンエンジニアリング・ファジィ・ワークショップ，1996．
　　　3．
［物理学］
研究概要
　1）筋肉蛋白質であるミオシンとアクチンの間の力の性質を実験的に研究するために，分子間力の測定装置を開発
し，性能向上のための改良を行っている．また，それを理論的に研究するために，分子軌道法を用いて筋収縮関連物
質の構造の最適化，熱力学的諸量などの計算を行っている．〔香川〕
　2）1．C一フィコシアニン発色団の光吸収特性に関して理論的に解析を行っている．2．タンパク質の構造或いは機能
に関する議論を基準振動解析によって行い始めた．〔菊地〕
　3）前年度に続いてカオスの統計力学，生体系のカオス，量子カオスの起源について検討を続けている．特に，カオ
スの統計力学および量子カオスについて，準古典近似により標準写像を構成し，またこれらの系の結合系を構成し，
一方をランダムノイズ状態，古典カオス状態，量子カオス状態として他方に結合させ，それらの挙動を検討した．そ
の結果幾つかの興味ある結果が得られ，発表した．さらに投稿準備中である．〔須田〕
　4）磁気能率を，標準的な考えとは異なる考えに基づき，議論した．通常，クォークの質量は重粒子の質量や各種の
崩壊をとうして推測されているが，ここでは，磁気能率に現れるクォークの質量は直接光子を観測することにより「測
定される」点で異なる．この考えは，磁気能率の問題については対称性の破れを導入する事により，有効に働くこと
が以前の研究から分かる．電荷0のΣ粒子の磁気能率にもこれが有効であることを示した．〔三浦〕
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Umezaki，K．1），and　Kikuchi，H．（1）Kokushikan　Univ．）：An　Approximation　Expression　of　Expectation
　　Values　for　Energy，Mem．Kokushikan　Univ．CIS，17，20－35，1996．
　2）Miura，K．：Σo　Magnetic　Moment　and　Outward　Quark　Mass．Nuovo　Cim，，108A，1281－1284，1995．
（2）その他＝
　1）菊地浩人：〔新著紹介・短評］．分子進化への招待l　DNAに秘められた生物の歴史　宮田　隆著　講談社．日本
　　物理学会誌50，（10）831，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Kikuchi，H。，and　Suzuki，H1）（L）Waseda　Univ．）：Dynamical　theory　of　the　photoisomerization　ofrhodopsin
　　chromophore（Biological　Systems）．Intemational　Symposium：Recent　Progress　and　Future　Prospects　of
　　Molecular　Electronic　Spectroscopy（Hayama，Kanagawa，Japan），1995。10．
　2）Suda　N．：STABILITY　AND　STOCHASTICITY　OF　QUANTUM　CHAOS（Chaos）．1ST．TOHWA
　　UNIVERSITY　INTERNATIONAL　MEETING　ON　STATISTICAL　PHYSICS（Fukuoka），1995．11．
一6
3）Suda　N．l　STOCHASTIC　EXCITATION　WITH　ULTRA－SHORT　LASER　LIGHT．INTERNATIONAL
　　WORKSHOP　ON　FEMTSECOND　TECHNOLOGY（Tsukuba），1996．2．
（2）一般講演：
　1）菊地浩人，杉本　徹1），三室　守2）（1）関東学院大，2）基生研）：C一フィコシアニン中における発色団・蛋白部分問の
　　静電的相互作用の理論的解析一一発色団の光吸収特性に及ぼす影響　　．第3回「光合成細菌の色素系と反応中
　　心に関するセミナーIII」，1995．6．
　2）菊地浩人，杉本　徹1），三室　守2）（1）関東学院大，2）基生研）：Gフィコシアニンにおける発色団・蛋白部分間の
　　静電相互作用の理論的解析一一発色団の光吸収特性に及ぼす影響r日本生物物理学会第33回年会，1995．9．
　3）菊地浩人，立川仁典1），小川　淳1），輪湖　博1）（1）早大）：基準振動を利用した立体構造比較．第2回「タンパク
　　質立体構造の構築原理」ワークショップ，1995．12．
　4）菊地浩人，渡部　昇1），輪湖　博2）（1）日医大・医療情報，2）早大）：基準振動を利用した蛋白質の立体構造比較．
　　日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
　5）三室　守1），山野由美子2），伊藤允好2），菊地浩人，長岡伸一3）（1）基生研，2）神戸薬大，3）愛媛大・理）：光合成ア
　　ンテナ色素ケトカロテノイドの蛍光特性．日本植物生理学会1996年度年会，1996．3．
　6）須田信弘：量子カオスの安定性とストカステイシテイ．日本物理学会1995年秋の分科会，1995．9．
　7）須田信弘：量子共鳴に対するノイズ効果．日本物理学会第51回年会，1996．3．
［化学］
研究概要
石田：シリカゲルTLCに関する研究
　（1）ジルコニウム（IV），ハフニウム（IV）及び他の金属の三成分分離．
　（2）塩類一有機溶媒一水系における希土類元素の吸着挙動と隣接元素の多成分分離．
　（3）希土類元素の吸着機構の解明．
　田中：（1）質量分析計を用いた研究：金属錯体，生体内微量物質の同定及び定量，中毒原因物質の同定等．
　（2）原子炉を用いた研究：中性子放射化分析による生体内微量金属の同定及び定量．
　菅原：アルカリ金属一ナフタレン錯体を用いたテルペン系化合物の合成及び，不飽和酸とジクロロカルベンの反応
　　　によるジクロロシクロプロパンカンルボン酸の合成。
　永井：アミノ酸と塩基（2，2’一ピリジン，1，10一フェナントロリンなど）を配位子とするルテニウム三元錯体の研究．
　（1）錯体の合成
　（2）高速液体クロマトグラフィーによる錯体異性体の分離及びその機構．
　（3）錯体の溶液化学．錯体構造と溶媒和の関係．
　（4）錯体の熱及び光化学反応．
　武田：CMセルロースTLC及びゼオライトTLCに関する研究．
　（1）塩類水溶液系一有機溶媒混合系における希土類元素の陽イオン交換吸着挙動．
　（2）吸着挙動に及ぼす諸因子の検討．
　（3）イットリウムの特異的分離とその機構の解明．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）田中幹夫，永井　俊，三木瑛一’），石森達二郎11）立教大学理学部化学科）：［Ru（CN）2（bpy）2］錯体のLISIMS
一7一
　スペクトル上で観察された分子イオン領域中に含まれる化学種．1995年度質量分析連合討論会，1995．
2）田中幹夫，永井　俊，三木瑛一1），石森達二郎1）（1）立教大学理学部化学科〉：［Ru（CN）2（bpy）2］錯体のLISIMS
　スペクトルで観察された結晶水が関与したプロトン移動反応．第45回錯体化学討論会，ig95．
3）武田洋一，相澤暁子1），石田宏二（1凍京学芸大学教育学部）：ゼオライトーアルカリ金属塩水溶液系における希土
　類元素のTLC挙動．日本分析化学会第44年会，1995．9．
4）内藤英二1），的場康徳1），田崎達也1｝，馬越正道1），三樹　勝2），田中幹夫（1）日本医科大学第二病院消化器病セン
　ター，2）白石中央病院）1胆石，胆汁中のヨウ素含有量とヨウ素摂取量との関係＝日本人とタイ人（バンコック地
　方，チェンマイ地方）との比較に基づく．第47回日本消化器外科学会総会，1996．
［生物学］
研究概要
　1）植物の繁殖戦略について，野外調査を行うとともに，推移行列を用いたシミュレーションによって，1回繁殖対
多回繁殖，有性繁殖対無性繁殖など，植物が持つ多様な繁殖様式の適応的な意義を検討している．（西谷）
　2）両生類初期胚における体軸決定の機構を調べている．背側の決定に際しては，適切な発生段階において，特定の
種類と濃度の細胞増殖因子が必要であることを明らかにし，さらに生体からの背側決定因子の単離を試みている．ま
た近畿大学原子炉等利用共同研究のプロジェクトとして，体軸形成に中性子線が及ぽす影響を調べている．（木下）
　3）カロテノイド色素の化学構造，機能などを研究している．①遺伝子の代謝工学的手法により，植物病原菌のリコ
ペンサイクラーゼも高等植物のものも，通常の基質であるψ一イオノンばかりでなく，7，8一ダイハイドローψ一イオノン
も基質とすることがわかった．②放線菌ノ～ho406066麗から初めてカロテノイド配糖体ミコール酸エステルを発見し，
生合成経路を調べている．③緑色光合成細菌Chl砺國6郷の光捕集構造体や色素蛋白複合体におけるカロテノイドの
配置，機能を調べている．④新たな共同研究として，光合成細菌Rho40ερ配Jl％吻において，カロテノイド生合成遺伝
子の変異株の解析，植物の酸素阻害の防御に関与する酵素の精製とその特性の解析などが始まった．（高市）
　4）温暖海域と亜熱帯海域（小笠原）に棲息するウニ類の食細胞について，プラーク法を用いて動態比較を行った．
温暖海域の4種と亜熱帯海域の6種を比較した結果，大きさ，形状には有意な差は認められなかったが，体腔液l　ml
あたりの数は，亜熱帯海域のウニ類の方が多い傾向にあった．ウニ類について，食細胞を含む体腔液中の4種類の細
胞間の機能的関連性を検討するため，一昨年以来研究を続けている．（関）
　5）細菌自体が生産する自己の増殖を抑制する因子の分離同定を行うため，野生株の定常期を超えて増殖する変異株
の分離に着手した．（石津）
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Takaichi，S．，Tsuji，K．1），Matsuura，K．1），and　Shimada，K．1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ．）：A　monocyclic
　　carotenoid　glucoside　ester　is　a　major　carotenoid　in　the　green　filamentous　bacterium　ChJo名昭ε驚s側・
　　ηznあα6総，Plant　Cell　PhysioL，36，　773－778，　1995．
　2）Saitoh，S．1），Takaichi，S．，Shimada，K．2），and　Nishimura，Y．1）（1）Science　Univ．Tokyo，2）Tokyo　Metropolitan
　　Univ．）：Identification　and　subcellular　distribution　of　carotenoids　in　the　aerobic　photosynthetic　bacterium，
　　P36％40郷oπ召s昭伽昭strain　MD－1．Plant　Cell　Physio1．ラ36，819－823，1995．
　3）Kinoshita，K．，and　Higashinakagawa，T．・）（1）Mitsubishi　Kasei　Inst．Llfe　Scl．）＝A34kDa　protein　strongly
　　bound　to　actively　transcribing　rDNA　of　T召ケ召hッ郷6滋．Eur．J．Protistology（in　press），1996．
　4）可知直毅1），西谷里美（n東京都立大学）＝草本植物の生活史進化と個体群統計学の応用：レビューと展望．Am．
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Rep．19950f　Environmental　Res．Inst．，Hokkaido　Tokai　Univ・，55－61，1996．
著書
　1）Tsuji，K．1），Takaichi，S．，Matsuura，K．1），and　Shimada，K．1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ．）：〔分担〕Specificity
　　　of　carotenoids　in　chlorosomes　of　the　green　filamentous　bacterium，ChJoπ吻鰍s側名朋吻6％s．“Photosynthe－
　　　sis：from　Light　to　Blosphere”（Mathis，P．ed．），Vo1．IV，p．99－102，Kluwer　Academic　Publishers
　　　（Dordrecht），1995．
2）Takaichi，S．，Tsuji，K．1），Hanada，S．L），Matsuura，K．1），and　Shimada，K．1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ．）：〔分
　　　担〕A　novel　carotenoid　glucoside　ester　in　green　filamentous　bacteria．“Photosynthesis　l　from　Light　to
　　　Biosphere”（Mathis，P．ed．），Vol．IV，p．127－130，Kluwer　Academic　Publishers（Dordrecht），1995．
3）Asashima，M．1），Kinoshita，K．，and　Malacinski，G．M．2）（1）Univ．Tokyo，2）Indiana　Univ．）：〔分担〕Role　of
　　　activin　and　other　peptide　growth　factors　in　body　patteming　in　the　early　amphibian　embryo，“lntemational
　　　Review　of　Cytology”（in　press），1996。
学会発表
（1）一般講演：
　1）Tsuji，K．1），Takaichi，S．，Matsuura，K．D，and　Shimada，K．1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ。）：Specificity　of
　　carotenoids　in　chlorosomes　of　the　green　fi豆amentous　bacterium，ChJo名4ε彫s側名朋磁6麗s、Xth　Intemational
　　　Photosynthesis　Congress（Montpelier），1995，8。
　2）Takaichi，S．，Tsuji，K．1》，Hanada，S．1），Matsuura，K．1），and　Shimada，K．1）（1）Tokyo　Metropolitan　Univ。）：A
　　novel　carotenoid　glucoside　ester　in　green　filamentous　bacteria．Xth　Intemational　Photosynthesis　Congress
　　　（Montpelier），1995，8．
　3）高市真一：Rhoゴo枷6孟67診h磁zo乞46sのカロテノイド合成遺伝子．光合成細菌の色素系と反応中心に関するセミ
　　　ナーIII，1995，6．
　4）高市真一，鈴木明妹1），三沢典彦2）（Dキリンビール医探研，2）キリンビール基盤研）：リコペンサイクラーゼの代
　　　謝工学的手法による基質特異性の検討．日本農芸化学会1995年度大会，1995，8．
　5）田村泰盛1），高市真一，畔上　健，山本錯子1》，石津純一（1）明治大学）：放線菌1～ho40606‘郷吻0406h名o％sの新
　　　カロテノイド誘導体の構造決定：カロテノイド配糖体ミコール酸エステル．日本農芸化学会1995年度大会，1995，
　　　8．
　6）辻　公博1），高市真一，松浦克美1），嶋田敬三1）（1）東京都立大学）：緑色光合成細菌Chlo”吻耀sの光捕集構造体
　　　クロロソームにおける光捕集機能を持つカロテノイドの存在状態．日本生物物理学会第33回年会，1995，9．
　7）高市真一，Sandmam，G．1），里見佳子2），鈴木明妹3），三沢典彦4）（1）J，W．Goethe　Univ。，2）国立がんセンター，
　　　3）キリンビール医探研，4）キリンビール基盤研）：細菌型，植物型リコペンサイクラーゼは共に7，8一ダイハイドロ
　　　ーψ一イオノンを環化できる．第9回カロテノイド研究談話会，1995，11．
　8）高市真一，Hunter，C．N．1），Gogde11，R．」．2）（1）Univ．Sheffield，2）Univ．Glasgow）：紅色光合成細菌1～ho40δα6∫67
　　　砂hα6名o∫ゴ6sのカロテノイド生合成遺伝子と光合成．第9回カロテノイド研究談話会，1995，11．
　9）田村泰盛1），高市真一，畔上　健，山本鋸子1），石津純一（1）明治大学）：放線菌1～ho406006％s地0406h名肱sの新
　　　カロテノイド配糖体ミコール酸エステルの化学構造と生合成経路．第9回カロテノイド研究談話会，1995，11．
10）高市真一，新山孝弘1）（1）明治大学）：逆相HPLCによるカロテンの分離，同定。日本植物生理学会1996年度年会
　　　および第36回シンポジウム，1996，3．
11）古森美香11，高市真一，溝口　正1），胡　　英1），Ghosh，R．2），小山　泰1），九鬼道隆3）（1）関西学院大学，2）Univ．
　　　Geneva，3）神戸高等専門学校）：紅色細菌1～ho40吻万JJ％窺　剛δ鰯吻のカロテノイド生合成遺伝子変異株である
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The English Department provided students with a balanced programme of training in the normal language 
skills, while continuing to stress the importance of communicative competence for today's medical researchers : 
aural/oral skill acquisition was the main goal of the English B and D courses, and also made up a component 
of the English A course. 
As usual, the department reviewed all the English-language research papers submitted to the NMS Journal, 
and we were also involved in three seminars on medical English writing for doctors carried out over the year. 
Regular monthly contributions were made to an educational magazine aimed at high school students, and 
editorial work was done on a new edition of a Ministry of Education-approved high school writing text. 
Literary research continued into the reception of Chaucer's Canterbury Tales in the eighteenth century, and on 
sixteenth-century English dramas. 
~~5~ 
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（2）一般講演：
1）Minton，T．：English　Education　in　Japan　from　the　Point　of　View　of　a　Native　Speaker。第5回JACET英語
　　教育セミナー，大学英語教育学会，1996．3．
その他
1）Minton，T．：短期集中ゼミ，読解力を増す，単語研究　No・5－12．Asahi－Weekly・Vol・23・Nos・13－21・
　　April－May1995，朝日新聞社．
　2）山口俊治：英語質問なんでもOK（1）一（11）．実況中継，語学春秋社，April1995－February1996．
　3）山口俊治，Minton，T。：Yamaguchi－Minton’sCompositional　Advice．実況中継，語学春秋社，May1996－March
　　1996．
　4）中村哲子：〔解説〕英語を読み，書くために（特集レファレンス・ブックの活用法）．三色旗・1996．2．
　5）山口俊治：特別記事「これからの英文法学習」．高校英語研究，研究社出版，1996．3．
［ドイツ語］
研究概要
　本教室では，従来，学生にドイツ文法を教えるにはどのような方法がより効果的であるかという問題について検討
してきている．学生からよく聞かれる「文法をより系統的，かつ能率的に修得する方法はないか」という要求を考慮
しつつ，従来の固定化された教育方法に柔軟性を持たせながら，「教えやすく，習いやすい」教材の作成を目指してい
る．
　現在，各大学におけるドイツ語の教授方法には，大きく分けて2つのタイプがあると考えられる．一つは「文法・
講読分離型」，もう一つは外国語の能力は「話す，聞く，読む，書く」という4つの能力の総合であるという判断から，
教授法においてもこれを分離することを否定する「総合型」である．後者のタイプにおいてはドイツ各州の教育セン
ターやゲーテ・インスティトゥートを始め，国内の大学でも次々と新しい試みがなされている．特に数年前からは，
発話者の意思や思想，感情などの伝達および交換に重点を置く”Kommmikativer　Sprachunterricht“が盛んに研究さ
れるようになってきており，この面での教材も開発され，授業で実際に成果を挙げているところもある．本教室では，
「総合型・」を加味しつつ「分離型」を採用して，学生の読解および表現能力の養成につとめている．
　なお，教室員の個別的活動について言えば，国信はヴィンケルマン研究およびその日本における受容史について・
安藤は日独文化交流史研究の一環として，幕末・明治における来日外国人の足跡とその業績について調査，資料蒐集
および翻訳を行なっている．横内は初級ドイツ語教育における諸問題について調べている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）国信浩洋：「文学界」同人におけるヴィンケルマン受容（一）．日独文化交流史研究，1995年号，71－81，1995．
　2）安藤勉：フィッシャー夫妻と明治末日本：妻フリーダ『日本日記』をとおして．日独文化交流史研究，1995年
　　号，83－108，1995．
著書
　1）国信浩洋，安藤　勉：〔編注〕やさしいミステリー小品：文法表つき．朝日出版社，1995．
学会発表
（1）研究発表＝
　1）安藤勉：日本学者アドルフ・フィッシャー夫妻の日本体験：終生の共同研究者．1995年度日本独学史学会研究
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　発表会，1995．11．
2）国信浩洋：深田康算とヴィンケルマン．1995年度日本独学史学会研究発表会，1995．11．
4．保健体育
［保健体育］
研究概要
　三上＝以下の2項目についての研究を行った．1）昨年度に引き続き，遠赤外焙煎したヨモギ抽出物の生体に及ぼす
効果について，抗酸化作用と造血作用の面から検討を行った．抗酸化作用についての研究は，デサントスポーツ科学
振興財団より研究助成を受けた研究であり，運動負荷時におけるヨモギ抽出物の一過性投与の効果を検討した．その
結果，ヨモギ抽出物は尿中への過酸化脂質の排泄を促進させる効果を有することが示唆された．また，赤血球造血能
については，ヨモギ抽出物は，低タンパク質食および鉄欠乏食飼育ラットの赤血球への鉄取り込みを増加させ，貧血
の発症に対し抑制効果を有することが明らかになった．2）激運動後の持続性高尿酸血症の発症に及ぼすプリンヌクレ
オチド合成の影響について検討した．その結果，激運動後にはプリンヌクレオチド合成由来の尿酸生成の増加が認め
られ，このことが激運動後にみられる持続的高尿酸血症の要因の一つであることが明らかとなった．
　武藤：高齢者の体力について，および幼児から大学生の体格・体力の縦断的推移等について継続して研究している．
1）本学学生を対象に・1976年から1995年の20年間にわたる入学時の体格・体力テスト結果の資料に基づいて，現役，
1浪，2浪，3浪以上入学者の4群を手がかりとして，低体力の要因について横断的に検討した．その結果，20年問
の推移をみると4群とも体格は向上し，体力診断テストは握力と柔軟性に低下がみられたが，他の種目は横這いの傾
向であった．運動能力テストでは，全種目に僅かな低下がみられた．さらに，各群とも他系学生に比較して各年度に
低く，特に全身持久力は顕著な傾向であった．2）埼玉県東部農村地域に在住する男女60歳以上の中高年者を対象に，
健康と体力に関するアンケート調査と1年問のレセプトを基に，運動・文化活動者，運動活動者，文化活動者，非活
動者の4群の健康と体力に関する生活習慣と受療状況について検討している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）三上俊夫：ヨモギ遠赤外焙煎抽出の投与が運動負荷時の脂質過酸化に及ぽす影響について．デサントスポーツ科
　　学，17，205－212，1996．
著書
　1）三上俊夫：〔分担〕フィトネスシリーズ3　健康・スポーツの生理学，第4章呼吸系，第6章消化・吸収系，第
　　7章排泄系，第11章血液（角田　聡編著）p．41－52，p71－78，p79－86，125－134，建吊社（東京），1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）三上俊夫・武藤三千代：プリン体de　novo合成は激運動後の持続的高尿酸血症の発症に関与するか否か．第50回
　　日本体力医学会大会，1995．9．
　2）武藤三千代，三上俊夫，高橋修和1），酒巻敏夫2）（1）老研，2）鷲宮町保健センター）：某医科大学生の20年間におけ
　　る入学時の体格・体力テスト結果の横断的検討．第50回日本体力医学会大会，1995．9．
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〔2〕基礎医学
1．解剖学第一講座
研究概要
　細胞骨格について，血管内皮細胞に特異的な辺縁ストレスファイバーの形成要因をin　vivo系で主に流体力学的な
見地より追及した．その結果，ファイバーの発現は流れずり応力が有効因子として働いていることを解明した．また，
独自に開発した張力負荷装置を培養内皮細胞に適用し，形成されたストレスファイバーの方向性と伸展強度の関係を
力学的に解析した（杉本・武政ら）．
　腱と腱鞘の関係について，ラット尾腱の摩擦面の構造を解明した．腱および腱鞘ともいわゆる滑膜に相当する構造
をもたず，双方とも数層の細胞層とコラーゲン細線維からなる表層部が螺旋状に走る畝様構造を作ることおよび腱鞘
の表層部に腱を取り巻く毛細血管網があり，滑液の供給に重要であることを明らかにした（後藤ら）．
　明暗環境とc－fos　mRNAの発現について，引続き，ラット大脳皮質において検討し，その発現に日内リズムが関係
することを示唆した．また，ラット胎仔におけるCTH　releasing　factor（CRF）およびCRF　Receptor　I型のmRNA
の各種器官における発現をin　situ　hybridization法を用いて調べ，一部の器官で発現を観察した（今城ら）．
　組織・器官の三次元立体構築的研究については，surface　rendering法，volume　rendering法とも，ほぼ方法論的
に確立し，本年は肝臓に適用し，二次元的概念である従来の肝臓の小葉構造にたいして，中心静脈側肝細胞領域は一
定の厚さで中心静脈を連続的に被覆し，門脈側肝細胞領域は形態学的にその間を埋める形をとり，それに応じた門脈
の分枝があることを明らかにした（山下・石川ら）．
　また，テネイシンノックアウトマウスの胸腺構造について（市川ら），理化学研究所と自然発症糖尿病スンクスの膵
島について，名古屋大学医学部動物実験施設との共同研究を行った（山下ら）．後者ではβ細胞の肥大と変性の併存像
とPP細胞の肥大像を観察した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Imaki，J．，Yamashita，K．，Yamakawa，A．1），and　Yoshida，K．2）（1）Department　of　Biosignal　research，Tokyo
　　　Metropolitan　Institute　of　Gerontorogy，2）Department　of　Ophthalmology，Hokkaido　University　School　of
　　　Medicine）：Expression　of　jun　family　genes　in　rat　retinal　ceIls：regulation　by　light／dark　cycle、Brain
　　　Research．Molecular　Brain　Research，30，48－52，1995．
　2）Sugimoto，K．，Yoshida，K．1），Fujii，S。，Takemasa，T。，Sago，H、2），and　Yamashita，K（1》Department　of
　　　Surgery，The　Jikei　University　School　of　Mediclne，2）Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，The　Jikei
　　　University　School　of　Medicine）：Heterogenous　responsiveness　of　the　in　situ　rat　vascular　endothelial　cells
　　　to　mechanical　stretching　in　vitro．Eur．J．Cell　Biol．，68，70－77，1995．
　3）Yoshida，K．1），Imaki，」．，Matsuda，H．1），and　Hagiwara，M．2）（1）Department　of　Ophthalmology，Hokkaido
　　　University　School　of　Medicine，21Department　of　Anatomy，Nagoya　University　School　of　Medicine）：
　　　Ligth－induced　CREB　phosphorylation　and　gene　expression　in　rat　retinal　cells．J。Neurochemistry，65，
　　　1499－1504，　1995．
　4）Ohki，K，1），Yoshida，K。1），Hagiwara，M。2），Harada，T．1），Takamura，M．1），Ohashi，T。1），Matsuda，H。1），and
　　　Imaki，J．（1）Department　of　Ophthalmology，Hokkaido　University　School　of　Medicine，2）Department　of
　　　Anatomy，Nagoya　University　School　of　Medicine）：Nitric　oxide　induces　c－fos　gene　expression　via　cyclic
　　　AMP　response　element　binding　protein（CREB）phosphorylation　in　rat　retinal　pigment　epithelium，Brain
　　　Research，696，　140－144，　1995．
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5）Ohki，Kll，Yoshida，K1），Yamakawa，A．2），Harada，H．1），Mastuda，H．1），and　Imaki，J．（1）Department　of
　Ophthalmology，Hokkaido　University　School　of　Medicine，2）Department　of　Biosignal　research，Tokyo
　　Metropolitan　Institute　of　Gerontorogy）：jm－B　gene　expression　in　rat　retinal　cells　following　focal　retinal
　　injury．Current　Eye　Research，14，1021－1024，1995．
6）Yoshida，Kll，Imaki，J．，Fujisawa，H。2），Harada，T．1），Ohki，K．1），Matsuda，H．1），and　Hagiwara，M．3）
　　（1）Department　of　Ophthalmology，Hokkaido　University　School　of　Medicine，2）Department　of　Biochemistry，
　Asahikawa　Medical　School，3）Department　of　Anatomy，Nagoya　University　School　of　Medicnie）：Differen－
　tial　distribution　of　CaM　kinases　and　induction　of　c－fos　expression　by　flashing　and　sustained　hght　in　rat
　retinal　cells．Investigative　Ophthalmology＆Visual　Science，37，174－179，1996．
学会発表
（1）招待講演：
　1）今城純子：c－fosを巡って．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．6．
（2）シンポジウム：
　1）杉本啓治，藤井幸子，武政　徹，山下和雄：張力刺激に対する上皮細胞のアクチンフィラメント動態＝血管内皮
　　　細胞をめぐる最近の話題．日本医科大学医学会第87回例会，1995．11．
（3）一般講演：
　1）Yoshida，K1），Imaki，J．，Hagiwara，M。2）（1）Department　of　Ophthalmology，Hokkaido　University　School　of
　　　Medicine，2）Department　of　Anatomy，Nagoya　University　Scool　of　Medicine）：Light－induced　Expresslon　of
　　　Somatostatin　mRNA1n　Rat　Retinal　Cells　via　Ca2＋一Dependent　Phosphorylation　of　CREB．Society　for
　　　Neuroscience25th　Annual　Meeting（San　Diego），1995．11．
　2）Imaki，T，1），Shibasaki，T．1），Chikada，N．1），Harada，S．1），Naruse，M．1），Demera，H．1），and　Imaki，」，
　　　（1）Department　of　Medicine，Tokyo　Womens7s　Medical　College）：Differental　Expression　of　fos／jun　Family
　　　in　the　Paraventricular　Nucleus（PVN）Induced　by　Stress：Its　Relationship　to　Corticotropin－Relaeasing
　　　Factor（CRF）Gene　Transcription・Society　for　Neurosience25th　Amual　Meeting（San　Diego），1995．
　　　11．
　3）市川安昭，阿部芳子1），石川朋子，鬼頭純三2），山下和雄（1）相模女子大・短期大学部，2）名古屋大・動物実験施設）：
　　　連続切片再構築法によるスンクス十二指腸絨毛の平滑筋線維走行の観察．日本解剖学会第100回総会記念全国学
　　　術集会，1995．4．
　4）石川博臣n，杉本啓治，山下和雄，荒木　勤1）（1）産婦人科）：妊娠ラット膀動静脈内皮細胞におけるアクチンスト
　　　レスファイバー動態．日本解剖学会第100回総会記念全国学術集会，1995．4．
　5）今城純子，山下和雄，山川彰夫1），萩原正敏2）（1）都老人研・生体情報，2）名古屋大・医・解剖第三）＝明暗の変化
　　　およびCa2＋chamel　agonist投与に伴う網膜内cAMP　response　element　binding　protein（CREB）の燐酸化．
　　　日本解剖学会第100回総会記念全国学術集会，1995．4．
　6）吉田和彦1），大木一隆1），原田公幸1），大橋　勉1），松田英彦1），村木康秀2），今城純子（1）北大・医・眼科，2｝慶応
　　　大・医・眼科）：穿孔性外傷による網膜細胞のc－fos遺伝子発現．第99回日本眼科学会総会，1995．5．
　7〉大木一隆D，吉田和彦1），松田英彦1），萩原正敏2），今城純子（1）北大・医・眼科，2）名古屋大・医・解剖第三）：一
　　　酸化窒素による網膜色素上皮細胞のc－fos遺伝子発現およびcAMP　responsive　element　binding　protein
　　　（CREB）のリン酸化．第99回日本眼科学会総会，1995．5．
　8）市川安昭，阿部芳子1），石川朋子，山下和雄（1）相模女子大・短期大学部）：連続切片再構築法によるスンクス十
　　　二指腸絨毛の平滑筋線維走行の観察．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
9）杉本啓治，藤井幸子，武政　徹，山下和雄：血管内皮細胞における辺縁ストレスファイバーの形成要因．第48回
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　　日本細胞生物学会大会，1995．10．
10）杉本啓治，藤井幸子，武政　徹，山下和雄：ラット胎児の大動脈内皮細胞における辺縁ストレスファイバー形成。
　　第3回日本血管細胞生物学研究会大会，1995．10．
11）酒井正春1），日比谷優子1），久保木芳徳2），今城純子，西沢　誠3，西　信三1）（1）北大・医・第一生化・2）北大・歯・
　　生化，3）京大・医・分子腫瘍）：ラットmaf関連遺伝子の軟骨における特異的発現第54回日本癌学会総会，1995．
　　10．
12）武政　徹，杉本啓治，山下和雄：伸展刺激に対する血管内皮細胞のストレスファイバー形成反応．第18回日本分
　　子生物学会年会，1995．12．
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2．解剖学第二講座
研究概要
　解剖学第二講座の研究は比較神経学と肉眼解剖学の二つの分野からなっている．比較神経学の分野は，従来の系統
樹の本幹に添った（特殊化していない）動物種のみを扱う古典的な比較神経学と異なり，むしろ特殊化した動物種を
積極的に対象とする．すなわち・共通の祖先から同一時期に出来るだけ多くの種に分かれて適応放散に成功し，現存
しているものを対象とする方法である．これまで，種に特有な脳構造をその種が獲得した生態的地位を解析すること
によって意味づけし，中枢神経系の成立機構そのものの解明を目指してきた．現在このような比較神経学的な考え方
を基盤として，①原始的な硬骨魚類であるチョウザメの脳を解析し，適応放散に成功した現代的な棘鰭類の脳との比
較，②二つ以上の異なる種類の情報（特に視覚と一般体性感覚〉の脳内での相関機構の解明，③感覚系において中枢
から感覚器，または高次のセンターから低次のセンターへ向かういわゆる遠心性投射の解析と機能の解明，④脳内の
情報処理機構を知るために魚類の網膜を中枢神経系のモデルとして用い，光情報が網膜の各種細胞間をどのように伝
達され修飾されるかの解明，⑤脳内の各所に分布するGnRHニューロンの機能とその起源の解明，などに重点を置い
ている。これらの研究には，通常のニッスル染色やゴルジ染色による細胞構築の解析，ボディアン染色による線維の
解析，HRPやDilを用いた実験的な線維連絡の解析，シナプス構築の解析などの他，免疫組織化学や異種問の胚の
移植実験などの手法を用いて光学顕微鏡および電子顕微鏡のレベルで実験を行なっている．
　肉眼解剖学の分野では，臨床上役立ち得るものを一義的に考え，ヒトを中心として研究を進めている．成人に見ら
れる異常構造（variation）や正常構造のパターンの成立機序を説明するためにヒトの胎児を用いて発生学的な検索を
行ない・同時に・各種の食虫類や霊長類も合わせて用いて比較解剖学的な検索も行なっている．これらの対象となる
範囲は，各部の動脈系と静脈系，肝臓の門脈系，泌尿器系（特に腎臓），運動器系（筋肉と骨格），末梢神経系，など
である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Uchiyama，H．1），Ito，H。，and　Tauchi，M．2）3）（1）Department　of　Information　and　Computer　Science，Faculty　of
　　Engineering，Kagoshima　University，2）Research　Institute，National　Rehabilitation　Center　for　the　Disabled，
　　3）Faculty　of　Health　and　Welfare　System，Okayama　Prefectural　University）：Retinal　neurones　specific　for
　　centrifugal　modulation　of　vision．Neuroreport，6，889892，1995．
　2）Kobayashi，S。1），Amemiya，F。1），Kishida，R，2），Goris，R．C．1），Kusunoki，T．1），and　Ito，H．（1）Department　of
　　Anatomy，Yokohama　City　University　School　of　Medicine，2）Department　of　Anatomy，School　of　Medicine，
　　Yamaguchi　University）：Somatosensory　and　visual　correlation　in　the　optic　tectum　of　aρ舜hon，乃孟hoη
　　　76卿鉛：an　HRP　and　Golgi　study，Neuroscience　Res．，22，315－323，1995．
　3）Yamamoto，N．，Oka，Y，1），Amano，M、2），Aida，K．2），Hasegawa，Y．3），and　Kawashima，S．1）（1）Zoological
　　Institute，Faculty　of　Science，University　of　Tokyo，2）Department　of　Fisheries，Faculty　of　Agriculture，
　　University　of　Tokyo，3）Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，Gunma　University，School　of　Medi－
　　cine）：Multiplegonadotropin－releasinghormone（GnRH）一immunoreactive　systemsinthebrain　ofthe　dwarf
　　gourami・Col磁鰯勿：immunohistochemistry　and　radioimmunoassay．J．Comp．NeuroL355，354－368，1995．
4）Negishi・KandWagner・H・一J・1）（1）Anat・mischeslnstitutderUnivgrsitatTubingen）：Differentiati・n・f
　　photoreceptors，glia，and　neurons　in　the　retina　of　the　cichlid　fish∠4ε卿ガ吻ηs餌loh67；an　immunocyto－
　　chemical　study。Developmental　Brain　Research，89，87－102，1995．
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5) Frdhlich, E.1), Negishi, K., and Wagner, H.-J.1) (1)Anatomisches Institut der Eberhard-Karls-Universitat, 
Tubingen) : The occurrence of dopaminergic interplexiform cells correlates with the presence of cones in 
the retinae of fish. Visual Neuroscience, 12. 359-369. 1995. 
6) Frohlich, E.1), Negishi, K., Wagner, H.-J.~) (~)Anatomisches Institut der Eberhard-Karls-Universitat, Ttibin-
gen) : Patterns of rod proliferation in deep-sea fish retinae. Vision Research, 35 (13) 1799-1811, 1995. 
7) Albert, J.S., and Fink, W.L.1) (*)University of Michigan) : Sternopygus xingu, a new species of electric fish 
(Gymnotoidei, Teleostei), from South America, with comments on the phylogenetic position of Ster-
nopygus. Copeia, 1996 (1) : 85-102. 1995. 
8) Asakawa, M., Shirota, K.1), and Tamiya, T.1) (1)Tobu Co-medical College) : Studies on the kidney weight 
in Japanese adults. The Bulletin of Tobu Co-medical College, l, 13-17, 1995. 
9) Albert, J.S. and Miller, R.R.1) (1)University of Michigan) : Gymnotus maculosus : A new species of electric 
fish from Middle America (Gymnotoidei, Teleostei, Chordata), with a key to the species of Gymleotus. Proc. 
Biol. Soc. Wash., 108 (4), 662-678, 1996. 
10) Lundberg, J.G.1), Fernandes, C.C.1), Albert, J.S., and Garcia, M.1) (~)University of Michigan) : Magosternar-
chus, a new genus with two new species of electric fish (Gymnotiformes : Apteronotidae) from the Amazon 
River basin, South America. Copeia 1996 (3) : 657-670. 1996. 
ll) Shimizu, M.1), Shichinohe, K.*), Shirota, K.'), and Asakawa, M. (*)Laboratory Animal Science, 2)Tobu 
Co-medical College) : Biological reference data of the Mongolian gerbil (Meriones unguiculatus). Jpn. J. 
Comp. Clin. Hematol., 4, 3 -11, 1996. 
12) ~~EEI~~~~~), Ii;~UJ~D:~~l). EEl~:~~~:~(~){~J~~i~ I ~;~~~~;~~2~~~) : E~l~~~~tc;~5}~:~;~~i.~:"~;.*.~~{~~~p~~JH~~~~{~~)~~~ij~Jf~Lt*~ 
i~:~jf.-~~~)~~~~r. ~~~ )/~7 l)~,y~7, 16, 225-229, 1995. 
~~~~l~ ~E 13) f~}~~i~~f~'. II~~~ ~~1)(1)~i~~~:j~~:~~~1j-~) : i 3 ~I~~a)~~~~~~~U~:~{-~-'-.~~~CDi~ L)~}c. ,~p*U~~, 70, p. 284, 1995. 
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　　Administration）．第12回アジア太平洋癌学会（Singapore），1995．10．
5）宮木孝昌，伊藤博信：狭鼻猿の肝臓の動脈供給パターン．第100回日本解剖学会総会，1995．4．
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9）宮木孝昌，伊藤博信，仲間一雅1），秋元敏雄1），鬼頭純三2）（1）実験動物管理室，2）名古屋大学・動物実験施設）：ラッ
　　トの肝臓の外部形態と血管分布．第42回日本実験動物学会総会，1995．6．
10）宮木孝昌，伊藤博信：チンパンジーの異常肝動脈について．第11回日本霊長類学会，1995．6．
11）高野雅彦，田沼久美子，伊藤博信，宮本雅史1），白井康正1）（1）整形外科）：腰部脊髄神経節とその周辺に分布する
　　静脈．第83回日本解剖学会関東地方会，1995．10．
12）森嶋慶子1），宮木孝昌，浅川光夫，伊藤博信（1）日本医科大学医学部学生）：腎臓および腎系血管の異常例．第83
一20一
　　回日本解剖学会関東地方会，1995．10．
13〉井出勝彦，白井康正1），伊藤博元1），柴崎　徹1），高山景範1），橋口　宏1）・水江史樹1）・吉本正美・伊藤博信（1）整
　　形外科〉：鍍銀染色と免疫組織化学的方法による肩峰下滑液包の神経終末の観察．第10回日本整形外科学会基礎
　　学術集会，1995．10．
14）宮木孝昌：（特別展示）魚や鶏にもへそはある！目で見るへその歴史（系統発生と個体発生）．日本解剖学会百周
　　年記念，特別展「人体の世界」，1995。9－11．
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3．生理学第一講座
研究概要
　性ステロイドの中枢作用についての神経内分泌学を中心に（1）電気生理学，（2）形態学，（3）行動学，（4）分子生
物学などの手法を用いて研究を進めている．電気生理学では昨年から開始した無麻酔無拘束動物の自由行動下におけ
る内側視索前野ニューロンの記録が軌道にのり，雌ラット性行動の動機付けに関連する中枢活動の記録が行えるよう
になったのに加え，下垂体細胞からのパッチクランプ記録が日常的に行われている．免疫組織化学とin　situ　hybridiza－
tionを主な手技とする形態学グループはGnRHニューロンの個体発生におよぽす環境因子の影響をラットと硬骨魚
で明らかにした．また，c－Fosタンパクの染色により雄ラットの性行動に関係する前脳部位の同定を試みている．実験
的脳梗塞による細胞脱落と学習機能の低下に対してエストロゲンが及ぼす効果を形態学的，行動学的に評価し，一定
の改善が得られることを確認した．性行動の調節機構では，雌では腹側前乳頭体核の役割に注目し，雄では非接触性
勃起の調節回路の同定に取り組んでいる．分子生物学的技術により，従来から当教室の主要な研究課題の一つであっ
たヒトグロビン遺伝子発現の制御機構と類似の調節がエストロゲン受容体遺伝子の調節にも存在することを示す所見
を得ている．今後・Differential　Cloning法なども導入し，エストロゲンによるゲノムDNAの修飾の可能性を調べた
い．また，分子生物学，行動学，電気生理学の組み合わせにより，膜レベルでのエストロゲン作用機構についての研
究がスタートすることになっている．
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4．生理学第二講座
研究概要
　現代神経生理学の説くところによれば，神経細胞における情報処理の要は軸索起始部，すなわち，initial　segment
（IS）であり，この部分に発生する興奮がIS－spikeである．情報処理の結果はIS－spikeの発射pattemを決定しこれが
神経細胞の出力となる．この学説は1950年代にEccles卿とその共同研究者によって脊髄運動細胞で確立され神経科学
者の9割以上がこれを信じている．この学説は高次神経機能の担い手は神経回路網であるとの学説を生むと共に神経
回路網の継ぎ目であるsynapseに記憶の座があるとの考え方に発展した．FujitaはRam6n　yCalalがCellule　psychi－
queと呼んだ大脳皮質錐体細胞では細胞体付近の複数の樹状突起がこの細胞における情報処理の要である事実を発
見した（J　Physio1．1991，433；335－353）．これは神経細胞の樹状突起はヒトで最高度に発達するという事実ともよく
合致する．従って同様な事が現代神経生理学の発祥の地でありEccles卿の“牙城”でもある脊髄運動細胞でも起こっ
ているのではないかと考えて過去5年間実験を重ねてきた．この細胞の生理学の特徴は樹状突起を全く無視した点に
ある．しかしこの細胞の軸索のスパイクとされていたM－spikeが実は樹状突起スパイクの可能性が高い事を発見し
平成8年4月の生理学会でこれを公表した（藤田・斉藤・小林）．又上述のIS・spikeが樹状突起スパイクを含む複合ス
パイクであるとの確証を得たのでこれは平成8年夏の神経科学学会で公表する予定である．
　丸，大畠，大津は一貫して実験的テンカン発生のメカニズムの解明に取り組んだ．テンカンという病的状態でもこ
れを担っているのは回路網か樹状突起かが問題になる．従って回路の継ぎ目シナプスの役割如何も問題になる．丸は
記憶の電気生理学的基礎とされている海馬のシナプスの長期増強が動物の覚醒時ではなくむしろ睡眠時によく発生す
る事を明らかにした．正常の海馬には長期増強の発生を積極的に阻止する機構すら存在する．従って長期増強が記憶
ではなくテンカン発作誘発に関与している可能性がある．一方実験的テンカンや難治性テンカン患者の海馬では苔状
線維の発芽が著明で興奮性回路が新たに形成されている．大畠は電流源密度解析法を用い，また大津は光学的計測法
を駆使してこの問題に取り組んだ結果，この回路の形成はテンカン発作発生の原因ではなくむしろ結果である可能性
が高い事が明らかになった．
　原田は二価イオンを除去することによって生ずる脊髄運動細胞の同期した興奮が抗テンカン薬の評価基準になり得
る事を明らかにした．また上述の神経回路学説の要であるシナプスの化学伝達物質の伝達機構の解析を運動細胞を用
いて行った．一般にNMDA受容体とnon－NMDA受容体を介するシナプス伝達が研究の対象になっているがすでに
判明している一酸化窒素の前者に対する抑制作用のほかに後者に対する抑制作用もあることを最も単純な系である1
aシナプスを用いてあきらかにした．
研究業績
著書
　1）Maru，E．，Ohata，H．，Fukai，Y．，and　Ashida，H．：〔共著〕Suppressio　of　synaptic・LTP　indution　despikte
　　NMDA－receptor　activation　in　awake　rats　but　not　in　anesthetizedrats．In“The　Hippocampus：Function　and
　　Clinical　Relevance，（Kato，N．ed．），p．3944，Elsevier　Science　B．V．Amsterdam，1996．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）丸　栄一1電流密度解析法によるキンドリング効果の研究一海馬錐体細胞の電気活動の変化一第25回日本脳
　　波・筋電図学会学術大会，1995．
（2）一般講演：
　1）Harada，Y．：Developmental　change　of　SIN－1effects　on　glutaminergic　monosynaptic　transmiss量on　in　the
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　rat　spinal　cord．Forth　IBRO　World　Congress　of　Neuroscience，1995．
2）大畠久幸，丸　栄一：苔状線維発芽による反回性興奮回路の電気生理学的研究．第29回日本てんかん学会，1995．
3）原田嘉夫：外波二価イオン除去による同期した脊髄運動ニューロンの周期性興奮のフェニトインによる抑制．第
　69回日本薬理学会年会，1996．
4）嶋田将之1），植山珠代1），藤田春男1），川上純子2），丸　栄一，鈴木英弘1）（1）東京女子医大・麻酔科，2）東京女子医
　大，第二生理）：塩酸リドカイン誘発けいれん発作における細胞興奮性上昇の役割．第42回麻酔学会総会，1995．
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5．生化学第一講座
研究概要
　1．スーパーオキサイドや一酸化窒素などの低分子ラジカルは老化，細胞死，神経伝達，免疫，血液循環など様々な
生命現象に関与し，数々の疾患の原因ともなっている．当教室ではこれら低分子ラジカル化合物を生成，消去するタ
ンパク質群に焦点をしぼり，その構造と機能の相関，調節機構，生理的・病理的意義について包括的な研究をおこなっ
ている．
　スーパーオキサイドを生成するキサンチン酸化酵素（脱水素酵素）については分光学的解析や反応速度論的解析を
継続的に展開しており，今年度は臨床応用が期待される新規合成阻害剤に対する挙動を解析し報告した．現在，集積
した知見をもとに部位特異的に変異を導入したcDNA発現酵素の解析をすすめている．また，その三次元構造の解析
については国際的な共同研究を推進している．
　一方，スーパーオキサイドを消去するスーパーオキサイドディスムターゼに関しては，タンパク質表面上に存在す
る基質ガイド機構について検討を加え，pH依存性の異なる変異酵素の創生に成功した．また，国内の研究機関と共同
し，ノックアウトマウスの作成もおこなっている．さらに，同様の酵素活性をもつNADHオキシダーゼについても研
究をすすめている．
　一酸化窒素の動態に関しては，一酸化窒素合成酵素の活性制御物質を発見しその同定をおこなっているほか，キサ
ンチン酸化酵素に対する影響を調べた．一酸化窒素合成酵素自身についてはcDNA発現系を構築し，変異酵素の解析
をすすめている．とくにヒト胎盤の酵素分子種については産婦人科学教室との共同研究に着手した．
　これら直接的にラジカル化合物を生成，消去する酵素群に加え，これらと相関するタンパク質についての解析もお
こなっている．細胞内酸化的ストレス抵抗性タンパク質であろうと予想されるHBP23に関して，その性質，誘導機構
について分析し，大量発現系の構築に成功した．また，キサンチン酸化酵素の活性制御に関与すると推定されるイオ
ウ転移酵素について解析をおこない，イオウ転移酵素群が共通の構造および反応機構をもっていることを明らかにし
た．
　2．前年度より継続して，ラットグロビン遺伝子群の発現調節機構に関する研究をおこなっている．発現量の異なる
3種の成体型グロビン遺伝子IIβ，IIIβ，0βにおのおの発見された転写抑制領域の最小配列を同定した．その結果，こ
れらの領域に共通の転写因子が作用し，orientation　independent，position　dependent，erythroid－specificに働くこ
とが明らかになった．また，ラットβ一LCR（10cus　control　region）1こついてはHS－1および2の構造を決定し報告し
た．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Nagahara，N．，Okazaki，T．，and　Nishino，T．：Cytosolic　mercaptopyruvate　sulfurtransferase　is　evolutionar－
　　ily　related　to　mitochondrial　rhodanese：Striking　similarity　in　active　site　amino　acid　sequence　and　the
　　increase　in　the　mercaptopyruvate　sulfurtransferase　activity　of　Rhodanese　by　site－directed　mutagenesis．J．
　　BioL　Chem．，270，1623016235，1995．
　2）Iwasaki，T．，Matsuura，K．1），and　Oshima，T．2）（1）都立大，理，2）東京薬科大，生命理）：Resolution　ofthe　aerobic
　　respiratory　system　of　the　thermoacidophilic　archaeon，Sulfolobus　sp。Strain7；1．The　archaeal　terminal
　　oxidase　super－complex　is　a　fmctional　fusion　of　respiratory　complexes　Ill　aad　IV　with　no　c－type　cyto・
　　chromes．J．BioL　Chem．・　270・30881－30892・1995．
　3）Iwasaki，T．，Wakagi，T．D，Isogai，Y．2），Iizuka，T．2），and　Oshima，T．3）（1）東工大，生命理学，2）理研，生体物
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　　化，3）東京薬科大，生命理）：Resolution　ofthe　aerobic　respiratory　system　ofthethermoacidophilic　archaeon，
　　SuIfolobus　sp．Strain7：IL　Characterization　of　the　archaeal　terminal　oxidase　subcomplexes　and　implica－
　　tion　for　the　intramolecular　electron　transfer．J．BioL　Chem．，270，30893－30901，1995。
4）Iwasaki，T．，Wakagi，T．1），and　Oshima，T．2）（1）東工大，生命理学，2）東京薬科大，生命理）＝Resolution　ofthe
　　aerobic　respiratory　system　of　the　thermoacidophilic　archaeon，Sulfolobus　sp．Strain7111L　The　archaeal
　　novel　respiratory　complex　II（succinatelcaldariellaquinone　oxidoreductase　complex）inherently　lacks　heme
　　group．J．BioL　Chem．，270，30902－30908，1995．
5）Okamoto，K．，and　Nishino，T．：Mechanism　of　inhibition　of　xanthine　oxidase　with　a　new　tight　binding
　　量nhibitor．J．BioL　Chem．・270・7816－7821，1995．
　6）Iwahara，S．，Abe，Y．，and　Okazaki，T．：Identification　of　five　embryonic　Hemoglobins　of　their　constituent
　　globins　durring　fetal　developmentJ・Biochem・，119，360366・1996．
（2）総説：
1）Hille，R．1），and　Nishino，T．（1）オハイオ州立大）：Xanthine　oxidase　and　xanthine　dehydrogenase。FASEB　L
　　9，　995－1003，　1995．
2）永原則之，西野武士：メルカプトピルビン酸イオウ転移酵素はロダネーゼのファミリーエンザイムだった．生化
　　学，68，197－210，1996．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）西野武士，岡本　研，一守康史1），深堀正美1），中沢博江1）（1）東海大医）：NOとキサンチンオキシダーゼ活性．
　　核磁気共鳴医学会シンポジウム（伊勢原），1995．5．
　2）西野武士：キサンチン酸化酵素における構造変化に伴う基質特異性変化．文部省重点研究「動的蛋白結晶解析」
　　公開シンポジウム（東京），1995．7．
（2）招待講演：
　1）Nishino，T．：Structure　and　function　of　a　complex　metallo－flav6protein　Molecular　Mechanisms　on　the
　　Metalloproteins　in　Biological　Function（Okazaki），Febmary．1996．
（3）一般講演＝
　1）一守康史1），岡本　研，深堀正美u，中沢博江1），西野武士（1）東海大，医）：一酸化窒素によるキサンチンオキシ
　　ダーゼ抑制機構．第68回日本生化学会大会（仙台），1995．9．
　2）阿部靖子，小林茂樹1），安室尚樹2），西野武士，岡崎太郎，佐藤浩之，小林一雄3），田川精一3）（1）眼科，2》老人科，
　　3）大阪大，産研）：ラットMn一スーパーオキシドディスムターゼの構造と機能．第68回日本生化学会大会（仙台），
　　1995．9．
　3）新村洋一・），大西健司1），宮地竜郎1），鈴木英男・），西野武士，Massey，V．2）（1）東京農大，農，2）ミシガン大，医）：
　　Amphibacillus　xylanusのNADH　oxidaseは分子内FAD還元速度に近い高速で過酸化アルキルとH202を分
　　解する．第68回日本生化学会大会（仙台），1995．9．
　4）奥村　敏，渡辺美千明，藤井裕之，岡崎太郎：ラットβ様グロビンの発現調節におけるminimal　promoterと組
　　織特異的転写活性領域との相互作用．第68回日本生化学会大会（仙台），1995．9．
　5）亀山元帥，奥村　敏，藤井裕之，岡崎太郎：ラットβ一グロビンLCR　HS2の同定と構造解析．第68回日本生化
　　学会大会（仙台），1995．9．
　6）永原則之，西野武士，岡崎太郎：ラット肝mercaptopymvate　sulfurtransferaseのcDNAクローニング：ファ
　　　ミリーエンザイムRhodaneseと基質の異なる理由．第68回日本生化学会大会（仙台）・1995．9．
　7）堀　弘幸，倉橋容子，三森理恵，西野武士，岡崎太郎：牛大脳NO合成酵素の改良型精製法とカルシウムイオン
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　　の影響．第68回日本生化学会（仙台），1995．9．
8）岩原信一郎，佐藤浩之，堀　弘幸，岡崎太郎，Ursula　Muller－Eberhard’）（1）コーネル大，医）＝ラット肝ヘム結
　　合23kDa蛋白（HBP23）の精製とクローニング．第68回日本生化学会（仙台），1995．9．
9）岡本　研，西野朋子，堀　弘幸，西野武士：発現した非ヘム鉄欠落キサンチン脱水素酵素の性質．第68回日本生
　　化学会（仙台），1995．9．
10）小池英明1），田之倉優1），善野修平2），西郷　薫2），西野武士（1）東大，農，2）東大，理）：発光細菌Vibrio　fisheri
　　のフラビン還元酵素FRase1．第68回日本生化学会（仙台），1995．9．
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6．生化学第二講座
研究概要
　1）分子生物部門：DNAの修復機構の解析，修復異常と疾患の関係を調べている．
　ヒトMSH3（human　MutS　homolog3）は細菌のDNAミスマッチ修復酵素MutSに相同性をもつ蛋白で，ヒトの
DNAの安定性に関与していると考えられている．我々はこのhMSH3のcDNA遺伝子と染色体遺伝子を相次いでク
ローニングし，現在はその機能解析をすすめている．骨髄細胞をRT－PCR法で解析し，血液系腫瘍ではhMSH3の発
現が特異的に減少していることを見いだした．また，hMSH3蛋白が過剰発現している細胞では通常の細胞で認められ
るミスマッチDNAと結合蛋白質との結合が阻害されていることが示された．ヒトでのミスマッチ修復機構は非常に
複雑な機構で行われていると考えられる。
　2）遺伝子診断部門1小児科，産婦人科と協力して遺伝子診断を行っている．
　アルカリフォスファターゼ（ALP）遺伝子の異常による，低フォスファターゼ血症の遺伝子診断法を確立し，日本
医大での最初の出生前遺伝子診断を成功させた．新たにLong　PCR技術を使ってALP遺伝子のイントロンの構造を
決定し，初めて全エクソンの変異解析を可能にした．これまでに日本人7家系を解析し9アレルにおいて新しい変異を
発見した．現在，日本国内だけでなくヨーロッパからも診断の依頼を受けている．
　3）遺伝子治療部門；遺伝子治療の最も基礎的な技術となる遺伝子導入法の開発を通し，日本での遺伝子治療の発展
に貢献している．
　アデノ随伴ウイルス（AAV）ベクターの新しいパッケージング方法を開発し，高い力価のベクターの大量生産を可
能にした．末梢血や膀帯血のCD34細胞を使った実験では，AAVベクターがレトロウイルスベクターに比し高い効率
で遺伝子導入できることが示されている．
　自殺遺伝子をもつHIVベクターを作り，HIVに感染した細胞を特異的に死滅させるエイズの遺伝子治療法を開発
した．また，HIVベクターがこれまでのレトロウイルスベクターと異なり，非分裂期の細胞にも効率よく遺伝子を導
入できることが示された．従って，HIVベクターはエイズの遺伝子治療だけでなく，神経細胞や造血幹細胞などの通
常は分裂していない細胞を標的とする遺伝子治療にも有用であると考えられる．
　ガラクトースとDNAをポリリジンで結合させた複合体を使って肝臓に特異的に遺伝子を導入する方法を開発し
た．ポリリジンをリジン・セリン・コポリマーを使うことで複合体の回収率が大幅に改善し，高い効率で遺伝子導入
することが可能になった．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Inokuchi，K．1），Ikejima，M．，Watanabe，A．，Nakajima，E．，Orimo，H．，Nomura，T．1），and　Shimada，T．（1）The
　　3rd　Department　of　Intemal　Medicine）：Loss　of　expression　of　the　human　MSH3gene　in　hematological
　　malignancies．Biochem．Biophys．Res．Commun、，214，171－179，1995。
　2）Nakajima，E．，Orimo，H．，Ikejima，M．，and　Shimada，T．：Nine・bp　repeat　polymorphism　in　exon　l　of　the
　　hMSH3gene．Jpn．」．Human　Genet・，40・343－345・1995・
　3）IkedaMoore，Y．，Orimo，H．，Hisayasu，S．，and　Yoshino，Y』Characteristics　of　iron　binding　to　solubilized
　　brush　border　membrane　of　the　rat　intestine．J．Nutr．Sci．VitaminoL，41，419－432，1995．
　4）Watanabe，A．，Ikejima，M．，Suzuki，N．，and　Shimada，T，：Genomic　organization　and　expression　of　the
　　human　MSH3gene．Genomics．，31，331－318，1996．
　5）Tamayose，K．，Hirai，Y．，and　Shimada，T．：A　new　strategy　for　large　scale　preparation　of　high　titer
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　　recombinant　adeno－assosiated　virus（AAV）vectors　by　using　packaging　cell　lines　and　sulfonated　cellulose
　　coumn。Human　Gene　Ther．，7，507－513，1996．
　6）Hoshino，A，，Hisayasu，S。，and　Shimada，T，：Complete　sequence　analysis　of　rat　transferrin　and　its　expres－
　　sion　of　transferrin　but　bot　lactoferrin　in　the　digestive　glands．Comp．Biochem。Physio1．，113B，491－497，
　　1996．
　7）Taniguchi，Y・1），Gemma，A・1），Takeda，Y・，Takenaka，K．1），Niitani，H．1），Kudoh，S，1），Shimada，T，（1）The4th
　　Department　of　Intemal　Medicine）l　Stability　of　p53tumor　suppressor　gene　mutations　during　the　process　of
　　metastasis　and　during　chemotherapy．Lung　Cancer．，14，219－228，1996．
（2）綜説：
　1）Shimada，T。：Current　status　and　future　prospects　ofhumangene　therapy．Acta　Ped．Japonica，38，176－181，
　　1996．
　2）島田　隆：アプローチー遺伝子治療の基礎技術／増刊臨床遺伝子学一遺伝子治療の基礎と臨床．最新医学，50，
　　8－14，　1995．
　3）島田　隆：遺伝子導入の方法論一なにが問題か／特集遺伝子治療一臨床応用の幕開け．医学のあゆみ，175，
　　603－607，　1995．
　4）三宅弘一，島田　隆：HIVベクター／特集遺伝子治療一臨床応用の幕開け．医学のあゆみ，175，623－626，1995．
　5）三宅弘一，島田　隆：AIDSの遺伝子治療／特集AIDSの臨床とその病態．最新医学，50，411－417，1995．
　6）新谷英滋，島田　隆：エイズの遺伝子治療一細胞内免疫法／特集遺伝子治療．診断と治療，83，743－750，1995．
　7）島田隆：AIDSの遺伝子治療／特集AIDSの制圧に向けて．医学のあゆみ，176，114－117，1995．
　8）島田　隆：遺伝子導入法一概説／増刊遺伝子治療．蛋白質核酸酵素，40，2503－2507，1995．
　9）三宅弘一，松岡弘樹，新谷英滋，島田　隆：HIVベクター／増刊遺伝子治療．蛋白質核酸酵素，40，25192524，
　　1995．
10）玉寄兼治，平井幸彦，竹田雄一郎，島田　隆：アデノ随伴ウイルス／増刊遺伝子治療．蛋白質核酸酵素，40，
　　2532－2538，　1995．
11）鈴木　聡，島田　隆：自殺遺伝子を用いた遺伝子治療／増刊遺伝子治療．蛋白質核酸酵素，40，2720－2726，1995．
12）鈴木　聡，島田　隆：遺伝子治療技術の進歩．臨床医，22，1722，1995．
13）鈴木　聡，島田　隆：自殺遺伝子を遣った遺伝子治療実験．実験医学（別冊），202－211，1995．
14）平井幸彦：遺伝子治療のためのウイルスベクターについて．日医誌，62，520－523，1995．
15）玉寄兼治・平井幸彦・竹田雄一郎・島田　隆：II－1遺伝子導入法，アデノ随伴ウイルス．酵素・核酸・蛋白，40，
　　2532－2538，　1995燈
16）玉寄兼治，平井幸彦，島田　隆：血液系細胞への遺伝子導入法の開発／特集原発性免疫不全症．臨床科学，32，
　　209－215，　1996．
17）玉寄兼治，平井幸彦，島田　隆1血液系細胞への遺伝子導入法の開発．臨床科学，32，209－215，1996．
（3）研究報告書：
1）島田　隆：Adeno・associatedvirus（AAV）ベクターによる血液系細胞への遺伝子導入法の開発．厚生省原発性
　　免疫不全症候群調査研究班　平成6年度研究報告書，1996．3．
著書
　1）島田　隆：遺伝子治療研究のストラテジー「バイオマニュアルUPシリーズ：遺伝子治療の基礎技術」島田　隆，
　　斉藤　泉，小澤敬也編．p．12－15，羊土社，1995．
　2）平井幸彦・玉寄兼治・島田　隆：アデノ随伴ウイルスベクターの作製法，第2章ウイルスベクターの作製法，“遺
　　伝子治療の基礎技術”，実験医学別冊マニュアルUPシリーズ．島田　隆，斉藤　泉，小沢敬也編集．p．111－126，
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　羊土社，1995．
3）竹田雄一郎，山田理加，平井幸彦，島田　隆：プラスミドベクターの作製法・第1章　基礎技術・“遺伝子治療
　の基礎技術”，実験医学別冊マニュアルUPシリーズ．島田　隆，斉藤　泉・小澤敬也編集・p・16－39・羊土社・
　1995．
4）鈴木　聡，島田　隆＝自殺遺伝子を使った遺伝子治療実験「バイオマニュアルUPシリーズ：遺伝子治療の基礎
　技術」島田　隆，斉藤　泉，小澤敬也編．p。202－211，羊土社，1995。
5）島田　隆：遺伝子治療に向げての基礎的研究一遺伝子治療に向けてのベクターの開発「臨床遺伝医学［VI］一遺
　伝子治療と予防」古庄敏行，清水信義，北川照夫，武部啓編．p．26－42，診断と治療社，1995。
学会発表
（1）特別講演1
　1）島田　隆：遺伝子治療の現状と将来．第6回産婦人科遺伝子診断研究会・1995・2・
　2）島田　隆：遺伝子治療．第36回日本臨床ウイルス学会総会，1995．6。
　3）島田　隆：遺伝子治療の現状と展望．第35回日本先天異常学会学術集会・1995・7・
（2）教育講演：
　1）島田　隆：遺伝子治療の現状と展望．第22回日本老年医学会関東甲信越地方会・1995・1L
　2）島田　隆：遺伝子治療の現状．第445回日本小児科学会東京都地方会講話会，1996．1．
（3）学術講演：
　1）島田　隆：がんの遺伝子治療．第24回日本医学会総会，1995．4。
（4）シンポジウム：
　1）Shimada，T．：Gene　Transfers　and　Gene　Tharepy．9th　Symposium　Molecular　Biology　of　Hematopoiesis　and
　　Treatment　of　Leukemias　and　Lymphomas（Genoa，Italy），1995．6．
　2）Shimada，T．：Targeted　gene　transfer　into　CD4positive　cells　by　HIV　based　vectors（Inuyama　and
　　Nagoya），　1995．　9．
　3）島田隆：遺伝子治療．第3回軽井沢シンポジウム，1995．2。
　4）島田　隆：遺伝子治療．第24回日本医学会総会　日本生化学会分科会，1995。4．
　5）平井幸彦，玉寄兼治，竹田雄一郎，島田　隆：AAVベクターによる遺伝子導入法の開発（遺伝子治療）．第57回
　　日本血液学総会シンポジウム，1995．6．
　6）星野有哉1），五十嵐健人，田中茂夫1），松倉則夫2），長谷川博一2），恩田昌彦2），飯島　修3），秋山勝彦3），後藤　武3），
　　佐藤秀次3），鈴木　聡，島田　隆（1）第二外科，2）第一外科，3）久光製薬（株）筑波研究所）：遺伝子治療を目的とし
　　た犬実験胃癌への内視鏡を用いた直接遺伝子導入法の検討．第33回日本癌治療学会総会，1995．7．
　7）島田　隆：遺伝子治療の現況．第13回日本染色体遺伝子検査学会総会，1995．9。
　8）島田隆：遺伝子治療の現状と将来．第38回日本先天代謝異常学会・1995・10・
　9）島田　隆：ウイルスベクターを用いる方法．第10回大学と化学公開シムポジウム，1995．12．
（5）セミナー：
　1）島田　隆：遺伝子治療一その基礎と可能性一総論およびウイルスベクター．平成6年度つくば先端技術セミナー
　　バイオテクノロジー，1995．2．
　2）島田　隆：遺伝子治療の現状，遺伝子治療用ベクターの開発．横浜バイオテクノロジー懇談会　平成7年度第1
　　回リカレント講座，1995．10．
　3）島田　隆：HIVベクターを使った遺伝子導入法．第9回免疫研究フォーラムin博多・1995．11．
（5）一般講演：
　1）Suzuki，S．，Shimizu，H．，Hoshino，A．，Yamamoto，S．，Igarashi，T。，and　Shimada，T．：Tumor　specific　CTLs
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　　induced　by　HSV－TK　gene　transfer　and　gacyclovir　treatment　ISt　Annual　Meeting　of　Japanese　Society　of
　　Gene　Therapy，1995．　5．
　2）Hirai，Y、，Tamayose，K，and　Shimada，T，：Large　scale　preparation　of　high　titer　recombinant　adeno．
　　associated　virus（AAV）vectors　using　packaging　cemines　and　sulfonated　cellulose　column　chromatography．
　　The　first　amual　meeting　of　Japanese　society　of　gene　therapy，1995．5．
3）Miyake，KヲTohyama，TりIgarashi，T，，Shinya，E，and　Shimada，T．＝A　New　Strategy　for　Gene　Transfer
　　量nto　Non・1ymphoid　Cells　Using　HIV　Vectors・The　first　amual　meeting　of　Japanese　society　ofgene　therapy，
　　1995．
4）清水宏之1），赤坂修治1），鈴木　聡，五十嵐健人，寺島保典1），秋元成太1），島田　隆（1）泌尿器科）：アデノウイル
　　スベクター膀胱内注入によるBBN誘発ラット膀胱癌の遺伝子治療の検討．第84回日本泌尿器科学会総会，1995．
　　4．
5）清水宏之1）・鈴木　聡・山本史朗1），寺島保典1），秋元成太1），島田　隆（1）泌尿器科）：単純ヘルペスウイルスチミ
　　ジンキナーぜ遺伝子導入腎細胞癌に対する腫瘍特異的細胞障害性丁細胞の誘導．第9回腎癌研究会，1995．4．
6）平井幸彦・玉寄兼治・竹田雄一郎・島田　隆：遺伝子治療のためのウイルスベクターについて．第5回日本医科
　　大学医学会公開シンポジウム「遺伝子診断の現状と展望」，1995．6．
7）渡辺　淳，池島三与子，島田　隆：ヒトMSH3遺伝子（hMSH3）の発現と遺伝子構造の解析．第68回日本生化
　　学会総会，1995．9．
8）中島英逸，折茂英生，渡辺　淳，池島三与子，島田　隆：ヒトDNAミスマッチ修復蛋白遺伝子hMSH3の第1エ
　　クソン内の9塩基繰り返し配列の多型性．第40回日本人類遺伝学会総会，1995．9．
9）折茂英生，中島英逸，林　瑞成，木島一洋，渡辺　淳，天神尚子1），荒木　勤1），島田　隆（n産婦人科）：乳児型
　　低ホスファターゼ症の出生前遺伝子診断．第40回日本人類遺伝子学会大会，1995．9．
10）山本史朗1），鈴木　聡，寺島保典1），島田　隆，秋元成太1）（1）泌尿器科）：Herpes　Thymidine　Kinase遺伝子を
　　用いた腎癌遺伝子治療の検討．第10回腎癌研究会，1995．9．
11）清水宏之1），鈴木　聡，五十嵐健人，星野有哉，寺島保典1），秋元成太1），島田　隆（1》泌尿器科）：アデノウイル
　　スベクター膀胱内注入による膀胱腫瘍遺伝子治療の検討．第54回日本癌学会総会，1995．9．
12）鈴木　聡，飯島　修1），秋山勝彦1），島田　隆（1）久光製薬・筑波研究所）1癌遺伝子治療のためのレトロウイルス
　　ベクターの調整法の検討．第54回日本癌学会総会，1995．9．
13）玉寄兼治，平井幸彦，島田　隆：AAVベクターによる遺伝子導入．第2回遺伝子治療研究会ワークショップ，
　　1995．　11．
14）五関正江1）・折茂英生・中島英逸・高木裕三2）・飯村忠浩1），渡辺　久3），佐藤清二4），真柳秀昭5》，島田　隆，大
　　井田新一郎1）（1）東京医歯大・歯・生化，2）同・小児歯科，3）同・第2保存，4）慶応大・小児科，5）東北大・歯・小
　　児歯科）：低ホスファターゼ症における遺伝子解析。第18回日本分子生物学会年会，1995．12．
15）宮内雅人，久安早苗，秋山勝彦1）（’）久光製薬・筑波研究所）：ガラクトース修飾ポリリジンを介する肝細胞特異
　　的遺伝子導入法．第18回日本分子生物学会年会，1995．12．
16）三宅弘一，遠山　隆，五十嵐健人，松岡弘樹，新谷英滋，猪口孝一1），野村武夫1）（1）第3内科）：HIVベクター
　　によるCD4陰性細胞への遺伝子導入法の開発．第57回日本血液学会総会，1995．12．
17）松岡弘樹三宅弘一，猪口孝一，鈴木　聡，平井幸彦島田　隆：HIVベクターの改良．第18回日本分子生物学
　　会年会，1995．12．
18）神田佳和，桂研一郎，高橋宏至，三浦留美：ビタミンAの脳組織及び神経細胞に対する作用．第49回日本栄養食
　　料学会，1995．5．
19）神田佳和，山本正雅，阿部靖子：ヒト母乳中より細胞増殖因子（MGF）の単離と活性について．第49回日本栄養
　　食料学会，1995．5．
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20）神田佳和：MGFのヒト神経胚性腫瘍細胞及び神経芽細胞腫に対する作用．第68回日本生化学会，1995．9．
21）中島英逸，折茂英生，林　瑞成，木島一洋，渡辺　淳，島田　隆，天神尚子1），荒木　勤1》，平山恒憲2），山本正
　生2）（1）産婦人科，2）小児科）：低ホスファターゼ症の遺伝子診断と出生前診断．日本医科大学医学会第88回例会，
　1996。2．
22）林瑞成，木島一洋，荒木勤1），折茂英生，島田隆（1》産婦人科）：PCR－SSCP家系内リンケージ解析法を用
　　いた21一水酸化酵素欠損症の新しい出生前診断法の開発．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
23）木島一洋，折茂英生，林　瑞成，天神尚子1），島田　隆，荒木　勤2》（1）三楽病院産婦人科，2）産婦人科）：絨毛採
　取により出生前診断した低ホスファターゼ症の一症例．第7回日本産婦人科遺伝子診断研究会，1996．2．
24）神田佳和，久安早苗，深井文雄：レチノイン酸の軟骨前駆細胞に対する離脱増幅作用．日本ビタミン学会第48回
　大会，1996．5．
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7．薬理学講座
［薬理学］
研究概要
　薬理学教室では，（A）神経細胞死の機構の解明，（B）シナプス伝達の可塑性，（C）平滑筋の収縮機構の解明，を中心
テーマとし，以下のような研究を行っている．
　（A）神経細胞死の機構解明：（1）運動ニューロンの生存，神経突起伸展活性を示す物質が骨格筋中に存在すると想
定し，この物質をニワトリ胚後肢筋抽出物より分離精製中である．（2）運動ニューロンの生存因子を遺伝子の側から
追及するために，COS・7細胞を用いた発現クローニングの系を確立した．（3）初代培養運動ニューロンにapoptosisを
引き起こし，その死の機構の解析を行っている．（4）ショウジョウバエ中枢神経系より樹立した細胞株においてアポ
トーシスと考えられる細胞死を誘導する系を確立した．これをモデル系として用い，神経細胞死の機構を解析してい
る．
　（B）シナプス伝達の可塑性：（1）ショウジョウバエ中枢神経系より樹立した細胞株を用いて，既存の神経伝達物質
の伝達物質以外の作用を検索する．（2）ラット脊髄のスライス標本で運動ニューロンにパッチクランプを行い，シナ
プス入力の解析を行う実験系を確立した．
　（C）平滑筋：感作気管平滑筋は抗原誘発による収縮で細胞膜上のK＋チャネルを開口させる．この開口の生理学的意
義と気管筋収縮抑制作用の強いisoproterenolの作用機序解明の目的で，モルモット気管筋で実験を行っている．
　（D）その他：（1）新生ラット摘出脊髄標本を用いて，侵害刺激に対するノルアドレナリン系の関与を検討した．ま
た，グルタミン酸受容体に対するATAの作用を検討した．（2）外眼筋のslowfiberの薬理学的な性質を，張力を指
標に電気生理学的に検討した．（3）生体組織の光学的および分光学的特性を色彩学的に評価する測色装置の開発や生
体情報の客観的評価の試みを行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Ui－Tei，K．，Sakuma，M．，Watanabe，Y．，Miyake，T1）．，and　Miyata，Y．（1）Mitsubishi　Kasei　lnstitute　of　Life
　　Sciences）：Chemical　analysis　of　neurotransmitter　candidates　in　clonal　cell　lines　from　Drosophila　central
　　nervous　system．II．neuropeptides　and　amino　acids．Neurosci．Lett．，195，187－190，1995．
　2）Ui－Tei，K，Sato，S。1），Miyake，T。2），and　Miyata，Y．（1）Central　Institute　for　Electron　Microscopic　Researches，
　　Nippon　Medical　Schoo1，2》Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：Induction　of　apoptosis　in　a　Droso・
　　phila　neuronal　cell　line　by　calclum　ionophore．Neurosci．Lett．，203，191－194，1996．
　3）荻原尚志，董　　魏：再神経支配阻止による運動ニューロンの細胞死とその生後変化．日医大誌，62，420－427，
　　1995．
（2）総説：
　1）宮田雄平：インスリン様成長因子（IGF）．Clinical　Neuroscience，13，790－792，1995．
　2）永野昌俊，宮田雄平＝コリン作動性分化因子／白血病細胞増殖阻害因子（CDF／LIF）．Chnical　Neuroscience，
　　13，　796－799，　1995。
　3）程久美子，宮田雄平：筋由来神経栄養因子．Clinical　Neuroscience，13，830－832，1995．
　4）高宮正也・），程久美子，高垣洋太郎2》（1）東京大学農学部，2）北里大学医学部）：遺伝子発現クローニング法．Clinical
　　Neuroscience，　13，　1376－1377，　1995．
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5）岡村忠夫，根本香代：K＋チャネルオープナー．医薬ジャーナル，31（10），164－169，1995．
6）鈴木秀典，宮田雄平：神経細胞の生と死とCa2＋．Clinical　Neuroscience，14，73－76，1996．
（3）研究報告書：
　1）Ui，K。，Nishihara，S．1），Sakuma，M．，Togashi，S．2），Ueda，R．2），Miyata，Y。and　Miyake，T。2）（11Soka　University，
　　2）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：Newly　established　cemines　from　Drosophila　larval　CNS
　　expressneural　specific　characteristics．平成4～6年度文部省科研費，重点領域研究，成果報告書，p。226－233，
　　1996．
著書
　1）宮田雄平：〔分担〕神経支配の形成．“新筋肉病学”（杉田秀夫，小澤鎮二郎，埜中征哉編），p．353－357，南江堂，
　　1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）鈴木秀典：脊髄運動ニューロンの標的依存性．運動機能再建学神経・筋セミナー，1996．3．
（2）招待講演：
　2）秋本眞喜雄，宮田雄平：生体計測における測色とその評価．日本ME学会・生体情報の可視化研究会，1996．3．
（3）一般講演：
　1）Sm，X．，Harada，Y．，and　Miyata，Y．：Differential　actions　of　aurintricarboxylic　acid　on　glutamate　receptors
　　of　motoneurons　of　newbom　rats．Fourth　IBRO　World　Congress　of　Neuroscience（Kyoto〉，1995。7．
　2）Ui－Tei，K．，Sato，S．1），Miyake，T．2），and　Miyata，Y．（1）Central　Institute　forElectron　Microscopic　Researches，
　　Nippon　Medical　Schoo1，2）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）l　Apoptosis　in　Drosophila　neuronaI
　　ce111ines．Fourth　IBRO　World　Congress（Kyoto），1995。7．
　3）Dong，W．，Ogiwara，N．，and　Miyata，Y．：Functional　recovery　of　motoneurons　after　target　deprivation　in
　　infantile　rats．Fourth　IBRO　World　Congress　of　Neuroscience（Kyoto），1995．7．
　4）Suzuki，H．，Yoshioka，K．1），Guo，J．一Z．1），Maehara，T．1），Nonomura，Y．2），and　Otsuka，M，1）（1）Tokyo　Med，
　　Dent。Univ．，2）Teikyo　Univ．）：Inhibitory　effects　of　wortmamin　on　the　release　of　substance　P　from　the
　　spinal　cord　of　neonatal　rat．Tachykinin’95：from　basic　science　to　clinical　application（Florence），1995．
　　　10．
　5）根本香代，岡村忠夫：モルモット気管平滑筋アナフィラキシー性収縮時のK＋流出に及ぽすisoproterenol・
　　　ouabainの影響．第45回日本アレルギー学会総会，1995．10．
　6）秋本眞喜雄，宮田雄平，菊田敏輝1），並木秀男1）（1）早稲田大学）：生体試料の色調観測における顕微測色計の製作・
　　　評価．レーザ顕微鏡研究会第16回講演会，1995．11．
　7）菊田敏輝1），秋本眞喜雄，並木秀男1）（1）早稲田大学）：光学顕微鏡下における免疫染色像の定量化．レーザ顕微鏡
　　　研究会第16回講演会，1995．11．
　8）角谷仁司，小川　龍，宮田雄平：脊髄切断後のノルアドレナリン増感現象に関与するαレセプターの新生ラット
　　　遊離脊髄標本を用いた検討．第69回日本薬理学会年会（長崎），1996．3．
　9）根本香代，岡村忠夫：気管平滑筋のアナフィラキシー性収縮時におけるisoproterenol，forskolinのK＋流出抑制
　　　作用とNa＋一K＋ATPaseの関与．第69回日本薬理学会年会，1996．3．
10〉一瀬倫見，窪田美恵1），村越隆之L）（L凍京医科歯科大学〉：大脳皮質異種シナプス入力間相互作用における
　　　GABAB受容体の関与．第69回日本薬理学会年会，1996．3．
11）小笠原美樹1），鈴木秀典，栗原　崇1），吉岡耕一）（1）東京医科歯科大学）：新生ラット脊髄においてNO供与体に
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　　より誘発されるアミノ酸放出．第69回日本薬理学会年会，1996．3．
12）浅枝暉雄1），秋本眞喜雄（1）カラーコンサルタント）：CCDカメラによる色彩画像の測定．日本ME学会・生体情
　報の可視化研究会，1996．3．
［臨床薬理センター］
研究概要
　臨床薬理センターでは臨床薬理学の立場から次のような研究を行っている．
　1．Population　pharmacokineticsの研究：NONMEM（Non　Linear　Mixed　Effect　Model）は患者一人当たりの
採血点が1～2点でも解析可能なpopulation　pharmacokinetics理論を応用した薬物動態解析プログラムで，その臨
床的有用性を研究している．特に開発中の薬物の高齢者と若年者の薬物動態の相違を検討するため，従来の薬物動態
解析法とpopulation　pharmacokineticsの両方の手法で比較している．
　2．抗不整脈の光学異性体の薬物動態に関する研究：不整脈患者におけるdisopyramide光学異性体それぞれの遊
離体の薬物動態と薬効との関係の解析を試みた．現在その他の抗不整脈薬についても検討中である．
　3．自然発症慢性膵炎モデル：自然発症慢性膵炎モデルのWBN／kobラットを用いた抗慢性膵炎治療薬の効果の評
価法に関する研究．慢性膵炎治療薬の治療メカニズムに関してBrd－Uの細胞内取込みを指標として細胞増殖面からの
検討を行っている．開発中の膵炎治療薬の本モデルによる薬効評価とヒトにおける臨床試験結果との関連も併せ検討
している．
　4．薬物の臨床試験に関する方法論の研究：新薬開発における臨床試験のあり方，評価方法，薬物治療審査委員会
（IRB）のあり方などを委員会事務局としての業務経験を生かして研究している．本学で行われた臨床試験の実施状況，
特に同意の取得について検討を加えた．さらに本学のIRBで保留となった案件がその後の開発過程でどのような経緯
をたどったか，および開発中止となった薬剤がIRBでどのような審査を受けたかをretrospectiveに検討しIRBの果
たす役割を考察した．
　5．∬ε1’60枷6’67ρッJo万と生体との免疫応答を中心とし研究を行っており，更に患者血清中に含まれる抗
漉1ガ60わ磁67ρッlo万urease抗体の臨床的意義に関して検討中である．またHekicobacterfehs株を用いたマウスモデ
ルの作成を行い，胃粘膜障害の検討および飽漉oわα磁7felis　ureaseを用いた感染防御機構の検索を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）阿曽亮子，大橋和史，加藤貴雄，緒方宏泰：不整脈患者におけるdisopyramide光学異性体のpopulation　phar・
　　macokinetics解析と蛋白結合および抗不整脈効果との関連性．臨床薬理，26，697－706，1995．
　2）大橋和史，大須賀恵美子，阿曽亮子，奈良弘恵，堀口真美：治験審査委員会のフォロー業務について＝開発中止
　　薬の分析．臨床薬理，27，45－46，1996．
　3）大須賀恵美子，阿曽亮子，大橋和史，奈良弘恵，堀口真美：治験水準向上のためのIRBの重要性＝保留となった
　　案件の分析．臨床薬理，27，129－130，1996．
　4）大須賀恵美子，阿曽亮子，大橋和史，奈良弘恵，堀口真美1慢性心不全を適応としたACE阻害薬の治験：本邦
　　と海外での評価方法の比較．臨床薬理，27，179－180，1996．
（2〉総説：
　1）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬どう効くPこの薬感染症②．ナース専科，15（4），
　　80－82，　1995．
　2）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬どう効くPこの薬感染症③．かぜ症候群など（非
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　ステロイド抗炎症薬）．ナース専科，15，（5），70－73，1995．
3）大須賀恵美子1「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬どう効くPこの薬高血圧症：高血圧性脳症，本
　態性高血圧症．ナース専科，15（6），66－69，1995．
4）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬どう効くPこの薬不整脈：期外収縮，頻脈性不
　整脈，徐脈性不整脈．ナース専科，15（7），60－63，1995．
5）大須賀恵美子：「ナース専科連載」疾患別・よく使われる治療薬どう効くPこの薬婦人科疾患：月経異常，更年
　期障害，子宮内腹症．ナース専科，15（9），74－77，1995．
6）大橋和史，大須賀恵美子：「ナース専科」特集：いま，ナースが知っておきたい薬．ナース専科，15（11），25－32・
　1995．
著書
　1）大橋和史：〔監修・分担〕ナース専科臨時増刊号：ナースのための治療薬ガイド．（総論：薬物療法の基礎知識
　　と服薬指導）．p．9－13，文化放送ブレーン，1995．
　2）大須賀恵美子：〔分担〕ナース専科臨時増刊号：ナースのための治療薬ガイド．（大橋和史監修）．文化放送ブレー
　　ン，1995．
　3）二神生爾：〔分担〕ナース専科臨時増刊号：ナースのための治療薬ガイド．（大橋和史監修）．文化放送ブレーン，
　　1995．
　4）廣田薫：〔分担〕ナース専科臨時増刊号：ナースのための治療薬ガイド．（大橋和史監修）．文化放送ブレーン，
　　1995。
学会発表
（1）招待講演：
　1）大橋和史：臨床試験の諸問題．第17回日本麻酔・薬理学会，1995．6．
（2）シンポジウム：
　1）阿曽亮子，大橋和史：医薬品開発におけるpopulation　pharmacokineticsの手法を用いた薬物動態解析：高齢者
　　に使用される医薬品の臨床評価法に関するガイドラインに関連して．第12回日本TDM学会，1995．6．
（3）一般演題：
　1）大橋和史，大須賀恵美子，阿曽亮子，奈良弘恵，堀口真美：治験審査委員会のフォロー業務について：開発中止
　　薬の分析．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
　2）大須賀恵美子，阿曽亮子，大橋和史，奈良弘恵，堀口真美二治験水準向上のためのIRBの重要性：保留となった
　　案件の分析．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
　3）大須賀恵美子，阿曽亮子，大橋和史，奈良弘恵，堀口真美：慢性心不全を適応としたACE阻害薬の治験：本邦
　　と海外での評価方法の比較．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
　4〉二神生爾，高橋秀美1）2），香川隆男1），平川恒久1），小林正文D，野呂瀬嘉彦2）（D内科学第三，2）微生物学免疫）：表
　　層性胃炎と慢性萎縮性胃炎患者血清のH観60枷惚7ρッJoガウレアーゼ蛋白に対する免疫応答の差異．第81回日本
　　消化器病学会総会，1995．4．
　5）二神生爾，高橋秀美1）（1）内科学第三）：慢性萎縮性胃炎患者および表層性胃炎患者血清における飽JJoo枷oオ67
　　ρッJo万（HP）に対する免疫応答の検討：HPウレアーゼ特異的IgA抗体価およびIgG抗体価の比較．第48回消化
　　器内視鏡学会総会，1995．9．
　6）阿曽亮子，大須賀恵美子，奈良弘恵，堀口真美，大橋和史：日本医科大学薬物治療審査委員会年間報告（平成6
　　年度）．第63回日本医科大学医学会，1995．9．
　7）大須賀恵美子，阿曽亮子，奈良弘恵，堀口真美，大橋和史：日本医科大学付属4病院における臨床試験の同意取
　　得状況（平成2～4年度）．第63回日本医科大学医学会，1995．9．
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8．病理学第一講座
研究概要
　研究主題は，臓器としては腎臓，肺臓，心臓を中心としているが，眼病理や腫瘍病理などにも及んでいる．内容と
しては炎症の修復機序の解明や，病変の血管，結合織との関連を検討したものが多い．超微形態学的，免疫組織学的
方法論による研究を主とするが，分子病理学的研究や，コンピューター画像解析による研究も発展しつつある．国外
研究施設との共同研究も盛んで，米国NIH心肺研究所との気管創傷治癒についての研究，Cincimati大学眼科学教室
との眼球結合織動態の検討，Nebraska大学との細胞走化性にっいての研究が進行中である．腎臓では，Thy－1腎炎を
はじめとする種々の実験腎炎モデルを用いた糸球体腎炎の病態の解明が続けられ，本年度が腎炎のおけるアポトーシ
スの関与，腎炎修復過程における内皮細胞の動態，糸球体のmesangiolysis病変の解析，腎炎発症過程での好中球の役
割などについての研究がなされ，また肝硬変に際しての腎糸球体病変の病理についての詳細な検討が行われた．肺臓
では，肺病変に際しての肺間質の動態を中心に研究が進められ，肺線維症，肺肉芽腫症，肺発生過程などにおける種々
のmatrix　metalloproteinase（MMP）の役割の解明，肺癌における弾性線維症の検討などがなされ，Boyden　chamber
法を用いた肺線維芽細胞の走化性に関しての超微形態学的研究も着々と成果を挙げつつある．心臓については，floppy
valve形成過程における結合織の異常に着目した研究が行われている．眼科病理学の分野では，角膜創傷治癒過程につ
いての研究が主体で，アポトーシスの関与やMMPの動態などが検討された．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kitamura，H。，Sugisaki，Y、，and　Yamanaka，N．：Endothelial　regeneration　during　repair　process　following
　　　Habu－snake　venom　induced　glomerular　injury．Virchows　Arch，427，195－204，1995．
　2）Herman，E．H．1），Hassinoff，BB．2），Zhang，J．1），Reley，L．G．3），Zhang，T．M．1），and　Fukuda，Y，，Ferrans，V．」．3）
　　　（1）Food　and　Drug　Adnimistration，2）University　of　Manitoba，3）NIH）：Morphologic　and　morphometric
　　　evaluation　of　the　effect　of　ICRF－1870n　bleomycin－induced　pulmonary　toxicity．Toxicology，98，163176，
　　　1995。
　3〉Usuki，J．，and　Fukuda，Y．：Evolution　of　three　patterns　of　intraalveolar　fibrosis　produced　by　bleomycin　in
　　　rats．Pathol．Int．，45，　552－564，　1995。
　4）Kawamoto，M．，Romberger，D，」。1），Nakamura，Y．2），Adachi，Y．1），Tate，L．1》，Ert1，R，F．1），Spurzem，J．R．1），and
　　　Remard，S，L1）（1）Pulmonary　and　Critical　Care　Medicine，University　of　Nebraska　Medical　Center，2）Third
　　　Department　of　Intemal　Medicine，University　of　Tokushima　School　of　Medicine）：Modulation　offibroblast
　　　type　l　co11agen　and　fibronectin　production　by　bovine　bronchial　epithelial　cells．Am．J。Respir。Cell　Mol．
　　　BioL，12，425－433，1995．
　5）Nakamura，Y．1），Romberger，DJ。2），Tate，L，2），Ert1，R．F．2），Kawamoto，M。，Adachi，Y，2》，Mio，T．2），Sisson，J．
　　　H・2），Spurzem，J・R2），and　Rennard，S・1・2）（1）Third　Department　of　Intemal　Medicine，University　of　Tokushima
　　　School　of　Medicine，2）Pulmonary　and　Critical　Care　Medicine，University　of　Nebraska　Medical　Center）：
　　　Cigarette　smoke　inhibits　Iung　fibroblast　proliferation　and　chmotaxis．Am。J．Respir．Crit．Care　Med．，151，
　　　1497－1503，　1995．
　6）Nakamura，Y．1》，Tate，L．2），Ert1，R．F．2），Kawamoto，M．，Adachi，Y．2），Romberger，D．J．2），Mio，T．2），Ko1zumi，
　　　S，3），Grossman，G。2），Robins，RA．2），Spurzem，J．R．2），and　Rennard，S．1．2）（1｝Third　Department　of　IntemaI
　　　Medicine，University　of　Tokushima　School　of　Medicine，2）Pulmonary　and　Critical　Care　Medicine，Univer一
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　　sity　of　Nebraska　Medica豆Center，3）第1外科〉：Bronchial　epithelial　cells　regulate　fibroblast　proliferation．
　　Am．」．PhysioL，269，377－387，1995。
7）Kawamoto，M．，Fukuda，Y．，Kamoi，S．1），Sugisaki，Y．2），and　Yanlanaka，N．（1）産婦人科，2）付属病院病理
　　部）：Sebaceous　carcinoma　of　the　vulva．Patho1．Int．，45（10），767－773，1995．
8）Tamura，K．1），Fukuda，Y．，Ishizaki，M．，Masuda，Y．，Yamanaka，N．，and　Ferrans，V．J．2）（1）付属病院病理
　　部，2）MH）：AbnormaHties　in　erastic　fibers　and　other　comective－tissue　components　offloppy　mitra正valve．
　　Am．Heart　J．，129，1149－1158，1995．
9）Mori，M．’），lshizaki，M．，andOnda，M．1》（1）第1外科）：Immunohistochemmical　investigation　ofhepatoceluL
　　lar　pi　class　glutathione　S－transferase　in　normal　and　regenerating　rat　liver．日医大誌，62，469－455，1995．
10）清家正博1），臼杵二郎，植松和嗣1），榎本達治1），篠田欣也1），吉森浩三1），福田　悠，工藤翔二1），仁井谷久暢’）（1）
　　第4内科）：超硬合金労働者に発症したCA19－9が高値を示した巨細胞性間質性肺炎の1例．日胸疾会誌，33，
　　894899，　1995．
11）五十嵐徹1），福見大地1），山本佳樹1），千葉　隆1），伊藤保彦1），高橋真人1），安保和俊1），前田美穂1），藤野　修1），
　　福永慶隆1），村上睦美1），福田　悠，川並注一2）（1）小児科，2）第二病院病理部）：皮膚筋炎に合併した間質性肺炎．
　　日本小児呼吸疾患学会雑誌，6，99－101，1995．
12）鴨井青龍1），川本雅司，荒木　勤1）（1）産婦人科）：正常性周期および妊娠初期の子宮内膜におけるThymicine
　　Phosphorylaseの免疫組織学的局在．Biotherapy，9，1539－1542，1995．
13）原口秀司1），田中茂夫1），小泉　潔1〉，塩田晶彦1），保坂浩希1〉，川本雅司（1）第2外科）：肺癌と鑑別困難であった
　　肺梗塞の1切除例．日本胸部外科学会雑誌，43，1208－1212，1995．
14）吾妻安良太1），栗本太嗣1），石田和之2），森川哲行1），川本雅司，工藤翔二1）（1）第4内科，2）東京医科歯科大学神経
　　内科）：ラット末梢神経上の29kD抗原に反応するIgM型抗体が認められた腫瘍随伴神経障害を伴った肺小細
　　胞癌の1例．日本臨床免疫学会会誌，18，241－246，1995．
（2）綜説：
　1）山中宣昭：腎糸球体形成における問質の役割．病理と臨床，13，963－969，1995．
　2）福田　悠：気管創傷治癒・特発性肺線維症における細胞接着と細胞外基質．呼吸，14，775－782，1995．
　3）福田　悠：肺内弾性線維・膠原線維の微細構造と気腫化（特集：気腫化病変の早期診断をめぐって）．呼吸と循
　　環，　44，　229－233，　1996．
4）石崎正通，清水　章，馬杉洋三：Thy－1・1腎炎（メサンギウム増殖腎炎モデル）研究の現状．日医大誌，62，
　　305－306，　1995．
著書
　1）Shimizu，A．，Kitamura，H。，Masuda，Y．，Ishizaki，M．，Sugisaki，Y．1），and　Yamanaka，N，（1）付属病院病理
　　部）：〔分担〕Glomerular　capillary　regeneration　and　endothelial　cell　apoptosis　in　both　reversible　and
　　progressive　models　of　glomemlonephritis．“Progeression　of　Chronic　Renal　Disease”（Koide，H，，and　Ichik－
　　awa，1．eds），Karger，1996．
　2）山中宣昭：〔分担〕腎臓の形態．“内科学第6版”（杉本恒明，小俣政男編），p．1214－1218，朝倉書店，1995．
　3）福田　悠：〔分担〕実験的間質性肺炎．“特発性間質性肺炎とその周辺疾患”（河合健編），p．182－190，東京医学
　　社，1995．
　4）山中宣昭，杉崎祐一1）（1）付属病院病理部）：〔分担〕糸球体メサンギウムの傷害と修復．“現代病理学大系補遺3”
　　（飯島宗一他編），p．45－53，中山書店，1996．
　5）杉崎祐一1），山中宣昭（1）付属病院病理部）：〔分担〕Henoch－Sch6nlein紫斑病腎炎．“現代病理学大系補遺3”
　　（飯島宗一他編），p．91－98，中山書店，1996．
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6）清水　章，山中宣昭＝〔分担〕腎炎とアポトーシス．“Amual　Review腎臓1996”（長沢俊彦他編），p．88－94，
　中外医学出版，1996．
学会発表
〔1994年度追加分〕
　特別講演：
　1）福田　悠：びまん性肺疾患の病理（第1回卒後教育セミナー），第108回日本胸部疾患学会関東地方会，1994．
（1）特別講演：
　1）山中宣昭：Glomerular　mesangiolysis．第1回腎と高血圧フォーラム，1995．5．
　2）山中宣昭：メサンギオリシスと糸球体腎炎．第33回中部日本腎炎談話会，1995．6．
3）山中宣昭1糸球体病変とmesangiolysis．第3回長崎出島シンポジウム，1995．9．
　4）山中宣昭：腎組織病変の3次元的解析．東京警察病院シンポジウム，1995．10．
　5）山中宣昭：Mesangial　ce11－1ysis　and　repair．厚生省特定疾患進行性腎炎腎障害調査研究班講演会，1995．12．
（2）シンポジウム：
　1）Shimizu，A。，and　Yamanaka，N，IGlomerular　capillary　regeneration　and　endothelial　cell　apoptosis　in　both
　　reversible　and　progressive　models　of　glomerulonephritis．Progression　of　Chronic　Renal　Disease（Mishima），
　　1995．5．
2）lmura，N、1），Suzuki，M，1），Tanaka－Kagawa，T．1），Naganuma，A．2），Yamanaka，N。（1）北里大学薬学部，2）東北
　　大学薬学研究所）l　Strain　difference　in　renal　toxicity　of　inorganic　mercury　in　mice．6th　Intemational
　　Symposium　on　Metal　Compounds　in　Environment　and　Life（Julich），1995．
3）川本雅司，中村陽一），Romberger，D．」．2），Remard，S．1．2）（1）徳島大学第3内科，2）ネブラスカ大学内科）＝気道
　　上皮による線維芽細胞のType　I　collagen，Fibronectin産生の修飾．第3回肺細胞の機能とリモデリングに関
　　するシンポジウム，1995．10．
（3）ワークショップ：
　1）福田　悠，石崎正通，岡田保典1），河端美則2），山中宣昭（1）金沢大学がん研，2）結核研究所病理）：びまん性肺疾
　　患における肺胞構造改築とマトリックスメタロプロテアーゼの役割（細胞外マトリックスとプロテアーゼ）．第
　　84回日本病理学会総会，1995．4．
2）清水　章，山中宣昭：糸球体障害とアポトーシス．第38回日本腎臓学会総会，1995．10．
3）山中宣昭，杉崎祐一1）（1）付属病院病理部）：肝硬変の腎病理．腎臓学会第25回東部学術大会，1995．11．
（4）一般講演：
1）Kawamoto，M，Matsunami，T。，Ertl，R。F．1），Fukuda，Y．，Yamanaka，N．，Spurzem，J。R．1），Romberger，D．」．1），
　　and　Remard，S。1．1）（1）Department　of　Intemal　Medicine，University　of　Nebraska　Medical　Center）：Im－
　　munoelectron　microscopic　observations　of　fibroblast　chemotaxis　in　the　Boyden少s　blindwell　chamber．Int．
　　Conf．Am．Thoracic　Society（Seattle），1995．5．
2）Fukuda，Y。，Ishizaki，M，Kawabata，Y．1），Okada，Y．2），Seiki，M．2），and　Yamanaka，N．（1）結核研究所病理，
　　2）金沢大学がん研）：Matrix　metalloprotease－1，一9，and　tissue　inhibitor　ofmetalloproteases－2expressions
　　in　Langerhans　cells　of　pulmonary　Langerhans　cell　granulomatosis．Int．Conf．Am．Thoracic　Society
　　（Seattle），　1995．5。
3）Ishizaki，M。，Arar，H，1），Wander，AH。1），Kao，WW－Y．1）（DDepartment　of　Ophthalmology，University　of
　　C孟ncimati）：Apoptosis　during　comeal　wound－healing．66th　ARVO　Meeting（Florida），1995。5。
4）Shimoda，M。1），Saiga，T。1），Fukuda，Y．，Wakamatu，K．，Ishizaki，M．，andKao，WW－Y．2）（1）眼科，2）Department
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　　of　Ophthalmology，University　of　Cincinnati）：Aberrant　expressions　of　metalloproteinases　and　bullous
　　penphigoid　antigen　contributes　to　recurrent　comeal　epithelial　defect　following　alkali　bums・66th　ARVO
　　Meeting（Florida），1995。5．
5）Shimizu，A．，Kitamura，H．，Masuda，Y．，Ishizaki，M．，Sugisaki，Y．1），and　Yamanaka，N．（1）付属病院病理
　　部）：Glomerular　capillary　regeneration　and　endothelial　cell　apoptosis　during　the　repair　process　of　experi－
　　mental　proliferative　glomerulonrphritis．XIIlth　lntemational　Congress　of　nephrology（Madrid）11995．7．
6）Kitamura，H．，Shimizu，A。，Masuda，Y．，Ishizaki，M。，Sugisaki，Y．・），and　Yamanaka，N．（・）付属病院病理
　　部）：Apoptosis　in　endothelial　cells　during　the　development　of　glomerular　sclerosis　in　the　remnant　kidney
　　modeL　XIIlth　Intemational　Congress　of　nephrology（Madrid），1995。7．
7）Kawamoto，M．，Fukuda，Y．，Kodama，Y．1），Ishizaki，M．，Masuda，Y．，and　Yamanaka，N．（1）名古屋大学放射
　　線科）：Increase　of　Weibe1－Palade　bodies　and　pericytes　in　radiation－induced　pulmonary　fibrosis　in　rats、
　　European　Respiratory　Society，Annual　Congress（Barcelona），1995．9．
8）Shimizu，A．，Ishizaki，M。，Kitamura，H．，Masuda，Y．，Muroga，K．，Sugisaki，Y．L），and　Yamanaka，N．（1）付
　　属病院病理部）：Complement　mediates　mesangial　cell　apoptosis　in　the　glomerulonephritis．28th　Amual
　　Meeting　of　American　Society　of　Nephrology（Sandiego），1995．11．
9）Horiba，K，，Fukuda，Y．，Stetler－Stevenson，WG．1），Liotta，LA．1），Ferrans，VJ．2）（1）National　Cancer　Institute，
　　NIH，2）National　Heart，Lung　and　Blood　lnstitutes，NIH）：Matrix　metalloproteinases（MMPs）and　tissue
　　inhibitor　of　metalloproteinases（TIMPs）during　tracheal　wound　healing．Unlted　States　and　Canadian
　　Academy　of　Pathology，1996。
10）清水　章，益田幸成，北村博司，室賀一宏，石崎正通，杉崎祐一），山中宣昭（1）付属病院病理部）：実験腎炎の
　　進展過程におけるアポトーシス．第84回日本病理学会総会，1995．4．
11）益田幸成，清水　章，北村博司，室賀一宏，石崎正通，杉崎祐一），山中宣昭（1）付属病院病理部）：Thy－1腎炎に
　　おける好中球の作用について：ハイドロキシウレア投与のよる好中球枯渇化の影響．第84回日本病理学会総会，
　　1995．4．
12）温　　敏1），山中宣昭，松本光司1），山田宣孝1）（1）第一病院病理部）：三次元立体構築による糸球体発生について．
　　第84回日本病理学会総会，1995．4．
13）川本雅司，福田　悠，杉崎祐一1），山中宣昭（1）付属病院病理部）：小陰唇原発脂腺癌の1例．第84回日本病理学
　　会総会，1995．4．
14）川本雅司，福田　悠，杉崎祐一1），山中宣昭（1）付属病院病理部）：サーファクタント産生細胞，線毛細胞への分
　　化が示唆された肺腺扁平上皮癌の1例．第84回日本病理学会総会，1995．4．
15〉福島光浩，福田　悠，川本雅司，原口秀司1），山中宣昭（1）第2外科）：肺腺癌における弾性線維症とα一1－antitryp－
　　sin沈着．第84回日本病理学会総会，1995．4．
16）辰口篤志，福田　悠，杉崎祐一），山中宣昭（1）付属病院病理部）：消化管のMultiple　lymphomatous　polyposis
　　の1例．第84回日本病理学会総会，1995．4．
17）下田真理子1），雑賀壽和1），清水由規1），若松恭子，石崎正通（1）眼科）：角膜実質損傷治癒過程におけるtype　III
　　およびtype　IV　collagenの動態について．第99回日本眼科学会総会，1995．4．
18）川本雅司，福田　悠，Ert1，R．F．1），Remard，S．1．1）（1）ネブラスカ大学内科）：Boyden　Chamber法を用いた線維
　　芽細胞走化性の免疫電顕的観察．第35回日本胸部疾患学会総会，1995．5．
19）福田　悠，河端美則1）（1）結核研究所病理）：ランゲルハンス細胞肉芽腫症のランゲルハンス細胞でのmatrix
　　metalloprotease・1，一9，tissue　inhibitor　of　metalloproteases－2の発現．第35回日本胸部疾患学会総会，1995．
　　5．
20）福田　悠，辰口篤志，石崎正通，山中宣昭：家兎胎仔・新生仔肺における，細胞外基質・マトリックスメタロプ
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　　ロテアーセの役割．第27回日本結合織学会総会，1995．6．
21）上原隆志’），橋元恭士1），中広一膳1），日野光紀1），弦問昭彦1），工藤翔二1），原口秀司2），小泉　潔2），田中茂夫2），
　　臼杵二郎，福田　悠（1）第4内科，2）第2外科）：肺癌と鑑別が困難であった肺放線菌症の1例．第115回日本胸部
　　疾患学会関東地方会，1995．6．
22）鴨居青龍1》，太田雄治郎ll，荒木　勤1），川本雅司（1）産婦人科）：子宮頸癌および子宮内膜癌におけるPyNPaseの
　　免疫組織学的局在について．第24回日本婦人科病理・コルポスコピー学会，1995．6．
23）福島光浩，福田　悠，川本雅司，原口秀司1），小泉　潔1），田中茂夫1），山中宣昭（1）第2外科）＝肺癌における弾
　　性線維症．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
24）尾崎憲子1），大原國俊1），石崎正通（1）眼科）：皿型アレルギーによる角膜障害の推移とアポトーシスの関与．第
　　61回日本中部眼科学会，1995．9．
25）西垣龍太郎・），亀山孝二L），内藤善哉1），浅野伍朗・），丸山光紀2），岸田　浩2），早川弘一2），福田　悠，鈴木恒道
　　（1）第2病理，2）第1内科）：異型狭心症に肺炎の合併のみられた症例の冠動脈変化．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．9．
26）細見幸生1）・榎本達治1），阿部信二’），高橋卓夫1），吾妻安良太1），工藤翔二1），持丸　博1），福田　悠，秋山博彦2），
　　小泉　潔2）（1）第4内科，2）第2外科）：急性呼吸不全を呈し経過中に両側気胸を発生した粟粒結核の1例．第11回
　　日本胸部疾患学会関東地方会，1995．10．
27）室賀一宏，北村博司，清水　章，益田幸成，石崎正通，杉崎祐一1），山中宣昭（1）付属病院病理部）：Thy－1腎炎軽
　　度糸球体病変モデルの検討．第38回日本腎臓学会総会，1995．11．
28）北村博司，清水　章，益田幸成，室賀一宏，石崎正通，杉崎祐一1），山中宣昭（1）付属病院病理部）：低容量抗基
　　底膜抗体腎炎における糸球体内皮細胞の動態．第38回日本腎臓学会総会，1995．11．
29）志村俊郎1），吹野晃一1），野手洋治1》，寺本　明1），川本雅司，杉崎祐一2）（1）脳神経外科，2》付属病院病理部）：Kl・
　　1陽性頭蓋内リンパ腫の病理組織学的検討．第4回日本脳腫瘍カンファレンス，1995．11．
30）福島光浩，福田　悠，川本雅司，持丸　博’》，日野光紀1），工藤翔二1），小泉　潔2》，秋山博彦2），原口秀司2），田
　　中茂夫2），杉崎祐一3），山中宣昭（1）第4内科，2）第2外科，3）付属病院病理部）：胸壁原発のprimitive　neuroectoder－
　　mal　tumorの1例．第115回日本肺癌学会関東部会，1996．2．
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9．病理学第二講座
研究概要
　1）腫瘍細胞の増殖，分化には間質の血管や細胞外基質の動態が関与している．すなわち，腫瘍細胞と間葉系細胞は
相互に細胞外基質を産生し受容体を介して，その増殖制御に関っているが，その他にも多くの因子の関与が考えられ
る．教室では癌細胞，血液細胞，前立腺細胞，血管内皮細胞の増殖分化における細胞外基質であるフィブロネクチン，
グリコサアミノグリカン，ラミニン，テネイシン，ラミニン，III型，IV型コラーゲンと関連して，その合成や各々の
受容体の局在，これらのmRNAの発現と癌細胞における核質の性状変化に加えてプロテアーゼの発現をin　situhy－
bridization法で確認している．一方上皮細胞や癌細胞には細胞外基質の生合成と併せFGF，EGF，TGFβなど増殖
因子と，カドヘリンなどの接着因子が病態進展に関与している．このような細胞外基質や増殖因子の作用機構につい
ては，さらに細胞内の細胞骨格を介したシグナル伝達，とくにHsp，α5βIntegrin，DNase1との関連性の上から遺
伝情報発現の調節機構の解明も試みている．
　2）動脈硬化症の発生の基盤には高脂血症，高血圧など諸因子の関与が注目されるが，とくにbarrierとしての血管
内皮細胞の役割が重要である．高脂血症や内膜擦過動物モデルを用いて内膜の障害や修復の過程において内皮細胞の
各種酵素の局在や再生過程における細胞外基質やFGF，VEGF，EGFなどの増殖因子，さらにエンドセリン，一酸化
窒素の産生動態を解明し，内皮細胞と平滑筋細胞の相互作用の観点から平滑筋細胞の増殖機序の解明を試みている．
とくにその促進因子の一つである糖尿病に合併する動脈硬化と心筋梗塞症の発生，さらに冠動脈硬化病変の疎水環境
の特異性につき超音波やレーザー顕微鏡など多次元画像解析法を導入し形態計測的な解明を試みている．
　3）敗血症や虚血性病変に続発するショックの病態の発生機序の解明を目的として心臓，肺臓の心肺機能不全につき
free　radical，NO，NOSの産生動態を介した細胞機能障害の発生機序に注目し検討している．
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　　乳癌における熱ショック蛋白発現．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
24）山崎峰雄1），北村伸彰1），赫　彰郎1），今津　修，浅野伍朗，保津路子2），海江田亮2），中野今治3）（1）内科学第2，
　　2）初石病院内科，3）東京都神経科学総合研究所神経病理）：Alzheimer型痴呆，pick病におけるアストログリア内
　　異常線維．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
25）井上松応1），恩田昌彦1），内田英二1），田尻　孝1），会田邦晴1），山中洋一郎1），小林　匡1），相本隆幸1），横山　正1），
　　山村　進1），笹島耕二1），山下精彦1），江上　格1），内藤善哉，浅野伍朗（・）外科学第1）：ハムスター実験膵癌細胞
　　株（PGHAM1）の腫瘍増殖とA型抗原の関連性．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
26〉西垣龍太郎，亀山孝二，内藤善哉，浅野伍朗，丸山光紀1），宗像一雄1），岸田　浩1）（1）内科学第1）：異型狭心症
　　に肺炎の合併のみられた症例の冠動脈変化．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
27）福本裕子1），早川弘一1），亀山孝二，恩田宗彦，石渡俊行，内藤善哉，浅野伍朗（1）内科学第1）：心筋梗塞症例に
　　おける冠動脈硬化病巣内平滑筋細胞の動態．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
28）余　　紅1），森　　修1），大秋美治1），河村　暁2），浅野伍朗（1）千葉北総病院病理部，2）同産婦人科）：子宮の
　　Adenomatoid　tumorの2症例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
29）森　　修1），大秋美治1》，渡辺　玲2），水成隆之2），小林士郎2），杉崎祐一3》，浅野伍朗（1）千葉北総病院病理部，
　　2）同脳神経外科，3）病理学第1）：大脳半球硬膜下髄外に増殖するglioma自験例2例を含む検討．第63回日本医科
　　大学医学会総会，1995．9．
30）井上松応1），恩田昌彦’），内田英二1），山中洋一郎1），小林　匡1），相本隆幸1），横山　正1），会田邦晴1），笹島耕二1），
　　田尻　孝’），樋口勝美1），山下精彦1），江上　格1），内藤善哉，浅野伍朗（1）外科学第1）：ハムスター実験膵癌細胞
　　株の運動性の検討．第54回日本癌学会総会，1995．10．
31）田中純也2），浅野伍朗，前田昭太郎，杉崎祐一1），佐々木茂2），荒木　勤2）（1）病理学第1，2）産婦人科学）：子宮頸
　　癌の細胞生物学的性状と進展形式．第54回日本癌学会総会，1995．10．
32）片山博徳1），前田昭太郎1），的場康徳2），廣中貴宏4），服部　隆4），細根　勝1），大石一二三4），大網　弘3），浅野伍
　　朗（η多摩永山病院病理，2）第二病院消化器センター，3）老人研，4脇乳・基礎研）：転移性腫瘍におけるヘパリチ
　　ナーゼの局在部位とp53蛋白およぴPCNAの発現．第54回日本癌学会総会，1995。10．
33）的場康徳1），廣中貴宏2），服部　隆2），大石一二三2），片山博徳3），細根　勝3），前田昭太郎3），大網　弘4），浅野伍
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　　朗（1）第二病院消化器センター，2）協乳・基礎研，3）多摩永山病院病理，4）老人研〉：血清ヘパリチナーゼの転移治
　　療への応用．第54回日本癌学会総会，1995．10．
34）木山輝郎1）・思田昌彦1）・徳永　昭1）・寺本　忠1），小栗　剛1），白川　毅1），瀧田雅仁1），吉行俊郎1），松倉則夫1），
　　山下精彦1），杉崎祐一2），浅野伍朗，大国寿士3）（1》外科学第1，2）付属病院病理，3）老人研・免疫）：消化器癌にお
　　ける熱ショック蛋白（HSP70）の発現．第54回日本癌学会総会，1995．10．
35）内田英二1〉・恩田昌彦1）・井上松応1）・横山　正1），相本隆幸1），小林　匡1），山中洋一郎1），会田邦晴’），樋口勝美1），
　　田尻　孝1）・江上　格1）・内藤善哉，浅野伍朗，市川太郎2），隈崎達夫2）（1）外科学第1，2）放射線科学）：ハムスター
　　膵癌膵内移植モデルにおける化学療法の実験的研究．第54回日本癌学会総会，1995．10．
36）長江　康1），前田昭太郎1），細根　勝1），片山博徳1），浅野伍朗（1）多摩永山病院病理部）＝ホルモンレセプターとサ
　　イトケラチンの局在よりみた乳癌の組織特異性．第54回日本癌学会総会，1995．10．
37）小栗　剛1），思田昌彦1），徳永　昭1），白川　毅1），瀧田雅仁1），寺本　忠1），藤田逸郎1），奥田武志1》，水谷　崇1），
　　木山輝郎1），吉行俊郎1），松倉則夫1），山下精彦1），浅野伍朗（1）外科学第1）：胃癌およぴ胃潰瘍における細胞増殖
　　因子様蛋白pS2発現の意義．第54回日本癌学会総会，1995．10．
38）下村隆保，内藤善哉，工藤光洋，矢野正雄，尾形昌男，石渡俊行，浅野伍朗：大腸癌細胞株のco．cultureへの
　　quercetinとcisplatinの影響．第54回日本癌学会総会，1995．11．
39）西垣龍太郎，石渡俊行，内藤善哉，郭　　方，喬　　炎，浅野伍朗：心臓における誘導型一酸化窒素合成酵素の
　　発現とその意義．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
40）恩田宗彦，亀山孝二，浅野伍朗：動脈硬化病変進展へのセロイド様蛍光物質の関与について：特に糖尿病症例の
　　検討．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
41）亀山孝二，恩田宗彦，福本裕子，藤井雄文，桜井太一郎，石渡俊行，浅野伍朗：冠動脈硬化過程でのunstableplaque
　　への進展について一特に疎水性環境の検討．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
42）福本裕子，亀山孝二，恩田宗彦，石渡俊行，浅野伍朗：冠動脈硬化病変における心筋梗塞発生要因の検融第36
　　回日本脈管学会総会，1995．11．
43）西垣龍太郎，石渡俊行，内藤善哉，郭　　方，浅野伍朗：エンドトキシン投与後の心臓における誘導型一酸化窒
　　素合成酵素の発現とその意義．第一回エンドトキシン研究会，1995．11．
44）平井恭二，石渡俊行，浅野伍朗：大腸癌組織におけるカテプシンBの局在とカテプシンBmRNAの発現の検討．
　　第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
45）内田英二1），恩田昌彦1），山村　進1），中村慶春’），井上松応1），横山　正1》，相本隆幸1），小林　匡1），山中洋一郎11，
　　会田邦晴1）・樋口勝美1）・田尻　孝1），山下精彦’），江上　格1），内藤善哉，浅野伍朗（・）外科学第1）：ハムスター
　　移植膵癌モデルにおける肝転移におよぽす膵原発巣切除の影響．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
46）清水眞澄1），ムワナタンブエ，ミランガ2），城田恵次郎3），七戸和博1）（1）実験動物管理室，2）病理学第2，3）東武医
　　技専）＝スナネズミの実験的好塩基球産生およびヒスタミン好感受性について．第15回日仏獣医学会，1996．3．
47）西垣龍太郎，石渡俊行，内藤善哉，浅野伍朗，荒牧琢己1），早川弘一1）（1）内科学第1）：心不全発生における一酸
　　化窒素合成酵素の局在とその意義．第60回日本循環器学会総会学術集会，1996．3．
一50一
10．微生物学・免疫学講座
研究概要
　細菌学から微生物学，免疫学への発展の歴史は，それらの学問の膨大な蓄積と，関係する領域の拡大による必然の
結果であった．従って，教室の研究成果も広範多岐に亘っている．
　免疫学：［A］我々は生後の肝臓が，hematolymphoidsystemの一臓器として機能する可能性のあることを示して
来た．最近その意見が，世界の学会で徐々に承認されつつある．本年度は，①肝実質細胞が骨髄細胞をmyeloid系細
胞とIymphoid系細胞に分化させること（馬渕），②肝臓では免疫系細胞の構成や抗原刺激に対する応答が，他のリン
パ組織のそれと異なること（松井．江連．寺部．林），③肝臓内ではlgA産生細胞が優位で，肝実質細胞がIL・5を産生
すること（高橋め），④肝臓に常在するγδ丁細胞は，胸腺の内外で分化した細胞が独特の割合で混合した細胞群であ
ること（小平），等を見出している．［B］①丁細胞の抗原リセプターとその関連分子（CD3分子群やCD4，CD8分子）
とで形成する複合体分子の状態が，胸腺細胞と末梢丁細胞では異なることや，抗原刺激によりCD3ζ鎖におこる構造
変化を観察している（大薗．西澤），②アロ抗原特異的免疫寛容を導入するため，肝臓に特異的にアロ抗原を導入する
ベクターを開発し（宮内．西澤），アロ抗原の経口投与による寛容誘導と比較している．［ClウシII型コラーゲンによ
る慢性関節炎発症モデルについて，個体レベルから分子レベルに亘る研究を進めている（小笠原．渡理）．［D］B7－1
遺伝子を導入したHepatomaを用いて，キラー丁細胞の導入に成功した（中塚．中川．高橋秀）．［E］HIV特異的CD8
陽性キラー丁細胞は，破壊した標的細胞に由来するウイルス断片により，キラー活性が著しく低下することを見出し，
その生物学的意義を探っている（中川．高橋秀）．
　アレルギー学：喘息症状改善のため用いられている漢方薬の薬理作用を，新しく開発した炎症モデルを用いて検討
している（川角．竹内）．
　微生物学：［A］H．felisによるマウスの慢性胃炎をmode1として，飽」ガ60加6渉07ρッ」碗感染による胃病変発来の
機序について研究している（野呂瀬）．［B］シクロスポリンによる麻疹ウイルス増殖抑制について研究を進めている（渡
理）．［C］多剤性ブドウ球菌や，P。aeruginosaの院内感染を防止する目的で，疫学調査，耐性獲得の機序等について
研究を行っている（川角．竹内）．
研究業績
論文
（1〉原著：
　1）Aung　Kyaw　Nyunt，Takeuchi，Y．，Yokomuro，K，and　Miyanaga，Y。：Comparative　studies　on　the　antialler－
　　gic　effects　of　KAMPO　medicines　used　for　the　therapy　of　respiratory　disease，アレルギー，44（4），503－512，
　　　1995。
　2）Watari，E．，and　Yokomuro，K．：Pattem　of　Iymphokine　production　by　semliki　forest　virus－specific　T－ce11
　　hybridomas　stimulated　with　different　antigen－presenting　cells，JanJ。Med。ScL　BioL，48，131－143，1995．
　3）Takahashi，M，，andYokomuro，K．：Mouseparenchymallivercellsinculturesecrete　agrowthinhibitorfor
　　　myeloma　cells．J．HepatoL，24，225229，1996．
　4）Mabuchi，A．，Sakamoto，T．，Tsukui，T．，Hirano，F．，Watari，E．，Norose，Y．，and　Yokomuro，K・：The
　　　proliferation　and　differentiation　of　spleen　cells　cultured　with　the　culture　supematant　of　non・parenchymal
　　　liver　cells．Cells　of　the　Hepatic　Sinusoid・5，Editors：E。Wisse，D．L．Knook　and　K　Wake，310－312・1995．
　5）Hirano，F．，Sakamoto，T，，Mabuchi，A．，Norose，Y．，and　Yokomuro　K：Modification　of　T－1ymphocyte
　　　subsets　in　peripheral　blood，the　liver　and　the　spleen　during　liver　regeneration　after　partial　hepatectomy　of
　　　mice．Cells　of　the　Hepatic　Sinusoid．5，Editors　l　E．Wisse，D。L　Knook　and　K　Wake，79－80，1995．
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　6）Inokuchi，K．，Abo，J．，Takahashi，H．，Miyake，K．，Dan，K。，and　Nomura，T．：Establishment　and　characteri・
　　zation　of　villous　lymphoma　cell　Iine　from　splenic　B－cell　lymphoma．Leukemia　Research，19，817－822，
　　1995．
　7）Takahashi，H，，Nakagawa，Y，，Leggatt，G．，Ishida，Y．，Saito，T。，Yokomuro，K．，and　Berzofsky，」．A．：
　　Inactivation　of　human　immunodeficiency　virus（HIV）一1envelope－specific　CD8＋cytotoxic　T　lymphocytes
　　by　free　antigenic　peptide：A　self－veto　mechanismP　J。Exp．Med．，183，879－889，1996。
　8）Inokuchi，K，Miyake，K，Takahashi，H．，Dan，K．，and　Nomura，T．：DCC　protein　expression　in
　　hematopoietic　cell　population　and　it’s　relation　to　leukemogenesis．」．Clin．Invest．，97，852－857，1996．
　9）Kodaira，Y．，Yokomuro，K．，Tanaka，S．，Miyazaki，J．一1．，and　Ikuta，K．：Developmental　heterogeneity　of
　　Vγ1．1T　cells　in　the　mouse　hver．Immunology，87，213－219，1996．
10）長谷正義，大久保隆行，水谷　渉，桑原　繁，小島孔章，竹内良夫：呼吸器疾患に用いられる漢方薬の抗アレル
　　ギー作用の比較．獣医東洋医学研究会誌，1，75－89，1995．
（2）総説：
　1）高橋秀実：侵襲と免疫制御．侵襲と免疫，4，37－44，1995．
　2）高橋秀実：生体防御機構と疾病．日医大誌，62，223－230，1995．
3）高橋秀実：AIDSワクチン開発の動向．治療学，29，101－106，1995．
　4）中川洋子，高橋秀実，横室公三：感染制御による宿主対策：ワクチンによる感染予防のメカニズム．Today’s
　　Therapy’95．，19，145－148，1995．
5）高橋秀実1エイズウイルスと闘う生体防御力：細胞性免疫とその賦活．日医大誌，62，539－546，1995．
6）高橋秀実：HIVに対する細胞性免疫を賦活するワクチンの開発．臨床とウイルス，23，307－313，1995．
7）高橋めぐみ，横室公三：劇症肝炎とFas抗原．医学の歩み，173，130－131，1995．
　8）高橋秀実：HIV感染における細胞性免疫応答．医学のあゆみ，176，66－71，1996．
　9）高橋秀実：免疫学的視点から見た珪肺症（Silicosis）：間質性肺炎，肺線維症への新たなるアプローチを求めて．
　　治療，78，1876－1880，1996．
10）渡理英二，横室公三：サイトカイン発見の歴史．Bioclinica，11（3），216219，1996．
（3）研究報告書：
　1）高橋秀実，中川洋子：HIVエピトープペプチドを結合させた自己樹状細胞によ細胞性免疫の賦活，予防および治
　　療ワクチンの開発をめざして．文部省科学研究費補助金重点領域研究「エイズ制圧へ向けての基礎研究」研究成
　　果報告書，p．148－153，1995．
2）高橋秀実，中川洋子：HIV蛋白内のアミノ酸置換による免疫応答の増強．厚生省科学研究費補助金「HIV感染
　　による免疫異常に関する研究」研究成果報告書，p。22－29，1996．
　3）高橋秀実：ウイルス由来エピトープペプチドによる特異的キラー丁細胞の抑制．平成7年度厚生省厚生科学研
　　究費補助金「C型肝炎ウイルス並びにその関連ウイルスの遺伝子組み換え技術を用いたワクチン開発に関する研
　　究班」研究成果報告書，p。17－21，1996．
（4）その他＝
1）竹内良夫：MRSAの陰に潜むもの．日医大誌，62，148，1995．
2）高橋めぐみ，馬渕綾子，北島真澄，横室公三二肝内抗体産生細胞の動態と性状．ミノファーゲンMedical　Review，
　　40，　352－355，　1995．
3）高橋秀実＝生体防御側からみたHIV感染への対策．ミノファーゲンMedical　Review，41，98－101，1996．
著書
　1）竹内良夫：〔分担〕安全性「フォスフォマイシンー新たなる展開」第6章，p．103－124，中外医学社，1996．
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2）竹内良夫：〔分担〕漢方薬の抗炎症効果の比較「漢方と免疫アレルギー」（9），p。70－77，ファーマインターナショ
　ナル社，1996．
3）高橋秀実：〔分担〕病態からみた栄養と免疫：2．感染（腸粘膜バリアーを含む）．栄養免疫学医歯薬出版社，1996．
4）高橋秀実＝〔分担監修〕中医日漢双解辞典．長春出版社，1996．
5）菊池京子：〔分担〕細胞の分子生物学（翻訳）第3版（中村桂子，藤山秋佐夫，松原謙一監訳），p・947－1009・
　教育社，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）Takahashi，H。：Inhibition　of　HIV－1envelope－specific　class　I　MHC　morecule－restricted　CD8＋CTLby　free
　　antigenic　viral　peptide：Implication　of　viral　persistency　USJapan　cooperative　medical　science　program．
　　The8th　Joint　Scientific　Meeting　of　AIDS　Panels，（Baltimore，USA），January・1996．
　2）竹内良夫：サイトカインネットワークにおけるインターフェロンの意味付け．SAC第21回シンポジウム・1995．
　　4．
　3）高橋秀実：生体防御からみたHIV感染への対策．第9回大阪エイズ研究会（大阪）・1995．6．
　4）高橋秀実：HIVエンヴェロープ蛋白に対する細胞性免疫応答の解析とその賦活　ワクチンの開発をめざして．
　　第63回日本医科大学医学会総会（東京），1995．9．
　5）高橋秀実：生体防御機構賦活による未病へのアプローチ：エイズ発症阻止に向けて．第2回東京未病研究会（東
　　京），1995．11．
　6）高橋秀実：CTLおよびヘルパー丁細胞双方の認識エピトープを含むV3領域に見い出されたP18内のクラス1
　　及びクラスII　MHC分子ならびに丁細胞レセプターとの結合部位．平成7年度共同研究集会「エイズの防疫と
　　治療戦略」（長崎），1996．1．
　7）竹内良夫：フォスフォマイシンの安全性について．第1回フォスフォマイシン研究会，1996．2．
（2）シンポジウム＝
　1）高橋秀実：HIVに対する細胞性免疫を賦活するワクチンの開発．第36回日本臨床ウイルス学会総会（東京），
　　1995．6．
　2）高橋秀実：HIV感染と宿主の細胞性免疫応答．第25回日本免疫学会総会（福岡）・1995．11．
　3）寺部正記，松井　聡，林　晃一，馬渕綾子，高橋めぐみ，田中茂夫1），横室公三（1）外科第二）：スーパー抗原SEB
　　の静脈内投与後，脾臓及びリンパ節より早期に肝内白血球で起こる免疫寛容の機序．第9回肝類洞壁細胞研究会
　　（久留米シンポジウム），1995．12．
　4）江連　司，石渡俊行1），浅野伍朗1），高橋めぐみ，馬渕綾子，田中茂夫2），横室公三（1）病理第二，2）外科第二）：肝
　　臓のhematolymphoid　system－ln　vivoでの肝臓のM－CSF産生．第9回肝類洞壁細胞研究会（久留米シンポジ
　　ウム），1995．12．
　5）馬渕綾子，北島真澄，寺部正記，垣内史堂1），横室公三（1）東邦大医学部）：hematolymphoid　systemとしての肝
　　臓の研究：初代培養肝実質細胞により骨髄細胞から分化誘導したTCRβ＋Mac－1＋細胞の形態と機能について．
　　第9回肝類洞壁細胞研究会（久留米シンポジウム），1995．12．
　6）小平祐造，生田宏一），馬渕綾子，田中茂夫21，横室公三（1）東大医学部，2）外科第二）：肝に分布するγδ丁細胞の
　　多様性と生物学的意義．第9回肝類洞壁細胞研究会（久留米シンポジウム），1995．12．
　7〉高橋秀実：微生物の変異を認識する免疫システム．第69回日本細菌学会総会（福岡），1996．3．
（3）ワークショップ：
　1）Ezure，T．，Ishiwata，T．，Asano，G．，Mabuchi，A．，Tanaka，S．，and　Yokomuro，K：In　vivo　production　of
　　macrophage　colony－stimulating　factor　in　the　liver．The9th　Intemational　Congress　of　Immmology（San
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Francisco, USA) , 7 . 1995. 
2) Takahashi, H., Nakagawa, Y., Leggatt, G., Ishida, Y., Saito, T., Yokomuro, K., and Berzofsky, J.A. : 
Inhibition of HIV-1 envelope-specific CTL activity by free antigenic peptide. The 9th International 
Congress of Immunology (San Francisco, USA). 7 . 1995. 
3) Takahashi, H. : Temporary inactivation of HIV-1 envelope-specific CD8+ cytotoxic T Iymphocytes by 
free antigenic viral peptide. The 6th Japan-France Meeting on AIDS and Retrovirus Research (Versailles, 
France) , 10. 1995. 
4) Takahashi, H., Nakagawa, Y., Leggatt, G., Ishida, Y., Saito, T., Yokomuro, K., and Berzofsky, J. A. : 
Inactivation of HIV-1 envelope-specific CD8+ cytotoxic T Iymphocytes by free antigenic viral peptide. The 
7th International Workshops of WACIID (Yamagata, Japan), 12. 1995. 
(4) -~{:~i~i~ : 
1) Osono, S., Satoh, N., Kitajima, M., Yokomuro, K., and Saizawa, M. : Conformational changes of compo-
nents of T cell antigen receptor complex after TCR-1igand interaction in thymocytes. Experimental Biology 
'95 (Atlanta, USA.). 4 . 1995. 
2) Kodaira, Y., Mabuchi, A., Kitaiima, M., Tanaka, Sl)., Miyazaki, J1)., Yokomuro, K., and lkuta, Kl). (*)Univ. 
Tokyo. Faculty of Med.) : N sequence insertion in Vyl. 1-Jy4 transcripts of y(~T cells in the liver and the 
spleen from normal and athymic nude mice. The 9th International Congress of Immunology (San Francisco, 
USA), 7 . 1995. 
3) Mabuchi, A., Tsukui, T., Kikuchi, K., and Yokomuro, K. : Study on cytokines produced by parenchymal 
liver cells -Expression of IL-1 mRNA in primary- cultured parenchymal liver cells-. The 9th International 
Congress of Immunology (San Francisco, USA) , 1995. 7 . 
4) Osono, E., Satoh, N., Kitajima, M., Yokomuro, K., and Saizawa, M. : Conformational changes of T cell 
antigen receptor complex after TCR-ligand interaction. The 9th International Immunology (San Francisco, 
USA.), 7. 1995. 
5) Osono, E., Satoh, N., Kitajima, M., Yokomuro, K., and Saizawa. M. : Conformational changes of T cell 
antigen receptor complex and CD4/CD8 co-receptor molecules after TCR-ligand interaction in 
thymocytes ~1~:~;~~~~~~~ (~i~f~l) 11 1995 . -A 1* . .6) Saizawa, M., Osono, E., and Yokomuro, K. : Passive acquisition of antigen presenting cell (APO derived 
MHC molecules on the T cell surface and their capacity for antigen presentation. El~c~L~~~~~~~~~'^t'~~. (~~ 
F~f), 11. 1995. 
7) ~(JJJll~'~~) ~~~!~if~?:1) ~E~~~~~~~l) -~17~(~:~:1). F~IUJ~~~,2). ~~~:~~ (1)~:~~'~~J~Lf~)(~~:~~~. 2)~~~~~~~~l-
~~;~~) : 2 ~~~~~)~:~i~~~f~7~~)~i;~>4)1/;~;i:~'~~~;}C~v~C ~i~99~I~~c~~:~~~~~:~~l~: (~f~~Si~) 1995 4 . -A ~;1* , . 8) ~~rl~~-. FEl~fW~~~'~, ~~~~~~jl~A~t. ~~-~i~~~!~~, E:~{S~A-, 17f~~:~~= , ~~ ~D~i~. ~~~f~~~~~. ~~:~~~~F~~ : ~;~ryJ~U~~:f~; 
~~ DCC ~) ~~ -~ ~ )/7~:~l~~~~1;~~~~~~f : j~~~~~il~~~~) DCCCDNA ~:~~ ~ NK ~i'~~~q)~~~;~-_'.~~. ~{~571~~ FI~c~l~~ 
-~~={~~;~~ (~{~~!) 1995. 4. 
9) ~~~i~~, r~l~~;~~~i~ ~:Jll~:~1~ ~lzJll[B~~ /J¥~~IE:~ ~~;~~~;{~;j~ : ~~i~'~t~!~'~4~~* ~'i~:'~~~~~f'~t=F~~'~'bK*~~~.~~i~Ifil~i~~) 
Helicobacter pylori ~7 L/7-~i~:~le~:~f~;~~~:~~,t~~c* a)~~~; ~i~81~I~1~:~~4~~~!~~~p~'~~~: (1~~~i~) 1995 5 
10) I~~~~~f. ~~:~i~~~F~i~ : '[~:'~t~~~~:'~~~~F~ '~'~bs;,-' !~!~.~~;~~J;()~~,~,~l~=~I~'~~"~~~,~j~~Inl~~;~~~5~y ~ Helicobacter pylori (HP) }~~f 
r~~)~~:~~F~:~~~*~)~~~~t : HP t> L/7 ~~~i~~~~7 IgA~~~j~~Ei;~~ ~V( IgG~tc~~~:~~t~:~ ~i~50~IFI~;7~{~~~l~J~~1~~~-
~. ^^+~ :~,t) (~~{~:~), 1995. 9 . 
11) !~;~~~~~~~i~ ~Fl]ll~~:~. F~l4~f~~~i~ ~~i~~/:!~¥~, 7f~]li~-B~}~T' UJT~D~f~ : ~~:~1~~h~~~t~f~~;~ h l/~}~:~~~IUit]) )l 
)~~~l~~~P~17~l~ h :/;~~IIH{~~)~~~~ ~~45~~~I~4~c7~l)1/~~ ~~~~~.^"･*,~~, 1995. 10. 
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12）福島達伸，加藤恵子，千葉　充，中川洋子，高橋秀実，根路銘国昭：エイズワクチン開発のためのキメラタンパ
　　ク分子の設計（その3）．第43回日本ウイルス学会総会（岡山），1995．10．
13）Aung　Kyaw　Nyunt，西村葉子，栗山純一，川角　浩，横室公三，竹内良夫：呼吸器系疾患に用いられる漢方薬
　　の比較評価．第45回アレルギー学会，1995．10．
14）野呂瀬嘉彦，中川洋子，高橋秀実，横室公三：肝部分切除に伴うストレスに起因したリンパ組織内アポトーシス
　細胞の解析．第45回日本アレルギー学会総会，1995．10．
15）岡部俊成1），飛田正俊1），野呂瀬嘉彦，竹田幸代1），村上由加里1），向後俊昭1）（D日医大多摩永山病院小児科）：ア
　　トピー性皮膚炎に対する亜鉛の効果の基礎的検討．第45回日本アレルギー学会，1995．10．
16〉畝本賜男，川角　浩，竹内良夫，村田正弘：アスリンの実用性の検討．第11回日本環境感染学会総会，1995．
17）高橋秀実，中川洋子，竹下俊行，横室公三，J．A．Berzofsky：浮遊ペプチド抗原によるキラー丁細胞の制御：（1）
　　クラスI　MHC分子を介した活性抑制．第25回日本免疫学会総会（福岡），1995．11．
18）竹下俊行，高橋秀実，中川洋子，横室公三，S．Kozlowski，J．A．Berzofsky：血清中dipeptidaseを介したクラ
　　スI　MHC分子拘束性ペプチド抗原の細胞外プロセッシング。第25回日本免疫学会総会（福岡），1995．11．
19）中川洋子，高橋秀実，竹下俊行，横室公三，J．A．Berzofsky：クラスI　MHC分子ならびにクラスIl　MHC分子
　　によって提示されるHIV－env蛋白内エピトープ（P18）のMHC結合部位．第25回日本免疫学会総会（福岡），
　　1995．　11。
20）高橋めぐみ，渡理英二，馬渕綾子，横室公三：肝実質細胞が産生する内在性IL5．第25回日本免疫学会総会（福
　　岡），1995．11．
21）寺部正記，松井　聡，林　晃一，馬渕綾子，高橋めぐみ，田中茂夫1），横室公三（1）外科第二）：スーパー抗原SEB
　　の静脈内投与後肝内リンパ細胞（IHL）で先行して起こる免疫寛容の機序．第25回日本免疫学会総会（福岡），1995．
　　11．
22）小平祐造，生田宏一1），馬渕綾子，田中茂夫2），横室公三（1）東大医学部，2）外科第二）：肝に分布するγδ丁細胞の
　　多様性と生物学的意義．第25回日本免疫学会総会（福岡），1995．11．
23）江連　司，石渡俊行1），浅野伍朗1），高橋めぐみ，馬渕綾子，田中茂夫2），横室公三（1）病理第二，2）外科第二）：肝
　　臓のhematolymphoidsystem一再生肝及び傷害肝におけるM－CSF産生一．第25回日本免疫学会総会（福岡），
　　1995．　11．
24）馬渕綾子，北島真澄，寺部正記，中川洋子，高橋秀実，野呂瀬嘉彦，菊池京子，垣内史堂1），横室公三（D東邦大
　　医学部）：Hematolymphoid　systemとしての肝臓の研究一初代培養肝実質細胞により骨髄細胞から分化誘導し
　　たTCRβ＋Mac－1＋細胞の形態と機能について一．第25回日本免疫学会総会（福岡）・1995．11．
25）有坂康子1），竹下俊行1），大屋敦子1），朝倉啓文1），越野立夫1），高橋秀実（1）第一病院産婦人科）：妊娠中毒症重症
　　妊婦血清による血管内皮細胞ICAM－1発現の増強．日本医科大学医学会第88回例会（東京），1996．2．
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11．衛生学・公衆衛生学講座
研究概要
　本教室の研究の中心は環境と産業衛生学である．中でも有害有機化合物に依る健康障害の予防に重点をおいている．
1994年6月と1995年3月には未曾有の化学兵器による環境汚染事件が勃発した．本教室の研究課題に対応した問題で
もあるので・私達は，これについてbiological　monitoringを中心とした研究を行うこととした．なお，この問題につ
いては1995年度と1996年度に文部省の科学研究費の支給をうけた．また，カナダの防衛研究所から標準品の供与をう
けた．
　被曝された化学物質は警察発表に拠ればサリンであるという．そこでサリン代謝物の血液や尿における定量法を南
と恵らが確立した．特にサリンから離れてくるフッ素の定量に意をもちいた．勝又らはサリンに由来するイソプロパ
ノール（IPA）とその代謝物質のアセトンを定量した．さらにこの定量結果と，東京のサリン被曝者の致命率が低い（11／
5510）ことを踏まえて被曝物質はサリン合成の副生成物であろうと思われた．李と曹は東京サリン事件の被曝者の
SCEの変化を確認した．これについては，李がジアルキルメチルホスホン酸エステルを用いたinvitroの実験でも確
認した．サリンそのものにはSCEを起こす作用はないことが既に知られている．副生成物被曝の可能性を支持する知
見である．サリン問題については，東京と松本の医療関係者が今後のフォローを検討する委員会を組織し，われわれ
もそれに参加している．
　このほか，有機溶剤のbiological　monitoring研究（稲垣），有害有機物の人体影響（南，李，王，恵，葉，曹），生
体アミンとストレス（稲垣，平田，三浦），重金属の複合汚染（勝又，南，後藤，葉）が定常的に研究されている．南
の恩師（安倍三史，石津澄子両先生）の言われた“人間中心の社会臨床を行うこと”が南の開講10年を経てやっと地
にっいた観がある．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Li，Q。，Wang，Z，Y。，Inagaki，H．，Li，YJ．，andMinami，M：Evaluationofcontactsensitivitytoformaldehyde
　　and　tetramethylthiuram　monosulflde　using　a　modified　lymphocyte　transformation　test．Toxicology，104，
　　17－23，　1995．
　2）Mogi，M。1），Inagaki，H．，Kojima，K．2），Minami，M．，and　Harada，M．1）（1）Matsumoto　Dent．Co1L，2）Food　and
　　Drug　Safety　Center）：Transforming　growth　factor一αin　human　submandibular　gland　and　saliva．」．Im－
　　munoassay，16，379－394，1995．
　3）Mogi，M，1），Matsuura，S。1），Suzuki，K，1），Inagaki，H．，Minami，M．，Kojima，K．2），and　Harada，M．1）
　　　（1）Matsumoto　Dent、ColL，2）Food　and　Dmg　Safety　Center）：Differential　expression　of　transforming　growth
　　factor一αand　epidermal　growth　factor　during　postnatal　development　of　rat　submandibular　gland．Biochem．
　　Biophys．Res．Commun．，217，271－277，1995．
　4）Tomoda，A、1），Yamanaka，S．1），Kawai，H．1），Itoh，H．1），Katsumata，M．，Minami，M．，Hashimoto，T。2），Tanii，
　　H．2），and　Hashimoto，K2）（1）Tokyo　Med，ColL，2）Kanazawa　Univ．）：Variation　of　urinary　pH　and　bicarbon－
　　ate　concentrations　of　students　in　metropolitan　and　mral　areas　of　Japan．Arch．Environ．Health，50，
　　457～461，　1995．
　5）前原直樹1），李　卿，守和子1），飯田裕康1）（1）労働科学研究所）：バス運転手の心室不整脈出現2症例におけ
　　　る労働関連要因の検討．労働科学，71，139～153，1995．
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学会発表
（1）一般講演：
　1）前原直樹1），李　　卿，守　和子1），飯田裕康1〉（1）労働科学研究所）：昼食休憩時に心室性頻拍が出現したバス運
　　転手の1症例．第68回日本産業衛生学会，1995．4．
　2）渡辺明彦1），前原直樹1），李　　卿（1）労働科学研究所）：ブローアを内臓した耐暑保護衣の効果について．第68回
　　日本産業衛生学会，1995．4．
　3）守　和子1），前原直樹1），飯田裕康1），酒井一博1），渡辺明彦1），李　　卿（1）労働科学研究所）：高速道運転者の尿
　　中エピネフリン値の変動：夜問の仮眠，道路条件及び精神的ストレスに関連して．交通安全と健康に関する第2
　　回中日シンポジウム，1995．4．
　4）稲垣弘文，平田紀美子，南　正康：固相抽出を用いた尿中3－Methoxy－4－hydroxyphenylethyleneglyco1（MHPG）
　　の新しい測定法．第68回日本生化学会大会，1995．9．
　5）若山葉子，荒牧琢己1）（1）内科学第1）：肝炎流行地区の予後の検討：肝硬変・肝癌死亡率の推移．第54回日本公
　　衆衛生学会総会，1995．10．
　6）王志玉，南正康：クロラミンによるニューロナル・コリナージックファクターへの影響．第10回日本中毒学
　　会東日本部会，1996．2．
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12．法医学講座
研究概要
　当教室では，以下のような研究を主に行っている．法医学実務としては，刑事・民事にかかわる具体的事例につい
て検討する機会がある場合には積極的に対応している．また，親子鑑定を行い得るよう，検査能力を維持している．
　1．臨床法医中毒学：救急医学教室と共同で急性薬毒物中毒による入院患者の緊急薬毒物分析法を開発し，TLC・
HPLC・イムノアッセイ・GC・GC／MS等を用いたより簡便・迅速で精度の高い系統的な分析システムの開発に取り
組んでいる．さらに，覚醒剤・コカイン・麻薬等の不法薬物の分析も行っている．
　2．アルコール代謝：アルコールの代謝ならびにアルコールの生体への影響をテーマとして，アルコール代謝におけ
る中心的酵素であるアルコール脱水素酵素・アルデヒド脱水素酵素のisozymeレベルでの代謝調節を検討し，アル
コール感受性に対する個体差の解明に取り組んでいる．また，アルコールの臓器障害の機序やアルコールの溶液構造
の影響を究明するため，培養細胞などを用いて生理学的・生化学的実験を行っている．
　3．NMRを用いた研究：共同利用施設のNMRを用いて，種々の薬毒物中毒時の脳内エネルギー代謝，水の緩和時
間等をin　vivoで経時的に測定し，中毒機序の解明に応用している．また，筋肉内のリン化合物などをNMRで測定
し，筋肉の死後硬直の定量的分析と死後経過時間推定への応用を目指している．
　4．その他の研究：1）脳死および臓器移植を中心に，生命倫理に関わる種々の問題を法医学的・社会医学的な立場
から調査検討している．
　2）将来の司法解剖実施を睨み，病理組織学的手法による組織の死後変化を検討している．また，死後経過時問推定
に関する研究，法医剖検例VTR画像の応用等の実務的研究を行っている．さらに，アルカロイド毒の薬物動態の解明
に着手している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Haseba，T，，Yamamoto，1．，Kamii，H。，Ohno，Y．，andWatanabe，T，：Alcohol　de五ydrogenase（ADH）isozymes
　　in　the　AdhN／AdhN　strain　ofρ醐o窺ッs昭s窺α勉6麗翅％s（ADH－Deer　mouse）and　a　possible　role　of　Class　III
　　ADH　in　alcohol　metabolism．Biochem。Genet．，33，349363，1995．
（2）論説：
　1）黒須三恵，長谷場　健，大野曜吉：移植医療は社会に何をもたらすか：臓器移植の問題点と目指すべき新たな医
　　療．日本医事新報，3743，95－98，1996．
（3）研究報告書：
　1）平川慶子：核磁気共鳴法を用いたラット骨格筋の死後変化の数量化に関する研究．平成7年度科学研究費補助金
　　一般研究（C）研究成果報告書，1996．
　2）大野曜吉：アコニチン系アルカロイドの生体内動態に関する研究．平成7年度科学研究費補助金一般研究（C）
　　研究成果報告書，1996．
学会発表
（1）招待講演：
　1）仁平　信：臨床薬物分析における問題点．日本法中毒学会第14年会，1995．6．
（2）ワークショップ：
　1）黒須三恵：医学・医療の戦後50年：患者の人権は守られたか．第7回日本生命倫理学会年次大会，1995。10．
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（3）一般講演：
1）長谷場　健，黒須三恵，三上啓子，大野曜吉：アルコール代謝におけるアルコール脱水素酵素アイソザイムADH
　Class　IおよびClass　IH並びにカタラーゼの寄与について．第79次日本法医学会総会，1995．5．
2）植草協子，平川慶子，仁平　信，佐藤美保，小津千佳1〉，大野曜吉（1》日医大5年）：1H－MRS法によるラット脳
　死後変化の数量化への試み．第79次日本法医学会総会，1995．5．
3）富田ゆかり，丸田哲生，仁平　信，林田真喜子，大野曜吉，佐藤　茂1）（1）中央電子顕微鏡研究施設）：主要臓器
　　における死後変化の組織学的検討＝II．パラフィン包埋法とエポキシ樹脂包埋法との比較．第79次日本法医学会
　総会，1995．5．
4）伊藤礼子1），大野曜吉，佐藤喜宣2），玉城　尚1），永盛　肇1）（1）琉球大学医学部法医学教室，2）杏林大学医学部法
　医学教室）：自絞死の6例．第79次日本法医学会総会，1995．5．
5）登坂直規1），犬塚　祥1》，二宮宣文1），木村昭夫1），須崎紳一郎1），益子邦洋1），辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1），
　仁平　信，林田真喜子，大野曜吉（1）救急医学教室）：急性有機リン剤中毒46症例の検討．第17回日本中毒学会総
　会，1995．6．
6）黒須三恵，長谷場　健，大野曜吉：患者の人権からみた医学・医療の戦後50年．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．9．
7）大野曜吉：阪神大震災で経験した高度焼損骨の検案．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
8）山村美和1），百束比古1），浅野伍朗2），平川慶子，植草協子，仁平　信，大野曜吉，井上幸彦3）（1）付属病院形成外
　科，2）第2病理学，3）第二病院形成外科）：体内埋入異物の分析方法ならびにその結果について．第63回日本医科
　大学医学会総会，1995．9．
9）三上啓子，長谷場　健，大野曜吉：エタノールの増殖性培養細胞の細胞周期に及ぼす影響．第30回日本アルコー
　　ル医学会総会，1995．9．
10）長谷場　健，三上啓子，黒須三恵，大野曜吉：アルコール脱水素酵素（ADH）アイソザイムClass　lおよびIII
　ADHのアルコール代謝分担．第30回日本アルコール医学会総会，1995．9．
11）平川慶子，植草協子，富田ゆかり・仁平　信，丸田哲生，大野曜吉：in　vivo31P－MRS法による死後のラット骨
　格筋エネルギー代謝関連リン化合物の分析：死因による変動．第64会日本法医学会関東地方会，1995．10．
12）渡辺信夫1），犬塚　祥1），吉田竜介1），西澤健司1），益子邦洋1），黒澤　尚1），辺見　弘1），大塚敏文’），林田真喜子，
　仁平　信，大野曜吉（1》高度救命救急センター）：自殺企図によるニコチン中毒の1症例．第23回日本救急医学会
　総会，1995．11．
13）百束比古1），山村美和1），簡野晃次1），平川慶子，植草協子（1）付属病院形成外科）：Hydrogel　bagの検討．第65
　　回日本美容外科学会学術集会，1996．1．
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13．医療管理学講座
研究概要
　平成2年に日本ではじめての医療管理学教室として岩暗榮教授を中心として開かれた講座である．医療とは患者さ
んをみる現場であり，この医療の現場と医学，行政または社会などのパイプ役が医療管理である．このためには，教
育，研究，実践が大切である．教室では発足以来特に医療の質をメインテーマとして取り組んできた．教育の面では
医学生だけでなく，医療提供者，一般社会への教育も行ってきた．医学生実習には体験を中心とする教育で医療管理
を自主的に学ばせる方法をとり，医療提供者や一般社会には医の倫理，在宅医療，インフォームド・コンセントや死
生学などに関するものを教育した．研究に関しては，平成2年から当教室に事務局を置く「医療の質に関する研究会」
に病院が集まり病院の質を第三者が評価する方法を検討しており，主任教授の岩暗はじめ伊藤が事務局を担当してい
る．この活動を厚生省も注目し，平成7年7月の財団法人日本医療機能評価機構設立に発展した．この研究会では，
今中により患者満足度調査に関しての手法が確立され，全国の病院の入院患者及び従業員を対象に勢力的にアンケー
ト調査を行っている．
　また，平成6年12月に岩崎，高柳を中心として「癒しの環境研究会」を発足させ，医療提供者，病院建築家，評論
家などに一般人を交えたユニークな会として啓蒙活動及び学術的な研究に取り組んでいる．年3回の研究会に年2回
の会誌の発行を行っている．この研究会では，健康人を重症病棟に入院させて生理的，心理的変化をみる研究や患者
の療養環境に対する二一ズアセスメントなどを行っている．
　また，救急医療に関して，関東圏の救命センターの協力を得て救急医療の質を研究している．
　日本病院会におけるストップ・エイズ・キャンペーン企画委員会に高柳が委員長として医療提供者の意識改革ワー
クショップ，エイズ・ピア・エデュケーター養成事業，医療提供者にエイズ情報を伝えるエイズ・ウォーム・ライン
など積極的に参加している．
　また，厚生省の研究「老人保健事業と医療費との関連に関する研究」，「エイズの医療体制に関する研究」を行い積
極的な研究活動を行っている．
研究業績
論文
（1）原　著：
　1）Imanaka，Y．，Araki，S．1），Murata，K、1），Nobutomo，K．1），Iwasaki，S．（1）Tokyo　University，Department　of
　　Public　Health）：Patient　Judgment　of　Quality　of　Ambulatory　Care　in　a　Japanese　Setting．Joumal　of　Clinical
　　Performance　and　Quality　Healthcare，3，197－208，1995．
　2）Imanaka，Y．：The　Japan　Hospital　Quality　Assurance　Society　and　the　New　Foundation　for　the　Hospital
　　Evaluation．Intemational　Journal　of　Quality　in　Health　Care．7，317318，1995．
　3）Imanaka，Y，：Restructuring　the　Organizational　Culture　of　Healthcare　Institutions．Proceedings　of　the
　　lntemational　Symposium　on　Healthcare　Management　and　Quality　Improvement．1，15，1995．
　4）Imanaka，Y。：Voluntary　Hospitals　of　Japan（VHJ）Quality　Indicator　Project－Database　development　to
　　promote　clinical　performance　improvement　in　Japanese　Hospitals．Proceedings　of13th　Intemational
　　Society　for　Quality　in　Health　Care　Conference，1996．
　5）Imanaka，Y．：Relationship　between　quality　improvement　activities　and　patient　satisfaction　in　Japanese
　　hospitals．Proceedings　of13th　International　Society　for　Quality　in　Health　Care　Conference，1996．
　6）Ito，H．，Yamada，K，1），and　Sasaki，Y．2）（1）Tokyo　Kenbikyoin　Foundation，2）Dokkyo　University）：Indirect
　　Consultation　of　family　and　staff　in　workplace　for　identified　patients　with　shlzophrenia．J．Occupationa1
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　　Health，38，　120－121，　1996．
7）Ito，H．，Mori，T．1），Kumagai，N．2），Miyauchi，M．2），Harada，S．2），Yamamura，M1〉，Nakano，R1），Kurita，H。1），
　　and　Sasaki，Y．3）（1）Department　of　Mental　Health，University　of　Tokyo，2）Department　of　Neuropsychiatry，
　　University　of　Tokyo，3）Dokkyo　University）：Changing　Pattem　of　Mental　Health　Utilization　in　the
　　Hachijojima。Psychiatry　and　Clinical　Neurosciences，49，185187，1995．
8）岩崎　榮，今中雄一，清水幸登1）（1）医療法人大林会　福山仁風荘病院）：病院におけるアメニティに関する調査
　　研究：主として精神病院へのアンケート調査を中心として．神経精神学雑誌，97，502－516，1995．
9）高柳和江：生物学的な死：死の看取りと癒しの環境．大分県医学会雑誌，14，，38，1995．
10）高柳和江：自然科学の死．医学のあゆみ，175，421－423，1995．
11）高柳和江：医療施設における癒しの分類．看教，36，632633，1995．
12）高柳和江：日本病院会ストップ・エイズ・キャンペーン企画委員会の活動について．日本病院会雑誌，42，
　　1314－1317，　1995．
13）今中雄一，大和田瑞乃1），郡司篤晃1）（1）東京大学医学部保健管理学教室）：患者による入院医療の質の評価に関す
　　る研究：患者評価の方法論と評価特性の検討．病院管理，32，15－23，1995．
14）今中雄一，岩崎　榮：患者による医療評価の多施設間比較．日衛誌，50，388，1995．
15）高柳和江：社会的な死のとらえ方．医学のあゆみ，176，199－200，1996．
16）今中雄一，村田勝敬，岡島史佳，荒記俊一：看護婦の就業満足度と職業選択にマスメディアが及ぼす影響に関す
　　る研究．医療と社会，5，8596，1996．
17〉岩崎　榮：病院職員の教育と研修＝病院はどのような教育・研修をしているか．病院，54（8），768－772，1995．
18）岩崎　榮，川口　毅’），三浦宜彦1），星山佳治1），星野祐美1），関山昌人2）（1）昭和大学医学部公衆衛生学教室，2）厚
　　生省保健福祉局老人保健課）：老人保健事業と医療費との関連に関する研究．日本公衛誌，42（9），761－767，1995．
（2）総説：
　1）Iwasaki，S．：Proposition　to　Healthcare　in　Japan　Towards21st　CenturyJapan　Hospitals，14，1112，1995．
2）Iwasaki，S．，Uto，Y．1），Kumamoto，1．1），Ohno，A．2），Igata，A．3），and　Kondo，K．4）（1）Dep。of　Medical　Informatics，
　　Kagoshima　University　Hospita1，2）College　of　Medical　Care　and　Technology，Gunma　University，3）National
　　Chubu　Hospital，4）National　Institute　of　Multimedia　Education）：A　Nursing　Education　Experiment　by　a
　　Communications　Satellite．Japan　Hospitals，14，3943，1995．
3）岩崎　榮：地域包括ケアから見た病院管理の現状と将来展望．病院管理，32，163－183，1995．
4）岩崎　榮：医療の質評価をめぐる現状：JCAHOの活動を中心に．インターナショナル　ナーシングレビュー，
　　18，　58－65，　1995．
　5）伊藤弘人，藤井賢一郎1）（η三菱総合研究所）：職場におけるメンタルヘルスコンサルテーション：専門家の役割，
　　医学のあゆみ，172，8585－8587，1995．
6）岩暗　榮：これからの医療体制をめぐる医とこころ：その1　21世紀は心の時代：望まれる上手なインタ
　　ビュー教育．循環，159，12－15，1995．
　7）岩暗　榮：これからの医療体制をめぐる医とこころ：その2　癒しの環境作りで患者さんのQOLを高めよう．
　　循環，16，30－32，1995．
　8）高柳和江：癒しの環境：患者と医療をつなぐ．富山県民生涯学習カレッジ，58，7－74，1995．
9）高柳和江：患者心理に癒しを与える病棟環境．メンタルケアナーシング，1，23－28，1995．
10）高柳和江：フルタイムの患者からパートタイムの患者へ．看教，36，472－473，1995．
11）高柳和江：いま，なぜ「癒しの環境」なのか．ばんぶう，64－68，1995．
12）高柳和江：癒される者として．看教，36，552－553，1995．
13）岩崎　榮：ターミナルケアと保険診療：進む保健・医療・福祉連携の広域化と総合化．Modem　Physician，15，
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　　12291231，　1995．
14）高柳和江：インフォームド・コンセントのインフラ整備が急務（上）．ばんぶう，78－82，1995．
15）高柳和江：インフォームド・コンセントのインフラ整備が急務（下）．ばんぶう，84－86，1995．
16）高柳和江：海外でのグループ診療の実際：米国，英国，カナダの現状（グループ診療の可能性を探る）．日PC誌，
　　18，　219－222，　1995．
17）岩崎　榮：これからの医療体制をめぐる医とこころ：その3　患者さんの満足と納得．循環，161，81，1995．
18）高柳和江：ハードがソフトを規制する．看教，36，844－845，1995．
19）高柳和江：癒しの環境研究会の概要と癒しの環境の3要素．ゆか，38，2629，1995．
20）岩崎　榮：第三者医療機能評価の考え方（特集：評価の対象としての医療：医療機能評価を考える）．医療95，
　　125，　22－24，　1995。
21）高柳和江：癒しの環境研究会．医学のあゆみ，175，207－210，1995．
22）高柳和江：ともに目指そう“癒しの環境”：癒しの環境研究会．月刊ナーシング，15，128－129，1995．
23）高柳和江：食事を楽しく．看教，36，924925，1995．
24）今中雄一：第三者医療機能評価の方法論．医療95．11，37－43，1995．
25）今中雄一：医療機能評価．病院経営，21，8，4－15，1995．
26）高柳和江：フルタイムの患者からパートタイムの患者へ．月刊ナースデータ，16，6－7，1995．
27）岩暗　榮：医学教育と医療の変化．医学教育，26，396－401，1995．
28）高柳和江：生きる実感がわく環境．看教，37（1），6－7，1996．
29）高柳和江：病院における癒しの環境．病院，55（1），92－93，1996．
30）伊藤弘人，栗田　廣1）（1）東京大学精神衛生学教室）：＜海外文献Joumal　Club＞イギリス1946年出生コホートに
　　おける精神分裂病発病の小児期における発達上の危険因子，精神科治療学，11（1），99－102，1996．
31）高柳和江：環境加算．看教，37（2），88－89，1996。
32）高柳和江：患者満足度調査：患者の声が聞こえますか（特集：ナースと患者の最良関係論）．月刊ナースデータ，
　　17　（2），　9－12，　1995．
33）高柳和江：“ヒト”としての死。Nursing　Today，11（3），8－9，1996．
34）今中雄一＝患者による医療の評価一患者満足度調査の現状と課題．医学のあゆみ．172（3），180－181，1995．
（3）研究報告書：
　1）伊藤弘人，小熊登志子1），中野良吾1），佐々木雄司1）（1）独協大学）：保健センターとしての精神衛生業務報告書．
　　第17回全国メンタルヘルス研究会，1995．
2）高柳和江＝ストップ・エイズ・キャンペーン委員会活動報告書．平成7年度厚生省エイズ対策研究推進事業「エ
　　イズの医療体制に関する研究j，日本病院会，1996．
3）高柳和江，岩暗　榮：ワークショップ形式による国際医療（管理）教育に関する研究報告書，平成7年度「特色
　　ある研究」．1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）岩崎榮：病院におけるアメニティに関する調査研究一主として精神病院へのアンケート調査を中心として．第
　　91回日本精神神経学会，1995．5．
（2）シンポジウム：
　1）岩暗　榮：21世紀の医療体制．日本医学会総会，1995．4．
　2）今中雄一：患者による評価とパフォーマンス指標（病院医療の質の評価一第三者評価事業の促進と評価研究の
　　パースペクティヴ）．第33回日本病院管理学会学術総会，1995．10．
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3）岩崎　榮：高齢者医療における医療従事者像．第50回記念国立病院療養所総合医学会，1995．11．
4）岩暗　榮：21世紀の高齢者ケアにおける情報活用．第15回医療情報学連合大会，1995．11．
（3）一般講演：
1）Takayanagi，K，：Healing　Environment．Second　Intemational　Congress　of　Psycho－Oncology（Kobe），1995．
2）高柳和江，岩崎　榮，星　和夫1），クミコ・クリストフ2）（1）青梅市立総合病院，2）日本医科大学附属千葉北総病院）：
　　阪神・淡路大震災と癒しの環境研究会。第45回日本病院学会，1995．6．
3）高柳和江，岩暗　榮，寛　淳夫1》（1）国立医療・病院管理研究所）：医療管理学における病棟設計演習．第27回医
　　学教育学会，1995．7．
4）高柳和江，岩暗　榮：インフォームド・コンセントの教育をどうするか：インフォームド・コンセントを前提と
　　した面接技法の試み．第27回医学教育学会，1995．7．
5）今中雄一，岩暗　榮：入院医療の管理指標と患者による評価との関係．第54回日本公衆衛生学会総会，1995．10．
6）伊藤弘人，藤井賢一郎1），日下とも子2），入田友子2），岡田　賢2），佐々木雄司3）（1）三菱総合研究所，2）東京顕微鏡
　　院，3）独協大学）：気になる職員についての上司や家族からの精神衛生相談の特徴：財団法人東京顕微鏡院の試
　　み（第12報）．第54回日本公衆衛生学会総会，1995．10．
7）今中雄一，山下澄江1），伊藤弘人，郡司篤晃u，岩崎　榮（1）東京大学医学部保健管理学教室）：患者による病院機
　　能評価：病院および病棟単位の測定値の性質．第33回日本病院管理学会，1995．10．
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14．基礎医学共同研究利用施設
［実験動物管理室］
研究概要
　動物実験施設で問題となる飼育室内の臭気および空気清浄化に関して，オゾンによる室内空気の脱臭・殺菌効果に
ついて，他の大学研究施設と共同で検討した．
　WBN／kob雄ラットは，膵炎を自発し，膵炎の進展に随伴して糖尿病発症に至る慢性膵炎，糖尿病のモデルである．
このラットモデルを用いて，経口剤として開発されたproteaseinhibitor（FUT－187）が自発性膵炎に対して予防的お
よび治療的効果のあることを明らかにした．また，食後血糖上昇を抑える目的で糖尿病および肥満の臨床に応用され
ているα一グルコシダーゼ阻害剤が糖尿病発症を予防し得るかを調べるため，アカルボース混餌による長期飼育観察を
行い，同時に慢性的糖質吸収阻害がラットの成育に及ぼす影響について検討した．
　木防己湯製剤M－711は，ヒトでは本来循環器系の機能改善に適用される漢方薬であるが，近年，獣医臨床をはじめ
として，喘息やアレルギーに対する効能が調べられている．この漢方薬の効能を実験的に証明するために，ラットの
喘息モデルおよびモルモットの盲腸紐を用いたマグヌス法によって検討を行った．その成績から，in　vivoおよびin
vitroどちらの実験系においても，M－711の喘息症状緩和作用が示唆された．
　スナネズミは，脳虚血や寄生虫感染モデルとしてよく用いられている実験動物であるが，生物学的特性についての
データは少ないため，検討を続けている．本年度は，LDH，ALPおよびADHのアイソザイムのパターンを中心に調
べ，スナネズミはラットやマウスと異なる特徴的なパターンを示すことを確認した．
研究業績
論文
（1）原著1
　1）Pan，T．M．1》，Shimada，K。1），Cai，Y．1），Kiuchi，Y，2），Nakama，K．，Akimoto，T．，Nagashima，Y．3），Kai，M．3），
　　Ohira，M・4），Saegusa，J・5），Kuhara，T・6》，andMaejima，K．1）（1）KeioUniv．Scぬ．ofMed．，2）YokohamaCityUniv。
　　Sch．of　Med．，3）Zexel　Inc，，4）Ebara　Inc。，5）National　Inst．of　Industrial　Health，6）Teikyou　Univ．Sch．of　Med。）：
　　Deodorization　of　Iaboratory　animal　facilities　by　ozone．Exp．Anim．，344，255－259，1995．
　2）Shichinohe，K．，Shimizu，M．，and　Kurokawa，K．1）（1）Department　ofVeterinary　Surgery，NipponVeterinary
　　and　Animal　Science　Univ．）：Effect　ofM－7110nexperimental　asthma　in　rats．」．Vet．Med，Sci．，58，55－59，
　　1996．
　3）Shimizu，M。，Shicぬinohe，K．，Shirota，K．1），and　Asakawa，M．2）（1）Tobu　Co－Medical　college，2）Department　of
　　Anatomy）：Biological　reference　data　of　the　Mongolian　gerbil（伽吻％6s襯8％繊」伽s）．Jpn．J．Comp．
　　Clln。Hemat．，4，3－11，1996．
　4）Iino，M。1），Shimizu，M。，Shichinohe，K．，and　Iida，K．2）（1）Department　of　Physiology，2）Research　Institute　of
　　Vaccine　Therapy　for　Tumors　and　Infectious　diseases）：Effects　of　alcohols　on　water　diffusion＆cross　human
　　erythrocyte　membrane．Jpn．J．Comp。Clin．Hemat．，4，12－19，1996．
　5）仲間一雅，秋元敏雄，大橋和史D（1）臨床薬理センター）：WBN／kobラットの自然発症慢性膵炎に対するFUT－
　　187の効果に関する病理組織学的検討．胆と膵，16，443－450，1995．
　6）大橋和史11，原浩子1），阿曽亮子1），高山映子1），仲間一雅，秋元敏雄（1）臨床薬理センター）：膵組織中酵素から
　　みたWBN／kobラットの自然発症慢性膵炎に対するFUT－187の抗膵炎効果．胆と膵，16，531－536，1995．
　7）山本保博1），加藤一良1），小井戸雄一2），七戸和博，清水眞澄（1）千葉北総・救命救急部，2）多摩永山・救命救急セ
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ンター）：出血性ショックに対するFUT－175の影響．日外科系連会誌，20，543－548，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）飯野正昭1），清水眞澄，七戸和博（1）生理学第1）：蛋白水溶液の磁化移動現象を引き起こす束縛水の役割・第72
　　回日本生理学会，1995．4．
　2）清水眞澄，七戸和博，飯田和美1），吉田治弘2）（1）ワクチン研，2）専修大・法・生理）：スナネズミの血清アイソザ
　　イムパターンについて．第16回日本比較臨床血液学会，1995．5．
　3）林あつみ1），布川阿津子1），伊藤弘子D，山田佳子1），清水眞澄，七戸和博，長谷場健2），木元幸一1）（1）東京家政大
　　学，2）法医学）：アルコールデヒドロゲナーゼ（ADH）アイソザイムに関する研究．第49回日本栄養・食糧学会
　　総会，1995．5．
　4）宮木孝昌1），伊藤博信1），仲問一雅，秋元敏雄，鬼頭純一2）（1）解剖学第2・2）名古屋大）：ラット肝臓の外部形態と
　　血管分布．第42回日本実験動物学会総会，1995．6．
　5）七戸和博，清水眞澄，飯野正昭D，黒川和雄2｝（1）生理学第1，2）日本獣医畜産大学獣医外科）：スナネズミにおけ
　　るアロキサンおよびストレプトゾトシンの糖尿病誘発濃度の検討．第92回日本薬理学会関東部会，1995。6。
　6）飯野正昭1），清水眞澄，七戸和博（’）生理学第1）：水の赤血球膜拡散透過に対するアルコールの影響．第92回日
　　本薬理学会関東部会，1995．6．
　7）秋元敏雄，仲間一雅，福生吉裕1）（1）内科学第2）：自然発症糖尿病ラット（WBN／kob）に対するアカルボース
　　（α一glucosidase　inhibitor）長期投与の影響：1）体重・血糖値および摂餌量・糞重量の推移．第63回日本医科大
　　学医学会，1995．9．
　8）清水眞澄，七戸和博，飯野正昭1）（1）生理学第1）：寄生虫感染モデルとしてのスナネズミ．第17回日本比較臨床
　　血液学会，1995．10．
　9）七戸和博，清水眞澄，飯野正昭1）（1）生理学第1）：Z》かφ」α吻吻吻」漉の虫体抗原免疫によるスナネズミの抗体
　　産生．第17回日本比較臨床血液学会，1995．10．
10）清水眞澄，七戸和博，飯田和美1），吉田治弘2〉，芳賀克也3），家所哲夫3），藤田紘一郎3）（1）ワクチン研，2）専修大・
　　法・生理，3）東医歯大・医・医動物）：フィラリア感染好適宿主としてのMongolian　gerbi1の基礎的検討．（15）
　　血清酵素アイソザイム．第37回日本熱帯医学会総会，1995．11．
11）仲間一雅，秋元敏雄，福生吉裕1）（1）内科学第2）：アカルボース混入飼料によるWBN／kob雄ラットの長期飼育
　　観察．第10回糖尿病動物研究会，1996。2．
　12）清水眞澄，ムワナタンブエ・ミランガ1），城田恵次郎2），七戸和博（1）病理学第2，2）東武医技専）：スナネズミの
　　実験的好塩基球産生およびヒスタミン好感受性について．第15回日仏獣医学会，1996。3．
　13）七戸和博，清水眞澄，黒川和雄1）（1）日獣畜大・獣医外科）：モルモット盲腸紐の収縮反応に対する木防己湯製剤
　　（M－711）の影響．第69回日本薬理学会年会，1996，3．
［中央電子顕微鏡研究施設］
研究概要
　本研究施設の機能は本学共通研究利用施設としての中央電子顕微鏡研究施設と世界保健機関認定研究研修施設（電
子顕微鏡診断学）の二つに大別されている．
　1．中央電子顕微鏡研究施設としての機能：1）学内外の電顕診断学活動の実施．1995年度においては約1000症例の
診断を行なった．2）大学院生の教育．3）研究生の研究指導．4）学内外の研究施設との共同研究．5）肺界面物質の
病態生理についての研究．6）太田母斑の病態生理についての電顕，生化学ならびに分子生物学的研究などがあげられ
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る．
　2．WHO研究研修協力センターとしての機能：1）年問を通じての電顕の構造と機能についての公開講座の実施．
2）先端医学の進歩を学ぶ交見の場としての先端医療技術研究会を発足させた．具体的には東京都の助成をえて新駆動
方式によるミクロトームの開発を手掛け，その実用化の見通しを得つつある．3）学校法人日本医科大学日本医学技術
専門学校の教育活動として先端医学特論の講義と電子顕微鏡のtrainingcourseの実施，分子生物学の実技のtraining
courseを導入した．4）社団法人日本電子顕微鏡学会関東支部と協力して病理診断のための電子顕微鏡技術講習会を
実施した．アメリカNCI・NIH・Ohio　State　University・CanadaのUniversity　of　Trontoと協力しWHO　project
の一環としてNational　meeting　ondiagnostic　preventionand　therapy　in　malignanttumorsinchildrenを中国北京
小児医療センターで1997年10月に開催予定でその協力をするとともに数回の予備会議を行なっている．
　総括：以上のように当研究施設の活動は細胞生物，病理学的教育展開を基調としているものの，そのbasisを活用し
広く各種の難治性疾患の病態解析，治療，予防法の展開に結びつけようと試みているのが特徴であり，その活動は学
内外で正当に評価されつつあるものといえ21世紀における本学の中核的機能を果たせるよう努力する所存である．
研究業績
論文
（1）原著＝
　1）Sato，S。，Kondoh，S。1），and　Aihara，K．（1）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：Formation　of　the
　　cardiac　vascular　system　and　ventricular　compact　wall－An　ultrastructural　study一．Med．Electron　Microsc．，
　　28，　137－145，　1995．
　2）Springer，GE1），Desai，P．R1〉，Ghazizadeh，M．，and　Tegtmeyer，H．1》．（1）H．M．Bligh　Cancer　Research
　　Laboratories，Chicago　Medical　School，U。S．A。）：T／Tn　pancarci－noma　autoantigens：Fundamental，diagnos－
　　tic，and　prognostic　aspects．Cancer　Detection　and　Prevention．，19，173－182，1995．
　3）Igarashi，T，1），Sato，S，y　Aihara，K，and　Araki，T，1）（1》Department　of　Obstetrics　and　Gynecology）：Ultras・
　　tructural　changes　in　the　rat　endometrium　during　the　normal　estrous　cycle．Med，Electron　Microsc，，28，
　　200209，　1995．
　4）Ui　Tei，K1），Sato，SりMiyake，T，2），and　Miyata，Y、3）（1）Department　of　Pharmacology，2）Division　of　Pioneering
　　Resっ3）Mitsubishi　Kasei　Institute　of　Life　Sciences）：Induction　of　apoptosis　in　a　Drosophila　neuronal　cell　line
　　by　calcium　ionophore．Neuroscience　Letters．，203，191－194，1995。
　5）佐藤　茂，相原　薫，劉　愛民，松並　晋1），松村豪一2）（L）第1病理，2）関東医学研究所）：ウーロン茶（OTE）
　　　と緑茶抽出物（カテキン）による肺表面活性物質のBlock染色．日本界面医学会雑誌，26，2126，1995．
　6）松崎広志1），上原万里子1》，鈴木和春1），佐藤　茂，五島孔郎（1）東京農業大学農学部）：高リン食投与時の腎石灰
　　化と腎機能との関係．日本栄養・食糧学会誌，48，217－223，1995．
7）松崎広志1），上原万里子1），鈴木和春1），五島孔郎1），佐藤　茂（1）東京農業大学農学部）：高リン食投与時の腎石灰
　　化と腎機能に及ぽす食事性マグネシウムレベルの影響．JJSMgR，14，129－137，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Ghazizadeh，M．，Sasaki，Y。，Oguro，T，，and　Aihara，K．：Immunogold－silver　staining　of　Tn　antigen（Ag）
　　in　human　breast　carcinoma（CAs）．第84回日本病理学会総会，1995．4．
　2）GhazizadehンM，，Sasaki，Y．，Inoue，K，Ogawa，H．1），Araki，T1）．，and　Aihara，K．：Cumulative　T，Tn，and
　　Sialy1－Tn　antigen　detection　in　human　ovarian　carcinoma．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
　3）佐藤　茂，安達彰子，劉　巧玲，相原　薫：心筋束の発達：発生学的研究．第84回日本病理学会総会，1995．4．
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4）劉　愛民，佐藤　茂，相原　薫：慢性期の川崎病における心筋生検の電顕観察．第84回日本病理学会総会，1995．
　　4．
5）盧　春燕，佐藤　茂，相原　薫：睾丸の虚血後の光顕および電顕観察．第84回日本病理学会総会，1995．4．
6）陳　　述，志村俊郎，佐藤　茂，相原　薫：悪性脳腫瘍の局所化学療法における組織学的研究．第84回日本病理
　学会総会，1995．4．
7）質　玉芝，播　　恋，佐藤　茂，相原　薫：早期虚血心における虚血部位での循環動態．第84回日本病理学会総
　会，1995．4．
8）広畑泰久，朝倉健太郎’），相原　薫，古荘貞男2》，山本資次2），今坂統一2）（11東京大学工学部，2）（株）中央精機）：
　　リニアモーターステージによるウルトラミクロトームの開発．第51回日本電子顕微鏡学会学術講演会，1995，5．
9）呂　月平，劉　愛民，佐藤　茂，相原　薫：ImmunotactoidGlomerulopathy（ITG）の1例報告．第63回日本
　　医科大学医学会総会，1995．9．
10）陳　述，劉愛民，佐々木美枝子，相原薫：Mixedneuroendocrine－neuraltumorの電顕的観察．第63回日
　　本医科大学医学会総会，1995．9．
11）グリハッヤト・ワハップ，相原　薫，温　　敏・），松本光司1），山田宣孝1），松久威史2）（1》第一病院病理部・2）同
　　内視鏡科）：μ6漉o加漉7ρッJo万感染胃粘膜の病理組織学的検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
12）Ghazizadeh，A．A。，質　玉芝，相原　薫：光顕および電顕におけるエポキシ樹脂切片の免疫染色：新しい方法．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）佐藤　茂，若松恭子1），相原　薫（1）第1病理）：心筋細胞間トンネルは新生血管が伸長してくる道か：発生学的
　　研究．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
14）劉　愛民，鈴木克哉，相原　薫：Central　neurocytomaとoligodendrogliomaの診断における電顕の有用性．第
　　27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
15）安達彰子，佐藤　茂，鈴木克哉，小坂千恵子，相原　薫：Spira1コラーゲンと編成弾性線維のステレオ観察：肝
　　生検を用いて．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
16）松並平晋1），佐藤　茂（1）第1病理）：ウーロン茶抽出物質（OTE）の固定液への応用（第2報）：溶解性増強のた
　　めの分散剤についての検討．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
17）温　　敏1），佐藤　茂，並松茂樹2），松本光司1），山田宣孝1）（1）第一病院病理部，2）同中央研究室）：1北伽o加6酋67
　　ρッJoガと胃炎についての電顕的検討．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
18）小林徳行’），察　　明1），坂本篤裕1），小川　龍1），佐藤　茂，相原　薫（1）付属麻酔科）：ラット肺のエンドトキシ
　　ンショックにおけるL・canavananineの効果：形態学的研究．第31回日本界面医学会，1995．10．
19）松村豪一1），林　兆民1），山田茂光1），神成　裕1），石原龍雄2），小林吉彦3），清水茂一3），船橋紀男3），佐々木喜広，
　　相原　薫（D関東医学研究所，2）大湧谷自然科学館，3）富士バイオメディックス）：ハコネサンショウウオと霞山椒
　　魚の呼吸器に関する比較的研究．第31回日本界面医学会，1995．10．
［情報科学センター（旧　医療情報部）］
研究概要
　95年度は，マスコミでも「インターネット」の文字を見ない日が無い程の「インターネット　ブーム」であった．
これに合わせた訳では無いが，本年度は折良く文部省より「広域学術ネットワーク」として補助金を頂き学術ネット
ワークを拡大する事が出来た．
　ネットワークの構成概要は，従来の千駄木の基礎医学各教室から，さらに臨床医学各教室，および基礎科学新丸子
校舎，日本医科大学の第一病院，第二病院，多摩永山病院，千葉北総病院においてLANを敷設し・それぞれを千駄木
情報科学センターを中心とした広域ネットワークで接続するものである．
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　96年2月までには，各施設に於けるLANの配線は終了したが，キャンパス間の広域接続は機器の準備の遅れもあり
3月となった．3月初旬からは，基礎科学新丸子校舎との間で広域接続の試験利用が開始され，順次，各キャンパス
において試験利用が開始されていった．
　平行して利用登録者数も増加しており，3月末には500名を越える状況となり，現在1日あたり10名弱の増加が見ら
れている．
　また・遠隔地からの学内ネットワーク利用に対しては現在5回線を用意したがPPP接続による接続が盛んとなって
おり，特に夜間は全回線が使用中となる場合が多く，多くの利用者が回線の増加を望んでいる状態である．
　このたびのネットワークの敷設については，電子メールと，図書館の文献検索システムが全学的に利用出来ること
に重きを起き，広域接続コストと設備費の低減化をはかっている．
　したがって，キャンパス間の通信容量，および諸設備については，必ずしも充分な余裕がある物ではない．今後の
利用者の動向を見て適正な効果対費用を考慮しながら充実させて行く予定である．
　日本医科大学学術ネットワークの運営状況については95年度の医療情報学会へ報告した．
　本年は・ネットワーク構成に殆どの労力が費やされた中での研究活動であった．生体情報処理については，幾っか
学内のグループとの共同研究が進められた他，学外については，河野が科学技術庁放射線医学総合研究所の責任にお
いてなされている研究に客員協力研究員として参加している他，伊藤が東海大学開発工学部医用工学科，岡本，山崎
らと共同研究を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kawano，K，Shi，」。M．，and　Duan，LY，：The　Frequency　Change　inαWaves　and　the　Appearance　of
　　θWaves　during　Qigong　and　Meditation．」．Intl。Soc．Llfe　Info。Sci．，14，22－31，1996．
　2）河野貴美子：脳波から探る気の存在．Med．Image．Tech．，13，60－66，1995．
　3）河野貴美子：脳波パターン解析と気による同調現象．Med．Image．Tech．，13，375－381，1995．
　4）渡部　昇，伊藤高司，河野貴美子，村松尚可：医科大学におけるインターネットワーキング：キャンパス間ネッ
　　トワーキングにむけて．第15回医療情報学連合大会論文集，15，211212，1995．
　5）杉本政也1）・長島圭子1），菅沼雅美1），山崎　香1），伊藤高司，山崎清之1），岡本克郎1）（1））東海大学開発工学部）：
　　重心動揺のランダム性を考慮した時系列解析による立位姿勢保持機能の検討．東海大学記要，5，183－192，1996．
　6）相羽達弥1），高橋　潤1），杉本政也1），長島圭子1），伊藤高司，山崎清之1），岡本克郎1）（’）東海大学開発工学部）二
　　Sleep　Cycleの多次元的評価にっいて．東海大学紀要，5，209216 1996．
　7）高木真吾1）・米川晴恵1）・杉本政也L），伊藤高司，山崎清之1），岡本克郎’）（1）東海大学開発工学部）：無自覚的視覚
　　課題による認知機能の研究．東海大学記要，5，217－224，1996．
著書
　1）橋爪大三郎1），新田義孝2》，小沢徳太郎3），平川　均4），武本行正5），飯島正樹5），西垣泰幸6），朝日幸代7〉，吉川研
　　一8），加藤陽8），中西友子9），河野貴美子，傅　政徳10），孫　　津11），西山賢一2）（1）東京工業大学工学部，2）財団
　　法人電力中央研究所研究開発部，3）環境・エネルギー教育創造・普及研究所，4）茨城大学人文学部，5）四日市大学
　　経済学部・6）龍谷大学経済学部，7）四日市地域経済研究所，8）名古屋大学大学院人間情報学研究科，9）東京大学農学
　　部・10）中国・天津社会科学院経済研究所，11）中国・魯迅文學院，12）埼玉大学経済学部）：〔共著〕科学技術は地球
　　を救えるか．p．131－148，富士通ブックス，1995．
　2）河野貴美子，瀬野裕美，小糸秀美，品川嘉也：〔分担〕脳波フラクタル次元マップの試み．（鈴木英弘編：EEG
　　Topograhhy1991），p，15－24，1995。
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学会発表
（1）シンポジウム：
1）河野貴美子，櫛田浩平’）（1）日本原子力研究所アイソトープ部）：強制的な瞑想誘導中脳波から見た脳の情報処理
　機能．第1回生命情報科学シンポジウム，1996．3．
（2）一般講演：
1）野村敦宣1），小野卓哉1），宮内靖史1），佐々部典子1），斎藤寛和1），新　博次1），加藤貴雄夏），早川弘一1），渡部　昇・
　伊藤高司（1）付属病院第一内科）：体表面心電図による心室再分極の評価：QT・ARI・QRSTiの比較．第59回日
　本循環器学会総会・学術集会，1995．4．
2）河野貴美子：誘導された瞑想時のイメージと脳波．第17回Fmθ（Frontal　midHneθrhythm）研究報告会，1995．
　4．3）星合清隆’），小森秀一），高村英司1），野口　誠1），山屋　洋1），川崎真護1），長島圭子1），山崎清之L），岡本克郎1），
　伊藤高司（1）東海大学開発工学部）：静脈還流が末梢血流に及ぼす影響（2）：組織散乱スペクトル法による検討．
　第34回日本エム・イー学会大会，1995．5．
4）高橋　潤ユ），道祖土栄1），桜庭宏一1），満武巨裕1），長島圭子1），星合清隆1），山崎清之1），岡本克郎1），伊藤高司
　（’）東海大学開発工学部）：多次元生理計測法による生体リズムの研究（1）：指尖容積脈波と睡眠段階の関連．第
　34回日本エム・イー学会大会，1995．5．
5）相羽達弥1），高橋　潤1），星合清隆1），照喜名朋美1），長島圭子1），山崎清之1），岡本克郎1），伊藤高司（1）東海大学
　開発工学部）：多次元生理計測法による生体リズムの研究（2）：ECG　RR間隔系列のスペクトル解析．第34回日
　本エム・イー学会大会，1995．5．
6）米花菜央1），幸王孝仁1），近藤正規1），高木真吾1），長島圭子1），山崎清之1），岡本克郎1），伊藤高司（1）東海大学開
　発工学部）：多次元生理計測法による生体リズムの研究（3）：心拍の変動係数等による解析．第34回日本エム・
　イー学会大会，1995．5．
7）河野貴美子：種々の意識状態における脳波波形の相互相関解析．第34回日本エム・イー学会大会，1995．5．
8）高木真吾1），米川晴恵D，伊藤志郎1），星合清孝1），山崎　香1），伊藤高司，山崎清之D，岡本克郎1）（1）東海大学開
　発工学部）：無自覚的視覚課題による認知機能の研究．日本人間工学会第36回大会，1995．6．
9）長島圭子1），菅沼雅美1），日下優子1），山崎香1），岡本克郎1），伊藤高司（1）東海大学開発工学部）：重心動揺のラ
　ンダム性の解析とその臨床応用．日本人問工学会第36回大会，1995．6．
10）道祖土栄・），大野謙介1），相羽達哉1），星合清隆・），高橋　潤・），長島圭子・），伊藤高司，山崎清之1），岡本克郎1）
　（1）東海大学開発工学部）：睡眠覚醒リズムと自律神経機能（1）：脈波における検討．日本人間工学会第36回大
　会，1995．6．
11）幸王孝仁1〕，道祖土栄1），近藤正規1），米花菜央1），相羽達弥1），高橋　潤1），伊藤高司，山崎清之1），岡本克郎1）
　（1）東海大学開発工学部）：睡眠覚醒リズムと自律神経機能（2）：RR間隔系列の解析による検討．日本人間工学
　会第36回大会，1995．6．
12）河野貴美子：各種健康法における癒す側と癒される側の脳波．第56回応用物理学会学術講演会・1995．8．
13）伊藤高司，河野貴美子，渡部　昇：インターネットヘの日本医科大学医学会総会に関する情報発信実験．第63回
　日本医科大学医学会総会，1995．9．
14）鈴木博子1），木村真人1），森　隆夫1），河野貴美子，葉田道雄1），今井理子1），金井京子1），村田雄一1），山寺博史1），
　遠藤俊吉11（1）付属病院神経科）：ストレス負荷に対する香りの神経生理学的研究：第1報　脳波定量分析を用い
　た基礎的研究．第11回日本催眠学会大会，1995．9．
15）木村真人1），葉田道雄1），森　隆夫1），河野貴美子，鈴木博子1），今井理子1），金井京子1），村田雄一1）・山寺博史1）・
　遠藤俊吉1）（1）付属病院神経科）：ストレス負荷に対する香りの神経生理学的研究：第2報　事象関連電位を用い
一69一
　　た基礎的研究．第11回日本催眠学会大会，1995．9．
16）近喰ふじ子1），河野貴美子，田端信利2）（1）佼成病院小児科，2）ワーナー・ランバート（株）テトラ事業本部）：鑑賞
　　魚飼育によるリラクゼーション効果．第74回日本心身医学会関東地方会，1995．9．
17）河野貴美子：熱帯魚鑑賞時脳波とリラクゼーション．第25回日本脳波・筋電図学会学術大会，1995．10．
18）大坂元久1），斎藤寛和1），野村敦宣1〉，佐々部典子1），小野卓哉1），新　博次1），加藤貴雄1），早川弘一），渡部　昇，
　　伊藤高司（1）付属病院第一内科）：非持続性心室頻拍直前の自律神経活動の変化．第10回時間循環器研究会，1995．
　　10．
19）渡部　昇，伊藤高司，河野貴美子，村松尚可1医科大におけるインターネットワーキング＝キャンパス間ネット
　　ワークに向けて．第15回医療情報学連合大会，1995．11．
20）近喰ふじ子1），河野貴美子，田端信利2）（1）佼成病院小児科，2）ワーナー・ランバート（株）テトラ事業本部）：観賞
　　魚飼育によるストレス緩和作用の研究．第60回日本民族衛生学会，1995．11．
21）河野貴美子，櫛田浩平1）（1）日本原子力研究所アイソトープ部）：同一個人による座禅，気効，弓道の脳波の比較．
　　人体科学会第5回大会，1995．11．
22）佐々部典子1），浅井隆二1），田村静夫1），斎藤寛和2），野村敦宣2），朴　宏一2），小野卓哉2），大野則彦21，横島友子2），
　新　博次2），加藤貴雄2），早川弘一2），伊藤高司（1）NTT東京中央健康管理センター，2）付属病院第一内科）＝ホル
　　ター心電図におけるARI測定の検討．第11回時間循環器研究会，1996．3．
23）河野貴美子，櫛田浩平1）（1）日本原子力研究所アイソトープ部）：目隠し強圧呼吸法による瞑想誘導と脳の情報処
　理機能．第43回応用物理学関係連合講演会，1996．3．
［NMR研究施設］
研究概要
　近年，NMR法を用いた研究は，新技術の採用とデータ処理技術の進歩などにより，飛躍的な発展を遂げている．本
学においても，昭和60年度に生体観測用核磁気共鳴装置（NMR装置）が私立学校施設整備費補助金（文・施・設）に
よって導入され，今日までに様々な分野で精力的な研究が行われてきた．施設の運営に関しては，装置の適正な管理
と共同利用の円滑な運営を目的とした委員会が組織されており，保守管理，技術指導，スケジュールの調整などは，
利用者の若干名が実務を行っている．
　本装置では，高分解能NMRスペクトル法のほか，緩和時間の測定や小動物や摘出臓器などを対象としたin　vivo
MRSおよびMRIの測定が可能であり，以下のような研究が行われている．
　1）死後の骨格筋・脳のMRSデータと死後経過時間との関連に関する研究（法医学）
　2）高分解能NMR法による生体試料中の中毒原因物質の同定および定量に関する研究（法医学）
　3）MRS法によるエンドトキシンショック時における心組織の代謝学的研究（病理学第2）
　4）蛋白質プロトンー水プロトン問NOEの測定による蛋白質束縛水の研究（生理学第1）
　5）in　vivo　MRS法による脳内の代謝の変化とMRIによる実験的虚血性脳浮腫の病態と脳保護物質の効果に関す
　　る研究（脳神経外科）
　6）移植ヒト悪性グリオーマにおけるモノクローナル抗体の有用性に関する研究（脳神経外科）
　7）固体MRS法による体内埋入異物の構成成分の分析に関する研究（形成外科）
　8）in　vivo　MRS法を用いた小動物の皮弁内の代謝の変化とMRIによる病態の観察による皮弁の血流に関する研
　　究（形成外科）
　9）実験的脳虚血モデルによるマグネタイトのMRI造影剤の脳虚血診断における有用性に関する研究（内科第2）
　以上のような研究活動のほかに，学内の研究者や大学院生，3年生の自主学習の希望学生を対象とした講義や実習
の機会も設けられている．
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研究業績
論文
（1）原著：
　1）Fukui，M。1），Qiao，Y．1），Guo，F．1），andAsano，G．1）（DDepartmentofPathology）l　Celldamageand　liberation
　　of　nitric　oxide　synthase　in　rat　heart　induced　by　endotoxin　administration．」．Nippon　Med。Sch．，62，
　　469－481，　1995．
　2）Iino，M．1），Shimizu，M．2），Shichinohe，K．2），and　Iida，K．3）（1）Department　of　Physiology　I，2）Department　of
　　Laboratory　Animal　Science，3）The　Research　Institute　of　Vaccine　Therapy　for　Tumors　and　Infectious
　　Diseases）：Effects　of　Alcohol　on　Water　Diffusion　Across　Human　Erythrocyte　Membrane．Jpn．J．Comp．
　　Clin．HematoL，4，57－63，1996．
　3）小林　薫1）（1）整形外科学）：ウサギ同種移植半月板の粘弾性特性：組織学的所見および水分動態との関連．日医
　　大誌，62，377－385，1995．
（2）研究報告書：
　1）平川慶子1）（’》法医学）：核磁気共鳴法を用いたラット骨格筋の死後変化の数量化に関する研究．平成7年度科学
　　研究費補助金，一般研究（C）研究成果報告書，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）植草協子1），平川慶子1），仁平　信1），佐藤美保1），小津千佳2），大野曜吉1）（1）法医学，2）日医大5年）：1H－MRS法
　　によるラット脳死後変化の数量化への試み．第79次日本法医学会総会．1995．5．
　2）飯野正昭1）（1）生理学第1）：赤血球沈降速度に対する強い鉛直磁場の効果．日本バイオレオロジー学会，1995．
　　6。
　3）飯野正昭1），清水真澄2），七戸和博2）（1）生理学第1・2）実験動物管理室）：水の赤血球膜拡散透過に対するアルコー
　　ルの影響．日本薬理学会，1995．6．
　4）飯野正昭1）（1）生理学第1）：定常磁場中の赤血球沈降係数．応用物理学会，1995．8．
　5）久金　誠1），片山泰朗1），五十嵐博中1），赫　彰郎1）（1）内科第2）：MRIを用いた超急性期局所脳虚血診断におけ
　　るMagnetiteの効果．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　6）山村美和1），百束比古1》，浅野伍朗2），平川慶子3），植草協子3），仁平　信3），大野曜吉3），井上幸彦4）（1）付属病院形
　　成外科，2）病理学第2，3）法医学，4）第二病院形成外科）：体内埋入異物の分析方法ならびにその結果について．第
　　63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　7）飯野正昭・）（・）生理学第1）：赤血球における磁化移動の解析．日本磁気共鳴医学会，1995．9．
　8）久金　誠1），片山泰朗1），五十嵐博中1），赫　彰郎1）（1）内科第2）：局所脳虚血におけるmagnetiteのMRI造影剤
　　としての有用性．第37回日本老年医学会，1995．10．
　9〉平川慶子1）・植草協子1），富田ゆかり1），仁平　信1），丸田哲生1），大野曜吉1）（1）法医学）：in　vivo31PMRS法に
　　よる死後のラット骨格筋エネルギー代謝関連リン化合物の分析：死因による変動．第64回日本法医学会関東地方
　　会，1995．10．
10）久金　誠1），片山泰朗1），五十嵐博中1），赫彰郎1）（1）内科第2）：ラット超急性期局所脳虚血モデルにおける
　　MagnetiteのMRI造影効果．第7回日本脳循環代謝学会総会，1995．11．
11）西垣龍太郎1），石渡俊行1）・内藤善哉1）・郭　　方1）・浅野伍朗1）（1）病理学第2）：エンドトキシン投与後の心臓に
　　おける誘導型一酸化窒素合成酵素の発現とその意義．第1回日本エンドトキシン研究会，1995．11．
12）百束比古1），山村美和1），簡野晃次1），平川慶子2），植草協子2）（1）付属病院形成外科，2）法医学）：Hydrogel　bagの
　　検討．第65回日本美容外科学会学術集会，1996．1．
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13）飯野正昭’）（1）生理学第1）：蛋白質のアルコール変性における巨視的核Overhauser効果の異常．応用物理学会，
　　1996．　3．
14）西垣龍太郎1），石渡俊行1），内藤善哉1），浅野伍朗1），荒巻琢己2），早川弘一2）（1）病理学第2，2）内科第1）：心不全
　　発生における一酸化窒素合成酵素の局在とその意義．第60回日本循環器学会学術集会，　1996．3．
一72一
〔3〕臨床医学
1．内科学第一講座
［付属病院第1内科］
研究概要
　内科学第一教室では循環器病学，肝臓病学ならびに代謝，糖尿病学を中心に以下に示すような臨床的，基礎的研究
を行った．
　循環器病学では，不整脈に関する研究として，1）不整脈発生機序の電気生理学的検討，2）心拍変動周波数解析な
どの数理学的手法，薬理学的手法を用いた自律神経系と不整脈発生の関連の検討，3）抗不整脈薬の臨床的，電気生理
的効果の検討，4）各種不整脈に対するカテーテルアブレーション治療の応用，5）headuptiltによる失神患者の評価，
6）加算平均心電図法を用いた各種不整脈発生機序の検討ならぴに抗不整脈薬の評価，7）単相性活動電位記録による
不整脈発生機序の検討，8）自律神経活動と心筋再分極不均一性変動の関連．
　冠動脈疾患，心筋疾患に関する研究として，1〉薬剤負荷によるviable　myocardium・心筋虚血の検出，2）急性心
筋梗塞の病態とIL－6，ET－1との関連の検討，3）虚血性心疾患の予後と圧受容体反射，自律神経機能との関連，4）血
管内視鏡による冠動脈病変の評価，5）insulin負荷による心筋虚血出現機序の検討，6）ischemic　preconditioningの
効果に関する検討，7）虚血性心疾患，心筋疾患における成長因子の役割，8）nitric　oxideの冠血流，心筋収縮能に対
する影響の検討．
　肝臓病学では，1）門脈圧方進症の病態，薬物療法に関する検討，2）実験的門脈圧充進症における血管作動物質の
動態，3）C型慢性肝炎に対するインターフェロン療法に関する検討，4）肝細胞のイオンチャネルに関する電気生理学
的検討．
　代謝，糖床病学では，1）糖尿病患者におけるQT延長と自律神経活動との関連の検討，2）心筋梗塞を合併した糖
尿病患者における血中，尿中camitineの検討．
研究業績
論文
〔1994年度追加分〕
　原著：
　1）Hata，N．1），Kunimi，T．，Kishida，H．，Miyagawa．H．1），Ikema，Y．1），and　Hayakawa，H．（1）The　Department　of
　　Cardiology，National　Yokosuka　Hospital）：Clinical　significance　of　coronary　artery　calcification．Int．
　　AngioL，13，281285， 994．
　総説：
　1）荒牧琢己：インターフェロンによる精神症状の対策．Medical　Practice，11，1981，1994．
　2）早川弘一，田中茂夫1），笠貫　宏2），加藤貴雄，小林義典，八島正明（1）第2外科，2）東京女子医科大学付属日本心
　　臓血圧研究所内科）：心臓ぺ一スメーカー植込みに関するガイドライン（1995年）一第1部（1）抗徐脈ぺ一スメー
　　カーの植込み適応．心臓ぺ一シング，11，610，1995．
（1）原著：
　1）Koumi，S．，Sato，R．1），and　Hayakawa，H．（1）First　Department　of　Intemal　Medicine，Kinki　University　School
　　of　Medicine）：The　activation　gate　of　cardiac　Na＋channel　modulates　voltage－and　pH－dependent　unbinding
　　of　disopyramide，Eur．J・Pharmaco1・，277，165－172，1995．
2）Koumi，S，，Sato，R．1），and　Hayakawa，H．（亙）First　Department　of　Intemal　Medicine，Kink1University　School
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of Medicine) : Characterization of the Acetylcholine-sensitive Muscarinic K+ Channel in Isolated Feline 
Atrial and Ventricular Myocytes. J. Membrane. Biol., 145, 143-150. 1995. 
3) Sato, R.~), Koumi, S., Hisatome, 1.2), Takai, H.1), Aida, Y.1), Oyaizu, M.~), Karasaki, S.~), Mashiba, H.2), and 
Katori, R.1) (~)First Department of Internal Medicine, Kinki University, ')First Department of Internal 
Medicine, Tottori University) : A New Class 111 Antiarrythmic Drug, MS-551. Blocks the Inward Rectifier 
Potassium Channel in Isolated Guinea Pig Ventricular Myocytes. J. Pharmacol. Exp. Ther.. 274, 469-474, 
1995. 
4) Yokoyama, H., Takano, H., Kotani, E., Ohkuni, S., Kusama, Y., Munakata, K., Hayakawa, H., Hoshino, 
K.*), Tomita, Y., Takayama. M.1) and Takano, T.1) (1)CCU) : Efficacy of Late Reperfusion Therapy after 
Myocardial Infarction : Mortality, Cardiac Events, Left Ventricular Function and Patency. Jpn. J. Interv. 
Cardiol.. 10. 248-254, 1995. 
5) Saitoh, H., Nomura, A., Osaka, M., Sasabe, N., Atarashi, H., and Hayakawa, H. :Developmental Chagnes 
of a!*-Adrenergic Chronotropic Action on Human Sinus Node- Am_ J. Cardiol_, 76. 89-91, 1995. 
6) Setsuta, K., Seino, Y., Tomita, Y., Nejima, J., Takano, T., and Hayakawa, H. : Origin and Patho-
physiological Role of Increased Plasma Endothelin-1 in Patients with Acute Myocardial Infarction. 
Angiology, 46. 557-565, 1995. 
7) Saitoh, H., Sasabe, N,. Osaka. M_. Ono, T., Endoh, Y., Nomura, A., Atarashi, H., Katoh, T_, Hayakawa, H_, 
Nagata, M.1) and Kunii, M.1) (1)The Generic Technology Corporation) : Wavelet Transform of Heart Rate 
Variability in the Analysis of Autonomic Nervous Activity Preceding Non-sustained Ventricular Tachycar-
dia. Ther. Res.. 16, 2848-2851. 1995. 
8) Sano, J., Saitoh, T., Kishida, H.. Hanashi, A_, Tada, Y., Tetsuoh, Y., Fukuma, N., Kusama, Y., Munakata, 
K., and Hayakawa, H. : Prognostic Value of Heart Rate Variability for Low Risk Patients with Acute 
Myocardial Infarction. Ther. Res., 16. 2888-2894, 1995. 
9) Saitoh, T., Fukuma, N., Kishida, H., Hayakawa, H., Suzuki, T., Ohtsu, F., Nagasawa, K., Hata, Nl) 
Onodera, T.'), Satoh, S.3), Matsuo, S.4), Hashimoto, H.+) and Fujiwara, T.5) (*)National Yokosuka Hospital, 
')Kitamurayama Public Hospital, 3)Ebina Universal Hospital, 4)Shitaya Hospital, 5)Inada Noborito Hospi-
taD : Effects of Nipradilol, a Beta-blocker with Vasodilatory Action, on Autonomic Nervous Activity in 
Patients with Mild Essential Hypertension. Ther. Res., 16, 2902-2910, 1995. 
10) Koumi, S., Sato, R.1) and Aramaki, T. (1)First Department of Internal Medicine, Kinki University School 
of Medicine) : Activation of the plasma membrane chloride channel by protein kinase C in isolated 
guinea-pig hepatocytes. J. Physiol. (Lond) , 487, 379-394. 1995. 
11) Seino, Y., Setsuta, K., Tomita, Y., Nejima, J.1), Takano, T.1), and Hayakawa, H. (1)CCU) : Increased Plasma 
Levels of Interleukin-6 and Myocardial Stunning After Coronary Reprefusion Therapy. Am. J. Cardiol.. 
76. 718-720, 1995. 
12) Sato, R.~), and Koumi, S. (1)First Department of Internal Medicine, Kinki University School of Medicine) : 
Modulation of the Inwardly Rectifying K+ Channel in Isolated Human Atrial Myocytes by a*-Adrenergic 
Stimulation. J. Membrane Biol., 148. 185-191. 1995. 
13) Koumi, S., Backer, C.L.~), Arentzen, C.E.~) and Sato, R.2) (1)Department of Surgery, Northwestern University 
Medical School, 2)First Department of Internal Medicine, Kinki University School of Medicine) : 
p-Adrenergic Modulation of the Inwardly Rectifying Potassium Channel in Isolated Human Ventricular 
Myocytes. J. Clin. Invest., 96, 2870-2881, 1995. 
14) Osaka, M., Saitoh, H., Someya, T., Hayakawa, H., and Cohen, RJ.1) (1)Harvard-MIT Division of Health 
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　　Sciences　and　Technology，Cambridge）：Mutual　Information　Analysis　of　Temporal　Pattems　ofOccurrence
　　of　Ventricular　Premature　Beats．Proc　of17th　Annu　Int　Conf　IEEE　Eng．Med．Bio1，Soc・，177－178，1995．
15）Osaka，M。，Saitoh，H。，Someya，T．，Hayakawa，H．，and　Cohen，R。J．1）（11Harvard－MIT　Division　of　Health
　　Sciences　and　Technology　Massachusetts　Institute　of　Technology，Cambridge）：Detection　of　Nonlinearity
　　in　Temporal　Pattems　of　Ventricular　Premature　Beats．Comput．CardioL，349－352，1995．
16）Kishida，H．，Saitoh，T。，Sano，J．，Tada，Y．，Hanashi，A．，Fukuma，N．，Tsukada，Y。，Sekido，M。，Honma，H。，
　　Miyatake，Y．，Tomita，Y．，and　Kusama，Y，：Prognostic　Indicators　of　Major　Cardiac　Events　in　Patients　with
　　Asymptomatic　Coronary　Artery　Disease．Jpn．Heart。J．，37，59－72，1996．
17）Kuruma，A．，Atarashi，H．，Ino，T．，Yashima，M．，Nomura，A．，and　Hayakawa，H．：Use　of　Intravenous
　　Dofetilide　in　Atrial　Flutter　With　Hemodynamic　Instability．Jpn．Circ．J．，60，67－69，1996．
18）Osaka，M．，Saitoh，H．，Sasabe，N．，Atarashi，H．，Katoh，T．，Hayakawa，H．，andCohen，RJ．1）（1）Harvard－MIT
　　Division　of　Health　Sceiences　and　Technology，Cambridge，Massachusetts）：Changes　in　Autonomic　Activ－
　　ity　Preceding　Onset　of　Nonsustained　Ventricular　Tachycardia，Annals　Noninvasive　Electorocardio1．，1，
　　3－11，　1996．
19）Kaneko，H．，Endo，T．，Kiuchi，K，，and　Hayakawa，H．：Inhibition　of　Nitric　Oxide　Synthesis　Reduces
　　Coronary　Blood　Flow　Response　But　Does　Not　Increase　Cardiac　Contractile　Response　toβ一Adrenergic
　　Stimulation　in　Normal　Dogs．」．Cardiovasc．PharmacoL，27，247－254，1996．
20）Fukuma，N．，Kishida，H．，Tetsuou，Y．，Tada，Y．，Mabuchi，K．，Matsuda，H．，Tomimura，M．，Hanashi，A。，
　　Sano，J．，Saitoh，T。，Munakata，K．，and　Hayakawa，H．：Ratio　of　Baroreceptor　Reflex　Sensitivity　between
　　Arterial　Pressure　Elevation　and　Depression．Ther．Res．，17，862－865，1996．
21）斎藤寛和，大野則彦，小野卓哉，野村敦宣，遠藤康実，新　博次，早川弘一，落　雅美1），田中茂夫1》（D胸部外
　　科）：洞不全症候群に対するCilostazo1の有用性：投与中止による洞不全の顕在化例について．薬理と治療，23，
　　977－982，　1995．
22）島井新一郎1），高野、照夫2），高山守正2），清野精彦，星野公彦，富田喜文，宗像一雄，早川弘一（1）東京都国民健康
　　保険団体連合会福生病院内科，2）集中治療室）：急性心筋梗塞再疎通症例におけるミオシン軽鎖1流出動態に関す
　　る検討．日本集中治療医学会雑誌，2，201－206，1995．
23）佐藤良一1），小海信一，Wasserstrom，J．A．2），香取　瞭1）（1）近畿大学第一内科，2）NorthwestemUniversity　School
　　of　Medicine）：ヒト心房筋細胞の電気生理学的特性：特にNa＋，ACh感受性K＋chame1にっいて．心電図，
　　15，　198－199，　1995．
24）小海信一，佐藤良一），Wasserstrom，J，A．2），早川弘一（1）近畿大学第一内科，2）NorthwestemUniversity　School
　　of　Medicine）：Gタンパクによるヒト心室筋細胞K　chame1の修飾．心電図，15，200－201，1995．
25）長澤紘一1），中村　幹2），加藤貴雄，斎藤寛和，野村敦宣，溝呂木能浩2），小林真一3）（1）日本医科大学多摩永山病
　　院内科，2）東光会第一病院臨床薬理センター，3）聖マリアンナ医科大学薬理学）：エバスチンの薬物相互作用に関
　　する臨床薬理試験：エリスロマイシン併用の心電図所見および薬物動態に及ぽす影響．臨床医薬，11，1213－1226，
　　1995．
26）斎藤寛和，遠藤康実，野村敦宣，井野　威，新　博次，早川弘一：発作性上室性頻拍（PSVT）に対する薬物療
　　法の長期有効性．循環器科，38，95－98，1995．
27）加藤和三1），飯沼宏之2），早川弘一，新　博次，杉本恒明3），井上　博4），中田八洲郎5），比江嶋一昌6），笠貫　宏7）
　　（1）心臓血管研究所，2）心臓血管研究所附属病院，3）公立学校共済組合関東中央病院，4）東京大学医学部第2内科（現
　　富山医科薬科大学医学部第2内科），5）順天堂大学医学部循環器内科（現　順天堂大学医学部附属順天堂伊豆長岡
　　病院循環器科），6凍京医科歯科大学医学部第1内科（現　東京医科歯科大学医学部保健衛生学科），7凍京女子医
　　科大学循環器内科）：上室性期外収縮に対するflecainideの臨床効果：用量検討のための多施設二重盲検群間比
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　較試験．臨床と研究，72，1783－1798，1995．
28）草間芳樹，本間　博，酒井俊太，横山広行，哲翁弥生，浅井邦也，多田祐美子，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　運動誘発無症候性ST下降の臨床評価におけるドブタミン負荷心エコーの有用性．心臓，27，103－105，1995．
29）浅井邦也1），高山守正1），染谷友子，落　雅美2》，酒井俊太1），鈴木郁代，桜井　薫’），上村竜太1），大場崇芳，高木　元，
　　国見聡宏，星野公彦，説田浩一，富田喜文，草間芳樹，子島　潤夏），宗像一雄，高野照夫1），田中茂夫2）（1）集中治
　療室，2）第2外科）：PTCAに合併した左主幹部解離が上行大動脈に進展し上行大動脈置換ならびに3枝バイパ
　　ス術を要した1例．心血管インターベンション，10，433438，1995．
30）竹田晋浩1），保坂浩希且），子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），金　　徹2），清水　淳2），井上哲夫2），小川　龍2），
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42）斎藤寛和，野村敦宣，加藤貴雄，長澤紘一1），早川弘一（1）日本医科大学多摩永山病院内科）：エバスチン，エリ
　スロマイシン併用時の薬物相互作用：心電図変化を中心に．臨床薬理，27，249250，1996．
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　3）新　博次：発作性上室性頻拍，心房細動に対する1～IV群抗不整脈薬とジギタリスの使い方（特集：抗不整脈薬
　　の使い方）．クリニカ，22，223－227，1995．
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20）加藤貴雄：Late　Potentia1（LP）とはf可か．不整脈診療，1，12－15，1995．
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52）加藤貴雄：動悸の鑑別診断のポイント．Modem　Physician，16，82，1996．
53）新　博次：不整脈の薬物治療．Modem　Physician，16，84，1996．
54）加藤貴雄：高齢者の心室性期外収縮．Modern　Physician，16，86，1996．
55）新　博次：発作性心房細動．Modem　Physician，16，88，1996．
56）加藤貴雄，斎藤寛和：不整脈と自律神経：トリガーとしての自律神経（特集：自律神経と心肺疾患一最新の知
　　見）．呼と循，44，19－25，1996．
57）岸田　浩：狭心症の病態：冠循環のサーカディアンリズムと虚血性心疾患（特集：狭心症一病態に基づいた治療
　　の最新情報）．内科，77，24－28，1996．
58）加藤貴雄：循環器疾患：自覚症状からの考え方　動悸．循環科学，16，6－8，1996．
59）新　博次，遠藤康実，野村敦宣，小林義典，斎藤寛和，井野　威，早川弘一，小野寺威夫，高野仁司，洪　基哲，
　　大村和子：高用量Aprindine静注による発作性心房細動停止効果．Ther。Res．，17，399－403，1996。
60）斎藤寛和＝自律神経と不整脈：心拍変動による解析．Current　topics　in　Cardio1，12，28－35，1996．
61）清野精彦：肺塞栓症と深部静脈血栓症．日医雑誌，115，358，1996．
62）新　博次：期外収縮．治療，78，598－600，1996．
63）荒牧琢己：門脈圧充進症．治療，78，857－859，1996．
64）新博次：上室性不整脈の診断と対策．東京都医師会雑誌，48，1610－1614，1996．
65）加藤貴雄：心室性不整脈の薬物療法（特集：不整脈治療の最新事情）．総合臨床，45・478－484・1996．
66）新　博次：基礎疾患からみた不整脈とその対策　QT延長症候群．臨床医，22，345－347，1996．
67）加藤貴雄：Late　Potential（LP）の変動とその意義．不整脈診療，4，12－15，1996．
68）加藤貴雄：本邦における不整脈薬物治療の現状：JALT調査（特集：不整脈薬物治療の現状と展望）．Pharma．
　　Medica，14，13－18，1996．
69）新　博次：アミオダロン以後のIII群抗不整脈薬その問題点と今後の展望（特集：不整脈薬物治療の現状と展
　　望）．Pharma　Medica，14，57－61，1996。
（3）研究報告書：
　1）富田喜文，浅井邦也，宗像一雄，早川弘一：特発性心筋症における線維芽細胞増殖因子（fibroblastgrowth　fac－
　　tors）の免疫組織化学的検討．平成6年度厚生省特発性心筋症調査研究班報告・p・75－79・1995・
　2）荒牧琢己，関山達也，黒川浩史，長野具雄，大須賀勝，寺田秀人，里村克章，勝田悌実：β一ブロッカーの門脈降
一81一
　圧作用におけるnon－responderに関する検討．平成6年度特殊疾病（難病）に関する研究報告書，p．105－108，
　1995．
3）荒牧琢己・関山達也，黒川浩史，大須賀勝，寺田秀人，里村克章，勝田悌実：β一プロッカーの門脈降圧作用にお
　けるnon－responderに関する検討．厚生省特定疾患門脈血行異常症調査研究班平成6年度研究報告書，
　p．213215，　1995．
4）荒牧琢己，関山達也，大須賀勝，寺田秀人，勝田悌実，里村克章：硬変肝における食道静脈瘤内視鏡所見に対す
　るプロプラノロール長期投与の効果一Beppuのscoringsystemによる検討一．厚生省特定疾患門脈血行異常症
　調査研究班平成6年度研究報告書，p．241－243，1995．
著書
〔1994年度追加分〕
　1）坂東重信1）・新博次（1）香川県立白鳥病院）：〔共著〕”不整脈診療の実際”医学出版社，1995．
1）Katoh，T，，Kuroki，S。，Ohara，T，，Ohara，K．，Oomura，K．，Kim，EM．，and　Hayakawa，H．：Arrhythmia－
　Related　Transient　Changes　of　High　Frequency　Filtered　QRS　Complex．“Advances　in　Body　Surface
　Mapping　and　High　Resolution　ECG”（Yasui，S．，Abildskov，J．A．，Yamada，K．，and　Harumi，K．eds）
　p．303－312，Life　Medicom　Co．，Ltd．1995．
2）大林完二1），高野照夫2），清野精彦（1）大林内科医院，2）集中治療室）：〔共著〕“心臓病エッセンシャルズ”．南光
　堂，1995．
3）清野精彦：〔分担〕致死的不整脈・重症不整脈“疾患別最新処方”（矢崎義雄，戸田剛太郎編）p．22－23，メジカ
　ルビュー社，1995．
4）岸田　浩：〔分担〕無症候性心筋虚血発作“疾患別最新処方”（矢崎義雄，戸田剛太郎編）p．88－89，メジカル
　　ビュー社，1995．
5）加藤貴雄：〔分担〕頻脈性不整脈“クリティカルケア・マニュアルー集中治療管理指針一”（窪田達也，勝屋弘
　忠，丸川征四郎，前川剛志，篠崎正博編）p．106108，秀潤社，1995．
6）加藤貴雄：〔分担〕徐脈性不整脈“クリティカルケア・マニュアルー集中治療管理指針一”（窪田達也，勝屋弘
　忠，丸川征四郎，前川剛志，篠崎正博編）p．109－110，秀潤社，1995．
7）清野精彦，竹田晋浩1）（1）集中治療室）：〔分担〕VIII特殊な治療とその適応2　急性心不全の呼吸管理．“循環器
　NOW　NO。1心不全一循環不全の病態と最新の治療”（矢崎義雄，山口　徹，島田和幸編）p．238－242，南光堂，
　1995．
8）新　博次，哲翁弥生，早川弘一：〔分担〕＜臨床＞2．カルシウム拮抗薬の病態に基づいた使い方2）不整脈．“カ
　ルシウム拮抗薬一解明された基礎と臨床への応用一”（矢崎義雄，遠藤政夫編）p．231－239，医薬ジャーナル社，
　1995．
9）岸田　浩：〔分担〕IV．各病態における心電図検査の進め方と評価　3．心筋虚血の評価と検査の進め方．“心臓
　病診療プラクティス5．心電図で解く”（吉川純一，笠貫　宏，土師一夫，別府慎太郎，松崎益徳編）p．114－121，
　文光堂，1995．
10）岸田　浩：〔分担〕silent　myocardial　ischemla．“心臓病診療プラクティス5．心電図で解く”（吉川純一，笠貫
　宏，土師一夫，別府慎太郎，松崎益徳編）p．122，文光堂，1995．
11）高野照夫1），太田眞夫（1）集中治療室）：〔分担〕2．急性心不全A．心停止．“心臓病学”（石川恭三編）p．255－259，
　医学書院，1995．
12）加藤貴雄：〔分担〕急性心筋梗塞と不整脈“心臓病学”（石川恭三編）p．427－434，医学書院，1995．
13）岸田　浩：〔分担〕B・不安定狭心症．“心臓病学”（石川恭三編）p．817－827，医学書院，1995．
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14）内田拓美，早川弘一：〔分担〕抗不整脈薬．“心臓病学”（石川恭三編）p．1689－1699，医学書院，1995．
15）海老原昭夫1），早川弘一（1）自治医科大学臨床薬理学）：〔共編〕“今月の話題　薬物動態を考慮した循環器薬の投
　与法　Ther．Res．，16（8），ライフサイエンス出版，1995．
16）岸田　浩：〔分担〕虚血性心疾患　4）無痛性虚血性心疾患．“内科学”（杉本恒明，小俣政男編）p・569－570・朝
　倉書店，1995．
17）荒牧琢己：〔分担〕循環不全時の肝障害．“内科学”（杉本恒明，小俣政男編）p．1082－1083，朝倉書店，1995．
18）加藤貴雄：〔分担〕Late　Potential．“不整脈concept＆terminologyシリーズ2”（平岡昌和監修）p。1－4，
　三原医学社，1995．
19）斎藤寛和：〔分担〕電気的交互脈の基礎と臨床．“Medical　Topics　Series不整脈’95”（杉本恒明監修，井上　博
　編）p．30－38，メディカルレビュー社，1995．
20）新　博次：〔分担〕新しい抗不整脈薬．“Medical　Topics　Series不整脈’95”（杉本恒明監修・井上　博編）
　p．142－151，メディカルレビュー社，1995．
21）加藤貴雄：〔分担〕抗不整脈薬と血行動態．“Medical　Topics　Series不整脈’95”（杉本恒明監修・井上　博編）
　p．152－160，メディカルレビュー社，1995．
22）岸田　浩：〔分担〕Il．虚血性心臓病　6．心筋虚血とCa拮抗薬．“Ca拮抗薬のすべて”（猿田享男・日和田邦
　　男，荻原俊男編〉p．290－301，先端医学社，1995．
23）清野精彦：〔分担〕心筋傷害マーカー：トロポニンTとトロポニン1．“循環器用語解説集（基礎編）”（永井良
　　三編）p．54－55，先端医学社，1995．
24）岸田　浩：〔分担〕心筋虚血と自覚症状．“心臓病診療プラクティス　7．虚血性心疾患を診る1病態と診断”
　　（吉川純一，笠貫　宏，土師一夫，別府慎太郎，松崎益徳編）p・104－106・文光堂・1995・
25）岸田　浩：〔分担〕無症候性心筋虚血とCohn分類．“心臓病診療プラクティス　7．虚血性心疾患を診る1病態
　　と診断”（吉川純一，笠貫　宏，土師一夫，別府慎太郎，松崎益徳編）p、107，文光堂，1995．
26）岸田　浩：〔分担〕心筋梗塞と自覚症状．“心臓病診療プラクティス　7．虚血性心疾患を診る1病態と診断”（吉
　　川純一，笠貫　宏，土師一夫，別府慎太郎，松崎益徳編）p。148－151，文光堂，1995．
27）加藤貴雄，早川弘一：アスペノン市販後調査のまとめ．“New　trends　in　the　treatment　of　arrhythmia・Basal
　　and　clinical　aspects　of　aprindine”（春見建一監修）p・1619・Biomedis・1995．
28）加藤貴雄：〔分担〕心室遅延電位検出の現状と問題点．“東京不整脈フォーラム199194”（平岡昌和編），p，184－
　　191，三原医学社，1995．
29）斎藤寛和：〔分担〕自律神経活動と不整脈．“循環器疾患一state　of　arts”（矢崎義雄，島田和幸，井上　博，
　　永井良三編）p．81－83，医歯薬出版，1996．
30）新　博次：〔分担〕抗不整脈薬の併用療法とその問題点．“循環器疾患一state　of　arts”（矢崎義雄，島田和幸，
　　井上　博，永井良三編）p．374－375，医歯薬出版，1996．
31）富田喜文，岸田　浩：〔分担〕左主幹部冠動脈病変．“循環器疾患一state　ofarts”（矢崎義雄・島田和幸・井上
　　博，永井良三編）p．484487，医歯薬出版，1996．
32）加藤貴雄：〔分担〕発作性上室性頻拍（PSVT）．“循環器疾患一state　ofarts”（矢崎義雄，島田和幸，井上　博，
　　永井良三編）p．519－522，医歯薬出版，1996．
33）加藤貴雄：〔分担〕人工ぺ一スメーカー植え込み患者のケア．“1996今日の治療指針”（日野原重明・阿部正和監
　　修）p．851，医学書院，1996．
34）早川弘一：〔編集〕“改訂版心電図マニュアル”照林社，1996．
35）加藤貴雄，栗原広孝1）（1）栗原クリニック）：〔分担〕1心電図の原理よい心電図を取る方法．“改訂版心電図マニュ
　　アル”（早川弘一編），p．32－42，照林社，1996．
36）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　不整脈の種類．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘一編），p，88，
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　　照林社，1996．
37）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　アダムス・ストークス症候群．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘
　　一編），p．89－91，照林社，1996．
38）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　呼吸性不整脈．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘一編），p．92，
　　照林社，1996．
39）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　洞性頻脈．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘一編），p．93，照林
　　社，1996．
40）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　洞不全症候群1　洞房ブロック．“改訂版心電図マニュアル”（早川
　　弘一編），p。94－95，照林社，1996．
41）早川弘一1〔分担〕III不整脈の診断と治療　洞不全症候群2　洞性徐脈性不整．“改訂版心電図マニュアル”
　　（早川弘一編），p．96－97，照林社，1996．
42）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　洞不全症候群3　徐脈頻脈症候群．“改訂版心電図マニュアル”
　　（早川弘一編），p。98－99，照林社，1996．
43）早川弘一：〔分担〕III不整脈の診断と治療　不整脈発作の治療法．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘一編），
　p．137－139，照林社，1996．
44）早川弘～：〔分担〕III不整脈の診断と治療　抗不整脈薬．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘一編），p。140－141，
　照林社，1996．
45）井野　威：〔分担〕III不整脈の診断と治療　カテーテルアブレ・一ション．“改訂版心電図マニュアル”（早川弘一
　編），p．142－145，照林社，1996．
46）大木清司1），太田眞夫（1）友愛記念病院）：〔分担〕IVいろいろな心電図　ホルター心電図法．“改訂版心電図マ
　ニュアル”（早川弘一編），p．170－173，照林社，1996．
47）太田眞夫：〔分担〕IVいろいろな心電図　新しい心電図1レ・一トポテンシャル．“改訂版心電図マニュアル”
　　（早川弘一編），p．174－176，照林社，1996．
48）太田眞夫：〔分担〕IVいろいろな心電図　新しい心電図2体表面心臓電位図．“改訂版心電図マニュアル”（早川
　弘一編），p．177－179，照林社，1996．
49）加藤貴雄＝〔分担〕不整脈薬物療法の中心はやはりアミオダロンか．“不整脈“（杉本恒明監修，橋本敬太郎，
　大江　透，井上　博編）p．23－26，ライフサイエンス出版，1996．
50）加藤貴雄，早川弘一：〔分担〕抗不整脈薬のtherapeuticdrugmonitoring（TDM）の必要性．“不整脈治療の軌跡
　　と展望　後編”（山田和生，杉本恒明監修）p．6－9，先端医学社，1996．
51）富田喜文・高野照夫1）（1）集中治療室）：〔分担〕VII強心薬による心不全治療の臨床経験　2．カテコラミンの功
　罪．“強心薬一現状と将来への展望一”（篠山重威編）p．141－146，南江堂，1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）小海信一：心不全末期患者分離心筋におけるM、一コリン受容体ムスカリン性Kチャンネルの変性．第5回近畿
　　電気生理研究会，1995．6．
　2）加藤貴雄：不整脈（初診時における心臓病の診断と治療）。第16回冠不全研究会，1995．7．
　3）加藤貴雄：不整脈診療のトピックス．第100回循環器疾患研究会，1995．7．
　4）新　博次：不整脈における併用療法．第13回東山不整脈セミナー，1996．2．
5）清野精彦：急性心不全の病態と治療について．第4回岩手循環器集中治療セミナー，1996．3．
（2）教育講演：
　1）Hayakawa，H．：Antiarrhythmic　drug　evaluation　and　efficacy　by　Holter（Advances　in　Noninvasive
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　　Electrocardiology）．The　llth　Asian－Pacific　Congress　of　Cardiology（Bali），1995．　9．
2）早川弘一：不整脈治療（内科診療の進歩）．第92回日本内科学会講演会，1995．4．
3）早川弘一：心臓病をめぐって．第34回日本ME学会大会，1995．5．
4）加藤貴雄：上室性不整脈　薬物療法（頻脈性不整脈の成因と治療）．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
5）清野精彦：抗悪性腫瘍剤による心筋症．第60回日本循環器学会学術集会，1996。3．
（3）記念講演：
　1）小海信一：特発性拡張型心筋症患者の分離心筋細胞における変成K＋チャンネル発現を担う変異アミノ酸の同
　　定：ミュータントIRK1チャンネル・クローン発現及び電気生理学的解析．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．9．
（4）シンポジウム：
　1）Seino，Y，：Cardiovascular　Function　and　Neurohumoral　Manifestations　in　Acute　Myocardial　Infarction．
　　Third　Intemational　Shock　Congress（Hamamatsu），1995。11．
　2）Seino，Y．：Pathophysiology　and　Medical　Treatments　of　Acute　Heart　Failure－Role　of　PDE　Inhibitors・（Role
　　of　Phosphodiesterase　Inhibitors　in　Treatment　of　Shock）．Third　Intemational　Shock　Congress（Hamama－
　　tsu），　1995．　11．
3）小海信一，早川弘一，佐藤良一），Wasserstron，J．A．2），TenEick，R．E．2）（1）近畿大学第一内科，2）Northwestem
　　University　Medical　Schoo1）：哺乳類心室筋IK・channelの自律神経調節．第59回日本循環器学会学術集会，
　　1995。4．
　4）岸田　浩：心電図所見から突然死を予知できるかP（突然の予防に向けて）．第59回日本循環器学会学術集会，
　　1995。4。
　5）野村敦宣，斎藤寛和，早川弘一：徐脈性不整脈症例における失神の機序一血圧調節機構の検討一（心臓性失神の
　　診断と対策）．第10回日本心臓ぺ一シング学会学術集会，1995．6．
6）加藤貴雄，早川弘一：SSSにおける自然発作とoverdrivesuppressionによる誘発発作の関係（Overdrive　Sup－
　　pression）．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
　7）斉藤　勉，多田祐美子，佐野純子，岸田　浩：異型狭心症におけるcoronary　tonusに対する自律神経とcate－
　　cholamineの寄与一心拍変動解析を用いて一．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
　8）早川弘一：臨床試験担当医に立場から　主観的評価が不要といわれている分野から“抗不整脈薬”（薬効評価の
　　問題点一臨床試験における客観的指標と主観的評価の乖離一）．臨床薬理シンポジウム，1995．10．
　9）新博次，小林義典，斎藤寛和，井野威，早川弘一：上室性不整脈へのクラスIII薬の意義（抗不整脈薬の適応
　　と問題点）．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
10）本間　博，草問芳樹，高木　元，塚田弥生，酒井俊太，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，汲田伸一郎1），
　　隈崎達夫1），松崎つや子2）（1）放射線科，2）生理機能センター）：冠血行再建に際しての心筋viabilityの検出．第9
　　回日本冠疾患学会学術大会，1995。12．
11）酒井俊太，草間芳樹，本間　博，今泉孝敬，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：ドブタミン負荷エコー
　　による評価一梗塞部の運動負荷時ST上昇は残存心筋の虚血か．第9回日本冠疾患学会学術大会，1995．12．
12）清野精彦：心原性ショックをめぐる諸問題一内科の立場から．第16回北関東循環不全研究会・1996．1．
13）草間芳樹，高木　元，本問　博，酒井俊太，佐野純子，哲翁弥生，多田祐美子，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　ドブタミン負荷心エコーの心筋梗塞例における残存心筋虚血検出能一運動負荷タリウム心筋シンチグラフィー
　　との比較一．第42回循環器負荷研究会，1996．2．
（5）パネルディスカッション：
　1）新　博次，早川弘一：不整脈薬物療法の適応（不整脈の非薬物療法一その選択と問題点一）．第59回日本循環器
　　学会学術集会，1995．4．
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　2）清野精彦：急性心不全症例におけるPDE　III阻害剤の効果と有用性について．第43回日本心臓病学会学術集会，
　　1995．9．
　3）勝田悌実，大須賀勝：薬物による肝硬変性門脈圧充進症の減圧療法と症例選択（門脈圧充進症に対する治療法の
　　選択と予後）．第30回日本肝臓学会東部会，1995．10．
　4）加藤貴雄：不整脈と心臓性突然死（「心臓突然死」の臨床）．第9回東京循環器ワークショップ，1996．2．
（6）ファイアーサイドカンファレ！ンス：
　1）野村敦宣：右脚ブロックST上昇心電図の疫学（Brugada症候群）．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
　2）斎藤寛和：ARI　dispersionと自律神経（QTをめぐって）．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
　3）早川弘一：抗不整脈薬開発への指針とまとめ（抗不整脈薬の分類と将来の展望）．第60回日本循環器学会学術集
　　会，1996．3．
　4）新　博次：上室性不整脈への作用からの立場（抗不整脈薬の分類と将来の展望）．第60回日本循環器学会学術集
　　会，1996．3．
　5）草問芳樹，岸田　浩：冠動脈疾患とpreconditioning効果（虚血耐性獲得への新しい試みと治療への応用）．第60
　　回日本循環器学会学術集会，1996。3．
（7）ワークショップ：
　1）早川弘一：臨床医の立場から（科学的第1相試験）．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
（8）セミナー：
　1）清野精彦：急性心不全症例におけるPDEIII阻害剤の効果と有用性について：本邦における多施設共同二重盲
　　検比較試験成績から．第43回日本心臓病学会ランチョンセミナー，1995．9．
〔1994年度追加分〕
一般講演：
　1）横山広行，高山守正，酒井俊太，浅井邦也，今泉孝敬，富田喜文，草間芳樹，子島　潤，宗像一雄，高野照夫，
　　早川弘一：Late　reperfusion（LR）の有用性：入院時所見よりLRの有効例は予想可能か．第14回心筋梗塞研究
　　会，1994．7．
　2）富田喜文，藤田進彦，大場崇芳，国見聡宏，横山広行，説田浩一，草間芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，
　　浅井邦也1），酒井俊太1），今泉孝敬1），高山守正1），高野照夫1）（1）集中治療室）：急性心筋炎における細胞増殖因子
　　FGF，TGFβの検討．第16回心筋生検研究会，1994．11．
　3）竹田純一：In　vivo感受性試験でクロロキン耐性を確認した熱帯熱・四日熱マラリア混合感染の1例．第43回日本
　　感染症学会東日本地方会総会／第41回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会，1994．11．
（9）一般講演：
　1）Kobayashi，Y．，Ino，T．，Ohmura，K．，Miyauchi，Y．，Tadera，T．，Saitoh，H，，Atarashi，H．，Katoh，T．，and
　　Hayakawa，H．：Detection　of　Local　Pre－Potential　Preceding　Surface　QRS　Complex　in　Patients　With
　　Concealed　WPW　Syndrome．An　Evidence　of　Concealed　Anterograde　Conduction　Over　The　Accessory
　　PathwayP．North　American　Society　of　Pacing　and　Electrophysiology16th　Amual　Scientific　Sessions
　　（Boston），1995．　5．
2）Setsuta，K．，Seino，Y．，Tomita，Y．，Nagae，Y．，Nejima，J．，Takayama，M．，Munakata，K．，Takano，T．，
　　Kishida，H。，and　Hayakawa，H、：Increasing　Level　of　Serum　Interleukin－6and　Myocardial　Stunning　in
　　Patients　Undergoing　Coronary　Reperfusion　Therapy．3rd　Intemational　Congress　on　Heart　Failure－
　　Mechanisms　and　Management（Geneva），1995．5．
　3）Seino，Y．，Tomita，Y．，Nagae，Y．，Kusama，Y．，Okumura，S．，Tamiya，Y，，Kishida，H．，and　Hayakawa，H．：
　　Cardioprotective　effects　of　ACE　inhibitor　on　adriamycin　induced　cardiomyopathy：comparison　between
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normotensive (NTR) versus spontaneously hypertensive rats (SHR) . 3rd International Congress on Heart 
Failure-Mechanisms and Management (Geneva), 1995. 5 . 
4) Hata, N.1), Kunimi, T., Chiba, J.'), Nagaoka, S.2), Miyagawa, H.1), Yamazaki, N.1), Kishida, H., and 
Hayakawa, H. (*)Cardiology, National Yokosuka Hospital, 2)Internal Medicine, National Yokosuka 
HospitaD : Echocardiogram and Electrocardiogram in Progressive Systemic Sclerosis (PSS) . 37th Annual 
World Congress International College of Angiology (Helsinki). 1995. 7 . 
5) Osaka, M., Saitoh, H., Someya, T., Hayakawa, H., and Cohen, R.J.1) (*)Harvard-MIT Div. of Health Science 
Technology, MIT) : Detection of Nonlinearity in Temporal Patterns of Ventricular Premature Beats. 
Computers in Cardiology (Vienna), 1995. 10. 
6) Osaka, M., Saitoh, H., Someya, T., Hayakawa, H., and Cohen, R.J.1) (1)Harvard-MIT Div. of Health Science 
Technology, MIT) : Mutual Information Analysis of Temporal Patterns of Occurrence of Ventricular 
Premature Beats. 17th Annual International Conference of IEEE Engineering in Medicine & Biology 
Society (MontreaD. 1995. 9 . 
7) Seino, Y., Tomita, Y., Nagae, Y., Okumura, S., Takano, T., Kishida, H., and Hayakawa, H. : Cardio-
protective effects of ACE inhibitor on adriamycin cardiotoxicity : normotensive (NTR) and spontaneously 
hypertensive rats (SHR) . The 1lth Asian-Pacific Congress of Cardiology (Bali), 1995. 9 . 
8) Saitoh, H., Nomura, A., Osaka, M., Sasabe, N., Ono, T., Ohno, N., Ino, T., Atarashi, H., Katoh, T., and 
Hayakawa, H. : Effects of electrically induced ventricular premature contraction on heart rate variability 
spectral analysis. The 1lth Asian-Pacific Congress of Cardiology (Bali), 1995. 9 . 
9) Atarashi, H., and Hayakawa, H. : Pharmacokinetics and pharmacodynamics of a single oral dose of 
sematilide hydrochloride : A new class 111 antiarrhythmic drug. The 1lth Asian-Pacific Congress of 
Cardiology (Bali), 1995, 9 . 
10) Wu, X., Katoh, T., Ohara, T., Ohara, K., Kim, E. M., Kuroki, S., and Hayakawa, H. : Changes of high 
frequency components of QRS complex by class I antiarrhythmic drugs. The 1lth Asian-Pacific Congress 
of Cardiology (Bali), 1995. 9 . 
11) Takayama, M., Munakata, K., Tomita, Y., Kaneko, H., Aoki, S., Sakai, S., Imaizumi, T., Kusama, Y., 
Takano, T., and Hayakawa, H. : One year angiographical outcome of coronary artery lesions on aggres-
sive lipid reduction in patients after recovery from acute myocardial infarction. The 1lth Asian-Pacific 
Congress of Cardiology (Bali). 1995. 9 . 
12) Otsu, F., Suzuki, T., Yamanaka, H., Nagasawa, K., Kishida, H., and Hayakawa, H. : Discrepancy between 
improvement of exercise capacity and quality of life in patients with effort angina. The 1lth Asian-Pacific 
Congress of Cardiology (Bali), 1995. 9 . 
13) Iwa, T., Ogawa, S., and Atarashi, H. On behalf of Japanese investigation committee for idiopathic 
ventricular fibrillation : Japanese Registration of Idiopathic Ventricular Fibrillation with Right Bundle 
Branch Block and ST Segment Elevation. First International Symposium on Arrhythmogenic Right 
Ventricular Dysplasia-Cadiomyopathy (Paris), 1995. 10. 
14) Kusama, Y., Homma, H., Takahashi, N., Fujita, N., Kasagami, K., Suzuki, I., Hoshino, K., Munakata, K., 
and Kishida, H. : Responses to Dobutamine (DOB) Predicts Recovery of Wall Motion after PTCA of 
Infarct-related Coronary Artery. The 42nd Annual World Assembly American College of Angiology 
(Hawaii). 1995. 10. 
15) Sakai, S., Kusama, Y., Homma, H., Takagi, G., Oba, T., Yamamoto, T., Ibuki, C., Tomita, Y., Tetsuo, Y., 
Munakata, K., Kishida, H., and Hayakawa, H. : Quantitative Assessment of Myocardial Viability by 
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Dobutamine Stress Tc 99m Sestamibi Gated SPECT. The 42nd Annual World Assembly American College 
of Angiology (Hawaii), 1995. 10. 
16) Miyauchi, Y., Kobayashi, Y., Ino, T., Akutsu, K., Kitayama, H., Kawaguchi, N., Ogura, H., Ohmura, K., 
Ohara, T., Yashima, M., Saitoh, H., Atarashi, H., Katoh, T., and Hayakawa, H. : Detection of local 
pre-potential preceding surface QRS complex in patients with concealed WPW syndrome. An evidence of 
concealed anterograde conduction over the accessory pathway?. Symposium on Recent Advances in Studies 
of Cardiac lon Channels and Arrhythmias (Tokyo). 1995. 11. 
17) Saitoh, H., Nomura, A., Ono, T., Endoh, Y., Sasabe, N.. Atarashi, H., Katoh, T., and Hayakawa, H. 
Developmental Change in the Carediac a* -adrenergic Chronotropic Response in Man. Symposium on 
Recent Advances in Studies of Cardiac lon Channels and Arrhythmias (Tokyo) , 1995. 11. 
18) Katoh, T., Ohara, T., Kim, E.M., and Hayakawa, H. : Non-invasive Disclosure of Concealed Pre-excitation 
by High Resolution ECG. American Heart Association 68th Scientific Sessions (Anaheim) , 1995. 11. 
19) Takano, H., Onodera, T., Miyamoto S_, Tomimura. M_, Saeki. K., Munakata, K., and Hayakawa, H. : An 
Evaluatiol) of Viability and Coronary Blood Flow of the Infarcted Myocardium by Tc-99m Tetrofosmin 
Dynamic Scintigram. American Heart Association 68th Scientific Sessions (Anaheim) , 1995. 11. 
20) Yokoyama, H., Kusama, Y., Takagi, G., Fujita, N., Yamamoto, T., Hoshino, K., Tomita, Y., and Ta-
kayama, M. : Hibernating Myocardium Induces ST Depression on Excercise Testing Even After Complete 
Revascularization. American Heart Association 68th Scientific Sessions (Anaheim) , 1995. 11. 
21) Kaneko, H., Endoh, T., Kiuchi, K., Fujita, S., Yamamoto, T., Takagi, G., Takahashi, N., Suzuki, I., Asai, 
K., Nejima, J., Suzuki, Y., and Hayakawa, H. : Does Inhibition of Nitric Oxide Synthesis Alter Cardiac 
Contractile Response to P-Adrenergic Stimulation in Normal Dogs?. XIlth Meeting of Japanese Section of 
International Society for Heart Research (Osaka), 1995. 12. 
22) Matsuda, H., Sato, Rl), Nagano, T., Hisatome, I.') and Aramaki, T. (1)Kinki University, 2)Tottori Univer-
sity) : Calcium Inflow Mechanism in Guinea-Pig Hepatocytes Plasma Membrane. Biophysical Society 40 
th Annual Meeting (Baltimore) . 1996. 2 . 
23) Nagano, T., Sato, R.~), Matsuda, H., Hisatome, 1.2), and Aramaki, T. (1)Kinki University, 2)Tottori Univer-
sity) : Classification of K+ channel in Hepatocyte Plasma Membrane. Biophysical Society 40th Annual 
Meeting, 1996. 2 . 
24) Atarashi, H., Endo, Y., Saitoh, H., Kobayashi, Y., Ino, T., Kishida, H., and Hayakawa, H. : Beneficial 
Chronotropic Effect of Cilostazol in Patients with Bradyarrhythmias. 6th International Congress on 
Cardiovascular Pharmacotherapy (Sydney) , 1996. 2 . 
25) Atarashi, H., Inoue, H., Hiejima, K., and Hayakawa, H. : Rapid Conversion of Recent-oncet Atrial Fibrilla-
tion by a Single Oral Dose of Pilsicainide: A Multicenter, Double-Blind, Placebo-Controlled Study. 
Pilsicainide Suppression Trial on Atrial Fibrillation (PSTAF). 6th International Congress on Cardiovas-
cular Pharmacotherapy (Sydney). 1996. 2 . 
26) Nagasawa, K., Saitoh, H., Nomura, A., Katoh. T.. Hayakawa, H., and Hatta, S. : Effect of Ebastine with 
Concomitant Use of Erythromycin on Electrocardiographic Findings and Pharmacokinetics., 6th Interna-
tional Congress on Cardiovascular Pharmacotherapy (Sydney) , 1996. 2 . 
27) Tomita, Y., Ibuki, C., Nagae, Y., Setsuta, K., Seino, Y., Munakata, K., Kishida, H., and Hayakawa, H. 
Expression of Fibroblast Growth Factor in the Left Ventricle of Patients with Idiopathic Cardiomyopathy. 
Arnerican College of Cardiology 45th Annual Scientific Session (Orlando), 1996. 3 . 
28) Takano, H.1). Onodera, T., Kunimi, T.1), Tanaka, T,1), Munakata, K., Nagasawa, K.1), and Hayakawa, H. 
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　　（1）Tamanagayama　Hospital，Dept　ofIntemal　Medicine）：Non－invasive　assessment　ofcoronaryreperfusion
　after　thrombolysis　for　acute　myocardial　infarction　by　Tc－99m　tetrofosmin　dynam孟c　SPECT．7th　Mediter－
　ranean　Congress　of　Angiology（Limmasso1，Cyprus），1996．3．
29）Kunimi，T．1），Fujita，N。1），Ohba，T．1），Takano，H．1），Tanaka，K．1），Munakata，K．，Nagasawa，K1），and
　Hayakawa，H．（1）Tamanagayama　Hospital，Dept　of　Intemal　Medicine）：Relation　between　therapeutic
　strategy　and　long－term　prognosis　in　patients　with　multivessel　coronary　artery　disease，7th　Mediterranean
　Congress　of　Angiology（Limmassol，Cypms〉，1996．3．
30）説田浩一，清野精彦，富田喜文，長江安洋，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，子島　潤1），高山守正1），高野照夫1》
　　（1）集中治療室）：急性心筋梗塞（AMI）における血清Interleukin（IL〉一6値上昇とMyocardial　Stuming（MS）
　　との関連．第59回日本循環器学会学術集会，1995．4．
31）高橋直人，本間　博，草間芳樹，酒井俊太，富田喜文，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：ドブタミン
　　（DOB）負荷心エコーにより梗塞部残存心筋のhibemationからの回復を予測し得る．第59回日本循環器学会学
　術集会，1995．4．
32）藤田進彦，草間芳樹，鈴木郁代，本間　博，酒井俊太，大場崇芳，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，汲田伸一郎1），
　隈崎達夫1）（1）放射線科）：ドブタミン負荷心エコー（DSE）による心筋viability評価における問題点．第59回日
　本循環器学会学術集会，1995．4．
33）富田喜文，藤田進彦，酒井俊太，浅井邦也，国見聡宏，今泉孝敬，長江安洋，説田浩一，高山守正，清野精彦，
　高野照夫，岸田　浩，早川弘一：急性心筋炎における細胞増殖因子TGFβ，FGFの免疫組織化学的検討．第59
　　回日本循環器学会学術集会，1995．4．
34）子島　潤，高野照夫，清野精彦，山本　剛，島井新一郎，浅井邦也，酒井俊太，竹田晋浩，保坂浩希，今泉孝敬，
　高山守正，富田喜文，早川弘一：トロポニン丁迅速判定法の精度と有用性の検討．第59回日本循環器学会学術集
　会，1995，4．
35）多田祐美子，福間長知，馬渕浩輔，笠神康平，富村正登，葉梨亜矢，哲翁弥生，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，
　早川弘一：心不全患者における圧受容体反射感受性と体液性因子の関係．第59回日本循環器学会学術集会，1995．
　　4．
36）田寺　長，井野　威，小林義典，佐藤　越，横山真也，大野忠明，宮内靖史，大村和子，斎藤寛和，新　博次，
　早川弘一：房室回帰性頻拍中に見られる冠静脈洞double　potentialsの出現機序一非出現例との比較一．第59回
　　日本循環器学会学術集会，1995．4．
37）国見聡宏，星野公彦，横山広行，富田喜文，草問芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，浅井邦也1），酒井俊太D，
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85）斉藤　均1），斉藤好信1），笹神康平1〉，田中　隆1），田中啓治夏），高山英男2），大國眞一2），水野杏一2），横山真也，
　　山本　剛，金子晴生（1）千葉北総病院集中治療部，2）同内科）：一酸化炭素中毒によって顕かとなった労作兼安静
　　狭心症：血中COHb濃度と心電図変化の対比．日本循環器学会関東甲信越地方会第156回学術集会，1995．6．
86）宮内靖史，小林義典，井野　威，圷　宏一，清水秀一，川口直美，小原俊彦，大村和子，八島正明，新　博次，
　　加藤貴雄＝潜在性WPW症候群においてカテーテルアブレーション先端で洞調律時に記録されるPre－
　　Potential（PP〉の成功の指標としての有用性．第11回湯島不整脈カンファレンス，1995．6．
87）山本　剛，金子晴生，笠神康平，藤田進彦，高木　元，高橋直人，大場崇芳，掃部弘行，清宮康嗣，山根吉人，
　　横山広行，星野公彦，雪吹周生，富田喜文，草間芳樹，宗像一雄，青木　聡1），今泉孝敬1），高山守正1）（1）集中治
　　療室）：待機的Palmatz－Schatz　Stent植え込み後のStent部再狭窄に対しCutting　Balloonが有効であった1
　　例．第77回日本シネアンジオ研究会，1996．6．
88）高野雅充，古明地弘和，長野具雄，草間芳樹，関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己，早川弘一：免疫学的
　　に異常を認めない成人女性に発症し帯状痕疹との関連が示唆された肝障害の1例．第438回日本内科学会関東地
　　方会，1995．7。
89）富田喜文，清野精彦，星野公彦，草間芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，子島　潤1），高山守正1），高野照夫1》
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　　（1）集中治療室）：血中マーカーによる不安定狭心症の予後判定と治療戦略．第15回心筋梗塞研究会，1995．7．
90）勝田悌実，古明地弘和，大須賀勝，寺田秀人，関山達也，里村克章，荒牧琢己：肝硬変の血行動態異常における
　　循環血漿量増加の意義．第3回肝病態生理研究会，1995．7．
91）小海信一，荒牧琢己，佐藤良一1）（1）近畿大学第1内科）：モルモット肝細胞原形質膜C1－chame1のprotein　kinase
　　C（PKC）に依る活性化の分子機構．第31回日本肝臓学会総会，1995．7．
92）古明地弘和，大須賀勝，寺田秀人，関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己，Monreau，R。1），Lebrec，D．1）（1）
　　Hopital　Beaujon，Parls〉：肝硬変ラットにおけるbrain　natriuretic　peptide（BNP）のナトリウム利尿と全身
　　血行動態に対する作用．第31回日本肝臓学会総会，1995．7．
93）加藤貴雄，早川弘一，笠貫　宏1）（1）東京女子医科大学心研内科）：抗不整脈長期治療のあり方．第6回心臓病学
　　フォーラム，1995．8．
94）福間長知，岸田　浩，富村正登，馬渕浩輔，松田裕之，笠神康平，葉梨亜矢，多田祐美子，佐野純子，斉藤　勉，
　　草間芳樹，宗像一雄，早川弘一：Phenylephrine及びNitroglycerin負荷試験と運動負荷時血圧・心拍応答の関
　　係．第41回循環器負荷研究会，1995．8．
95）福間長知，松田裕之，多田祐美子，哲翁弥生，馬渕浩輔，笠神康平，富村正登，葉梨亜矢，佐野純子，斉藤　勉，
　　宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：心拍変動と血圧変動の関係：圧受容体反射による修飾．第1回非観血的循環動
　　態モニター研究会，1995．8．
96）塚本　浩，柏木睦美，清野精彦，早川弘一，高野照夫1）（1）集中治療室）：急性心不全治療にともなう皮膚微小循
　　環動態の変化に関する検討：LaserDopplerによる血流分析．第1回非観血的循環動態モニター研究会，1995．
　　8．
97）新　博次：発作性・再発性心房細動について（心房細動の治療と対策）．第1回四万十川不整脈カンファレンス，
　　1995．　8．
98）遠藤康実，新　博次，平山悦之，来馬明規，田寺　長，斎藤寛和，井野　威，早川弘一：長期にわたり使用した
　　抗不整脈薬を中止し得た持続性心室頻拍の2例．第3回不整脈薬物療法研究会，1995．9．
99）川口直美，小林義典，清水秀一，圷　宏一，大野則彦，北山浩気，小倉宏道，宮内靖史，小原俊彦，八島正明，
　　斎藤寛和，井野　威，新　博次，加藤貴雄，岸田　浩，早川弘一：当科におけるカテーテル・アブレーションの
　　現況．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
100）安武正弘：α1一アドレナリン受容体刺激NA・／H＋交換系調節．第63回日本医科大学医学会総会・1995．9．
101）酒井俊太，山根吉人・清宮康嗣・丸山光紀，高野雅充，小谷英太郎，青木　聡，関戸司久，星野公彦，雪吹周生，
　　今泉孝崇，富田喜文，草間芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，高野照夫，早川弘一：冠動脈形成術における
　　New　deviceの使用状況と初期成績．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
102）高野雅充，清宮康嗣・吉田明弘，長野具雄，古明地弘和，大須賀　勝，寺田秀人，関山達也・勝田悌実・里村克
　　章，荒牧琢己：急性非A非B非C（NABC）型肝炎に関する臨床病理学的検討．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．9．
103）野原秀明1），本間　博1），水瀬　学1），中村利枝1），平野美子1），斎藤公一1），黒田　肇1），斎藤寛和，新　博次，加
　　藤貴雄，岸田　浩，早川弘一（1）生理機能センター）：心電図ファイリングシステム（Heart・EWS）の導入につ
　　いて．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
104）松崎つや子1），本間　博1），佐藤淳子1），漆沢亜希1），斎藤公一1），黒田　肇1），馬　換換，伊藤恵子，菅原博子，
　　勝田悌実，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，林　宏光2），隈崎達夫2）（1》生理機能センター，2）放射線科）：非観血
　　的に診断し得た先天性大動脈四尖弁の2例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
105）福本裕子，早川弘一，亀山孝二1），恩田宗彦1），内藤善哉1），石渡俊行1），浅野伍朗1）（1）病理学第二）：心筋梗塞症
　　例における冠動脈硬化病巣内の平滑筋細胞の動態．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
106）王　若鮫1），郭　　方1），有田　淳1）・内藤善哉1），浅野伍朗1）・鈴木恒道2），小山善哉（1）病理学第二，2）病理学第
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　　一）：ウイルス性多発性筋炎が疑われた1剖検例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
107）青木　聡，山根吉人，清宮康嗣，丸山光紀，高野雅充，掃部弘行，小谷英太郎，関戸司久，酒井俊太，星野公彦，
　　雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，草間芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，高野照夫，早川弘一：急性心筋梗
　　塞症例に対する当院における冠動脈内ステント植え込み術の初期成績．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　　9．
108）掃部弘行・山根吉人，清宮康嗣，高野雅充，丸山光紀，小谷英太郎，青木　聡，関戸司久，鈴木郁代・酒井俊太，
　　星野公彦，雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，草間芳樹，高山守正，宗像一雄，高野照夫，岸田　浩，早川弘一：
　　当科における経皮的冠動脈経形成術（PTCA）の成績．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
109）西垣龍太郎1），亀山孝二1），内藤善哉1），浅野伍朗1），丸山光紀，岸田　浩，早川弘一，福田　悠2），鈴木恒道2）
　　（1）病理学第二，2）病理学第一）：異型狭心症に肺炎の合併のみられた症例の冠動脈変化．第63回日本医科大学医
　　学会総会，1995．9．
110）佐野純子，葉梨亜矢，多田祐美子，塚田弥生，宮武佳子，福間長知，斉藤　勉・草間芳樹，宗像一雄，岸田　浩，
　　早川弘一：冠動脈疾患低リスク群の予後推定．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
111）清宮康嗣，小山善次，富田喜文，草間芳樹，井野　威，早川弘一，石渡俊行’），浅野伍朗且）（1）病理学第二〉：広範
　　な遠隔転移をきたした乳房外Paget病の1例．第439回日本内科学会関東地方会，1995．9．
112）横山真也，高山守正，竹田晋浩，哲翁弥生，木川好章，横山広行，青木　聡，酒井俊太，田寺　長，保坂浩樹，
　　藤田信輔，今泉孝敬，子島　潤，高野照夫：自然再開通責任病変への緊急PTCA施行後に心破裂を生じ救命さ
　　れたにもかかわらず顕著な心筋逸脱酵素の上昇を示さなかった切迫前壁梗塞の1例．日本循環器学会関東甲信越
　　地方会第157回学術集会，1995．9．
113）宮内靖史，井野　威，北山浩気，川口直美，小原俊彦，八島正明，小林義典，富田喜文，早川弘一：通常型心房
　　粗動に対するカテーテルアブレーション後に発作性心房細動が著明に減少した1例．日本循環器学会関東甲信越
　　地方会第157回学術集会，1995．9．
114）関山達也，吉田明弘，清宮康嗣，竹田純一，黒川浩史，古明地弘和，長野具雄，大須賀勝，寺田秀人，里村克章，
　　勝田悌実，荒牧琢己：肝硬変の門脈圧ならびに全身血行動態に対するα，β blocker，carvedilolの効果．第2
　　同日本門脈圧克進症食道静脈瘤学会総会，1995．9．
115）星野公彦，富田喜文，横山広行，草問芳樹，高山守正，清野精彦，宗像一雄，高野照夫，岸田　浩，早川弘一＝
　　Troponin－丁流出動態による不安定狭心症の長期予後の予測．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
116）福間長知，富村正登，馬渕浩輔，松田裕之，葉梨亜矢，哲翁弥生，多田祐美子，斉藤　勉・宗像一雄，岸田　浩：
　　運動負荷時血圧・心拍応答における反射性循環調節機構の役割．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
117）山本　剛1），葉山修陽一），上村竜太1），吉田明弘1），大國眞一1），水野杏一1），早川弘一，飯野靖彦2），赫　彰郎2），
　　栗原　怜31（D千葉北総病院内科，2）第二内科，3）春日部秀和病院腎臓内科〉：冠危険因子は背景疾患によって異な
　　るかP．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
118）葉梨亜矢，斉藤　勉，哲翁弥生，多田祐美子，宮武佳子，佐野純子，福問長知，草問芳樹，宗像一雄，岸田　浩：
　　冠動脈疾患における心事故発生予知一201TI負荷心筋シンチグラムの限界．第43回日本心臓病学会学術集会，
　　1995。9．
119）青木　聡，浅井邦也，横山広行，富田喜文，草間芳樹，高山守正，宗像一雄，高野照夫，早川弘一：若年者心筋
　　梗塞（40歳以下）の長期予後と規定因子．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
120）高野仁司1），宮本新次郎1），富村正登1），櫻井　薫1），佐伯和則1），小野寺威夫1），宗像一雄（D北村山公立病院内科）：
　　99mTc－tetrofosmin心筋Dynamic　SPECTによる梗塞部心筋のviabilityと責任冠動脈残存狭窄の推測．第43回
　　日本心臓病学会学術集会，1995．9．
121）笠神康平，福間長知，哲翁弥生，多田祐美子，佐野純子，斉藤　勉，草問芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　異型狭心症患者における自律神経性循環調節障害の機序：ニトログリセリン負荷試験による検討．第43回日本心
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　　臓病学会学術集会，1995．9．
122）清野精彦，塚本　浩，滝田孝之，高野照夫，早川弘一：冠動脈疾患症例に合併する頚動脈・下肢動脈狭窄症の頻
　　度と臨床像，冠疾患背景について．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
123）大場崇芳，草間芳樹，佐野純子，哲翁弥生，本間　博，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，汲田伸一郎1），隈崎達
　　夫・）（1）放射線科）：負荷時ST上昇パターンの分析により梗塞領域残存心筋Viabilityの評価が可能かP．第43回
　　日本心臓病学会学術集会，1995．9．
124〉高木　元，草間芳樹，佐野純子，哲翁弥生，本間　博，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，汲田伸一郎1》，隈崎達
　　夫1）（1）放射線科）：心筋梗塞患者に対する冠血行再建適応の検討：運動負荷心筋シンチグラフィーとドブタミン
　　負荷心エコーの比較．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
125）藤田進彦1》，大場崇芳1），緒方憲一1），上村竜太1），吉田明弘1），金子晴生1），大國眞一），水野杏一），田中　隆2），
　　田中啓治2），早川弘一（1）千葉北総病院内科，2）同集中治療部）：冠動脈spasm中の内膜remodeling：冠動脈内超
　　音波による検討．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
126）本問　博，草間芳樹，高木　元，大場崇芳，哲翁弥生，酒井俊太，横山広行，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，
　　早川弘一，汲田伸一郎1），隈崎達夫1），松崎つや子2）（1）放射線科，2）生理機能センター）：心筋梗塞領域の心筋viabiL
　　ityの検出　ドブタミン負荷心エコー図法とdual　T1－BMIPP　SPECTとを用いて．第43回日本心臓病学会学術
　　集会，1995．9．
127）新　博次：循環器疾患治療とTDM（循環器疾患とTDM）．第19回薬物治療モニタリング研究会，1995．9．
128）酒井俊太，浅井邦也，小原俊彦，田寺　長，藤田信輔，今泉孝敬，子島　潤，高山守正，高野照夫，早川弘一：
　　虚血性心発作時における心電図aVR誘導ST上昇の意義．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
129）後藤正道1），木内　要1），大村和子1），長澤紘一），早川弘一（1）多摩永山病院内科）：心臓電気生理学的検査におけ
　　る有効不応期の再現性．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
130）松田裕之，福間長知，多田祐美子，哲翁弥生，葉梨亜矢，佐野純子，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　心拍・血圧周期変動と昇圧刺激に対する心血行動態指標の変化との関係．第12回日本心電学会学術集会，1995．
　　10。
131）大場崇芳，本問　博，高木　元，酒井俊太，佐野純子，哲翁弥生，草間芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　負荷時ST上昇パターンの分析にて梗塞領域残存心筋Viabilityの評価が可能かP．第12回日本心電学会学術集
　　会，1995．10．
132）新　博次，斎藤寛和，遠藤康実，野村敦宣，小林義典，井野　威，早川弘一：抗血小板薬Cilostazolの徐脈改善
　　作用．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
133）田中古登子’），洪　基哲1），松本　真1），小倉宏道1），藤岡幹雄1），藤原忠通1），早川弘一（1）稲田登戸病院循環器科）：
　　糖尿病患者におけるQT間隔の経年的変化：健常人との比較検討より．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
134）福問長知，馬渕浩輔，松田裕之，富村正登，多田祐美子，哲翁弥生，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　昇圧時と降圧時における反射性心拍反応の差異についての検討．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
135）馬渕浩輔，多田祐美子，福間長知，笠神康平，富村正登，哲翁弥生，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：
　　Syndrome　X症例における圧受容体反射感受性と自律神経活動の検討．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
136）横山真也，遠藤康実，野村敦宣，斎藤寛和，井野　威，新　博次，加藤貴雄，岸田　浩，早川弘一＝活動電位持
　　続時問（APD）restitutionの非侵襲的検討：心房細動時のQT間隔を用いて．第12回日本心電学会学術集会，
　　1995．　10．
137）新　博次，井上　博1），不整脈薬物療法研究会（1）富山医科薬科大学第二内科）：心房細動に合併する閉塞症と予
　　防薬に関する調査．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
138〉圷　宏一・染谷友子，宮内靖史，野村敦宣・本問　博・斎藤寛和，加藤貴雄，早川弘一・平野美子1），野原秀明1），
　　斎藤公一1），金澤正樹2），清水　滋2）（1）生理機能センター，2）NEC栃木技術部）：標準12誘導心電図におけるActi一
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　　vation　Recovery　Interva1自動計測システムの意義と問題点．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
139）大野則彦，清水秀一，小野卓哉，宮内靖史，野村敦宣，斎藤寛和，新　博次，加藤貴雄，岸田　浩，早川弘一：
　　III群抗不整脈薬の有効性とQT　dispersion．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
140）呉　小恰，加藤貴雄，高山英男，川口直美，小原俊彦，小原啓子，大村和子，金　鷹文，黒木伸一，早川弘一：
　　高分解能心電図指標に及ぽす影響からみた1群抗不整脈薬の再分類．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
141）小原俊彦，加藤貴雄，高山英男，呉　小恰，川口直美，小原啓子，大村和子，金　鷹文，黒木伸一，早川弘一，
　　永田正夫1）（1）日本物性）：新しいwavelet変換カラー表示法を用いた体表面心電図P波の時間・周波数解析．第
　　12回日本心電学会学術集会，1995．10．
142）酒井俊太，高山守正，今泉孝敬，青木　聡，山根吉人，清宮康嗣，小谷英太郎，関戸司久，星野公彦，雪吹周生，
　　富田喜文，草間芳樹，宗像一雄，高野照夫，早川弘一：急性心筋梗塞に対するPrimary　Thrombolysis　and
　　DefferedStenting：より完全な再灌流のために．第7回心血管インターベンション関東甲信越地方会，1995．10．
143）宮本新次郎1），富村正登1），櫻井　薫1），佐伯和則1），疋田史典2），高野仁司（1）北村山公立病院内科，2）同放射線科）：
　　Rest　Imageでの梗塞部心筋のviabilityの検出；201Tl，1231BMIPP　dual　SPECT　vs99mTc－tetrofosmin
　　dynamic　SPECT．第35回核医学会総会，1995．10．
144）保坂浩希1），高野照夫1），高山守正1），子島　潤1），今泉孝敬1），藤田信輔’），竹田晋浩1），野村敦宣1），青木　聡n，
　　桧山和弘1），三浦剛史2），早川弘一（1）集中治療室，2）泌尿器科）：腎機能障害を伴う急性心筋梗塞患者に使用した
　　CHDFの検討．第6回急性血液浄化研究会，1995．10．
145〉金子晴生，小倉宏道，遠藤康実，草間芳樹，井野　威，里村克章，荒牧琢己，早川弘一＝高齢急性B型肝炎でキャ
　　リア化し，5年後に肝細胞癌を合併した1例．第440回日本内科学会関東地方会，1995．10．
146）高野雅充，竹田純一，吉田明弘，上田洋一，長野具雄，古明地弘和，大須賀勝，寺田秀人，関山達也，里村克章，
　　勝田悌実，荒牧琢己1急性非A非B非C型肝炎に関する検討．第30回日本肝臓学会東部会，1995．10．
147）吉田明弘，清宮康嗣，竹田純一・長野具雄，古明地弘和，大須賀勝，寺田秀人・関山達也，里村克章，勝田悌実・
　　荒牧琢己：肺高血圧を合併した門脈圧充進症5例に関する検討．第30回日本肝臓学会東部会・1995．10．
148）高野雅充，古明地弘和，大須賀勝，寺田秀人，関山達也，勝田悌実，里村克章，荒牧琢己：帯状庖疹に合併した
　　肝障害の1例．第30回日本肝臓学会東部会，1995．10．
149）福間長知，哲翁弥生，岸田　浩，馬渕浩輔，松田裕之，多田祐美子，佐野純子，斉藤　勉，宗像一雄，早川弘一：
　　昇圧及び降圧に対する反射性循環調節と心拍・血圧変動の関係．第10回時間循環器研究会，1995．10．
150）大坂元久，斎藤寛和，野村敦宣，佐々部典子，小野卓哉，新　博次，加藤貴雄，早川弘一，渡辺　昇’），伊藤高
　　司1）（1）医療情報部）：非持続性心室頻拍直前の自律神経活動の変化．第10回時間循環器研究会，1995．10．
151）小谷英太郎，八島正明，草間芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，保坂浩希1），高山守正1）（1）集中治療室）：高
　　齢者心筋梗塞後に発症した冠攣縮性狭心症の治療．第5回循環器セラピューティック・フォーラム，1995．10．
152）藤田信輔，高山守正・子島　潤・及川恵子，青木　聡，酒井俊太，田寺　長，野村敦宣，哲翁弥生，保坂浩希，
　　今泉孝敬，高野照夫，清野精彦，早川弘一：急性心血管疾患における特異的フェブリンモノマー定量による血栓
　　形成動態の評価．第36回日本脈管学会総会，1995．10．
153）山本　剛，高山守正，大場崇芳，藤田進彦，高木　元，小谷英太郎，青木　聡，酒井俊太，雪吹周生，今泉孝敬，
　　富田喜文，草問芳樹，宗像一雄，高野照夫，早川弘一：冠再灌流療法後の残存冠病変へのUK持続静注の有用性
　　について＝QCAによる検討．第36回日本脈管学会総会，1995．10．
154）高野仁司，宗像一雄，早川弘一，小野寺威夫1），宮本新次郎1），富村正登1），佐伯和則1）（1）北村山公立病院）：
　　99mTc－tetrofosmin　Dynamic　SPECTによる心筋梗塞後冠血流と心筋viabilityの同時評価．第36回日本脈管学
　　会総会，1995．10．
155）田中　隆1），斉藤　均1），斉藤好信1），山本　剛1）・笠神康平1），田中啓治1），子島　潤2）・高山守正2）・高野照夫2），
　　早川弘一（1）千葉北総病院集中治療部，2）集中治療室）：うっ血性心不全に対するnicorandi1一回大量静注法の効
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　　果．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
156）北山浩気，木内　要，塚本　浩，横山広行，小林義典，本間　博，早川弘一，田中茂夫1）（1）第二外科）：慢性心
　　不全に対するCilozapril少量長期投与の有効性．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
157）斎藤寛和，野村敦宣，加藤貴雄，長澤紘一），早川弘一（11多摩永山病院内科）：エバスチン，エリスロマイシン
　　併用時の薬物相互作用：心電図変化を中心に．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
158）遠藤康実，新　博次，斎藤寛和，野村敦宣，早川弘一，小野寺威夫1），高野仁司1），洪　基哲2），藤原忠通2）（1）北
　　村山公立病院内科，2）稲田登戸病院循環器科）：Aprindine静注による発作性心房細動停止効果．第16回日本臨床
　　薬理学会，1995．11．
159）小野卓哉，斎藤寛和，大野則彦，野村敦宣，佐々部典子，本間　博，新　博次，加藤貴雄，早川弘一：徐脈性不
　　整脈における脳虚血症状の成因に関する検討．第48回日本自律神経学会総会，1995．11．
160）寺田秀人，竹田純一，吉田明弘，古明地弘和，大須賀勝，関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己：肝障害の
　　有無によるラット門脈圧充進症モデルにおける血行動態の異同．第37回日本消化器病学会大会，1995．11．
161）大須賀勝，吉田明弘，長野具雄，古明地弘和，寺田秀人，関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己：C型慢性
　　肝炎における肝脂肪化の意義．第37回日本消化器病学会大会，1995．11．
162）清宮康嗣，寺田秀入，井野　威，荒牧琢己，早川弘一，保坂浩希L），高野照夫1），田中茂夫2）（亘）集中治療室，2）第
　　二外科）：肝不全死したischemic　hepatitisの1剖検例．第441回日本内科学会関東地方会，1995．11．
163）呉　小恰，加藤貴雄，小原俊彦，早川弘一：加算平均心電図の高周波成分に及ぼす1群抗不整脈薬の影響：経口
　　投与と静脈内投与の比較．第6回学校法人日本医科大学外国人留学者研究会，1995．11．
164）川口直美：心房内最早期興奮部位にpre－potentialを認めたautomatic　atrial　tachycardiaの1例．第9回東京
　　不整脈フォーラム，1995．11．
165）富田喜文，高山英男，草問芳樹，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，酒井俊太1），今泉孝敬1），高山守正1），高野照
　　夫1），喬　　炎2），浅野伍朗2）（1》集中治療室，2）第二病理）：示唆に富む剖検所見を呈した慢性心筋炎の1例．第17
　　回心筋生検研究会，1995．11．
166）田寺　長，高山守正，青木　聡，酒井俊太，小原俊彦，野村敦宣，保坂浩希，藤田信輔，今泉孝敬，子島　潤，
　　高野照夫，早川弘一：難治性悪性心室性不整脈を合併するAMIの予後規定：迅速な再潅流療法の重要性．第9
　　回日本冠疾患学会学術大会，1995．12．
167）青木　聡，横山広行，草間芳樹，高山守正，新　博次，宗像一雄，高野照夫，早川弘一：急性心筋梗塞の長期予
　　後における突然死と重症心室性不整脈，低心機能との関係．第2回心不全と不整脈フォーラム，1995．12．
168）雪吹周生，丸山光紀，青木　聡，関戸司久，宗像一雄，早川弘一：心不全に伴う心室性不整脈はACE阻害薬に
　　より軽症化するかP　神経体液性因子に及ぽす影響との関連．第2回心不全と不整脈フォーラム，1995．12．
169）飯沼宏之1），春見建一2），杉本恒明3），早川弘一，JALT－1研究医（1）心臓血管研究所，2）昭和大学，3）関東中央病院）1
　　不整脈長期薬物治療と心臓死：JALT－1による検討．第1回日本薬剤疫学研究会，1995．12．
170）遠藤康実，野村敦宣，斎藤寛和，新　博次，岸田　浩，早川弘一：高齢者発作性心房細動の臨床的特徴．第1回
　　日本薬剤疫学研究会，1995．12．
171）深見建一1），平盛勝彦1），岸田　浩，細田嵯一2），藤山　毅3），佐久間昭4）（1）岩手医科大学第二内科，2）東京女子医
　　科大学循環器内科，3）市立泉佐野病院，4）東京医科歯科大学難研）JAMP　Study　Group　l我が国における大規模
　　臨床試験の問題点：JAMP　studyの経験から．第1回日本薬剤疫学研究会，1995．12．
172）宮内靖史，長野具雄，古明地弘和，富田喜文・関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己：急性増悪を繰り返し，
　　インターフェロンが有効であった非A非B非C型慢性肝炎の1例．第237回日本消化器病学会関東支部例会，
　　1995．　12．
173）宮内靖史，富田喜文，井野　威，宗像一雄，荒牧琢己，早川弘一，益子邦洋1）（1）高度救命救急センター）＝右胸
　　心，閉塞性換気障害を伴った右胸部腎の1例．第442回日本内科学会関東地方会，1995．12．
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174）大村和子1），後藤正道1），小原啓子1），木内　要1），鈴木　健1），大津文雄1），長澤紘一1），早川弘一（1）多摩永山病
　　院内科）：Torsades　de　pointesをきたしたアルコール常用者の1例．第8回心臓性急死研究会，1995．12．
175）新　博次：特発性心室細動調査委員会報告．第8回心臓性急死研究会，1995．12．
176）清宮康嗣，富田喜文，草間芳樹，井野　威，加藤貴雄，岸田　浩，早川弘一，王　若岐1），浅野伍朗1）（1）病理学
　　第二）：急速な呼吸筋不全を主徴とし，心筋炎をも合併した多発性筋炎の1剖検例．日本循環器学会関東甲信越
　　地方会第158回学術集会，1995．12．
177）古明地弘和，清宮康嗣，竹田純一，張　雪君，長野具雄，大須賀勝，寺田秀人，関山達也，里村克章，勝田悌実，
　　荒牧琢己：反復性肝性脳症に対する門脈大循環シャント塞栓術の効果．第30回日本成人病学会，1996．1．
178）高木　元，草間芳樹，本間　博，金子晴生，佐野純子，哲翁弥生，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，汲田伸一郎1），
　　隈崎達夫’》（ユ）放射線科）：心筋梗塞患者での心筋虚血の検出：運動負荷タリウム心筋シンチグラフィーとドブタ
　　ミン負荷心エコーの比較．第30回日本成人病学会，1996．1．
179）関山達也：勝田悌実，古明地弘和，長野具雄，大須賀勝，寺田秀人，里村克章，荒牧琢己：門脈圧充進症に対す
　　る薬物治療における症例の選択．門脈血行異常症調査研究班平成7年度総会，1996．1．
180）多田祐美子，福間長知，宗像一雄，馬渕浩輔，松田裕之，笠神康平，塚田弥生，斉藤　勉，岸田　浩，早川弘一：
　　心不全における圧受容体反射感受性とANPの関係．第12回心不全研究会，1996．1．
181）木内　要，子島　潤，遠藤孝雄，早川弘一，Vatner，S．F．1）〈1）HarvardMedica1School）：心不全進展時の末梢
　　血管抵抗の調節とBaroreflex神経体液性因子との関連．第12回心不全研究会，1996．1．
182）小倉宏道，小林義典，圷　宏一，清水秀一，北山浩気，川口直美，宮内靖史，八島正明，斎藤寛和，井野　威，
　　新　博次，加藤貴雄，早川弘一：1型心房粗動の有効アブレーション後に通常型房室結節リエントリー性頻拍が
　　頻発したbystander　Mahaimの1例．第8回臨床不整脈研究会，1996．1．
183）青木　聡，山根吉人，清宮康嗣，丸山光紀，高野雅充，小谷英太郎，関戸司久，酒井俊太，星野公彦，雪吹周生，
　　今泉孝敬，富田喜文，草問芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，高野照夫，早川弘一：急性心筋梗塞症例に対
　　する冠動脈内ステント植え込み術の初期成績．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
184）小原俊彦，藤田進彦，富田喜文，太田眞夫，橋本英洋，大竹稔，荒牧琢己，早川弘一，中村かんな1），大井良
　　之D，坂本篤裕1），小川　龍1〉（1）麻酔科）：腰部交感神経節ブロックが有痛性神経障害に有効であったIDDMの1
　　例．日本糖尿病学会関東甲信越地方会第33回講演会，1996．1．
185）斎藤寛和，大野則彦，加藤貴雄，早川弘一：OQT間隔のtime＆spacial　dispersionに及ぽすIII群抗不整脈薬の
　　影響（心血系イオン・チャネルの機能と病態）．生理学研究所研究会，1996．1．
186）大村和子，加藤貴雄，小倉宏道，宮内靖史，呉　小恰，小原俊彦，小原啓子，金　鷹文，小林義典，井野　威，
　　早川弘一：カテーテル・アブレーション後も副伝導路に潜伏順行伝導が一部残存する．第6回体表心臓微小電位
　　研究会，1996．2．
187）長戸孝道，掃部弘行，北山浩気，小林義典，寺田秀人，井野　威，太田眞夫，荒牧琢己：低血糖をきたした悪性
　　髄膜腫の多発転移の1例．第443回日本内科学会関東地方会，1996．2．
188）早川弘一：薬物治療の立場から：CAST後の展開（不整脈を斬る）．第4回New　Horizon　for　Cardiology，1996．
　　2．
189）水野杏一1），草間芳樹（1）千葉北総病院内科）：冠血行再建後の梗塞部壁運動改善の予測：ドブタミン負荷心エ
　　コー（DSE）所見より（心筋虚血・再灌流後の心筋挙動の臨床的評価と治療へのアプローチ）．第27回六甲カル
　　ディアックセミナー，1996．2．
190）清宮康嗣，来馬明規，富田喜文，関山達也，里村克章，勝田悌実，荒牧琢己：成因不明の一過性門脈圧充進症の
　　1例．第238回日本消化器病学会関東支部例会，1996．2．
191）林明聰，小野卓哉，小林義典，井野威，新博次，岸田浩，早川弘一：QT延長と致死性心室性不整脈を
　　合併した筋緊張性ジストロフィーの1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第159回学術集会，1996．2．
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192）清水秀一，高山守正，小野卓哉，保坂浩希，三浦剛史，雪吹周生，今泉孝敬，子島　潤，宗像一雄，高野照夫：
　Peak　CK19，092u／1，CKMB957u／1に達したが軽快退院した急性広範前壁梗塞例の臨床像．日本循環器学会
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193）富田喜文，何　　媛，草間芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，荒牧琢己：急性心筋炎における細胞増殖因子
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194）斉藤　勉，岸田　浩，葉梨亜矢，佐野純子，福問長知：異型狭心症におけるInsulin誘発性心筋虚血出現時の自
　律神経活動．第11回時問循環器研究会，1996．3．
195）佐々部典子1），浅井隆二1》，田村静夫1），斎藤寛和，野村敦宣，圷　宏一，小野卓哉，大野則彦，横島友子，新　博
　　次，加藤貴雄，早川弘一，伊藤高司2）（1）NTT東京中央健康管理センター，2）医療情報部）＝ホルター心電図にお
　　けるARI測定の検討．第11回時間循環器研究会，1996．3．
196）関山達也，清宮康嗣，長野具雄，古明地弘和，大須賀勝，寺田秀人，勝田悌実，里村克章，荒牧琢己：肝不全を
　　呈した虚血性肝炎の2例．第20回臨床肝臓懇話会，1996．3．
197）佐野純子，斉藤　勉，岸田　浩，葉梨亜矢，塚田弥生，多田祐美子，福間長知，草間芳樹，早川弘一：異型狭心
　　症の一過性心筋虚血発作における心臓自律神経系の寄与とnifedipineの効果．第60回日本循環器学会学術集会，
　　1996．3．
198〉遠藤康実，新　博次，斎藤寛和，野村敦宣，小林義典，井野　威，早川弘一：徐脈性不整脈における抗血小板薬
　　Cilostazo1の臨床的有用性．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
199）富田喜文，星野公彦，草問芳樹，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：虚血性心疾患における血中細胞増
　　殖因子の変動の意義．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
200）高山守正，酒井俊太，星野公彦，本問　博，安武正弘，関戸司久，青木　聡，雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，
　　草問芳樹，宗像一雄，早川弘一，松崎つや子1）（1）生理機能センター）：経皮経静脈的僧帽弁交連裂開術（PTMC）
　　の再狭窄と長期成績．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
201）富村正登，福間長知，馬渕浩輔，松田裕之，葉梨亜矢，多田祐美子，佐野純子，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，
　　早川弘一：運動負荷時血圧応答に対する反射性環境調節とα交感神経感受性の役割：血圧反応優位型と心拍反
　　応優位型の比較．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
202）佐々部典子1），浅井隆二1），田村静夫1），大野則彦，小野卓哉，野村敦宣，斎藤寛和，早川弘一，渡部　昇2），伊藤
　　高司2）（1）NTT東京中央健康管理センター，2）医療情報部）：心室再分極の時問的不均一性と心室頻拍の発症．第
　　60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
203）新　博次，井上　博1），比江嶋一昌2》，早川弘一（1）富山医科薬科大学第二内科，・）東京医科歯科大学保健衛生学科）
　　Pilsicainide　Suppression　Trial　on　Paroxysmal　Atrial　Fibri11ation（PSTAF）lnvestigators：Pilsicainide単
　　回経口投与による発作性心房細動停止効果：プラセボ対照多施設二重盲検試験．第60回日本循環器学会学術集
　　会，1996．3．
204）西垣龍太郎1），石渡俊行1），内藤善哉1），浅野伍朗1），荒牧琢己，早川弘一（夏）病理学第二）1心不全発生における一
　　酸化窒素合成酵素の局在とその意義．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
205）木内　要，子島　潤，遠藤孝雄，早川弘一，Vatner，S．F，1）（1）Harvard　Medical　School）：再灌流心筋における
　　高親和性β受容体の役割．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
206）小野卓哉，大野則彦，野村敦宣，佐々部典子，小林義典，本問　博，斎藤寛和，井野　威，新　博次，加藤貴雄，
　　岸田　浩，早川弘一：神経調節性失神例における失神の機序：α交感神経機能異常の関与．第60回日本循環器学
　　会学術集会，1996．3．
207）櫻井　薫1），富村正登1），宮本新次郎1），佐伯和則1），金　慮文1），高野仁司，宗像一雄，小野寺威夫，岸田　浩，
　　早川弘一（D北村山公立病院内科）：梗塞部心筋viabilityと微小循環障害の関係：心筋コントラストエコー法に
　　よる検討．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
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208）大國眞一1），横山真也1），山本　剛1），上村竜太L），小林利行1），北村克弘1），水野杏」），笠神康平2），田中　隆2），
　　田中啓治2），早川弘一（’）千葉北総病院内科，2）同集中治療部）：Cutting　Balloon（CB）は内膜損傷を軽減させる
　　かP：血管内視鏡を用いた検討．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
209）松田裕之，福間長知，馬渕浩輔，富村正登，葉梨亜矢，多田祐美子，佐野純子，斉藤　勉，宗像一雄，岸田　浩，
　　早川弘一：心拍変動高周波数成分と圧受容体反射感受性との心血行動態における差異の検討．第60回日本循環器
　　学会学術集会，1996．3．
210）北山浩気，木内　要，小林義典，本間　博，早川弘一：心房細動における右房血栓の診断法としての超高速CT
　　の有用性と危険因子．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
211）子島　潤，高野照夫，竹田晋浩，高山守正，保坂浩希，今泉孝敬，清野精彦，説田浩一，早川弘一：急性心筋梗
　　塞再灌流療法における血清インターロイキン6の産生部位．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
212）斉藤勉，岸田　浩，葉梨亜矢，佐野純子，多田祐美子，福間長知，草間芳樹，早川弘一：異型狭心症における
　　外因的insulin誘発性心筋虚血に対する心臓自律神経系の寄与．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
213）横山真也1），大國眞一1），小林利行1），水野杏一1），緒方憲一，早川弘一（1）千葉北総病院内科）：プロプコール投与
　　による高脂血症患者のP一セレクチンの動向．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
214）高山守正，宗像一雄，青木　聡，酒井俊太，星野公彦，雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，草間芳樹，高野照夫，
　　早川弘一：右冠動脈は進展を，左回旋枝は退縮を：各冠動脈枝における冠動脈粥状硬化の進展退縮の不均一性．
　　第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
215）小倉宏道，加藤貴雄，小原俊彦，呉小恰，小原啓子，大村和子，金鷹文，黒木伸一，早川弘一1潜在性WPW
　　症候群における潜伏順行伝導の証明（第2報）：P波同期加算平均心電図による検討．第60回日本循環器学会学術
　　集会，1996．3．
216）小林利行1），横山真也1），大國眞一1），水野杏一），高野雅充2），笠神康平2），田中　隆2），田中啓治2），早川弘一，
　　山縣俊彦3），溝口多聞3），竹内　清3），福井　勝4），内海　厚4）（1）千葉北総病院内科，2）同集中治療部，3）フクダ電
　　子，4）三菱電線）：回転性及び斜視機能を持った新しい冠動脈血管内視鏡の開発．第60回日本循環器学会学術集
　　会，1996．3．
217）高野仁司，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一，櫻井　薫1），富村正登1），宮本新次郎1），佐伯和則1），金　鷹文1）
　　（1）北村山公立病院内科）：Dynamic　SPECTによる閉塞部心筋の99mTc－tetrofosmin集積様式と冠血流および
　　微小循環障害の関係．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
218）説田浩一1），高橋直人1），佐々木建志1），原田　厚1），清野精彦，高野照夫，岸田　浩，早川弘一（1）海老名総合病
　　院循環器病センター）：慢性心不全症例における第二世代心筋Troponin　T（TnT）測定値上昇の臨床的意義．
　　第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
219）岸田　浩，多田祐美子，佐野純子，葉梨亜矢，斉藤　勉：異型狭心症における失神発作出現例と心臓性突然死と
　　の関係．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
220）木内　要，子島　潤・遠藤孝雄，早川弘一，Vatner，S．F．1）（1）Harvard　Medical　School）：血管α1受容体の
　　desensitizationの機序．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
221）馬渕浩輔，福間長知，松田裕之，富村正登，葉梨亜矢，多田祐美子，哲翁弥生，佐野純子，斉藤　勉，宗像一雄，
　　岸田　浩，早川弘一：運動負荷時不整脈発現における圧受容体反射感受性の意義．第60回日本循環器学会学術集
　　会，1996．3．
222）佐々部典子1），浅井隆二1），田村静夫1），大野則彦，小野卓哉，野村敦宣，斎藤寛和，早川弘一，渡部　昇2），伊藤
　　高司2）（1）NTT東京中央健康管理センター，2）医療情報部）1ホルター心電図におけるARI自動計測の有用性．第
　　60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
223）高山英男，加藤貴雄，小倉宏道，小原俊彦，大村和子，小原啓子，金　磨文，早川弘一：新しい三次元カラー表
　　示ウェーブレット変換法による心電図高周波微小成分の解析．第60回日本循環器学会学術集会，1996．6．
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［付属病院老人科］
研究概要
　老年者の糖尿病，動脈硬化，脂質代謝異常，肥満，骨代謝異常および薬物代謝に関する臨床的研究を行った．
　糖尿病に関しては，1）血糖日内変動の検討から老年者における経口血糖降下剤療法上の問題点を明らかにした．2）
老年糖尿病患者のアンケート方式による精神機能の評価を行った．3）糖尿病患者における大動脈，頚部動脈および下
肢動脈の動脈硬化進展の特徴と促進因子との関連を検討した．4）老年糖尿病患者における大血管障害の臨床的特徴と
危険因子との関連を検討した．
　脂質代謝に関しては，1）高Lp（a）血症の老年者における臨床的意義を検討した．2）大柴胡湯のLp（a）低下作
用を明らかにした．
　肥満に関しては，1）老年者における各種体格指数と内臓肥満との相関を検討した．2）老年者における内臓肥満と
動脈硬化促進因子との関連を特に性差の面より検討した．
　骨代謝異常に関しては，老年者の骨密度と体格指数との関連を検討した．
　薬物代謝に関しては，1）老年者に対するシプロキサン投与の安全性の検討を行った．2）ベラプロストナトリウム
による血流改善効果を頚部動脈および大動脈の血流速を指標として検討した．
　人問ドックにおける脂肪肝の診断における問題点を各種生化学的指標の関連から明らかにした．
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11）犬塚有紀・笹井恵子，木川好章，草野宏和，岡崎恭次，鈴木達也，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平：体格指数の
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　　食道の著明な拡張で発見された全身性進行性硬化症（PSS）の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
15）松村典昭，網代由美子，岡崎恭次，井川宗彦，鈴木達也，永井信也，渕上正章，中野博司，大庭建三，妻鳥昌平1
　　高Lp（a）血症患者の臨床像について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
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　　データの比較検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
18）網代由美子・笹井恵子・犬塚有紀・井川宗彦，佐藤周三，仲地紀勝，鈴木達也，平井真明，渕上正章，中野博司，
　　大庭建三，妻鳥昌平：体格指数の年齢面からの検討：内臓肥満の指標としての有用性の面より．第16回日本肥満
　　学会，1995．10．
19）大庭建三，松浦良樹，矢野　誠，犬塚有紀，鈴木達也，笹井恵子，中野博司，妻鳥昌平：老年糖尿病患者の経口
　　血糖降下剤療法に関する研究：血糖日内変動よりの検討．第37回日本老年医学会総会，1995．10．
20）笹井恵子，中野博司，木川好章，佐藤研之，井川宗彦，鈴木達也，大庭建三，妻鳥昌平：老年者の肥満に関する
　　研究：動脈硬化への影響に対する性差の面より．第37回日本老年医学会総会，1995．10．
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22）井川宗彦，中野博司，木川好章，都宮　伸，仲地紀勝，平井真明，大庭建三，妻鳥昌平：老年者糖尿病の大血管
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　　老年者高Lp（a）血症患者における大柴胡湯の血清Lp（a）および血清脂質に及ぼす影響．第22回日本老年医学
　　会関東甲信越地方会．1995．11．
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　　疑われた老年者腹部悪性リンパ腫の1例．第23回日本老年医学会関東甲信越地方会，1996．3。
［第二病院内科］
研究概要
　当科では次のごとく研究を行った．①糖尿病の各臓器合併症について研究を行っている．今回，糖尿病の心臓合併
症のうち無症侯性心筋虚血について，トレッドミルテスト，負荷心筋シンチグラフィーを用いて研究を行った．②更
年期婦人が訴える多彩な症状のうち，心血管系の症状と思われるもの（動摩，のぽせ等）と，心機能，自律神経機能，
各種内分泌ホルモンとの関係について研究した．③血液透析時の心室遅延電位の変動について，加算平均心電図を用
いて研究を行った．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）池野廣幸1），菅原　通1），大川共一2》，原　文男，菊池三郎3），馬越正通4），島田洋一5），坂井ノブ子6），小河原美代
　　子6），三上ちづ子6）（1）第二病院中央検査室，2）同院長，3）同産婦人科，4）同消化器病センター，5）同麻酔科，6）同看
　　護部）：剃毛における皮膚細菌の検討（第二報〉：非剃毛における皮膚表面細菌数の経時的変動について．手術医
　　学，16，324－325，1995．
　2）菅原　通1），池野廣幸1》，島田洋一2），大川共一3），原　文男（1）第二病院中央検査室，2）同麻酔科，3）同院長）：手
　　術室における血中ヘモグロビンおよびグルコース専用測定機器の技術と安全：信頼性の基礎的検討．手術医学，
　　16，197200，1995．
著　書
　1〉原　文男：〔分担〕非持続性心室性期外収縮“別冊　医学のあゆみ　循環器疾患一state　of　arts”p，535－538，
　　医歯薬出版，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）伊藤達也，鈴木　攻，村澤匝男，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文男：更年期の心血管系症状についての検討。
　　第92回日本内科学会講演会，1995．4．
　2）西垣朝裕，塚本　浩，村澤恒男，羽入田陽一郎，上田征夫，原　文男，難波　亨1），川並注一2）（1）第二病院外科，
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　　2伺病理部）：多量の心嚢液貯留，心不全をきたし悪性リンパ腫または多発性骨髄腫が疑われる1例．日本医科大
　　学医学会第86回例会，1995．5．
3）小伊藤保雄1），井上雅則D，池野廣幸1），原　文男（1）第二病院中央検査室）：改良型・免疫比濁法のよるCRP測定
　　試薬の基礎的検討．第44回日本臨床衛生検査学会，1995．5．
4）佐々木俊雄1），松本直樹1），中沢　潔1》，原　正壽1），高木明彦1），江渡史彦1），三宅良彦1），村井正博1），小原啓子，
　　原　文男（1）聖マリアンナ医科大学第二内科）：抗不整脈薬投与によって致死的心事故を起こした拡張型心筋症
　　の2例．第437回日本内科学会関東地方会，1995．6．
5）村澤恒男，山口朋禎，加藤欽也，西垣朝裕，松本茂之，伊藤達也，増田康文，鈴木　攻，上田征夫，原　文男：
　　加算平均心電図による心室遅延電位の血液透析に伴う変動．第40回日本透析医学会総会，1995．6．
6）立石淳一，鮒澤理人，伊藤達也，村澤恒男，上田征夫，原　文男：検診時の胸部異常陰影が診断の糸口となった
　　感染性心内膜炎に合併する肺梗塞の1例．第439回日本内科学会関東地方会，1995．9．
7）増田康文・川口直美・西垣朝裕・松本茂之，鈴木　攻，村澤恒男，上田征夫，原　文男：Wegener肉穿腫症に合
　　併した急性腎不全の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
8）堺　則康’）・矢代加奈1），横山　泉1），伊東文行1），加藤欽也，原　文男（1）第二病院皮膚科）＝成人性Sti11病の1
　　例．第63回日本医科大学医学会総会，1995。9．
9）荒井誠一1），鈴木久美1），越谷美由紀1），山賀節子1），玉手ひさ子1），池野廣幸1），原　文男，安室直樹2），関谷政雄2）
　　（1）第二病院中央検査室，2）同健康管理科）：人間ドックでの腹部超音波検査による脂肪肝に診断と生化学データ
　　の比較検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
10）池野廣幸1），菅原　通D，原　文男（1）第二病院中央検査室）：強酸性水の各種保存状態における残留塩素濃度と効
　　力について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
11）大竹佳世子1）・池野廣幸1），菅原　通1），原　文男（1）第二病院中央検査室）：自動測定装置を使用した赤血球沈降
　　速度測定の信頼性について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
12）鈴木憲廉1），板倉剛志1），池野廣幸1），菅原　通1〉，原　文男，島田洋一2）（1）第二病院中央検査室，2）同麻酔科）：
　　手術室内環境清浄度の変動について：簡易空気清浄装置（バイオミリロン）使用条件下において（第1報）．第
　　63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）菅原　通1），池野廣幸1），原　文男（1）第二病院中央検査室）：血中ヘモグロビンおよびグルコース専用測定機器の
　　信頼性に関する基礎的検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
14）吉田美和1），小伊藤保雄1），畑　　哲1），渡部紀子’），菅原　通1），池野廣幸1），原　文男（1）第二病院中央検査室）：
　　直接法HDLコレステロール測定試薬の有用性．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
15）井上雅則1），井梅和美1），田村朋美1），隠岐和美1），野本恵子’），池野廣幸1），原　文男（1）第二病院中央検査室）1
　　免疫クロマトグラフィー法による血中HBs抗原測定の検討・第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
16）成定昌昭1），菊地英子五），新岡明子1），池野廣幸1），原　文男（1）第二病院中央検査室）：尿検査試験紙法における蛋
　　白・ブドウ糖・潜血の比較検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）津金香代子1》・野本恵子1），中島由美子1），寺尾幸重1），吉岡美香1），大竹佳世子・），池野廣幸1），原　文男（1）第二
　　病院中央検査室）：血液凝固検査における抗凝固剤と血液の混合比による影響．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．9．
18）村澤恒男，山口朋禎，加藤欽也，西垣朝裕，松本茂之，伊藤達也，増田康文，鈴木　攻，上田征夫，原　文男：
　　加算平均心電図による心室遅延電位の血液透析に伴う変動：特にRMS，QRS　durationについて．第38回日本腎
　　臓学会学術総会，1995．11．
19）加藤欽也，増田康文，鈴木　攻，上田征夫，原　文男：妊娠37週に帝切後，腎不全，意識障害，呼吸停止を来し
　　た重症急性膵炎の1例．第443回日本内科学会関東地方会，1996．2．
20）伊藤達也，山口朋禎，鮒澤理人，立石淳一，増田康文，上田征夫，原　文男，角田誠之1）（1）第二病院消化器病セ
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　　ンター）：坐剤多用が誘因と考えられた直腸粘膜脱症候群の1例．第13回川崎市医師会医学会・1996．2．
21）名知仁子，斉藤　勉，上田征夫，原　文男：低血糖によるST上昇型狭心症発作が出現した高齢者糖尿患者の1
　　例．第159回日本循環器学会関東地方会，1996．2．
22）増田康文，川口直美，加藤欽也，西垣朝裕，松本茂之，鈴木　攻，村澤恒男，上田征夫，原　文男，北村純一）
　　（1）第二病院リハビリテーション科）：Wegener肉芽腫に合併した急性腎不全の1例．第56回神奈川県内科医学会
　　集団会，1996．3．
［多摩永山病院内科］
研究概要
　当科では，虚血性心疾患，不整脈，高血圧症，低血圧症，うっ血性心不全などの循環器疾患を中心に，肝疾患，糖
尿病，さらには地域特性として，気管支喘息についても臨床研究を行っている．
　循環器病学では，虚血性心疾患に関して，1）薬剤および運動負荷試験による心筋梗塞患者の心筋viabilityの検討，
2）心筋虚血の新しい評価法としてdoppler　flow　wireを用いての冠血流予備能の検討，3）各種RIを用いた心筋虚
血，心筋疾患の評価等を行い．
　不整脈に関する研究として，1）電気生理学的アプローチによる各種不整脈発生機序の検討，2）各種不整脈に対す
るカテーテルアブレーション治療の応用，3）抗不整脈薬の薬理学的効果．また，24時間血圧計，心拍変動パワースペ
クトル解析などを用いて高血圧症の病態の研究などを行っている．
　肝臓病学では，1）C型慢性肝炎に対するインターフェロン療法，2）肝細胞癌に対するPEITなどの治療について
研究を行っている．
　気管支喘息については，治療面からの検討をはじめ，季節変動その他の因子から発生機序の検討を行っている．ま
た，薬剤科との共同研究として，より安全な治療法確立のため気管支拡張薬，抗不整脈薬などの使用にあたり，TDM
（Therapeutic　Drug　Monitoring）を臨床に取り入れている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Sato，N．1），Shen，Y－T．2），Kiuchi，K．，Shamon，R．P．2），and　Vatner，S。R2）（1）The　First　Department　of　Intemal
　　Medicine，Nippon　Medical　School，2》Harvard　Medical　School）：Splenic　contraction－induced　increases　in
　　arteria102reduce　requirement　for　CBF　in　conscious　dogs．Am，J．PhysioL，268，491－503，1995。
　2）Sato，N．1），Kiuchi，K，，Shen，Y－T．2），and　Vatner，S．F．2），Vatner，D．E．2）（1）The　First　Department　of　Intemal
　　Medicine，Nippon　Medical　Schoo1，2）Harvard　Medical　Schoo1）：Adrenergic　responsiveness　is　reduced，
　　wh圭le　baseline　cardiac　function　is　preserved　in　old　adult　conscious　monkeys．Am・J・PhysioL・269・1664－1671・
　　1995。
　3）Kaneko，H．1），Endo，T．且），Kiuchi，K。，and　Hayakawa，H．D（1）The　First　Department　of　lntemal　Medicine，
　　Nippon　Medical　Schoo1）：Inhibition　of　nitric　oxide　synthesis　reduces　coronary　blood　flow　response　but
　　does　not　increase　cardiac　contractile　response　toβ一adrenergic　stimulation　in　normal　dogs・J・Cardiovasc・
　　PharmacoL，27，247－254，1996．
　4）長澤紘一，中村　幹1），加藤貴雄2），斉藤寛和2），野村敦宣2），溝呂木能浩L），小林真一3）（1）東光会第一病院臨床薬
　　理センター，2）日本医科大学第一内科，3聖マリアンナ医科大学薬理学）：エバスチンの薬物相互作用に関する薬
　　理試験：エリスロマイシン併用の心電図所見および薬物動態に及ぽす影響．臨床医薬，11，1213－1226，1995．
　5）北本　清1），長澤俊彦1），針谷吉人，長澤紘一（1）杏林大学医学部第一内科）1高齢者の本態性高血圧症に対する塩
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　酸マニジピン（カルスロット）の長期投与における有用性の検討：多施設共同研究．臨床と研究，73，215－225，
　1996。
6）斉藤寛和1》，野村敦宣1），加藤貴雄1），長澤紘一，早川弘一1）（1）付属病院第一内科）：エバスチン，エリスロマイシ
　　ン併用時の薬物．相互作用：心電図変化を中心に．臨床薬理，27，249－250，1996．
7）中谷矩章1）・秦　葭哉2）・大荷満生2），猿田享男3），鈴木洋通3），原　　歩4），山川　弘4），菊池正夫5），小泉和正6），
　和田孝雄6），西川哲男7），丹羽明博8），稲葉茂樹9），長澤紘一，外丸晃久10），荒井隆弘10），須江洋幸10），森　咬祐11）
　　（1）東海大学東京病院第一内科・2）杏林大学高齢医学，3）慶鷹、義塾大学内科，4）国保南多摩病院内科，5）国家公務員共
　済組合連合会立川病院内科，6）稲城市立病院内科，7）横浜労災病院内科，8）武蔵野赤十字病院循環器科，9）東京都立
　府中病院循環器科，ゆ東京慈恵会医科大学第三病院内科第二，11）国保福生病院内科）：本態性高血圧症における
　NB－818（レミルジピン）の血清脂肪に及ぼす影響．診療と新薬，33，123－139，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）KunimiシT．，Tetsuo，Y，，Nagasawa，K．，Tanaka，K．，Suzuki，T．，and　Ohtsu，F．：Effect　of　midodrine　on　blood
　　pressure　circadian　rhythm　in　patients，with　sympathicotonic　orthostatic　hypotension．3rd　Intemational
　　Congress。on　Heart　Failure－Mechanisms　and　Management（Geneva），1995．5．
　2）Takeda，S，，Suzuki，T，Ogura，H．，Otsu，F、，and　Nagasawa，K．：Relationship　between　electrocardiographic
　　and　hemodynamic　responses　to　exercise　test　in　patients　with　myocardial　infarction．The　llth　Asian－Pacific
　　Congress　of　Cardiology　（Bali　Indonesia），1995．　9．
　3）Otsu，FりSuzuki，T。，Yamanaka，H．，Nagasawa，K．，Kishida，H．1），and　Hayakawa，H．1）（1）The　First
　　Department　ofIntemal　Medicine，Nippon　Medicai　Schoo1）：Discrepancy　between　improvement　ofexercise
　　capacity　and　quality　of　life　in　patients　with　effort　angina．The　llth　Asian－PacificCongress　of　Cardiology
　　　（Bali　Indonesia），1995．　9．
　4）Nagasawa，K，Saito，H．1），Nomura，A。1），Katoh，T．1），Hayakawa，H．11，and　Hatta，S。1）（1）The　First　Depart－
　　ment　of　Intemal　Medicine，Nippon　Medical　School）：Effect　of　ebastine　with　concomitant　use　of　eryth－
　　romycin　on　electrocardiographic　findings　and　pharmacokinetics。6th　Intemational　Congress　on　Cardiovas－
　　cular　Pharmacotherapy（Sydney，Australia），1996．2．
　5）Takano，HりOnoderaシT，1），Kunimi，T。，Tanaka，K．，Munakata，K．1），Nagasawa，．K．，and　Hayakawa，H．1）
　　　（1）The　First　Department　of　Intemal　Medicine，Nippon　Medical　School）：Non－invasive　assessment　of
　　coronary　reperfusion　after　thrombolysis　for　acute　myocardial　infarction　by　Tc－99m　tetrofosmin　dynamic
　　SPECT，7th　Mediterranean　Congress　of　Angiology（Limmassol，Cyprus），1996．3．
6）Kunimi，T，，Fujita，N。，Ohba，T，，Takano，H。，Tanaka，K．，Munakata，K．1），Nagasawa，K．，and　Hayakawa，
　　H．1）（1）The　First　Department　of　Intemal　Medicine，Nippon　Medical　Schoo1）：Relation　between　therapeutic
　　strategy　and　long－term　prognosis　in　patients　with　multivessel　coronary　artery　disease7th　Mediterranean
　　Congress　of　Angiology（Limmassol　Cyprus），1996．3．
7）鈴木　健，竹田真一，大津文雄，青木　聡，国見聡宏，山中博之，田中邦夫，長澤紘一：心筋梗塞例における自
　　律神経機能と運動負荷時心血行動態の関係．第59回日本循環器学会総会，1995．4．
8）木内　要，子島　潤1），遠藤孝雄1），早川弘一），Vatner，S．F．2）（1）付属病院第1内科，2）Harvard　Medical　Schoo1）：
　　心不全進展時における心筋β受容体細胞内情報伝達経路の障害＝特に高親和性β受容体の役割について．第59
　　回日本循環器学会総会，1995．4．
9）鈴木　健・竹田真一・大津文雄，青木　聡，山中博之，国見聡宏，田中邦夫，長澤紘一：自律神経機能よりみた
　　運動負荷時心血行動態：心筋梗塞例による検討．第92回日本内科学会講演会，1995．4．
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10）小林みどり，松田裕之，後藤正道，田中邦夫，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一，前田昭太郎1），細根　勝1）（1）多
　　摩永山病院病理部）：悪性リンパ腫寛解後ホジキン病を発症した1例．第436回日本内科学会関東地方会，1995．
　　5．
11）大池澄孝，哲翁弥生，宮武佳子，上田洋一，後藤正道，田中邦夫，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一：著明な多尿
　　と電解質異常を認めた腎血管性高血圧症の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
12）黒川浩史，鈴木　健，栗原広孝，山中博之，真鍋辰哉，田中邦夫，大津文雄，長澤紘一：本態性高血圧症者にお
　　ける低容量負荷時血圧および心機能の変動と自律神経機能の関係。第16回ホルター心電図研究会，1995．6．
13〉竹田真一，後藤正道，酒井俊太，国見聡宏，上田洋一，田中邦夫，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一：交代制脚ブ
　　ロックおよびHVWenckebachを伴った肥厚型心筋症と思われる1例．第156回日本循環器学会関東甲信越地方
　　会，1995．6．
14）大場崇芳，鈴木　健，山中博之，大池澄孝，藤田進彦，高野仁司，多田祐美子，小原啓子，大村和子，国見聡宏，
　　上田洋一，木内　要，後藤正道，真鍋辰哉，田中邦夫，大津文雄，長澤紘一：レートレスポンスパルスジェネレー
　　ター組込型ホルター心電計の使用経験．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
15）柴田明佳1），佐藤知枝1），飯野幸永・），大津文雄，辻井厚子2），黒川　顕2）（1）多摩永山病院中央検査室，2）同救命救
　　急センター）：慢性腎炎患者のカテーテル尿より非溶血性B群連鎖球菌を分離した1症例．第63回日本医科大学
　　医学会総会，1995．9．
16）佐藤知枝1），柴田明佳1），飯野幸永1），大津文雄（1）多摩永山病院中央検査室）1酵母様真菌選択分離培地CHRON，
　　agar　Candidaの使用経験．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）柳澤妙子1），井上　淳1），恩田怜子1），飯野幸永1），大津文雄（1）多摩永山病院中央検査室）：免疫学的ヒトヘモグロ
　　ビン測定法における基礎的検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
18）大場崇芳，鈴木　健，竹田真一，真鍋辰哉，田中邦夫，大津文雄，長澤紘一：高血圧症者における運動負荷時血
　　圧変化と交感神経機能の関係．第12回日本心電学会学術集会，1995．10．
19）後藤正道，木内　要，大村和子，長澤紘一，早川弘J）（1）付属病院第1内科）：心臓電気生理学的検査における
　　有効不応期の再現性．第12回日本心電学会学術集会．1995．10．
20）藤田進彦，大場崇芳，高野仁司，国見聡宏，田中邦夫，長澤紘一，山下照代1》，黒川　顕’）（1）多摩永山病院救命
　　救急センター）：再濯流不成功に終わり心破裂により死亡した下壁心筋梗塞の1例．第3回多摩地区虚血性心疾
　　患研究会，1995．10．
21）田中邦夫，鈴木健，大津文雄，黒川浩史，竹田真一，栗原広孝，真鍋辰哉，長澤紘一：本態性高血圧症者にお
　　いて自律神経機能が低容量負荷時血圧と循環機能におよぼす影響．第36回日本脈管学会総会，1995．10．
22）田中邦夫，高野仁司，大場崇芳，酒井俊太，国見聡宏，竹田真一，大津文雄，長澤紘一：造影剤による急性腎機
　　能低下：高齢者における造影検査の危険性の検討．第37回日本老年医学会，1995．10．
23）斉藤寛和1），野村敦宣1），加藤貴雄1），長澤紘一，早川弘一1）（1）付属病院第1内科）：エバスチン，エリスロマイシ
　　ン併用時の薬物相互作用：心電図変化を中心に．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
24）大村和子，後藤正道，小原啓子，木内　要，鈴木　健，大津文雄，長澤紘一，早川弘一）（1）付属病院第1内科）：
　　Torsades　de　pointesをきたしたアルコール常用者の1例．第8回心臓性急死研究会，1995．12．
［千葉北総病院内科］
研究概要
　内科4教室から医局員の派遣を受け臨床的研究を積極的に行っている．そのため研究も心臓，肝臓，神経，腎臓・
消化器，および呼吸器疾患とほぽ内科領域全般を網羅している．
　心臓では，虚血性心疾患が中心．心臓カテーテル検査による冠動脈形成術やNewDeviceを研究．冠動脈血管内視
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鏡，血管内超音波による動脈硬化や血管内血栓の評価，再狭窄の機序を研究中である．
　肝臓では，肝機能障害の患者に対し各肝炎ウイルスマーカーの測定，画像診断および肝生検を実施．組織学的に慢
性活動性肝炎と診断された症例にインターフェロン療法による治療効果の検討を行っている．
　神経では，CT，MRI検査による各種筋疾患の経時変化，治療効果の検討，および電気生理検査による中枢，末梢神
経疾患の定量的評価，検討を行っている．
　腎臓では，蛋白尿から急性，慢性腎不全まで腎生検を含め幅広く診断，医療を行っている．特に，慢性腎不全の人
工透析だけでなく他疾患の体外循環治療も積極的に行っている．
　消化器では，食道蠕動異常と胸部症状との関連，ヘリコバクターピロリ除菌による胃，十二指腸潰瘍再発予防効果
の検討を行っている．
　呼吸器では，肺癌に対する併用療法，および各種間質性肺炎での気管支肺胞洗浄液中の細胞成分とサイトカインの
解析，検討を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Tabata，H．，Mizuno，K，Arakawa，K。，Satomura，K．，Sibuya，T．，Kurita，A．，and　Nakamura，H．：Angios－
　　copic　identification　of　coronary　thrombus　in　patients　with　postinfarction　angina。J．A．C．Cardio1．，25，
　　1282－1285，　1995．
　2）Mizuno，K，Ohkuni，S，，Arakawa，K．，Shibuya，T，，Satomura，K．，Kurita，A．，Nakamura，H．，Arai，T．，
　　Kikuchi，M．，Mizoguchi，T．，Takeuchi，K，Nakahara，H．，and　Utsumi，A．：The　usefulness　of　angioscopy　in
　　diagnosis　and　treatment　of　coronary　artery　disease．J．Laser　Medicine，12，209213，1995．
　3）Arakawa，K，Shibuya，T．，Kurita，A．，Nakamura，H．，Arai，T．，Kikuchi，M．，and　Mizuno，K．l　Laser
　　angioplasty：Current　limitations　and　future　prospects．Cardioangioscopy　and　Laser　cardioangioplasty，4，
　　12，　1995．
　4）Miyake，T．，Miyamoto，A。，Sugiyabu，Y．，Arai，T．，Kikuchi，M．，Mizuno，K．，Sakurada，M．，Utumi，A．，and
　　Takeuchi，K：A　novel　Iaser　hot　baloon　catheter　with　automatic　irrigation　control　system．Cardioangios－
　　copy　and　Laser　cardioangioplasty，　4，　31－32，　1995．
　5）Takase，B．，Kurita，A．，Maruyama，T．，Uehata，A．，Nishioka，T．，Minuno，K．，Nakamura，H．，Katsura，K．，
　　and　Kanda，Y。：Change　of　plasma　leukotriene　C4during　myocardiac　ischemia　in　humans．Clin．Cardio1．，
　　19，　198－204，　1996．
　6）荒川　宏，悦田浩邦，田畑博嗣，栗田　明，中村治雄，水野杏一：粥腫破裂の原因と思われる亀裂を血管内視鏡
　　により観察しえた心筋梗塞の1例．J．Cardiol．，26，39－42，1995．
　7）中村琢治，水野杏一，悦田博邦，北村克弘，三宅隆之，荒川　宏，栗田　明，中村治雄：PTCA前血管内視鏡所
　　見と再狭窄との関係．Jpn．J．Interv．Cardio1．，10，367－370，1995．
　8）渋谷利雄，水野杏一，荒川　宏，里村公生，五十嵐一成，栗田　明，中村治雄：急性心筋梗塞の梗塞周囲stunned
　　myocardiumの診断：Post　systoric　shortningの臨床応用．循環器科，38，218－223，1995．
　9）上畑昭美，栗田　明，水野杏一，Perter，G．：冠動脈疾患患者及び糖尿病患者の上腕動脈における内皮細胞依存
　　性血管拡張能．循環器科，38，411－416，1995．
10）山岸正午，里村公生，悦田浩邦，永井知雄，林　克巳，荒川　宏，渋谷利雄，五十嵐一成，栗田　明，中村治雄，
　　水野杏一：冠攣縮性狭心性にみられる内膜障害について：血管内視鏡を用いた検討．Jpn．J．Interv．Cardiol．，
　　10，　58－63，　1995．
11）高山英一，荒川　宏，加藤律史，中尾伸二，三宅隆之，田畑浩嗣，宮本　明，渋谷利雄，里村公生，五十嵐一成，
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　　栗田　明，中村治雄，水野杏一：ステント植え込み後ステントの形状に変化のみられた1例．Jpn。J．Interv．
　　Cardiol．，　10，　68－73，　1995．
12）篠澤　功，佐藤　順，楢原善之，杉浦俊昭，渡　　淳，水野杏一，横井公雄，森山雄吉，辰口篤志，藤森俊二，
　　山門　進，田口文彦，吉田　豊，岸田輝之，小林正文：Electrolyte　depletionsyndromeを伴った直腸絨毛腺腫
　　の1例．Prog。Dig．Endosc．，47，113－116，1995．
13）市堰　肇，濱本　真，宮崎徳蔵，赫　彰郎：症候性てんかん重積状態の脳血流シンチによる病態生理学的検討．
　　日医大誌，62，41－50，1995．
14）須賀　優，葉山修陽，水野杏一，久島英二，田口雪江，坪井成美，飯野靖彦，赫　彰郎，竹内正至，栗原　怜：
　　急性腎不全を呈した横紋筋融解症に対する血液浄化法について．集中治療，8，13－14，1996．
15）水野杏一，大國真一，上村竜太，吉田明弘，北村克弘，里村公生，渋谷利雄，荒川　宏，朝田　惇，清水陽一：
　　冠動脈インターベンションにおける冠動脈血管内視鏡の有用性．Jpn．J．Interv。CardioL，11，139－142，1996．
16）荒川　宏，杉藪康憲，高山英一，加藤律史，福田正浩，中尾伸二，三宅隆之，渋谷利雄，里村公生，五十嵐一成，
　　栗田　明，中村治雄，水野杏一：経皮的バルーン冠動脈血管形成術後の急性冠閉塞の予測因子．Jpn．」．Interv．
　　Cardio1。，　11，　175－179，　1996．
（2）総説：
1）水野杏一：心臓領域における血管内視鏡と血管内エコーの最新情報と近未来の展望．Japanese　Joumal　of　Cine
　　Angiography　Technology，12，71－77，1995．
2）水野杏一：プラークの安定化．Medical　Practice，12，974－975，1995．
3）水野杏一，北村克弘：冠血行再建術の現況と今後．集中治療，7，769－775，1995．
4）水野杏一：プラークの破綻と不安定狭心症，心筋梗塞の発症．臨床医，21，1916－1921，1995．
5〉水野杏一，笠神康平：心筋梗塞の治療一血栓溶解療法，PTCAかバイパス手術か一．救急医学，19，1073－1076，
　　1995．
6）水野杏一：冠動脈内視鏡と冠動脈内エコーでみたプラーク．診断と治療，83，1713－1717，1995．
7）水野杏一：冠動脈血管内視鏡の適応と限界．医学のあゆみ，175，109－112・1995．
8）水野杏一：血管内視鏡の臨床適応．日本医師会雑誌，114，1621－1626，1995．
9）水野杏一：血管内視鏡について．日本署事新報，3736，8－13，1995．
10）水野杏一：心血管内視鏡．Jpn．Circu．J．，59，914－920，1995．
11）水野杏一：冠動脈病変の新しい画像診断法とその治療への応用冠動脈内視鏡によって分かる冠動脈病変の情報．
　　Medical　Practice，13，95－97，1996．
12）水野杏一：血管内視鏡．血栓と循環・4・4－7，1996．
13）水野杏一：冠動脈血栓と血管内視鏡．The　Lipid。，7・56－61，1996。
著書
　1）水野杏一：〔分担〕新しい検査法．1．血管内視鏡．内科学書4版（島田　馨編），p。1017，中山書店，1995．
　2）水野杏一：〔分担〕新しい検査法．2．NMRスペクトロスコピー．内科学書4版（島田　馨編），p，1017，中山
　　書店，1995．
　3）水野杏一：〔分担〕新しい検査法．3．血管内エコー．内科学書4版（島田　馨編），p。1018，中山書店，1995．
　4）水野杏一：〔分担）血管内視鏡a）血管内視鏡の基礎とデータのオーバービュー．Interventional　Cardiologyに
　　おけるNew　technique，New　Device（延吉正清，山口　徹編），p．42－53，三輪書房，1995．
　5）水野杏一：〔分担〕動脈硬化はよくなるか．カレント内科3高脂血症（中村治雄編），p・161－170，金原出版・1995．
　6）水野杏一：〔分担〕血管内視鏡．狭心症と気管支喘息一診断と治療の最前線（和田　攻，大内尉義，森田　寛編），
　　p．35－39，葵出版，1995．
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7）水野杏一：〔分担〕血管内視鏡とacutecoronarysyndrome．心血管イメージングトピックス（山口　徹監修），
　p．15－18，協和企画，1995．
8）水野杏一：〔分担〕レーザー血管形成術の原理と病態は．冠動脈インターベンション（循環器NOW11），（矢崎
　義雄，山口　徹編），p．59－61，南江堂，1995．
9）田中　隆，水野杏一：〔分担〕血栓溶解薬の薬理とは．冠動脈インターベンション（循環器NOW11），（矢崎義
　雄，山口　徹編），p．62－64，南江堂，1995．
10）水野杏一：〔分担〕血管内視鏡一その後一．Amual　Review循環器（杉本恒明，松本明彦，杉下也靖郎，門問
　和夫編），p．47－52，中外医学社，1996．
11）水野杏一，北村克弘：〔分担〕血管内視鏡．循環器疾患一State　ofarts（矢崎義雄，島田和幸，井上　博，永井
　良三編），p．228－230，医歯薬出版，1996．
12）水野杏一：〔分担〕レーザー血管形成術．循環器疾患最新の治療96－97（安田寿一，杉本恒明，篠山重威編），
　p．304－306，南江堂，1996．
13）大國真一，水野杏一：〔分担〕急性心筋梗塞へのコロナリーインターベンションー経皮冠動脈血栓溶解療法，経
　皮的冠動脈形成術の実際一．循環器管理のてびき（玉熊正悦編），p．50－54，医歯薬出版，1996．
学会発表
（1）シンポジウム：
1）増田義昭，稲垣義明，神原啓文，小塚隆弘，杉下靖郎，高宮　真，中島伸之，菱田　仁，松尾祐英，水野杏一，
　　横山光弘：循環器画像診断の実態調査と有用性の研究報告．日本循環器学会班研究．第59回日本循環器学会総会，
　　1995．
2）水野杏一：血管内超音波使用によるinterventionの適応の拡大．第60回日本循環器学会学術集会，1996．
3）水野杏一：血管内視鏡におけるAcute　coronary　syndromeの病因，病態の解明．第60回日本循環器学会学術集
　　会，1996．
4）草野浩幸，里村公生，西澤健也，浜部　晃，亀沢康裕，磯田菊生，杉藪康憲，福田正浩，疋田浩之，荒川　宏，
　　渋谷利雄・栗田　明・中村治雄，水野杏一：糖尿病例の冠動脈内腔所見一血管内視鏡による検討．第60回日本循
　　環器学会学術集会，1996．
（2）一般講演：
1）Hayama，N．，Ohkuni，S．，Mizuno，K，Iino，Y。，and　Terasi，A．：Roles　of　lipid，coaguration　factors　fiblinolytic
　　factors　in　hemodialysis。13th　Intemational　Congress　of　Nephrology，1995．
2）Hayama，N，，Suga，M。，Mizuno，K．，Iino，Y。，and　Terasi，A：Roles　ofcoagurationfactorsfiblinolytic　factors
　　in　hemodialysis　patients　due　to　diabetic　nephropathy。6th　Asian　Pacific　Congress　of　Nephrology，1995．
3）Arai，T，，Miyake，T．，Sakurada，M，，Miyamoto，A．，Mizuno，K．，Kikuchi，M．，Nakamura，H．，Utsumi，A．，and
　Takeuchi，K：Parametric　study　for　the　laser　hot　baloon　angioplasty　to　supress　chronic　restenosis：animal
　experiment．SPIE　Bios96，1996．
4）Mizuno，K，Ohkuni，S。，Yokoyama，S．，Kobayasi，T．，Yamagishi，T。，Etsuda，H．，Satomura，K，，Arakawa，
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61）北村克弘，渋谷利雄，荒川　宏，里村公生，栗田　明，中村治雄，三宅隆之，水野杏一，大國真一，笠神康平，
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　　山本　剛・上村竜太：急性冠動脈症候群発症の予測冠動脈造影法と冠動脈血管内視鏡による検説第60回日本循
　　環器学会学術集会，1996．
62）永井知雄，里村公生，北村克弘，疋田浩之，上畑昭美，高瀬凡平，渋谷利雄，荒川　宏，五十嵐一成，栗田　明，
　　中村治雄，水野杏一：血清ヒト心臓脂肪酸結合蛋白による急性心筋梗塞の早期診断．第60回日本循環器学会学術
　　集会，1996．
63）大國真一，横山真也，山本　剛，上村竜太，小林利行，北村克弘，水野杏一，笠神康平，田中　隆，田中啓治，
　　早川弘一：Cutting　Bloon（CB）は内膜損傷を軽減させるか一血管内視鏡を用いた検討．第60回日本循環器学会
　　学術集会，1996．
64）里村公生，浜部　晃，西澤健也，草野浩幸，亀沢康裕，磯田菊生，杉藪康憲，福田正浩，疋田浩之，荒川　宏．
　　渋谷利雄，栗田　明，中村治雄，水野杏一：冠攣縮性狭心症の血中フィブリノーゲン値について一労作性狭心症
　　との比較．第60回日本循環器学会学術集会，1996．
65）横山真也，大國真一，小林利行，水野杏一，緒方憲一，早川弘一：プロブコール等による高脂血症患者のFセレ
　　クチンの動向．第60回日本循環器学会学術集会，1996．
66）小林利行，横山真也，大國真一，水野杏一，高野雅充，笠神康平，田中　隆，田中啓治，早川弘一，山縣俊彦，
　　溝口多聞・竹内　清・福井勝・内海　厚：回転性および斜視機能を持った新しい冠動脈血管内視鏡の開発．第
　　60回日本循環器学会学術集会，1996．
67）北村克弘，渋谷利雄，荒川　宏，里村公生，栗田　明，中村治雄，水野杏一，大國真一，笠神康平，山本　剛，
　　上村竜太：急性心筋梗塞は軽度狭窄病変のみから発症するか一冠動脈血管内視鏡による検註第60回日本循環器
　　学会学術集会，1996．
68）杉藪康憲，里村公生，草野浩幸，西澤健也，浜部　晃，亀沢康裕，磯田菊生，福田正浩，疋田浩之，荒川　宏，
　　渋谷利雄，栗田　明，中村治雄，水野杏一：PTCA後の冠動脈壁の変化．第60回日本循環器学会学術集会，1996．
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2．内科学第二講座
［第一病院内科・付属病院第2内科］
研究概要
　内科学第二講座は神経内科学を主たる診療科目としており，主要研究テーマは脳血管障害の病態解明および治療で
ある．研究にあたっては動物実験に基づく基礎的なアプローチと，実際の診断・治療に基づく臨床的なアプローチの
両面から取り組んでいる．
　実験的研究：脳虚血急性期の病態および治療の研究では各種の脳虚血モデルを作成してオートラジオグラフィー法
やマイクロアッセイ法およびMRI（MRS）を用いて局所の脳循環代謝を測定して行っている．また，免疫組織化学や
in　situ　hubridization法を用いてストレス蛋白や遺伝子の発現についても研究を進めている．遅発性神経細胞壊死，
虚血耐性現象や慢性脳循環不全の病態も重要な研究課題の一っである．その他，興奮性アミノ酸拮抗薬，Ca2＋拮抗薬
の各種の治療薬剤の効果についても検討を行っている．
　臨床：痴呆性疾患に対し，PET・MRI・SPECT等の画像診断機器を利用した研究が行われ，また脳卒中急性期の
症例に対する新しい治療法の試みがなされている．さらに脊髄小脳変性症等の変性疾患における歩行時の脳循環代謝
の変動についての検討も行われている．また，厚生省の無症候性脳梗塞ならびに長寿化学総合研究班の一員として無
症候性脳梗塞の臨床的意義と老年期痴呆性疾患の病態生理・生化学的研究を行っている．
　その他：脳血管障害の重要な基礎疾患である高血圧症，高脂血症に対する研究が疫学的ならびに動物実験による細
胞・組織学的な面より行われている．疫学的研究は多年にわたる八丈島の町民検診に基づくものであり，その疫学調
査は多方面から評価されている．
　また，当教室では第一病院人工透析室を核として腎臓グループがあり，従来から行われてきた透析を中心とした研
究に加え，糸球体腎炎に対するサイトカインの役割についても研究を進めており，さらに厚生省の腎傷害研究班の一
員として多嚢胞腎の調査研究も行っている．平成元年度より開始された腎移植は現在症例数も増加し，その内容も充
実しっっある．
　平成6年2月より付属病院に神経内科，腎臓内科が第2内科として開設され，17名の医局員が臨床，研究活動を第
一病院と連携して行っている．
　以上，当教室には四つの研究グループがあり，国内外の関係学会において幅広く活発な活動を行い，多くの論文を
発表している．
研究業績
論　文
［1994年度追加分］
原著：
　1）赫　彰郎，後藤文男1），田代邦雄2），沓沢尚之3），他（1）慶鷹義塾大学神経内科，2）北海道大学神経内科，3）秋田県
　　立脳血管研究センター内科）：片頭痛に対するKB－2796の臨床効果一初期第II相臨床試験一．薬理と治療，22，
　　245－261，　1994．
（1〉原著：
　1）Katayama，Y．，Muramatsu，H．，Mckee，A．，Kamiya，T．，Minamisawa，H。，and　Terashi，A．：Ischemic
　　tolerance　phenomenon　from　an　approach　of　ebergy　metabolism　and　the　mitochondrial　enzyme　activity　of
　　pyruvate　dehydrogenase　in　gerbils。Joumal　of　CBF＆Metabolism，15，S197，1995．
　2）Kamiya，T。，Jacewicz，M．1），Pulsinelli，W．A．1〉，and　Nowak，T．S．1）（1）Department　of　Neurology，University
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of Tenessee College of Medicine, Memphis) : CBF threshold for mRNA and protein synthesis after focal 
ischemia and the effect of MK-801. Journal of CBF & Metabolism, 15, S1, 1995. 
3) Katsumata, T., Muramatsu, H., Katayama, Y., and Terashi, A. : The effect of eicosapentaenoic acid (EPA) 
for post-ischemic condition after transient middle cerebral artery occlusion in rats. Journal of CBF & 
Metabolism, 15. S391. 1995. 
4) Inamura, K., Sakamoto, S., Katsumata, T., Suzuki, T.1), Katayama, Y., and Terashi, A. (1)First Department 
of Biochemistry, Nagoya City University Medical SchooD : CA2+/calmodulin dependent protein kinase II 
(CaM-KID phoshorylation in ischemia and recirculation. Journal of CBF & Metabolism, 15. S213, 1995. 
5) Yamazaki. M., Nakano. I.~), Imazu, O., and Terashi, A. (~)Department of Neuropathology, Tokyo 
Metropolitan Institute for Neuroscience) : Paired helical filaments and straight tubules in astrocytes : an 
electron microscopic study in dementia of the alzheimer type. Acta Neuropathol, 90, 31-36, 1995. 
6) Nagao, T., Hamamoto., Kanda, A., Tsuganesawa, T., Ueda, M., Kobayashi, K., Miyazaki, T., and Terashi, 
A. : Platelet activation is not involved in acceleration of the coagulation system in acute cardioembolic 
stroke with nonvalvular atrial fibrillation. Stroke, 26, 1365-1368, 1995. 
7) Gotoda, T.~), Arita, M.~), Arai, H.~), Inoue, K.*), Yokota, T.2), Fukuo, Y., Yazaki,1), Yamada, N.1) (1)University 
of Tokyo, ')Tokyo Medical and Dental University) : Adult-onset spinocerebellar dysfunction caused by a 
mutation in the gene for the alpha-tocopherol-transfer protein. New England Journal of Medicine, 333, 
1313-1318, 1995. 
8) Kurihara, S.~), Akiba, T.'), Takeuchi, M.*), Nakajima, K.~), Inoue, H.~), and Yoneshima, H.1) (1)Kasukabe-
syuuwa Hospital, Department of Internal Medicine, Division of Nephrology and Surgery, 2)Second Depart-
ment of Internal Medicine, Tokyo Medical and Dental University) : Laparoscopic mesenterioadhesitomy 
and tenchoff catheter plancement in patients with predisposing abdominal surgely. Artificiate Organs, 19. 
9) Fukuo, Y., Nagashima, M., Soya, N., Takagi, S., Terashi, A., and lkejima, T. (*)Tsukuba Research Institute, 
Banyu PharamaceuticaD : Effects of an HMG-COA reductase inhibitor on cytokine production by human 
~~= 62, 74_78, 1995. monocytes/macrophages. ~:~~~~ , ~~ 
10) ~i~ ~~;~~;*'.'~~. Eir~ l:~Q ;~~ ~~~f {~ ~~~l^~;~I~i~~~~)~~~f~~~f~ ~~T~J~~~(~7~~;~~~~~~) }*J; ~) BIOclmrca 10 338 344 
1995. 
ll) ~~ ~;~~, ~t~t {~, ~~i ~~~~ : ~~;~;'~t~~~~:/J¥E~~~"'~~~"~t~~~}~~~~~ ~)~n~~~~~~ ~'~~;~f~~~l~~~:~)f~l~~t~ 1)v~C~)~~~t 
Joseph ~~i ~ Menzel ~~l OPCA ~)~~~:~-. B~1~i~~~{~. 35, 237-242, 1995. 
12) f~f~~~H~S ~~Ynnl~~~~~~:~l~~~~{~~HH~I~~~~; H~~~:~l~)~i~ }*~1~~~) h t: y~7;~ AFl~)~~i~i~, 3 739 744 1995 .7 13) ~~; ~~F~~~:' ~~LLI~;~l ~1~f~~~:~~ ~~r~~~~~~~ ~i~ ~~~~ i~~~CA ~~c~~~l~~~)~i~~l~~f~i~I~~S*~l~~)~~f~,~i~~ FI~: 
~~~~E-_"j~, 62, 283_286, 1995. 
14) ~~EEIE~~~~ ~~7~:~~~~~~~~, ~t~f f~, ~~ ~~~~ : ~~~~7 ~Sl71) ~-Sl;~~)1~~ ~~~)~~~~~~:~~~f~~t~:~~ ~~~;~~l~;~ , ''" 
43, 58-61. 1995. 
15) ~~)f~f=~~~~~~~*), t~f~:~f~~) J~:EEI~~~~~l) ~~~~t:~~~~~;2) ~~~lf~~~2) ~t~:~~~ 2) ~~i ~~~~*'.'~~(1)Jllnftf~LI~~~~~z/~ ~~ , =, , {~~P~J~~~, ')~~~~~~;~t~) : ~)1/~;~~~~'~;K..' q)~~:R~~{~~~j~i~~U~Jf~~~~-."~'~~-.-.~7 (IMP-SPECT ~ MRI). ~~i:I~:~:-~p~~~f~~ 30 ~~ , , 
342-343, 1995. 
16) ~1~f~~~~~l), ~j~~~~~~~:1). ~l~~fFFI-1), ~;~-~Dl) d~# ~~Cl) ~:~~ ~~1) ~~: ~~ ') ~Ef~~:~~-2), ~!~~~~~~~~1~~, 
~~i ~~~~ (1)~13~L~l;~~:~A~~f~~~~;~~F~l~$~. 2)~l~~{b~~~~~) : ~~~t~:~f:~e~~~;~~1~:~~f~~f~k7/1/~7 T:'-~/;~~~{~~1)j~~i~~~. 
~~:~i~c~~{~, 22. 61-66. 1995. 
17) f~~JIE:~;~), ~i~~:~ I~l), ~;~fF~f~~~l), ~~;J~: ,H~1), ~~~DEEI f~~1) ~i;~~~~~~~:1) #J:Ri~~~~~') ~FI~;~D~~2)(1)~~~Fl~{~~~ 
~l~i~~~~;F~~{~F~I~~4 ')~JY~4~~:~F~J~;~) E:~E~~~~i~TIC:~)~~f~~~~{J~~~ PD ;fyT 7)1/~f~~;~f : n='~*~;~~)~~~l~~E~:H~i~~t~~~~t 
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　伴った慢性腎不全患者の1例．腎と透析，38，1995．
18）赫　彰郎，後藤文男1），田代邦雄2），沓沢尚之3），他（1）慶鷹義塾大学神経内科，2）北海道大学神経内科，3）秋田県
　立脳血管研究センター内科）：KB－2796（塩酸ロメリジン）の片頭痛に対する臨床評価一後期第II相臨床試験一．
　Clin．EvaL，23，　13－37，　1995．
19）赫　彰郎，後藤文男1），福内靖男1），田代邦雄2），他（1》慶鷹義塾大学神経内科，2）北海道大学神経内科）：塩酸ロメ
　　リジンの片頭痛に対する長期投与試験．薬理と治療，23，369－384，1995．
20）赫　彰郎，後藤文男1），福内靖男1），田代邦雄2），他（1）慶鷹義塾大学神経内科，2）北海道大学神経内科）：塩酸ロメ
　　リジンの片頭痛に対する臨床評価一メシル酸ジメトチアジンを対照とした二重盲検比較試験一．Clin．Eval．，23，
　183－214，　1995．
21）赫　彰郎，後藤文男1），福内靖男1），田代邦雄2），他（1）慶鷹義塾大学神経内科，2）北海道大学神経内科）：塩酸ロメ
　　リジン（KB－2796〉の群発頭痛に対する臨床評価．薬理と治療，23，243264，1995．
22）福生吉裕1動脈硬化成因への胸腺からのアプローチ．Conference　on　Atherogenesis，329－341，1995．
23）越　泰彦，北村　伸，酒寄　修，駒場祐一，赫　彰郎：脊髄小脳変性症における小脳一大脳間の機能的関連一PET
　による検討一．臨床神経，35，751－757，1995．
24）師田晴子，海江田亮，永積　惇，赫　彰郎：糖尿病患者における事象関連電位と無症候性脳梗塞と関連について．
　脳卒中，17，209217，1995．
25）大山雅史，千田道雄1），北村　伸，石井賢二1），三品雅洋，赫　彰郎（1）東京都老人総合研究所ポジトロン医学研
　究部門）：失語症における発語課題中の非優位半球の局所脳血流の変化　PET　activation　studyによる検討一．
　臨床神経，35，865872，1995．
26）三品雅洋・千田道雄1），大山雅史，石井賢二1），北村　伸，赫　彰郎（1）東京都老人総合医学研究所ポジトロン医
　学研究部門）：失調性歩行の局所脳循環代謝一オリーブ橋小脳萎縮症患者におけるFDG－PET賦活検査一．臨床
　神経，35，1199－1204，1995．
27）神田明美・北村　伸，永積　惇，赫　彰郎1非弁膜性心房細動における凝血学的分子マーカーと左房径心機能．
　脳卒中，17，425430，1995．
28）福地孝明，片山泰朗，McKee，A．，赫　彰郎：NicardipineおよびMK801の脳虚血における脳組織PDH活性
　およびエネルギー代謝に及ぽす影響．Brain　Hypoxia，9，283－286，1995．
29）片山泰朗・神谷達司，赫　彰郎：脳代謝よりみた虚血耐性現象．脳卒中，17，508－516，1995．
30）福生吉裕：21世紀の医療としての未病．Academia，168，36－44，1995．
31）福生吉裕：ミネラルと未病，マグネシウム製剤の有効性について．東京未病研究会雑誌，1，20－28，1995．
32）都島基夫1》，赫　彰郎，福生吉裕（1）国立循環器病センター病動脈硬化・代謝内科）：精製大豆レシチン（ソーヤ・
　　レシチン）の高脂血症に対する有用性評価1γオリザノールを対照とした二重盲検比較試験．Geriatric　Medi－
　cine，　34，　381414，　1995．
33）小林陽二1），勝野　浩1），前田きみ子1），飯塚和弘1），岩崎正知亘），飯田正美1），千川就可1），酒井茂利1），橋本起一
　郎1）（1》佼成病院内科）：外来通院中の糖尿病患者に対するVoglibose（Basen）の投与成績についての考案．Thera－
　peutic　Research，16，385－392，1995．
34）北村　伸，越　泰彦，小宮山佐，酒寄　修，駒場祐一，大山雅史，津金澤俊和，三品雅洋，赫　彰郎：早期Alzheimer
　病患者のベンゾシアゼピン受容体と脳血流にっいての検討一1231一イオマゼニルと123HMPによるSPECTを用
　　いて一．核医学，33，49－56，1996．
35）永積惇＝脳動脈硬化症と慢性脳循環不全症．Medical　Practice，13，539－543，1996．
36）竹内正至1），大和田一博1），須賀　優11，桜井祐成1），栗原　怜1），米島秀夫1），森島　明2），大和田結実3），飯野靖
　彦，赫　彰郎（1）春日部秀和病院腎臓内科・2》同循環器科，3）同糖尿病科）：自動腹膜透析装置（APDサイクラー）
　　を用いた夜間腹膜透析14例の経験．埼玉県医学会雑誌，30・324－327，1995．
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37）桑原道雄1），秋葉　隆’），丸茂文昭1），栗原　怜2），竹内正至2），桜井祐成2），須賀　優2》，米島秀夫2）（D東京医科歯
　　科大学第二内科，2）春日部秀和病院腎臓内科）：女性血液透析患者の骨に対する閉経の影響．日本透析医学会雑
　　誌，28，879－884，1995．
［1994年度追加分］
綜説：
　1）河辺満彦，飯野靖彦：痛風．medicina，31，62－64，1994．
　2）中原秀樹1），栗原　怜1），河辺満彦，竹内正至1），須賀　優，米島秀夫1）（1）春日部秀和病院腎臓内科）：内シャント
　　作成術の工夫．腎と透析，37，961－964，1994．
（2）綜説：
1）北村伸，赫彰郎：PETで捉えた脳血管性痴呆の機能画像．綜合臨床，44，901－906，1995．
2）赫　彰郎：虚血性脳血管障害の治療の動向．今月の治療，6月号，629－633，1995．
3）酒寄　修，北村　伸，赫　彰郎：痴呆患者の臨床検査の意義．Clinical　Neuroscience，13，668－670，1995．
4）赫　彰郎，津金澤俊和，北村　伸：老年精神障害に伴う身体合併症のプライマリケア．老年精神医学雑誌，6，
　　709－714，　1995。
5）赫　彰郎，濱本　真1）（1）東京都多摩老人医療センター神経内科）：脳梗塞超急性期治療の問題点．臨床成人病，
　　25，　155－161，　1995．
6）片山泰朗，赫彰郎：脳梗塞の早期診断とその治療一脳循環改善薬投与の意義一．PTM，7，8，1995．
7）赫　彰郎，臼田和弘，片山泰朗：脳代謝改善薬の作用と効果．Pharma　Medica，13，79－83，1995．
8）荒木俊彦1），北村　伸，赫　彰郎（1）川口市立医療センター神経内科）：CT・MRI．老年期痴呆，9，59－66，1995．
9）赫　彰郎，平井俊策1），福内靖男2）（1）群馬大学神経内科，2）慶鷹義塾大学神経内科）：脳卒中をめぐる最新の話題．
　　Current　therapy，　13，　143－153，　1995．
10）赫　彰郎，神田明美：ぼけを示すいろいろな病気．からだの科学，185，415，1995．
11）手塚博幸：緊張型頭痛の病態と治療．神経治療学，12，269－277，1995．
12）大山雅史，赫彰郎：脳血管性痴呆の脳循環代謝．臨床科学，31，1486－1491，1995．
13）赫　彰郎，保津路子，北村　伸：脳循環代謝．臨床と研究，72，48－54，1995．
14）赫　彰郎：老年期痴呆の臨床．東京都医師会雑誌，48，32－53，1995．
15）北村　伸，赫　彰郎：痴呆の画像診断．日本医師会雑誌（臨時増刊号），114，94－109，1995．
16）片山泰朗，飯田　恵，赫彰郎：脳浮腫対策．medicina，32，2227－2229，1995．
17）片山泰朗，神谷達司，勝又俊弥，福地孝明，赫　彰郎：虚血性細胞傷害と脳血流代謝．診断と治療，83，28－33，
　　1995．
18）手塚博幸：緊張型頭痛の病態と治療．神経治療学，14，269－277，1995．
19）手塚博幸：めまいへの一歩深いアプローチ，一より高いQOLを求めて一，良性のめまいの治療．Medical　Trib－
　　une，　28，　13，　1995．
20）竹内正至1），栗原　怜1）（1）春日部秀和病院腎臓内科）：透析患者への薬剤一17電解質輸液剤一．臨床透析，11，
　　288－295，　1995．
21）福生吉裕：脳卒中とサイトカイン．PTM，7，8－9，1995．
22）片山泰朗，赫　彰郎：脳梗塞の早期診断とその治療一脳循環改善薬投与の意義．PTM，7，10－11，1995．
23）赫　彰郎，坂本静樹：Hemodynamicな原因による脳血管障害とその治療一watershed　infarctionも含めて
　　一（特集：脳血管障害最近の治療（2〉）．神経治療学，12，159－164，1995．
24）片山泰朗，神谷達司，赫　彰郎：脳血管障害によるめまい：診断のポイントと対応（トピックス：めまいと失神：
　　診断と治療の進歩）．日本内科学会雑誌，84，551－556，1995．
一120一
25）小林陽二1），福生吉裕（1）佼成病院内科）：Lipopeotein　a（Lp（a））へ及ぽす大柴胡湯の影響についての検討一高
　　脂血症症例への投与成績より．漢方と最新治療，4，69－73，1995．
26）福生吉裕：分かり易い高脂血症．鍼の研究，144，12，1995．
27）福生吉裕：動脈硬化の進展に関する最近の進歩．第6回東西合作，未病国際セミナー薬事日報，8580，1995．
28）北村　伸：脳血管性痴呆の予防と治療対策．今月の治療，3，664666，1995．
29）柏木哲也，飯野靖彦，河辺満彦，葉山修陽，赫　彰郎：高カリウム血症型尿細管アシドーシス．腎と透析，39，
　　199－204，　1995．
30）福生吉裕：インシュリン抵抗性症候群と養成訓．医事新報，3714，66－69，1995．
31）福生吉裕：糖尿病とレシチン．Lavie，4，4－20，1995．
32）竹内正至1），栗原　怜1）（1）春日部秀和病院腎臓内科）1腹膜潅流法の新しい展開一2．バッグ交換技術の進歩一．
　　Modem　Physician，16，1995．
33）赫　彰郎・大坪孝一：脳血栓症．脳と循環，1・77－80，1996．
34）赫　彰郎，中沢　勝：脳血管障害慢性期．Medicament　News，1498，6－8，1996．
35）赫　彰郎，池田久男1），大友英一2），松本圭蔵3），松下正明4）（1）高知医科大学，2）浴風会病院，3）徳島大学神経内科）：
　　痴呆の合併症．老年期痴呆，10，1330，1996．
36）赫　彰郎，長谷川和夫1），本間　昭2），他（1）聖マリアンナ医科大学，2）東京都老人総合研究所精神医学部門）：老
　　年期痴呆の対応．日本医師会雑誌，115，807－823，1996．
37）北村　伸：脳画像診断検査．Medical　Technology，24，560－566，1996．
38）北村　伸：脳循環代謝改善薬とその適応．薬局，47，39－44，1996．
39）永積　惇，赫　彰郎：無症候性脳梗塞．理学療法ジャーナル，30，125，1996．
40）福生吉裕：健康なからだは健康な血液から．67，12，1996．
41）福生吉裕：健康なからだは健康な血液から．68，16，1996．
42）福生吉裕：健康なからだは健康な血液から．69，20，1996．
（3）研究報告書：
　1）赫　彰郎：無症侯性脳梗塞の脳循環一IMP－SPECTによる検討　．平成6年度厚生省循環器病研究報告集・420，
　　1995．
著書
［1994年度分追加］
　1）河辺満彦，飯野靖彦：〔分担〕合併症に対応した透析技術の選択一透析時間の設定，“透析療法における合併症”．
　　（越川昭三編），p。691－695，医薬ジャーナル社，1994．
1）Kitamura，S．，and　Terashi，A．：〔分担〕Positron　emission　tomography　in　dementlng　illness．“AGING，
　HELTH，AND　HEALING”（Bergner，M．，Brocklehurst，JC．，Finke1，SI．）p．136－149，Springer，1995．
2）赫　彰郎：〔分担〕脳血管障害，“糖尿病，最新内科学大系7”（井村裕夫，尾形悦郎，高久史麿，垂井清一郎編），
　p．378－383，中山書店，1995．
3）福生吉裕：〔監修〕やさしい高脂血症のQ　and　A．大日本印刷，6，1995．
4）福生吉裕：〔監修〕家族みんなで健康チェック．家の光，10，72－77，1995．
5）赫　彰郎：〔分担〕脳血管障害の合併症，“今日の治療指針”，（日野原重明，阿部正和監修），p．206－208，医学
　書院，1996．
6）赫　彰郎：〔分担〕大脳白質病変，“Key　word．1996～’97，脳血管障害と老年期痴呆”，（平井俊策，東儀英夫，
　小林祥泰編），p．118－119，先端医学社，1996．
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学会発表
（1）特別講演：
　1）赫　彰郎：老年期にみられる痴呆の病態．第14回九州脳血管障害研究会，1995．
　2）赫　彰郎：脳卒中の病態と治療．ケタス学術講演会，1995．
　3）赫　彰郎：脳血管性痴呆の診断と治療．第33回山口県内科医会学会，1995．
　4）赫　彰郎：脳血管性痴呆をめぐって．城南クリニカルニューロサイエンス研究会，1996．
　5）赫　彰郎：虚血性脳血管障害の画像診断．“脳血管障害の再発予防”講演会，1996．
（2）招待講演：
　1）片山泰朗：糖尿病と脳梗塞．第15回多摩内分泌代謝研究会，1995．
　2）福生吉裕：動脈硬化の進展抑制に関する最近の進歩．長春医学院中西医合作学術講演会（中国），1995．
（3）会長講演：
　1）赫　彰郎：Functional　Neuroimaging－Activation　study一．第7回日本脳循環代謝学会総会，1995．
［1994年度分追加］
シンポジウム：
　1）河辺満彦，飯野靖彦，赫　彰郎：糖尿病腹膜透析患者の至適透析処方．第39回日本透析療法医学会総会，1994。
（4）シンポジウム1
1）赫　彰郎：高齢者脳血管障害の治療指針．高齢者の循環器疾患をめぐる話題，1995．
2）永積　惇：無症候性脳梗塞の診断．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．
3）Tamotsu，M．，Imazu，O。1），Yamazaki，M．，Ohaki，Y．1），Asano，G．2），Komiyama，T．3），Kaieda，R．3），Karasaki，
　　M．3），Kitamura，S．，and　Terashi，A．（1）2nd。Department　of　Pathology，2）Department　of　Pathology　Hokusoh
　　Hospita1，3）Hatsuishi　Hospita1）：Leukoaralosis　in　Alzheimer’s　disease：clinico－pathological　evaluation．5
　　th　Asia／Oceania　Regional　Congress　of　Gerontology（Hong　Kong〉，1995．
4）福島　優，小林陽二1），福生吉裕，赫　彰郎（1）立正佼成会中野病院）＝急性期脳卒中患者における血清Lp（a）
　　値の変動とApo（a）phenotypeの検討．第18回脂質代謝異常症例検討会，1996．
（5）指名講演：
1）濱本　真1），永山　寛1），仁藤智香子1），千葉一夫2），柳　久子3），濱口秀夫3）（1》東京都多摩老人医療センター，
　　2）同放射線科，3）筑波大学基ソ医学系）：Alzheimer型痴呆における123HMP　SPECTとapo　E4の関連にっいて，
　　第11回ブレイン・ファンクション・イメージング・カンファレンス，1995．
2）北村伸，越泰彦，小宮山佐，駒場祐一，酒寄修，大山雅史，津金澤俊和，三品雅洋，赫彰郎：無症候
　　性脳梗塞の脳血流量と脳梗塞における脳循環代謝改善薬の薬効評価」231－IMP　SPECT　ARG法による検討一．
　　第11回ブレイン・ファンクション・イメージング・カンファレンス，1995．
（6）教育講演：
1）福生吉裕：高脂血症治療のポイント．富士宮医師会生涯教育学術集会，1995．
（7）留学者記念講演：
1）桂研一郎，Bo　K．Siesj61）（1）Lund　University　Hospita1）：Acidosis　related　damage　in　cerebral　ischemia．第
　　63回日本医科大学医学会総会，1995．
2〉神谷達司，William，A，，Pulsinelli，1），Thaddeus，S．，Nowak，Jr．1）（1）Dept．of　Neurology　and　Neurosciencs，
　　Comell　University　Medical　College）：Rat一過性局所脳虚血モデルにおける蛋白合成の回復とImmediate
　　early　genesの発現について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
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［1994年度追加分］
一般講演：
　1）Kawabe，M．，Iino，Y．，Terashi，A．，and　Schreiber，M．J．1）（1）TheClevelandclinicfomdation）：Adequacyfor
　　　CAPD／APD　diabetes　patients．第14回米国腹膜透析学会（オーランド），1994．
　2）Kawabe，M．，Iino，Y。，Terashi，A．，and　Schreiber，M．J．1）（1）The　Cleveland　clinic　foundation）：Analysis　of
　　　adequancy　from　nutritional　aspects　among　three　patients　groups．第15回米国腹膜透析学会（バルチモア）・
　　　　1995．
　3）河辺満彦，金子朋広，布施　環，青木　宏，清水光義，葉山修陽，飯野靖彦，赫　彰郎，M．」．Schreiber1）・（1）The
　　　　Clevelandclinicfoundation）：米国と日本におけるCAPD／APD、患、者の比較．第37回日本腎臓学会総会，1994．
　4）布施　環，河辺満彦，名取国彦，小原功裕，金子朋広，柏木哲也，橋本和政，青木　宏，清水光義，飯野靖彦，
　　　　赫　彰郎：lean　body　massによる腹膜透析患者の評価．第39回日本透析療法医学会総会，1994．
（8）一般講演：
　1）Katayama，Y．，Muramatsu，H．，Mckee，A・，Kamiya，T、，Minamisawa，H，，and　Terashi，A』Ischemic
　　　tolerace　phenomenon　from　an　approach　of　energy　metabohsm　and　the　mitochondrlal　enzyme　activity　of
　　　pyruvate　dehydrogenase　in　gerbils．The　XVIlth　CBF＆Metabolism（K61n），1995．
2）Kamiya，T．，Jacewicz，M．1》，Pulsinelli，W．A．1），and　Nowak，T．S．1）（1）Dept．of　Neurology，Univ．ofTenessee
　　　College　of　Medicine，Memphis）：CBF　thresholds　for　mRNA　and　protein　syntheses　after　focal　ischemia　and
　　　the　effect　of　MK－801．The　XVIIth　CBF＆Metabolism（K61n），1995．
　3）Katsumata，T．，Muramatsu，H．，Katayama，Y，，and　Terashi，A．：The　effect　of　eicosapentaenoic　acid（EPA）
　　　for　post－ischemic　condition　after　transient　middle　cerebral　artery　occlusion　in　rats。The　XVIIth　CBF＆
　　　Metabolism（K61n），1995。
　4）Inamura，K．，Sakamoto，S．，Katsumata，T．，Suzuki，T，1），Katayama，Y．，and　Terashi，A．（1）First　Dept，of
　　　Biochemistry，Nagoya　City　Univ．Medical　School）：CA2＋／calmodulin　dependent　protein　kinase　II（CaM・
　　　KII）phosphorylation　in　ischemia　and　recirculation．The　XVIIth　CBF＆Metabolism（Kδln），1995。
　5）Koshi，Y．，Kitamura，S．，Sakayori，0．，Komiyama，T。，Komaba，Y．，and　Terashi，A．：Cerebello－cerebral
　　　relationship　in　olivopontocerebellar　atrophy　using　positron　emission　tomography．European　Association　of
　　　Nuclear　Medicine　Congress（Brussels），1995．
　6）Sakayori，O．，Komiyama，T．，Kitamura，S．，and　Terashi，A．：Hyper－intensity　lession　and　ischemia　aspect
　　　of　perfusion　reserve　in　multiple　cerebral　inf＆rction　using　positron　emission　tomography．5th　Asia／Oceania
　　　Regional　Congress　of　Gerontology，1995．
　7）Otsubo，K．，Hamamoto，M．1），Shirakawa，R．1），Nagayama，H．1），and　Miyazaki，T．1）（1）Department　of
　　　Neurology，Tokyo　Metropolitan　Tama　Geriatric　Hospital）：Oral　levodopa　therapy　with　ascorbic　acid　in
　　　elderly　patients　with　parkinson’s　disease．5th　As量a／Oceania　Regional　Congress　of　Gerontology，1995．
　8）Kitamura，S．，Araki，T．，Sakayori，O．，Nagazumi，A．，and　Terashi，A．：Symptoms　and　diagnosis　in　cerebral
　　　vascular　dementia．5th　Asia／Oceania　Regional　Congress　of　Gerontology，1995．
　9）Koshi，Y．，Kitamura，S．，Sakayori，0．，Komiyama，T．，Komaba，Y．，and　Terashi，A．：Regional　cerebral
　　　blood　flow　in　Parkinsonism　by　positom　emission　tomography．5th　Asia／Oceania　Regional　Congress　of
　　　Gerontology，1995．
10）Kawabe，M．，Fuse，T．，Shimizu，M．，Obara，U．，Kaneko，T．，et　a1：The　influence　of　peritoneal　dialysis　on
　　　insulin　resistance　in　peritoneal　dialysis　patients．第7回国際腹膜透析学会（スウエーデン），1995．
11）Kawabe，M．，Kurihara，S。1），Hayama，N．，Iino，Y．，and　Terashi，A．（1）Kasukabesyuuwa　Hospita1）：Spleen
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　size　in　peritoneal　dyalysis　patients．第13回国際腎臓学会（スペイン），1995．
12）Takeuchi，M．1），Kurihara，S．1），Sakurai，Y．1），Ohwada，K．1），Suga，M．1），Yoneshima，H．1），Akiba，T．2），
　Hayama，N，，Iino，Y。，and　Terashi，A．（1）Kasukabesyuwa　Hospital，2）Tokyo　Medical＆Dental　University）：
　Low　serum　parathyroid　hormone（PTH）lecels　do　not　affect　bone　mineral　contents（BMC）in　dialysis
　patients（Pts）．6th　Asian　Pacific　Congress　of　Nephrology，1995．
13）Hayama，N・1），Suga，M．1），Mizuno，K．1），Iino，Y．，and　Terashi，A・（11Department　of　Internal　Medicine，Chiba
　hokusoh　Hospital）：Roles　of　coagulation　factors，fibrinolytic　factors　in　hemodialysis　patients　due　to
　diabetic　nephropathy，6th　Asian　Pacific　Congress　of　Nephrology，1995．
14）北村伸，越泰彦，駒場祐一，酒寄修，津金澤俊和，永積惇，赫彰郎，保津路子1），小宮山佐1），海江田
　亮1）（1）初石病院内科）：Alzheimer型痴呆患者の脳室周囲白質病変一臨床的および脳血流量にっいての検討　．
　第92回日本内科学会総会，1995．
15）福生吉裕，赤石治美，増谷直子，永島幹夫，本田治久，福島　優，高木信一，赫　彰郎：ヒト単芽球系白血病細
　胞の分化・泡沫化を抑制する胸腺由来蛋白の分離と精製．第92回日本内科学会総会・1995．
16）神谷達司，片山泰朗，赫　彰郎：Rat局所脳虚血モデルにおけるmRNAにcodingされる蛋白の合成に対する脳
　血流の閾値について．第36回日本神経学会総会，1995．
17）南澤宏明，片山泰朗，赫　彰郎：脳虚血時における脳皮質ピルビン酸脱水素酵素（PDH）活性の温度依存性につ
　いての検討．第36回日本神経学会総会，1995．
18）坂本静樹，片山泰朗，赫　彰郎：脊髄小脳変性症のTRH療法による脳循環と髄液神経伝達物質の変化．第36回
　　日本神経学会総会，1995。
19）越　泰彦，北村　伸，小宮山佐，駒場祐一，赫　彰郎：失語症を呈する脳梗塞のベンゾシアゼピン受容体画像
　一1231－lomazenil　SPECTによる検討一．第36回日本神経学会総会，1995．
20）大鳥達夫，勝又俊弥，柏木史彦，片山泰朗，赫　彰郎：両側総頸動脈結紮を施したラットにおける慢性脳循環不
　全の病態の検討一脳循環代謝の測定一．第36回日本神経学会総会，1995．
21）濱本真1），宮崎徳蔵1），田中邦明2），一瀬邦弘3），柳久子4）（1）東京都多摩老人医療センター神経内科，2）同精神
　科，3）都立荏原病院精神科，4）筑波大学基礎医学系）：Alzheimer型痴呆におけるAPOE4と髄液ApoE　indexの
　検討．第36回日本神経学会総会，1995．
22）市堰　肇，神谷達司，片山泰朗，赫　彰郎：虚血耐性とストレ・ス蛋白発現との関連について．第36回日本神経学
　会総会，1995．
23）桂研一郎，片山泰朗，赫　彰郎，N．G．Bazan1），B．K．Siesj62）（DLouisiana　State　University　Eye　Center　and
　Neuroscience　Center，New　Orleans，USA，2）Laboratory　for　Experimental　Brain　Research，Lund，
　Swedwn）：脳虚血再開通後の刺激時における脂質及びカルシウム代謝の検討．第36回日本神経学会総会，1995．
24）長尾毅彦1），濱本　真1），永山　寛1），仁藤智香子1），宮崎徳蔵1），赫　彰郎（1）東京都多摩老人医療センター神経
　内科）：高齢者心房細動合併脳塞栓症における低容量抗凝固療法（第2報）．第36回日本神経学会総会，1995．
25）北村　伸，越　泰彦，小宮山佐，酒寄　修，赫　彰郎：早期Alzheimer病患者におけるBenzodiazepine受容体
　　と脳血流量についての検討．第36回日本神経学会総会，1995．
26）増谷祐之1），荒木俊彦1）・北村　伸，赫　彰郎（1）川口市立医療センター神経内科）：アルツハイマー型老年痴呆の
　早期診断についての検討（ARG－SPECTより）一第1報一．第36回日本神経学会総会，1995．
27）高橋真理子，永積　惇，赫　彰郎，金内秀士1），磯　長光1）（1）金内クリニック）：脳ドックにおける無症候性脳梗
　塞発現率について．第5回日本脳ドック学会総会，1995．
28）松信精一，中村　正，大沢弘和，飯野靖彦，赫　彰郎：シクロポリンAが著効を示したステロイド抵抗性ネフ
　　ローゼ症候群の1例．第25回日本腎臓学会東部学術大会，1995．
29）須賀　優1），栗原　怜1》，竹内正至’），桜井祐成’），大和田一博1），米島秀夫1》，秋葉　隆2），葉山修陽，飯野靖彦
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　　（1）春日部秀和病院腎センター，2）東京医科歯科大学第二内科）：骨病変を長期問観察し得たprimary　oxalosisの
　　1透析例．第25回日本腎臓学会東部学術大会，1995．
30）大和田一博1），栗原　怜1），大和田結実1），須賀　優1），竹内正至D，桜井祐成D，米島秀夫1》（1）春日部秀和病院腎
　　臓内科）：血液透析導入早期に重症手根管症候群（CTS），アミロイド関節炎を発症したIgDミエローマによる腎
　　不全の1例．第25回日本腎臓学会東部学術大会，1995．
31）竹内正至L）（1）春日部秀和病院内科）：血症交換療法を行った横紋筋融解症の3例．第2回血液浄化埼玉カンファ
　　レンス，19953
32）三品雅洋，大山雅史，北村　伸，赫　彰郎，石井賢二1）・千田道雄1）（1）東京都老人総合研究所ポジトロン医学研
　　究部門）：失調性歩行の局所脳糖代謝の変化一〇PCAにおけるPET　activation　study一．第7回非侵襲性脳機能
　　局在研究会，1995．
33）布施　環，飯田　恵，赫　彰郎，増田　栄1），陳　光永1），家所良夫1），日置正文1》（1）外科学第2）：Buerger病と
　　診断が困難であった特発性後腹膜線維症の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．
34）広瀬正典1），露木佳子1），三宅秀彦1），加藤久盛1），朝倉啓文1），越野立夫1），神田明美，駒場祐一，北村　伸（D第
　　一病院産婦人科）：妊娠合併myelitisを強く疑われた1症例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．
35）大坪孝一，片山泰朗，市堰　肇，飯田　恵，村松浩美，赫　彰郎：Nicaraven（AVS）による遅発性神経細胞死
　　抑制効果．第18回脳浮腫研究会，1995．
36）保津路子，山崎峰雄，酒寄　修，小宮山佐，海江田亮，今津　修，北村　伸，赫　彰郎：アルツハイマー型痴呆
　　患者にみられる脳室周囲白質病変についての臨床的検討（脳血管性痴呆と比較して）．第10回日本老年精神医学
　　会総会，1995．
37）大坪孝一，片山泰朗，市堰　肇，赫　彰郎：スナネズミ海馬の遅発性神経細胞死に対するnicaravenの効果．第
　　13回日本神経治療学会総会，1995．
38）上田雅之：Schizencephaly　in　two　siblings．第31回CCN，1995．
39）神谷達司，片山泰朗，赫彰郎，Nowak，T，S．1），Pulsinelli，W．A．1）（1）Dept．ofNeurology，Univ．ofTennessee，
　　Memphis）：ラット局所脳虚血モデルにおけるMK801の脳血流に対する影響．第10回Brain　Hypoxia研究会，
　　1995．
40）酒寄修：老年期痴呆と白質病変．第9回老年期痴呆研究会，1995．
41〉河辺満彦，栗原　怜1）・竹内正至1）・米島秀夫1）・小原功裕，名取国彦，布施　環，橋本和政・青木　宏，清水光
　　義，葉山修陽，飯野靖彦，赫　彰郎（1）春日部秀和病院腎臓内科）：腹膜透析患者での脾臓容積の検討．第40回日
　　本透析療法学会総会，1995．
42）竹内正至1），栗原　怜1），大薗英一，須賀　優1），桜井祐成1），大和田一博n，米島秀夫1），松信精一，飯野靖彦，
　　秋葉　隆2）（D春日部秀和病院内科，2）東京医科歯科大学第二内科）：透析患者の副甲状腺機能低下症と骨塩量．第
　　40回日本透析療法医学会総会，1995．
43）須賀　優1），竹内正至1），桜井祐成1），大和田一博1），栗原　怜1），米島秀夫1），森島　明2），葉山修陽，飯野靖彦
　　（1〉春日部秀和病院腎臓内科，2伺循環器内科・3）東京医科歯科大学第二内科）：血液透析及び腹膜透析患者におけ
　　る酢酸フレカイニド血中濃度．第40回日本透析療法医学会総会・1995．
44）大和田一博1），大和田結実1），栗原　怜1），須賀　優1），竹内正至1），桜井祐成1），米島秀夫1）（1）春日部秀和病院腎
　　センター）：糖尿病透析患者の副甲状腺ホルモン値の検討．第40回日本透析療法医学会総会，1995．
45）葉山修陽1），大国真一），水野杏一L），飯野靖彦，赫　彰郎，須賀　優2），竹内正至2），桜井祐成2），栗原　怜2）
　　（1）千葉北総病院内科，2）春日部秀和病院腎臓内科）：虚血性心疾患を合併した血液透析患者における脂質，凝固
　　線溶系について．第40回日本透析療法医学会総会，1995．
46）柏木哲也，金子朋広，内海甲一1），氏家一知1），長井　徹且），斉藤　博1》，大薗英一，河辺満彦，葉山修陽，飯野靖
　　彦，赫　彰郎（1）都立駒込病院）：エンドトキシン陽性で診断に苦慮した腎膿瘍の1症例．第40回日本透析療法医
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　学会総会，1995．
47）清水一雄1），豊島宏二1），長浜充二1），陳　光永’），河辺満彦，庄司　佑1》（1）外科学第2）：腎透析症例で腺内転移
　のある甲状腺乳頭癌に対する甲状腺全摘術およびmodifiedneck　dissectionと上皮小体の処置．第95回日本外科
　学会総会，1995．
48）越　泰彦，津金澤俊和，三品雅洋，大山雅史，小宮山佐，駒場祐一，酒寄　修，北村　伸，赫　彰郎，瀬田健一1），
　岩佐治男2）（1）老人病研究所附属病院，2）博慈会記念病院分院）：IMP－SPECTによるアルツハイマー型痴呆患者の
　局所脳血流量についての定量的検討．第14回博慈会合同医学集団会，1995．
49）柏木哲也，金子朋広，小原功裕，布施　環，橋本和政，青木　宏，清水光義，大園英一，河辺満彦，葉山修陽，
　飯野靖彦，赫　彰郎：NaHCO3を用いた慢性透析患者におけるアシドーシスの改善とその臨床的意義。第63回日
　本医科大学医学会総会，1995．
50）上田雅之，神谷達司，臼田和弘，坂本静樹，南澤宏明，片山泰朗，赫　彰郎：先天性脳奇形1形態異常と脳血流
　との関係．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
51）久金　誠，片山泰朗，五十嵐博中，赫　彰郎：MRIを用いた超急性期局所脳虚血診断におけるMagnetiteの効
　果．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
52）市堰　肇，村松浩美，片山泰朗，赫　彰郎：虚血耐性とストレス蛋白発現との関連について．第63回日本医科大
　学医学会総会，1995．
53）高橋真理子，永積　惇，赫　彰郎，金内秀士1），磯　長光1）（1）金内メディカルクリニック）：脳ドックにおける無
　症候性脳梗塞発現率について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
54）山崎峰雄，北村　伸，赫　彰郎，今津　修’），浅野伍朗1），保津路子2），海江田　亮2），中野今治3）（1）病理学第2，
　2）初石病院内科，3）東京都神経科学総合研究所神経病理）：Alzheimer型痴呆・Pick病におけるアストログリア
　異常線維．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
55）酒寄　修，坂本静樹，小宮山佐，駒場祐一，越　泰彦，津金澤俊和，北村　伸，赫　彰郎＝多発梗塞性痴呆（MID）
　とアルツハイマー型老年痴呆（SDAT）におけるMRT2強調画像上の脳室周囲高信号域（PVH）の臨床的意味
　について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
56）有井孝子，松信精一，坂本静樹，南澤宏明，片山泰朗，赫　彰郎：血漿交換が著効したMiller・Fisher症候群の
　1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
57）中村秀紀1），鎌野千佐子1），山室　学’），片山泰朗，赫　彰郎（D北村山公立病院神経内科）：多角的拍動性耳鳴り
　を呈した硬膜動静脈奇形の1症例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
58）越　泰彦，津金澤俊和，石渡明子，小宮山佐，酒寄　修，駒場祐一，三品雅洋，大山雅史，北村　伸，永積　惇，
　赫　彰郎：IMP－SPECTによる無症候性脳梗塞の局所脳血流量の定量的検討：症候例との比較．第63回日本医
　科大学医学会総会，1995．
59）福島　優，小林陽二，福生吉裕，赫　彰郎：急性期脳卒中患者における血清Lp（a〉の変動とapo（a）phenotype
　についての検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
60）高田大輔，神田明美，駒場祐一，北村　伸，赫　彰郎：発症後40年経過したHAMの症例．第63回日本医科大学
　医学会総会，1995．
61）西山　穣，坂本静樹，南澤宏明，片山泰朗，赫　彰郎：30代での症状発現を認めた遅発型シアリドーシスの1例．
　第63回日本医科大学医学会総会，1995．
62）雨宮志門，三品雅洋，駒場祐一，北村　伸，赫　彰郎：Corticobasal　degenerationの1症例：画像を中心に．
　第63回日本医科大学医学会総会，1995．
63）清水光義，飯野靖彦，小原功裕，金子朋広，柏木哲也，布施　環，橋本和政，青木　宏，河辺満彦，赫　彰郎：
　カルシトリオール静注療法と透析期不全患者の耐糖能．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
64）金子朋広，小原功裕，柏木哲也，布施　環，橋本和政，青木　宏，清水光義，大園英一，河辺満彦，葉山修陽，
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　　飯野靖彦，赫　彰郎：丁細胞活性化に対する副甲状腺ホルモン（PTH）の影響．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．
65）中村　正，布施　環，青木　宏，大沢弘和，橋本和政，清水光義，松信精一，河辺満彦，葉山修陽，飯野靖彦，
　　赫　彰郎：サルコイドーシスによる腎不全に陥った1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
66）大沢弘和，小原功裕，柏木哲也，金子朋広，布施　環，青木　宏，橋本和政，清水光義，中村　正，松信精一，
　　大園英一，河辺満彦，葉山修陽，飯野靖彦，赫　彰郎：warfarinおよび15－deoxy－spergualin（DSG）のTGF一β
　　産生に及ぽす影響．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
67）小林陽二1）（1）佼成病院内科）：外来糖尿病患者へのボグリボース（Basen）錠の投与成績についての考案．第63回
　　日本医科大学医学会総会，1995．
68）秋元敏雄1），仲間一雅1），福生吉裕（1）動物実験管理室）：自発性糖尿病ラット（WBN／Kob）に対するアカルボー
　　ス（α一glucosidase　inhibitor）長期投与の影響：1）体重・血糖値および摂餌量・糞重量の推移．第63回日本医
　　科大学医学会総会，1995．
69）永島幹夫，福生吉裕，赫　彰郎，松井　南1）（1）理化学研究所分子機構）：単球性抹細胞THP－1のPDGFA，B鎖
　　mRNA発現に及ぼすcAMPの影響について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
70）本田治久1），於保倫之助1），水野杏一），大秋美治1），山崎峰雄，赫　彰郎（1》千葉北総病院内科・病理部）：自覚・
　　他覚的症状に乏しい甲状腺中毒性周期性四肢麻痺の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
71）赤石治美，福生吉裕，赫　彰郎，秋山しのぶ1），並松茂樹1）（1）第一病院中央研究室）：ソルコセリルの抗動脈硬化
　　作用について［第3報］：ウサギcuff動脈硬化モデルによる検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
72）秋山しのぶ1），福生吉裕，赫　彰郎，土居寿子2），福永慶隆2），並松茂樹3）（1）第一病院生化学研究室，2）第一病院1
　　小児科，3）第一病院中央検査室）：胸腺ファクターによるTHP－1細胞の分化に伴う表面抗原の発現の影響．第63
　　回日本医科大学医学会総会，1995．
73）福生吉裕，福島　優，赤石治美，高木信一，小山潤三，永島幹夫，秋山しのぶ，中田悠皓，野本達也，赫　彰郎，
　　後藤田貴也1）（1）東京大学第三内科）：ビタミンE転送蛋白遺伝子多型性の臨床的意義について：八丈住民におけ
　　る疫学的検討より．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
74）高木信一，福生吉裕，赫　彰郎：近赤外光を用いた内頸動脈，鎖骨下静脈の画像化（第2報）．第63回日本医科
　　大学医学会総会，1995．
75）石井玲子1），菅谷寿理1），新宅孝征1），家所良夫2），永積　惇（1）第一病院中央検査室，2）外科学第2）：急性心筋梗
　　塞発症後，ホルター心電図記録中に死亡した1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
76）前田良子1），式田竜司1），手塚尚美1），新宅孝征1），永積　惇（1）第一病院中央検査室）1抗酸菌の検出状況とPCR
　　法を用いた迅速同定法の基礎的検討．第63回日本医科大学医学会総会・1995．
77）田尾清一），中田恵理’），因泥弘之D，新宅孝征1），福生吉裕，永積　惇，伊藤高司2）（D第一病院中央検査室，2）医
　　療情報部）：検査パラメーターから見たRLP－C（Remnant　Like　Particlesコレステロール）の検討．第63回日
　　本医科大学医学会総会，1995．
78）菅野由紀1），吉野早恵子1），中野一博1），日置正文2），新宅孝征3），永積　惇（1）第一病院血液センター，2）外科学第
　　2，3）第一病院中央検査室）：当院において過去5年問に検出された不規則性抗体の解析．第63回日本医科大学医
　　学会総会，1995．
79）中田恵理1），萩原直久L），井出尚子1），新宅孝征1），小山潤三，永積　惇（1）第一病院中央検査室）：肝ドック受診者
　　におけるHCV抗体検査の有用性について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
80）井上裕恵1），上原多美子1），前田國光1），井沢淑子1），村川弥栄子1），福尾晶子1》，吉江郁雄1），福生吉裕（1）第一病
　　院薬剤科）：α一グルコシダーゼインヒビターに添付するブドウ糖に対する意識調査．第63回日本医科大学医学会
　　総会，1995．
81）越　泰彦，小宮山　佐，津金澤俊和，三品雅洋，大山雅史，駒場祐一，酒寄　修，北村　伸，赫　彰郎：IMP－ARG
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　法によるアルツハイマー型痴呆患者の局所脳血流量についての定量的検討．第35回日本核医学会総会，1995．
82）大山雅史，北村　伸，三品雅洋，赫　彰郎，織田圭一1），佐々木徹1），石井信」），石井賢二1》，外山比南子1），千
　田道雄1）（1）都老人研PET）：失語症患者におけるPETによる言語負荷検査．第35回日本核医学会総会，1995．
83）津島隆也1），井上剛輔1），福原美智子2）（1）東京都多摩老人医療センター内科，2）東村山ナーシングホーム）：老人施
　設における初期臨床研修の意義と今後の課題．第37回日本老年医学会総会，1995．
84）濱本　真1），大坪孝一），永山　寛1），仁藤智香子1），宮崎徳蔵1），千葉一夫2），赫　彰郎（1）東京都多摩老人医療セ
　ンター神経内科，2）同放射線科）：脳梗塞急性期のパトラック法によるozagrel　Na／heparin併用療法における
　丁艶rapeutic　windowの検討．第37回日本老年医学会総会，1995．
85）久金　誠，片山泰朗，五十嵐博中，赫　彰郎1局所脳虚血におけるmagnetiteのMRI造影剤としての有用性．
　第37回日本老年医学会総会，1995．
86）市堰　肇，片山泰朗，赫　彰郎：免疫抑制剤Gusperimus　hydrochlorideの遅発性神経細胞壊死に対する検討
　　（Part．1）．第37回日本老年医学会総会，1995．
87）福生吉裕，秋山しのぶ，高木信一，小山潤三，赫　彰郎，福永慶隆1）（1）第一病院小児科）：細胞分化の研究：ヒ
　　ト単球の分化・泡沫化に対する胸腺因子の影響について．第37回日本老年医学会総会，1995．
88）小山潤三，福生吉裕，福島　優，赫　彰郎：八丈住民におけるHCV抗体陽性率についての検討．第37回日本老
　年医学会総会，1995．
89）越泰彦，津金澤俊和，小宮山佐，駒場祐一，三品雅洋，酒寄修，北村伸，永積惇，赫彰郎：IMPSPECT
　による無症候性脳梗塞の局所脳血流量の定量的検討一症候例との比較一．第37回日本老年医学会総会，1995．
90）津金澤俊和，三品雅洋，神田明美，駒場祐一，北村　伸，永積　惇，赫　彰郎：MRI　T2強調画像上の脳室周囲
　白質高信号域に関する臨床的検討一加齢，危険因子及び脳血管障害との関連について一．第37回日本老年医学会
　総会，1995．
91）高木信一，福生吉裕，赫　彰郎：近赤外光を用いた内頸動脈，鎖骨下静脈の画像化．第37回日本老年医学会総会，
　1995．
92）福島　優，小林陽二1），福生吉裕，赫　彰郎（1）立正佼成会中野病院）：急性期脳卒中患者における血清Lp（a）
　値の変動とApo（a）phenotypeの検討．第37回日本老年医学会総会，1995．
93）本田治久，於保倫之助，水野杏一1），大秋美治2），山崎峰雄，赫　彰郎（1）千葉北総病院内科，2）同病理）：日中に
　発作を頻発する甲状腺中毒性周期性四肢麻痺の1例．第134回日本神経学会関東地方会，1995．
94）越泰彦，北村伸，酒寄修，駒場祐一，小宮山佐，赫彰郎：遺伝性脊髄小脳変性症における知的機能と局
　所脳血流量の関連についての検討．第7回日本脳循環代謝学会総会，1995．
95）越泰彦，津金澤俊和，小宮山佐，酒寄修，駒場祐一，三品雅洋，大山雅史，北村伸，永積惇，赫彰郎：
　IMP－SPECTによる無症候性脳梗塞の局所脳血流量の定量的検討：症候例との比較．第7回日本脳循環代謝学
　会総会，1995．
96）市堰　肇，神谷達司，片山泰朗，赫　彰郎：虚血耐性とストレス蛋白発現との関連について．第7回日本脳循環
　代謝学会総会，1995．
97）神谷達司，片山泰朗，赫彰郎，T．S．Nowak　Jr．1），W．A．Pulsinelli1）（’）Univ．of　Tenessee）：Rat局所脳虚血
　モデルにおけるmRNAにcodingされる蛋白の合成に対する脳血流の閾値について．第7回日本脳循環代謝学
　会総会，1995．
98）五十嵐博中，中田　力1），1．L．KweeD，片山泰朗，赫　彰郎（1）Neurology，U．C．Davis）1新しいMRI撮影法
　Perfusion　Sensitive　Imaging（PSI〉によるMCA閉塞ラット脳血流の測定．第7回日本脳循環代謝学会総会，
　1995．
99）久金　誠，片山泰朗，五十嵐博中，赫　彰郎：ラット超急性期局所脳虚血モデルにおけるMagnetiteのMRI造
　影効果．第7回日本脳循環代謝学会総会，1995．
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100）手塚博幸，加部直美，赫　彰郎：頭痛外来における実態調査一最近7年間の検討一．第23回頭痛研究会，1995．
101）中村隆光1），橋本起一郎1），千川就可1），小林陽二1），宮坂靖彦1），西川美智子2），設楽正登2）（’）佼成病院内科，2）同
　　臨床検査室）：抗癌剤により発症したと思われる二次性MDSの2例．第37回日本臨床血液学会，1995．
102）柏木哲也，飯田正美1），中沢勝，千川就可1），岩崎正知1），前田きみ子1），勝野　浩1），小林陽二1），河辺満彦，
　　葉山修陽，飯野靖彦，赫　彰郎（η佼成病院内科）：重症ヒラメ筋炎と蜂巣織炎をともない急性腎不全に到った
　　PSAGNの1例．441回関東内科地方会，1995．
103）葉山修陽1》，須賀　優1），竹内正至2），桜井祐成2），大和田一博2），栗原　怜2），飯野靖彦，赫　彰郎（1）北総病院内
　　科，2）春日部秀和病院腎臓内科）：維持透析患者（糖尿病性腎症を原因疾患とする）における凝固，線溶系につい
　　て．第38回日本腎臓学会総会，1995．
104）桜井祐成1），栗原　怜1），竹内正至’），大和田一博1），米島秀夫1），須賀　優2），葉山修陽2），秋葉　隆3）（1）春日部秀
　　和病院腎臓内科，2）北総病院内科，3）東京医科歯科大学第2内科）：副甲状腺ホルモン（PTH）値からみた血液透
　　析患者の長期的（5年間）な骨塩量の変化．第38回日本腎臓学会総会，1995．
105）内海甲一），長井　徹1），斎藤　博1），山本正雄2），加瀬良一2），高田智世2），桜庭　均2），飯野靖彦，赫　彰郎，大森容子3）
　　（1）都立駒込病院内科，2〉東京都臨床研究所，3）岩本町腎クリニック）：維持血液透析中のFabry病患者に見られた
　　α ガラクトシダーゼ（α一Ga1）遺伝子上の新しいナンセンス変異．第38回日本腎臓学会総会，1995．
106）河辺満彦，小原功裕，柏木哲也，布施　環，橋本和政，青木　宏，清水光義，葉山修陽，飯野靖彦，赫　彰郎：
　　腹膜透析（CAPD／APD）患者への透析歴の影響．第38回日本腎臓学会総会，1995．
107）竹内正至1），栗原　怜1），大和田一博1），桜井祐成1），須賀　優1），米島秀夫1），飯野靖彦，赫　彰郎，秋葉　隆2）
　　（1）春日部秀和病院腎臓内科，2）東京医科歯科大学第2内科）：APDサイクラーを用いたContinuous　Cyclic　Per－
　　itoneal　Dialysis（CCPD）16例の経験．第38回日本腎臓学会総会，1995．
108）室賀一宏1），北村博司，清水　章1），益田幸成1），石崎正通1），杉崎祐一1），山中宣昭1）（1）病理学第一）：Thy－1腎炎
　　軽度糸球体病変モデルの検討．第38回日本腎臓学会総会，1995．
109〉北村博司，清水　章1），益田幸成1），室賀一宏1），石崎正通1），杉崎祐一1），山中宣昭1）（1）病理学第一）：低用量抗
　　基底膜（GBM）抗体腎炎における糸球体内皮細胞の動態．第38回日本腎臓学会総会，1995．
110）五十嵐博中，片山泰朗，赫　彰郎，中田　力1），Ingrid，L．Kwee1）（1）UC．Davis）1中大脳動脈閉塞モデルの1
　　HMRSI．第8回臨床神経MRS懇話会，1995．
111）西山　穣，三品雅洋，坂本静樹，片山泰朗，赫　彰郎：成人型シアリドーシスの1例．第135回日本神経学会関
　　東地方会，1995．
112）永山　寛1），濱本　真1》，仁藤智香子1），宮崎徳蔵1），赫　彰郎（1》東京都多摩老人医療センター神経内科）：アルコー
　　ル性脊髄症と考えられた痙性対麻痺の1例．第135回日本神経学会関東地方会，1995．
113）石渡明子，越　泰彦，津金澤俊和，小宮山佐，三品雅洋，酒寄　修，駒場祐一，増谷祐之，北村　伸，永積　惇，
　　赫　彰郎：IMP－SPECTによるアルツハイマー型痴呆患者の局所脳血流量についての定量的検討．第30回日本
　　成人病学会総会，1996．
114）高橋真理子，永積　惇，赫　彰郎：脳ドックにおける無症候性脳梗塞発現率について．第30回日本成人病学会総
　　会，1996．
115）福生吉裕，野本達也，森　孝博，北見聡章，赫　彰郎：Bezafibrateが著効を示したAL・P，γ一GTPの高値を呈
　　したSjδgren症候群の1例．第444回日本内科学会関東地方会，1996．
116）山崎峰雄，津金澤俊和，北村　伸，赫　彰郎，今津　修1），中野今治2）（1）病理学第一，2）東京都神経科学総合研究
　　所神経病理研究部門）：黒質の鉄沈着が軽微な，全経過21年のHallervorden－Spatz病の1例．第136回日本神経
　　学会関東地方会，1996．
117）荒木俊彦1），新井裕至1），楠　　進2），赫　彰郎（1）川口市立医療センター神経内科，2）東京大学脳研神経内科）：抗
　　GDlb抗体が陽性で小脳症状を呈したAIDPの1例．第136回日本神経学会関東地方会，1996．
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118）赤石治美，福生吉裕，赫　彰郎：ウサギcuff動脈硬化モデルに対する幼牛血液抽出物（solcosery1）が及ぼす影
　　響について．第14回サイトプロテクション研究会，1996．
119）福生吉裕，野本達也，北見聡章，赫　彰郎：Bezafibrateが有効であったシェーグレン症候群の1例．第435回日
　　本内科学会関東地方会，1996．
120）仲間一雅1），秋元敏雄1），福生吉裕（1）実験動物管理室）：アカルボース混入飼料によるWBN／Kob雄ラットの長
　　期飼育観察．第10回糖尿病動物研究会，1996．
［第一病院リウマチ科］
研究概要
　当科における主な研究課題は，手術療法を中心とした関節リウマチ（RA）の治療，滑膜組織および滑膜細胞を用い
た基礎的研究，そしてRA患者の情動である．
　臨床的研究としては，1）根治的滑膜切除術（RaMS）によるRAの集学的治療法，2）より大きな可動域を追及し
た人工膝関節システムの開発，3）RAにおける免疫系一神経系一内分泌系の関連について検討した．
　基礎的研究としては，1）滑膜組織における血管増殖因子（bFGF，VEGF）の発現，2）各種抗リウマチ剤の滑膜培
養に対する増殖抑制作用，サイトカイン産生抑制作用について検討を行った．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Nagashima，M，，Yoshino，S．，Ishiwata，T．1），andAsano，G．1）（1）DepartmentofPathology）：RoleofVascular
　　Endothelial　Growth　Factor　in　Angiogenesis　of　Rheumatoid　Arthritis．J。RheumatoL，22，1624－1630，1995．
　2）Kajino，A．，Kameyama，S、，and　Yoshino，S，：Bone　mineral　determination　by　digital　image　processing　in
　　patients　with　vertebral　deformity　and　femoralneck　factures。Orthopaedics　Intematiol　Edition，3，153－158，
　　1995．
　3）Fujimori，J、，Yoshino，S，，Koiwa，M．，Hirai，H．，Shiga，H．，Hayama，N．1），andIino，Y．L）（1）SecondDepartment
　　of　Intemal　Medicine，Nippon　Medical　School）＝Improvement　in　rheumatoid　arthritis　following　ap－
　　plicationof　an　extracorporeal　granulotrap　column，G－1．Rheumatol　Int。，15，175－180，1996。
　4）Fujimori，J．，Yoshino，S．，and　Hlrata，1．1）（1）Japan　Immunoresearch　Laboratories）：P里asma　Levels　of
　　Granulocyte　Elastase一α一Proteinase　Inhibitor　Complex　in　Patients　with　Rheumatoid　ArthritislMeasure－
　　ments　with　a　System　Free　from　Rheumatoid　Factor　Interference．J．Rheumato1．，23，571－572，1996．
　5）Ikeda，Y．1），Masuko，K1），Nakai，Y。1），Kato，T．1），Hasunuma，T．1），Yoshino，S．，Mizushima，Y，1），Nishiok，K．1），
　　and　Yamamoto，KI）（1）St，Marianna　Univ．）：High　frequencies　of　identical　Tcell　clonotypes　in　synovial
　　tissues　of　rheumatoid　arthritis　patients　suggest　the　occurrence　of　common　antigen－driven　immune
　　responses．Arthritis　Rheum，，39，446－453，1996。
　6）佐藤　元1），荒記俊一1），橋本　明2），近藤啓文3），石原義恕4），秋月正史5），忽那龍雄6），椎野泰明7），星　恵子8），
　　鳥飼勝隆9），坪井声示10），西林保朗11），藤森十郎，諸井泰興2）（1》東京大公衆衛生，2）国立伊東温泉病院内科，3）北
　　里大内科，4）国立中伊豆温泉病院内科，5）慶応大内科，6）佐賀医大整形外科，7）広島市民病院理学診療科，8）聖マリ
　　アンナ医大難治研，9）藤田保健衛生大内科，10）国立名古屋病院整形外科，n）国立加古川病院整形外科）：AIMS2
　　日本語版の作成と慢性関節リウマチ患者における信頼性および妥当性の検討．リウマチ，35，566－574，1995．
　7）藤森十郎，吉野槙一，小岩政仁，中村　洋，志賀弘朗：関節リウマチ薬物療法の限界ならびに予後に影響を及ぽ
　　す因子一長期fo110w　up例からの検討一．リウマチ，35，543－551，1995．
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8）佐藤　元1），荒記俊一1），橋本　明2），諸井泰興2），近藤啓文3》，石原義恕4），秋月正史5），忽那龍雄6），椎野泰明7），
　　星　恵子8），鳥飼勝隆9），坪井声示10），西林保朗11），藤森十郎（1）東京大公衆衛生・2）国立伊東温泉病院内科・3）北
　　里大内科，4）国立中伊豆温泉病院内科，5）慶応大内科，6）佐賀医大整形外科，7）広島市民病院理学診療科，8）聖マリ
　　アンナ医大難治研，9）藤田保健衛生大内科，10）国立名古屋病院整形外科，11）国立加古川病院整形外科）：慢性関節
　　リウマチ患者のQOLと患者の主観的健康感・生活満足度との関係について．日本公衛誌，9，743－754．1995。
9〉藤森十郎，吉野損一，小岩政仁，志賀弘朗：RAの進行，予後一RA下肢人工関節手術（THA，TKA）例とそ
　　の臨床背景からの検討．リウマチ科，14，271－277，1995．
10）中村　洋，吉野棋一，藤森十郎，志賀弘朗，高橋　央，金井隆幸1），西村泰治1）（1）熊本大・院医・免疫識別）：慢
　　性関節リウマチ寛解群と非寛解群の比較検討．臨床リウマチ，7，209－217，1995．
（2）綜説：
　1）藤森十郎，吉野棋一：慢性関節リウマチー外科治療とその治療法一股関節．総合リハ・23・387－392・1995・
2）梶野明英1），吉野棋一，亀山三郎1）（1）下谷病院整形外科）：足部の有痛性疾患　その診断と治療，痛風．M。B。
　　OrthoP．，　8，　47－54，　1995．
　3）藤森十郎，吉野愼一：慢性関節リウマチの進行，予後（最近の薬物療法がRAの自然経過に及ぽす影響と日常診
　　療における治療目標）．日医大誌，62，396400，1995．
　4）吉野棋一：関節リウマチと結婚・性生活・出産．作業療法ジャーナル，29，210－212，1995．
　5）吉野槙一：関節リウマチ患者の性生活．総合リハビリテーション，23，861－864，1995．
　6）吉野棋一：悪性関節リウマチ．内科，75，1315，1995．
　7）吉野棋一：関節リウマチの集学的治療法．日医大誌，62，287－290，1995．
　8）志賀弘朗，吉野愼一：日常診療で出会う慢性疾患の実際：慢性関節リウマチ。治療，77，1173－1179，1995．
　9）志賀弘朗，吉野槙一：人工関節の術後合併症と再置換術．整形・災害外科（増刊），39，477－483，1996．
（3）研究報告書：
　1）志賀弘朗，吉野棋一：リウマチ患者リハビリテーションモデル事業：リウマチ患者在宅医療実態調査及び退院患
　　者リハビリテーション指導事業．平成6年度リウマチのリハビリテーション普及推進事業報告（厚生省助成事
　　業），p．14－17，1995．
　2）橋本　明1），佐藤　元2），近藤啓文3），石原義恕4），秋月正史5），忽那龍雄6），椎野泰明7）・星　恵子8）・坪井声示9）・
　　西林保朗10），藤森十郎，吉田俊治11），諸井泰興1）（1）国立伊東温泉病院内科，2）東京大公衆衛生，3〉北里大内科，
　　・）国立中伊豆温泉病院内科，5）慶応大内科，6）佐賀医大整形外科，7）広島市民病院理学診療科・8）聖マリアンナ医大
　　難治研，9）国立名古屋病院整形外科，10》国立加古川病院整形外科，11）藤田保健衛生大内科）：RA患者のQOL：
　　AIMS2改訂日本語版調査票を用いた多施設共同のRA患者QOLの実態調査成績一記述統計報告並びに1年後
　　のQOL追跡調査成績．平成7年度厚生省長期慢性疾患総合研究事業研究報告書，p。171－176，1995．
　3）橋本　明1），佐藤　元2），近藤啓文3），石原義恕4），秋月正史5），忽那龍雄6），椎野泰明7）・星　恵子8）・坪井声示9）・
　　西林保朗10），藤森十郎，吉田俊治11），諸井泰興1）（1）国立伊東温泉病院内科，2）東京大国際保健計画学教室，3）北里
　　大内科，4）中伊豆温泉病院内，5）日本たばこ産業（株）東京健康管理センター内科・6）佐賀医大整形外科・7）広島市民
　　病院理学診療科，8）聖マリアンナ医大難治研，9）国立名古屋病院整形外科，10）国立加古川病院整形外科・’1）藤田保
　　健衛生大内科）：RA患者のQOL：3年間の研究のまとめ．平成7年度厚生省長期慢性疾患総合研究事業研究報
　　告書，p．177－178，1995．
　4）佐藤　元D，橋本　明2），近藤啓文3），石原義恕4），秋月正史5），忽那龍雄6）・椎野泰明7）・星　恵子8）・坪井声示9）・
　　西林保朗10），藤森十郎，吉田俊治U），諸井泰興1）（1）東京大国際保健計画学教室・2）国立伊東温泉病院内科・3）北里
　　大内科，4）中伊豆温泉病院内科，5）慶応大内科，6）佐賀医大整形外科，7）広島市民病院理学診療科・8）聖マリアンナ
　　医大難治研，9）国立名古屋病院整形外科，ゆ国立加古川病院整形外科，m藤田保健衛生大内科〉：慢性関節リウマ
　　チ（RA）における治療法の選択とQOLの変化について．Apreliminaryreport．平成7年度厚生省長期慢性疾
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　患総合研究事業研究報告書，p．179－186，1995。
5）山本一彦1），黒川真奈絵2），加藤智啓2），増子佳世2），大久保光夫3），西間本友衛3），粕川禮司3》，吉野損一，西岡久
　寿樹2）（1）九大生体防御医学研究所，2）聖マリアンナ医大難治研センター，3）福島県立医大第2内科）慢性関節リウ
　マチのt多関節病変に集積している丁細胞クローンの解析．平成7年度厚生省長期慢性疾患総合研究事業研究
　報告書，p．69－71，1996．
6）広畑俊成1），柳田たみ子1），中村　洋，吉野棋一，橋本英雄2），富田哲也2），越智隆弘2）（1）帝京大学第2内科，2）大
　阪大学整形外科）：慢性関節リウマチの病態形成における骨髄の役割に関する研究．平成7年度厚生省長期慢性
　疾患総合研究事業研究報告書，p．108－110，1996．
7）吉野棋一，中村　洋，石内直樹，金井隆幸1），西村泰治1）（1）熊本大・院医・免疫識別）：関節リウマチに対するRaMS
　の術後成績とHLADRBIPO405との関連について．平成7年度厚生省長期慢性疾患総合研究事業研究報告書，p．
　194－195，　1996。
著　書
〔1994年度追加分〕
　1）吉野棋一：〔分担〕慢性関節リウマチ（外科）“今日の治療指針　1994”（日野原重明，阿部正和監修），p．553，
　　1994。
1）吉野棋一：〔分担〕関節の構造と機能．“最新内科学大系74，関節疾患”（井村裕夫他3名編），p．4－9，中山書
　店，1995．
2）吉野愼一：〔分担〕慢性関節リウマチ“疾患別最近処方”（矢崎義雄，戸田剛太郎監修），p．528－529，メデイカ
　ルビュー社，1995。
3）吉野損一：〔分担〕慢性関節リウマチのステロイド療法について“ステロイド療法”（西岡久寿樹編），p．38－40，
　医薬ジャーナル，1996．
学会発表
（1）招待講演：
　1）Fujimori，J。：Ankle　fusion　in　RA。SinoJapanese　Seminar　of　Arthritis　Surgery（Shanghai），1995．9．
（2）シンポジウム：
　1）Yoshino，S。：Revision　Arthoplasty　After　Total　Knee　Replacement　in　Our　Clinic．Intemational　Symposium
　　on　Hip　and　Knee　Arthroplasty（Seou1），1995．11．
　2）志賀弘朗，吉野愼一，藤森十郎，向井英一：人工膝関節置換術の長期成績．日本外科系連合会，1995．6．
（3）ワークショップ：
　1）中村　洋，吉野棋一，藤森十郎，志賀弘朗，永島正一，高橋　央，金井隆幸1），西村泰治1）（1）熊本大・院医・免
　　疫識別）：慢性関節リウマチの寛解と非寛解を決定する要因の解析・第39回日本リウマチ学会，1995．5．
　2）大原守弘1），粕川禮司1），江澤英光2），江澤和彦2），吉野棋一，藤森十郎，岡野　昭3），清水美津夫3），阿岸鉄三4）
　　（1）福島県立医大第二内科・2）倉敷廣済病院，3）千栄会昭和病院，4）東京女子医大腎センター）：穎粒球体外吸着療法
　　（G－1療法）の検討（2）．慢性関節リウマチ（RA）患者に対するG1療法の免疫パラメーターの変化および長期持
　　続効果について．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
　3）志賀弘朗，吉野棋一，藤森十郎，長谷川潤，高橋　央：ムチランス型RAに対する下肢人工関節の臨床成績第
　　39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
4）黄田道信，吉野棋一，中村　洋，判治直人，石井博泰，立原章年：RAにおける神経系，内分泌系，免疫系の相
　　互関係　一各メデイエーターの日内変動とその相関について一．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
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　5）藤森十郎，吉野棋一，中村　洋，志賀弘朗，長谷川潤，石井博泰，松崎　剛：RAの骨軟骨破壊に影響を及ぼす
　　因子．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
　6）広畑俊成1》，柳田たみ子1），中村　洋，吉野棋一，富田哲也2），越智隆弘2）（1）帝京大第2内科，2）大阪大整形外科）：
　　慢性関節リウマチ患者の骨髄網内系細胞の抗体産生調節作用．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
　7）永島正一，吉野愼一，中村　洋，黄田道信，平石勝也1）（1）日本抗体研究所）：関節リウマチの再生滑膜における
　　血管新生．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
〔1994年度追加分〕
一般講演：
　1）志賀弘朗，吉野棋一，藤森十郎，小岩政仁，平井　博，葉山修陽1），飯野靖彦1）（1）内科学第2〉：穎粒球体外吸着
　　（G－1）療法の検討一RAに対するG1療法の臨床経験一．第15回日本炎症学会，1994．7．
　2）志賀弘朗，吉野棋一，藤森十郎，小岩政仁，鈴木伸之，田中秀和，石神　伸：変形性股関節症に対するbipolar
　　型人工股関節形成術の臨床成績．第22回リウマチ関節外科学会，1994．9．
　3）志賀弘朗，吉野棋一，藤森十郎，高橋　央，石神　伸：術後3年以上経過した人工膝関節の臨床成績．第5回日
　　本リウマチ学会関東地方会，1994．12．
（4）一般講演：
1）志賀弘朗，吉野棋一，藤森十郎，中村　洋，小岩　政仁，平井　博，石井博泰：10年以上経過した人工膝関節置
　　換術の臨床成績．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
2）中村　洋，吉野槙一，藤森十郎，志賀弘朗．長谷川潤，細井秀実，松崎　剛：慢性関節リウマチに対する人工股
　　関節再置換術．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
3）藤森十郎，吉野棋一，小岩政仁：足関節固定術用fin付き髄内釘の開発とその使用経験．第68回日本整形外科学
　　会学術集会，1995．4．
　4）黄田道信，吉野棋一，中村　洋，小岩政仁，石井博泰，松崎　剛：根治的多関節滑膜切除術の術後成績一術後2
　　年以上経過例の検討．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
　5）柏木伸仁1），平田一郎1），阿岸鉄三2），吉野棋一，粕川禮司3）（1）日本抗体研究所，2）東京女子医大腎センター，3）福
　　島県立医大第2内科）：穎粒球体外吸着療法（G－1療法）の検討（1）一G・1の免疫調節効果について一．第39回日
　　本リウマチ学会総会，1995．5．
　6）判治直人，吉野槙一，藤森十郎，中村　洋，志賀弘朗，加藤　興：下肢人工関節置換術を行った関節リウマチを
　　患者の年代別内科的合併症の頻度とその内訳．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
　7）志賀弘朗，吉野棋一，藤森十郎，立原章年，隈崎達夫1），依田哲也2），坂本一郎2），塚原宏泰2），榎本昭二2）（1）日
　　本医大放射線科，2）東京医科歯科大第二口腔外科）：関節リウマチにおける顎関節障害（第1報）．第39回日本リ
　　ウマチ学会総会，1995．5．
　8）小岩政仁，吉野棋一，藤森十郎，中村　洋，黄田道信，志賀弘朗：根治的多関節滑膜切除術の術後成績一DMARDs
　　カクテル療法例との比較一．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
　9）増子佳世1），加藤智啓1），蓮沼智子1），吉野棋一，水島　裕2），西岡久寿樹1），山本一彦1）（1）聖マリアンナ医大難治
　　研・臨床遺伝，2）同DDS2）：慢性関節リウマチ（RA〉病変部に集積している丁細胞クローンのII型コラーゲン
　　特異性についての検討．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
10）田中秀和1），小岩政仁1），平井　博1），栗原　怜2），竹内正至2），米島秀夫2），吉野棋一（1）春日部秀和病院整形外科・
　　リウマチ関節疾患センター，2）同腎臓内科）：IgD型多発匪骨髄腫腎不全に併発したアミロイド沈着性関節症の
　　1例．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
11）加藤　興，吉野棋一，藤森十郎，志賀弘朗，向井英一，鈴木伸之，立原章年：RA人工膝関節置換術における
　　paramedian－approachとsubvastu3approachの比較検討．第32回日本リハビリテーション医学会学術集会，
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　　1995．6．
12）藤森十郎，吉野棋一，中村　洋，志賀弘朗，向井英一，高橋　央：足関節固定術用fin付き髄内釘の開発とその
　　臨床成績．第20回日本足の外科学会，1995．6．
13）黄田道信，吉野棋一，中村　洋，長谷川潤：関節リウマチ滑膜由来線維芽細胞活性およびIL1，IL6産生に対す
　　る各種DMARDsの抑制効果について．第16回日本炎症学会，1996．7．
14）高橋　央，吉野槙一，藤森十郎，志賀弘朗，山崎純司，石井博泰：Hy－flex型人工膝関節置換術の臨床成績．第
　　23回日本リウマチ・関節外科学会，1995．10．
15）黄田道信，吉野槙一，藤森十郎，小岩政仁：RaMSおよび積極的抗リウマチ剤によるRAの集学的治療法．第24
　　回リウマチの外科研究会，1996．8．
16）向井英一，吉野棋一，藤森十郎，志賀弘朗，黄田道信，細井秀実：セメントレス人工股関節全置換術5年以上経
　　過例の術後成績．第23回日本リウマチ・関節外科学会，1995．10．
17）藤森十郎，吉野愼一，小岩政仁，中村　洋，志賀弘朗，向井英一，高橋　央：Fin付き髄内釘による足関節固定
　　術の試み．第23回日本リウマチ・関節外科学会，1995．10．
18）平井　博1），小岩政仁D，田中秀和1），栗原　怜2》，米島秀夫2），吉野棋一（1）春日部秀和病院整形外科・リウマチ
　　関節疾患センター，2）同腎臓内科）：血液透析患者における関節破壊について一アンケート法による実態調査
　　第23回日本リウマチ・関節外科学会，1995．10．
19）立原章年，吉野槙一，藤森十郎，中村　洋，志賀弘朗：人工膝関節置換後膝蓋骨置換に至った3例．第10回日本
　　臨床リウマチ学会，1995．11．
20）吉岡太郎1），吉田耕志郎1），関根修一1），立原章年1），東　　晃1），林　泰史2），吉野棋一（1）東京都リハビリテーショ
　　ン病院，2）東京都衛生局）：関節リウマチ患者の炎症活動性の差による骨塩量および骨代謝マーカーについて．第
　　4回骨粗籟症研究会，1995．
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3．内科学第三講座
［付属病院第3内科］
研究概要
　内分泌学領域の基礎的研究では（1）栄養素摂取の情報が視床下部弓状核に伝達されて成長ホルモン（GH）分泌を調
節する機構について，（2）低血糖刺激が摂食促進やGH分泌抑制をもたらす機序に視床下部弓状核NPYが関与する
こと，（3）NPYのGH分泌調節における生理的意義について，（4）GH分泌促進因子受容体の遺伝子発現調節につい
て，（5）GH受容体の遺伝子発現調節について，（6）FGFの甲状腺における生理的意義について，（7）ストレス反応
としてのCRFと脳内カテコールアミンの意義について，（8）肥満遺伝子の脂肪細胞における発現と肥満蛋白（レプチ
ン）の中枢作用について，（9）GH分泌促進ペプチドの作用機序について，検討を行った．臨床面では，厚生省特定疾
患間脳下垂体機能障害調査研究班，厚生省特定疾患中枢性摂食異常症調査研究班に所属し，多施設共同研究に参加し
た．
　血液学領域の基礎的研究では（1）骨髄異形成症候群，白血病の発症（発癌）機序の解明に関する生物学的解析およ
び癌遺伝子，癌抑制遺伝子など分子生物学的解析による検討，（2）白血病における残存病変に関する検討，（3）血液
疾患における免疫能の検討，（4）血液疾患における血球産生機構に関する検討等に重点を置き，臨床面では（5）悪性
リンパ腫，多発性骨髄腫，白血病など造血器腫瘍性疾患の治療成績の検討，等を行い，また昨年度に引き続き厚生省
特定疾患特発性造血障害調査研究班に所属し，多施設共同研究に参加した．
　消化器病学は（1）逆流性食道炎の病態生理・（2）食道性胸部症状の解析，（3）μ6JJ60枷惚7ρ蜴oガ（働）のウレアー
ゼ抗体の臨床的意義，（4）消化性潰瘍に対する働除菌の意義，（5）各種抗潰瘍薬の比較検討，（6）慢性炎症性腸疾患
とNO，（7）大腸癌検診に関する検討，（8）門脈圧充進症に関し静脈瘤硬化療法の臨床的意義，経頚静脈的門脈大循環
短絡術の長期的予後と消化管に及ぼす影響，（9）C型慢性活動性肝炎に対するインターフェロン療法の成績，内視鏡所
見，遺伝子背景と免疫能，など臨床的課題を中心に昨年に引き続き研究を進めた．
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　経頚静脈的肝内門脈大循環短絡術（TIPS）により止血に成功したPortalhypertensivegastropathy（PHG）の
　　1例．第2回日本門脈圧克進症・食道静脈瘤学会総会，1995．8．
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　　玉川恭士，吉田　豊，小林正文：腸管嚢胞性気腫症の2例．第236回日本消化器病学会関東支部例会，1995．9．
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　　の初回寛解導入療法に関する検討．第37回日本臨床血液学会総会，1995．10．
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　　1995．　11．
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　小嶋隆行1），中村慶春亘），松崎　栄1），山本一仁1），黒田　肇，小林正文（’）日本医科大学第1外科）：脾動脈塞栓術
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4．内科学第四講座
［付属病院第4内科］
研究概要
　内科学第四講座では呼吸器疾患を対象に，平成7年度，以下の臨床的，基礎的研究を展開した．
　臨床的研究として，①マクロライドの放射線肺臓炎に対する予防効果および各種呼吸器疾患に対する有効性の検討，
②汎細気管支炎（DPB）の予後調査，③慢性関節リウマチ患者の肺臓炎に関する臨床的研究，④無線聴診器の臨床的
評価，⑤肺音および咳漱の音響学的解析，⑥日常労作（入浴等）の慢性閉塞性肺疾患患者の肺機能に及ぼす影響，⑦
肺癌化学療法の臨床試験［非小細胞癌：CDDP＋VDS　vsCDDP＋CBDCA，CDDP＋CPT－11vsCDDP＋VDS（phase
III），CDDP＋UFT（phase　II），新規抗癌剤（phase　I，II），小細胞癌：CDDP＋CBDCA＋VP－16（phase　I，II）〕，
⑧各種制吐剤の臨床試験等を行った．
　基礎的研究としては，①ブレオマイシンにより誘発されるマウス肺臓炎に対するマクロライドの予防効果とその機
序，②慢性気道炎症の発症機序ならびにそれに対するマクロライドの効果発現機序，③シリカ投与ラット肺における
マクロライドの作用，④急性肺傷害の発症における活性酸素および好中球エラスターゼの役割，⑤DPBに関する遺伝
子の解析，⑥ヒト肺腺癌株（PG9）の高転移株の樹立とその細胞生物学的特徴，⑦laminin－1peptide（AGY16，AG－
73）の腫瘍増殖，実験的転移に及ぽす効果と発現機序，⑧マクロライドの実験的肺転移抑制効果の機序，⑨新規抗癌
剤（taxotere）を用いた併用療法のマウスにおける基礎的検討等の研究を推進した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Gemma，A．，Kudoh，S。，Yoshimura，A．，Ono，Y．，Takenaka，K．，Hayashihara，K．，Hino，M．，Shibuya，M。，and
　　Niitani，H．：Pilot　trial　of　a　combination　comprising　of　consecutive　oral　administration　of　UFT，and
　　two－divided　administration　or　CDDP　in　non－small　cell　lung　cancer．Anticancer　Reserch，15，26912696，
　　1995．
　2）Kobayashi，K．，Kudoh，S．，Takemoto，T．，Hino，M，，Hayashihara，K，Nakahiro，K，Nakahiro，K，Ando，M．，
　　and　Niitan圭，H．：In　vitro　investigation　of　two　dmgs　cisplatin　and　carboplatin，as　a　function　of　the　area
　　under　the　t／c　curve。J．Cancer　Res　Clini　OncoL，121，715－720，1995．
　3）Gemma，A．，Takenaka，K．，Andou，M．，Yamada，K．，Hasegawa，K。，Tachibana，M．，Iwanami，H．，Sakonji，
　　M．，Tsuboi，E．，Kudoh，S．，and　Niitani，H．：Bronchoscopic　findings　ofextramural　Iungcancer　invadingthe
　　subepithelium　or　submucosa、Lung　cancer，12，35－44，1995．
　4）Usuki，J．，and　Fuku〔1a，Y。：Evolution　of　three　patterns　of　intra・alveolar　fibrosis　produced　by　bleomycin　in
　　rats．Pathology　Internationa1，45，552－564，　1995。
　5）Fukayama，M．，Hayashi，Y。，Ooba，T．，Funata，N．，Ibuka，T．，Koike，M．，Hebisawa，A．，Kurasawa，A，，
　　Fukayama，M。，Nakahiro，K．，and　Kudoh，S．：Pyothroax　associated　lymphomal　Development　of　Epstein－
　　Barr　virus－associated　lymphoma　within　the　inflammatory　cavity．Pathology　Intemationa1，45，825，1995．
　6）榎本達治，川並涯一，金子泰之，持丸　博，吾妻安良太，工藤翔二：シリカ投与肺に対するエリスロマイシンの
　　作用．Japanese　J．of　Antibiot．，48，33－36，1995．
　7）吾妻安良太，忽滑谷直孝，工藤翔二，仁井谷久暢l　CDDP投与に伴う急性嘔気，嘔吐に対するグラニセトロン単
　　独及びステロイド剤併用の比較検討成績．第15回制癌剤の指摘研究会記録集，90－101，1995．
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8）吾妻安良太，渋谷昌彦，工藤翔二，八木田秀雄，奥村　康（ワークショップ）1遺伝子組み替え抗Le　Y抗体に
　よる抗腫瘍活性増強の試み．第7回日本BRM学会記録集，9，292－293，1995．
9）伊藤幸治1），森田　寛1），吉村明修2），工藤翔二（1）東京大学医学部附属病院　内科物理療法学）：他施設共同によ
　る成人気管支喘息に対するペミラストカリウムの臨床効果の検討．Japanese　Pharmacology＆Theraputics，
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13）金丸龍之介1），古江　尚2），田口鐵男3），仁井谷久暢，町田豊平5），赤阪雄一郎5），太田　潤3），住永雅司2），忽滑谷
　直孝，楠　　正6）（1）東北大学加齢医学研究所癌化学療法科，2）帝京大学医学部第四内科，3）阪和住吉総合病院外科，4）
　東京慈恵会医科大学泌尿器科，5）東京大学医学部薬剤疫学）：CarboplatinまたはNon－platin抗悪性腫瘍剤によ
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　8）忽滑谷直孝，仁井谷久暢，工藤翔二：〔分担〕癌化学療法の副作用対策1一悪心嘔吐急性期悪心・嘔吐の治療（i）
　　一5HT3受容体拮抗剤（仁井谷久暢編集）．癌のpa11iative　therapy，p・8－11，メディカルレビュー社・1995・
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42）村田　朗，谷口泰之，工藤翔二，渋谷惇夫1），中島棋男2）（1）日本女子大学家政学部，2）ケンツメディコ）：ワイヤ
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44）谷口泰之，村田　朗，工藤翔二，渋谷惇夫1），中島愼男2）（1）日本女子大学家政学部，2）ケンツメディコ）：新しい
　肺音計の試作．第20回肺音（呼吸音）研究会，1995．11．
45）谷口泰之，村田　朗，工藤翔二，中嶋愼男1）（1）ケンツメヂィコ）：気管内ステント挿入による肺音変化の検討．
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5．精神医学講座
［付属病院神経科・第一病院神経科・千葉北総病院神経科］
研究概要
　教室の研究領域は多岐に亘り，精神生理学，時間生理学，脳画像などの生物学的研究，コンサルテーション・リエ
ゾン精神医学，社会精神医学，力動精神医学，さらに高齢うつ病，バセドウ精神病，セネストパチー，てんかん精神
障害などの臨床研究，臨床薬理，心身症，東洋医学，臨床心理などの研究が行われている．
　精神生理学領域では，高齢うつ病者の脳波コヒーレンスや催眠現象の大脳統合機能のほか，今年度はうつ病者の事
象関連電位研究が進展し，また，分裂病も対象に加えての研究が行われた．また，香りの情動あるいは疲労に対する
影響についての研究が定量脳波分析ならびに事象関連電位を用いて開始された．さらに，非定型内因精神病の視覚誘
発電位研究がまとめられた．時間生物学の領域では，各種抗うつ薬の概日リズムに対する影響について深部体温の測
定や睡眠調査票を加えて研究された．コンサルテーション・リユゾン精神医学領域では，従来のICUシンドロームや
精紳科救急，自殺の問題のほか，10WA大学精神科との共同研究として脊髄損傷患者にみられるうつ病の研究の成果
が発表されている．また，時問外頻回受診者の特性について研究が行われた．社会精神医学領域では，慢性精神障害
者の援護寮退居後の多くのフォロー・アップ研究が中心であった．神経症，心身症においては，バセドウ精神障害者
の神経尺度による長期追跡研究を中心に研究され，さらに，境界性人格障害の症例検討が発表された．その他，慢性
虚偽性障害の症例研究，環状20番染色体を伴うてんかん症例の研究，向精神薬の副作用に対する漢方等の効果につい
ての研究などが行われた．抗うつ薬やセロトニン系抗不安薬の臨床薬理研究も例年以上に活発に行われ，その成果が
発表されている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Klshi，Y．2），Robinson，R．G．1），and　Forrester，A．W．3）（1）Department　of　Psychiatry，University　of　Iowa，
　　2）Department　of　Neuropsychiatry，Nippon　Medical　Schoo1，3）Department　of　Psychiatry，Johns　Hopkins
　　University　School　of　Medicine）：Compar量son　between　acute　and　delayed　onset　major　depression　after
　　spinal　cord　injury．The　Joumal　of　Nervous　and　Mental　Disease，183，286292，1995．
　2）Kishi，Y．，Iwasaki，Y．，Takezawa，K．，Kurosawa，H．，and　Endo，S．：Delirium　in　critical　care　unit　patients
　　admitted　through　an　emergency　room．General　Hospital　Psychiatry，17，371－379，1995．
　3）遠藤俊吉，三浦貞則1），村崎光邦1），他（1）北里大学医学部）：うつ病・うつ状態に対する新しい抗うつ薬塩酸ミル
　　ナシプランの臨床評価　塩酸ミアンセリンを対照薬とした第III相臨床試験一．Clin．Eva1．，23，39－64，1995．
　4）山田正枝，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉：退行期以降のうつ病者の脳波コヒーレンスー臨床症状（不安型と抑
　　制型）における特徴一．日医大誌，62，176－185，1995．
　5）山寺博史，加藤昌明1），塚原靖ニユ）2），大熊輝雄1）（1）国立精神・神経センター，2）埼玉医大精神医学）：定量脳波分
　　析とトポグラフィによるゾピクロンの薬物脳波学的研究．日本精神薬理学雑誌，15，355－361，1995．
　6）村崎光邦1），三浦貞則1），上島国利2），長谷川和夫3），遠藤俊吉，山内俊雄4），森　温理5），八木剛平6）（1）北里大学
　　医学部，2）昭和大学医学部，3）聖マリアンナ医科大学，4）埼玉医科大学，5）東京慈恵会医科大学，6）慶慮義塾大学医
　　学部）：新抗うつ薬塩酸ミルナシプラン（TN－912）のうつ病・うつ状態に対する臨床効果一用量設定試験（オー
　　プン試験）一．臨床医薬，11supp1．，3，85－101，1995．
　7）輪島善一1），黒澤　尚，井上哲夫1），吉川達祐1），石川　源1），設楽敏朗L），中島裕史1），金　　徹1），小林徳行1），
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　　角谷仁司1》，足立　仁1），金子勝利1），小川　龍1）（1）麻酔学教室）：麻酔・手術・周術期と知的機能・痴呆との関連
　　性．麻酔，44，1489－1497，1995．
8）遠藤幸彦，皆川邦直1）（1》都精神医学総合研究所）：中年の境界性パーソナリティー障害患者の精神療法．精神科
　　治療学，10，1055－1064，1995．
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　　験3例の検討を含む一．臨床精神医学，24，1631－1639，1995．
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　　小椋　力10），小林義康11｝，小林亮三12），大森健一13），山内俊雄L4），広瀬徹也15），遠藤俊吉，他（11北里大学医学部，
　　2）松沢病院，3）北海道大学医学部，4）慶慮義塾大学医学部，5）昭和大学医学部，6）聖マリアンナ医科大学，7）藍野病
　　院臨床薬理研究所，8》関西医科大学，9）川崎医科大学，10）琉球大学医学部，11）市立小樽第二病院，12）国立札幌病院，
　　13）猫協医科大学，’4）埼玉医科大学，15）帝京大学医学部）：選択的セロトニン再取り込み阻害薬SME3110（fluvox－
　　aminemaleate）のうつ病およびうつ状態に対する臨床後期第II相試験一塩酸イミプラミンを対照とした用量範
　　囲の検討一．臨床医薬，12，439－470，1996．
12）中嶋昭夫1），工藤義雄2），山下　格3），浅井昌弘4），上島国利5），村崎光邦6），山口成良7），斉藤正己8），山脇成人9），
　　西園昌久10》，菱川泰夫11），町山幸輝L2），山内俊雄131．守屋直樹耳4），融　道男15），広瀬徹也16），小島卓也17》，清水
　　宗夫18），田村敦子19），遠藤俊吉，他（1）京都府立医科大学，2）春木病院，3）北海道大学医学部，・）慶磨義塾大学医学
　　部，5）昭和大学医学部，6）北里大学医学部，7）金沢大学医学部，8）関西医科大学，9）広島大学医学部，10）福岡大学医
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　　医学部，16）帝京大学医学部，17）日本大学医学部，18）東京医科大学，19）東京女子医科大学）：選択的セロトニン再取
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　　重盲検試験による用量ならびに有効性の検証一．臨床医薬，12，409－436，1996．
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1）森　隆夫：精神科領域におけるセロトニン研究の進歩．日医大誌，62，94－95，1995．
2）黒澤　尚：自殺未遂後のメンタルフォローの実際（自殺・その心理と予防のためのメンタルアプローチ）．メン
　　タルケアナーシング，1，29－35，1995．
3）黒澤　尚：自殺に関する常識テスト（小児診療ガイドブック）．小児科診療，58，960－961，1995．
4）吉川達祐1），黒澤　尚1）（1）麻酔学教室）：術後精神障害．外科治療（術後管理計画法），72，614－616，1995．
5）長谷川朝穂：精神疾患と暴力．治療，77，2233－2237，1995．
6）藤波茂忠：精神科診断にっいて．日医大誌，62，73，1995．
7）木村真人，遠藤俊吉：双極性感情障害〔躁うつ病〕（精神科治療ガイドライン）．精神科治療学，10（臨），115－119，
　　1995。
8）鈴木博子，黒澤　尚＝鎮静薬・睡眠薬使用による精神および行動の障害（精神科治療ガイドライン）．精神科治
　　療学，10（臨），60－61，1995．
9）森　隆夫，遠藤幸彦，木村真人，鈴木博子，山寺博史，遠藤俊吉：大脳機能統合と催眠一脳波を用いた神経生理
　　学的検討一．催眠と科学，10，21－24，1995．
10）遠藤俊吉，森　隆夫：不定愁訴（精神疾患の愁訴と治療）．臨床精神医学，8（増），216218，1995．
11）長谷川朝穂，黒澤　尚＝精神科救急医療（精神疾患の愁訴と治療）．臨床精神医学，8（増），192－193，1995．
12）春日武彦：診察室でのトラブルと「歪んだ精神」一性格障害を中心として．治療，77，2191－2195，1995．
13）鈴木博子，黒澤　尚：大学病院における精神科救急の現状と問題点（時問外診療の実態）．精神医学，37，829－832，
　　1995．
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14〉渡辺信夫1），黒澤　尚（L）救急医学教室）：重傷熱傷．エマージェンシー・ナーシング（夏季増），72－77，1995．
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　　and　Neurosciences，50，　56，　1996。
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　1）遠藤俊吉：Kasuistikのこと．日本アルコール精神医学会誌，2，81－83，1995．
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　1）Endo，Y．，Mori，T．，Kimura，M．，Suzuki，H．，and　Endo，S．：〔分担〕A　Study　on　the　quantitative　EEG　during
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　3）藤波茂忠：〔分担〕一神経症とは一．“さまよえる患者をどう捉えるか”（佐藤田鶴子，中村広一編），p・80－87・
　　デンタルダイアモンド社，1995．
　4）藤波茂忠：〔分担〕神経症圏の障害．“さまよえる患、者をどう捉えるか”（佐藤田鶴子，中村広一編），p，156－160，
　　デンタルダイアモンド社，1995．
　5）藤波茂忠：〔分担〕一感情病とは一．“さまよえる患者をどう捉えるか”（佐藤田鶴子，中村広一編），p・162－167，
　　　デンタルダイアモンド社，1995．
　6）藤波茂忠：〔分担〕一精神分裂病とは一．“さまよえる患者をどう捉えるか”（佐藤田鶴子，中村広一編），p・
　　212－215，デンタルダイアモンド社，1995．
　7）藤波茂忠：〔分担〕精神分裂病圏の障害．“さまよえる患者をどう捉えるか”（佐藤田鶴子，中村広一編），p・
　　232－233，デンタルダイアモンド社，1995．
　8）藤波茂忠：〔分担〕感情病圏の障害．“さまよえる患者をどう捉えるか”（佐藤田鶴子，中村広一編），p，209－210，
　　　デンタルダイアモンド社，1995．
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18）木村真人，鈴木博子，金井京子，鈴木英朗，葉田道雄，森　隆夫，黒澤　尚，遠藤俊吉：一大学病院精神科にお
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24）中村秀一，山寺博史，鈴木英朗，竹澤健司，木村真人，森　隆夫，遠藤俊吉，白川修一郎1）（’）国立精神・神経セ
　　ンター精神保健研究所）：健康成人男子におよぼす塩酸トラゾドンとイミプラミンの概日リズムに及ぽす影響．
　　第2回日本時間生物学会（名古屋），1995．11．
25）遠藤幸彦：不安発作一転移抵抗・反復強迫一心的外傷の癒し．第41回日本精神分析学会，1995．11．
26）渡辺信夫1），黒澤　尚，小関一英1），横田英行1），黒川　顕，益子益洋1），辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1）
　　（1）救急医学教室）：救急医療施設に搬入された自殺企図者の検討一自殺企図者の検討と施設間比較．第23回日
一157一
　　本救急医学会総会，1995．11．
27）伊藤敬雄，伊藤理津子，木村真人，遠藤俊吉，佐藤忠宏1）（1）公徳会佐藤病院）：援護寮入居者の生活障害からの
　　回復について．第16回日本社会精神医学会（沖縄），1996．3．
28）葉田道雄，木村真人，森　隆夫，鈴木博子，山寺博史，遠藤俊吉：精神分裂病とうつ病の左右前頭頭頂の関係か
　　ら見たP300振幅．第18回日本生物学的精神医学会（大阪），1996．3．
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6．小児科学講座
　［付属病院小児科，第一病院小児科，第二病院小児科，多摩永山病院小児科，
　　千葉北総病院小児科］
研究概要
　付属病院は，主に血液・腫瘍疾患，循環器疾患，腎・泌尿器疾患，内分泌・代謝疾患，膠原病・免疫性疾患を，第
二病院は神経疾患，新生児・未熟児を，多摩永山病院はアレルギー，呼吸器疾患を千葉北総病院は，腎・泌尿器疾患・
小児保健を対象としており，それぞれの病院小児科の特色をだしている．いずれにしても小児科学教室は付属5病院
が常に有機的連携を保ち，なによりも患者サイドにたった臨床的研究を心がけている．今回も，業績は5病院一括し
て報告する．
　血液・悪性腫瘍：白血病をはじめとした小児悪性腫瘍の治療とその晩期障害．鉄欠乏性貧血の病態解析，思春期貧
血のマススクリーニングの実施に伴う諸条件の検討．
　膠原病・免疫：各種自己免疫性疾患における自己抗体の解析．不定愁訴をもつ学童生徒における自己抗体出現の臨
床的意義．
　腎・泌尿器1小児期各種腎疾患における糸球体病変の免疫学的，病理組織学的検討．腎・尿路疾患のマススクリー
ニング．乳児期腎・尿路疾患早期発見のための腹部超音波検査の臨床的評価．
　循環器：薬剤負荷体表面電位図を用いた心筋虚血病変の解析．Late　potentia豆の臨床的意義．抗腫瘍剤による心機
能の解析．血管病変におけるエンドセリンの関与．
　内分泌・代謝：小児期糖尿病におけるソルビートル代謝と合併症の関連性．肥満児の病態解析．小人症の治療と鉄
代謝．各種先天代謝異常児の遺伝子診断と遺伝相談．
　神経：小児期各種けいれん性疾患における脳波学的解析，SPECTによる脳血流の分析．髄膜炎患児髄液中ネオプテ
リンの変動とその臨床的意義．
　呼吸器：小児の呼吸音の音響学的解析．小児換気機能検査成績の再評価．気管支洗浄液の免疫学的，細胞機能学的
検討．
　アレルギー：アトピー性疾患病態に関する基礎的・臨床的検討．テオフィリン系薬剤の血行動態と臨床像．各種ア
レルギー性疾患における消化管透過性．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Igarashi，T．，Itoh，Y。，Fukunaga，Y．，and　Yamamoto，M。：Stress－induced　cell　surface　expression　and
　　antigenic　of　the　Ro／SSA　antigen．Autoimmunity，22，33－42，1995．
　2）Takase，M．：Reevaluation　of　Timed　Forced　Expiratoryvolume　Measaurements　in　Children．日本気管食道
　　科学会報，45，410－432，1995．
　3）Fujino，O．，Hashimoto，K．，Fujita，T．，Enokido，H．，Komatsuzaki，H．，Sato，J．1），and　Morimatsu，Y。1）（1）Tokyo
　　Metropolitain　Institute　for　Neunosiences）：Chnico－neuropathological　study　of　incontinentia　pigment：
　　Achromians　an　autopsy　case．Brain＆Derelopment，17，425－427，1995．
　4）高石康子，橋本　清，藤野　修，釜萢　敏，藤田武久，榎戸　久1），小松崎英樹，川上康彦，平山恒憲：（1）下館
　　市民病院小児科）：脳波上局在突発波を認めたてんかん患者における99mTc－HM－PAO　SPECT．小児科臨床，48，
　　2155－2159，　1995．
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5）城田和彦，高瀬真人，稲葉八興，細部千晴，飛田正俊，向後俊昭，吉田　豊：小児におけるピークフローメーター
　　の評価．日本小児呼吸器疾患学会雑誌，6，13，1995．
6）千葉　隆，吉田　豊，Grimfeld，A．1），Just，J．1）（1）Amand－Trousseau　Hospita1，Paris）：小児気管支内視鏡
　検査，気管支背洗法．Armand－Trousseau小児病院呼吸器科における方法を中心として．日本小児呼吸器疾患学
　会雑誌，6，19－22，1995．
7）稲葉八興，城田和彦，今井大洋，高瀬真人，吉田　豊，工藤翔二1），渋谷敦夫2）（1）日本医大第四内科，2）通産省工
　業技術院物質工研究所）：気管支喘息発作の治療によるラ音の音響学的変化一第2報一．Therapeutic
　Research，16，2198－2205，1995．
8）岸　　恵，大木由加志，折茂裕美，入江　学，山本正生：思春期肥満児における超低カロリー食と通常低カロリー
　食との組み合わせによる短期入院療法の有用性について一長期入院療法との比較一．日児誌，99，777－783，1995．
9）折茂裕美，大木由加志，岸　　恵，入江　学，山本正生1日本人インスリン依存型糖尿病患者の網膜症発生に影
　響を与える因子に関する検討．日児誌，99，959－963，1995．
10）入江　学，大木由加志，伊藤保彦，太田耕造，五十嵐徹，岸　　恵，折茂裕美，福永慶隆，山本正生，雷　春蓮1）
　　（1）西安医科大学小児科）：学童期および思春期肥満児の免疫能の検討．第15回日本肥満学会記録，15，148－149，
　　1995．
11）金子清志，折茂裕美，大木由加志，山本正生：治療終了後の急性リンパ性白血病患児の耐糖能について一L一アス
　パラギナーゼとの関係一．日児誌，99，1821－1828，1995．
12）浅川義次1），久保田　志1），飯野一夫1》，堀田　寛1），大木由加志，他7名（1）足立区学校医会）：小児成人病予防検
　診の結果について一3年間のまとめ一．第26回全国学校保健・学校医会誌，26，81－86，1995．
13）向後俊昭，村上由加里，竹田幸代，丸山和男，飛田正俊，岡部俊成，城田和彦，細部千晴，稲葉八興，高瀬真人，
　吉田　豊：主として気管支喘息らを対象とした特異的IgE抗体測定法（AlaSTAT）の有用性にっいての検討．
　　日気管食道会報，46，476－484，1995．
14）永井雄一，小川俊一，張　家昆，山本正生：川崎病既往児における心室遅延電位による心筋虚血・梗塞病変の評
　価およびその再現性の検討．日小児循環器会誌．4，502－510，1995．
15）土屋正己，村上睦美：超音波を用いた先天性腎尿路疾患のスクリーニングの現状と問題点．小児科，36，
　　1507－1514，　1995。
16）岡部俊成，飛田正俊，阪口雅弘1），井上　栄1），宮沢　博2），野呂瀬善彦3），竹田幸代，向後俊昭（1）国立予防衛生
　研究所，2）杏林大学保健学科，3）日本医大学微生物免疫学教室）：喘息小児におけるゴキブリ特異IgE抗体の測定
　　と家庭内ゴキブリアレルゲン量の検討．小児アレルギー学会雑誌，10，37－43，1996．
17）立麻典子，土屋正己，丸山和男2），村上睦美，樋口彰宏1），川村　猛1）（1）都立清瀬小児病院，2）国立東静病院）：ネ
　　フローゼ症候群の経過中に好酸球性膀胱炎をきたした一男児例．小児科，36，1557－1561，1995．
18）立麻典子，飛田正俊，伊藤加寿子，岡部俊成，向後俊昭，橋本　清，山本正生，江上　格1），前田昭太郎2）（1）日
　本医大多摩永山病院外科，2）同病理部）：各種治療に抵抗を示し多発性転移を認めたRhabdoid　tumor　of　the
　kidneyの3歳男児例．小児臨，49，115－119，1995．
19）渋井展子1），山本正生（1）東急病院小児科）：進行性顔面判側萎縮症の1例一CT，MRI，サーモグラフィー所見を
　　中心として一．小児科，36，9，1995．
20）植田高弘，関　隆志，金子清志，小川俊一，前田美穂，福永慶隆，山本正生：表現型が異なったCATCH22症候
　群の2例．小児臨，48，2625－2629，1995．
21）前田美穂，渡辺　淳，大木由加志，山本正生：小児の成人病検診でHbAlcが低値であったことを契機に発見され
　　た異常ヘモグロビン症（Hb　Hamadan）の兄妹例．日小児血液会誌，10，61－64，1996．
22）吉田順子，前田美穂，平山恒憲，継　仁，吉田豊，山本正生1骨形成症の2例（TwocasesOsteogenesis
　Imperfecta），日小児放線会誌，12，74－77，1996．
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（2）総説：
1）福永慶隆：特集　新・私の処方；アナフィラキシー様紫斑病，48，819－822，1995．
2）村上睦美：血尿・蛋白尿．小児科，36，709－715，1995．
3）村上睦美：学校検尿と陽性児の管理．日医師会誌，114，1229－1235，1995．
4）村上睦美，土屋正己：病児の栄養管理；腎炎・ネフローゼ症候群患児，小児看護，18，1242－1246，1995．
5）村上睦美二急性糸球体腎炎一小児の治療指針一．小児診療，58，457－459，1995．
6）村上睦美，宗像恵美子，土屋正己：尿定性・半定量検査プラクティス各論（1），8．白血球反応，B．臨床一学校
　　検尿を中心に一．臨床病理（臨時増刊100号），152158，1995．
7）今井大洋，吉田　豊：肺機能測定の意義；特集「小児アレ・ルギー疾患II」アレルギー疾患を理解するための基礎
　　知識一その2一．小児看護，18，793－798，1995．
8）伊藤保彦，福永慶隆：血管炎症候群の臨床症候と診断．小児内科，28，501－505，1996．
9）小川俊一，山本正生：血管における一酸化窒素（NO）の産出およびその制御機構について．日医大誌，62，
　　621－622，　1995．
10）土屋正己，村上睦美：腎超音波スクリーニング検査；先天性腎尿路疾患を早期に発見するために．日医大誌，62，
　　59－60，　1995．
11）村上由加里，山本正生：歯科関連金属アレルギー．小児科，36，1029－1036，1995．
12）前田美穂，山本正生：再生不良性貧血（小児の治療指針）．小児診療，（58増刊号），358－359，1995．
13）前田美穂，山本正生：平成6年度の貧血検査の実施成績と事後指導の重要性について．東京都予防医学協会年報，
　　25，　61－64，　1995り
14）村上睦美，浅井利夫1），大国真彦2），北川照夫2）・北田實男3），酒井　糾4），長嶋正實5），沼口満津男6），馬場国蔵7），
　　本田　感8），松浦信夫4），山内邦昭9｝（1）東京女子医大学，2）日本大学小児科，3）大阪府立成人病センター，4）北里大
　　学小児科，5）名古屋大学小児科，6）東京都医師会，7）西神戸医療センター，8）福岡市立こども病院，9）東京都予防医
　　学協会）：学校心臓検診の手引き．日本学校保健会発行，1996．
15）吉田　豊：結核・非定型抗酸菌症．小児診療，（58増刊），190－191，1995．
16）今井大洋，伊藤保彦，吉田　豊：自己疾患と呼吸器疾患．小児内科，27，826－832，1995．
17）吉田　豊，千葉　隆，高瀬真人：気管支造影一基礎と臨床一．アレルギーの領域，2，1308－1311，1995．
18）吉田　豊：肺聴診．日小児呼吸器会誌，6，126－132，1995．
19）今井大洋，吉田　豊：肺機能測定の意義．小児看護，18，797－798，1995．
20）高瀬真人，吉田　豊：小児肺炎の臨床所見．小児内科，28，21－25，1996．
21）吉田　豊，高瀬真人，稲葉八興，城田和彦，飛田正俊，向後俊昭：胸部疾患の単純X線診断“小児”．臨床画像，
　12，　90－103，　1996．
著書
　1）大木由加志，折茂裕美：糖尿病性昏睡の診断と治療．‘小児科診療Q＆A第20号「小児糖尿病」．p．946－947，
　　六法出版，1995．
　2）吉田　豊：先天性肺リンパ管拡張症．‘まれな疾患の画像診断（知っておくべき読影のポイント）’．（編集；佐藤
　　雅史・他），p．48－49，メジカルビュー社，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）村上睦美：学校検尿で発見される疾患とその経過．第34回新潟県小児保健研究会（新潟）・1995．9．
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　2）村上睦美：学校検尿で発見される疾患とその経過．第27回東海小児腎臓病懇話会（名古屋），1995．12．
（2）セミナー：
　1）土屋正己，村上睦美：先天性腎尿路異常の超音波スクリーニング：学童・生徒における腎エコースクリーニング
　　　検査．第30回日本小児腎臓病学会（横浜），1995．6．
（3）ワークショップ：
　1）土屋正己：逆流性腎症＝早期発見の方法・その意義と問題点．3）白血球尿スクリーニング検査の位置づけ．第
　　　17回日本小児腎不全学会（福岡），1995．9．
　2）前田美穂，渡辺恵子，植田高弘，五十嵐徹，金子清志，山本正生，天野康雄1），隈崎達夫1）（1）日本医大放射線科）：
　　　小児の再生不良性貧血の診断，治療評価におけるMRIの有用性．第37回日本小児血液学会，1995．9．
（4）ビデオ：
　1）平山恒憲，橋本　清，藤野　修，小松崎英樹，藤田武久，高石康子，川上康彦，桑原健太郎，隈崎達夫L）（1）日本
　　　医大放射線科）：モヤモヤ病における回転立体デジタル血管撮影の試み．第37回日本小児神経学会総会，1995．
　　　5．
（5）パネルディスカッション：
　1）伊藤保彦，横田俊平’）（’）横浜市立大学）：「JRAとRAは同一疾患か」．第10回日本臨床リウマチ学会総会（横
　　　浜），1995．11．
〔1994年度追加分〕
一般講演：
　1）濱田久光，伊藤保彦，弓削邦夫，五十嵐徹，福永慶隆，山本正生：慢性不定愁訴患児における抗核抗体の意義お
　　　よび膠原病との関連についての検討．第98回日本小児科学会学術集会（岐阜），1995．3．
（6）一般講演：
　1）Seki，T．，Zhang，J．，Yuge，K，Fukazawa，R．，Kamisago，M．，Ohkubo，T．，and　Ogawa，S．：Dobutamine　Stress
　　Body　surface　Mapping　in　Kawasaki　Disease，3rd　Intemational　Congress　on　Heart　Failure－Mechanisms　and
　　Management（Geneva，Switzerland），1995．5．
2）Ogawa，S．，Zhang，J。，Hino，Y．，Jimbo，0．，Nagai，Y．，Fukazawa，R．，Hayashi，R．，Kamisago，M．，Seki，T．，
　　Ohkubo，T，，Takechi，N．，and　Yuge，K．：The　Clinical　Evaluation　of　Myocardial　Ischemia　and　Infarction　by
　　Late　Potentials　in　Kawasaki　Disease．3rd　Intemational　Congress　on　Heart　Failure－Mechanisms　and
　　Management（Geneva，Switzerland），1995．5．
3）Tsuchiya，M，Tatsuma，N．，Tsugu，H．，Ambo，k。，Munakata，E．，Yamamoto，H．，and　Murakami，M．：
　　Prospective　Study　on　the　Long－Term　Prognosis　of　Poststrptococcal　Acute　Glomerulonephritis　in　Japanese
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　業技術院物質工研究所）：気管支喘息の治療によるラ音の音響学的変化一第3報一．第20回肺音（呼吸音）研究
　会，1995．11．
61）城田和彦，稲葉八興，今井大洋，高瀬真人，吉田　豊，工藤翔二1），渋谷敦夫2）（1）日本医大第四内科，2）通産省工
　業技術院物資工研究所）：新生児呼吸音の音響学的解析（呼吸適応時における経時的変化）．第20回肺音（呼吸音）
　研究会，1995．11．
62）渋井展子1），立麻典子，金子清志，前田美穂，山本正生（1）東急病院小児科）1猫なき症候群とクラインフェルター
　症候群を合併した1症例．第443回日本小児科学会東京都地方会，1995．12．
63）内木場庸子，立麻典子，前田美穂，藤野　修，大木由加志，山本正生：学校健診で貧血と心電図異常を指摘され，
　精査の結果，橋本病と診断された1女児例．第444回日本小児科学会東京都地方会，1995．12．
64）立麻典子：Propylthiouracil内服中にP－ANCA関連糸球体腎炎を呈した16歳女児例．第54回関東小児腎臓研究
　会，1995．12．
65）浅野　健，山本正生，Kleinerman，E．S．1），Zwelling，L．A．1）（1）The　University　ofTEXAS，M。D．Anderson　Cancer
　Center）：トポイソメラーゼIIα遺伝子導入によるエトポシド耐性脳腫瘍への感受性増加の試み．第11回日本小
　児癌学会（新潟），1995．12．
66）渡辺恵子，吉田順子，植田高弘，渡辺　淳，浅野　健，金子清志，前田美穂，福永慶隆，山本正生，前澤勝美’），
　吉村和泰1），高崎秀明1），恩田昌彦1）（1）日本医大第一外科）：未熟型奇形腫の一新生児例．第11回小児癌学会（新
　潟），1995．12．
67）宗像恵美子，安保和俊，村上睦美，山本正生：腹部超音波検査にて脾臓の石灰化像を呈したシスチン尿症の姉妹
　例．第7回日本超音波学会医学会関東甲信越地方会，1996．1．
68）北川英子，橋本　清，藤松真理子，平山恒憲，小松崎英樹，藤田武久，屋田　修1），佐藤　潔1）：Lipomenin－
　gomyeloceleの1例．第17回神奈川県小児神経懇話会，1996．1．
69）平山恒憲1），江見　充1），南　史朗2），若林一二2），橋本　清，山本正生（1）日本医大老人病研究センター，2）同第
　三内科）：Albright遺伝性骨異栄養症におけるGsα遺伝子異常の解析．日本医科大学医学会第88回例会．1996．
　　2．
70）浅野健，山本正生，Eugenie　S。Kleinerman．1）（’）The　University　of　TEXAS，M．D．Anderson　Cancer　Center）：
　Monocyte　chemotactic　and　activating　factor　geneの腫瘍内遺伝子導入と活性化単球による抗腫瘍効果の研
　究．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
71）中島英逸L），折茂英生1），林瑞成1），木島洋一1），渡辺淳1），島田隆1），天神尚子2），荒木勤2），平山恒憲，
　山本正生（1）日本医大第二生化学教室，2）同産婦人科）：低ホスターゼ症の遺伝子診断と出生前診断．日本医科大
　学医学会第88回例会，1995．2．
72）田近徳子，今井大洋，伊藤保彦，弓削邦夫，山本正生，杉本忠彦1），浅野哲雄D（1）日本医大付属千葉北総病院胸
　部外科）：肺分画症の1例．第143回日本小児科学会千葉地方会，1996．2．
73）藤松真理子，松岡和彦，藤田武久，橋本　清：ゼラチンアレルギーの1例．第219回日本小児科学会神奈川県地
　方会，1996．3．
74）上砂光裕，小川俊一，弦間優紀子，大久保隆志，武智信幸，張　家昆，山本正生，木島鉄仁1），汲田伸一郎1），隈
　崎達夫’）（1）日本医大放射線科）：DOB負荷99mTc－tetrofosmin心筋シンチによる川崎病患児の心筋灌流および
　心機能の評価．第60回日本循環器学会（大阪），1996．3．
75）日野佳昭，小川俊一，弓削邦夫，深澤隆治，上砂光裕，大久保隆志，武智信幸，張　家昆，山本正生：DOB負
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　荷による川崎病患児の冠循環における血管作動性物質および心血行動態の変動の検討．第60回日本循環器学会
　　（大阪），1996．3．
76）五十嵐徹，土居寿子，野呂恵子，植田高弘，伊藤保彦，金子清志，前田美穂，福永慶隆，山本正生1巨大脾腫を
　伴うcommon　variable　immunodefficiencyの1女児例．第9回小児脾臓研究会，1996．3．
77）大久保隆志，継　　仁，武智信幸，山本正生：先天性乳び胸を伴った4Pトリソミーの1症例．第447回日本小児
　科学会東京都地方会，1995．3．
78）折茂裕美，大木由加志，金子清志，山本正生：L－asparaginaseを使用した急性リンパ性白血病患児の治療終了後
　　の耐糖能について．第38回日本糖尿病学会，1995．5．
79）入江　学，渡辺　淳，前田美穂，大木由加志，山本正生：皮膚の血管腫と白内障を認め一過性に高ガラクトース
　　（Ga1）血症を呈した1例．第442回日本小児科学会東京都地方会，1995．9．
80）岸　　恵，大木由加志，折茂裕美，入江　学，山本正生，朱　玉1）（西安医科大学小児科）：小児成人病検診にお
　　ける早朝空腹時採血と食後採血の比較．第16回日本肥満学会，1995．10．
81）入江　学，五十嵐　徹，今井丈英，安保和俊，立麻典子，岸　　恵，折茂裕美，大木由加志，山本正生：Propylthiour－
　　aci1服用中に半月体形成性糸球体腎炎と肺出血を合併した甲状腺機能克進症の16歳女児例．第29回日本小児内分
　　泌学会（岡山），1995．10．
82）浅川義次1），久保田志1），飯野一夫1），堀田　寛1），大木由加志，他7名1（1）足立区学校医会）：小児成人病予防検
　　診の結果について一3年間のまとめ一．第26回全国学校保健・学校医大会，1995．10．
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7．放射線医学講座
［付属病院放射線科］
研究概要
　本年も臨床医学を中心に質の高い研究が継続されたが，とくに新しいシステムの開発が行われた点が注目される．
これらのシステムを中心にした研究は，国内外の各学会にて大きな評価を得た．
　1）核医学分野では世界にさきがけて新しい心機能解析ソフトの開発に成功した．これはすでに3検出器型ガンマカ
メラの標準装備として搭載され，国内外で臨床的な有用性が確立された．201－TLC1による下肢虚血の評価法も完成さ
れ，閉塞性動脈硬化症の診断・治療に新知見をもたらした．脳血流SPECT表示の新しいマップの開発や，新しいサ
ブトラクションRI法の開発に関する研究も順調に進められている．
　2）高速らせんCTを用いた3次元CT再構成に関する研究が完成の域に近づいた．教室で開発したボクセルトラン
スミッション法と血管内視法は，現行3次元CTの行き詰まりを乗り越えることができた．優れた空間分解能を考慮
すれば，今後3次元画像はこの方法が主役を演じると考えている．
　3）同じく教室で開発した回転デジタル血管撮影システムは，国内外に普及の兆しを見せているが，本年度はこのシ
ステムからコーンビーム3次元CTの作成に成功した．この新しい研究は次世代の3次元CTとなるとの評価が国内
外で得られている．
　4）骨髄造血巣，心臓血管系，中枢神経系の疾患を中心に，MRIの研究が目覚ましい速度で進んだ．2台目の超新鋭
MRIの導入でこれらの研究はさらに加速度的に進みはじめ，さらに新しいソフトウェアの開発に力を注いでいる．
　5）実質臓器では，核医学やCTを使用した診断学の研究が進んでいる．とくにSPECTを利用した肺癌の診断や，
肝静脈・門脈同時描出3次元CTによる肝臓癌の診断は，低侵襲的に診断能を向上させることが判明した．いわゆる
早期肝癌・早期進行肝癌に対するAngio－CTの研究も進めた．
　6）放射線科における治療には放射線治療とIVRの2法があるが，とくにIVRでは血管内治療に関する研究が急速
に進み，上下肢閉塞動脈硬化症に対するステント治療とその評価，肺血栓症に対する選択的血栓溶解療法，経静脈的
肝内門脈大循環短絡術，鈍的腹部外傷による動脈損傷のカテーテル治療，婦人科悪性腫瘍に対するBOAIなどの研究
が進んだ．さらに本年は呼吸器疾患に対するステント治療の研究が始まりすでに見るべき成果を挙げつつある．また，
高速CTによる鈍的肝外傷の評価は救急部門で注目された．
　7）造影剤の研究も一貫して続けられ，ヨード造影剤と肺循環の基礎的研究，高分子ヒドロゲルによる新しい塞栓物
質の開発，MRI造影剤と臨床的研究に関して興味ある展開が見られた．
　8）治療部門では，低線量照射による腫瘍抑制やケロイドの放射線治療に関する研究が地道ながら高い評価を受け続
けている．画像診断モダリティーを駆使した治療計画設定や治療の効果判定法は注目された．
研究業績
論文
〔1994年度追加分〕
原著：
　1）大矢　徹・川俣博志，村上隆介，後藤慎介，高浦順子，青山俊也，飯田英次，田島廣之，隈崎達夫，西川　博1），
　　弦間和仁（1）海老名総合病院放射線科）：腸骨動脈慢性完全閉塞症例に対する一期的なMetallic　Stent．日本医学
　　放射線学会雑誌，54，1418－1420，1994．
　2）中原圓，林宏光，木島鉄仁，汲田伸一郎，隈崎達夫，早川弘一1〉（1）第一内科）：超高速CTにて評価しえた
　　不整脈源性右室異形成の2例．臨床放射線，40，277－280，1995．
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Kobayashi, H., Matsueda, K.*), and Yoshimi, F.~) (*)Central Hospital Prefectural of lbaraki, Dept of 
Radiology) : Topographic diagnosis of the abdominal tumor : Clinical advantages of 3D-CT images for a 
pre-surgical discussion. Japanisch Deutsche Medizinische Berichte, 39, 124-136. 1994. 
Kobayashi, H., Amemiya, R.*) and Matsueda, K_*) (*)Central Hospital Prefectural of lbaraki, Dept of 
Radiology) : Spatial tomography for detailed analyses of lung tumor : A preliminary report concerning 
analog-like processing images based on digital volumetric data. Medix, 24. 20-27, 1994. 
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Tajima, H., Murakami, R., Tajima, N., and Kumazaki, T. : Aberrant Right Gastric Vein Draining Directly 
into the Quadrate Lobe of the Liver. Acta Radiologica. 36, 270-272. 1995. 
Hayashi, H., and Kumazaki, T. : Inflammatory Abdominal Aortic Aneurysm : Dynamic Gd-DTPA Enhan-
ced Magnetic Resonance Imagings Features. British Journal of Radiology, 68, 321-323. 1995. 
Koizumi, M.*), Yamada, Y.*), Nomura, E.*), Amano, M.'), Okajima, Y.'), Okizuka, H.'), Yamada, K.') 
Sawano, S.'), Kitahara, T.'), Yamashita, T.'), Nakane, M.'), and Ishikawa, T.') (Cancer Institute Hospital, 
*)Dept of Nuclear Medicine, ')Dept of Radiology, ')Dept of Internal Medicine) : Scintigraphic Detection of 
Recurrence of Medullary Thyroid Cancer. Annals of Nucl Medicine, 9 , 101-104. 1995. 
Tajima, H., Tajima, N., Hiraoka, Y.*), Yamamoto, K., Kobayashi, Y., Kumazaki, T., and Maeda, S.') (1)Dept 
of Urology, ')Dept of Pathology) : Tuberculosis of the Prostate : MR Imaging. Radiation Medicine, 13, 
171-173. 1995. 
Tajima, H., Tajima, N., Yamamoto, K., Maeda, S.*), Koizumi, K.'), Kumazaki, T., Yoshida, H.3), and Egami, 
K.') (~)Dept of Pathology, ')Dept of Surgery II, ')Dept of Surgery D : Anterior Mediastinal Schwannoma. 
Radiation Medicine. 13, 175-177, 1995. 
Amano, Y., Wakabayashi, H., and Kumazaki, T. : MR Signal Changes in Bone Mandible in Hematologic 
Disorders. J. Comput. Assist. Tomogr, 19, 552-554, 1995. 
Amano, Y., Amano, M., Kijima, T., and Kumazaki, T. : Classification of Hematopoietic Regions in 
out-of-phase T1-weighted Images : A Quantitative Comparison Study with T1-weighted and STIR Images. 
Radiation Medicine, 13, 153-155, 1995. 
Yoshimi, F.~), Hasegawa, H.*), Amemiya, R.'), Koizumi, S.*), Kobayashi, H., and Matsueda, K.') (Cent:ral 
Hospital Prefectural of lbaraki, *)Dept of Sur~ery, ')Dept of Radiology) : Application of three-dirnensional 
spiral computed tomographic angiography prior to hepatectomy for hepatocellular carcinoma. Surg. Today 
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　Jpn，J．Surg．，　25，　37－42，　1995．
9）Murata，S．1），Itai，Y．1），Asado，M．2），Kobayashi，H．，Nakajima，K．3），Eguchi，N．1），Saida，Y．1），Kuramoto，K．1），
　and　Toぬno，E．11（1）Univ　of　Tsukuba，Dept　of　Radiology，2）Miyazaki　Medical　College，Dept　of　Radiology，
　3）Hitachi　General　Hospita1，Dept　of　Radiology）：Effect　of　temporary　occlusion　of　the　hepatic　vein　on　dual
　blood　supply　in　the　liver＝Evaluation　with　spiral　CT．Radiology，197，351－356，1995．
10）Yoshimi，F．1），and　Kobayashl，H．（1》Celltral　Hospital　Prefectural　of　Ibaraki，Dept　of　Surgery）：Apphcation
　of　threedimensional　sp呈ral　computed　tomographic　angiography　to　pancreatoduodenectomy　for　cancer．Br．
　J．Surg．，　82，　116－117，　1995．
11）Tajima，H．，Kumazaki，T．，Gemma，K、，Iida，E．，Kawamata，H．，Murakami，R．，Goto，S．，and　Aoyama，T．：
　Rotational　Digital　Angiography　of　Ulcer－Like　Projection　of　Pelvis．Radiation　Medicine．，14，49－51，1996．
12）Amano，Y．，and　Kumazaki，T．：Gastric　Carcinoma　Metastasis　to　Calf　Muscles：MR　Findings．Radiation
　Medicine．，14，35－36，1996．
13）Kawata，Y．1），Niki，N．1），and　Kumazaki，T．（1）Faculty　of　Engieering，Univ　of　Tokushima）：3D　Image
　Reconstmction　with　Veiling　Glare　Correction　to　Improve　the　Contrast　of3D　Reconstructed　Vascular
　Images．IEEE　TRANSACTIOS　ON　NUCLEAR　SCIENCE．，43，304－309，1996．
14）高橋修司1），齋藤了一1）（1）下谷病院放射線科）：腰痛を契機に発見された後腹膜リンパのう腫の1例．臨床放射線，
　409　515518，　1995．
15）田島廣之，村上隆介，川俣博志，後藤慎介，飯田英次，青山俊也，大矢　徹，隈崎達夫，高山守正1），子島　潤1），
　高野照夫1）（1）集中治療室）：急性肺血栓塞栓症に対する超選択的t－PA動注血栓溶解療法．日本医学放射線学会
　誌，55，423－424，1995．
16）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，町田　稔，隈崎達夫，哲翁弥生1），酒井俊太1），草間芳樹1），宗像一雄11（1）第
　　1内科）：心拍同期法併用による99mTcMIBI，1231BMIPP2核種同時心筋SPECTデータ収集一虚血性心疾患
　における臨床的有用性の検討一．核医学，32，547555，1995．
17）林宏光，恩田宗彦，高木亮，川俣博志，渡　潤，市川太郎，隈崎達夫：大動脈解離一CTによるAortic
　Cobwebsの検討一．日本医学放射線学会誌，55，402－408，1995．
18）天野康雄，田辺義博1），恩田宗彦，野村武夫1），隈崎達夫（1）第3内科）：MRIにて再生不良性貧血と鑑別困難で
　あった血液疾患の検討．臨床放射線，40，675－679，1995．
19）田島なつき1），伊藤公一郎1》，岡田　進1），保坂純郎1），田島廣之，隈崎達夫，浅野哲雄2），加藤丈司1）（1）千葉北総
　病院放射線科，2）同　胸部外科）：造影fastspoiled　GRASS法による下肢静脈のMRA．日本医学放射線学会誌，
　55，　511－512，　1995．
20）天野康雄，林宏光，松浦真紀，渡　潤，隈崎達夫：造影MRlmagingにおける骨髄造血巣の造影効果と形
　態的特徴一脊椎炎・腫瘍との対比を含めて一．日本医学放射線学会誌，55，451－455，1995．
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36）弦間和仁，隈崎達夫：高速回転デジタル血管造影．現代医療，28，149－152，1996．
37）林宏光，小林尚志，高木亮，趙圭一1），石原眞木子，吉川晃，市川太郎，隈崎達夫（1）千葉北総病院放射
　線科）：らせんCTその基礎から最新の3次元画像まで．臨床画像・12，181－193，1996．
38）隈崎達夫，鴨下　亨1），川俣博志（1）第一病院放射線科）：腎・尿路画像診断の進歩　3次元血管造影．腎と透析，
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　40，　479－484，　1996．
39）川俣博志，小林尚志・林　宏光，市川太郎，高木　亮，濱口雄慈1），飯田英次，弦間和仁，隈崎達夫，松枝　清2）
　（1）付属病院放射線技師，2）茨城県立中央病院放射線科）：経静脈性造影剤注入による腎のCT血管造影一Voxel
　Transmission投影法による三次元CT画像を中心として．腎と透析，40，425－434，1996．
40）堀内淳一：口腔領域癌に対する小線源治療の足跡と展望．日本放射線腫瘍学会雑誌，8，9－20，1996．
41）林宏光，小林尚志，隈崎達夫：3次元CTらせんCTの基礎から最新の3次元画像まで一．臨床医，22，
　233－239，　1996．
42）林　宏光，小林尚志，隈崎達夫，後藤良洋11（1）日立メディコ技術研究所）：Virtual　CT　Endoscopy“Cruising　Eye
　View”　開発に至る過程とその理論，ならびに臨床応用．TMIT総合医用画像技術学会誌，8，1H8，1996．
43）田島廣之，村上隆介1》，高木　亮，隈崎達夫（1）多摩永山病院放射線科）：血管損傷．救急医学，20，352－356，1996．
44）山田恵子1），小泉　満i），沢野誠志1），有賀明子’），天野真紀D，貝津俊英1），山下　孝且），鎌田信悦2）（1）癌研放射線
　科，2〉癌研頭頸科）：悪性腫瘍の画像診断一甲状腺．外科治療，フ4，109－118，1996．
著書
　1）Kumazaki，T．，and　Ringertz，H．1）（1〉Karolinska　Hospita1）：〔分担〕数字成像．放射学綜合性教科書I　p．101－
　　114，NICER研究所，1995．
　2）Kumazaki，T．，and　Ringertz，H．1）（1）Karolinska　Hospita1）：〔分担〕Imagen　digita1，Compendio　General　de
　　Radiologia　l．p．101－114，NICER　DEL　CENTENARIO，1995．
　3）Kumazaki，T．，and　Ringertz，H，1〉（1）Karolinska　Hospital）：〔分担〕加丁必Ta凋bHa月Pa双目o凋o田月，06皿ee　PyKoBo且cTBo
　　no　pa五Ho』or目H．p．101－114，Io6剛e角Ha只KHHra　NICER，1995．
　4）天野康雄，林宏光，渡　潤，高浜克也，隈崎達夫，窪谷潔1》，荒木勤1）（1）産婦人科）：〔分担〕胎盤血腫
　　の1例．腹部画像診断アトラスII（腹部放射線研究会編），p．238－239，日本シェーリング，1995．
　5）伊達秀二1），木村文子1），山本正美2），山根修治3），松浦真紀，伊藤勝陽4）（1）あかね会土谷総合病院・放，2）同・病
　　理，3）同・外科，4）広島大・放）：腫瘍内を門脈枝が貫通していた高分化型肝癌の1症例．腹部画像診断アトラス
　　II（腹部放射線研究会編），p．3031，日本シェーリング，1995．
　6）市川太郎，田島廣之，林宏光，渡　潤，天野康雄，高木亮，隈崎達夫，田尻孝1》，金徳栄1），浅野伍朗2）
　　（1）第1外科，2）第2病理）：〔分担〕興味ある画像所見を呈した周囲環状に高分化な部分を伴う肝細胞癌の1例．
　　腹部画像診断アトラスII（腹部放射線研究会編）p．32－33，日本シェーリング，1995．
　7）市川太郎，隈崎達夫，田島廣之，渡　　潤，林　宏光，高木　亮，天野康雄，田尻　孝1），内田英二1），内藤善哉2）
　　（1）第1外科，2）第2病理）：〔分担〕非典型的画像所見を呈した膵Sohd　Cystic　tumorの1例．腹部画像診断ア
　　トラスII（腹部放射線研究会編）p．108－109，日本シェーリング，1995．
　8）隈崎達夫，田島廣之：〔分担〕脾臓：IVRの臨床（高橋睦正，山下康行編）p．288－294．朝倉書店，1995．
　9）市川太郎，小林尚志，隈崎達夫二〔分担〕肝血管筋脂肪腫．まれな疾患の画像診断（佐藤雅史，渡部英之，田之
　　畑一則編）p．180－181，メジカルビュー社，東京，1995．
10）市川太郎，隈崎達夫：〔分担〕膵充実性嚢胞性腫瘍．まれな疾患の画像診断（佐藤雅史，渡部英之，田之畑一則
　　編）p．156－157，メジカルビュー社，東京，1995．
11）林宏光，隈崎達夫：〔分担〕好酸球胃腸炎．臨床画像SPECIALまれな疾患の画像診断一知っておくべき読影
　　のポイントー（佐藤雅史，渡部英之，田之畑一則編）p．130－131，メジカルビュー社，東京，1995．
12）林宏光，隈崎達夫：〔分担〕Wolman病．臨床画像SPECIALまれな疾患の画像診断一知っておくべき読影の
　　ポイント　（佐藤雅史，渡部英之，田之畑一則編）p．186－187，メジカルビュー社，東京，1995．
13）渡　　潤，田島廣之・隈崎達夫：〔分担〕肺胞微石症．臨床画像SPECIALまれな疾患の画像診断（佐藤雅史，
　　渡部英之，田之畑一則編）p．6062，メジカルビュー社，東京，1995．
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14）高木亮，林宏光，隈崎達夫：〔分担〕食道悪性黒色腫．臨床画像SPECIALまれな疾患の画像診断（佐藤雅
　史，渡部英之，田之畑一則編）p。106－107，メジカルビュー社，東京，1995．
15）平松京一，隈崎達夫：〔編集〕高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一．メディカルジャーナル社，東京，
　　1995．
16）隈崎達夫：〔分担〕総論；高速らせんCTの臨床応用について．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平
　松京一，隈崎達夫編）p．8－9，メディカルジャーナル社，東京，1995．
17）市川太郎，弦間和仁，川俣博志：〔分担〕食道静脈瘤．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に（平松京一，
　　隈崎達夫編）p．8890，メディカルジャーナル社，東京，1995．
18）市川太郎，石原眞木子，中原　圓：〔分担）胃癌．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に　（平松京一，隈
　　崎達夫編）p．91－93，メディカルジャーナル社，東京，1995．
19）市川太郎，小林尚志，川俣博志＝〔分担〕肝硬変．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平松京一，隈
　　崎達夫編）p．94－96，メディカルジャーナル社，東京，1995．
20）市川太郎，弦問和仁，渡　　潤：〔分担〕肝細胞癌．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平松京一，
　　隈崎達夫編）p．97－99，メディカルジャーナル社，東京，1995．
21）林宏光，弦間和仁，小林尚志：〔分担〕腹部大動脈瘤．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に（平松京一，
　　隈崎達夫編）p．126－128，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
22）林　宏光，川俣博志，弦問和仁：〔分担〕大動脈解離．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平松京一，
　　隈崎達夫編）p．129131，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
23）林　宏光・大矢　徹1），小林尚志（1）日産玉川病院・放）：〔分担〕閉塞性動脈硬化症（stent留置症例）．高速ら
　　せんCTの実際一造影症例を中心に一（平松京一，隈崎達夫編）p．132－134，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
24）林　宏光，小林尚志，川俣博志：〔分担〕閉塞性動脈硬化症（PTA施行症例）．高速らせんCTの実際一造影症
　　例を中心に一（平松京一，隈崎達夫編）p．135－137，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
25）渡　　潤，田島廣之，飯田英次：〔分担〕転移性肺癌．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平松京一，
　　隈崎達夫編）p．50－52，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
26）渡　　潤，飯田英次，田島廣之：〔分担〕肺腺癌．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平松京一，隈
　　崎達夫編）p．53－55，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
27）渡　　潤，趙　圭一，石原眞木子：〔分担〕悪性リンパ腫．高速らせんCTの実際一造影症例を中心に一（平松
　　京一，隈崎達夫編）p．56－58，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
28）高木　亮，小林尚志，石原眞木子：〔分担〕中大脳動脈遠位端末破裂脳動脈瘤．高速らせんCTの実際一造影症
　　例を中心に一（平松京一，隈崎達夫編）p．27－29，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
29）高木亮，趙圭一，高浜克也：〔分担〕脳底動脈遠位端末破裂脳動脈瘤．高速らせんCTの実際一造影症例を
　　中心に一（平松京一，隈崎達夫編）p．30－32，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
30）高木　亮，小林尚志，石原眞木子：〔分担〕鞍上部髄膜腫．高速らせんCTの実際　造影症例を中心に（平松
　　京一，隈崎達夫編）p．30－32，メディカル・ジャーナル，東京，1995．
31）隈崎達夫，小林尚志：〔編著〕新世代3次元CT診断．南江堂，東京，1995．
32）小林尚志：〔分担〕1．基礎および理論；A．高速らせんCTを用いた3次元画像表示一Voxel　transmission投
　　影法の基礎および理論一．新世代3次元CT診断（隈崎達夫，小林尚志編）p。2－11，南江堂，東京，・1995．
33）林宏光：〔分担〕1．基礎および理論；B．VirtualCTEndoscopy“CruisingEyeView”開発にいたる過
　　程とその理論一．新世代3次元CT診断（隈崎達夫，小林尚志編）p，12－16，南江堂，東京，1995．
34）隈崎達夫：〔分担〕1．基礎および理論；C．Cone－beam3次元CT一高速回転X線撮影システムから3次元CT
　　画像の再構成一．新世代3次元CT診断（隈崎達夫，小林尚志編）p。17－23，南江堂，東京，1995．
35）小林尚志，林　宏光，高木　亮，隈崎達夫：〔分担〕II．各論3次元CT診断法の実際；A．Voxel　Transmission．
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　　新世代3次元CT診断（隈崎達夫，小林尚志編）p．26－167，南江堂，東京，1995．
36）林宏光，小林尚志：〔分担〕II．各論3次元CT診断法の実際＝B．VirtualCTEndoscopy“CruisingEye
　　View”．新世代3次元CT診断（隈崎達夫，小林尚志編）p．168－177，南江堂，東京，1995．
37）隈崎達夫，林宏光：〔分担〕II．各論3次元CT診断法の実際：C．Cone－beam3次元CT．新世代3次元CT
　　診断（隈崎達夫，小林尚志編）p．178－187，南江堂，東京，1995．
38）隈崎達夫：〔分担〕Emergency　Radiology（腹部）：4．IVR（lnterventional　Radiology）．腹部救急疾患の画
　　像診断「Emergency　Radiology（腹部）」その実践活用法（日本医学放射線学会誌編）日本アクセル・シュプリ
　　ンガー出版，1995．
39）汲田伸一郎：〔分担〕心筋SPECT．PET読影アトラス（西村恒彦編）p．66－71，p．84－87，永井書店，1996．
学会発表
〔1994年度追加分〕
シンポジウム1
　1）Ohya，T．，Joffre，F．，Rousseau，H．，Tregant，P．，Kumazaki，T．，Wakabayashi，H．，Talima，H．，Kawamata，
　　H．，Murakami，R．，Goto，S．，Ito，K．，Gemma，K．，and　Katagiri，K．：Metallic　Stent　Placement　for　Treatment
　　of　Malignant　Venous　Stenoses　and　Occlusions．The5th　Intemational　Symposium　of　Interventional　and
　　New　Vascular　Imaging，（Kyoto），1994．5．
一般講演：
　1）Ohya，T．，Kawamata，H．，Hayashi，H．，Takagi，R．，Katagiri，K．，and　Kumazaki，T．：Rotational　Digital
　　Subtraction　Angiography　of　Transjugular　Intrahepatic　Portosystemic　Shunt，Radioligical　Society　of　North
　　America，（Chicago），1994。12．
　2）大矢　徹，川俣博志，村上隆介，後藤慎介，片桐究代，朝戸健夫，舘野　温，松浦真紀，高浦順子，高木　亮，
　　高橋修司，弦間和仁，田島廣之，隈崎達夫＝腸骨動脈完全閉塞症例に対するWallstent留置．第8回Metallic
　　Stent研究会，1994．
（1）特別講演：
　1）Kumazaki，T．：Rotational　digital　angiography－A　new　system　for3D　display　of　vascular　system一．THE
　　SECOND　ASIAN－PACIFIC　CONGRESS　OF　CARDIOVASCULAR＆INTERVENTIONAL　RADIOROGY
　　（APCCVIR95），（Tokyo），1995．9．
2）Hayashi，H．：What’s　onintheWorld　ofCT　Today－NewConcepts　in3D－CT一．First　MeetingofMedical
　　Advisery　Board　of　Scimens　CT（New　York），1995．9。
3）Horiuchi，J．：Summary　of　JASTRO　activity　in1995．ASTRO（Miami），1995．10．
　4）Kumazaki，T．：Rotational　Digita13D　Angiography－Development　of　a　new　system　and　clinical　usefulness
　　particularlyforemergencyvascular　damages一．台湾南区放射線医学影像検討会（PINGTUNG），1995．12．
5）隈崎達夫：新しい3次元血管造影システムの開発と臨床一特に救急心血管疾患に対する有用性について一．第5
　　回島根画像診断研究会，1995．4．
6）隈崎達夫：救急血管疾患の画像診断一特に3DDagital　Angiographyの有用性について　．釧路画像診断講演会，
　　1995．4．
7）隈崎達夫：回転DSAによる胸腹部血管の3D表示一新しいシステムの開発と臨床的有用性一．第20回日本外科
　　系連合学会学術集会，1995．6．
8）林　宏光：高速らせんCTによる経静脈的三次元CT血管造影．博慈会記念総合病院学術講演会，1995．6．
9）林　宏光：高速らせんCT一その基礎から最新の三次元CTまで一．公立七戸病院学術講演会，1995．6．
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10）堀内淳一：頭頸部腫瘍における放射線治療の現状と展望．第40回日本口腔外科学会，1995．10．
11）林宏光：CT内視法からVirtua1CTEndoscopy℃ruisingEyeView”へ．第23回総合医用画像技術研究会
　　（TMIT），1995．10．
12）林宏光：血管性病変のCT診断．第13回茨城県画像診断会，1995．10．
13）小林尚志：臨床即応の三次元画像診断法：らせんCT，Voxel　Transmission法，Virtual　CT一内視鏡について．
　　日本医学放射線学会秋季臨床大会，1995．10．
14）小林尚志：高速らせんCTの臨床応用一らせんCTをどのように用いるか一．第51回日本放射線技術学会総会学
　　術大会，1995．
15）林宏光：高速らせんCTその基礎から最新の三次元CTまで．X線発見百周年記念平成7年度長野県放射線
　　技師学術大会，1995．11．
16）隈崎達夫：心臓大血管の3次元血管造影診断．循環器画像診断研究会，1995．12．
17）隈崎達夫：3次元画像はここまできた，将来はP．日本病院会放射線技師監督者セミナー，1996．1．
18）林宏光：腹部・骨盤部の三次元CT診断．第3回神奈川ラジオロギーハイライト学術講演会，1996．1．
19）市川太郎：CTの最新動向．東京都技師会学術研修会，1996．2．
20）汲田伸一郎：カーディオライトを用いた新しい心臓核医学検査プロトコール．21世紀カンファレンス，1996．3．
（2）教育講演：
　1）隈崎達夫：Emergency　Radiology（腹部），血管造影・IVR．第54回日本医学放射線学会総会・1995．4．
2）田島廣之，隈崎達夫：放射線専門医試験受験に必要な基礎知識：胸部．第31回日本医学放射線学会秋季臨床大会・
　　1995。　10．
3）田島廣之，村上隆介1），隈崎達夫（1）多摩永山病院放射線科）：放射線専門医試験受験に必要な基礎知識；腹部．
　　第31回日本医学放射線学会秋季臨床大会，1995．10．
（3）招待講演：
　1）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，高浜克也，隈崎達夫，哲翁弥生’），酒井俊太1），草間芳樹1），宗像一雄1）（1）第
　　1内科）：マイオビューを用いた右室梗塞の検出．第2回マイオビュー研究会，1995．6．
　2）水村　直：123HMP　Dynamic　SPECTを用いた脳血流定量法一一回動脈採血法による簡便法一．第13回データ
　　処理研究会，1995．12．
（4）シンポジウム：
　1）隈崎達夫：X線管移動による3D－Dynamic血管造影法．第54回日本医学放射線学会総会・1995．4．
　2）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，隈崎達夫，哲翁弥生1），酒井俊太1），草間芳樹1），宗像一雄1）（1）第1内科）：テ
　　クネチウム標識心筋製剤を用いた心拍同期心筋シンチグラフィの臨床応用．第16回心臓核医学研究会，1995．5．
　3〉隈崎達夫：救急血管性の画像診断一特に3D－angiographyによる観察一．第20回日本外科系連合学会学術集会，
　　1995．6．
　4）林宏光，川俣博志，小林尚志，隈崎達夫：ワークインプログレス（ll）一IVRと新しい画像診断法一：3D－CTの
　　IVRへの応用．第24回日本血管造影・IVR学会総会，1995．6．
　5）隈崎達夫：画像診断としての核医学一これからどうする一：核医学にこれから期待するもの2）心臓．第31回日
　　本医学放射線学会秋季臨床大会，1995．10．
　6）隈崎達夫：脈管画像診断の進歩と展望：デジタル血管撮影の新しい展望一診断的有用性と将来展望．第36回日本
　　脈管学会総会，1995．10．
　7）岡田　進1），宮下次廣，堀内淳一，隈崎達夫，加藤友康2），平井康夫3），荷見勝彦2），天野真紀3），沢野誠志3），山
　　田恵子31，山下　孝3）（1）千葉北総病院放射線科，2）癌研婦人科，3）癌研放射線科）：MRIによる子宮頚癌放射線治
　　療効果判定一手術を行った症例での検討一．日本放射線腫瘍学会第8回学術大会，1995．11．
　8）小林尚志，林　宏光，隈崎達夫：三次元画像の診断と外科治療への応用一術前検討のための三次元CT画像一．
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　　第5回コンピュータ支援画像診断学会・第4回日本コンピュータ外科学会合同シンポジウム（東京），1995．11．
9）小林尚志，市川太郎，林　宏光，隈崎達夫：がん画像診断の進歩一新しい診断法の開発一：最近の3D－CT画像
　　その適応と可能性について．第54回日本癌学会総会（京都），1995．11．
（5）パネルディスカッション＝
　1）小林尚志1三次元画像の構築法と診断支援一腹部・骨盤領域の三次元CT画像一．断層映像研究会（大宮），1995．
　　10．
　2）弦間和仁：腎尿路系腫瘍の病期診断一DSAについて　．第15回日本画像医学会，1996．2．
3）林宏光，小林尚志，隈崎達夫二Virtua1CTEndoscopy“CruisingEyeView”理論および臨床応用．第15回
　　日本画像医学会，1996．2．
（6）一般講演：
　1）Mitsuhashi，K1），Hyakusoku，H．1），Fum1iri，M．1），and　Miyashita，T，（1）Dept　of　Plastlc　and　Reconstructive
　　Surgery）：Treatment　of　So－called　Keloids　with　Excision　Postoperative　Electron　Irradiation．11th　Congress
　　of　the　Intemational　Confideration　of　Plastic　Reconstructive　and　Anesthetic　Surgery，Yokohama，Japan，
　　1995．4．
2）Murata，S。1），and　Kobayashi，H．（1）Univ　of　Tsukuba，Dept　of　Radiology）l　The　blood　flow　of　liver　tumor：
　　An　effect　of　transient　occlusion　of　the　hepatic　veins　evaluated　with　a　spiral　CT．European　Congress　of
　　Radiology（Wien），1995．
　3）Shioyama，Y，1），Matsueda，K1），Horihata，K1），Amemiya，R．1），Yoshimi，F．2），Hasegawa，H．2），and　Kobaya－
　　shi，H，（Central　Hospital　Prefectural　of　Ibaraki，1）Dept　of　Radiology，2）Dept　of　Surgery）：Spiral　volumetric
　　CT　angiography　in　thoraclc　vascular　diseases，81st　Scientific　Assembly　and　Amual　Meeting　of
　　Radiological　Society　of　North　America（Chicago），1995．12．
　4）Hayashi，H。，Kobayashi，H．，Takagi，R．，Kawamata，H．，Ichikawa，T．，and　Kumazaki，T．：Three－
　　dimensional　CT　Angiography　of　Complex　Iliac　Stenoses：Comparison　with　Rotational　Angiography．81st
　　Scientific　Assembly　and　Amual　Meeting　of　Radiological　Society　of　North　America（Chicago），1995．12．
　5）Hayashi，H．，Kobayashi，H．，Takagi，R．，Kawamata，H．，and　Kumazaki，T．：Three－dimensional　CT
　　Angiographic　Assessment　of　Aortoarterial　Pathology　with　Use　of　Various　Postprocessing　Techniques．81st
　　Scientific　Assembly　and　Annual　Meeting　of　Radiological　Society　of　North　America（Chicago），1995．12．
6）隈崎達夫，小林尚志，市川太郎，林　宏光，高木　亮，町田　稔，赤坂晃彦，鈴木　健：新しいコーンビーム3
　　次元CTの開発．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
7）宮下次廣，堀内淳一，舘野　温，貝津俊英，阿部　豊，吉川　晃，天野康雄，趙　圭一，石原眞木子，神代勝敏，
　　隈崎達夫，三橋　清1）（’）形成外科）：ケロイドの放射線治療一再発関連因子の検討一．第54回日本医学放射線学
　　会総会，1995．4．
8）田島廣之・村上隆介・川俣博志，後藤慎介，飯田英次，青山俊也，朝戸健夫，大矢　徹，隈崎達夫，高山守正1），
　　子島　潤1），高野照夫1）（1）CCU）：急性肺血栓塞栓症に対するt・PA肺動脈内投与による血栓溶解療法について．
　　第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
9）汲田伸一郎，水村　直，中條秀信，貝津俊英，町田　稔，舘野　温，木島鉄仁，隈崎達夫：虚血心における
　　99mTc－MIBI，1231・BMIPP2核種同時心筋SPECTデータ収集一心筋同期法併用による心筋灌流，脂肪酸代謝お
　　よび心収縮能の同時評価一．第54回日本医学放射線学会総会1995．4．
10）市川太郎，若林洋行，高木　亮，渡　　潤，林　宏光，天野康雄，中條秀信，水村　直，浜口雄慈，隈崎達夫：
　　経静脈性造影による門脈，肝静脈同時描出3DヘリカルCT．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
11）林　宏光，恩田宗彦，川俣博志，高木　亮，渡　　潤，市川太郎，片桐究代，吉川　晃，小林尚志，町田和夫，
　　隈崎達夫：大動脈解離　CTによるAortic　Cobwebsの検討一．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
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12）飯田英次，大矢　徹，川俣博志，後藤慎介，青山俊也，高浜克也，朝戸健夫，町田　稔，高橋修司，弦間和仁，
　田島廣之，篠原文章，隈崎達夫：腸骨動脈慢性完全閉塞に対する一期的なステント留置一第2報：中期成績を含
　　めた検討一．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
13）高木　亮，林　宏光，市川太郎，若林洋行，吉川　晃，阿部　豊，石原眞木子，小林尚志，隈崎達夫：腹部鈍的
　外傷に合併する血管損傷の高速CT．第54回日本医学放射線学会総会1995．4．
14）天野康雄，天野真紀，高浦順子，片桐究代，高浜克也，若林洋行，水村　直，土橋俊男，田辺義博1），野村武夫1）・
　　隈崎達夫（1）第3内科）：再生不良性貧血における骨髄造血巣のMR　imaging－opposed　phase　T1強調像の信号
　　強度を中心として一。第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
15）川俣博志，林宏光，大矢徹，吉川晃，片桐究代，天野康雄，水村直，中條秀信，田島廣之，隈崎達夫：
　　血栓閉鎖型大動脈解離のUlcerlike　Prolection：CTによる描出形態についての検討．第54回日本医学放射線学
　　会総会，1995．4．
16）水村　直，汲田伸一郎，木島鉄仁，中條秀信，貝津俊英，町田　稔，舘野　温，隈崎達夫：123HMP　Dynamic　SPECT
　　収集と一回動脈採血による局所脳血流量と脳血液分配定数の定量法．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
17）青山俊也，町田　稔，大矢　徹，高浜克也，飯田英次，後藤慎介，川俣博志，天野康雄，阿部　豊，田島廣之・
　　隈崎達夫：血管ステント留置後のカラードップラについての実験的検討．第54回日本医学放射線学会総会，1995．
　　4．
18）片桐究代，林宏光，中原圓，川俣博志，高木亮，阿部豊，吉川晃，岡島雄史，隈崎達夫：大動脈解離
　　一血栓閉鎖型から偽腔開存型への移行例の臨床的検討一．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
19）後藤慎介，田島廣之，川俣博志，飯田英次，青山俊也，林　宏光，高木　亮，渡　　潤，市川太郎，大矢　徹，
　　隈崎達夫，川井　真1），辺見　弘11（1）CCM）1重症骨盤骨折のCT像一血管造影との比較一．第54回日本医学放
　　射線学会総会，1995．4．
20）中條秀信，汲田伸一郎，水村　直，後藤慎介，片桐究代，青山俊也，貝津俊英，隈崎達夫：99mTc－MIBI心拍同
　　期心筋シンチグラフィを用いた左室収縮に伴うねじれに関する検討．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
21）吉川公彦1），打田日出夫1），西峯　潔1），前田宗宏1），成松芳明2），平松京一2），播磨敬三31，隈崎達夫，田島廣之・
　　大矢　徹，中島康雄4），石川　徹4），澤田　敏5），古寺研一6）（’）奈良医大放射線科，2）慶応放射線科，3）関西医大放
　　射線科，4）聖マリアンナ医大放射線科，5）鳥取大放射線科，6）東京都済生会中央病院放射線科）：腸骨動脈ASO症
　　例に対するPalmaz　Stentの有用性一多施設協同研究一．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
22）村上隆介1），田島廣之，大矢　徹，後藤慎介，青山俊也，川俣博志，市川和雄1），滝川崇弘1），小林由子1），杉崎健
　　一），玉井　仁1），篠原義智1），山本　鼎1），隈崎達夫（1）多摩永山病院放射線科）：血管造影の腎機能に及ぼす影響
　　一Iodixano1を用いた検討一．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
23）伊藤公一郎1），岡田　進1），田島なつきD，保坂純郎1），隈崎達夫（1）千葉北総病院放射線科）：Fat　Presaturation
　　を併用した骨盤・下肢動脈のGd造影高速3D　MR　Angiography．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
24）田島なつき’），岡田　進1），伊藤公一郎1》，保坂純郎1》，大熊都支1），貝津俊英1），加藤丈司1），浅野哲雄2），杉本忠
　　彦2），田島廣之，隈崎達夫（1）千葉北総病院放射線科，2）同　胸部外科）：Fastspinecho法および造影fast　spoiled
　　GRASS法による下肢静脈のMRA．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
25）内山菜智子1），石川　勉1），飯沼　元1》，宮川国久1），中嶋秀麿1），牛尾恭輔1），赤須孝之1），横田敏弘1），下田忠和1）
　　（1）国立がんセンター中央病院放射線診断部）1腫瘤形成性虫垂炎との鑑別を要した腹部放線菌症の1例．第407
　　回日本医学放射線学会関東地方会，1995．6。
26）岡島雄史1），沢野誠志1》，山田恵子1），小泉　満1），有賀明子1），天野真紀’），山下　孝1），唐渡敦也1），山田弥生2）
　　（1）癌研放射線科，2）癌研内科）：大腿静脈から発生したと思われるlntravenous　leiomyosarcomaの1例．第407
　　回日本医学放射線学会関東地方会，1995．6．
27）高橋修司1》，齋藤了一）（1》下谷病院放射線科）：後腹膜腔から発生したganglioneuromaの1例．第407回日本医
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　学放射線学会関東地方会，1995．6．
28）川俣博志，大矢　徹，飯田英次，後藤慎介，青山俊也，弦問和仁，小林尚志，隈崎達夫，金沢秀典且）（り第3内科）：
　肝癌合併例に対するTIPS．第24回日本血管造影・IVR学会総会，1995．6．
29）村上隆介1），市川和雄1），杉崎健一1），滝川崇弘1），小林由子1），山本　鼎1），田島廣之，隈崎達夫（11多摩永山病院
　放射線科）：大量出血を伴った顔面外傷のTAE．第24回日本血管造影・IVR学会総会，1995．6．
30）川俣博志，大矢　徹1），高浜克也，飯田英次，後藤慎介，青山俊也，片桐究代，阿部　豊，弦間和仁，田島廣之，
　隈崎達夫（1旧産玉川病院放射線科）：総腸骨動脈完全閉塞に対するステント留置後，対側総腸骨動脈に血栓移動
　　を生じた1例．第10回Metallic　Stent研究会，1995．6．
31）渡　　潤，田島廣之，弦間和仁，後藤慎介，飯田英次，石王道人，小林尚志，隈崎達夫，工藤翔二1）（1）第4内科）：
　悪性気道狭窄に対する金属ステントの臨床応用．第7回関東IVR研究会，1995．7．
32）弦間和仁，大矢　徹1），川俣博志，飯田英次，青山俊也，片桐究代，吉川　晃，田島廣之，林　宏光，小林尚志，
　隈崎達夫（1）日産玉川病院放射線科）：総腸骨動脈の閉塞を来した閉塞性動脈硬化症に対し一期的にメタリック
　ステント留置を行い経過中にステント外血流が認められた1例．第7回関東IVR研究会1995．7．
33）青山俊也，田島廣之，朝戸健夫，弦間和仁，川俣博志，飯田英次，後藤慎介，片桐究代，吉川　晃，清水康弘，
　隈崎達夫，辺見　弘1），原田尚重1）（1）救急医学教室）：TAEにより軽快した外傷性皮下血腫の1例．第7回関東
　IVR研究会，1995．7．
34）市川和雄1），村上隆介2），滝川崇弘2》，小林由子2），杉崎健一2），玉井　仁2），篠原義智2），山本　鼎2》，飯田英次，
　田島廣之，隈崎達夫（1）千葉北総病院放射線科，21多摩永山病院放射線科）：小児に対する脾動脈塞栓術．第7回
　関東IVR研究会，1995．7．
35）林宏光，小林尚志，高木亮，川俣博志，市川太郎，隈崎達夫：骨盤・下肢動脈閉塞症の3D・CTA：回転DSA
　　との比較．第41回心臓血管放射線研究会，1995．7．
36）林宏光，小林尚志，川俣博志，高木亮，隈崎達夫，後藤良洋’）（1）日立メディコ技術研究所）：血管性病変の
　Virtual　CT　Endoscopy“Cruising　Eye　View”．第41回心臓血管放射線研究会，1995．7．
37）鳥羽正浩，汲田伸一郎，水村　直，趙　圭一，木島鉄仁，高浜克也，隈崎達夫：99mTCMIBI心拍同期心筋シン
　チグラフィを用いた拡張機能評価に関する検討　心プールシンチグラフィによる拡張能指標との対比一．日本核
　医学会関東地方会，1995．7．
38）堀内淳一：頭頸部腫瘍の放射線治療一小線源治療を中心として一．第33回日本癌治療学会（札幌），1995．9．
39）天野康雄，若林洋行，町田　稔，天野真紀，隈崎達夫＝血液疾患における下顎骨信号強度の検討．第23回日本磁
　気共鳴医学会大会（東京），1995．9．
40）天野真紀1），起塚裕美2），加藤友康3），岡田　進4），沢野誠志1），山田恵子1），小泉　満1），有賀明子1），岡島雄史1），
　貝津俊英1），荷見勝彦3），山下　孝1）（1）癌研放射線科，2）島根医大放射線科，3）癌研婦人科，4）千葉北総病院放射線
　科）：MRlによる子宮頚癌化学療法の治療効果判定．第23回日本磁気共鳴医学会大会（東京），1995．9．
41）前田美穂1），渡辺恵子1），植田高弘1），五十嵐徹1），金子清志1），山本正生1），天野康雄，隈崎達夫（1）小児科）：小
　児の再生不良性貧血の診断一治療効果におけるMRIの有用性　．第37回日本小児血液学会（甲府），1995．9．
42）鳥羽正浩，汲田伸一郎，水村直，趙　圭一，木島鉄仁，高浜克也，隈崎達夫：99mTc－MIBI心拍同期心筋シンチ
　グラフィを用いた拡張機能評価に関する検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
43）朝戸健夫，田島廣之，弦問和仁，後藤慎介，川俣博志，飯田英次，青山俊也，吉川　晃，岡島雄史，清水康弘，
　隈崎達夫：原発性肝細胞癌の回転デジタル血管造影．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
44）舘野　温，山田丈士，宮下次廣，堀内淳一，隈崎達夫：放射線治療計画用プログラムARCSEX　version4．5の
　使用経験．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
45）山田丈士，舘野　温，宮下次廣，堀内淳一，隈崎達夫：放射線腫瘍学広域databaseに参加して．第63回日本医
　科大学医学会総会1995．9．
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46）小泉岐博，石原眞木子，趙　圭一，市川太郎，隈崎達夫：肝硬変症例の造影CT一早期像における造影剤動態の
　　検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
47）田島なつき1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），岡田　進1），浅野哲雄2），田島廣之，隈崎達夫（1）千葉北総病院放射線
　　科，2）同　胸部外科）：下肢静脈瘤のMRA．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
48）松崎つや子1），本間　浩1），佐藤淳子1），渋沢亜希1），斉藤公一1），黒田　肇1），馬　換換2），伊藤恵子2），菅原博子2），
　　勝田悌実2），宗像一雄2），岸田　浩2），早川弘一2），林　宏光，隈崎達夫（旦）生理機能センター，2）第1内科）：非観
　　血的に診断し得た先天性大動脈四尖弁の2例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
49）天野真紀1），山下　孝1），天野康雄，隈崎達夫，弦間和仁，恩田宗彦2），浅野伍朗2）（1）癌研放射線科，2）第2病理）：
　　T2強調像にて著明な低信号を呈した上咽頭癌の2例．第8回頭頚部放射線研究会，1995．10．
50）林宏光，小林尚志，高木亮，市川太郎，石原眞木子，川俣博志，弦間和仁，隈崎達夫，後藤良洋1）（1）日立メ
　　ディコ技術研究所）：血管性病変のVirtual　CT　Endoscopy“Cruising　Eye　View”：理論および臨床応用．第6
　　回医用デジタル動画像研究会，1995．10．
51）朝戸健夫，田島廣之，後藤慎介，川俣博志，飯田英次，青山俊也，片桐究代，岡島雄史，弦間和仁，隈崎達夫：
　　肝腫瘍の回転デジタル血管造影．第6回医用デジタル動画像研究会，1995．10．
52）汲田伸一郎，水村　直，木島鉄仁，高浜克也，趙　圭一，石原眞木子，隈崎達夫＝3検出器型ガンマカメラを用
　　いたSTEPの臨床使用経験．第35回日本核医学会総会，1995．10．
53）水村　直，趙　圭一，石原眞木子，高浜克也，木島鉄仁，汲田伸一郎，隈崎達夫1大脳連合野におけるIMP－SPECT
　　脳内分布の評価　半定量的評価における参照部位の検討一．第35回日本核医学会総会，1995．10．
54）木島鉄仁，汲田伸一郎，水村　直，高浜克也，趙　圭一，石原眞木子，隈崎達夫：201－TICl心筋SPECTにおけ
　　るSTEPを用いた吸収補正一心筋ファントムを用いた検討一．第35回日本核医学会総会，1995．10．
55）高浜克也，汲田伸一郎，趙　圭一，水村　直，石原眞木子，木島鉄仁，隈崎達夫：心室中隔viability評価に於け
　　る201－TICI　SPECTとドブタミン負荷エコーとの解離．第35回日本核医学会総会，1995．10．
56）石原眞木子，水村　直，趙　圭一，汲田伸一郎，木島鉄仁，高浜克也，隈崎達夫：テント上病変による皮質橋小
　　脳路障害と対側小脳血流．第35回日本核医学会総会，1995．10．
57）渡　　潤，田島廣之，天野康雄，隈崎達夫，恩田宗彦1），原口秀司2），小泉　潔2），梅原松臣3），田尻　孝3）（1）第
　　2病理，2）第2外科，3）第1外科）：前縦隔に発生した粘液嚢胞腺癌の1例．第31回日本医学放射線学会秋季臨床
　　大会胸部放射線研究会，1995．10．
58）市川和雄1），増野智彦2），田島なつき1），岡田　進1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），若林洋行，村上隆介3），田島廣之，
　　隈崎達夫，横田裕行2），牧野俊郎2），山本保博2）（1）千葉北総病院放射線科，2）同　救命救急部，3）多摩永山病院放
　　射線科）：“Body　packers”の画像診断一腹部単純X線像を中心として一．第5回救急放射線研究会，1995．10．
59）村上隆介1），小林由子1），杉崎健一1），滝川崇弘1），市川和雄1》，玉井　仁1），篠原義智1），山本　鼎1），田島廣之，
　　隈崎達夫，辻井厚子2），小井土雄一2），須崎紳一郎2），黒川　顕2），益子邦洋2）（1）多摩永山病院放射線科，2）救急医
　　学教室）：遠位下行大動脈損傷の1例．第5回救急放射線研究会，1995．10．
60）市川太郎，小林尚志，隈崎達夫，林　宏光，渡　　潤，川俣博志，高木　亮，石原眞木子，山田　明：腹部領域
　　における経静脈性造影による3次元CT－voxel　transmission法およびmaximum　intensity　projection法の臨
　　床的検討一．第36回脈管学会総会，1995．11．
61）弦問和仁，飯田英次，川俣博志，片桐究代，吉川　晃，林　宏光，大矢　徹D，田島廣之，小林尚志，隈崎達夫
　　（1）日産玉川病院放射線科）：回転デジタル血管撮影一閉塞性動脈硬化症での検討一．第36回脈管学会総会，1995．
　　11．
62）林宏光，小林尚志，隈崎達夫：血管性病変のVirtua1Angioscopy：CTEndoscopy“CmisingEyeView”
　　の開発ならびに臨床応用について．第36回脈管学会総会，1995．11．
63）林宏光，小林尚志，高木亮，石原眞木子，趙圭一，市川太郎，川俣博志，飯田英次，弦間和仁，隈崎達夫：
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　血管性病変の経静脈的造影剤注入による3次元CT－Angiography：新しい画像投影法による臨床評価．第36回
　脈管学会総会，1995．11．
64）木島鉄仁，汲田伸一郎，水村　直，林　宏光，川俣博志，弦間和仁，隈崎達夫：閉塞性動脈硬化症における運動
　負荷下肢201TIClシンチグラフィの有用性一PTA前後の血流評価を含めて一．第36回脈管学会総会，1995．11．
65）片桐究代1），石原聖久1），柳田直樹1），佐藤太志1），岡田　進2），隈崎達夫，二階堂孝3ン（1）佼成病院放射線科，2）千
　葉北総病院放射線科，3）佼成病院病理）：特異な組織像を呈した頭部皮下腫瘤の1例．第408回日本医学放射線学
　会関東地方会，1995．12．
66）岡島雄史，田島廣之，渡　　潤，清水康弘，吉川　晃，飯田英次，小林尚志，隈崎達夫，小泉　潔1），川本雅司2）
　　（1）第2外科，2）第1病理）：胸壁より発生し後縦隔に進展したmyxolipomaの1例．第408回日本医学放射線学会
　関東地方会，1995．12．
67）弦間和仁，飯田英次，川俣博志，岡島雄史，山田　明，中條秀信，大矢　徹1》，田島廣之，小林尚志，隈崎達夫
　　（1）日産玉川病院放射線科）：閉塞性動脈硬化症の回転デジタル血管撮影一腸骨動脈領域での検討．第5回東京血
　管外科画像診断・治療懇話会，1996．1．
68）川俣博志，林宏光，弦間和仁，隈崎達夫：血栓閉鎖型大動脈解離におけるUcerlikeProjection一発生頻度，
　部位および経時的変化について一．第42回心臓血管放射線研究会，1996．1．
69）川俣博志，市川太郎，小林尚志，林　宏光，高木　亮，岡島雄史，中條秀信，飯田英次，村上隆介，青山俊也，
　弦間和仁，田島廣之，隈崎達夫，大矢　徹’），金沢秀典2）（’）日産玉川病院放射線科，2）第3内科）：TIPSの術前
　評価一経静脈性造影らせんCTの有用性について一．第11回Metallic　Stent研究会，1996．2．
70）飯田英次，弦間和仁，川俣博志，岡島雄史，阿部　豊，吉川　晃，山田　明，朝戸健夫，田島廣之，隈崎達夫，
　大矢　徹1）（n日産玉川病院放射線科）：閉塞性動脈硬化症（ASO）に対するstent治療．第11回Metallic　Stent
　研究会，1996．2．
71）吉川公彦1），打田日出夫1），久保田靖1），西峯　潔1），前田宗宏且），成松芳明2），平松京一2），栗林幸夫31，高宮　誠3），
　隈崎達夫，田島廣之，大矢　徹，佐藤守男4），山田龍作4），中島康雄5），石川　徹5）（1）奈良医大・放，2）慶大・放，
　3）国立循環器病セ・放，4）和歌山医大・放，5》聖マ大・放）：腸骨動脈ASO症例に対するPalmaz　Stentの有用性
　一多施設協同研究一．第11回Metallic　Stent研究会，1996．2．
72）高木亮，林宏光，小林尚志，隈崎達夫，諌山和男1），池田幸穂2），寺本明2）（DCCU，2）脳神経外科）：3次
　元CT血管造影法を用いたくも膜下出血後の脳血管攣縮の評価。第19回日本脳神経CI研究会，1996．2。
73）高木亮，林宏光，小林尚志，石原眞木子，山田明，若林洋行，隈崎達夫：脳動静脈奇形における3次元CT
　血管造影法一See　Through　View法の臨床的評価一．第1回3次元CT研究会，1996．3．
74）高木　博1〉，後藤良洋1），林　宏光，小林尚志，隈崎達夫（1）日立メディコ）：3次元表示における遠近法描出法の
　開発．第1回3次元CT研究会，1996．3．
［第一病院放射線科］
研究概要
　長く続けてきた前立腺疾患に関する超音波検査の研究はほぼまとまり，最終的段階に入った．平成8年には論文と
して発表の予定である．
　その他にはIVR，MRIの発表を行なうにとどまった．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
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1）鴨下　亨1），石原聖久1），高浦順子1），柳田直樹1），横倉稔明，堀田礼子，伊藤　正，隈崎達夫（1）佼成病院放射線
　科）1前立腺疾患の超音波像に関する研究（第2報）．第54回日本医学放射線学会総会学術発表会，1995．4．
2）安藤　順，大石卓爾，石王道人，植田候平，横倉稔明，堀田礼子，鴨下　亨，伊藤　正：1。5T－MRI（MAGNEX150／
　HP）の使用経験．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
3）石王道人，植田候平，安藤　順，堀田礼子，横倉稔明，伊藤　正，隈崎達夫1胆管造影における回転デジタル撮
　影の有用性．第6回医用デジタル動画像研究会，1995．10．
4）鴨下　亨，横倉稔明，伊藤　正：前立腺疾患の超音波像に関する研究．日本超音波医学会第66回研究発表会，1995．
　11．
［第二病院放射線科］
研究概要
　放射線診断学：1）呼吸器疾患に対し，気管支鏡を用いたBAL，肺生検を施行し，CT画像と病理所見を比較検討し，
画像診断の向上に力を注いでいる．
　2）川崎市民の胸部問接撮影による胸部疾患集団検診業務の中心的役割を果たし，結核，癌のみならず広く胸部疾患
を取り上げている．肺癌の早期診断及び早期治療に胸部検診業務の重要性を啓蒙している．
　3）上部消化管の消化性潰瘍のX線診断学において，単に潰瘍のみの形態的診断に止まらず，潰瘍形成の背景となる
攻撃因子（胃分泌機能）および粘膜自体の防御因子等，粘膜のもつ機能を画像に表現する，いわゆるFmctionalradiol－
ogyに目標をおき，またE乃Jo万の胃粘膜の胃粘膜変化についても研究中である．
　4）腸管微細粘膜像と生理機能との関係解明を研究中である．
　5）川崎市からの依頼により，地域住民の胃癌計画検診業務に参画し，より効率の良い，より精度の高い集検体系の
確立をめざし研究中である．
　6）MRlを用いた婦人科，産科学的診断について研究中である．
　Interventional　radiology：1）悪性胆道閉塞患者に対し，減黄およびQUL向上を目的とし，ステント挿入および放
射線治療を施行している．さらにこの分野での研究にとり組んでいる．
　2）悪性肝臓腫瘍の治療として経動脈塞栓術，経皮的エタノール注入療法を集学的治療に組み込んでいる．
　放射線治療学：1）肺癌に対して，放射線治療を集学的治療の一つとして積極的にとり組んでいる．
　核医学：1）骨シンチグラフィーを骨腫瘍に施行し，Gaシンチグラフィーを併用し，良悪の鑑別の可能性を追求し
ている。
　2）骨腫瘍以外の骨疾患，例えば炎症，無腐性骨壊死，代謝性疾患，骨折，特に疲労骨折，正常変異，原因不明の痛
みなどにも骨シンチグラフィーを応用し，病態の把握や経過の判定に利用している．
　3）他の付属3病院と共同で小児の骨疾患につき骨シンチグラフィーを行い，成人との違いや，小児に多い疾患の診
断に利用している．
研究業績
論文
（1）総説：
　1）高間都支・渡部英之：新生児・乳児の画像の特徴と診断の要点：消化器，消化管．臨床画像，11，5871，1995．
著書
　1）山本　彰，佐藤雅史：〔分担〕肺動静脈奇形．“まれな疾患の画像診断”（佐藤雅史，渡部英之，田之畑一則編），
　　p．40－41，メジカルビュー，1995．
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2）佐藤雅史：〔分担〕気管支閉塞症．“まれな疾患の画像診断”（佐藤雅史，渡部英之，田之畑一則編），p．42－53，
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26）大熊都支，渡部英之：〔分担〕腹部：Schoenlein－Henoch症候群．“まれな疾患の画像診断”（佐藤雅史・渡部英
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学会発表
（1）教育講演：
　1）佐藤雅史：胸部単純写真読影法の基礎II一炎症・腫瘍．第9回日本医学放射線学会冬季セミナー，1996．2．
（2）一般講演＝
　1）山本博人，渡部英之，林　敏彦，岡田　静，菊池真理，陽川春江，大熊都支，小俣　香，高橋政之，山本　彰・
　　佐藤雅史，山口裕史1）（1）第二・消セ）：悪性胆道狭窄に対するメタリックステントと放射線外照射療法一予後因
　　子と細径胆道鏡一．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
　2）林　敏彦，佐藤雅史，岡田　静，菊池真理，陽川春江，大熊都支，山本博人，小俣　香，高橋政之，山本　彰，
　　渡部英之，川並注一1》（1）第二・病理）：胸部単純写真とCT像とBAL所見からみたPlumonary　Langerhans　Cell
　　Granuromatosis（PLCG）．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
　3）遠藤祐理子1），堺　則康1），秋田政彦1），矢代加奈1），横山　泉1），江川ゆり1），伊東文行1），久吉隆郎2），天野純治2），
　　渡部英之，山本泰一3）（1）第二・皮膚科，2）同・外科，3）第一・病理）：腋窩に発生した異所性乳癌と診断した1例．
　　第94回日本皮膚科学会総会，1995．5．
　4）高間都支，渡部英之，山本　彰，岡田　静，菊池真理，陽川春江，林　敏彦，山本博人，小俣　香，高橋政之，
　　佐藤雅史，中野起久恵1），松岡和彦1），橋本　清1），佐伯守洋2）（1）第二・小児，2）国立・小児外）：肝未分化肉腫の
　　1例．第407回日本医学放射線学会関東地方会，1995．6．
　5）岡田　静，佐藤雅史，小俣　香，菊池真理，陽川春江，高間都支，林　敏彦，山本博人，高橋政之，山本　彰・
　　渡部英之，久吉隆郎1），市川和雄2）（1）第二・外，2）多摩永山・放）先天性単腎症に合併した停留睾丸発生の精上皮
　　腫の1例．第407回日本医学放射線学会関東地方会，1995．6．
　6）遠藤祐理子1》，堺　則康1》，横山　泉1），矢代加奈1），伊東文行1），久吉隆郎2），天野純治2），渡部英之（1》第二・皮
　　膚科，2）同・外科）：腋窩に発生した異所性乳癌と診断した1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
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7）難波　亨1），久吉隆郎D，天野純治’），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1〉，平野滋之1），山本眞二1），野中尚
　子1），山岸茂樹11，佐藤雅史（1）第二・外科）：両側副腎転移切除を行った肺腺癌の1例．第63回日本医科大学医学
　会総会，1995．9．
8）山本眞二1），久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎’），平野滋之1），野中尚
　子1）・山岸茂樹1）・佐藤雅史，百束比古2）（1）第二・外科，2）付属・形成外科）：術後下腿皮膚aspergillus症を合併
　　した肺化膿症の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
9）山岸茂樹1），久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行’），木本洋一郎1），平野滋之1），山本眞
　二1），野中尚子1），佐藤雅史，川並注一2）（1》第二・外科，2）同・病理）：再発肺癌手術後長期生存中の2例．第63回
　日本医科大学医学会総会，1995．9．
10）平田知己1）・久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之’），山本眞二1），野中尚
　子1）・山岸茂樹1），田崎達也2），的場康徳2），赤岩　順2），佐藤雅史（1）第二・外科，2）同・消セ）：胃平滑筋肉腫術
　後に肺癌を合併したsleeve　pneumonectomyを行った1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
11）林敏彦，佐藤雅史，梶原景子，菊竹晴子，鈴木恵一郎，岡田静，菊池真理，陽川春江，渡部英之，久吉隆郎1）
　（1）第二・外科）：18年後に転移再燃した卵巣癌に合併した肺の偽性リンパ腫の一例．第9回胸部放射線研究会，
　1995．　10。
12）菊竹晴子，佐藤雅史，梶原景子，鈴木恵一郎，岡田　静，陽川春江，菊池真理，渡部英之，難波　亨1），久吉隆
　郎1）（1）第二・外科）：特発性肺血腫と考えられた1例．第14回胸部放射線研究会東京部会，1995．12．
13）池田幸穂1），寺本　明1），桑名壮太郎2），林　敏彦（1）付属・脳外，2）三菱重工大倉山病院・内）：脳ドックにおける
　高速Fluid　attenuated　inversion　recovery（FLAIR）法の有用性．第5回日本脳ドック学会，1996．2．
14）山本博人，渡部英之，山本　彰，梶原景子，菊竹晴子，鈴木恵一郎，岡田　静，菊池真理，陽川春江，高間都支，
　林敏彦，小俣香，佐藤雅史，山口裕史11，伊藤達也2）（1》第二・消セ，2）同・内科）放射線外照射後十二指腸潰
　瘍をきたした胆管癌の1例．第11回Metallic　Stent研究会，1996．2．
［多摩永山病院放射線科］
研究概要
　1．当院，救命救急センターと共同で頭部外傷，胸，腹部臓器損傷におけるMRI診断の有用性について研究を続け
ている．
　2．高濃度バリウムによる食道，胃X線診断，特に集団検診における有用性につき検討を加えた．
　3．川崎市主催の住民検診を利用した肺癌の集団検診に参加し，肺癌における集検の有用性の確立を目指している．
　4．胸部疾患におけるCTガイド下肺生検の精度の向上と普及に努めている．さらに腹部臓器損傷に於けるCTガイ
ド下穿刺の有用性についても検討を加えている．
　5．コンピューターを活用した医療画像処理の研究を続けている．
　6．IVRに関しては，悪性腫瘍に対する動注を含めた集学的治療，救急患者のカテーテル治療についての研究が行わ
れている。
　7．細気管支肺胞上皮癌の自然史につきX線診断学的に検討を続けている．
　8．婦人科，整形外科領域におけるMRI診断について研究，検討が行われている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Tajima，H。1），Murakami，R。，Tajima，N．2），Kumazaki，T．D（D付属病院放射線科，2）千葉北総病院放射線科）：
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　Aberrant　Rigahi　Gastric　Vein　Draining　D量rectly　into　the　Quadrate　Lobe　of　the　Liver．Acta　Radiologica，
　36，　270－272，　1995．
2）Tajima，H．11，Tajima，N、2），Hiraoka，Y．3），Yamamoto，K．，Kobayasi，Y，，Kumazaki，T．1），and　Maeda，S．4）（1）
　付属病院放射線科，2）千葉北総病院放射線科，3）多摩永山病院泌尿器科，4）多摩永山病院病理部）：Tuberculosis　of
　the　Prostate．MR　Imaging　Radiation　Report，13，171－173，1995．
3）篠原義智：CTガイド下針生検実施上の注意点と工夫．Modem　Physician，15，525－533，1995．
4）篠原義智：CTガイド下肺針生検の成績と限界．Modem　Physician，15，745－750，1995．
5）市川和雄，岡田　進1），田島なつき11，伊藤公一郎1），保坂純郎1），若林洋行1），於保倫之助2），隈崎達夫3）（1）千葉
　北総病院放射線科，2》千葉北総病院内科，3）付属病院放射線科）：興味あるMRI所見を呈したExtra－pontine
　myelinolysisの1例．千葉MR研究会誌，6，31－37，1995．
6）篠原義智：肺針生検の合併症（1）．Modem　Physician，15，847－854，1995．
7）篠原義智：肺針生検の合併症（2）．Modem　Physician，15，981－987，1995．
8）小林由子1），杉崎健一，村上隆介，山本　鼎，田島なっき2），田島廣之3），隈崎達夫3），間瀬泰克4）（1）多摩南部地
　域病院放射線科，2）千葉北総病院放射線科，3）付属病院放射線科，4）多摩永山病院整形外科）：膝関節損傷のMR関
　節造影：単純MRIとの比較．臨床放射線，40，911－916，1995．
9）篠原義智：肺野微小病変に対する各種生検診断法の問題点と工夫．Modem　Physician，15・1117－1126，1995．
10）篠原義智：腹部，骨盤部病変における経皮的CTガイド下針生検．Modem　Physician，15，1247－1255，1995．
11）篠原義智：肺膿瘍，胸水のCTガイド下ドレナージ法．Modem　Physician，15，1381－1389，1995．
12）篠原義智：腹部・骨盤部の膿瘍および液体貯留のCTガイド下ドレ・ナージ法．Modem　Physician・15・1521－1529，
　　1995。
13）篠原義智：CTガイド下インターベンションの手技を用いた種々の新しい試み．Modem　Physician，15，
　　1623－1632，　1995．
14）田島なつき1），平岡保紀2），田島廣之3），飯田英次3），小林由子4），杉崎健一，山本　鼎，岡田　進1），隈崎達夫3）
　　（1）千葉北総病院放射線科，2）多摩永山病院泌尿器科，3）付属病院放射線科，4）多摩南部地域病院放射線科）：前立腺
　肥大症に対する経尿道的前立腺剥離切除術後のMRI．臨床放射線，40，1455－1460，1995．
15）小林由子1），村上隆介，杉崎健一，田島なつき2），飯田英次3），山本　鼎，隈崎達夫3》，茂古沼吉宗1）（1）多摩南部
　　地域病院放射線科，2）千葉北総病院放射線科，3）付属病院放射線科）：卵巣未分化胚細胞腫のMRl．日磁気共鳴医
　　会誌，16，22－27，1996．
16）田島廣之1），村上隆介，高木　亮1），隈崎達夫1）（1）付属病院放射線科）：血管損傷．救急医学，20，352－356，1996．
学会発表
（1）教育講演：
　1）Shinohara，Y，l　Fine　Needle　Aspiration　Biopsy　of　the　Lmg．The2nd　Fine　Needle　Aspiration　Workshop，
　　Chiang　Mai　Univercity（Thailand），1995．8．
　2）Shinohara，Y，：Fine　Needle　Aspiratlon　Biopsy　of　the　Liver．The2nd　Fine　Needle　Aspiration　Workshop，
　　Chiang　Mai　Univercity（Thailand），1995．8．
　3〉Shinohara，Y．：CT－guided　Lung　Biopsy　and　its　Applications．Department　of　Radiology。Chiang　Mai
　　Univercity（Thailand），1995．8．
（2）一般講演：
　1）Shinohara，Y．，Takigawa，T．，Sugizaki，K．，Yamamoto，K．，Kumazaki，T．1）（D付属病院放射線科）：A　New
　　Devised　Biopsy　Technique　Using　Biopsy　Guns　Under　CT　Guidance　for　Small　Pulmonary　Nodes
　　（“Over－The－Wire・Method”）．7th　Asian＆Oceanian　Congress　of　Radiology（Malaysia），1995。5．
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2）間瀬泰克1），白井康正1），渡邊　誠1），南　和文1），杉崎健一，林　宏光2），隈崎達夫2）（1）多摩永山病院整形外科，
　　・）付属病院放射線科）：膝前十字靭帯再建前後のMRI評価（GdDTPAによる関節造影MRIの有用性）．第68回
　　日本整形外科学会，1995．4．
3）杉崎健一，市川和雄，滝川崇弘，小林由子，村上隆介，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎：重症頭部外傷の急性期
　　MRI所見の検討1重症度評価，予後予測への応用について．第54回日本医学放射線学会，1995．4．
4）田島廣之1），村上隆介，川俣博志1），後藤慎介1），飯田英次1），青山俊也1），朝戸健夫1》，大矢　徹’），隈崎達夫1），
　　高山守正2），子島　潤2），高野照夫2）（1）付属病院放射線科，2）付属病院CCU）：急性肺血栓塞栓症に対するt－PA肺
　　動脈内投与による血栓溶解療法について．第54回日本医学放射線学会，1995．4．
5）村上隆介，田島廣之1），大矢　徹1），後藤慎介1），青山俊也1），川俣博志1），市川和雄，滝川崇弘，小林由子，杉崎
　　健一，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎，隈崎達夫1》（1）付属病院放射線科）：血管造影の腎機能に及ぽす影響：Iodix－
　　ano1を用いた検討．第54回日本医学放射線学会，1995．4．
6）玉井　仁・市川和雄，滝川崇弘，小林由子，杉崎健一，村上隆介，篠原義智，山本　鼎：医用画像シェーマ作成
　　システム．第54回日本医学放射線学会，1995．4．
7）滝川崇弘，村上隆介，杉崎健一，小林由子，市川和雄，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎：肝内門脈一肝静脈短絡
　　の1例．第9回腹部放射線研究会，1995。5．
8）滝川崇弘，篠原義智，山本　鼎，前田昭太郎1），中川敬夫1），片山博徳1），磯部宏昭1）（D多摩永山病院病理部）：肺
　　野結節性病変におけるBiopsy　Gunを使用した経皮的CTガイド下肺針生検法二従来の穿刺吸引細胞診との比
　　較において．第36回日本臨床細胞学会，1995．6．
9）小林由子，村上隆介，杉崎健一，市川和雄，滝川崇弘，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎，家永　聡1），佐々木茂1），
　　前田昭太郎2），飯田英次3），田島なつき4）（1）多摩永山病院産婦人科，2）多摩永山病院病理部，3）付属病院放射線科，
　　4）千葉北総病院放射線科）：卵巣未分化胚細胞腫の2例：MRI所見を中心に．日本医科大学医学会第86回例会，
　　1995．5。
10）小林由子，村上隆介，杉崎健一，田島なつき1），飯田英次2），市川和雄，滝川崇弘，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎，
　　隈崎達夫2），家永　聡3）・佐々木茂3），前田昭太郎4）（1）千葉北総病院放射線科，2）付属病院放射線科，3）多摩永山病
　　院産婦人科，4）多摩永山病院病理部）：卵巣未分化胚細胞腫のMRI．第407回日本医学放射線学会関東地方会，
　　1995．6。
11）高浦順子，佐藤太志1）・柳田直樹1），石原聖久1），飯田正美2），千川就可2），小林陽二2），隈崎達夫3）（1）佼成病院放
　　射線科，2）佼成病院内科．3）付属病院放射線科）：Toxic　shock　like　syndrome（TSLS）を呈した懐死性筋膜炎
　　の1例．第407回日本医学放射線学会関東地方会，1995．6．
12）岡田　静1），佐藤雅史1），小俣　香1），菊池真理1），陽川春江1），高間都支1），林　敏彦1），山本博人1〉，高橋政之1），
　　山本　彰1），渡部英之1），久吉隆郎2）・市川和雄（1）第二病院放射線科，2）第二病院外科）：先天性単腎症に合併した
　　停留睾丸発生の精上皮腫の1例．第407回日本医学放射線学会関東地方会，1995．6．
13）村上隆介，市川和雄，杉崎健一，滝川崇弘，小林由子，山本　鼎，田島廣之’），隈崎達夫亘）（1）付属病院放射線科）：
　　大量出血を伴った顔面外傷のTAE．第24回日本血管造影・IVR学会，1995．6．
14）玉井　仁，滝川崇弘，市川和雄，小林由子1），山本　鼎，隈崎達夫2）（1）多摩南部地域病院放射線科，2）付属病院放
　　射線科）：パソコンGUI上での医用動画表示．第14回日本医用画像工学会大会，1995．7．
15）市川和雄，岡田　進1），田島なつき1），伊藤公一郎1），保坂純郎1），若林洋行1），於保倫之助2）・隈崎達夫3）（1）千葉
　　北総病院放射線科，2）千葉北総病院内科，3）付属病院放射線科）：興味あるMRI所見を呈したExtra－pontine
　　myelinolysisの1例．第12回千葉MR研究会，1995．7．
16）市川和雄，村上隆介，滝川崇弘，小倉順子，小林由子1），杉崎健一，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎（1）多摩南部
　　地域病院放射線科）：下大静脈：奇静脈連結，内臓位置異常および腸回転異常を伴った多脾症候群の1例．第63
　　回日本医科大学医学会総会，1995．9．
一188一
17）村上隆介，杉崎健一，小林由子n，滝川崇弘，市川和雄，小倉順子，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎（1）多摩南部
　　地域病院放射線科）：肝内門脈：肝静脈短絡の画像診断．第63回日本医科大学医学会総会・1995．9．
18）玉井　仁：パソコンGUI上でのMRA動画表示．第23回日本磁気共鳴医学会大会，1995．9．
19）篠原義智，滝川崇弘，山本　鼎1肺野結節性病変におけるBiopsy　Gunを使用したCTガイド下肺針生検法の有
　　用性：従来の吸引針生検法との比較において．第36回日本肺癌学会総会，1995．10．
20）村上隆介，小林由子1），杉崎健一，滝川崇弘，市川和雄，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎，田島廣之2），隈崎達夫2），
　　辻井厚子3）・小井土雄一3），須崎紳一郎3），黒川　顕3），益子邦洋3）（1）多摩南部地域病院放射線科，2）付属病院放射
　　線科，3）多摩永山病院救命救急センター）：遠位下行大動脈損傷の1例．第5回救急放射線研究会，1995．10．
21）市川和雄，増野智彦2），田島なつき1），岡田　進1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），若林洋行3），村上隆介，田島廣之3），
　　隈崎達夫3），横田裕行2），牧野俊郎2），山本保博2）（1）千葉北総病院放射線科，2）千葉北総病院救命救急部，3）付属病
　　院放射線科）：“Body　packers”の画像診断：腹部単純X線像を中心として．第5回救急放射線研究会，1995．
　　10．
22）玉井　仁，滝川崇弘，市川和雄，小倉順子，杉崎健一，村上隆介，篠原義智，山本　鼎：グラフィカルユーザイ
　　ンターフェイスを用いたパソコン上での医用画像動画表示：第2報　核医学データを中心に．第6回医用デジタ
　　ル動画像研究会，1995．10．
23）滝川崇弘，岡田　進1），趙　圭一），保坂純郎1），伊藤公一郎1），田島なつき1），隈崎達夫2），河村　尭3），大秋美治4）
　　（1）千葉北総病院放射線科，2）付属病院放射線科，3）千葉北総病院産婦人科，4）千葉北総病院病理部）：嚢胞状卵巣甲
　　状腺腫の2例．第408回日本医学放射線学会関東地方会，1995．12．
24）小林由子1），村上隆介，杉崎健一，山本　鼎，茂古沼吉宗1），恩田宗彦21，隈崎達夫2），佐々木茂3），前田昭太郎4）
　　（1）多摩南部地域病院放射線科，2）付属病院放射線科，3）多摩永山病院産婦人科，4）多摩永山病院病理部）：MRIが
　　診断に有用であった子宮Cellular　myomaの1例．第408回日本医学放射線学会関東地方会，1995．12．
25）市川和雄，村上隆介，滝川崇弘，小倉順子，小林由子1），杉崎健一，玉井　仁，篠原義智，山本　鼎（1）多摩南部
　　地域病院放射線科）：“Body　packers”の画像診断．第12回多摩画像医学カンファレンス，1996．1．
26）川俣博志1），市川太郎1），小林尚志1），林　宏光1），高木　亮1），岡島雄史1），中條秀信11，飯田英次1），村上隆介，
　　青山俊也1），弦問和仁1），田島廣之1），隈崎達夫1），大矢　徹2），金沢秀典31（11付属病院放射線科，2）日産玉川病院
　　放射線科，3）付属病院第3内科）：TIPSの術前評価：経静脈性造影らせんCTの有用性について．第11回Metal－
　　1ic　Stent研究会，1996．2．
［千葉北総病院放射線科］
研究概要
　当科の平成7年度における主な研究主題としては，MRlに関する研究，核医学に関する研究，CTに関する研究，
救急医学の放射線診断に関する研究がある．
　MRIにおいては，MRIの基礎的原理に関するもの，MRIによる血管撮影，婦人科系のMRIに関するものがある．
MR血管撮影に関しては，造影剤を用いて明瞭な血管像を描出することに関して，新しい撮像法を用いた基礎的な実
験と臨床について研究し，特に下肢の閉塞性動脈疾患と下肢静脈瘤について，新しい撮像法を用いて多くの症例を経
験している．婦人科系については画像と病理との関連について研究している．
　CTに関しては，心機能等の因子の造影能に及ぼす作用を検討し，各種疾患における最適な造影法を探求している．
　救急医学領域の放射線診断については，“Body　pakker”の放射線学的な診断について，多くの症例を経験し，この
分野では先進的な発表を行っている．
　核医学においては，心機能解析，脳血流，下肢血流，核医学データの半定量化などの研究を行っている．
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研究業績
論文
（1）原著：
　1）Tajima，H，1），Tajima，N．，Hiraoka，Y．2），Yamamoto，K．，Kobayasi，Y．，Kumazaki，T．，and　Maeda，S．3〉（1）附
　　属病院放射線科，2）多摩永山病院・泌尿器科，3）同・病理）．：Tuberculosis　of　the　prostata：MR　imaging．
　　Radiation　Medicine，13，17H73，1995。
　2）Tajima，H．11，Tajima，N，，Yamamoto，K．1），Maeda，S．1），Koizumi，K。11，Kumazaki，T．1），Yosida，H．1》，Egami，
　　K1）．（1）附属病院放射線科）：Anterior　mediastinal　schwamoma：A　case　report．Radiation　Medicine，13，
　　175177，　1995．
　3）Xian，Z．Y．1），Roy，S．1），Hosaka，」．，Kuroki，K．1），Kvemebo，K．1），Enge，L1），and　Laerum，F．1）（1）lnstitute　for
　　Surgical　Research，The　National　Hospita1，University　of　Oslo）：In　vitro　evaluation　of　a　new　temporary
　　venous　filter：The　Spring　Fiker．Cardiovasc　lntervent　RadioL，18，315－320，1995．
　4）Andersen，R．1），Hosaka，J．，Halstensen，T．S．1），Stordahl，A．1），Tverda1，A．1），Aabakken，L．1），and　Laerum，F．1）
　　（1）Institute　for　Surgical　Research，The　National　Hospita1，University　of　Oslo）：The　X－ray　contrast　medium
　　iodixanol　detects　increased　colonic　permeability　equally　well　as51Cr－labeled　ethylenediaminetetraacetic
　　acid　in　experimental　colitis　of　rats．Scand．」．Gastroentero1，31，140－146，1996．
　5）小林由子1），田島なつき，杉崎健一1），飯田英次1），篠原義智1》，山本　鼎1），吉田陽一2），野手洋治2），志村俊郎2），
　　江上　格3）（1）多摩永山病院放射線科，2）同・脳神経外科，3）同・外科）：Central　pontine　myelinolysisの1例．
　　MRIを中心に．画像診断，15，8185， 995．
　6）加藤丈司1），伊藤公一郎，田島なつき，川村義彦1），岡田　進（1）千葉北総病院中央画像検査室）：Gd－DTPA造影
　　3D　MR　angiographyにおける血管描出能と撮像パラメータの実験的検討．日磁医会誌，15，lI5－124，1995．
　7）田島なっき，保坂純郎，伊藤公一郎，岡田　進，田島廣之1），隈崎達夫1），浅野哲雄2），加藤丈司（1）附属病院放射
　　線科，2）千葉北総病院胸部外科）：下肢静脈瘤のMRA．日磁医誌，15，203－211，1995．
　8）小林由子1），杉崎健一），村上隆介1），山本　鼎1），田島なつき，田島廣之2），隈崎達夫2），間瀬泰克3）（1）多摩永山
　　病院放射線科，2）附属病院放射線科，3）多摩永山病院整形外科）：膝関節損傷のMR関節造影：単純MRIとの比
　　較．臨床放射線，40，911－916，1995．
　9）林　宏光1），高浜克也L），川俣博志1），阿部　豊’），吉川　晃1），趙　圭一（D附属病院放射線科）：真腔が部分的に
　　閉塞したと考えられる大動脈解離の1例：CT・血管造影を中心として．臨床放射線，40，945948，1995．
10）田島なつき，伊藤公一郎，岡田　進，保坂純郎，田島廣之1），隈崎達夫1），浅野哲雄2》，加藤丈司（1）附属病院放射
　　線科，2）千葉北総病院胸部外科）：造影fast　spoiled　GRASS法による下肢静脈のMRA．日本医放会誌，55，
　　511512，　1995．
11）小林由子1），村上隆介1），杉崎健一），田島なつき，飯田英次1），山本　鼎1），隈崎達夫2），茂古沼吉宗3）（1）多摩永
　　山病院放射線科，2）附属病院放射線科，3）南部病院放射線科）二卵巣未分化胚細胞腫のMRI．日磁医誌，16，22－25，
　　1996．
12）伊藤公一郎，加藤丈司1），岡田　進，田島なつき，保坂純郎，隈崎達夫2）（1）千葉北総病院中央画像検査室，2）附属
　　病院放射線科）：下肢動脈の3D造影MR　Angiography：Subtractionによる2回目の撮影．日医放線会誌，56，
　　66－67，　1996．
13）岡田　進，天野康雄1），隈崎達夫1），沢野誠志2），山田恵子2），山下　孝2）（1）附属病院放射線科，2）癌研放射線科）：
　　骨格筋転移症例の検討．臨床放射線，41，237242，1996．
（2）総説：
　1）岡田　進，隈崎達夫i），沢野誠志2》，山田恵子2），起塚裕美2），山下　孝2》，加藤友康3）：（D附属病院放射線科，
　　2）癌研放射線科，3）癌研婦人科）：女性の嚢胞性疾患：T1強調像で低から中間信号強度を呈するもの．画像診断，
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15，　839－848，　1995．
学会発表
（1）シンポジウム＝
　1）岡田　進，宮下次廣1），堀内淳一1），隈崎達夫1），加藤友康2），平井康夫2），荷見勝彦2），天野真紀3），沢野誠志3），
　　山田恵子3），山下　孝3）（1》附属病院放射線科，2）癌研婦人科，3）癌研放射線科）：子宮頸癌放射線治療効果判定にお
　　けるMRI：手術を行った症例での検討．日本放射線腫瘍学会第8回学術大会（東京），1995．11．
（2）一般講演：
　1）岡田　進，田島なっき，伊藤公一郎，保坂純郎，隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：前十字靱帯のMR信号強度
　　に及ぽす，靭帯と静磁場のなす角度の影響についての検討．第54回日本医学放射線学会学術発表会（名古屋），
　　1995．　4。
　2）田島なつき，岡田　進，伊藤公一郎，保坂純郎，大熊都支，貝津俊英，加藤丈司，浅野哲雄1），杉本忠彦1），田島
　　廣之2），隈崎達夫2）（1）千葉北総病院胸部外科，2）附属病院放射線科）：Fast　spin　echo法および造影fast　spoiled
　　GRASS法による下肢静脈のMRA．第54回日本医学放射線学会総会（名古屋），1995．4．
　3）伊藤公一郎，岡田　進，田島なつき，保坂純郎，隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：Fat　Presaturationを併用し
　　た骨盤・下肢動脈のGd造影高速3D　MR－Angiography．第54回日本医学放射線学会総会（名古屋），1995．4．
　4）宮下次廣1），堀内淳一），館野温1），貝津俊英1），阿部　豊’），吉川　晃1），天野康夫1），趙　圭一，石原眞木子1），
　　神代勝敏1），隈崎達夫1），三橋　清2）（1）附属病院放射線科，2）附属病院形成外科）：ケロイドの放射線治療：再発関
　　連因子の検討．第54回日本医学放射線学会総会，1995．4．
　5）加藤丈司1），丸山智之1），桜井　実1），川村義彦1），伊藤公一郎，田島なつき，岡田　進（1）千葉北総病院中央画像
　　検査室）：骨盤及び下肢のsubtraction併用Gd－DTPA静注3D　MR　Angiography。第51回日本放射線技術学会
　　総会学術大会（名古屋），1995．4．
　6）小島豊之1），小林士郎1），河原　清1），古川哲也1），粟屋　栄1），星野　茂1》，水成隆之1），横田裕行2），松丸和弘3），
　　岡田　進，小関一英2），望月　徹3）（1）千葉北総病院脳外科，2）千葉北総病院救命救急部，3）千葉北総病院放射線科，
　　3）川口市立医療センター）：Baloon　occlusion後にXeCTにてCBFの改善を認めたhigh　flow　CCFの1例．
　　第7回日本神経救急研究会（福岡），1995．5．
　7）小林由子1），村上隆介1），杉崎健一），市川和雄1），滝川宗弘1），玉井　仁1），篠原義智1），山本　鼎1），家永　聡1），
　　佐々木茂1），前田昭太郎2），飯田英次L），田島なつき（1）多摩永山病院放射線科，2）多摩永山病院産婦人科，2）多摩
　　永山病院病理部）：卵巣未分化胚細胞腫の2例：MRI所見を中心に．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
　8）　貝津俊英1），川俣博志1），林　宏光1），隈崎達夫1），伊藤公一郎，岡田　進，浅野哲朗2），岩城秀行2），大秋美治3），
　　恩田宗彦4）（1）附属病院放射線科，2）千葉北総病院胸部外科，3）千葉北総病院病理部，4）病理第2）：破裂を来した急
　　性腹部限局型大動脈解離の1例．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
　9）林敏彦，岡田進，保坂純郎，伊藤公一郎，田島なっき，小林士郎1），水成隆之1），渡部英之2），隈崎達夫3）
　　（1）千葉北総病院脳外科，2）第二病院放射線科，3）附属病院放射線科）：Intracranial　extracerebral　gliomaの1
　　例．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
10）斎藤　均1），斎藤好信1），笹神康平1），山本　剛1），田中　隆1），田中啓治1），杉本忠彦2），浅野哲雄2），岡田　進，
　　太田由芽子3）（り千葉北総病院集中治療部，2）千葉北総病院胸部外科，3）北総栄病院）：超急性期に解離腔の証明が
　　困難であった完全血栓閉鎖型大動脈解離．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
11）小林由子1〉，村上隆介1），杉崎健一），飯田英次1），田島なつき，市川和雄1），滝川宗弘1），玉井　仁1），篠原義智1》，
　　山本　鼎1），家永　聡2），佐々木茂2），前田昭太郎3），隈崎達夫4）（1）多摩永山病院放射線科，2）多摩永山病院産婦人
　　科，3）多摩永山病院病理部，41附属病院放射線科）：卵巣未分化胚細胞腫のMRI．第407回日本医学放射線学会関
　　東地方会（東京），1995．6．
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12）市川和雄1），岡田　進1），田島なつき1），伊藤公一郎1），保坂純郎1），若林洋行1），於保倫之助2），隈崎達夫3）（1）千葉
　　北総病院放射線科，2）千葉北総病院内科，3）附属病院放射線科）：興味あるMRI所見を呈したExtra－Pontine
　　Myelinolysisの1例．第12回千葉MR研究会（千葉），1995．7．
13）鳥羽正浩1），汲田伸一郎1），水村　直1），趙　圭一，木島鉄仁1），高浜克也1），隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：
　　99mTc－MIGI心拍同期心筋シンチグラフィを用いた拡張機能評価に関する検討：心プールシンチグラフィによ
　　る拡張能指標との対比．日本核医学会関東地方会，1995．7．
14）岡田　進，隈崎達夫1），加藤友康2），平井康夫2），荷見勝彦2），天野真紀3），沢野誠志3），山田恵子3》，山下　孝3）
　　（1）附属病院放射線科，2）癌研婦人科，3）癌研放射線科）：子宮頸癌の放射線治療後の変化の検討．第23回日本磁気
　　共鳴医学会大会（東京），1995．9．
15）伊藤公一郎，岡田　進，田島なつき，保坂純郎，加藤丈司，隈崎達夫D（1）附属病院放射線科）：3D　MPRAGEに
　　よる腹部四肢造影MRA：Dynamic　Contrast　MRA　of　Aorta　and　extremity　with3D　MP－RAGE．第23回磁気
　　共鳴医学会総会（東京），1995．9．
16）小泉岐博1），石原眞木子1），趙　圭一，市川太郎1），隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：肝硬変症例の造影CT：早
　　期像における造影剤動態の検討．第63日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）市川和雄，増野智彦1），田島なつき1），岡田　進，保坂純郎，伊藤公一郎，若林洋行，村上隆介2），田島廣之3），隈崎
　　達夫3），横田裕行1），山本保博1）（1）千葉北総病院救命救急部，2）附属病院放射線科，3）多摩永山病院放射線科）：“Body
　　packers”の画像診断：腹部単純X線像を中心として．第5回救急放射線研究会（福井），1995．10．
18）汲田伸一郎1），水村　直1），木島鉄仁1），高浜克也1），趙　圭一，石原眞木子1），隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）1
　　3検出器型ガンマカメラを用いたSTEPの臨床使用経験。第35回日本核医学会総会，1995．10．
19）木島鉄仁1），汲田伸一郎1），水村　直1），高浜克也1），趙　圭一1），石原眞木子1），隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：
　　TI－201心筋SPECTにおけるSTEPを用いた吸収補正：心筋ファントムを用いた検討．第35回日本核医学会総
　　会，1995．10．
20）高浜克也1），汲田伸一郎1），趙　圭一），水村　直1），石原眞木子1），木島鉄仁1），隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：
　　心室中隔biability評価に於ける201－TICl　SPECTとドブタミン負荷エコーとの解離．第35回日本核医学会総会，
　　1995．　10．
21）石原眞木子1》，水村　直1），趙　圭一1），汲田伸一郎1），木島鉄仁1），高浜克也11，隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：
　　テント上病変による皮質橋脊髄路障害と対側小脳血流．第35回日本核医学会総会，1995．10．
22）林宏光1），小林尚志1），高木亮1），石原眞木子1），趙圭一），市川太郎1），川俣博志1），飯田英次1），弦問和仁1），
　　隈崎達夫1）（1）附属病院放射線科）：血管性病変の経静脈的造影剤注入による3次元CT－Angiography：新しい画
　　像投影法による臨床評価．第36回脈管学会総会，1995．11．
23〉滝川崇弘，岡田　進，趙　圭一，保坂純郎，伊藤公一郎，田島なつき，隈崎達夫1），河村　尭2》，大秋美治3）（1）附
　　属病院放射線科，2）千葉北総病院産婦人科，3）千葉北総病院病理部）：嚢胞状卵巣甲状腺腫の2例．第408回日本医
　　学放射線学会関東地方会（東京），1995．12．
24）片桐究代・），石原聖久1），柳田直樹1），佐藤太志・），岡田　進，隈崎達夫2），二階堂孝3）（1）佼成病院放射線科，2）附
　　属病院放射線科，3）佼成病院病理科）：特異な組織像を呈した頭部皮下腫瘤の1例．第408回日本医学放射線学会
　　関東地方会（東京），1995．12．
25）伊藤公一郎，岡田　進，田島なつき，保坂純郎，趙　圭一，滝川崇弘，加藤丈司，隈崎達夫D（D附属病院放射線
　　科）：IR－Fast　SPGRによる3D造影MR　Angiography。千葉MR研究会，1996．1．
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8．皮膚科学講座
［付属病院皮膚科］
研究概要
　1）薬疹，接触皮膚炎：貼布掻破試験，皮内反応，challenge　testなどによる原因の確認とアレルギーカードの発行．
　2〉尋常性天痕瘡，類天痕瘡の診断，治療および臨床統計．
　3）済癬の診断，治療および臨床統計．
　4）皮膚結核の診断，治療および臨床統計．
　5）梅毒の診断，治療および統計に関する研究：分画TPHAを指標とする治療効果の判定．
　6）皮膚腫瘍の臨床診断および病理学的研究：特に電顕，酵素抗体法を用いた研究．
　7）尋常性乾癬，アトピー性皮膚炎に対するPUVA療法．
［第一病院皮膚科］
研究概要
　1）皮膚腫瘍の発生および診断に関する研究．
　2）組織内スピロヘータの証明に関する研究．
　3）皮膚疾患に対するサーモグラフィの応用．
　4）ヒトメラノーマ細胞におけるisotope　up－takeによる感受性試験に関する研究．
　5）contact　hypersensitivity（UVB照射時の遅延型過敏反応の抑制）についての研究．
　6）GVHDの発現についての基礎的研究．
［第二病院皮膚科］
研究概要
　1）皮膚腫瘍の臨床診断，病理組織学的検索，電顕，酵素抗体法，形成外科的治療．
　2）モノクローナル抗体などを用いた蛍光抗体法による梅毒の特異的診断，スピロヘータの構造解析，梅毒の治療と
分画TPHA推移の相関，統計．
　3）接触皮膚炎，薬疹：patch　scratch　test，challenge　testによる原因物質の検索，アレルギーカードの発行．
　4）皮膚細菌感染症，真菌症の菌分離と同定．
［千葉北総病院皮膚科］
研究概要
　1）薬疹・接触皮膚炎：patch　scratch　test，challenge　testによる原因物質の確認と，
　2）皮膚腫瘍の臨床診断および病理学的研究：特に電顕，酵素抗体法を用いた研究．
　3）培養表皮細胞および線維芽細胞を用いた基礎研究．
アレルギーカードの発行．
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［付属病院皮膚科］
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Niimi，Y．，Demetris，10amidesl），Jil1，Buyon2），and　Jean－Claude，Bystryn3）（1）Aristotelian　University　Medical
　　Schoo1，2）Hospital　for　Joint　Diseases，New　York　University　School　of　Medicine，3）New　York　University
　　School　of　Medicine）：Heterogeneity　in　the　expression　of　Ro　and　La　antigens　in　human　skin．Arthritis＆
　　Rheumatism，38，12711276，1995．
　2）畑　三恵子，本田光芳：外用剤の種類と適応病変．治療，77，1302－1309，1995．
　3）矢島純：潰瘍を伴う病変．治療，77，1409－1414，1995．
　4）新見やよい，本田光芳，矢島　純，畑　三恵子，佐々木映子，新谷眞理子，米山英子，田宮由美子，北原東一，
　　天野薫子，青木順子，土田由起子，中島美知子1募麻疹，湿疹・皮膚炎に対する塩酸アゼラスチンの臨床的検討1
　　特に他剤無効例に対する塩酸アゼラスチンの有用性の検討．西日本皮膚科，57，315－324，1995．
　5〉本田光芳：日本におけるエステティックの現状．Aesthetic　Dermatology，5，1－7，1995．
　6）畑　三恵子，新谷眞理子，本田光芳：最近のサンスクリーン剤について．Aesthetic　Dermatology，5，33－37，
　　1995。
　7）土田由起子，藤本和久，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美1），本田光芳（1）千葉北総病
　　院皮膚科）：クロラムフェニコールによるアレルギー性接触皮膚炎．日小皮会誌，14，13－16，1995．
　8）竹内淳子，田宮由美子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美1），本田光芳，五十嵐徹2）
　　（1）千葉北総病院皮膚科，2）小児科）：小児に発症したSLEの1例．日小皮会誌，14，1719． 195．
　9）土田由起子，服部怜美1），新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，三橋　清2）（1）千葉北総
　　病院皮膚科，2）形成外科）：多発したProliferating　Trichilemmal　Tumorの1例．皮膚臨床，37，923－926，1995．
10〉新見やよい，本田光芳：尋常性狼瘡（特集：鼻の皮膚病（2）一非腫瘍性一）．皮膚病診療，17，677－678，1995．
ll）丸山陽子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美1），本田光芳（1）千葉北総病院皮膚科）：Chondroid
　　Syringomaの1例．皮膚臨床，37，1291－1294，1995．
12）境　則康1），秋田政彦，矢代加奈1），横山　泉1），江川ゆり1），伊東文行1）（1）第二病院皮膚科）：AnnularElastolytic
　　Giant　Cell　Granulomaの1例．皮膚臨床，37，17411744 1995．
13）青木順子，新見やよい，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：円形脱毛症．小児外科，27，729－733，1995．
14）沼野香世子，東　直行，米山英子，新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，七田俊彦，本田光芳：ビフォナゾール
　　によるアレルギー性接触皮膚炎．皮膚臨床，37，1399－1402，1995．
15）矢島　純，畑　三恵子，本田光芳：薬物アレルギー．日本医事新報，3720，37－40，1995．
16）東　直行，土田由起子，本田光芳：接触皮膚炎に対する0．05％酪酸プロピオン酸ベタメタゾンの有用性の検討．
　　診療と新薬，32，1477－1488，1995．
17）川島　眞1），角尾道夫2），本田光芳（1）東京女子医科大学皮膚科，2）医療法人社団鳳川診療所）：TS－410軟膏の全身
　　への影響の検討．臨床医薬，11，1651－1665，1995．
18）荒牧　純，青木順子，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美1），
　　七田俊彦，本田光芳，佐々木映子2）（1）千葉北総病院皮膚科，2）山口県）：ブデソニドによるアレルギー性接触皮膚
　　炎．皮膚臨床，37，1989－1692，1995．
19）本田光芳：アトピー性皮膚炎：最前線の混乱と対応．日小皮会誌，14，25－30，1995．
20）畑　三恵子，藤本和久，矢島　純，本田光芳，佐々木映子1）（1）山口県）：アトピー性皮膚炎と誤診されやすい疾
　　患．日小皮会誌，14，3137，1995．
194一
21）佐々木りか子：家庭における自己治療の問題点および皮膚科学的診断の重要性．日小皮会誌，14，133－137，1995。
22）佐々木りか子，岸本秀一’），二石裕佳子1），多田　誠1），山本一哉2》（11サンスタースキンケア研究部，2）国立小児
　病院皮膚科）：スキンケア製品の使用経験：アトピー性皮膚炎患者に対する治療補助効果の検討．日小皮会誌・
　14，　169－174，　1995．
23）橋本網子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，佐藤丞子1），早川弘一1），古川清憲2），恩田昌彦2），杉
　崎祐一3）（1）内科学第1，2）外科学第1，3》病理学第1）：結腸癌を合併した皮膚筋炎の1例．皮膚臨床，37，
　20132017，　1995．
24）本田光芳＝私の美容皮膚科学．Aesthetic　Dermatology，5，51－54，1995．
25）荒牧　純，新谷眞理子，藤本和久，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，佐々木映子1）（1）山口県）：当科における
　化粧品パッチテスト．Aesthetic　Dermatology，5，75－79，1995．
26）北原東一1），服部怜美1），青木見佳子，本田光芳，嘉陽宗隆2），百束比古2），大秋美治3），前田昭太郎4）（1〉千葉北総
　病院皮膚科，2）形成外科，3）千葉北総病院病理部，4）多摩永山病院病理部）：鼻根部腫瘤の1例．日本皮膚病理組織
　学会会誌，11，66－69，1995．
27）本田光芳：発疹の分類と誘発薬剤［1］．調剤と情報，2，147，1996．
28）尾見徳弥，辻井厚子1），川並注一2），松田　潔1），辺見　弘’）（1）救命救急センター，2）第二病院病理部）：凍結同種
　移植皮膚片の熱傷創への器質化過程に関する免疫組織学的観察．日皮会誌，105，31－42・1996．
29）本田光芳：発疹の分類と誘発薬剤［II］．調剤と情報，2，138－141，1996．
30）山崎綾子，米山英子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，佐藤元泰1）（1）足立区）：腋
　　窩に生じた基底細胞癌の1例．皮膚臨床，38，267－270，1996．
31）竹内淳子，栗栖由美子，米山英子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，斉藤　裕1）
　　（1）文京区）：鼠径部に生じた基底細胞癌の1例．皮膚臨床，38，275－277，1996．
32）青木見佳子，佐々木りか子，本田光芳：接触皮膚炎．皮膚病診療，18，119－122，1996．
33）本田光芳：接触皮膚炎の病態と原因物質一かぶれ　．調剤と情報，2，252－255，1996．
34）秋田政彦，矢代加奈1），江川ゆり1），横山　泉1），伊東文行・）（1）第二病院皮膚科）：耳朶に生じた成人型Xantho－
　　granuloma．皮膚臨床，38，536－537，1996．
35）佐々木りか子：家庭における自己治療の問題点および皮膚科学的診断の重要性．日小皮会誌，14，53－57，1995．
（2）総説：
1）北原東一L），本田光芳（1）千葉北総病院皮膚科）：色素性母斑症（母斑細胞性母斑）．小児診療，58・620－622・1995・
2）佐々木りか子，山本一哉1）（・）国立小児病院皮膚科）：育児と衣服，履物：アトピー性皮膚炎から考える．小児科
　　臨床，48，1613－1619，1995．
3）矢島　純，畑　三恵子，本田光芳：薬物アレルギー．日本医事新報，3720，37－40，1995．
4）畑　三恵子，本田光芳：アトピー性皮膚炎の混乱の実態．生活教育，11－14，1995．
5）佐々木りか子：乳児期～小児期におけるアトピー性皮膚炎の治療．保健同人生活教育，39，15－20，1995．
6）佐々木りか子＝新生児の皮膚疾患．産婦人科治療，71，517－520，1995．
7）新見やよい，佐々木りか子，本田光芳：皮膚結核の変遷．皮膚臨床，38，397－401，1996．
8）佐々木りか子：〔分担〕魚鱗癬．小児科診療，58，610－611，1995．
9）佐々木りか子：〔分担〕尋常性瘡．小児科診療，58，611－613，1995．
著書
　1）畑　三恵子，本田光芳：〔分担〕子供の清潔癖と無為性皮膚症．皮膚科診断治療大系，p。12－13，講談社・1995．
　2）矢島　純，本田光芳：〔分担〕癖・心と皮膚＝子供の咬癖・舐癖・吸癖．皮膚科診断治療大系，p，14－15，講談
　　社，1995．
一195一
3）矢島　純，七田俊彦：〔分担〕外用ステロイド剤の副作用．実験医学別冊，メディカル用語ライブラリー，一ア
　レルギー分子メカニズムから病態・診断・治療まで一（羅智　靖，大田　健，河野陽一，古江増隆偏），p．138－139，
　羊土社，1995．
4）本田光芳＝〔分担〕老人性乾皮症，皮脂欠乏性皮膚炎．今日の治療指針1995（日野原重明，阿部正和監修），
　p．618－619，医学書院，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）Honda，M．：Epidermiologie　atopischer　Erkrankungen　und　von　Berufsdermatosen。38th．KONGRESS　der
　　Deutschen　Dermatologischen　GeseIlschaft．（Ber墨in），1995．
（2）教育講演：
　1）本田光芳：アトピー性皮膚炎：最前線の混乱と対応．第19回日本小児皮膚科学会・学術大会，1995．
　2）畑　三恵子：アトピー性皮膚炎と誤診されやすい疾患．第19回日本小児皮膚科学会・学術大会，1995．
（3）シンポジウム：
　1）本田光芳：アトピー性皮膚炎の誤った処置手入れ．第20回日本接触皮膚炎学会記念行事，1995．
（4）一般講演：
　1）Aoki，M．，Honda，M．，Kawanami，0．1），Gary，R，Login。2），and　Ann，M，Drorak．2）（1）第二病院病理部，
　　2）Department　of　Pathology　Beth　Israel　Hospital　Boston　Harvard　Medical　Schoo1）＝A　Role　of　Vesicles
　　During　Degranulation　of　Chymose　from　Rat　Peritoneal　Mast　Cells．日本研究皮膚科学会第20回年次学術大
　　会・総会，1995．
　2）Nakajima，M。，Matsui，M．1），Ishizaki，R．1），Emi，M．1），Kawanami，0．1），and　Honda，M．（1）DNADiagnosisand
　　Research　Group，Nippon　Medical　School　Second　Hospital，Institute　of　Gerontology，Kawasaki）：Expres・
　　sion　of　cytokeratins　and　type　VII　collagen　in　the　normal　skin　and　airways．日本研究皮膚科学会第20回年次
　　学術大会・総会，1995．
　3）Omi，T．，Kawanami，0．1），Matsuda，K．2），Henmi，H．2），and　Honda，M．（1）Pathology　and　Clinical　Research
　　Laboratory，2）Department　of　Emergency　and　Crltical　Care　Medicine）：Granulation　Tissue　Plays　a　Key
　　Role　for　the　Adhesion　of　Frozen　Allograft．日本研究皮膚科学会第20回年次学術大会・総会，1995．
　4）近藤裕美，太田眞琴，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，惣滑谷直孝1），清水　章2），杉崎裕一2）
　　（1）内科学第4，2）病理学第1）：肺癌の皮膚転移の1例．日本皮膚科学会第710回東京地方会，1995．
　5）山崎綾子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，潮建司朗1），富山俊一D，橋本　隆2）
　　（1》耳鼻科学，2）慶応義塾大学医学部皮膚科）：甲状腺癌患者に発症した落葉状天癒瘡の1例．日本皮膚科学会第
　　710回東京地方会，1995．
　6）竹内淳子，栗栖由美子，米山英子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，斉藤　裕1）
　　（1）文京区）＝鼠径部に生じた基底細胞癌の1例．日本皮膚科学会第710回東京地方会，1995．
　7）中島美知子，尾見徳弥1），川並注一1）（’）第二病院病理部）：皮膚粘膜境界領域におけるケラチン亜型とVll型コラー
　　ゲンの特徴的発現．第84回日本病理学会総会・学術大会，1995．
　8）山本　達1），百束比古1），青木見佳子，本田光芳（1）形成外科）：木村病の1例．日本形成外科学会関東支部第188
　　回東京地方会，1995．
　9〉青木順子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美1），本田光芳，簡野晃次2》，百束比古2）（1）千葉北総病院
　　皮膚科，2）形成外科）：有棘細胞癌の1例．第94回日本皮膚科学会総会・学術大会，1995．
10）矢代加奈1），横山　泉1），境　則康1），秋田政彦，遠藤祐理子1），江川ゆり1），伊東文行1）（1）第二病院皮膚科）：Mobile
　　encapsulated　lipomaの2例．第94回日本皮膚科学会総会・学術大会，1995．
一196一
11）遠藤祐理子1》，境　則康1），秋田政彦，矢代加奈1），横山　泉1），江川ゆり1），伊東文行1），久吉隆郎2），天野純治2），
　　渡辺英之3），山本泰一4）（1）第二病院皮膚科，2）第二病院外科，3）第二病院放射線科，4）第一病院病理部）：腋窩に発
　　生した異所性乳癌と診断した1例．第94回日本皮膚科学会総会・学術大会，1995．
12）米山英子，沼野香世子，東　直行，田宮由美子，新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，七田俊彦，本田光芳：当
　　科におけるイミダゾール系抗真菌外用剤によるアレルギー性接触皮膚炎の統計的観察．第94回日本皮膚科学会総
　　会・学術大会，1995．
13）新見やよい，青木順子，青木見佳子，本田光芳，前田昭太郎1），杉崎裕一1）・田中庸介2），惣滑谷直孝2〉，小泉　潔3》，
　　米山雅雄4）（1）多摩永山病院病理部，2）内科学第4，3）胸部外科，4）足立区）：磐部腫瘤の1例．第94回日本皮膚科学
　　会総会・学術大会，1995．
14）沼野香世子，東　直行，米山英子，新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，七田俊彦，本田光芳：ビフォナゾール
　　によるアレルギー性接触皮膚炎の1例．第25回日本皮膚アレルギー学会学術大会，1995．
15）栗原和久，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美1），本田光芳
　　（1）千葉北総病院皮膚科）：アンピロキシカムによる光線過敏症の1例．第25回日本皮膚アレルギー学会学術大
　　会，1995．
16）東　直行，土田由起子，天野薫子，新谷眞理子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：当科におけるアトピー性皮
　　膚炎．第19回日本小児皮膚科学会・学術大会，1995．
17）松本真由美，栗栖由美子，新見やよい，畑　三恵子，矢島　純，服部怜美u，本田光芳（1）千葉北総病院皮膚科）：
　　水庖性外観を伴った石灰化上皮腫の1例．第19回日本小児皮膚科学会・学術大会，1995．
18）濱田かおる，米山英子，栗原和久，藤本和久，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，倉岡幸令1）（1）荒川区）：ペル
　　フェナジン，プロメタジンによる光線過敏型薬疹の1例．日本皮膚科学会第711回東京地方会，1995．
19）橋本網子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，岩切　致1），三橋　清1），百束比古1），熊川美代子2），
　　中山滋章2），島田早苗3），前田昭太郎（1）形成外科，2）多摩永山病院眼科，3）多摩永山病院耳鼻科，4）多摩永山病院
　　病理部）：マイボーム腺癌の1例．第11回日本皮膚悪性腫瘍学会総会・学術大会・1995．
20）本田光芳：接触皮膚炎最近の傾向．第11回日本臨床皮膚科医学会総会・臨床学術大会，1995．
21）本田光芳：アトピー性皮膚炎の外用療法．第11回日本臨床皮膚科医学会総会・臨床学術大会，1995．
22）黛　暢恭1），小林雅明1），相川洋介1），吉池高志1），真鍋　求1），小川秀興1），本田光芳（1）順天堂大学医学部皮膚科）：
　　Cardio－facio－cutaneous　syndromeの1例．第10回角化症研究会，1995．
23）太田眞琴，山西貴仁，青木順子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，尾形さやか1》，秋元正宇1），佐藤元泰2）
　　（1）形成外科，2）足立区）：有棘細胞癌の1例．日本皮膚科学会第712回東京地方会，1995．
24）北原東一1），青木見佳子，服部怜美1），本田光芳，嘉陽宗隆2），百束比古2），大秋美治3）（1）千葉北総病院皮膚科，
　　2）形成外科，3）千葉北総病院病理部）：鼻根部腫瘤の1例．第11回日本皮膚病理組織学会，1995．
25）尾見徳弥，荻原英子1），川並注一1），池野廣幸1），江見　充1）（’）DNA診断研究班）：Nested　PCR法による結核菌，
　　HPV検索における諸問題．第2回遺伝子診療研究会，1995．
26）本田光芳：私の美容皮膚科学．第13回日本美容皮膚科学会・学術大会，1995．
27）荒牧　純，新谷眞理子，藤本和久・畑　三恵子・矢島　純，本田光芳：当科における化粧品貼布試験．第13回日
　　本美容皮膚科学会・学術大会，1995．
28）尾見徳弥，川並注一1），松田　潔2），辺見　弘2），本田光芳（1）第二病院病理部，2）救命救急センター）：Granulation
　　tissue　plays　a　key　role　for　the　adhesion　of　frozen　allograft．日本研究皮膚科学会第20回年次学術大会総会，
　　1995。
29）青木　律1），原田誠一，田代博嗣（1）形成外科）：高齢者皮膚悪性腫瘍に対する我々の対応．第63回日本医科大学
　　医学会総会，1995．
30）荻原英子1），尾見徳弥，川並涯一1），江見　充1），大網　弘1），大國寿士1）（1）DNA診断研究班）：遺伝子診断法に
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　よる結核症の確定診断と問題点．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
31）橋本網子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，岩切　致’），三橋　清D，百束比古1），熊川美代子2），
　中山滋章2》，島田早苗3），前田昭太郎4）（1》形成外科，2）多摩永山病院眼科，3）多摩永山病院耳鼻科，4）多摩永山病院
　病理部）：マイボーム腺癌の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
32）山西貴仁，中島美知子，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：
　アリルイソプロピルアセチル尿素による固定薬疹の1例。第63回日本医科大学医学会総会，1995．
33）青木順子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純・服部怜美，本田光芳，簡野晃次1），百束比古1》（1）形成外科）：有
　棘細胞癌の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
34）小林雅明1），黛　暢恭1），相川洋介1），吉池高志1），真鍋　求1），小川秀興1），本田光芳（1）順天堂大学医学部皮膚科）：
　掌踪角化症を伴ったcardio－facio－cutaneous　syndromeの1例．第59回日本皮膚科学会東部支部学術大会，1995．
35）山西貴仁，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：多発性trichilem－
　mal　cystの1例．日本皮膚科学会第713回東京地方会，1995．
36）近藤裕美，太田眞琴，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：再
　発性多発性軟骨炎の1例．日本皮膚科学会第713回東京地方会，1995．
37）土田由起子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，齋藤　裕1）（1）文京区）：放射線照射部位に生じた
　基底細胞癌の1例．日本皮膚科学会第714回東京地方会，1995．
38）高田香織，天野薫子，米山英子，藤本和久，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：塩酸
　リドカインによるアレ・ルギー性接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第714回東京地方会，1995．
39）秋田政彦，藤本和久，新谷眞理子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：毛孔性紅色枇
　糠疹の1例．日本皮膚科学会第714回東京地方会，1995．
40）新見やよい，青木見佳子，本田光芳：大腿に生じたhidradenomapapilliferumの1例．日本皮膚科学会第46回
　中部支部総会および学術大会，1995．
41）青木見佳子，矢島　純，本田光芳，山本　達1），百束比古’），川並注一2）（1）形成外科，2）第二病院病理部）：木村病
　の1例．日本皮膚科学会第46回中部支部総会および学術大会，1995．
42）橋本網子，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：プロポリスによる接触皮膚炎．日本皮膚科学会第715
　回東京地方会，1995．
43）東　直行，太田眞琴，藤本和久，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，北原東一1），佐藤光治2）（1）千
　葉北総病院皮膚科，2）江東区）：基底細胞癌・Bowen病を合併した汗孔角化症の1例．日本皮膚科学会第715回東
　京地方会，1995．
44）太田眞琴，近藤裕美，天野薫子，米山英子，藤本和久，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：ウコンによるアレル
　ギー性接触皮膚炎の1例．日本皮膚科学会第715回東京地方会，1995．
45）関　正計1），金子勝美1），北原東一），服部怜美1），青木見佳子，本田光芳（1）千葉北総病院皮膚科）：結節型サルコ
　イドーシスの1例．日本皮膚科学会第715回東京地方会，1995．
46）太田眞琴，近藤裕美，天野薫子，米山英子，藤本和久，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳：ウコンによるアレル
　ギー性接触皮膚炎の1例．第20回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会，1995．
47）中島知賀子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳＝Necrobiosis　Iipoidicaの1例．日本
　皮膚科学会第717回東京地方会，1996．
48）中島美知子，川並注一’）（1）第二病院病理部）：気道粘膜における基底細胞亜型の存在とその意義．第8回気道病
　態シンポジウム，1996．
49）竹内淳子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，北原東一1），五十嵐利一2）（1）千葉北総
　病院皮膚科，2）荒川区）：Nerve　sheath　myxomaの1例．日本皮膚科学会第59回束京支部学術大会，1996．
50）丸山陽子，新見やよい，青木見佳子，畑　三恵子，矢島　純，本田光芳，藤田敏子D（1）墨田区）：Chilblain　lupus
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　の1例．日本皮膚科学会第59回東京支部学術大会，1996．
51）服部怜美1），金子勝美1》，北原東一1），関　正計1），青木見佳子，本田光芳，大秋美治2）（1）千葉北総病院皮膚科，
　2）千葉北総病院病理部）：Necrobiotic　xanthogranuloma　P．日本皮膚科学会第59回東京支部学術大会，1996．
52）関　正計1），金子勝美1），北原東一1），服部怜美1），青木見佳子，本田光芳（1）千葉北総病院皮膚科）：Multipleeccrine
　spiradenomaの1例．日本皮膚科学会第59回東京支部学術大会，1996．
53）金子勝美1），北原東一D，関　正計1），服部怜美1），本田光芳（1）千葉北総病院皮膚科）：イソプロピルアンチピリン
　による固定薬疹の1例．日本皮膚科学会第59回東京支部学術大会，1996．
［第一病院皮膚科］
研究業績
論文
（1）原著：
　1）西原　潔，濱松　優，山本泰一，恩田周太朗，中村進一：Bazan硬結性紅斑．皮膚病診療，17，1145－1148，1995．
著書
1）中村進一：〔分担〕放線菌症，ノカルジア症．“皮膚疾患最新の治療’95一’96”（西山茂夫，堀　嘉昭編），p．150，
　　南光堂，1995．
2）中村進一：〔分担〕感染症，皮膚結核．“モダンクリニカルポイント皮膚科”，p．186，金原出版，1995．
学会発表
（1）一般講演：
1）相良宗徳，安原尚昭，星　健二，中村進一：進行性顔面片側萎縮症の1例．第94回日本皮膚科学会総会学術大会，
　　1995．5．
2）福井　淳，濱松　優，五十嵐司，山本泰一，三神　寛，西原　潔，中村進一：耳輪に生じたTrichilemmal　cyst
　　の1例．第711回日本皮膚科学会東京地方会，1995．6．
3）立原利江子：Pyoderma　gangrenosum：physiopathologie　et　de　la　cyclosporine．第63回日本医科大学医学会
　　総会，1995．9．
4）並松茂樹1），中村進一，服部康夫2），温　　敏3）（・）電顕室，2）耳鼻科，3）病理部）：PAM並松変法Treponema
　　pallidumの電顕的証明法．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会ならびに学術講演会，1995．9．
5）濱松　優，西原　潔，内田美香，五十嵐司，山本泰一，中村進一：被髪頭部に生じた基底細胞上皮腫の1例．第
　　714回日本皮膚科学会東京地方会，1995．10．
6）濱松　優，金森幸男，立原利江子，福井　淳，中村進一：Hapten特異的リンパ球のprollferative　assay　l．最
　　適条件について．第45回日本アレルギー学会総会，1995．10．
　7）濱松　優，金森幸男，立原利江子，福井　淳，中村進一：Hapten特異的リンパ球のproliferative　assay　II．感
　　作成立における接触皮膚炎発現の必要性について．第45回日本アレルギー学会総会，1995．10．
　8）中村進一，西原　潔，相良宗徳，濱松　優，並松茂樹1）（1）電顕室）：Treponema　pallidumに対する各種電顕的
　　染色の試み．第8回日本性感染症学会学術大会，1995．12．
　9）中村進一，西原　潔，相良宗徳，濱松　優，五十嵐司：Treponema　pallidumに対する各種電顕的染色法の検討．
　　第716回日本皮膚科学会研究東京地方会，1995．12．
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　［第二病院皮膚科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）伊東文行：皮膚外用剤一適応と使い方のコツー細菌性皮膚疾患，膿痂疹．治療，177，57－61，1995．
　2）江川ゆり，横山　泉，堺　則康，伊東文行：β一ブロッカー点眼液3剤に陽性を示したアレルギー性接触皮膚炎．
　　皮の臨，37，859－862，1995．
　3）遠藤祐理子，江川ゆり，横山　泉，伊東文行，森山まさみ：プロピオン酸アルクロメタゾンによるアレルギー性
　　接触皮膚炎の1例．臨床皮膚科，49，703－705，1995．
　4）伊東文行：梅毒の薬物療法．薬事新報，1868，961－965，1995．
　5）堺　則康，秋田政彦，矢代加奈，横山　泉，江川ゆり，伊東文行：Annular　elastolytic　giant　cell　granuloma
　　の1例。皮の臨，37，1741－1744，1995．
　6）横山　泉，小林伸子，江川ゆり，伊東文行，森山マサミ：バセドウ病に合併したSweet病の1例．皮膚科の臨床，
　　38，101－104，1996．
　7）遠藤祐理子，横山　泉，堺　則康，伊東文行，岩崎　隆：小児扁平苔癬の1例．皮膚科の臨床，38，21021 ，
　　1996．
　8）横山　泉，遠藤祐理子，堺則康，伊東文行，岩崎　隆：PigmentedSpitznevusと診断した1例．SkinCancer，
　　10，366－369，1996．
　9）矢代加奈，堺　則康，遠藤祐理子，横山　泉，江川ゆり，伊東文行：Mobile　encapsulated　lipomaの2例．皮
　　の臨，38，371－374，1996．
10）秋田政彦，矢代加奈，横山　泉，江川ゆり，伊東文行＝Adult　type　xanthogranulomaの1例．皮の臨，38，536－537，
　　1996。
著　書
　1）伊東文行＝〔分担〕梅毒，皮膚疾患最新の治療’95一ン96．p，152－153，南江堂，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）江川ゆり，堺則康，遠藤祐理子，伊東文行，尾見徳弥1），江川二郎2）（1）第二病院病理，2）横浜市）：女子外陰部
　　ボーエン病の1例．日本皮膚科学会第710回東京地方会，1995．4．
　2）矢代加奈，横山　泉，堺　則康，秋田政彦，遠藤祐理子，江川ゆり，伊東文行：Mobileencapsulatedlipomaの
　　2例．第94回日本皮膚科学会総会，1995．5．
　3）遠藤祐理子，堺　則康，秋田政彦，矢代加奈，横山　泉，江川ゆり，伊東文行，久吉隆郎1），天野純治1），渡部英
　　之2），山本泰一3）（1）第二病院外科，2）第二病院放射線科，3）第一病院病理）：腋窩に発生した異所性乳癌と診断した
　　1例．第94回日本皮膚科学会総会，1995．5．
　4）遠藤祐理子，堺　則康，横山　泉，矢代加奈，伊東文行，久吉隆郎1》，天野純治1），渡部英之2）（1）第二病院外科，
　　2）第二病院放射線科）：腋窩に発生した異所性乳癌と診断した1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　5）横山　泉，遠藤祐理子，堺　則康，伊東文行，岩崎　隆1）（1）川崎市皮膚科）：最終的にPigmentedSpitzNevus
　　と診断した1例．日本小児皮膚科学会第19回学術大会，1995．6．
　6）矢代加奈，遠藤祐理子，小林伸子，横山　泉，江川ゆり，伊東文行：先天性皮膚欠損症の姉妹例．日本小児皮膚
　　科学会第19回学術大会，1995．6．
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7）横山　泉，遠藤祐理子，堺　則康，伊東文行，岩崎　隆1）（1）川崎市皮膚科）：Pigmented　Spitz　Nevusと診断し
　　た1例．第11回日本皮膚悪性腫瘍学会総会および学術大会，1995．6．
8）岩崎容子，矢代加奈，堺　則康，遠藤祐理子，横山　泉，伊東文行：石灰化上皮腫の2例と当科で過去5年間に
　　経験した症例の統計的観察．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
9）鈴木かやの，矢代加奈，堺　則康，遠藤祐理子，小林伸子，横山　泉，伊東文行：外歯痩の2例．第63回日本医
　　科大学医学会総会，1995．9．
10）堺　則康，矢代加奈，横山　泉，伊東文行，加藤欽也1），原　文男1）（1）第二病院内科）：成人性Sti11病の1例．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．09
11）矢代加奈，堺　則康，遠藤祐理子，横山　泉，伊東文行：ノルウェイ済癬の1例．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．9．
12）遠藤祐理子，横山　泉，伊東文行，久吉隆郎1），天野純治1）（1）第二病院外科）：胃癌および食道粘膜病変を伴った
　　悪性黒色表皮腫の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）横山　泉，堺
　　学医学会総会，
14）矢代加奈，堺
　　地方会，1995．
15）鈴木かやの，矢代加奈，堺
　　東京地方会，1995．
16）岩崎容子，矢代加奈，堺
　　経験した症例の統計的観察．
17）木村陽一，堺
　　feetの2例．
18）堺　則康，矢代加奈，遠藤祐理子，横山
　　の1例．日本皮膚科学会第715回東京地方会，1995．
19）山岸茂樹1），久吉隆郎1），難波
　　発生した乳癌の1例．
20）遠藤祐理子，矢代加奈，堺
　　変を伴った悪性黒色表皮腫の1例．
21）高梨真教1），青木明恵2），松本忠彦2），湧川基文3），伊東文行，遠藤祐理子，矢代加奈，堺
　　形成外科，2）東芝病院皮膚科，3）国立医療センター皮膚科）
　　関する効果についての小経験．
22）石井則久1），西山貴郁1），中嶋
　　皮膚科学会東京支部学術大会，1996．
則康，矢代加奈，遠藤祐理子，岩崎　隆：Pigmented　Spitz　Nevusの1例．第63回日本医科大
　1995．9．
則康，遠藤祐理子，横山　泉，伊東文行：ノルウェイ済癬の1例．日本皮膚科学会第713回東京
　9．
　　　　　　則康，遠藤祐理子，横山　泉，伊東文行：外歯痩の2例．日本皮膚科学会第714回
　　10．
　　　　　則康，遠藤祐理子・横山　泉，伊東文行：石灰化上皮腫の2例と当科で過去5年間に
　　　　　　日本皮膚科学会第714回東京地方会，1995．10．
則康，矢代加奈，小林伸子，横山　泉，伊東文行：symmetrical　lividities　of　the　soles　of　the
日本皮膚科学会第715回東京地方会，1995．11．
　　　　　　　　　　　泉，伊東文行，加藤欽也1），原　文男1）（1）第二病院内科）：成人Still病
　　　　　　　　　　　　　　　11．
　　　　　　　享1），平田知巳1），天野純治1），遠藤祐理子，伊東文行（1》第二病院外科）：腋窩に
　　　第84回神奈川県臨床外科医学会集談会，1995．12．
　　　　　　則康，横山　泉，伊東文行，久吉隆郎1）（1）第二病院外科）：胃癌および食道粘膜病
　　　　　　　　　日本皮膚科学会第717回東京地方会，1996．1．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　則康（1凍京警察病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：VLCD（マイクロダイエット）によるダイエットに
　　　　　　　第14回日本臨床皮膚外科学会学術大会，1996．2．
　　　　　　　弘1），伊東文行（1）横浜市大皮膚科）：HIV感染者にみられた梅毒．　第59回日本
　　　　　　　　　　2
［千葉北総病院皮膚科］
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）新見やよい1），本田光芳1｝，矢島　純1），畑　三恵子1），佐々木映子2），新谷真理子1），米山英子1），田宮由美子1），
　　北原東一，天野薫子1），青木順子1），土田由起子1），中島美知子1）（1）付属病院皮膚科，2）山口県）：尊麻疹，湿疹・
　　皮膚炎に対する塩酸アゼラスチンの有用性の検討．西日本皮膚科，57，315－324，1995．
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2）北原東一，服部怜美，青木見佳子亘），本田光芳1），嘉陽宗隆2），百束比古2），大秋美治3），前田昭太郎4）（1）付属病院
　皮膚科，2）形成外科，3）病理部，4）多摩永山病院病理部）：鼻孔部腫瘤の1例．日本皮膚病理組織学会，11，66－69，
　1995。
（2）綜説：
1）北原東一，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：色素性母斑（母斑細胞性母斑）．“小児の治療指針”，小児科診療，58，
　620－622，　1995．
2）服部怜美，北原東一，金子勝美，関　正計，青木見佳子u，本田光芳1）（1〉付属病院皮膚科）：職業性接触皮膚炎．
　医薬ジャーナル，31，2230－2233，1995．
学会発表
（1）一般講演：
1）青木順子1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1），簡野晃次2），百束比古2）（1）付属病
　　院皮膚科，2）形成外科）：有棘細胞癌の1例．第94回日本皮膚科学会総会，1995．5．
2）栗原和久1），藤本和久1），新谷真理子且），新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1》，矢島　純1），服部怜美，本田
　光芳’）（1）付属病院皮膚科）：アンピロキシカムによる光線過敏症の1例．第25回日本皮膚アレルギー学会，1995．
　　6．
3）松本真由美1），栗栖由美子1），新見やよいD，畑　三恵子1），矢島　純1），服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：
　水庖様外観を伴った石灰化上皮腫の1例．第19回日本小児皮膚科学会，1995．6。
4）北原東一，服部怜美，青木見佳子1），本田光芳1），嘉陽宗隆2），百束比古2），大秋美治3）（1）付属病院皮膚科，2）形成
　外科，3）病理部）1鼻孔部腫瘤の1例．第9回日本皮膚病理組織学会，1995．7．
5）山西貴仁1），中島美知子1），藤本和久11，新谷真理子1），新見やよい1），青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島　純1），
　服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：アリルイソプロピルアセチル尿素による固定薬疹の1例．第63回日
　本医科大学医学会総会，1995．9．
6）関　正計，金子勝美，北原東一，服部怜美，青木見佳子1），本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：結節型サルコイドー
　　シスの1例。日本皮膚科学会第715回東京地方会，1995．11．
7）服部怜美，金子勝美，北原東一，関　正計，大秋美治1），青木見佳子2），本田光芳2）（1）病理部，2）付属病院皮膚科）：
　　Necrobiotic　xanthogranuloma　P．第59回日本皮膚科学会東京支部学会，1996．2．
8）関　正計，金子勝美，北原東一，服部怜美，青木見佳子1），本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：Multiple　eccrine
　spiradenomaの1例．第59回日本皮膚科学会東京支部学会，1996。2．
9）金子勝美・北原東一，関　正計，服部怜美，本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：イソプロピルアンチピリンによる
　　固定薬疹の1例．第59回日本皮膚科学会東京支部学会，1996．2．
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9．外科学第一講座
［付属病院第1外科］
研究概要
　教室では，消化器外科学，一般外科学，さらにその関連領域に関する以下のテーマについて臨床的，基礎的研究を
進めており，その成果を積極的に学会ならびに論文に発表している．
　1）イレウス，腹膜炎を中心とする急性腹症病態の解明およびイレウスの新しい診断法の確立をめざし研究が進めら
れており，とくにジッツマークを用いた診断は臨床上その有用性が高く評価されている．
　2）胆石症に対する腹腔鏡下胆嚢摘出術は症例数の増加に伴い臨床研究が盛んになっている．
　3）進行胃癌，大腸癌に対する手術と化学療法の組み合わせにより，患者のQOLの向上を図っている．
　4）肝硬変症，門脈圧克進症に起因する食道静脈瘤に対する集学的治療法により，病態に応じた治療法の選択により
良好な成績を得ている．
　5）消化性胃潰瘍の基礎的研究の進歩により，臓器温存手術が可能となってきている．
　6）食道癌，肝癌，膵臓癌の基礎的，臨床的研究が進められ手術法の進歩に伴い手術成績の向上が得られつつある．
　7）乳癌の症例数の増加に伴い臨床的研究が進歩し，縮小手術による良好な成績を得ている．教授，助教授，講師の
指導のもとに，これらの各テーマに若手医局員が配属され，熱心に研究が行われており，下記の如く内外の学会誌，
専門誌に発表された．
研究業績
論文
［1994年度追加分］
原著：
　1）Kiyama，T．，Onda，M．，Tokmaga，A．，Fujit＆，1．，Okuda，T．，Mizutani，T．，Matsukura，N．，Todome，Y．1），and
　　Ohkuni，H．1）（1）老人病研究所・免疫部門）：The　presence　of　tumor　necrosis　factor一αand　its　antibody　in　the
　　sera　of　cachexic　patients　with　gastrointestinal　cancer．Surg．Today，24，759－762，1994．
（1）原著二
　1）Kato，S．，Onda，M．，Matsukura，N．，Tokunaga，A．，Tajiri，T．，Kim，D．Y．，Tsuruta，H．，Matsuda，N．，
　　Yamashita，K．，and　Shields，G。P．1）（1）NIH）：Cytochrome　P4502E1（CYP2E1）　genetic　polymorphism　in　a
　　case－control　study　of　gastric　cancer　and　liver　disease．Phrmacogenetics．，　5，　141－144，　1995．
2）Kato，S。，Bowman，E．D．，Harrington，A．M、，Blomeke，B．，and　Sh圭elds，P．G．：Human　Lung　Carcinogen－DNA
　　Adduct　Levels　Mediated　By　Genetic　Polymorphisms　In　Vlvo．J．Natl．Cancer　Inst．，87，902－907，1995。
3）Fujita，1．，Onda，M．，andTokunaga，A．：Expressionofinterleukin－6andtumomecrosisfactorinperitoneal
　　mononuclear　cells　after　gastrectomy．Wound　Rep．Reg．，3，168－175，1995．
4）Masumori，K．，Onda，M．，Tajiri，T．，Kim，D．Y．，Toba，M．，Umehara，M．，Yoshida，H．，Mamada，Y．，
　　Nishikubo，H．，Taniai，N．，Kojima，T．，Matsuzaki，S．，and　Yamashita，K．：Modified　Endoscopic　Variceal
　　Ligation。Dig，Endosc．，　7，165－170，1995．
　5）Matsukura，N．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Kato，S。，Kyono，S．，and　Yamashita，K．：Tissue　IgA　antibody
　　against　Hθ」’ooδαo167ρ夕Joガin　patlents　with　gastroduodenal　diseases：Comparison　with　bacterial　culture，
　　serum　IgG　antibody，and　［13C］　urea　breath　test．J．Clin．GastroenteroL，21，146－150，1995。
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6）Matsukura，N．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Kato，S．，Yamashita，K。，andOhbayashi，M．且）（1）Mitsubishi－Kagaku
　bio－clinical　laboratory）：Detection　of∬厩oo加6孟召7ρ少JoガDNA　in　gastric　juice　by　the　polymerase　chain
　reaction：Comparison　with　findings　in　bacterial　culture　and　the　detection　of　tis§ue　lgA　and　semm　IgG
　antibodies　against∬6」廊o加6∫07ρッlo万，J．Gastroentero1．，30，689－695，1995。
7）Matsukura，N．，Onda，M，，Tokunaga，A．，Matsuda，N．，and　Yamashita，K．：Mucosal　IgA　antibody　against
　漉」ぎ60わα惚7勿Jo万in　chronic　gastritis　and　intestinal　metaplasia　detected　by　the　Tes－Tape　method　in
　resection　specimens　after　gastrectomy　for　gastric　cancer．Cancer　Supplement，75，1472－1477，1995．
8）内田英二，恩田昌彦：当医局のパソコン活用と問題点．外科診療，37，599－602，1995．
9）梅原松臣，恩田昌彦，田尻　孝，鳥羽昌仁，山下精彦，金　徳栄，増森興治，吉田　寛，真々田裕宏，西久保秀
　紀，谷合信彦，松本智司，小嶋隆行，松崎　栄：密集結紮法の成績からみた内視鏡的静脈瘤結紮術（EVL）単独
　治療の限界について．日消誌，92，1233－1240，1995．
10）金沢義一，恩田昌彦，田中宣威，古川清憲，横井公良，樋口勝美，高崎秀明，吉村和泰，瀬谷知子，横山滋彦，
　菅　隼人，丸山　弘，佐々部一，山下直行，山田岳史，山下精彦1大腸sm癌における増殖マーカーとp53発現
　の意義．消化器癌の発生と進展，7，325－327，1995．
11）金沢義一，恩田昌彦，古川清憲，田中宣威，丸山　弘，樋口勝美，高崎秀明，吉村和泰，瀬谷知子，横山滋彦，
　菅　隼人，佐々部一，秋谷行宏，山田岳史，山下精彦：急性虫垂炎における術直前の抗菌剤投与の有用性の検討
　一壊疽性虫垂炎の臨床細菌学的検索を中心に一．日本外科感染症研究会，7，153－157，1995．
12）木山輝郎，恩田昌彦，徳永　昭，寺本　忠・小栗　剛，白川　毅・瀧田雅仁，吉行俊郎，松倉則夫，山下精彦・
　浅野伍朗1）（L）第2病理）：消化器発癌と背景粘膜におけるストレス蛋白質（HSP70）の発現．消化器癌の発生と
　進展，7，189－191，1995．
13）木山輝郎，恩田昌彦・徳永　昭，寺本　忠，小栗　剛，藤田逸郎，吉行俊郎，松倉則夫，山下精彦：手術不能・
　再発消化器癌患者における栄養状態の評価と血中TNFおよびIAPの測定意義．癌の臨床，41，800－804，1995．
14）渉　其拉，恩田昌彦，徳永　昭，浅野伍朗且）（1）第2病理）：胃癌患者所属リンパ節における免疫細胞の組織化学
　的検討．日消外会誌，28，2145－2150，1995．
15）高崎秀明，恩田昌彦，田中宣威，古川清憲：周術期の標準的輸液計画：結腸切除周術期の輸液計画．消化器外科，
　18，　12771280，　1995。
16）高崎秀明，恩田昌彦，古川清憲：周術期におけるカテーテル感染について．日医大誌，63，161－164，1996．
17）谷合信彦，恩田昌彦，田尻　孝，金　徳栄：Single　photon　emisもion　computed　tomography（SPECT）によ
　　る肝動脈塞栓術（TAE）後の網内系機能分布の検討．日消誌，92，939－950，1995．
18）寺本　忠，恩田昌彦，徳永　昭，藤田逸郎，白川　毅，瀧田雅仁，小栗　剛，奥田武志，木山輝郎，吉行俊郎，
　松倉則夫，山下精彦：予後からみた胃癌開腹時腹腔洗浄細胞診および漿膜面擦過細胞診の意義：肉眼所見との対
　比．癌と化学療法，22，16061609，1995．
19）鳥羽昌仁，恩田昌彦，田尻　孝，増森興治，梅原松臣，山下精彦，金　徳栄，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信彦，
　西久保秀紀，小嶋隆行，松崎　栄：内視鏡的硬化療法における静脈瘤造影形態に関する検討．Gastroenterol
　Endos．，37，2416－2420，　1995．
20）西久保秀紀，恩田昌彦，田尻　孝，金　徳栄：肝硬変症に対する部分脾動脈塞栓術（partial　splenic　emboliza－
　tion：PSE）の治療効果およびその効果予測．日消誌，93，19－25，1996．
21）松倉則夫，恩田昌彦，秋谷行宏，大川敬一，白川　毅，瀧田雅仁，吉行俊郎，加藤俊二，長谷川博一，樋口勝美，
　徳永　昭，山下精彦，京野昭二1），山初順一2》（1）千葉北総病院外科，2）泉中央病院）：高除菌率が得られるNew
　Triple　T赴erapy：Lansoprazole，Amoxicilhn，Ecabet　sodiumの3剤併用によるμ観60δα惚7ρッlo7」治療．
　Prog．Dig．Endosc．，47，132－133，1995．
22）松倉則夫，恩田昌彦，加藤俊二，徳永　昭，山下精彦：潰瘍穿孔に対する∬6JJoo伽6∫θ7ρッJoガ感染の関与．外科
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　　治療，74，349－356，1996．
23）小嶋隆行・恩田昌彦・田尻　孝，金　徳栄・鳥羽昌仁・増森興治，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信彦，
　　西久保秀紀，横山滋彦，松崎　栄，田中宣威，山下精彦，荒牧琢己，哲翁弥生：直腸静脈瘤破裂に対し内視鏡的
　　静脈瘤結紮術（EVL）が奏効した1症例．日消誌，93，114－119，1996．
24）中村慶春，古谷政一，清水康仁，秋谷行宏，打越康信，恩田昌彦，大國　壽1）（L）日本医大老人病研究所免疫部門）：
　　関節炎より発症したStreptococcaltoxicshocksyndrome（劇症型A群レ・ンサ球菌感染症）の1例．日医大誌，
　　62，　200－204，　1995．
25）吉田　寛，江上　格，恩田昌彦：Epirubicin，5－fluorouraci1（5－FU）投与が有効であった門脈腫瘍栓を伴う転
　　移性肝癌（胃癌）の1例．癌と化学療法，22，1245－1248，1995．
26）吉田　寛，江上　格，谷口善郎，平岡保紀，前田昭太郎，恩田昌彦：超音波ガイド下穿刺吸引細胞診にて診断し
　　えた尿膜管癌の1例．超音波医学，22，479－482，1995．
27）吉田　寛，吉安正行，橋本正好，恩田昌彦：術前に診断しえた閉鎖孔ヘルニアの1例（超音波，CT，MRIの比
　　較検討）．超音波医学，22，611－615，1995．
28）大川敬一，恩田昌彦，宮下正夫，京野昭二，樋口勝美，吉行俊郎，松谷　毅，笹島耕二，山下精彦：食道癌術後
　　の難治性吻合部狭窄に対するステロイド局注と内視鏡拡張術併用療法の1例．Gastroenterological　Endoscopy，
　　37，　2740－2745，　1995．
29）宮下正夫，恩田昌彦，内藤善哉1），羽尾邦彦2），大谷良之3），木内博之4），内藤委仲4）・高崎秀明，徳永　昭，山下
　　精彦，浅野伍朗・）（・）第2病理，・）国立横須賀病院外科，3）国立横須賀病院病理，4）北村山公立病院外科）：胃癌およ
　　び大腸癌における術中漿膜擦過細胞診の意義．日医大誌，62，196－199，1995．
（2）綜説：
　1〉Tokunaga，A．，Onda，M，，Okuda，T，，Teramoto，T．，Fujita，1，，Mizutani，T．，Kiyama，T．，Yoshiyuki，T．，Nishi，
　　K．，and　Matsukura，N。：Clinicalsign量ficantofepidermalgrowthfactor（EGF〉，EGFreceptor，andc－erbB－
　　2in　human　gastric　cancer．Cancer　Supplement，75，1418－1425，1995。
2）内田英二，恩田昌彦：腹膜の構造と神経支配．外科，57，1384－1385，1995．
3）内田英二，恩田昌彦：消化器疾患の診察と初療「イレウス」．救急医学，9，707－708，1995．
4）恩田昌彦，田中宣威：直腸癌に対する低位前方切除術．消化器外科，18，529－537，1995．
5）加藤俊二，恩田昌彦，松倉則夫，徳永　昭，松田範子，山下精彦，Shields，P，G．：∬6伽oわ召惚7ρッJoガ感染と胃
　　粘膜萎縮および胃発癌に関する遺伝子の多型性分析：分子疫学的手法による解析．消化器癌の発生と進展，7，
　　129－132，　1995．
6）白川　毅，恩田昌彦，徳永　昭，藤田逸郎，瀧田雅仁，寺本　忠，小栗　剛，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，
　　吉行俊郎，松本智司，石塚朋樹，萩原信敏，松倉則夫，山下精彦：開腹術後の免疫抑制状態の検討・胃癌術直後
　　の肝転移例の検討，腹腔浸出液中の単核細胞およびサイトカインの関与．消化器癌の発生と進展，7，79－81，
　　1995．
7）高崎秀明，恩田昌彦，田中宣威，古川清憲：消化器外科医のための周術期の輸液マニュアル：周術期の標準的輸
　　液計画・結腸切除周術期の輸液計画．消化器外科，19，1277－1280，1995。
8）田中宣威，恩田昌彦：新・手術アトラス　標準術式のすべて，III小腸・結腸の手術　横行結腸切除術．消化器外
　　科，18，954－959，1995．
9）田中宣威，恩田昌彦：汎発性腹膜炎の手術　III術後管理とその実際；腹壁・腹膜・腸管・肛門手術の術後管理（特
　　集：術後管理計画法）．外科治療，72，751－753，1995．
10）田中宣威，恩田昌彦，横山滋彦：術後合併症の予防と対策　早期のイレウス（特集：術後1週間の患者管理）．
　　臨床外科，50，386－387，1995。
11）田尻　孝・恩田昌彦・山下精彦・金　徳栄・梅原松臣・小嶋隆行，松崎　栄，隈崎達夫1）（1）放射線科）：Interventional
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　　Radiologyの現況　PTO・TlO．日外会誌，97，70－77，1996．
12）田尻　孝，、恩、田昌彦，山下精彦，金　徳栄，梅原松臣，小嶋隆行，松崎　栄，隈崎達夫1）（1）放射線科）：特集：門
　　脈圧充進症の治療一適応と限界・治療手技と成績一その7－BRTO．外科診療，37，1085－1089，1995．
13）徳永　昭，恩、田昌彦，松倉則夫，加藤俊二：Li－Fraumeni症候群（特集：遺伝性腫瘍学）．日本臨床，53，2797－2802，
　　1995．
14）徳永　昭，、恩、田昌彦，藤田逸郎：創傷治癒とサイトカイン（特集：創傷治癒をめぐる基礎と臨床のトピックス）．
　　Biomedical　Perspectives，4，15－22，1995．
15）松倉則夫，、恩、田昌彦，山下精彦：ヘリコバクター・ピロリと消化性潰瘍および胃癌．日医大誌，62，313－319，
　　1995．
16）松倉則夫，、恩田昌彦，加藤俊二，徳永　昭・山下精彦：∬6」’60加6渉67ρッJo万と胃がん．外科治療，72，399－405，
　　1995．
17）宮下正夫，山下精彦：逆流性食道炎の診断と治療．医薬ジャーナル，31，2550－2554，1995．
18）宮下正夫，、恩、田昌彦，笹島耕二，山下精彦：食道癌治療の最近の進歩．日医大誌，62，20508，1995．
著書
　1）Kato，S．，Onda，M．，Matsukura，N．，Tokunaga，A．，Matsuda，N．，Yamashita，K．，and　Shields，P．G．：Genetic
　　and　Environmental　Risk　Factors　for　the　Gastric　Cancer．1st　Intemational　Gastric　Cancer　Congress，
　　（Mitsumasa　Nishi，Haruo　Sugano，Toshio　Takahashi　eds）．p．385－389，Monduzzi　Editore，（Bologna），
　　1995．
　2）Tokunaga，A．，Onda，M。，Teramoto，T．，Oguri，T．，Takita，M．，Shirakawa，T．，Okuda，T．，Mizutani，T，，
　　Kiyama，T．，Yoshiyuki，T．，Nishi，K．，Matsukura，N．，and　Yamashita，K．：〔分担〕Clinical　significance　of
　　EGF，EGF－receptor　and　C・erbB－2in　human　gastric　cancer．“1st　Intemational　Gastric　Cancer　Congress”
　　（Nishi，M．，Sugano，H．，Takahashi，T．eds）．p．757－762，Monduzzi　Editore（Bologna），1995．
　3）Teramoto，T．，Onda，M．，Tokunaga，A。，Okuda，T．，Shirakawa，T．，Takita，M．，Oguri，T．，Fujita，1．，Kiyama，
　　T．，Yoshiyuki，T．，Matsukura，N．，and　Yamashita，K，：〔分担〕Effect　of　anti－EGF　receptor　antibody　on
　　growth　of　human　gastric　cancer。“1st　Intemational　Gastric　Cancer　Congress’ヲ（Nishi，M．，Sugano，H、，
　　Takahashi，T．eds）．p．1703－1707，Monduzzi　Editore（Bologna），1995．
　4）Matsukura，N．，Onda，M．，Tokunaga，A，，Matsuda，N．，Teramoto，T．，Oguri，T．，and　Yamashita，K．：〔分
　　担〕Mucosal　IgA　antibody　against飽漉oわα漉7ρヅoガin　chronic　gastritis　and　intestinal　metaplasia　in
　　resected　stomach　for　gastric　cancer．“1st　lntemational　Gastric　Cancer　Congress”（Nishi，M．，Sugano，H，，
　　Takahashi，T．eds）．p，295－298，Monduzzi　Editore（Bologna），1995．
　5）加藤俊二，恩田昌彦：〔分担〕急性虫垂炎，“消化器疾、患、最新の治療’95一シ96”，（丹羽寛文，杉町圭蔵，戸田剛太
　　郎編集），p．17H74，南江堂，1995．
　6）高崎秀明，、恩、田昌彦：〔分担〕腸管癒着症．66標準処方ガィド‘96”．（内山真一郎他編）．治療，78，増刊号．p．606608，
　　1996．
　7）高崎秀明，恩、田昌彦：〔分担〕腸閉塞“図説病態内科講座消化管　2　腸閉塞”（高久史麿監修）．p．246－250，メ
　　ジカルビュー社，1995．
　8）高崎秀明，恩田昌彦：〔分担〕腸重積症，腸軸念症，“図説病態内科講座　消化管一2　腸閉塞”（高久史麿監修）．
　　P．251－254，メジカルビュー社，1995．
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学会発表
［1994年度追加分］
シンポジウム：
　1）Murakami，R．11，Kumazaki，T．1），Oya，T．D，Talima，H．1），Kawamata，H．1），Goto，S．1），Kojima，T．，Matsuzaki，
　　S．，Tajiri，T．，and　Onda，M．（1）放射線科）：Balloon　occlus1ve　embolization　of　the　portosystemic　shunt　with
　　heoatic　encephalopathy（Scientific　exhibit）．The5th　Intemational　Symposium　on　Interventional　Radiology
　　and　New　Vascular　Imaging，1994．5．
（1）シンポジウム：
　1）Tajiri，T．，Onda，M。，Kim，D，Y．，Toba，M．，Masumori，K．，Umehara，M．，Yoshida，H．，Mamada，M．，
　　Nishikubo，H．，Taniai，N．，Kojima，T．，Matsuzaki，S．，Matsumoto，S．，Yamamoto，K．，Hirose，Y．，Yamashita，
　　K．，and　Kumazaki，T．ユ）（1）放射線科）：Embolization　Treatment　of　Portal　Hypertension．（What’s　new　in
　　portal　hypertension）。6th　Joint　Meeting　Intemational　Gastro－Sugical　Club（Thailand），1995．12．
　2）Matsukura，N．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Shirakawa，T．，Takita，M．，and　Yamashita，K．：Role　of
　　飽」ガoo伽i67刎o万infection　in　perforation　of　peptic　ulcer．6th　World　Congress　Intemational　Gastro・
　　Surgical　Club　（Bangkok），1995．12．
　3）Matsukura，N．：Role　of∬厩60枷6’07ρッJo万infection　in　the　chronic　gastritis・intestlnal　metaplasia－gastric
　　cancer　sequence．US－Japan　Cooperative　Research　Program　Seminar“∬観60飽惚7and　Gastric　Cancer”。
　　（Maui），1996．2．
4）松倉則夫，恩田昌彦，山下精彦：Lansoprazole，Amoxicillin，Ecabet　sodiumの3剤併用療法による
　　∬観60枷o渉67ρッJoガ除菌効果．第60回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．6．
　5）松倉則夫，恩田昌彦：∬観oo枷惚7ρッJo7づと腸上皮化生および胃癌．第50回日本消化器内視鏡学会，1995．9．
（2）ビデオシンポジウム：
　1）増森興治，恩田昌彦，田尻　孝，金　徳栄，有馬保生，鳥羽昌仁，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信彦，
　　西久保秀紀，松本智司，小嶋隆行，松崎　栄，廣瀬洋一郎，山本一仁，山下精彦：食道静脈瘤への供血路の塞栓
　　を考慮した内視鏡的静脈瘤硬化塞栓術（ESL）．第2回日本門脈圧充進症食道静脈瘤学会総会，1995．9．
（3）パネルディスカッション：
　1）白川　毅，恩田昌彦，徳永　昭，藤田逸郎，瀧田雅仁，寺本　忠，小栗　剛，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，
　　吉行俊郎，松本智司，石塚朋樹，萩原信敏，松倉則夫，山下精彦：腹腔浸出液中の単核細胞およびサイトカイン
　　の関与．第7回日本消化器癌発生研究会，1995．9．
　2）秋谷行宏，恩田昌彦，古川清憲，田中宣威，樋口勝美，高崎秀明，鈴木英之，斎藤忠生，横山滋彦，丸山弘，
　　菅　隼人，金沢義一，佐々部一，山下精彦：消化器手術の周術期中心静脈カテーテル感染．第25回日本腹部救急
　　医学会総会，1995．9．
　3）宮下正夫，恩田昌彦，笹島耕二，大川敬一，松谷　毅，秋谷行宏，山下精彦，竹田晋浩1）（1）麻酔科）：術後SIRS
　　とその制御．第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
　4）梅原松臣，田尻　孝：門脈圧充進症の治療における部分的脾動脈塞栓術（PSE）の位置づけについて（門脈圧充
　　進症に対する治療法の選択と予後）．第30回日本肝臓学会東部会，1995．10．
　5）古川清憲，恩田昌彦，丸山　弘，秋谷行宏，田中宣威，山下精彦：結腸・直腸疾患の術後創感染の予防と対策：
　　術前腸管処置法と術中腹腔内汚染菌を中心に．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．10．
（4）ワークショップ：
　1）丸山　弘，恩田昌彦，古川清憲，田中宣威，秋谷行宏，山下精彦：消化器外科手術の術後創感染対策．第95回日
　　本外科学会総会，1995．4．
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（5）ラウンドテーブノレディスカッション：
　1）加藤俊二，、恩田昌彦，松倉則夫，徳永　昭，松田範子，山下精彦：且観60加6∫傑刎o万感染と胃粘膜萎縮および
　　　胃発癌に関する遺伝子の多型性分析．第7回日本消化器癌発生研究会，1995．9．
　2）田中宣威，恩、田昌彦，古川清憲，樋口勝美，横山滋彦，高崎秀明，吉村和泰，瀬谷知子，菅　隼人，丸山　弘，
　　　金沢義一，佐々部一，山田岳史，秋谷行宏，徳永　昭，山下精彦：癌性腹膜炎に伴うイレウス症例に対する治療．
　　　第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
　3）小嶋隆行，恩田昌彦，田尻　孝，鳥羽昌仁，増森興治，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信彦，西久保秀
　　　紀，松崎　栄，松本智司，廣瀬洋一郎，山本一仁，金　徳栄，山下精彦：胃静脈瘤における緊急出血治療と出血
　　　予防についての検討．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
　4）吉村和泰，恩田昌彦，田中宣威，古川清憲，横井公良，高崎秀明，樋口勝美，横山滋彦，瀬谷知子，菅　隼人，
　　　丸山　弘，金沢義一，佐々部一，山田岳史，秋谷行宏，山下精彦：大腸癌によるイレウス症例の検討．第26回日
　　　本腹部救急医学会総会，1996．3．
（6）特別企画：
　1）田尻　孝：消化器内視鏡の進歩～第50回総会でみた新しい展開（胆管・膵管）．第50回日本消化器内視鏡学会総
　　　会，1995．9．
［1994年度追加分］
一般講演：
　1）Tokunaga，A．，Onda，M．，Teramoto，T．，Fujita，L，Oguri，T，，Takita，M．，Shirakawa，T．，Okuda，T．，Kiyama，
　　　T．，and　Yoshiyuki，T，，Matsukura，N。，and　Yamashita，K。：Effect　of　preoperative　chemotherapy　on
　　　advanced　gastric　cancer：Can　pretreatment　endoscopic　biopsies　predict　response　to　the　chemotheapyP．Proc
　　　4th　Cong　East　Asian　CICD，1995．2．
　2）Tokunaga，A．，Onda，M，，Teramoto，T．，Oguri，T．，Fujita，L，Takita，M．，Shirakawa，T．，Okuda，T．，
　　　Mizutani，T．，Kiyama，T，，Yoshiyuki，T。，Nishi，K，Matsukura，N．，and　Yamashita，K．：Clinical　significance
　　　of　EGF，EGF－receptor　and　ce・rbB－2in　human　gastric　cancer，Proc　First　Int　Gastric　Cancer　Cong，1995．
　　　3。
（7）一般講演：
1）Kato，S。，Onda，M．，Matsukura，N．，Tokunaga，A．，Matsuda，N。，and　Shields，P．G．：Genetic　Polymorphisms
　　of　the　Metabolic　Enzymes　and　Gastric　Cancer　Risk．86th　American　Association　for　Cancer　Research
　　Meeting（Toronto），1995．4．
2）Kato，S．，Onda，M．，Matsukura，N．，Tokunaga，A．，Matsuda，N．，Yamashita，K．，and　Shields，P．G．：Genetic
　　and　Environmental　Risk　Factors　for　the　Risk　Assessment　of　the　Gastric　Cancer．1st　Intemational　Gastric
　　Cancer　Congress，　1995．　4．
3）Matsukura，N．，Onda，M．，Tokunaga，A．，Kato，S．，Yamashita，K．，and　Ohbayashi，M．1）（1）Mitasubishi
　　Kagaku　BCL）：PCR－based　restriction　fragment　Iength　polymorphisms　in醜」乞60δα惚7ρヅoπDNA　using
　　gastric　juice　and　biopsy　specimens．第1回日本消化器∬観60δα6♂67ρッJo7♂研究会，1995．4．
4）Shirakawa，T，，Onda，M．，Tokunaga，A．，Fujita，1．，Teramoto，T．，Takita，M．，Kiyama，T．Yoshiyuki，T．，
　　Matsukura，N．，and　Yamashita，K．：Possible　immunosuppressive　activity　of　Prostaglandin　E2and　cyto－
　　kines　in　peritoneal　fluid　after　surgery，5th　Annual　Scientific　Meeting　of　The　Wound　Healing　Society
　　　（Mimeapolis），1995．4．
5）Takita，M。，Onda，M．，Tokunaga，A．，Fujita，1．，Teramoto，T．，Shirakawa，T．，Kiyama，T．，Yoshiyuki，T．，
　　Matsukura，N．，and　Yamashita，K．：Changes　of　cytokine　transcripts　and　proteins　in　cells　isolated　from
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peritoneal fruid and blood of post-surgery patients. 5th Annual Scientific Meeting of The Wound Healing 
Society (Minneapolis), 1995. 4 . 
6) Matsukura, N., Onda, M. : Detection of Helicobacter pylori DNA in gastric juice by PCR : Comparison with 
H. pylori DNA in biopsy specimens. 8th International Workshop on Gastroduodenal Pathology and 
Helicobacter pylori (Edinburgh) . 1995. 7 . 
7) Kiyama, T., Onda, M., Tokunaga, A., Takita, M., Shirakawa, T., Oguri, T., Teramoto, T., Fujita, I., Iida, 
S., Matsukura, N., Yamashita, K., and Sugisaki, Y.1), Todome, Y.2)., Ohkuni, H.2) (*)~~i~~:~1~. 2)~~)~~~:~f~~~~ti~ 
~: . ~L~~~1~F~) : Expression of heat shock protein 70 in the healing process of peptic ulcer. European Tissue 
Repair Association (Italy). 1995. 8 . 
8) Kojima, T., Onda, M., Tajiri, T., Toba, M., Masumori, K., Umehara, M., Yoshida, Y., Mamada, Y., 
Nishikubo, H., Taniai, N., Matsuzaki, S., Kim, D.Y., and Yamashita, K. : A case of massive bleeding from 
rectal varices treated with endoscopic variceal ligation (EVL). 36th world congress of surgery interna-
tional surgical week ISW95 (ISS, SIO (Lisbon) . 1995. 8 . 
9) Tajiri, T., Onda, M., Kim, D.Y., Toba, M., Masumori, K., Umehara, M., Yoshida, H., Mamada, Y., 
Nishikubo, H., Taniai, N., Kojima, K., Matsuzaki, S., Matsumoto, T., Yamamoto, K., Hirose, Y., and 
Yamashita, K. : Partial splenic artery embolization (PSE) for idiopathic portal hypertension (IPH). 36th 
world congress of surgery international surgical week ISW95 (ISS, SIO (Lisbon), 1995. 8 . 
10) Arima, Y., Onda, M., Yamashita, K., Tajiri, T., Itoh, S., Kim, D.Y.. Higuchi, K., Takasaki, H., Ogawa, Y., 
Hasegawa, H., Umehara, M., and Kuroda, H.1) (1)~i~ 3 F~l~~~) : Study of patients that were coverted to open 
cholecystectomy(OC) from laparoscopic cholecystectomy (LO : Based on analysis of preoperative imaging 
findings. The 3rd congress of asian society of hepato-biliary-pancreatic surgery (SeouD. 1995. 9 . 
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　　任2），桜井　薫3）（1）北村山公立病院麻酔科，2）北村山公立病院泌尿器科，3）北村山公立病院内科）：糖尿病，高度肥
　　満，虚血性心疾患，慢性腎不全を合併した汎発性腹膜炎の1手術例．第2回山形周産期病態研究会，1995．11．
99〉揮　暁青1），野村幸男1），内田英二，河嶋和子2），山口敏和1）（1）BML，2）国立がんセンター）：高感度Kras癌遺
　　伝子コドン12点突然変異解析．第42回日本臨床病理学会総会，1995．11．
100）石川紀行，恩田昌彦，田中宣威，田尻　孝，古川清憲，金　徳栄，有馬保生，樋口勝美，鳥羽昌仁，増森興治，
　　梅原松臣，斎藤忠生，鈴木英之，丸山　弘，小嶋隆行，中村慶春，松崎　栄，秋谷行宏，山本一仁，山下精彦：
　　当科で経験した赤痢アメーバー肝膿瘍4症例の検討．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
101）丸山　弘，恩田昌彦，古川清憲，田中宣威，田尻　孝，徳永　昭，笹島耕二，金　徳栄，樋口勝美，有馬保生，
　　斎藤忠生，鈴木英之，石川紀行，秋谷行宏，山下精彦：消化器外科における血液培養施行例の成績．第8回日本
　　外科感染症研究会，1995．12．
102）松倉則夫，恩田昌彦1萎縮性胃炎，腸上皮化生，胃癌sequenceにおける∬観60枷o渉67ρッJo7」感染と遺伝子多型
　　性分析．第11回胃炎研究会，1995．12．
103）木山輝郎，徳永　昭，恩田昌彦，寺本　忠，小栗　剛，白川　毅，瀧田雅仁，吉行俊郎，山下精彦：消化性潰瘍
　　の治癒過程および難治例におけるストレス蛋白（HSP70）の発現．第25回創傷治癒研究会，1995．12．
104）白川　毅，恩田昌彦，徳永　昭，藤田逸郎，瀧田雅仁，寺本　忠，木山輝郎，吉行俊郎，樋口勝美，古川清憲，
　　山下精彦：胃癌術後の腹腔浸出液と乳癌術後の創浸出液との対比，検討．第25回創傷治癒研究会，1995．12．
105）小栗　剛，恩田昌彦，徳永　昭，白川　毅，瀧田雅仁，寺本　忠，藤田逸郎，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，
　　吉行俊郎，西　恵吾，松倉則夫，山下精彦：びまん浸潤性胃癌における細胞増殖因子様蛋白pS－2発現の意義．第
一215一
　　66回胃癌研究会，1996．1．
106）秋谷行宏，恩田昌彦，古川清憲，田中宣威，田尻孝，徳永　昭，笹島耕二，金　徳栄，有馬保生，樋口勝美，
　　高崎秀明，吉村和泰，鈴木英之，斎藤忠生，石川紀行，横山滋彦，丸山　弘，山下精彦＝消化器手術とIVH感
　　染症．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
107）内田英二，恩田昌彦，山村　進，中村慶春，井上松応，横山　正，相本隆幸，小林　匡，山中洋一郎，会田邦晴，
　　田尻　孝，樋口勝美，山下精彦，江上　格，内藤善哉1》，浅野伍朗1）（1）第2病理）：ハムスター移植膵癌モデルに
　　おける肝転移におよぽす膵原発巣切除の影響．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
108）大川敬一，恩田昌彦，宮下正夫，笹島耕二，松谷　毅，秋谷行宏，山下精彦，竹田晋浩1），小川　龍D（1）麻酔科）：
　　食道癌術後の気管支肺胞洗浄液（BALF）中の細胞分画とIL8．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
109）加藤俊二，恩田昌彦，徳永　昭，柳　　健，吉行俊郎，梅原松臣，松倉則夫，金　徳栄，田尻　孝，山下精彦：
　　C型肝炎抗体陽性患者の胃癌手術症例における術後肝障害の発生．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2。
110）白川　毅，恩田昌彦，徳永　昭，藤田逸郎，瀧田雅仁，寺本　忠，奥田武志，松本智司，木山輝郎，吉行俊郎，
　　加藤俊二，樋口勝美，古川清憲，金　徳栄，田尻　孝，山下精彦，江上　格，吉岡正智：悪性腫瘍手術または化
　　学療法後，短期問で肝転移顕性化例の検討．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
111）瀧田雅仁，恩田昌彦，徳永　昭，白川　毅，小栗　剛，寺本　忠，藤田逸郎，奥田武志，水谷　崇，木山輝郎，
　　吉行俊郎，加藤俊二，宮下正夫，松倉則夫，山下精彦：胃癌術前化学療法における術後合併症の検討．第47回日
　　本消化器外科学会総会，1996．2．
112）松谷　毅，恩田昌彦，笹島耕二，宮下正夫，田中宣威，高崎秀明，大川敬一：活動期潰瘍性大腸炎におけるサイ
　　トカイン，Nitric　Oxide（NO）の変動．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
113）松本智司，江見　充1），田尻　孝，恩田昌彦（1）老研分子生物）：乳癌における第3番染色体短腕の染色体欠失地
　　図作製．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
114）真々田裕宏，水谷　崇，木内博之，小林　匡，森　正陽，中村　孝，福岡　猛：巨大真性膵嚢胞の1手術例．日
　　本消化器病学会東北支部第154回例会，1996．2．
115）森正陽，木内博之，小林匡，中村孝，福岡猛：アニサキスが原因と考えられた多発性小腸穿孔の1例．
　　日本消化器病学会東北支部第154回例会，1996．2．
116）増森興治，恩田昌彦，田尻　孝，鳥羽昌仁，梅原松臣，吉田　寛，真々田裕宏，谷合信彦，西久保秀紀，小嶋隆
　　行，松崎　栄，松本智司，廣瀬洋一郎，山本一仁，金　徳栄，山下精彦：食道静脈瘤破裂に対するEVL密集結
　　紮法の有用性．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
117）吉行俊郎，恩田昌彦，徳永　昭，瀧田雅仁，白川　毅，寺本　忠，小栗　剛，木山輝郎，加藤俊二，宮下正夫，
　　松倉則夫，山下精彦＝残胃癌の手術例の検討一良性疾患後の残胃癌と胃癌切除後の残胃の癌との対比．第25回胃
　　外科研究会，1996．3．
［多摩永山病院外科］
研究概要
　おもに消化器外科領域で臨床的研究を中心にして，治療成績の向上をめざしている．また，多摩地区の学会や研究
会において，地域の基幹病院としての役割を果たしている．
　1）従来より中心的研究課題である肝・膵疾患に対する研究が続けられている．悪性疾患に対しては外科的治療のみ
ならず最先端の集学的治療をおこない，治療成績の向上をめざしている．
　2）消化器科と共同で，腹腔鏡下胆嚢摘出術を主とした内視鏡下外科手術を広く実施しており，症例数は年々増加し
ている．
　3）潰瘍性大腸炎の薬物療法についての臨床研究を消化器科・薬剤科と共同で進めている．
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4）乳腺外来は地域住民の好評を得て患者数の増加も著しく，病理部と提携し迅速穿刺吸引細胞心をおこない，乳癌
の早期診断および治療成績の向上に努力している．
5）小児外科領域については外傷，消化管異物等の臨床的研究が進められている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）岡崎滋樹，江上　格，谷口善郎，和田雅世，会田邦晴，松田　健1），沖浜裕司’），吉岡正智（1）多摩永山病院消化
　　器科）：腹腔鏡下胆嚢摘出術中に遭遇した偶発症の検討。多摩消化器シンポ誌，10，102－105，1996．
　2）沖浜裕司1），田中洋介1），松田　健1），奥田武志1），小川美保1），中島米治郎1），和田雅世，谷口善郎，岡崎滋樹，
　　江上　格，吉岡正智，山下精彦2），恩田昌彦2）（’）多摩永山病院消化器科，2）外科学第1）：当科における上部消化
　　管出血症例の検討．多摩消化器シンポ誌，10，29－33，1996．
著書
　1）江上　格，松田　健’），辺見　弘2）（1》多摩永山病院消化器科，2）救急医学）：〔分担〕小児外傷の種類と特殊性：
　　救急現場の救急医療：外傷一般（吉田竜介編集）．p．118－121，荘道社，1995。
　2）江上　格，松田　健1），辺見　弘2）（1）多摩永山病院消化器科．2）救急医学）：〔分担〕小児重症外傷の救急救命処
　　置と初期治：療救急現場の救急医療：外傷一般（吉田竜介編集）．p．121－124，荘道社，1995．
学会発表
（1〉パネルディスカッション：
　1）会田邦晴，江上　格，松田　健1），岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，沖浜裕司1），宮本昌之1），牧野浩司1），菊池俊
　　雄，鶴田宏之，横山　正，宮崎賢一，服部千秋，加藤圭介，吉岡正智（1）多摩永山病院消化器科）：急性虫垂炎手
　　術症例の検討：当院における最近15年間の手術例を中心として．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
（2）一般講演：
　1）Egami，K．，Okazaki，S．，Wada，M．，Taniguchi，Y．，Aida，K．，Miyazaki，K．，Aimoto，T、，Miyamoto，M，
　　Makino，K。，Mishima，M．，Kikuchi，T．，Yokoyama，T．，Matsuda，T．1），and　Yoshioka，M．1）（1）多摩永山病院消
　　化器科，2）外科学第1）：A　clinical　analysis　of　initial　results　in　consecutive25patients　with　hilar　cholan－
　　giocarcinoma．The3rd　Congress　of　Asian　Society　of　Hepato－biliary－pancreatic　Surgery，1995．9．
　2）Yokoyama，T．，Onda，M．1），Uchida，E．1），and　Egami，K，（1）外科学第1）：Pathological　study　on　intrapan－
　　creatic　transplantable　model　by　newly　established　carcinoma　cell　line（PGHAM－1）in　syrian　golden
　　hamsters．The3rd　Congress　of　Asian　Society　of　Hepato－Biliary－pancreatic　Surgery，1995。9．
　3）Egami，K．，Okazaki，S．，Wada，M．，Taniguchi，Y．，Aida，K．，Yokoyama，T．，Yoshioka，M．，Okihama，Y．1），and
　　Matsuda，T．1）（1）多摩永山病院消化器科）：Mechanism　and　management　of　vascular　and　biliary　injury　in
　　laparoscopic　cholecystectomy．12th　Amual　Meeting　of　Pan　Pacific　Surgical　Association　Japan　Chapter，
　　1995．　12．
　4）宮本昌之，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，会田邦晴，菊池俊雄，相本隆幸，牧野浩司，横山　正，
　　宮崎賢一，吉岡正智，沖浜裕司1），田中洋介1），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院消化器科，2）外科学第1）：総胆管結石
　　術後7年で，総胆管十二指腸吻合に発生した胆管癌の1例．第60回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．6．
　5）宮崎賢一，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，会田邦晴，菊池俊雄，横山　正，鶴田宏之，服部千秋，
　　加藤圭介，吉岡正智，吉松信彦L）（1）吉松クリニック）：遷延性黄疸に対し血液浄化法による減黄後PD施行した
　　下部胆管癌の1治験例．第51回城西外科研究会，1995．9．
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6）松田　健1），沖浜裕司1），中島米治郎1），宮本昌之1），牧野浩司1），江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，吉
　岡正智，山下精彦2），恩田昌彦2）（E）多摩永山病院消化器科，2）外科学第1）：上部消化管出血の臨床的検討：当科
　における最近2年間の上部消化管出血症例を中心として．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
7）横山　正，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，横室茂樹，三島雅辰，水谷　崇，宮崎賢一，吉岡正智，
　田中邦夫1），真鍋辰哉1）（1）多摩永山病院内科）：長期経過観察中の糖尿病に発症した膵癌3例の臨床的特徴と考
　察．第57回臨床外科医学会，1995．11．
8）鶴田宏之，江上　格，岡崎滋樹，和田雅世，横室茂樹，会田邦晴，菊池俊雄，横山　正，宮崎賢一，服部千秋，
　加藤圭介，吉岡正智，沖浜裕司1），松田　健1）（1》多摩永山病院消化器科）＝急速に増大した巨大腹部腫瘤（肉腫）
　の1例．第52回城西外科研究会，1996．3．
9）松田　健1），沖浜裕司1），中島米治郎1），宮本昌之1），牧野浩司1》，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，横
　室茂樹，吉岡正智，山下精彦2），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院消化器科，2）外科学第1）：上部消化管出血の検討：
　当科における最近の上部消化管出血症例を中心として．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
10）会田邦晴，江上　格，岡崎滋樹，谷口善郎，和田雅世，宮本昌之，相本隆幸，牧野浩司，菊池俊雄，横山　正，
　宮崎賢一，吉岡正智，恩田昌彦1）（1）外科学第1）：急性膵炎，肝内・総胆管結石にて発症した総胆管癌の1例．第
　236回日本消化器病学会関東支部例会，1995．9．
［多摩永山病院消化器科］
研究概要
　当科は，消化器一般の外科的・内科的疾患を診療の対象とし，それらに関する研究と，幅広い視野・能力を有する
臨床医の養成を目指している．現在，開設後5年を経てその基盤を整えつつあるが，地域の中核病院として，主に以
下のような研究活動を続けている．
　1）患者数の増加に伴い，上部ならびに下部消化管に対する内視鏡検査件数が増え続けているが，それらに対応すべ
く診断技術の向上に努めている．
　2）各種消化器疾患の内視鏡的治療および内視鏡下手術について臨床研究を行っている．早期癌の内視鏡的治療・胆
石症などに対する腹腔鏡下手術，食道静脈瘤などに対する集学的治療などについて，外科・放射線科との共同で研究
および治療成績の向上に努めている．
　3）炎症性腸疾患の診断，特に潰瘍性大腸炎の薬物療法として，5－Aminosalicylic　acid（5－ASA）注腸療法を中心
に臨床研究を継続している．
　4）漉漉o枷惚7ρヅo万感染症についての諸研究を開始している，
　なお，最近の日常活動については日本消化器内視鏡学会誌（Gastroenterol　Endosc，37，2107－2108，1995．）に概
略が紹介されている．
研究業績
論文
［1994年度追加分］
原著：
　1）Friess，H．1），Yamanaka，Y．，Buchler，M。1），Hammer，K．1），Kobrin，M．S．1），Beger，H．G．1），and　Korc，M．1）
　　（1）Department　of　Medicine　and　Biological　Chemistry，University　of　Califomia　Irvine，U，S．A．）：A　subgroup
　　of　patients　with　chronic　pancreatitis　overexpress　the　c－erb　B－2protooncogene．Annals　of　Surgery，220，
　　183－192，　1994．
　2）Friess，H．1），Yamanaka，Y．，Buchler，M。1〉，Beger，H．G，1），Do　D．A。1），Kob血，M．S．D，and　Korc，M．1）
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　（1）Department　of　Medicine　and　Biological　Chemistry，University　of　Califomia　Irvine，U．S．A．）：Increased
　expression　of　acidic　and　basic　fibroblast　growth　factors　in　chronic　pancreatitis．American　Joumal　of
　Pathology，　144，　117－128，　1994。
3）Yokoyama，M．11，Yamanaka，Y．，Friess，H．1），Buchler，M．1），and　Korc，M．D（且）Department　of　Medlcine　and
　Biological　Chemistry，University　of　Califomia　Irvine，U．S．A．〉：p53expression　in　human　panceatic　cancer
　correlates　with　enhanced　biological　aggressiveness．Anticancer　Research，14，2477－2483，1994．
4）Korc，M．1），Friess，H．1），Yamanaka，Y．，Kob血，M．S．1），Buchler，M．E），and　Beger，H．G．1）（11Department　of
　Medicine　and　Biological　Chemistry，University　of　Califomia　Irvine，U．S．A．）：Chronic　pancrestitis　is
　assoclated　with　increased　concentrations　of　epidermal　growth　factor　receptor，transforming　growth　factor
　alpha，and　phospholipase　C　gamma．Gut，35，1468－1473，1994．
5）Friess，H．1），Yamanaka，Y．，Buchler，M．1），Kobrin，M．S．1），Tahara，E．1），and　Korc，M．1）（1）Department　of
　Medicine　and　Biological　Chemistry，University　of　Califomia　Irvine，U．S．A．）：Cripto，a　memmber　of　the
　epidermal　growth　factor　family，is　over－expressed　in　human　pancreatic　cancer　and　chronic　pancreatitis．
　International　Journal　of　Cancer，　56，　668－674，　1994．
（1）原著：
　1）沖浜裕司，田中洋介，松田　健，奥田武志，小川美保，中島米治郎，和田雅世1），谷口善郎1），岡崎滋樹1），江上
　　格1），吉岡正智1），山下精彦2），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：当科における上部消化管出血症
　　例の検討．多摩消化器シンポ誌，10，29－33，1996．
2）松田　健，恩田昌彦1），宮下正夫1），松田範子1）（1）外科学第1）：エンドトキシンショック時の肺傷害：循環白血
　　球と活性酸素の関与およびステロイドとanti－oxidant剤による予防効果にっいて．日医大誌，62，150－160，1995．
3）松田　健，吉安正行1），橋本正好1），吉村和泰1），中村慶春2），笹島耕二2），恩田昌彦2）（1）三菱重工大倉山病院外科，
　　2）外科学第1）：脾嚢胞の治療経験：当科で経験した2治験例と手術法の検討．手術，49，287－290，1995．
4）岡崎滋樹1），江上　格1），谷口善郎1），和田雅世1）・会田邦晴1），松田　健，沖浜裕司，吉岡正智1）（1）多摩永山病院
　　外科）：腹腔鏡下胆嚢摘出術中に遭遇した偶発症の検討．多摩消化器シンポ誌，10・102－105，1996．
著書
　1）江上　格1），松田　健，辺見　弘2》（1》多摩永山病院外科，2）救急医学）：〔分担〕小児外傷の種類と特殊性．“救急
　　現場の救急医療：外傷一般”（吉田竜介編集）．p．118121，荘道社，1995．
　2）江上　格・），松田　健，辺見　弘2）（1）多摩永山病院外科，2）救急医学）：〔分担〕小児重症外傷の救急救命処置と
　　初期治療．“救急現場の救急医療：外傷一般”（吉田竜介編集）．p．121－124，荘道社，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）松田範子1），恩田昌彦1），森山雄吉1），田尻　孝1），金　徳栄1），沖浜裕司，梅原松臣1），中村慶春1），山本一仁1），
　　内藤善哉2）（1）外科学第1，2）病理学第2）：肝疾患と高圧酸素療法に関する基礎的および臨床的研究．第30回日本
　　高気圧環境医学会総会，1995．11．
（2）パネルディスカッション：
　1）会田邦晴1），江上　格1），松田　健，岡崎滋樹1），谷口善郎1），和田雅世1》，沖浜裕司，宮本昌之，牧野浩司，菊池
　　俊雄1》，鶴田宏之1），横山　正1），宮崎賢一9，加藤圭介1），服部千秋1》，吉岡正智1）（’）多摩永山病院外科）：急性虫
　　垂炎手術症例の検討：当院における最近15年間の手術例を中心として．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．
　　3．
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（3）一般講演：
1）Egami，K．1），Okazaki，S．1），Wada，M．1），Taniguchi，Y．1），Aida，T．1），Miyazaki，K．1），Aimoto，T．1），Miyamoto，
　　M．1），Makino，K．1），Mishima，M．1），Kikuchi，T．1），Yokoyama，T．1），Matsuda，T、，and　Yoshioka，M，1）
　　（1）Department　of　Surgery，Nippon　Medical　School　Tama－Nagayama　Hospita1）：A　clinical　analysis　of
　　initial　results　in　consecutive25patients　with　hilar　cholangiocarcinoma．The3rd　Congress　of　Asian　Society
　　of　Hepato－biliary－pancreatic　Surgery　（Seoul），　1995．　9．
2）Egami，K．1），Okazaki，S，1），Wada，M．1），Taniguchi，Y．1），Aida，T．1），Yokoyama，T．1），Yoshioka，M．1），Okihama，
　　Y．，Matsuda，T．（1）Department　of　Surgery，Nippon　Medical　School　Tama－Nagayama　Hospital）：Mecha－
　　nism　and　management　ofvascular　and　biliary　injury　in　laparoscopic　cholecystectomy．12th　Anmal　Meeting
　　of　Pau　Pacific　Surgical　Association（Guam），1995．12。
3）徳永　昭1），恩田昌彦1），奥田武志1），白川　毅1），瀧田雅仁1），小栗　剛1），寺本　忠1），藤田逸郎1），木山輝郎1），
　　吉行俊郎1），松倉則夫1），山下精彦1），田中洋介，沖浜裕司，前田昭太郎2）（1）外科学第1，2）多摩永山病院病理部〉：
　　胃潰瘍修復過程を創傷治癒機転から解析する．第81回日本消化器病学会総会，1995．5．
4）宮本昌之，江上　格1），岡崎滋樹1），谷口善郎1），和田雅世1），会田邦晴1），菊池俊雄1），相本隆幸11，牧野浩司1），
　　横山　正1），宮崎賢一1），吉岡正智1），沖浜裕司，田中洋介，恩田昌彦2》（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：総
　　胆管結石術後7年で，総胆管十二指腸吻合に発生した胆管癌の1例．第60回日本消化器内視鏡学会関東地方会，
　　1995．6．
5）芦苅正幸1），恩田昌彦1），田中宣威D，古川清憲1），高崎秀明1），吉村和泰1），松田　健，横山滋彦D，佐々部一），
　　池田研吾1），坂東功一1），山下精彦11（1）外科学第1）：術後腹壁疲痕ヘルニア嵌頓によるヘルニアの1例．第25回
　　日本腹部救急医学会総会，1995．9．
6）松田　健，沖浜裕司，中島米治郎，宮本昌之，牧野浩司，江上　格u，岡崎滋樹・），谷口善郎1），和田雅世1），吉岡
　　正智1），山下精彦2），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：上部消化管出血の臨床的検討：当科におけ
　　る最近2年間の上部消化管出血症例を中心として．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　7）坂東功一1），恩田昌彦1），宮下正夫1），高橋由至1），瀧田雅仁1），松谷　毅1），大川敬一1），松田　健，笹島耕二1），
　　山下精彦1），氏原康之2），田久保海誉3）（1）外科学第1，2）館山病院外科，3）東京都老人医療センター）：Neoadjuvant
　　chemotherapyが著効した進行食道癌の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　8）飯田信也，恩田昌彦1），徳永　昭1），小栗　剛1），奥田武志1），白川　毅1），瀧田雅仁1），寺本　忠1），藤田逸郎1），
　　木山輝郎1），吉行俊郎1），松倉則夫1），山下精彦1），沖浜裕司，松田　健，前田昭太郎2），細根　勝2），片山博徳2）
　　（1）外科学第1，2）多摩永山病院病理部）：創傷治癒機転から胃潰瘍修復過程を解析する．創傷治癒学会，1995．10．
　9）松田範子1），恩田昌彦1），森山雄吉1），徳永　昭1），金　徳栄1），松田　健，吉村成子1）（1）外科学第1）：減圧症再
　　発例の検討．第30回日本高気圧環境医学会総会，1995．11．
10）飯田信也，恩田昌彦1），徳永　昭1），小栗　剛1），奥田武志1），白川　毅1），瀧田雅仁’），寺本　忠1），藤田逸郎1），
　　木山輝郎1），吉行俊郎1），松倉則夫1），山下精彦1），沖浜裕司，松田　健，前田昭太郎2），細根　勝2），片山博徳2）
　　（1）外科学第1，2）多摩永山病院病理部）：創傷治癒機転から胃潰瘍修復過程を解析する．第37回日本消化器病学
　　会大会，1995．11．
11）鶴田宏之1），江上　格1），岡崎滋樹1），和田雅世’），横室茂樹1），会田邦晴1），菊池俊雄L），横山　正1），宮崎賢一1），
　　服部千秋1），加藤圭介1），沖浜裕司，松田　健（1）多摩永山病院外科）：急速に増大した巨大腹部腫瘤（肉腫）の1
　　例．第52回城西外科研究会，1996．3．
12）松田　健，沖浜裕司，中島米治郎，宮本昌之，牧野浩司，江上　格1），岡崎滋樹1），谷口善郎1），和田雅世1），横室
　　茂樹1），吉岡正智1），山下精彦2），恩田昌彦2）（1）多摩永山病院外科，2）外科学第1）：上部消化管出血の検討：当科
　　における最近の上部消化管出血症例を中心として．第26回日本腹部救急医学会総会・1996．3．
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［千葉北総病院外科］
研究概要
　消化器外科ならびに一般外科疾患を対象として診療・研究・教育を行っている．
　開設後わずか2年余りであるが，すでに1000例を越える外科手術を経験し・その臨床的研究・治療成績を中心に各
種学会・研究会に報告している．
　とくに食道・胃，肝・胆・膵，結腸・直腸などの消化器癌に乳癌・甲状腺癌などを加えるとこれら悪性腫瘍手術が
350例以上あり，癌治療のより高度で専門的な診療・研究体制を整えつつある．また，虫垂炎，胆石症（鏡下），ヘル
ニア，肛門疾患など一般外科領域の疾患も多く積極的に新しい手技・手法を取り入れ，その治療成績を向上させてい
る．さらに院内において内科（消化器），放射線科，病理部との合同カンファレンスを定期的に行ない，集学的・臨床
的検討を深めており，千葉県内・外における学会・研究会においても能動的に活躍している．
研究業績
著　書
　1）Yoshiyuki，T．，Onda，M．，Tokunaga，T．，Teramoto，T．，Oguri，T．，Fujita，1．，Okuda，T．，Mizutani，T，，
　　Kiyama，T．，Miyashita，M．，Kyono，S．，Matsukura，M．，and　Yamashita，K．＝〔分担〕Effect　of　preoperative
　　chemotherapy　with　CDDP　and5－FU　on　advanced　gastric　cancer，“1st　intemational　gastric　cancer　con－
　　gress”（Nishi，M．，Sugano，H．andTakahashi，T．eds．），p．1437－1441，MonduzziEditoreS．p．A．（Bologna，
　　Italy），　1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）長沢重直，森山雄吉，京野昭二，横井公良，小川芳雄，木山輝郎，瀬谷知子，山下直行，打越康信，大秋美治1〉
　　（1）千葉北総病院病理部）：直腸stromal　tumorの1症例．第1回東葛大腸フォーラム，1995．11．
　2）横井公良，森山雄吉，京野昭二，吉行俊郎，瀬谷知子，山下直行1），恩田昌彦・）（・）第1外科）：SMA　syndromeに
　　合併した胃癌の1症例．第57回臨床外科学会総会，1995．11．
　3）京野昭二，森山雄吉，横井公良，吉行俊郎，小川芳雄，木山輝郎，瀬谷知子，山下直行，長沢重直，打越康信，
　　大秋美治1），恩田昌彦2）（1）千葉北総病院病理部，2）第1外科）：胃粘膜下腫瘍に対する外科的治療．第28回千葉外
　　科医会中央集会，1995．10．
　4）山初順一1），京野昭二，松倉則夫2），吉葉昌彦2）（1）泉中央病院，2）第1外科）：当院における胃，十二指腸潰瘍と
　　ヘグコノ、“クターどコグ菌の現況（第2報）．第29回千葉外科医会中央集会，1996．3．
　5）京野昭二，森山雄吉，横井公良，吉行俊郎，小川芳雄，木山輝郎，瀬谷知子，山下直行，長沢重直，打越康信，
　　恩田昌彦1），山下精彦，徳永　昭1），松倉則夫1）（1）第1外科）：胃m癌に対する多段階的治療一EMR，LOP，SOP
　　一．第8回日本内視鏡外科学会，1995．11．
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10．外科学第二講座
［付属病院第2外科・第一病院外科］
研究概要
　外科学第二講座は付属病院，付属第二病院，千葉北総病院では主に心臓血管外科，呼吸器外科，内分泌外科を，付
属第一病院においてはすべての外科疾患を取り扱い，以下に述べる項目を重点的に研究している．
　平成8年度の研究概要としては：
　1）心臓血管外科では虚血性心疾患に関する研究が多く，特に自家動脈利用のバイパス手術の成績がよいところから
その利用法について検索が行われている．また，不整脈の外科治療に関する研究は教室の特に力を注ぐところであり，
除脈，頻脈の治療に関する発表が多い．
　2）大動脈瘤に対する手術は年々増加しており，補助循環法の研究が行われている．
　3）呼吸器疾患としては肺癌症例の増加は著しく，手術を中心としての集学的治療の研究が続けられている．
　4）胸腺・乳腺に対する臨床，研究も積極的に行っている．
　5）消化器疾患の研究では大腸癌，肝癌が主であり，低位前方切除の適応，肝切除に関する耐術スコアの研究が主で
ある．
　6）内分泌外科の業績は年と共に増加し，特に甲状腺，副甲状腺，副腎の内分泌疾患で受診する患者が多いので，そ
れらに関する研究が目立つ．
　7）移植外科については海外留学より帰国した研究者も加え，研究グループも多人数となり・実験的には同種生体腎
移植などの研究がすすめられている．肝臓移植に関しては基礎的研究が継続的に行われている．臨床的にはABO型不
適合間の移植もすすめられている．
　8）乳癌外科は他学との共同研究に加わり，手術＋化学療法またはホルモン療法の成績を検討している．
　9）小児外科は珍しい症例の報告が今のところ主であるが，小児循環器外科は積極的に行われている．
［付属病院第2外科］
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Tanaka，S．，Ochi，M．，Asai，K．1），Takayama，M．1），Someya，T．2），Sakai，S．1），Suzuki，1．2），Sakurai，K．1〉，
　　Uemura，R．1），Ohba，T．2），Takagi，G．2），Kunimi，T．2），Hoshino，K．2），Setta，K．2），Tomita，Y．2），Kusama，Y．2），
　　Nejima，J．1），Munakata，K．2），and　Tkano，T．1）（1》Division　of　CCU　and　ICU，2）The　First　Department　of　Inetmal
　　Medicine）：Coronary　Artery　and　Ascending　Aorta　D1ssection　lnduced　by　PTCA　Successfully　Managed　by
　　Emergency　CABG　and　Ascending　Aorta　Graft　Replacement．Jpanese　Joumal　of　Interventional　Cardiology，
　　10，　433－438，　1995。
　2）Ninomiya，」．，Tanaka，S．，Shoji，T．，and　Noishiki，Y．夏）（1）First　Department　of　Surgery，Yokohama　City
　　University，School　of　Medicine）l　Late　Resultsof　Clinical　Experience　with　Small　Caliber　Biological　Grafts。
　　Artif　Organs，19，4650 95．
　3）Shimizu，K．，Nagahama，M．，Kitamura，Y．，Chin，K．，Kitagawa，W．，et　al．：Clinicopathological　study　of
　　clear　cell　tumors　of　the　thyroid：An　evaluation　of22cases．Surgery　Today，25，1015－1022，1995。
　4）Yamauchi，S．，Schuessler，R．B．1），Boineau，J。P．1），Bromberg，B．1．1），Hand，D．E．1），andCox，」．L．1）（1》Washington
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　Univ．Scool　of　Med．）：Normal　and　Abnormal　Activation　of　the　At血m．一From　Cell　to　Bedside
　CARDIAC　ELECTROPHYSIOLOGY，52，543562，1995．
5）Yamauchi，S．，Ikeshita，M．，Yamate，N．，Tanaka，S．，Asano，T．，Hrada，A．，Nitta，T．，and　Shoji，T．：ACase
　Report　of　S1multaneous　Surgery　for　Wolff・Parkinson－White　Syndrome　CombinedWith　Hemolytic　Anemia
　and　Mitral　Stenosis．Jpn．Circ．」，60，171－176，1996．
6）二宮淳一，石井庸介，別所竜蔵，井村　肇，新田　隆，矢島俊巳，山内仁紫，山内茂生，落　雅美，田中茂夫，
　野一色泰晴1）（1）横浜市立大学外科）：膝下部血行再建を用する慢性動脈閉塞症に対する手術法の検討．日血外会
　誌，4，226，1995．
7）落　雅美，田中茂夫，斎藤寛和1），大野則彦1），小野卓哉1），野村敦宣1），遠藤康実1），新博次1），早川弘一1）
　　（1）第一内科）：洞不全症候群に対するCilostazo1の有用性：投与中止による洞不全の顕在化例について．薬理と
　治療，23，977982，1995．
8）田中茂夫：ぺ一スメーカー．外科診療，37，537542，1995．
9）田中茂夫，保坂浩希，池下正敏，田所裕之，杉本忠彦，新田　隆，矢島俊巳・山内茂生，家所良夫，原田　厚，
　浅野哲雄，日置正文，田中茂夫：心房筋重量の減少による右心房隔離術の効果．心臓，27，7－8，1995．
10）二宮淳一，田中啓治1），田中　隆1），杉本忠彦，金子晴生1），子島　潤1），高野照夫1），早川弘一）（1）第一内科）：
　急性心筋梗塞における大動脈バルンパンピング（IABP）無効の心原性ショックの病態とこれに対する経皮的心
　肺補助法（PCPS）の有用性ならびに問題点．心臓，27，793，1995．
11）落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊巳，田中茂夫：冠状動脈バイパス術におけるin　situ動脈グラフトによ
　　るsequentialバイパスの検討．日胸外会誌，43，7－15，1995．
12）宇都宮英敏，田中茂夫，池下正敏，庄司　佑：内胸動脈を用いた冠動脈血行再建術のPerfusion　Contrast　Echo
　法による局所心筋血流に対する新評価法．日胸外会誌，43，982－989，1995．
13）井村　肇：Cryosurgery法による外科的房室ブロック作成術：至適ablation部位の基礎的研究と臨床例におけ
　　る遠隔期成績の検討．日胸外会誌，43，956－965，1995．
14）新田　隆，田中茂夫：特集不整脈の治療：植込み型除細動器．治療の最前線，2，317321，1995．
15）原口秀司，田中茂夫，小泉　潔，塩田晶彦，保坂浩希，川本雅司1）（1）病理学第一）：肺癌と鑑別困難であった肺
　梗塞の1切除例．日胸外会誌，43，1208－1212，1995．
16）二宮淳一，落雅美，山内茂生，矢島俊巳，新田　隆，山内仁紫，井村　肇，別所竜蔵，石井庸介，神野正明，
　佐藤泰雄，藤井正大，佐地嘉章，桧山和弘，田中茂夫：下肢慢性動脈閉塞症に対する自家血管を用いた膝下部バ
　　イパス術．脈管学，35，854，1995．
17）田中茂夫1），杉本恒明1），比江嶋一昌1），笠貫　宏1），大江　透1），相沢義房1），村川裕二2），井上　博2），野崎　彰2）
　　（1）日本心臓ぺ一シング・電気生理学会カテーテル・アブレーション委員会委員，2）日本心臓ぺ一シング・電気生
　理学会カテーテル・アブレーション委員会事務局）：本邦におけるカテーテル・アブレーション症例の登録と予
　後調査に関する報告．心臓ぺ一シング，11，492－496，1995．
18）井村　肇，田中茂夫，保坂浩希，別所竜蔵，山田研一，秋山博彦，福島孝男，朽方規喜，池下正敏，庄司　佑，
　秋元成太1）（1）泌尿器科）：慢性透析患者に対するQT間隔感知レート応答型ぺ一スメーカーの有用性についての
　検討．心臓ぺ一シング，11，11－16，1995．
19）二宮淳一，石井庸介，保坂浩希，別所竜蔵，井村　肇，山内仁紫，矢島俊巳，山内茂生，落　雅美，田中茂夫：
　　高齢者（75歳以上）体外循環下手術における術中・術後管理の検討．日本外科系連合会学会誌，20，1995．
20）二宮淳一，高野照夫1），保坂浩希，子島　潤1》，杉本忠彦，池下正敏，（1）集中治療室）：新しい治療法の展開：理
　論と実際：難治性心不全に対する補助循環療法．現代医療，27，1995．
21）原口秀司，桧山和弘，見城正剛，飯田竹美，福島光浩，岩城秀行・三上　厳・秋山博彦，五味渕　誠・小泉　潔，
　　田中茂夫：肋骨に発生した動脈瘤様骨嚢腫の1切除例．胸部外科，12，11471149，1995．
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22）朽方規喜：Bjork－Shiley弁置換術症例の遠隔成績：特に相対生存率を用いた生命予後の評価．日医大誌，62，
　　574－587，　1995．
23）山内茂生，矢島俊巳，新田　隆，山内仁紫，別所竜蔵，井村　肇，石井庸介，神野正明，落　雅美，池下正敏，
　　田中茂夫：乳癌手術とぺ一スメーカー植込み術．心臓ぺ一シング，12，42－45，1996．
24）小泉　潔，原口秀司，田中茂夫，松島伸治，五味渕誠，秋山博彦，三上　厳，福島光浩，見城正剛，神野正明：
　　予測術後肺機能からみた1期肺癌治癒切除例の評価と反省．日胸外会誌，44，162168，1996．
（2）総説：
　1）Shimizu，K，，Nagahama，M．，Kitamura，Y．，Toshima，K．，Chin，K．，eta1：Autotransplantationofcryopreser－
　　ved　thyroid　tissue　for　the　treatment　of　irreversible　postoperative　hypothyroid　Graves　disease：a　first　case
　　report．医学と薬学，12，641，1995．
2）Tanaka，S．：Pacerakers　an〔i　implantable　cardioverter（lefibrillators：Current　status　and　prospects　for
　　production　in　Japan．The　First　Intemational　Micromachine　Symposium，November1－2，11－21，1995．
3）清水一雄，北村　裕，長浜充二，小平祐造，陳　光永，（他5名）：多内分泌腺腫症1型に合併した胸腺カルチノ
　　イドの1例．内分泌外科，12，63－67，1995．
4）田中茂夫，矢島俊巳，新田　隆：ぺ一スメーカーとICDの現況と将来．医用電子と生体工学・33，4749，1995．
　5）清水一雄，田中茂夫：血液・尿化学検査免疫学的（下巻）：その数値をどう読むか：モノクローナル抗体A2B5：
　　APUD系内分泌腫瘍に対する診断への応用．日本臨床，53，855－857，1995．
6）田中茂夫，新田　隆，別所竜蔵：植込み型除細動器の進歩：二相性波形と除細動．心臓ぺ一シング，11，259－267，
　　1995．
　7）田中茂夫，新田　隆，別所竜蔵：植込み型除細動器の展望．不整脈’95，124132，1995．
　8）田中茂夫，新田　隆1不整脈外科手術の周辺．循環器専門医，3，441445，1995．
9）田中茂夫：植込み型除細動器．総合臨床，45，495500，1996．
著書
　1）Ninomiya，」．，Tanaka，S．，and　Takano，T．1）（1）ICU）：Temporary　mechanical　circulatory　support　at　Nippon
　　Medical　Schoo1．Progress　in　the　Artificial　heart，5363，1995．
　2）田中茂夫：〔分担〕ICDの適応．“ICDの実際”（木村克郎編）．p．118，第10回日本心臓ぺ一シング・電気生理
　　学会学術大会，1995．
　3）田中茂夫：〔分担〕植え込み型除細動器（ICD）．別冊医学のあゆみ“循環器疾患”（矢崎義雄，島田和幸，井上
　　博，永井良三編）．p．402404，医歯薬出版，1996．
　4）山内茂生，田中茂夫：〔分担〕抗頻拍ぺ一スメーカー．“改訂版心電図マニュアル”．p．146－148，小学館，1996．
　5）矢島俊巳，田中茂夫：〔分担〕手術療法（Maze手術）．“改訂版心電図マニュアル”．p．155－159，小学館，1996．
　6）別所竜蔵，田中茂夫：〔分担〕植え込み型除細動器．“改訂版心電図マニュアル”．p．149－154，小学館，1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）田中茂夫：ぺ一スメーカーとICDの現状と将来．第34回日本ME学会大会，1995．5．
　2）田中茂夫：第3世代から第4世代ICDへ．第10回秩父循環器カンファレンス，1995．5．
　3）田中茂夫：第3世代から第4世代ICDへ．第9回lnterventiona1Cardiologyの会，1995．7．
　4）田中茂夫：第3世代から第4世代ICDへ．第4回近畿ぺ一スメーカー臨床懇話会，1995．9．
　5）田中茂夫：植込み型除細動器の臨床．第1回両毛不整脈セミナー，1995．10．
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（2）シンポジウム：
　1）Ninomiya，J．，Yamauchi，H．，Hosaka，K．，Ishii，K・，Terada，K，Sugimoto，T・，Yamauchi，S・，Nitta，Tり
　　Yajima，T．，Bessho，R．，Imura，H．，Fujii，M．，and　Tanaka，S。：Usefulness　of　Continuous　Tee　Monito血g
　　During　the　Weaning　Period　from　Cardiopulmonary　Bypass　in　Children，The　Intemational　Society　for
　　Cardiovascular　Surgery22nd　World　Congress（Kyoto），1995．9．
　2）Ninomiya，J．，and　Tanasawa，A．1）（1）Univ．of　Tokyo）：Cryopreservation　of　Living　Organs，1・The　Sympo－
　　sium　On　Thermal　Science　And　Engineering　In　Honor　Ofchancellor　Chang－1in　Tien（California），1995．11。
　3）Ninomiya，J．，Tanaka，S．：Minimal　access　surgery　for　lvas，Global　Congress　on　Cardiac　Sciences”Second
　　Millenium－Here＆Now”，1995．12．
　4）新田　隆：第三世代ICDの問題点とその対策：電池寿命の評価．第8回植込み型除細動器公開シンポジウム：
　　第10回日本心臓ぺ一シング学会学術大会，1995．6．
　5）清水一雄，田中茂夫：我が国における甲状腺分化癌に対する手術の考え方（甲状腺分化癌における甲状腺切除と
　　リンパ節郭清について．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
　6）田中茂夫：ぺ一スメーカーと植込み型除細動器に見る産業化の現状と将来．第1回国際マイクロマシンシンポジ
　　ウム，1995．11．
　7）新田　隆，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，別所竜蔵，井村　肇，桧山和弘，佐地嘉章，田中茂夫：シンポジウ
　　ム虚血性不整脈の治療の現状と展望：虚血性心室性不整脈の手術療法．第9回日本冠疾患学会，1995，12．
（3）パネルディスカッション：
　1）清水一雄，豊島宏二，長浜充二，陳　光永，渡辺満彦（他3名）：腎透析症例で腺内転移のある甲状腺乳頭癌に
　　対する甲状腺全摘術およびmodified　neck　dissection．第95回日本外科学会総会，1995．4．
　2）田中茂夫，別所竜蔵，矢島俊巳，新田　隆：植込み型除細動器治療のわが国における現況と将来の展望．第43回
　　日本心臓病学会学術集会，1995．9．
　3）二宮淳一，保坂浩希，桧山和弘，佐藤泰雄，藤井正大，佐地嘉章，石井庸介，井村　肇，別所竜蔵，杉本忠彦，
　　山内仁紫，矢島俊巳，山内茂生，落　雅美，田中茂夫，高野照夫1）（且）集中治療室）：開心術後の心不全に対する
　　圧補助の効果と限界．第16回IABP研究会，1995．10．
（4）ワークショツプ：
　1）小泉　潔，見城正剛，神野正明，福島光浩，秋山博彦，三上　厳，原口秀司，五味渕誠，松島伸治，田中茂夫＝
　　予測術後肺機能と右心機能の推移からみた手術適応と周術期管理．第12回日本呼吸器外科学会総会，1995．5．
　2）二宮淳一，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，新田　隆，山内仁紫，井村　肇，別所竜蔵，保坂浩希，田中茂夫：
　　高齢者（75歳以上）の体外循環下手術における術中・術後管理の検討．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．
　　　6．
（5）セミナー＝
　1）田中茂夫：大動脈弁手術の新しい展開：大動脈弁形成，ホモグラフト．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．
　　　9．
　2）田中茂夫：ICDの現状と展望：第三世代から第四世代へ．第一回ICD研修セミナープログラム，1996．3．
（6）一般講演：
　1）Shimizu，K。，Nagahama，M．，Kitamura，Y．，Toshima，K，，Chin，K，etaL：Autotransplantationofcryopreser－
　　ved　thyroid　tissue　for　the　treatment　of　irreversible　postoperative　hypothyroid　Grave7s　disease－A　First　Case
　　Report一．8th　annual　meeting　of　Asian　Pacific　Endocrine　Conference（APEC）（Shanghai），1995。4．
　2）Ninomiya，J．，and　Tanka，S．＝Thoracoscopic　Canulatlon　of　the　Left　Atrium　for　Left　Ventricular　Assis－
　　tance．Third　Intemational　Congress　on　Newtechnology　and　Advanced　Techniques　in　Surgery（Luxem－
　　bourg），　1995．　6．
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3）Shimizu，K．，Igarashi，T．，Aida，N．，Nagahama，M．，Kitamura，Y．，eta1．：Immunohistochemical，biochemical
　　and　immunoelectron　microscopic　analysis　on　neuro－endocrine　tumors　using　monoclonal　antibody　HISL－19．
　　5th　Intemational　Congress　on　Hormones　and　Cancer（Quebec），1995．6．
4）Ninomiya，」，，Hosaka，K，Sugimoto，T．，Yajima，T．，Nejima，J．，Takayama，M．，Takano，T．，and　Tanaka，
　　S。：Clinical　Experience　of　Temporary　Mechanical　Circulatory　Support．Third　Intemational　Shock　Con－
　　gress　Shock95Japan，（Hamamatsu）1995．10．
5）Ninomiya，」。，Yamauchi，H。，Imura，H．，Hosaka，H．，Ishii，K．，Bessho，R．，Hinokiyama，S．，Fujii，S。，Satoh，
　　Y．，Yamauchi，S，，Ochi，M，，and　Tanaka，S，：Clinical　Studies　on　Distribution　ofCardioplegic　Solution　by
　　Transesophageal　Echocardiography　during　Open　Heart　Surgery．The12th　Biemial　Asian　Congress　on
　　Thoracic　and　Cardiovascular　Surgery（Tokyo），1995．11．
6）Ochi，M，Ninomiya，」．，Yamauchi，S．，Nitta，T．，Yajima，T．，Yamauchi，H．，Kutsukata，N．，Bessho，R．，
　　Imura，H。，and　Tanaka，S．：Clinical　significance　of　preoperative　angiography　of　intemal　thoracic　artery　in
　　coronary　artery　bypass　surgery．第37回World　Congress　of　Intemational　college　of　angiology，1995．
7）Shimizu，K，Nagahama，M，，Kitamura，Y。，Kitagawa，W．，et　a1．：Monoclonal　antibody　HISL－19：Its
　　immunohistochemical　biochemical　and　immunoelectron－microscopic　characteristics　for　neuro・endocrine
　　cells　and　the1r　tumors．9th　amual　meeting　of　Asian　Pacific　Endocrine　Conference（APEC）（Malaysia），
　　1996．1．
8）新田　隆，池下正敏，山内茂生，保坂浩希，別所竜蔵，山田研一，石井庸介，佐藤泰雄，田中茂夫：エントレイ
　　ンメント後興奮周期分布図：心室頻拍におけるリエントリー回路マッピング．第59回日本循環器学会学術集会，
　　1995．4．
9）小泉　潔，福島光浩，三ヒ　厳，秋山博彦，原口秀司，田中茂夫：肺癌に対する胸腔鏡下手術を応用した集学的
　　治療の試み．第95回日本外科学会総会，1995．4．
10）真崎義隆1），五味渕誠，林　晃一，田中茂夫，山本光伸2），秋山博彦（1）海老名総合病院呼吸器科，2）埼玉県立がん
　　センター胸部外科）：セラミックス系人工気管に関する基礎的研究一各種セラミックスの気管に対する親和性に
　　ついて一．第95回日本外科学会総会，1995．4．
11）新田　隆，池下正敏，別所竜蔵，佐藤泰雄，田中茂夫：下壁梗塞に合併した心室頻拍に対する経僧帽弁的左室心
　　内膜マッピングと凍結手術．第95回日本外科学会総会，1995．4．
12）福島光浩，福田　悠1），川本雅司1），原口秀司，小泉　潔，田中茂夫，山中宣昭1）（1）病理学第一）：肺腺癌におけ
　　る弾性線維症とα 1antitrypsin沈着．第84回日本病理学会総会，1995．4．
13）落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊巳，田中茂夫＝重症虚血肢に対して下腹壁動脈を用いて血行再建を行っ
　　た一治験例．第9回リムサルベージ研究会，1995．5．
14）小泉　潔，原口秀司，五味渕誠，川本雄司1），吉森浩三2）（1》病理学第一，2）第四内科）：肺気腫に対する胸腔鏡下
　　手術の経験．第35回日本胸部疾患学会総会，1995．5．
15）真崎義隆1），五味渕誠，原口秀司，林晃一，見城正剛2），田中茂夫，山本光伸2），西村仁志2》，秋山博彦（1）海老
　　名総合病院呼吸器科，2）埼玉県立がんセンター胸部外科）：気管支嚢腫に対するエタノール注入療法．第12回呼吸
　　器外科学会総会，1995．5．
16）原口秀司，田中茂夫，小泉　潔，五味渕誠，秋山博彦，福島光浩，見城正剛，飯田竹美，神野正明，桧山和弘：
　　胸壁損傷からみた自然気胸に対する胸腔鏡下手術と定期的開胸手術の比較検討．第12回日本呼吸外科学会総会，
　　1995．5．
17）秋山博彦，福島光浩，三上　厳，原口秀司，小泉　潔，田中茂夫：酸素摂取率と炭酸ガス排出率からみた肺切除
　　後の換気効率の変化について．第12回日本呼吸外科学会総会，1995．5．
18）藤井正大，小泉　潔，原口秀司，秋山博彦，田中茂夫：縦隔癌の一例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．
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　　5．
19）若林武雄，岩城秀行，古川良弥：洞不全症候群に植え込むぺ一スメーカーの機種選択に関する検討．第55回日本
　胸部外科学会東北地方会，1995．6．
20）若林武雄，岩城秀行，古川良弥：鼠径ヘルニアを合併した閉鎖孔ヘルニアの1治験例．第129回東北外科集談会・
　　1995．6．
21）山内茂生，矢島俊巳，新田　隆，山内仁紫，別所竜蔵，井村　肇，石井庸介，神野正明，落　雅美，池下正敏，
　　田中茂夫：乳癌手術とぺ一スメーカー植込み術．第10回日本心臓ぺ一シング・電気生理学会学術大会，1995。6．
22）矢島俊巳，山内茂生，新田　隆，別所竜蔵，池下正敏，田中茂夫：疾患及びリードの種類による心房ぺ一シング
　　測定値の時間的変化について．第10回日本心臓ぺ一シング・電気生理学会学術大会，1995．6．
23）新田　隆，池下正敏，山内茂生，保坂浩希，別所竜蔵，井村　肇，石井庸介，佐藤泰雄，田中茂夫：心室頻拍，
　　心室細動の外科治療．第10回日本心臓ペーシング・電気生理学会学術大会，1995．6．
24）別所竜蔵，山内茂生，新田　隆，矢島俊巳，山内仁紫，井村　肇，神野正明，藤井正大，落　雅美，二宮淳一，
　　田中茂夫：ぺ一スメーカーリードに於けるトラブルの検討：特に発生時期とその対策について．第10回日本心臓
　　ぺ一シング・電気生理学会学術大会，1995．6．
25）桧山和弘，二宮淳一，落　雅美，山内茂生，山内仁紫，矢島俊巳，新田　隆，別所竜蔵，井村　肇，神野正明，
　　田中茂夫：ジェネレーター交換症例における交換理由の検討．第10回日本心臓ぺ一シング・電気生理学会学術大
　　会，1995．6．
26）山内仁紫，二宮淳一，井村　肇，石井庸介，田中茂夫，上砂光裕1），小川俊一1）（1）小児科）：Jatene術後左冠動
　　脈入口部狭窄の1治験例．第94回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，1995．6．
27）桧山和弘，落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊巳，別所竜蔵，佐地嘉章，二宮淳一，田中茂夫1術前に左房
　　内血栓によると思われるDICをきたした大動脈弁，僧帽弁二弁置換例．日本循環器学会関東甲信越地方会第156
　　回学術集会，1995．6．
28）山内仁紫，二宮淳一，保坂浩希，井村　肇，石井庸介，藤井正大，桧山和弘，田中茂夫，小川俊一），山本正生置）
　　（1）小児科）：小児開心術における濃厚赤血球人工心肺初期充填の有用性．第31回日本小児循環器学会総会・1995・
　　6．
29）藤井正大，小川俊一），弓削邦夫1），上砂光裕1），大久保隆志D，張　家昆L），桧山和弘，二宮淳一，田中茂夫，平
　　山恒夫1），山本正生L）（’）小児科）：アスペルギウスによると思われるファロー四微症異種肺動脈生体弁による弁置
　　換術後の感染症心内膜炎の一例．第31回日本小児循環器学会総会，1995．6．
30）若林武雄：肺スペルギルス症により手術が遅れた同時性多発肺癌の1例．第34回日本肺癌学会東北支部会，1995，
　　8．
31）秋山博彦，福島光浩，三上　厳，原口秀司，小泉　潔，田中茂夫：肺放射線菌症の一例．第95回胸部外科学会地
　　方会，1995．9．
32）清水一雄，長浜充二，北村　裕，北川　亘，名取穣治（他4名）：バセドウ病の外科治療＝甲状腺残置量と術後
　　機能について．第63回日本医科大学医学会総会，1995，9．
33）福島光浩，福田　悠1），川本雅司1），原口秀司，小泉　潔，田中茂夫，山中宣昭1）（1）病理学第一）：肺癌における
　　弾性線維症．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
34）小泉　潔，原口秀司，秋山博彦，田中茂夫，橋本恭士1）（1）第四内科）：気腫性肺嚢胞を有する高齢者の右肺癌に
　　対するVATS右肺下葉切除ならびにレーザー肺形成術．第5回胸腔鏡手術研究会，1995．9．
35）落雅美，二宮淳一，山内茂生，新田隆，田中茂夫＝StanfordA型急性解離の外科治療．第23回日本血管外
　　科学会総会，1995．9．
36）二宮淳一・，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳新田　隆，山内仁紫，井村　肇，別所竜蔵，保坂浩希，石井庸介，田
　　中茂夫，高野照夫1）（1）集中治療室）：心室自由壁破裂：心室中隔穿孔術後早期および遠隔期成績の検討・第48回
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　　日本胸部外科学会総会，1995．10．
37）小泉　潔，福島光浩，三上　厳，秋山博彦，原口秀司，五味渕　誠，松島伸二，田中茂夫：肺癌に対する胸腔鏡
　　下手術：教室における暫定的適応からの経験．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
38）落雅美・山内茂生・新田隆・矢島俊巳，寺田功一：CABGに於けるinsitu動脈グラフトによるsequential
　　バイパスの検討．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
39）真崎義隆1），五味渕誠，林　晃一，田中茂夫，山本光伸2），秋山博彦（1》海老名総合病院呼吸器科，2）埼玉県立がん
　　センター胸部外科）：セラミックス系人工気管に関する基礎的研究一各種セラミックスでの元素解析を中心に
　　一．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
40）新田　隆，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，保坂浩希，井村　肇，別所竜蔵，佐藤泰雄，佐地嘉章，田中茂夫：
　　慢性心房細動を合併した僧帽弁疾患では電気生理学的異常は左心房に限局するか一心房各部位のWavelength
　　による検討．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
41）原口秀司・小泉　潔，五味渕誠，松島伸二，真崎義隆，秋山博彦，三上　厳，福島光浩，飯田竹美，田中茂夫：
　　肺癌に対する肺別除術後気管支切断端痩の危険因子に冠する検討．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
42）朽方規喜，田中茂夫，寺田功一，佐々木建志，落　雅美，二宮淳一，日置正文，池下正敏：BjorkShiley弁の遠
　　隔成績：相対生存率を用いた予後の評価法．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
43）真崎義隆1）・笹井　巧1），山野義光1），阿部信二1），田中茂夫，上山義人2）（1）海老名総合病院呼吸器科，2）東海大学
　　付属病院病態診断系病理）：肺原発germ　cell　tumor（yolk　sac　tumor＋choriocarcinoma）の1例．第36回日
　　本肺癌学会総会，1995．10．
44）原口秀司，田中茂夫，五味渕誠，小泉　潔，秋山博彦，三上　厳，福島光浩，見城正剛，飯田竹美，神野正明：
　　胸部単純写真による肺癌患者の簡便な術後肺機能予測からみた肺合併症の検討．第36回日本肺癌学会総会，1995．
　　10．
45）落　雅美，池下正敏，二宮淳一，山内茂生，新田　隆，田中茂夫：Stanford　A型急性大動脈解離の外科治療：
　　成績向上をめざして．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
46）落雅美，二宮淳一，山内茂生，新田隆，田中茂夫：StanfordB型大動脈解離の手術適応と外科治療上の問
　　題．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
47）山内仁紫，二宮淳一，落　雅美，山内茂生，杉本忠彦，井村　肇，別所竜蔵，石井庸介，藤井正大，桧山和弘，
　　佐藤泰雄，田中茂夫，上砂光裕1），小川俊一），山本正生1），田村浩一2）（1）小児科，2）病理学第一）：Amulo－
　　aorticectasia3小児手術例．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
48）別所竜蔵・落雅美，山内茂生，矢島俊巳，新田隆，山内仁紫，井村肇，秋山博彦，見城正剛，桧山和弘，
　　田中茂夫：閉鎖孔経路を用いた人工血管バイパス術．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
49）清水一雄・長浜充二，赤須東樹，岩村太郎，他：嚢胞造影が再手術に有効であった再発生正中頸嚢胞の2症例．
　　第57回日本臨床外科医学会総会，1995．11．
50）若林武雄，岩城秀行，古川良弥：Curative　completionpneumonectomyを施行しえた多発肺癌の1例．第50回
　　記念国立病院療養所総合医学会，1995．11．
51）藤井正大，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，別所竜蔵，井村　肇，二宮淳一，田中茂夫：偶然発見された無症候
　性発症のスタンフォードA型慢性大動脈解離の1例．第3回日本血管外科学会関東甲信越地方会，1995．11．
52）藤井正大，二宮淳一，矢島俊巳，山内仁紫，井村　肇，別所竜蔵，小川俊一1），田中茂夫（1）小児科）＝C－TGA術
　後のTRに対する入工弁縫着術の1治験例．第96回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，1995．12．
53）佐地嘉章・二宮淳一，落　雅美，山内茂生，新田　隆，矢島俊巳，山内仁紫，別所竜蔵，桧山和弘，藤井正大，
　佐藤泰雄，田中茂夫：CABG術後in　situ　LITAグラフトの内径変化率の検討．第9回日本冠疾患学会学術大会，
　1995．　12．
54）落　雅美，二宮淳一，山内茂生，新田　隆，田中茂夫：Stanford　A型急性解離の外科治療成績．第3回大動脈
一228一
　外科研究会，1995．
55）藤井正大，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，別所竜蔵，佐藤泰雄，桧山和弘，田中茂夫：上行大動脈に再解離を
　　生じたthree－channeled　acute　aortic　dissectionの1手術治験例．第158回日本循環器学会関東甲信越地方会，
　　1995。　12．
56）別所竜蔵，落雅美，山内茂生，矢島俊巳，井村肇，二宮淳一，田中茂夫，保坂浩希，高山守正1），高野照夫1）
　　（1）集中治療室）：緊急冠状動脈バイパス術の予後：術前IABP使用群と非使用群とに於ける比較検討．第23回日
　　本集中治療医学会総会，1996．1．
57）桧山和弘，保坂浩希・子島　潤1）・高野照夫1）・竹田　浩1），野村敦宣1），清宮康嗣1），渡部朋子’），藤井正大，高
　　津圭介，秋山博彦，杉本忠彦，矢島俊巳，二宮淳一，田中茂夫（1）集中治療室）：体外ぺ一シング不能な心停止症
　　例に対するPCPSの有用性．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
58）山内茂生，別所竜蔵，落　雅美，新田　隆，矢島俊巳，井村　肇，田中茂夫：僧房弁手術とマッピングを併用し
　　た心房細動手術の一期的手術．第10回心臓血管外科ウィンターセミナー，1996．1．
59）朽方規喜，寺田功一，斎藤七重1），佐地嘉章，成田尚也2）（u総合会津中央病院循環器科，2）同検査部）：小口径バ
　　ルーンを用いた膝下動脈以下における経皮的血管形成術．第10回心臓血管外科ウィンターセミナー，1996．1．
60）桧山和弘，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，山内仁紫，朽方規喜，別所竜蔵，井村　肇，藤井正大，佐地嘉章，
　　二宮淳一，田中茂夫：多枝バイパスを必要としたfailed　PTCA後の急性大動脈解離の2例．第10回心臓血管外
　　科ウィンターセミナー，1996．1．
61）秋山博彦，福島光浩・三上　厳，原口秀司，小泉　潔，田中茂夫1胸腔鏡下に摘出し得た食道粘膜下嚢腫の1例．
　　第97回胸部外科学会地方会，1996．2．
62）山内茂生，落　雅美，新田　隆，矢島俊巳，別所竜蔵，井村　肇，二宮淳一，池下正敏，田中茂夫：感染性心内
　　膜炎の外科治療一手術時期についての検討一．第26回日本心臓血管外科学会学術総会，1996．2．
63）別所竜蔵，新田　隆，山内茂生，矢島俊巳，山内仁紫，井村　肇，山田研一，落　雅美，二宮淳一，田中茂夫＝
　　より安全な除細動閾値測定を目指して：upper　limit　ofvulnerabilityを用いた除細動閾値測定法．第26回日本心
　　臓血管外科学会学術総会，1996．2．
64）朽方規喜，家所良夫，落　雅美，二宮淳一，日置正文，田中茂夫：教室におけるBjork・Shiley　Covexo－Concave
　　弁の遠隔成績．第26回日本心臓血管外科学会学術総会，1996．2．
65）佐地嘉章，落雅美，山内茂生，新田隆，矢島俊巳，朽方規喜，別所竜蔵，藤井正大，桧山和弘，佐藤泰雄，
　　二宮淳一・田中茂夫：Sequentia1グラフトとしたinsitu　LITAの血流応答能＝造影による内径変化率からの検
　　討＝．第26回日本心臓血管外科学会学術総会，1996．2．
66）井村　肇，落　雅美・山内茂生，別所竜蔵，佐藤泰雄，佐地嘉章，岡田大輔，鈴木世考，田中茂夫：パッチ閉鎖
　　術後5年で再発した弓部真性大動脈瘤の1治験例．日本循環器学会関東甲信越地方会第159回学術集会，1996．
　　2．
67）佐藤泰雄，落　雅美，山内茂生，矢島俊巳，山内仁紫，別所竜蔵，井村　肇，秋山博彦，藤井正大，桧山和弘，
　　佐地嘉章，田中茂夫：右上大静脈欠損を合併した症例の経冠静脈洞ぺ一スメーカー植え込みの検討．日本循環器
　　学会関東甲信越地方会第159回学術集会，1996．2．
68）秋山博彦，福島光浩，三上　厳，原口秀司，小泉　潔，田中茂夫：胸腔内胸壁脂肪腫のf例．外科集談会，1996．
　　3．
69）藤井正大，佐藤泰雄，別所竜蔵，山内仁紫，矢島俊巳，山内茂生，落　雅美，二宮淳一，田中茂夫：無輸血開心
　　術達成のための諸因子の臨床的検討．第10回日本自己輸血学会総会，1996．3．
70）福島光浩，福田　悠1），川本雅司1），持丸　博2》，秋山博彦，原口秀司，小泉　潔，田中茂夫，日野光紀2），工藤翔
　　二2），杉崎祐一31，山中宣昭1）（1）病理学第一，2）第四内科，3）病理部）：胸壁原発のPrimitiveNeuroectodermal
　　Tumorの1例．第115回日本肺癌学会関東支部会，1996．3．
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研究業績
論文
（1）原著：
　1）Shibuya，T．，Uchiyama，K．，Imai，S．，Shibuya，」．，and　Shoji，T．＝Improvement　of　Pancreat　icojejunoustomy
　　　in　Pancreatoduodenectomy．Intemational　Surgery，80，5760，1995。
　2）Mabuchi，A．11，Sakamoto，T．，Tsukui，T．u，Hirano，F．1），Watari，E．1），Norose，Y．D，and　Yokomuro，K．1）
　　　（DDept．Microblol．＆Immuno1．，Nippon　Med．Sch．）：The　proliferation　and　differentiation　of　spleen　cells
　　　cultured　with　the　culture　supematant　of　non・parenchymal　liver　cells．Cells　of　the　Hepatic　Sinusoid，5，
　　　310－312，　1995．
　3）Hirano，F．1），Sakamoto，T．，Mabuchi，A．1），Norose，Y．1），andYokomuro，K．1）（1）Dept，Microbiol．＆Immunol．，
　　　Mppon　Med．Sch．）：Modification　of　T－lymphocyte　subsets　in　peripheral　blood，the　liver　and　the　spleen
　　　during　liver　regeneration　after　partial　hepatectomy　of　mice．Cells　of　the　Hepatic　Sinusoid，5，79－80，
　　　1995．
　4）Kitamura，Y．，Scavarda，N．1），Wells，S．A．，Jr。1），Jackson，C．E2），Goodfellow，P．J．1）（亘）WashingtonUniversity，
　　　Department　of　Surgery，2）Henry　Ford　Hospital，Department　of　Medicine）：Two　matemally　derived
　　　missense　mutations　in　the　tyrosine　kinase　domain　of　the　RET　protooncogene　in　a　pat1ent　with　de　novo　MEN
　　　2B．Hum．Mol．Genet．，4，1978－1988，1995．
　5）Kodaira，Y．，Yokomuro，K．1），Tanaka，S．，Miyazaki，」一L2），and　Ikuta，K．2）（1）Dept．Microbio1．＆lmmuno1．，
　　　Nippon　Med．Sch．，2）Desease－Related　Gene　Regulation　Research（Sandoz），Facluty　of　Med．，Univ．
　　　Tokyo）：Developmental　heterogeneity　of　Vg1．1Tcells　in　the　mouse　liver．Immunology，87，213－219，
　　　1996．
　6）Shioya，T．，Shibuya，T．，Asano，G．1），Nakazawa，N．1）（1）Pathology）：Adhesion　of　Human　Monocytic
　　　Leukemia　Cell　Line　to　Extrace11ular　Matrix　is　Associated　with　Cell　Differentiation　and　Integrin
　　　Modification．Biomed．Res．，16，263271，1995．
　7）佐藤薫隆：消化管のSchoenlein－Henoch　Syndrome．臨床消火器内科，10，515524，1995．
　8）為我井芳郎1），佐藤薫隆，森越栄太1），田尻稲穂2），丸山雅一1）（D佼成病院，2）和泉胃腸科）二4型大腸癌を合併し
　　　た潰瘍性大腸炎の1例．胃と腸，30，677683，1995．
　9）佐藤薫隆：3Dを応用したDIC－CT（3D－CT　cholangiography）による胆嚢・胆管結石の診断とその応用．治療，
　　　77，　2019－2024，　1995。
10）高橋為生1），日野原茂雄1），日野原重明1），折茂　淳2），若林正雄2），David　Robinson3），芳賀裕子4），佐藤長栄41，
　　　堀江政伸（且）聖路加国際病院，2）日本動態機構研究所，3）BUPA　Medical　Research，4》日本メカトロニクス）：医
　　　師の診断理論を用いた健診総合判定支援システムの開発．日本人間ドック学会誌．健康医学，10，1321，1995。
11）秋丸號甫，天神敏博，吉川　晃他：切除不能の肝癌として治療中に空腸穿孔で死亡した空腸平滑筋肉腫の肝転移
　　　伽唖．　Liver　Cancer，　1，　143－148，　1995．
12）松島伸治，笹井　巧，原口秀司，真崎義隆，小泉　潔，五味渕誠，家所良夫，日置正文・渋谷哲男・田中茂夫：
　　　転移性肺腫瘍切除例の臨床的評価．日呼外会誌，9，672－677，1995．
13）松島伸治，山本英希，相田成隆，天神敏博，原口秀司，北浜秀男，渡辺秀裕，内山喜一郎，小泉　潔，渋谷哲男，
　　　田中茂夫：転移性肺腫瘍におけるPCNA陽性率と予後因子の評価．日癌治療会誌，30，1639－1644，1995．
14）長浜充二，清水一雄，田中茂夫：内分泌外科シリーズ；第5報バセドウ病の外科治療甲状腺残置量と術後機能に
　　　ついて．日医大誌，62，535－538，1995．
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15）山下浩二：粘膜下浸潤を伴った食道微小癌の1例．Progress　of　Digestive　Endoscopy，47，158－159，1995．
16）孫　　攻1），塩谷　猛，王　若咬1），石渡俊行1），内藤善哉1），喬　　炎1），浅野伍朗1），大秋美治2），国見聰宏3），
　武内　務4），土居大祐4），荒木　勤4）（1）病理学，2）千葉北総病院病理部，3）内科学第1，4）産婦人科学）：消化管，
　肝臓などに転移のみられた悪性ミュレ・リアン混合腫瘍の2剖検例．日医大誌，62，391－395，1995．
17）名取穣治，佐藤　健D，平塚　卓1），藤本武利亘），松原正直1），加藤雅俊1》，北村隆信1），田中清一1），桧山　護1），
　平塚秀雄1）（1）平塚胃腸病院外科）：10代の大腸癌の2症例．手術，49，1895－1995．
18）鈴木成治，須田雍夫1），赤沢修吾2），山本邦男2）・中島哲夫3）・高山昇二郎4）（1）埼玉県立がんセンター腹部外科，
　2）同消化器科，3）同放射線科，4）同臨床病理部）：多剤併用療法の著効を手術により確認した胃原発性脂肪肉腫の1
　例．日癌治会誌，30，87－94，1995．
19）鈴木成治，須田雍夫1），関根　毅L），田中洋一1），内田健二1）（1）埼玉県立がんセンター腹部外科）：胃多発癌の単発
　癌との比較検討．埼玉医会誌，30，1333－1337，1996．
20）平井恭二：胃穎粒細胞腫の1例．日本消化器外科学会雑誌，28，1076－1080，1995．
21）松井　総，馬渕綾子1），田中茂夫，横室公三1）（1）微生物免疫学）：細菌性スーパー抗原SEBにより肝内リンパ細
　胞に誘導される免疫寛容の特性．日医大誌，63，22－30，1996．
22）馬渕綾子1），野呂瀬嘉彦1》，小平祐造，北島真澄・），横室公三1）（1）微生物免疫学）：肝臓のhematolymphoid　system
　一初代培養肝実質細胞によるathymic　nude　mouse　BMCの分化誘導について　．肝類洞壁細胞研究の進歩，8，
　145148，　1996．23）小平祐造，馬渕綾子11，北島真澄D，田中茂夫，宮崎純一2），生田宏一2），横室公三1》（1）微生物免疫学，2）東大医学
　部疾患遺伝子制御講座）：N配列挿入による肝内gdT細胞の分化，多様性の解析．肝類洞壁細胞研究の進歩，8，
　149151，　1996．
24）松井　総，馬渕綾子1），高橋めぐみ1），林　晃一1），田中茂夫，横室公三1）（1）微生物免疫学）：スーパー抗原SEB
　による局所寛容の誘導一肝内リンパ細胞に起こる寛容の特性一．肝類洞壁細胞研究の進歩，8，208－210，1996．
25）今井　茂，渋谷哲男，内山喜一郎，鈴木章一，高橋　望，宮入　健，小熊将之，坂本俊樹，鈴木成治，加藤秀和：
　FAM療法と5’DFUR使用により長期間PRを示し根治切除可能となった切除不能胃癌の1例．日臨外医会誌，
　57，　597－603，　1996．
（2）綜説：
1）渋谷哲男：消化器外科における機械吻合．日本外科系連合学会雑誌，20，355362，1995．
2）天神敏博：Two　color　FISH法による染色体異常の解析．FISHの手技と応用，第6回日本サイトメトリー学術
　技術講習会，3 6，1996．
著書
1）渋谷哲男：直腸ガンと痔，健友館，1996．
2）岩村太郎，平塚秀雄1），白石史典1），高橋秀理1），平塚　卓1）（1）平塚胃腸病院）：〔分担〕アメーバ腸炎．“外来で
　知っておきたい消化器疾患”（神保勝一編）．p．141－144，ベクトル・コア，1995．
3）岩村太郎，平塚秀雄1），北村隆信1），檜山　護1），平塚　卓1）（1）平塚胃腸病院）：〔分担〕直腸子宮内膜症．“外来
　で知っておきたい消化器疾患”（神保勝一編）．p．174－177，ベクトル・コア，1995．
学会発表
（1）特別講演：
1）渋谷哲男：消化器外科における機械吻合．第20回日本外科系連合学会，1995．
（2）教育講演：
1）佐藤薫隆：小腸疾患の内視鏡診断．第13回大腸検査法研究総会，1995．11．
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2)Dept. Microbiol. & Immunol., Nippon Med. Sch.) : In vivo production of macrophage colony-stimulating 
factor in the liver. The 9th International Congress of Immunology (San Francisco, USA) , 1995. 7 . 
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Shioya, T., Kato, H., Shibuya, T., Nakazawa, N.1), and Asano, G.1) (~)Pathology) : Adhesion of Human 
Monocytic Leukemia Cell Line to Extracellular Matrix in Association with Phagocytic Differentiation and 
Integrin Modification. the Western Connective Tissue Society Meeting (California, U.S.A), 1995. 6 . 
Kodaira, Y., Mabuchi, A.~), Kitajima, M.~), Tanaka, S., Miyazaki, J.2), Yokomuro, K.*), and lkuta, K.2) 
(~)Dept. Microbiol. & Immunol., Nippon Med. Sch_, 2)Desease-Related Gene Regulation Research (Sandoz) , 
Facluty of Med., Univ. Tokyo) : N sequence insertion in Vgl. 1-Jg4 transcripts of gdT cells in the liver 
and the spleen from normal and athymic nude mice. The 9th International Congress of Immunology (San 
Francisco, USA) , 1995. 7 . 
Akimaru, K.. Watanabe, K., Kokuma, M., et al. : A new technique of resection and simultaneous end-to-end 
anastomosis of intestine by a GIA satapler, The 36th World Congress of International Society of Surgery 
(Lisbon, PortugaD, 1995. 8 . 
Uchiyama, K., Shibuya, T., Masuda, S., Akimaru, K., Tanaka, S., Ueda, K., and Ishio, M. : Efficacy of 
self-expandable metalic stent for the treatment of inferior vena cava stenosis caused by metastatic lesion, 
The 36th World Congress of International Society of Surgery (Lisbon, Portugal), 1995. 8 . 
Akimaru, K. : Jejunal interposition for small residual stomach with triangular stapling anastomoses 
International gastro-surgical club 1995. The 6th joint meeting of surgeons and gastroenterologists 
(Bangkok, Thailand), 1995. 12. 
Shibuya, T., Uchiyama, K., Shioya, T., Tenjin, T., Kokuma, M., Obara, K., Ogasawara, H., Kondo, R., Ohba, 
H., and Tanaka, S. : Postoperative assesment of the Hartmann procedure. International Surgical Week 36 
th World Congress of International Society of Surgery, 1995. 
Nagahama, M., Shimizu, K., Kanno, S., Aida, N., Kitamura, Y., Kitagawa, W., Shibuya, T., and Tanaka, 
S. : A Case of tertiary hyperparathyroidism. 9th Annual Meeting of the Asia-Pacific Endocrine Conference 
(APEO (Kuala Lumpur, Malaysia) , 1996. I . 
Kitagawa, W., Mimura, T.*), Ozaki, 0.1), Sugino, K.~), Ito, K.*), Tsutsui, H.~), Yabuki, Y.*), Shimizu, K., 
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　Tanaka，S．，Ito，K．1）（1）Ito　Hospital）：Metastatic　renal　cell　carcinoma　to　the　thyroid．9th　Annual　Meeting
　of　the　Asia－Pacific　Endocrine　Conference（APEC）（Kuala　Lumpur，Malaysia），1996．1．
9）長浜充二，清水一雄，豊島宏二，陳　光永，北村　裕，相田成隆，田中茂夫：モノクローナル抗体HISL－19によ
　る神経芽細胞腫の組織化学的研究．第7回日本内分泌外科学会総会，1995．4．
10）北川　亘，三村　孝1），杉野広則1），輿石晴也1〉，尾崎修武1），伊藤公一1），清水一雄，田中茂夫，伊藤國彦1）（1）伊
　藤病院）：甲状腺随様癌に乳頭癌を合併した1手術例．第7回日本内分泌外科学会総会，1995．4．
11）岩村太郎，平塚　卓D，松原正直1），檜山　護1），高橋秀理1），白石史典1），平塚秀雄1）（1）平塚胃腸病院〉：糞便中
　　ヒトHb二検体同時定量法の臨床的有用性の検討．第34回日本消化器集団検診学会総会，1995．4．
12）相田成隆，山田宣孝1》，松本光司1），温　　敏1），浅野伍朗2）（1）第一病院病理部，2）病理学第2）：甲状腺濾胞性病
　変における血管の三次元的再構築による観察．第84回病理学会総会，1995．4．
13）為我井芳郎1），佐藤薫隆，田中宏治，渡辺一彦，森越栄太1），山下浩二，山本英希，小林雅人（1）佼成病院外科）：
　Ila＋Ilc型大腸sm癌の臨床病理学的検討．第81回日本消化器病学会総会，1995．5．
14）天神敏博，小熊将之，渡辺秀裕，松島伸治，渋谷哲男，田中茂夫，柳沢　忍：WCPプローブとcentromereプロー
　ブを用いたtwo　color　FISHによる染色体数的異常の一致率．第5回日本サイトメトリー学会，1995．5．
15）尾形昌男，内藤善哉1），矢野正雄，工藤光洋1），石渡俊行1），渋谷哲男，浅野伍朗1）（1）病理学第2）：膵癌における
　熱ショック蛋白（hsp90），MDM－2蛋白の発現と細胞増殖との関連についての検討．第84回日本病理学会総会，
　1995．5．
16）増田　栄，大場英巳，渋谷哲男，近藤亮一，酒井欣男，鈴木章一，田中茂夫：総胆管に発生したpapillo－tubular
　adenomaの1例．第234回日本消化器病学会関東支部例会，1995．5．
17）矢野正雄，内藤善哉1），尾形昌男，工藤光洋1），石渡俊行1），渋谷哲男，浅野伍朗1）（1）病理学第2）：乳癌における
　各種熱ショック蛋白発現と細胞増殖との関係についての検討．第84回日本病理学会総会，1995．5。
18）五十嵐健人，鈴木　聡1），星野有哉，新谷英滋1），島田　隆1）（1）生化学第2）：組換えアデノウイルスベクターを
　用いたHerpes　Simplex　Virus　Thymidine　Kinase（HSV－TK）遺伝子導入による消化器癌治療の検討．第81回
　　日本消化器病学会総会，1995．5．
19）渡辺一彦，佐藤薫隆，田中宏治，為我井芳郎1），森越栄太1），田尻稲穂2），田郷寿正3）（1）佼成病院外科，2）和泉胃
　腸科，3）田郷内科）：空腸側に広範な粘膜の浸潤（llc）を伴った残胃多発癌の1例．第60回消化器内視鏡学会関東
　地方会，1995．6．
20）山下浩二：sm浸潤を伴った食道微小癌の1例．第60回消化器内視鏡学会関東地方会，1995．6．
21）小林雅人：食道癌術後再建胃管癌（Ilc類似進行癌）に対する局所切除の1例．第157回外科集談会，1995．6．
22）岩村太郎，高橋秀理1），白石史典1），藤本武利1），酒井篤司1），平塚　卓1），平塚秀雄1），加藤　洋2）（1）平塚胃腸病
　院，2）癌研究会癌研究所病理）：Serrated　adenomaに粘膜内癌を認めた2例．第60回消化器内視鏡学会関東地方
　会，1995．6．
23）平井恭二，渋谷哲男，内山喜一郎，鈴木章一，酒井欣男，田中茂夫，松本光司1），山田宣孝1）（1）病理学第2）：大
　腸Villoustumor58病変における検討．第43回大腸癌研究会，1995．7．
24）渡辺秀裕，酒井欣男，松井　聡，小平祐造，江連　司，天神敏博，内山喜一郎，大場英巳，渋谷哲男，田中茂夫＝
　　胃癌手術例における2次癌．第46回日本消化器外科学会総会，1995．7．
25）小熊将之，天神敏博，内山喜一郎，秋丸號甫，大場英巳，渋谷哲男，田中茂夫1消化器外科手術における自己血
　輸血の有用性について．第46回日本消化器外科学会総会，1995．7．
26）加藤秀和，塩谷　猛，中沢南堂1），浅野伍朗1），渋谷哲男（1）病理学第2）：大腸癌細胞株の細胞外基質接着に伴う
　細胞核のDNase－1感受性の変化と形態形成．第46回日本消化器外科学会総会，1995．7．
27）内山喜一郎，渋谷哲男，増田　栄，小原邦彦，小笠原英継，金田利彦，前田隆志，大場英己，田中茂夫：8カ月
　　間に5回のイレウスを繰り返した閉鎖孔ヘルニアの1例．第25回日本腹部救急医学会総会・1995．9．
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28）長浜充二，清水一雄，相田成隆，北村　裕，陳　光永，渋谷哲男，田中茂夫1リンパ節転移巣が正常濾胞上皮へ
　　の分化を示した甲状腺乳頭癌の1例：accessory　thyroid　glandの関与はどの程度あるのかP．第28回甲状腺外
　　科検討会，1995．9．
29）菅野重人，日置正文，原田智浩，小熊将之，相田成隆，家所良夫，松島伸治，渋谷哲男，田中茂夫：術前診断が
　　困難であった肺腫瘍の1例．第759回外科集談会，1995．9。
30）北川　亘，三村　孝1），杉野広則1），尾崎修武1），輿石晴也’），伊藤公一11，清水一雄，田中茂夫，伊藤國彦1》（1）伊
　　藤病院）：腎癌甲状腺転移症例の検討．第28回甲状腺外科検討会，1995．9．
31）尾形昌男，内藤善哉1），矢野正雄，工藤光洋1〉，石渡俊行1），浅野伍朗1）（1）病理学第2）＝ヒト膵癌における熱ショッ
　　ク蛋白発現．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
32）岩村太郎，藤本武利1），北村隆信D，檜山　護’），平塚秀雄且）（1）平塚胃腸病院）：経過観察で増大を認めた膵粘液性
　　嚢胞腺腫（膵管内乳頭腺腫）の1切除例．第23回日本消化器画像診断研究会，1995．9．
33）岩村太郎，清水一雄，赤須東樹，北川　亘，長浜充二，相田成隆，田中茂夫，藤澤俊道1），佐々木英司1），田中　恵1），
　　三村　孝1》，伊藤國彦11，川並涯一2）（且）伊藤病院，2）病理学第2）：各種副甲状腺病態におけるmast　cellの分布と
　　その出現頻度．第28回甲状腺外科検討会，1995．9．
34）名取穣治，清水一雄，長浜充二，北村　裕，相田成隆，五十嵐健人，白木康夫，渋谷哲男，田中茂夫：甲状腺機
　　能低下症の創傷治癒に及ぽす影響．第28回甲状腺外科検討会，1995．9．
35）矢野正雄，内藤善哉1），尾形昌男，工藤光洋1），石渡俊行1），浅野伍朗1），渋谷哲男，田中茂夫（1）病理学第2）ニヒ
　　ト乳癌における熱ショック蛋白発現．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
36）内藤善哉1），矢野正雄，尾形昌男，工藤光洋1），川原清子11，河本陽子’），西海けい子1），石渡俊行1〉，浅野伍朗1），
　　渋谷哲男（’）病理学第2）：ヒト乳癌における熱ショック蛋白発現（免疫組織化学的検索及びmRNAの発現）に
　　ついての検討．第27回日本臨床雷子顕微鏡学会総会，1995．9．
37）鈴木成治，須田雍夫1），関根　毅1），武内　脩1），田中洋一），内田健二1），真船健一1），坂本裕彦1），川手　進1），
　　古川泰司D（1）埼玉県立がんセンター腹部外科）：生存曲線の分析からみた切除胃癌の化療施行期間．第33回日本
　　癌治療学会総会，1995．9．
38）平井恭二，浅野伍朗1），松本光司1），山田宣孝1），山本英希・内山喜一郎，大場英巳・渋谷哲男，田中茂夫（1）病理
　　学第2）：遺伝性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC）症例の臨床病理学的検討．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．9．
39）相田成隆，山田宣孝1），松本光司1），温　　敏1），浅野伍朗2），清水一雄，田中茂夫（1）第一病院病理部，2）病理学
　　第2）：甲状腺濾胞性病変における血管の三次元的再構築による観察．第28回甲状腺外科検討会，1995．9．
40）近藤亮一，赤須東樹，北浜秀男，渋谷哲男，田中茂夫，佐々木浩之1），守屋　厚1），山本重吉1）（1）小山病院）：交
　　通外傷後の経過中に発生した急性壊死性胆嚢炎の1例．第19回茨城県救急医学会，1995．9．
41）天神敏博，名取穣治，小熊将之，内山正一，渡辺秀裕，内山喜一郎，渋谷哲男，田中茂夫：大腸癌に対して18番
　　染色体のホールペインティングとセントロメアプローブを利用したtwo　color　FISHによるモノソミー一致率
　　の観察．第50回日本大腸肛門学会，1995．10．
42）天神敏博，渡辺秀裕，松島伸治，渋谷哲男＝セントロメアと染色体数のtwo　color　FISHによる比較．第53回日
　　本癌学会総会，1995．10．
43）北川　亘，百渓尚子1），吉村　弘1），石川直文1），五味由加利1），清水一雄，田中茂夫，三村　孝1），伊藤國彦1〕
　　（1）伊藤病院）：TGHA，MCHA陰性を示す橋本病のTgAb，TPOAb測定の診断的意義について一切除病理標本
　　からの検討一．第38回日本内分泌学会甲状腺分科会，1995．10．
44）小笠原英継，渋谷哲男，内山喜一郎，渡辺秀裕，天神敏博，小熊将之，小原邦彦，田中茂夫：術前に胃石イレウ
　　スと診断し得た1例．第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
45）日置正文，家所良夫，小原邦彦，小笠原英継，増田　栄，菅野重人，松島伸治，田中茂夫1後天性弁膜症術後の
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　遠隔成績．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
46）内山正」），鈴木敏克1），今井　茂1），赤須東樹，南部孝太郎，塩谷　猛，矢野正雄・天神敏博（1）東急病院外科）：
　成人腸管膜嚢腫の1例．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．10．
47）矢野正雄，内藤善哉1），尾形昌男，工藤光洋1），石渡俊行1），渋谷哲男，浅野伍朗1）（1）病理学第2）：ヒト乳癌にお
　　ける熱ショック蛋自発現（免疫組織化学的検索及びmRNAの発現）にっいての意義．第53回日本癌学会総会，
　1995。　10．
48）尾形昌男，内藤善哉D，矢野正雄，工藤光洋1），石渡俊行旦），渋谷哲男，浅野伍朗L）（1）病理学第2）：ヒト膵癌にお
　　ける熱ショック蛋白発現，特に免疫組織化学的知見mRNAの発現について．第53回日本癌学会総会，1995．10．
49）工藤光洋1），下村隆保1》，内藤善哉1），矢野正雄，尾形昌男，石渡俊行1），浅野伍朗1）（1）病理学第2）：HuCCT・1細
　胞増殖への熱ショック蛋白，Quercetin，CytochalasinDの影響について．第53回日本癌学会総会，1995．10．
50）下村隆保1），内藤善哉1），工藤光洋1》，矢野正雄，内藤善哉1），尾形昌男，石渡俊行11，浅野伍朗D（1）病理学第2）：
　大腸癌細胞株のCo－cultureへのQuercetinとCisplatinの影響．第53回日本癌学会総会，1995．10．
51）長江　康，前田昭太郎1），細根　勝1），浅野伍朗2）（1）多摩永山病院病理部，2）病理学第2）：ホルモンレ・セプターと
　　サイトケラチンの局在よりみた乳癌の組織特異性．第54回日本癌学会総会，1995．10．
52）秋丸號甫，天神敏博，吉川　晃，相田成隆，天神敏博，田中茂夫，松本光司1），山田宣孝1）（1）病理学第2）：切除
　　不能の肝癌と診断治療されていた空腸原発の類上皮平滑筋肉腫の肝転移症例．第57回日臨外，1995．11．
53）小熊将之，天神敏博，内山喜一郎，大場英巳，渋谷哲男，田中茂夫：消化器外科手術における貯血式自己血輸血
　　の経験．第57回日臨外，1995．11．
54）内山喜一郎，渋谷哲男，家所良夫，天神敏博，前田隆志，小熊将之，小原邦彦，日置正文，田中茂夫＝凝血魂に
　　より見かけの大きさが増し早期に発見できた胆嚢癌の1例．第57回日臨外，1995．11．
55）鈴木成治，須田雍夫D，関根　毅旦），田中洋一），内田健二D，真船健一），坂本裕彦1），川手　進1）（1）埼玉県立が
　　んセンター腹部外科）：多発胃癌の臨床診断率について．第57回日臨外，1995．11．
56）鈴木成治，関根　毅1），須田雍夫1），田中洋一1），内田健二1），真船健一1），坂本裕彦1），川手　進1）（1）埼玉県立が
　　んセンター腹部外科）：胆石合併大腸癌症例の臨床病理学的検討．第57回日臨外，1995．11．
57）鈴木成治，須田雍夫D，関根　毅1），田中洋一1），内田健二1），真船健一1），坂本裕彦1），川手　進1），出雲俊之1）
　　（1）埼玉県立がんセンター腹部外科）：胃外発育型の噴門部巨大悪性神経鞘腫の1例．第13回日臨外埼玉県支部
　　会，1995．11．
58）鈴木成治，田中洋一1），川手　進1），坂本裕彦1），真船健一），内田健二1），武内　脩1），関根　毅1），須田雍夫1），
　　上原敏敬2）（1）埼玉県立がんセンター腹部外科，2）同臨床病理部）：右縦隔最上部リンパ節に跳躍転移を来した食道
　　胃接合部腺癌の1例．第759回外科集談会，1995．11．
59）小原邦彦，佐藤薫隆，向井佐志彦，富士崎隆，田中宏治，為我井芳郎1），渡辺一彦，森越栄太1），加藤秀和，織井
　　恒安，新本雄健1）（’）佼成病院外科）：敗血症の原因となった右房右室内遺残IVHカテーテルを経静脈的に摘出し
　　得た1例．第759回外科集談会，1995．11．
60）渡辺善正，内山喜一郎，渋谷哲男，吉野直之，原田智浩，増田　栄，陳　光永，田中茂夫：半月線ヘルニアの1
　　例．第759回外科集談会，1995．11．
61）渋谷哲男，内山喜一郎，渡辺秀裕，前田隆志，天神敏博，小熊将之，増田　栄，大場英巳，織井恒安，小原邦彦，
　　田中茂夫：胆道損傷後再建した2例．第57回日臨外，1995．11．
62）北川　亘，三村　孝D，杉野広則1），尾崎修武1），伊藤公一1），輿石晴也1），清水一雄，田中茂夫，伊藤國彦1》（1）伊
　　藤病院）：小児甲状腺癌の肺転移症例の検討．第57回日臨外，1995．11．
63）増田　栄，日置正文，家所良夫，松島伸治，小原邦彦，小笠原英継，菅野重人，内山喜一郎，渋谷哲男，田中茂
　　夫：高齢者腹部大動脈瘤の臨床的検討。第36回日本脈管学会総会11995．11．
64）増田　栄，日置正文，家所良夫，松島伸治，小原邦彦，織井恒安，陳　光永，渡辺秀裕，内山喜一郎，大場英巳，
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　渋谷哲男，田中茂夫：静脈閉塞症状を主症状とした特発性後腹膜線維症の1例．第57回日臨外，1995．11．
65）岩村太郎，松原正直1），平塚秀雄1）（’）平塚胃腸病院）1腹腔鏡的胆嚢摘出術を試行し胆嚢癌と判明した充満結石の
　　3例．第6回腹腔鏡的治療研究会．1995．11．
66）小平祐造，生田宏一1），馬渕綾子2），田中茂夫，横室公三2）（1）東大医学部疾患遺伝子制御講座，2）微生物免疫学）：
　肝に分布するgdT細胞の多様性と生物学的意義．第25回日本免疫学会総会，1995．11．
67）江連　司，石渡俊行1），浅野伍朗1），高橋めぐみ2），馬渕綾子2》，田中茂夫，横室公三2）（1）病理学第2，2）微生物免
　疫学）＝肝臓のhematolymphoid　system一再生肝及び傷害肝におけるM・CSF産生一．第25回日本免疫学会総
　会，1995．11．
68）佐藤薫隆，為我井芳郎1），森越栄太1），小松原登2），平塚秀雄3），小島育夫4）（1）佼成病院外科，2）同消火器内科，3）平
　塚胃腸病院，4）オリンパス光学）：オリンパス製小腸ビデオスコープXSIF－200の使用経験について．第61回日本
　消化器内視鏡学会関東地方会，1995．12．
69）菅野重人，松島伸治，日置正文，家所良夫，増田　栄，相田成隆，吉野直之，渋谷哲男，田中茂夫：抹梢神経障
　害を初発症状として発症した縦隔腫瘍の経験．第96回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，1995．12．
70）小平祐造，生田宏一1），馬渕綾子2），田中茂夫，横室公三2）（1）東大医学部疾患遺伝子制御講座，2）微生物免疫学）：
　肝に分布するgdT細胞の多様性と生物学的意義．第9回肝類洞壁細胞研究会，1995．12．
71）江連　司，石渡俊行1），浅野伍朗’），高橋めぐみ2），馬渕綾子2），田中茂夫，横室公三2〉（1）病理学第2，2）微生物免
　疫学）：肝臓のhematolymphoid　system－ln　vivoでの肝臓のM－CSF産生一．第9回肝類洞壁細胞研究会，
　1995．　12．
72）織井恒安l　EMRにて切除し得た十二指腸下行脚乳頭下部癌（M癌）の1症例．第61回日本消化器内視鏡学会関
　東地方会，1995．12．
73）吉野直之，渡辺秀裕，山本英希，名取穣治，天神敏博，内山喜一郎，大場英巳，渋谷哲男，田中茂夫：虫垂切除
　後特異経過を示した1例．第237回日本消化器病学会関東支部例会，1995．12．
74）日野原茂雄1），高橋為生1），西野理英1），高井正子1），日野原重明1），堀江政伸，滝脇収二2），小川哲平2）（1）聖路加
　国際病院，2）東海大学付属病院健診センター）：冠危険因子よりみた健診者狭心症の実態．日本総合健診医学会第
　24回大会，1996．1．
75〉山本英希，佐藤薫隆，向井佐志彦，田中宏治，渡辺一彦，森越栄太1），山下浩二，小林雅人，平塚秀雄2》（1）佼成
　病院外科，2）平塚胃腸病院）：いわゆる原因不明大量下血例における術中小腸鏡の意義．第49回日本消化器内視鏡
　学会総会，1996．2．
76）平井恭二，渋谷哲男，山本英希，内山喜一郎，田中茂夫，松本光司1），山田宣孝1）（1）病理学第2）：大腸癌（高分
　化型腺癌）における隆起型および潰瘍型病変についての増殖能および浸潤能に関する免疫組織化学的検討：
　PCNA，カテプシンBでの比較検討．第44回大腸癌研究会，1996．2．
77）平井恭二，石渡俊行1），浅野伍朗1），渋谷哲男，田中茂夫（1）病理学第2）：大腸癌におけるカテプシンBの局在
　　とカテプシンB　mRNAの発現の検討．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
78）小原邦彦，大場英巳，佐藤薫隆，田中宏治，為我井芳郎1），渡辺一彦，森越栄太1），加藤秀和，織井恒安（1）佼成
　病院外科）：十二指腸平滑筋肉腫の1例．第760回外科集談会，1996．3．
79）原田智浩，渋谷哲男，内山喜一郎，渡辺秀裕，天神敏博，小熊将之，酒井欣男，山下浩二，山本英希，菅野重人，
　中山弘道，田中茂夫：胃癌虫垂転移の1症例．第760回外科集談会，1996．3．
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　［第一病院内視鏡科］
研究概要
　当内視鏡科では消化管全般にわたる幅広い研究を継続して行っている．上部消化管機能と形態に関する研究はもと
より，昨年度より始められた第一病院病理部との共同研究テーマであるヘリコバクター・ピオリ感染，東南アジア諸
国における胃十二指腸疾患の特徴についても数多い知見が得られた．また，各種上部・下部消化管疾患の症例報告も
行った．
　1）他大学に先駆けて当科で行っている胃内逆流胆汁酸に関する研究，すなわち胃内逆流胆汁酸と幽門機能・アセト
アミノフェン法による胃排出能の関連性についてパネルディスカッション，シンポジウム講演を行った．さらに，逆
流胆汁酸と腹部愁訴，嗜好品との関係も種々の角度より報告した．
　2）病理部との共同研究の一つであるヘリコバクター・ピオリ感染についての最新の成果を中国（北京）でのシンポ
ジウムにおいて発表した．病理部からもヘリコバクター・ピオリ感染についての共同研究発表があった．また，胃内
逆流胆汁酸とヘリコバクター・ピオリの関係を胃潰瘍症例，胃切除後残胃例を中心に検討した．
　3）昨年度に引き続き画像解析装置を用いた電子内視鏡像の解析を行い，電子内視鏡像より胃内逆流胆汁酸，胃粘膜
血流量の測定を試みた．
　4）慢性関節リウマチに続発したアミロイドーシスと消化管病変の関連についての研究成果を発表した．
　5〉当科で内視鏡的切除を行った大腸ポリープ，隆起性病変のうち扁平型隆起性病変に関して内視鏡的な立場より検
討した．
　6）近年増加傾向にある消化管寄生虫（広節裂頭条虫）の内視鏡的駆虫成績を報告した．
　7）巨大胃ポリープ，巨大十二指腸球部ポリープの内視鏡的切除経験について発表した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）伊藤正秀1），角田誠之1），小山雅章1），山口裕史1），原　一郎1），馬越正通1），松久威史，井上直己2）（1）第二病院消
　　化器病センター，2）常盤平中央病院内科）：経済性，有効性からみた職域大腸癌検診．Ther．Res．，16，（suppl．）
　　2，　204－207，　1995．
　2）松久威史，出光豊明，山口和彦：消化性潰瘍における胃内逆流胆汁酸と電子内視鏡像を用いた胆汁酸濃度の画像
　　解析．消内視鏡の進歩，46，122－123，1995．
　3）遠藤まゆみ，松久威史：広節裂頭条虫に対するガストログラフィンの使用経験．Chnical　parasitology，6，
　　66－68，　1995．
　4）松久威史：消化性潰瘍における胃内逆流タウロコール酸：愁訴，薬物療法別検討．日本平滑筋学会雑誌・31，
　　367－370，　1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）松久威史：内視鏡的にみた胃・十二指腸疾患：ヘリコバクター・ピオリとの関わり．日本医科大学付属第一病院
　　公開講座，1995．6．
（2）シンポジウム：
　1）松久威史：E6漉o加6渉67ρッlo万感染胃粘膜的内窺鏡的特徴．中日μo漉o枷6∫67ρッJoガ与胃・十二指腸疾患Sympo－
　　sium：臨床及病理（中国北京），1995．10．
　2）松久威史：胃排出能からみた胃内逆流胆汁酸：胃潰瘍，慢性胃炎における検討（アセトアミノフェン法および
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　　マーカー法による各種病態時の胃排出）．第1回胃運動機能検査法の確立と診断，治療への応用研究会，1995．
　　11．
（3）パネルディスカッション：
1）松久威史，出光豊明：胃内逆流胆汁酸からみた幽門の括約機能（括約筋機能異常がもたらす消化管病変の内視鏡
　　診断）．第50回日本消化器内視鏡学会総会，1995．9．
（4）一般講演：
1）松久威史，山口和彦：胃，十二指腸疾患における胃内逆流胆汁酸：愁訴別検討を含めて．第49回日本消化器内視
　　鏡学会総会，1995．5．
2）出光豊明，飯田章太郎，吉原一郎，遠藤まゆみ，松久威史：局所止血剤アルトの消化管病変に対する止血，出血
　　予防効果．第60回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．6．
3）飯田章太郎，吉原一郎，草間　泉，松久威史：慢性関節リウマチに続発したアミロイドーシスの3例：胃，十二
　　指腸生検の観点より．第60回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．6．
4）松久威史1胃内逆流胆汁酸に及ぽす嗜好品の影響：タウロコール酸を中心に．第60回日本消化器内視鏡学会関東
　　地方会，1995．6．
5）遠藤まゆみ，松久威史：広節裂頭条虫に対するガストログラフィンの使用経験．第6回臨床寄生虫研究会，1995．
　　6．
　6）松久威史：消化性潰瘍における胃内逆流タウロコール酸：愁訴，薬物療法別検討．第37回日本平滑筋学会総会，
　　1995．7．
　7）松久威史，羽山享宏，草間　泉，出光豊明，飯田章太郎，出光弘明，遠藤まゆみ，吉原一郎，山田宣孝1）（1）第一
　　病院病理部）：胃十二指腸疾患におけるμ観oo枷6‘67勿lo万感染：胃内逆流胆汁酸との関連を含めて．第63回日
　　本医科大学医学会総会，1995．9．
　8）山田宣孝1），相田成隆1），松本光司’），温　　敏1），大塚俊司D，佐藤春明1），村瀬幸宏1），相田昌子1），早澤久美1），
　　松久威史，グリハヤット・ワハップ2）（1）第一病院病理部，2）中央電子顕微鏡研究施設）1胃内視鏡検査における3
　　定点生検法の意義について：∬観60δσ6渉67砂Jo万感染と胃炎の診断を目的として．第63回日本医科大学医学会総
　　会．1995．9．
　9）飯田章太郎，吉原一郎，草間　泉，松久威史：胃，十二指腸生検からみたアミロイドーシス：慢性関節リウマチ
　　続発例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
10）草間　泉，飯田章太郎，松久威史：巨大胃ポリープの内視鏡的切除経験．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　　9．
11）吉原一郎，遠藤まゆみ，飯田章太郎，松久威史：エタノール局注療法後に切除し得た巨大十二指腸ポリープの1
　　例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
12）出光弘明，吉原一郎，遠藤まゆみ，草間　泉，飯田章太郎，松久威史：内視鏡的に切除した扁平型大腸腫瘍の臨
　　床的観察．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）温　　敏1），松本光司1），山田宣孝1），松久威史，並松茂樹2），グリハヤット・ワハップ3）（亘）第一病院病理部，2）第
　　一病院中央研究室，3）中央電子顕微鏡研究施設）：Hehcobacter　pylori感染と胃粘膜上皮変化の電顕的検討．第
　　63回日本医科大学医学会総会．1995．9．
14）グリハヤット・ワハップ1），相原　薫1），温　　敏2），松本光司2），山田宣孝2），松久威史（1）中央電子顕微鏡研究
　　施設，2）第一病院病理部）：∬観60わα6♂67ρッJoガ感染胃粘膜の病理組織学的検討．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．9．
15）松久威史，山田宣孝n（1）第一病院病理部）：老年者胃潰瘍における胃内逆流タウロコール酸：胃粘膜性状，
　　∬6JJ60枷6渉67ρヅoガ感染との関連性．第37回日本老年医学会総会，1995．10．
16）松久威史＝胃潰瘍例における胃内逆流胆汁酸と胃排出能の関連性：発生部位別検討．第37回日本消化器病学会大
一238一
　会，1995．11．
17）グリハヤット・ワハップ1），温　　敏1），松本光司1），松久威史，相原　薫2），山田宣孝1）（1）第一病院病理部，2）中
　央電子顕微鏡研究施設）：∬厩oo肱惚7ρッJoガ感染胃の病理組織学的検討．第6回日本医科大学外国人留学者研
　究会，1995．11．
18）出光豊明，松久威史：画像解析装置により測定した消化性潰瘍の胃粘膜血流量．第61回日本消化器内視鏡学会関
　東地方会，1995．12．
19）松久威史，草間　泉，山田宣孝1）（1）第一病院病理部）：∬厩oo加惚7ρッJoガ感染からみた幽門側切除後残胃：胃
　　内逆流胆汁酸との関連を含めて．第61回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．12．
20）吉原一郎，遠藤まゆみ，飯田章太郎・松久威史：巨大十二指腸球部ポリープの内視鏡的切除経験：エタノール局
　注の併用例．第61回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．12．
21）草間　泉，飯田章太郎，松久威史：内視鏡的に切除した巨大胃ポリープの3例．第61回日本消化器内視鏡学会関
　東地方会，1995．12．
22）出光弘明，吉原一郎，遠藤まゆみ，草間　泉，飯田章太郎，出光豊明，松久威史：大腸扁平隆起性病変の内視鏡
　　的観察．第61回日本消化器内視鏡学会関東地方会，1995．12．
［第二病院外科］
研究概要
　当外科では腹部外科を中心に研究が始まり，乳腺や呼吸器外科等が追随発展した経緯がある．現在では消化器系の
疾患の多くは消化器病センターで扱われるようになったため，研究の中心は胸部に移りつつある．しかし従来からの
消化管疾患に対する経過観察や動物実験は引き続いて行っており，絞拒性イレウスの実験的観察，臨床画像上の分析，
腹膜癒着の防止などの研究に代表される．また，内ヘルニアなどの特殊な急性腹症や希な腹部疾患について診療結果
を報告してきた．
　胸部関係では臨床研究が中心で，肺癌の外科的治療，胸腔鏡による切除，他癌との重複癌の発生頻度の検討を行い，
その他の呼吸器外科疾患も広く臨床研究を行っている．中でも胸壁腫瘍については積極的に切除再建を行い全国にさ
きがけて手術方法の確立と治療体系とまとめつつある．乳癌では進行例や再発例についての治療法について報告して
いるが，縮小手術温存手術に関しては現在分析中である．胸腹部にまたがる疾患や他科との境界領域の外科的疾患に
ついても臨床報告をしている．以上の大半は悪性腫瘍の治療研究が主体であるが，平成8年4月からは心血管外科が
開設され，今後は循環器系の研究が多く加えられるであろう．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Hioki，M．，ledokoro，Y，，Masuda，S．，Ohara，K．，Matsusima，S．，Uchiyama，K．，Shibuya，T．，andTanaka，S．：
　　The　Endoscopic　Removal　of　a　Foreign　Body　in　the　Pericardial　Cavity　Following　Cardiac　Surgery．Surgery
　　Today，Jpn．J．Surg．，25，177－179，1995．
　2）久吉隆郎，難波　亨，天野純治，木本洋一郎，大久保哲行，平野滋之，栗原雄司，野中尚子，市川和雄，平田知
　　己，的場康徳1》，佐藤雅史2）（n第二病院消化器病センター，2）放射線科）：自然気胸手術症例の検討．川崎医師会
　　医学会誌，12，30－35，1995．
　3）的場康徳1），平田知己，渡辺昌則’），内藤英二且），平野文也1），伊藤正秀D・原　一郎1》・赤岩　順1），馬越正通1），
　　栗原雄司，難波　亨，久吉隆郎，天野純治，片山博徳2），大網　弘2），松林冨士男3）（n第二病院消化器病センター，
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　2）多摩永山病院病理部，3）プラザ記念病院）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍に対する大網充填移植術の実験的病理学的
　検討．、川崎医師会医学会誌，12，150－157，1995．
4）天野純治，久吉隆郎，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，桐村一成：腹膜非縫合閉鎖に
　よる腹壁創部癒着性イレウスの予防法．日本腹部救急医学会雑誌，15，1089－1096，1995．
5）栗原雄司，天野純治，伊藤正秀n，吉田　宏1），渡辺昌則1），馬越正通1），吉森　勝2）（1）第二病院消化器病センター，
　2）吉森医院）：緩解期に下痢が持続した潰瘍性大腸炎の一症例．川崎医師会医学会誌，12，137－141，1995．
6）日置正文：一般外科手術と大血管手術合併症例の検討．日本臨床外科学会誌，56，1780－1781，1995．
7）田中賢助1），伊藤正秀1），角田誠之1），豊島　明，吉田　宏1），渡辺昌則1），原　一郎’），馬越正通1）（1）消化器病セ
　ンター）：胃粘膜局所免疫の検討：IgA　IgG含有細胞の動態から．川崎市医師会医学会誌，12，142－149，1995．
著書
1）天野純治：〔分担〕内ヘルニア［1］傍十二指腸ヘルニア．“ヘルニアのすべて“（沖永功太編），p．247－263，へ
　るす出版，1995．
学会発表
（1）特別講演：
1）天野純治：保留噴門超小胃術式乃臨床意義．新京ウイグル自治区医学会西北王省区第二回腫瘍学会会議（新京ウ
　イグル自治区，ウルムチ市），1995．8．
（2）シンポジウム：
1）久吉隆郎，天野純治，難波　亨，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，栗原雄司，山本眞二：再発乳癌の治療：
　胸壁再発乳癌に対する外科的切除の適応と限界．第57回日本臨床外科医学会総会，1995．11．
（3）パネルディスカッション：
1）久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，山下康夫，山岸茂
　樹：絞拒性イレウスの画像診断と治療上の問題点：絞拒性イレウスの開腹所見からみた画像診断の問題点．第26
　回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
（4）一般講演：
1）久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，的場康徳，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，栗原雄司，内藤英
　二：Stainless　stee1とmesh　marlex　mesh併用による胸壁再建術式の有用史柄：2剖検結果を加えて．第95回
　日本外科学会総会，1995．4．
2）難波　亨，久吉隆郎，平田知己，的場康徳，天野純治＝副腎転移巣を同時に切除した肺腺癌の1例．第12回日本
　呼吸器外科学会総会，1995．5．
3）久吉隆郎，難波　亨，平田知己，的場康徳，天野純治：術後静脈血栓と菌体による下腿潰瘍を来した肺aspergillus
　症の1例。第12回日本呼吸器外科学会総会，1995．5．
4）原　一郎1），木本洋一郎，田中賢助1），小山雅章1），豊島　明1），平田知己，的場康徳’），渡辺昌則1），内藤英二1），
　平野文也’），吉田　宏1），山口裕史1），田崎達也1》，伊藤正秀D，赤岩　順1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病セン
　ター）：治療に難渋している肝内胆管結石の1例．第24回神奈川消化器外科研究会，1995．5．
5）遠藤祐理子1），堺　則康1），秋田政彦1），矢代加奈1），横山　泉1），江川ゆり1），伊東文行1），久吉隆郎，天野純治，
　渡部英之2），山本泰一3）（1）第二病院皮膚科，2）放射線科，3）第一病理）：腋窩に発生した異所性乳癌と診断した1例．
　第95回日本皮膚科学会総会，1995．5．
6）久吉隆郎，難波　亨，野中尚子，山本　達1），村上正洋1），青木　律1），大久保正智1），百束比古1）（1）形成外科）l
　stainlesssteel　mesh（SSM）とmarlex　mesh（MM）による胸壁再建術について．第38回日本形成外科学会総
　会，1995．5．
一240一
7）山本　達1），久吉隆郎，難波　亨，百束比古1〉，大久保正智1），村上正洋1），青木　律1），百束比古1），野中尚子
　　（n形成外科）：術後経過からみた筋皮弁を代用補填物の併用による胸壁全層再建症例の検討．第38回日本形成外
　科学会総会，1995．5．
8）木本洋一郎，天野純治，野中尚子，久吉隆郎，難波　亨，大久保哲行，平野滋之，栗原雄司，山本眞二，平田知
　　己：無腫瘤性乳癌（TO乳癌）の経験．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
9）遠藤祐理子1），堺　則康1），横山　泉1），矢代加奈1），伊東文行D，久吉隆郎，天野純治，渡部英之2）（1）第二病院皮
　　膚科，2）放射線科）：腋窩に発生した異所性乳癌と診断した1例．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
10）渡辺昌則・），平田知己，赤岩　順1），伊藤正秀1），原　一郎1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病センター）：脾腫瘍
　　と鑑別困難であった膵尾部浸潤癌の1例．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
11）平野滋之，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，大久保哲行，木本洋一郎，栗原雄司，山本眞二：鑑別診断が困難で
　　あった回腸終末部索状物による絞拒性イレウスの2例．日本医大医学会第86回例会，1995．5．
12）西垣朝裕1），塚本　浩1），村澤恒男1），上田征夫1），原　文男1），難波　亨，，川並注一2）（1）第二病院内科，2）病理部）
　　多量の心嚢液貯留，心不全をきたし，悪性リンパ腫または多発性骨髄腫が疑われる1症例．日本医大医学会第86
　　回例会，1995．5．
13）平野滋之，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，木本洋一郎，大久保哲行，栗原雄司，山本眞二：絞掘性イレウスに
　　於ける画像診断の意義．第46回日本消化器外科学会総会，1995．7．
14）的場康徳2），松林冨士男1），久吉隆郎，天野純治，赤岩　順2），馬越正通2）（1）プラザ記念病院，2）第二病院消化器
　　病センター）：胃癌穿孔に対するOmental　Implantationの適応と有効性．第46回日本消化器外科学会総会，
　　1995。7．
15）大久保哲行，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，木本洋一郎，平野滋之，栗原雄司，山本眞二l　S状結腸穿孔とそ
　　の臨床像．第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
16）久吉隆郎，難波　亨，的場康徳1），天野純治，松林博男：転移性直腸腫瘍（小腸癌）の穿孔により縦隔・皮下気
　　腫をきたした1例．第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
17）久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，野中尚子，山岸茂
　　樹，山下康夫，山本　達1），村上正洋1），青木　律1），大久保正智1），百束比古1）（1）形成外科）：われわれの開発し
　　た新しい術式一stainless　steel　mesh（SSM）とmarlex　mesh（MM）による胸壁再建術について一．第63回日本医
　　大医学会総会，1995．9．9．
18）山岸茂樹，久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，野中尚
　　子，山下康夫，佐藤雅史1），川並注一2）（1）第二病院放射線科，2）病理部）：再発肺癌術後長期生存中の2例．第63
　　回日本医大医学会総会，1995．9．
19）野中尚子，久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，山岸茂
　　樹，山下康夫，山本　達1），川並注一2），太田吉男2），大庭孝男2）（1）形成外科，2）第二病院病理部）胸腔ドレーン
　　抜去時細胞診による予後判定と再発様式について．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
20）山本眞二，久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，野中尚子，山岸茂
　　樹，山下康夫，佐藤雅史1），百束比古2）（1）第二病院放射線科，2）形成外科）：術後下腿皮膚aspergillus症を合併
　　した肺化膿症の1例．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
21）難波　亨，久吉隆郎，天野純治，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，野中尚子，山岸茂
　　樹，山下康夫，佐藤雅史1）（1）第二病院放射線科）：両側副腎転移切除を行った肺腺癌の1例．第63回日本医大医
　　学会総会，1995．9．
22）平田知己，久吉隆郎，天野純治，難波　亨，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，野中尚子，山岸茂
　　樹，山下康夫，田崎達也1），的場康徳1），赤岩　順1），佐藤雅史2〕（1）第二病院消化器病センター，2）放射線科）＝胃
　　平滑筋肉腫術後に肺癌を合併しsleeve　pneumonectomyを行った1例．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
一241一
23）大久保哲行，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，木本洋一郎，平野滋之，粟原雄司，山本眞二：大腸穿孔20例の臨
　床的検討．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．9．
24）平田知己，久吉隆郎，難波　亨，山岸茂樹，佐藤雅史1）（’）放射線科）：Camey症候群を合併した肺癌の1例．第
　36回日本肺癌学会総会，1995．10．
25）久吉隆郎，難波　亨，平田知己，山岸茂樹，佐藤雅史11，金子泰之2）（1）第二病院放射線科，2）病理部）：良性の経
　過を示したリンパ増殖性肺疾患症例の検討．第36回日本肺癌学会総会，1995．10．
26）山岸茂樹，久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之：Mirizzi症候群7
　例の検討．第94回肝胆膵疾患研究会，1995．10．
27）的場康徳1），松林冨士男2），大網　弘3），片山博徳4），天野純治，馬越正通1）（1）第二病院消化器病センター，2）プラ
　ザ記念病院，3）老人病研究所病理部，4）多摩永山病院病理部）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍に対するOmental　Im－
　plantationの検討．第7回日中消化器外科学術交流会議，1995．
28）的場康徳1），松林冨士男2），天野純治，馬越正通1）（1）第二病院消化器病センター，2）プラザ記念病院）：穿孔性胃・
　十二指腸潰瘍にに対するOmental　Implantationの実力．第4回フォラム潰瘍動態研究会，1995．
29）栗原雄司，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，大久保哲行，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，伊東文行’），百束
　比古2）（1）第二病院皮膚科，2）形成外科）：乳房外広範囲外陰部Paget氏病の2例．第57回日本臨床外科学会総会，
　1995．　11．
30）木本洋一郎，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，大久保哲行，平野滋之，平田知己，栗原雄司，山本眞二，野中尚
　子＝難治性乳輪下膿瘍の手術と組織学的検討．第57回日本臨床外科学会総会，1995．11．
31）山下康夫，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，大久保哲行，平野滋之，平田知己，栗原雄司，野中尚子：第759回
　外科集談会，1995．11．
32）平田知己，難波　亨，久吉隆郎，山本眞二，山岸茂樹，天野純治，山口裕史1），平井真実1），原　一郎1）（1）第二病
　院消化器病センター）：食道Carclnosarcomaの2例．第84回神奈川県臨床外科医学会集談会，1995．12．
33）赤岩　順1），大久保哲行1），三浦道夫1），久吉隆郎，難波　亨，天野純治（1）育生会横浜病院外科）：粘膜下腫瘍様
　の増殖を示した上行結腸癌の1例．第84回神奈川県臨床外科医学会集談会，1995．12．
34）山下康夫，久吉隆郎，難波　亨，平田知己，木本洋一郎，平野滋之，山本眞二，天野純治，馬越正通1），川並江
　一2）（1）第二病院消化器病センター，2）病理部）：腹直筋に発生し胸壁横隔膜心膜を合併切除した横紋筋肉腫の1
　例．第84回神奈川県臨床外科医学会集談会，1995．12．
35）山岸茂樹，久吉隆郎，難波　亨，平田知己，天野純治，遠藤祐理子1），伊東文行1）（1）第二病院皮膚科）：腋窩に発
　生した乳癌の1例．第84回神奈川県臨床外科医学会集談会，1995．12．
36）久吉隆郎，難波　亨，平田知己，山岸茂樹，天野純治，松本譲二1），佐藤雅史2），川並注一3〉，金子泰之（1）第二病
　院産婦人科，2）放射線科，3）病理部）：進行性気腫性病変を合併した転移性肺腫瘍（子宮発生Mullerian　mixed
　tumor）の1切除例．第114回日本肺癌学会関東部会，1995．12．
37）平田知己，久吉隆郎，山本眞二，山岸茂樹，天野純治，平野文也，的場康徳1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病
　センター）：胃悪性腫瘍先行異時性悪性腫瘍の検討．第9回神奈川胃癌治療研究会，1995．12．
38）遠藤祐理子1），矢代可奈1），堺　則康1），横山　泉’），伊東文行1），久吉隆郎（1）第二病院皮膚科）：胃癌および食道
　粘膜病変を伴った悪性黒色表皮腫の1例．日本皮膚科学会第717回東京地方会，1996．1．
39）北村純一1），久吉隆郎，田島圭輔1），矢部きのみ1），穐山尚子D，竹内孝仁1）（1）第二病院リハビリテーションセン
　ター）：肺切除，パーキンソン病，脳卒中，消化管出血，心因性てんかんや甲状腺機能克進症などの多様な疾患
　を有した1症例．第84回関東地方リハビリテーション懇懇話会，1996．2．
40）難波　亨，久吉隆郎，平田知己，天野純治：結核性乳魔胸の1手術治験例．第97回日本胸部外科学会関東甲信越
　地方会，1996．2．
41）久吉隆郎，天野純治，難波　亨，平田知己，木本洋一郎，山本眞二，山下康夫，山岸茂樹，佐藤雅史1），柴崎　徹2），
一242一
　青木孝文2），川並涯一3）（1）第二病院放射線科，2）整形外科，3）病理部）：仙骨平滑筋肉腫の1切除例．第760回外科
　集談会，1996．3．
42）木本洋一郎，天野純治，久吉隆郎，難波　亨，平田知己，山本眞二，山下康夫，山岸茂樹，佐藤雅史1），菊竹晴
　子1），川並注一2）（1）第二病院放射線科，2）病理部）：胸腔鏡下に切除した特発性肺内血腫の1例．第760回外科集談
　会，1996．3．
43）菅野重人1），日置正文，家所良夫1），原田智浩1），小熊将之1），相田成隆1），松島伸治1》，渋谷哲男1），田中茂夫1）
　　（1）第二外科）：術前診断が困難であった肺腫瘍の1例．第759回外科集談会，1995．9．
44）増田　栄，日置正文，家所良夫1），松島伸治1），小原邦彦n，小笠原英継1），菅野重人1），内山喜一郎1），渋谷哲男1），
　田中茂夫1）（1）第二外科）：高齢者腹部大動脈瘤の臨床的検討．第36回日本脈管学会総会，1995．11．
45）増田　栄，日置正文，家所良夫1），松島伸治1），小原邦彦1），織井恒安1），陳　光永1），渡辺秀裕・），内山喜一郎1）・
　大場英己1），渋谷哲男1），田中茂夫1）（1）第二外科）：静脈閉塞症状を主症状とした特発性後腹膜線維症の1例．第
　57回日本臨床外科学会総会，1995．
46）菅野重人1），松島伸治1），日置正文，家所良夫1），増田　栄，相田成隆1〉，吉野直之1），渋谷哲男D，田中茂夫1）
　　（1）第二外科）：末梢神経障害を初発症状として発症した縦隔腫瘍の経験．第96回日本胸部外科学会関東甲信越地
　方会，1995．12．
47〉日置正文，家所良夫1），小原邦彦1），小笠原英継D，増田　栄，菅野重人1），松島伸治1），田中茂夫1）（1）第二外科）：
　後天性弁膜症術後の遠隔成績．第48回日本胸部外科学会総会，1995．10．
48）朽方規喜，田中茂夫1），寺田功一1），佐々木健志1），落　雅美1），二宮淳一1），日置正文，池下正敏1）（1）第二外科）：
　　Bjork－Shiley弁の遠隔成績一相対生存率を用いた予後の評価法一．第48回日本胸部外科学会総会・1995・
49）朽方規喜，家所良夫1），田中茂夫1），落　雅美1），二宮淳一1），日置正文（1》第二外科）1教室におけるBjork－Shiley
　Convexo－Concave弁の遠隔成績．第26回日本心臓血管外科学会総会，1995．
50）朽方規喜，寺田功一1），斎藤七恵2），佐地嘉章2），成田尚也3）（1）第二外科，2）総合会津中央病院循環器科，3伺検査
　部）小口径バルーンを用いた膝下動脈以下における経皮的血管形成術．第10回心臓血管外科ウィンターセミナー，
　　1995。
51）増田　栄，大場英己1），渋谷哲男1），近藤亮一D，酒井欣男1），鈴木章一1），田中茂夫’）（1）第二外科）：総胆管に発
　　生したpapillo－tubular　adenomaの1例．第234回日本消化器病学会関東部会，1995．5．
52）豊島　明，伊藤正秀1），角田誠之1），渡辺昌則1），原　一郎1），赤岩　順1），井上直己1），馬越正通1）（1）第二病院消
　　化器病センター）：タウロコール酸との関連からみた胃体部潰瘍の背景胃粘膜一正常例との比較において一．第
　　81回日本消化器病学会総会，1995．
53）豊島　明，伊藤正秀1），角田誠之1），渡辺昌則1），原　一郎1），赤岩　順1），井上直己’），馬越正通1）（’）第二病院消
　　化器病センター）：胃体部潰瘍の背景胃粘膜におけるウルソデキシコール酸濃度の影響一タウリン抱合型一．第
　　81回日本消化器病学会総会，1995．
54）的場康徳1），豊島　明，大網　弘2），片山博徳3），角田誠之1），渡辺昌則1），内藤英二1），平野文也1），伊藤正秀1）・
　　原　一郎1），赤岩　順1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病センター，2）老人病研究所病理部，3）多摩永山病院病理
　　部）：Omental　Implantationの潰瘍治癒促進作用と再発抑制作用の検討．第63回日本医大医学会総会・1995．9・
55）豊島　明，伊藤正秀1），角田誠之1），駒崎敏昭1），坊　英樹1），小山雅章1），田中賢助1》，栗原雄司1》，的場康徳L）・
　　内藤英二1），渡辺昌則1），平野文也1），吉田　宏1），山口裕史1），田崎達也1），原　一郎1），赤岩　順1），井上直己1），
　　馬越正通’），桜井四郎2），湯川雅枝3）（1）第二病院消化器病センター，2）大妻女子大学社会情報学部，3）放射線医学
　　総合研究所環境衛生研究部）：胃内逆流性胆汁酸中ケノデオキシコール酸濃度と私6漉oδα惚7ρッJoガの関連．第
　　63回日本医大医学会総会，1995．9．
56）坊　英樹1），伊藤正秀1），豊島　明，角田誠之1），渡辺昌則1），吉田　宏1），井上直己1），馬越正通1）（1）第二病院消
　　化器病センター）：逆流胆汁酸中タウロコール酸と胃潰瘍の背景い粘膜について：非潰瘍例との比較において．
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　第63回日本医大医学会総会，1995．
57）豊島　明，伊藤正秀1），角田誠之1），渡辺昌則且），田崎達也1），原　一郎1），馬越正通’），桜井四郎2），湯川雅枝3》（1）
　第二病院消化器病センター，2）大妻女子大学社会情報学部，3）放射線医学総合研究所環境衛生研究部〉：消化性潰
　瘍の背景胃粘膜における∬厩606鰯67ρッJo万，微量元素と逆流性胆汁酸との関連．第50回日本消化器内視鏡学会
　総会，1995．
58）渡辺昌則1），駒崎敏昭1），角田誠之1），山口裕史’），伊藤正秀1），原　一郎1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病セン
　　ター）：食道癌術後重症肝不全に対して血漿交換療法が著効した1例．第759回外科集談会，1995．
59）豊島　明，伊藤正秀1），角田誠之1），駒崎敏昭1），坊　英樹1），小山雅章1），田中賢助1），栗原雄司1），的場康徳11，
　内藤英二1），渡辺昌則1》，平野文也1），吉田　宏1），山口裕史1），田崎達也1），原　一郎1），赤岩　順1），馬越正通1》
　　（1）第二病院消化器病センター）：Endoscopic　surgeryにおける粘膜切除後早期QOL向上への工夫．第758回第
　759回外科集談会，1995．
60）駒崎敏昭1），山口裕史1），渡辺昌則1），豊島　明，坊　英樹1》，原　一郎1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病センター）：
　腸管子宮内膜症によりイレウスを呈した1症例．第84回神奈川県臨床外科医学会総会，1995．
61）伊藤正秀1），角田誠之1），豊島　明，井上直己1），陸川秀智1），小山雅章1），渡辺昌則1），馬越正通1）（1）第二病院消
　化器病センター）：蛋白漏出性胃腸症を伴った薬剤誘発性急性胃粘膜病変の1例．第13回川崎医師会医学会，
　1996．
62）豊島　明，伊藤正秀1），角田誠之1），小山雅章1），田中賢助1），馬越正通1），桜井四郎2），湯川雅枝3）（1）第二病院消
　化器病センター，2）大妻女子大学社会情報学部，3）放射線医学総合研究所環境衛生研究部）：消化性潰瘍の背景胃
　粘膜における∬6漉o加6孟ε7ρyJo万と胃粘膜内微量元素および逆流性胆汁酸との関連．第13回川崎医師会医学会，
　1996．
63）原　一郎1），田崎達也1），豊島　明，渡辺昌則1），山口裕史1），伊藤正秀1），馬越正通1）（1）第二病院消化器病センター）：
　十二指腸絨毛腺腫の1例．第47回日本消化器外科学会総会，1996．
［千葉北総病院胸部心臓血管・呼吸器外科］
研究概要
　開院して1年が経過した平成7年度においては外来患者数・病床数の増加に伴い，手術症例数も増えつつあり，充
分とはいかないまでも臨床的研究において成果をあげつつある．平成8年1月からは肺・縦隔系疾患の専門医も着任
し，さらなる発展が期待される。
　当教室の研究主題の1つである「不整脈の外科」として心表面マッピングを心房細動症例に行っており，これを用
いて効率のよい縮小手術を施行して効果をあげている．他の主題である「心原性ショックの治療」として経皮心肺補
助法（PCPS）を用いての研究を内科・集中治療部と共同で行っている．
　血管系において大動脈手術における脳循環補助の研究を計画中であるが，症例数の増加が待たれるところである．
静脈疾患においてはMRAによる診断法が放射線科との共同研究によりほぼ確立されつつあり，低侵襲でかつ有用な
ものとして評価をうけている．
　肺・縦隔系では低心肺機能症例での手術適応・術後運動耐容能の研究を中心に行っている．
研究業績
論文
（1）原著1
　1）田島なっき1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），岡田　進1），田島廣之2），隈崎達夫2），浅野哲雄，加藤丈司1）（1）千葉北
　　総病院放射線科，2）付属病院放射線科）：下肢静脈瘤のMRA．日本磁気共鳴医学会雑誌，15，203211，1995．
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2）田中啓治1），田中　隆1），杉本忠彦，金子晴生1》，子島　潤’），高野照夫1），二宮淳一2），早川弘一3）（1）付属病院集
　中治療室，2）同第二外科，3）同第一内科）：急性心筋梗塞における大動脈バルンパンピング（IABP）無効の心原性
　ショックの病態とこれに対する経皮的心肺補助法（PCPS）の有用性ならびに問題点．心臓，27，793－801，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）笠神康平1），掃部弘行1），田中庸介1）・田中　隆D・田中啓治1），大久保直子，杉本忠彦，浅野哲雄（1）千葉北総病
　　院集中治療部）：大動脈バルンパンピング無効の心原性ショックの病態とPCPSの効果（主題：CCUにおける
　　急性心不全の治療指針）．第16回IABP研究会，1995．
　2）田中啓治1），斎藤　均1），笠神康平1），田中　隆1），杉本忠彦，浅野哲雄，山本保博2）（1）千葉北総病院集中治療部，
　　2）同救急部）：急性大動脈解離における消耗性凝固異常としての血小板の変化（主題：救急領域のDICによる血
　　小板減少と病態生理学的考察）．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
（2）パネルディスカッション：
　1）加藤一良1）・横田裕行1），大友康裕1），高橋幸道1），小川理郎1），磯部博隆1），山本保博1），益子邦洋1）・辺見　弘1），
　　大塚敏文1），浅野哲雄，田中茂夫（1）付属病院救急医学）：非開放性心損傷の診察．第95回日本外科学会総会，1995．
　　4．
（3）一般講演：
　1）五味渕誠，真崎義隆，秋山博彦，別所竜蔵，小泉　潔，原口秀司，田中茂夫：肺切除後の耐運動能の制限因子に
　　ついて．第95回日本外科学会総会，1995．4．
　2）池下正敏，日置正文，浅野哲雄，家所良夫，山内茂生，原田　厚，新田　隆，杉本忠彦，保坂浩希・田中茂夫：
　　基礎心疾患に合併する心房細動の一期的手術の検討mapguideによる両心房切開術．第95回日本外科学会総会，
　　1995．4．
　3）保坂浩希，池下正敏，山内茂生，原田　厚，新田　隆，田所裕之，杉本忠彦，佐藤泰雄，田中茂男：右心房解離
　　術がWavelengthに及ぽす影響について．第59回日本循環学会学術集会，1995．4．
　4）金子晴生1），田中啓治1），田中　隆1），大野忠明1），高木　元1），岩城秀行，杉本忠彦，浅野哲雄，子島　潤2），高
　　山守正2），高野照夫2），早川弘一3）（1）千葉北総病院集中治療部，2）付属病院CCU，3）同第一内科）：経皮的心肺補助
　　法（PCPS）を施行した極めて重篤な心原性ショックに対するPTCAの効果．第59回日本循環器学会学術集会，
　　1995．4．
　5）五味渕誠，桧山和弘，佐地嘉章，見城正剛，神野正明，三上　巌，秋山博彦，別所竜蔵，真崎義隆，原口秀司，
　　小泉　潔，若林武雄，田中茂夫：低心肺機能症例の特性と手術適応．第12回日本呼吸器外科学会総会，1995．5．
　6）貝津俊英1），川俣博志1），林宏光1》，隈崎達夫1）・伊藤公一郎2），岡田進2）・浅野哲雄，岩城秀行，大秋美治3），
　　恩田宗彦4），浅野伍朗4）（1）付属病院放射線科・2）千葉北総病院放射線科・3）付属病院病理部・4）病理学第二）：破裂
　　をきたした急性腹部限局型大動脈解離の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　7）笠神康平1），於保倫之助2），本田治久2），吉田明広2），大國真一2），水野杏一2），杉本忠彦，浅野哲雄，田中　隆1），
　　田中啓治1），岡田　進3）（1）千葉北総病院集中治療部，2）同内科，3）同放射線科）：多発性小脳梗塞の発症を契機に発
　　見された心臓粘液腫の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第156回学術集会，1995．6．
　8）田中啓治1），山本　剛1），斎藤好信1），斎藤　均1），田中　隆1），高山英男2），大國真一2），水野杏一2），杉本忠彦，
　　浅野哲雄（1）千葉北総病院集中治療部，2）同内科）：脂肪負荷試験を用いた虚血性心疾患の重症度判定．第43回日
　　本心臓病学会学術集会，1995．9．
　9）子島　潤1），保坂浩希1），高野照夫1），竹田晋浩1）・今泉孝敬1）・藤田信輔1）・杉本忠彦，田中啓治2）（1）付属病院集
　　中治療室，2）千葉北総病院集中治療部）：経皮的心肺補助法（PCPS）が心原性ショック時の脳血流と肺細胞機能
　　に及ぼす効果．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
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10）田島なつき1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），岡田　進1），田島廣之2），隈崎達夫2），浅野哲雄（1）千葉北総病院放射線
　科，2）付属病院放射線科）：下肢静脈瘤のMRA．第63回日本医科大学医学総会，1995．9．
11）三上　巌1），山本光伸1），西村仁志1），出雲俊之2），福島光浩，秋山博彦，真崎義隆，原口秀司，小泉　潔，五味渕
　誠，田中茂夫（1）埼玉県立がんセンター胸部外科，2）同臨床病理部）：肺癌術前検査において認められた副腎腫瘤
　　4例の検討．第36回日本肺癌学会総会，1995．10．
12）笠神康平1〕，掃部弘行1），田中康介1），田中　隆1），田中啓治1），馬淵浩輔2），横山真也2），小林利行2），大國真一2），
　水野杏一2），大久保直子，杉本忠彦，浅野哲雄，荒川　宏3），栗田　明3）（1）千葉北総病院集中治療部，2）同内科，
　3）防衛医大第一内科）：心破裂（Oozingrupture）後，Hemopericardiumのままバンクーバーから移送された広
　範囲前壁梗塞の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第157回学術集会，1995．10．
13）大國真一），馬淵浩輔1），横山真也1），小林利行1），水野杏一1），掃部弘行2），笠神康平2），田中　隆2），田中啓治2），
　川島徹生，大久保直子，杉本忠彦，浅野哲雄（1）千葉北総病院内科，2）同集中治療部）：Cutting　Ba1100nによる
　PTCA後の冠動脈内膜変化：血管内視鏡を用いて．日本循環器学会関東甲信越地方会第157回学術集会，1995．
　　10．
14）大久保直子，浅野哲雄，杉本忠彦，川島徹生，田中茂夫D，大國真一2），水野杏一2），田中啓治3），大秋美治4）（1）付属病院
　第二外科，2）千葉北総病院内科，3）同集中治療部，4）同病理部）：経皮的冠動脈形成術（PTCA）施行後生じた冠動
　脈瘤に対する外科治療の1例．第96回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，1995．12．
15）斎藤　均1），笠神康平1），高野雅充1），田中康介1），田中　隆1），田中啓治1），杉本忠彦，浅野哲雄，太田由芽子2）（1）千葉
　北総病院集中治療部，2）北総栄病院）：発症直後，解離腔の証明が困難であった完全血栓閉鎖型大動脈解離の1
　例．第4回日本集中治療医学会関東甲信越地方会，1995．12．
16）秋山博彦，鈴木世考，桧山和弘，藤井正大，佐藤泰雄，福島光浩，原口秀司，小泉　潔，五味渕　誠，田中茂夫，
　　川本雄司（1）病理学第一）：胸腔鏡下に摘出し得た食道粘膜下嚢腫の1例．第97回日本胸部外科学会関東甲信越地
　　方会，1996．2．
17）笠神康平1），掃部弘行1），田中康介1），斎藤　均1），田中　隆1），田中啓治1），大久保直子，杉本忠彦，浅野哲雄（1）千葉
　北総病院集中治療部）：急性大動脈解離と臓器不全．第9回千葉県MOF研究会，1996．
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11．脳神経外科学講座
［付属病院脳神経外科］
研究概要
　教室では下記の主要テーマについて臨床的及び基礎的研究を進めており，その成果を積極的に学会ならびに論文に
発表している．また，各研究グループのカンファランスが毎月開催され，各付属病院及び関連病院の統一した治療指
針が検討され，有機的連携が確立されつつある．
　1）間脳下垂体腫瘍に関する臨床的および基礎的研究：豊富な手術症例に基づいた臨床的研究が行なわれており，本
邦における指導的役割を果たしている．基礎的研究は本学第3内科及び東海大学病理学教室との共同研究が成果を挙
げている．さらに，「日本医大内分泌研究会」，「付属病院内分泌カンファランス」が発足し，関連各科との共同研究の
基礎作りがなされた．また本年度より，日本脳神経外科学会の分科会である「日本間脳下垂体腫瘍研究会」の事務局
を教室が運営することになった．
　2）脳腫瘍に関する臨床的および基礎的研究：「脳腫瘍カンファランス」及び「脳腫瘍病理カンファランス」が設け
られ，臨床的および基礎的研究が着実に推し進められている．また，治療に難渋する頭蓋底部腫瘍に対してQOLを重
視した外科的治療が行なわれている．
　3）脳血管障害に関する臨床的および基礎的研究：「脳血管障害カンファランス」が設けられ，臨床データの集積が
なされている．脳血管内手術も積極的に治療法の一貫として取り入れられている．また，脳虚血に関する基礎的研究
が微小透析法や電子共鳴スピンを用いて行なわれている．
　4）頭部外傷に関する臨床的および基礎的研究：「頭部外傷カンファランス」が発足し，救命救急センターと密に連
絡をとりながら，特に低体温療法に関する臨床データが集積されつつある．また，基礎的研究も着実に行なわれてい
る。
　5）神経内視鏡，ニューロナビゲータ，脳磁図，3D－CTなどlessinvasiveneurosurgery，functional　neurosurgery
を意図した新しい診断・治療法を積極的に臨床の場に取り入れている．
研究業績
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33）野手洋治，寺本　明：鞍上部に大量の出血を呈した下垂体卒中の1例．脳神経外科速報，6，19－33，1996．
34）星野　茂1），小林士郎1），布施　明2），白石一也1），志村俊郎2），中沢省三（1）千葉北総病院脳神経外科，2）救急医学，
　3）多摩永山病院脳神経外科）：ラットのsevere　fluid－percussion　brain　injury後の遷延性およびびまん性IgG免
　疫発現，神経外傷，18，173－177，1995．
35）村井保夫，小林士郎1）・戸田茂樹，佐々木光由，中澤省三（1）千葉北総病院脳神経外科）：両側内頚動脈閉塞症の
　診断においてmagnetic　resonance　angiographyが有用であった治験例．救急医学，20，119－122，1996．
（2）総説：
1）Teramoto，A．，and　Takakura，K．1）（1）東京女子医大脳神経外科）：Current　concept　of　lymphocytic　hypo－
　physitis．Crit．Rev．Neurosurg．，　5，57－62，1995．
（3）著書：
1）Yamaguchi，F．，Morrison，R．S．1），Saya，H．2），Bruner，」．M．2），Takahashi，H、3），and　Nakazawa，S。（1）Depart－
　ment　of　Neurosurgery，2）Department　of　Neuro－Oncology　The　University　of　Texas　M．D．Anderson　Cancer
　Center，3）第二病院脳神経外科）：Differential　experession　of　FGFReceptor　l　and　FGF－Receptor21s　asso－
　ciated　with　malignant　progression　of　gliomas．Brain　Tumor　Research　and　Thereapy，Masakatsu　Nagai，
　p，221－232，Springer－Verlag　Tokyo，1996．
学会発表
（1）特別講演：
1）寺本　明：下垂体腫瘍の診断と治療 最近の動向一．第19回北九州脳神経外科懇談会，1995．7．
2）寺本　明：下垂体腺腫の新分類．第6回福井内分泌代謝研究会，1995．7．
3）寺本　明：Cushing病の診断と治療．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
4）寺本　明：ホルモン産生下垂体腺腫の診断と治療一最近の動向一．第21回山形内分泌代謝研究会，1995．9．
5）寺本　明：脳下垂体腫瘍の診断と治療一Cushing病について一．第11回博多脳神経外科懇談会，1995．10．
6）寺本　明：ホルモン産生下垂体腺腫の診断と治療一最近の動向一．第21回神戸内分泌研究会，1995．10。
7）寺本　明：下垂体腺腫に対する経蝶形骨手術．第54回日本脳神経外科学会，1995．10．
8）寺本　明：脳腫瘍治療の現況と今後の課題．脳下垂体腫瘍の治療一最近の動向．第54回日本脳神経外科学会，
　　1995．　10．
9）寺本　明：下垂体腫瘍に対する経蝶形骨手術．上中越脳神経外科医会第6回例会，1995．11．
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10）寺本　明：下垂体腫瘍に対する経蝶形骨手術．第19回神奈川脳神経外科懇談会，1995．11．
11）寺本　明：脳下垂体腫瘍の診断と治療　最近の動向一．第39回熊本内分泌疾患症例検討会，1995．11．
12）Teramoto，A．：Surgical　treatment　of　pituitary　microadenomas．NUYNA　SAPPORO1995，1995．12．
13）寺本　明：脳下垂体腺腫の診断と治療，最近の動向．第25回久留米大学脳神経外科学講座開講記念会，1995．12．
（2）教育講演：
1）寺本　明：下垂体腫瘍の診断と治療，第56回北野病院神経カンファレンス，1995．4．
2）寺本　明：下垂体腫瘍．トルコ鞍近傍腫瘍．第12回脳神経外科専門医教育研修会，1995．6．
3）寺本　明：下垂体腫瘍の診療と治療．第11回北見市医師会生涯教育集会，1995．10．
4）寺本　明：術後残存下垂体腺腫治療上の問題点．第6回問脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
（3）シンポジウム：
　1）寺本　明：クッシング病の確定診断一海綿静脈洞直接サンプリング法について一．第24回日本医学会総会，1995．
　　4。
2）寺本　明：Gonadotropinomaの病態と治療．第68回日本内分泌学会総会，1995．6．
3）寺本　明1手術と非手術的治療の比較「ホルモン産生下垂体腫瘍，手術的治療」．第4回脳神経外科手術・機器
　　研究会，1995．6．
4）諌山和男1），玉置智規，前川正義’），横田裕行旦），益子邦洋1），大塚敏文1），寺本明（1）救急医学）：両側性頭蓋内
　　血腫の検討．第19回日本神経外傷研究会．1996．3．
5）林伸吉，諌山和男1），寺本　明，佐藤秀貴1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学）：重症頭部外傷患者における
　　低体温療法一下垂体前葉機能測定による評価一．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
（4）パネルディスカッション：
　1）Kobayashi，S，1），Sato，N，1），Hayashi，Y，1），Furukawa，T．1〉，Awaya，S．1），Hoshino，S．1），Mizunari，T．1），
　　Teramoto，A・，and　Yokota，H・2）（1）千葉北総病院脳神経外科，2》千葉北総病院救急部）：Does“delayedtraumatic
　　intracerebral　hematoma”existP第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
2）小林士郎1），斉藤寛浩1），林　靖人1），古川哲也1），粟屋　栄1），星野　茂1），水成隆之1），横田裕行2），寺本　明（1）
　　千葉北総病院脳神経外科，2）千葉北総病院救急部）：小児重症頭部外傷におけるdiffuse　cerebral　swellingの検
　　討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
3）横田裕行1），小川理郎1），佐藤秀貴2），布施　明2），本間正人2），猪鹿倉恭子2），諌山和男2），益子邦洋2），黒川　顕2），
　　山本保博1），大塚敏文2），小林士郎3），寺本　明（1）千葉北総病院救急部，2）付属病院救急医学，3）千葉北総病院脳
　　神経外科）：多発外傷を伴う重症頭部外傷の検討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
（5）一般講演：
　1）Yoshida，D，，Takahashl，H．，Nakazawa，S，，Sakuma，Y．1），andPiepmeier，」．M．2）（1）DepartmentofPhysiology，
　　2）Department　of　Neurosurgery，Yale　University　School　of　Medicine）：Immediate　drug　effect　of　Estramus－
　　tine　on　human　glioma　cells．American　Association　of　Neurological　Surgeons．63rd　Annual　Meeting
　　（Florida，U．S．A．），1995．4．
2）Ikeda，Y．，Nakazawa，S，，Nakagawa，Y．1），Ishibashi，Y．1），and　Yoshii，T．（1）Jisseiken　Biomedical　Res．）：
　　Effect　of　arginine　vasopressin（AVP）release　inhibitor　on　traumatic　brain　edema．10th　European　Congress
　　of　Neurosurgery（Berlin，Gremany），1995．5．
3）Node．Y．，and　Nakazawa，S．：Acceptable　upper　limit　of　SEP　parameters　during　spinal　instrumentation．
　　10th　European　Congress　of　Neurosurgery（Berlin，Germary），1995．5．
4）Node，Y．，Nakazawa，S．，and　Chen，M．N．：Diagnostic　value　of　MR　imaging　in　patients　with　asymptomatic
　　cerebral　infarction・10th　European　Congress　of　Neurosurgery，（Berlin，Germany）・1995．5．
5）Node，Y．，Shimura，T．1》，and　Teramoto，A．（1）多摩永山病院脳神経外科）：Clinical　significance　ofMR　Imaging
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　　in　patients　with　asymptomatic　cerebral　infarction．The9th　Asian－Australasian　Congress　of　Neurological
　　Surgery（Taipei，Taiwan），1995．11．
6）Shimura，T．1），Teramoto，A．，Mukai，T．2）3），Endo，T．213），Node，Y．，and　Isayama，K．4》（1）多摩永山病院脳神経
　　外科，2）東京医科大学法医学，3）東京都監察医務院，4）救急医学科）：Clinicopathological　studies　ofcraniocerebral
　　gunshot　injuries．The　gth　Asian－Australasian　Congress　of　Neurological　Surgery（Taipei，Taiwan），1995．
　　11．
7）Yoshida，D．，Piepmeier，J．M．1），and　Teramoto，A．（1）Department　of　Neurosurgery，Yale　University　School
　　of　Medicine）l　Modulation　of　Proliferation　and　Cell　Motility　on　U87MG　Malignant　Human　Glioblastoma
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66）植松正樹，野手洋治，川本俊樹，寺本　明，杉崎祐一）（1）病理部）：術前診断が困難であった脳内結核腫の1例．
　第60回日本脳神経外科学会関東地方会，1995．11．
67）水成隆之1），小林士郎1），古川哲也1），粟屋　栄1），寺本　明（1）千葉北総病院脳神経外科）：髄外進展を呈したana－
　plastic　astrocytomaの1例．第60回日本脳神経外科学会関東地方会，1995．11．
68）高橋　弘1），金谷幸一，寺本　明（1）第二病院脳神経外科）：悪性グリオーマ治療におけるDual－isotope　SPECT
　の有用性．第10回ニューロ・オンコロジィの会，1995．12．
69）池田幸穗，寺本　明，中川　豊1），石橋良徳1》，吉井利郎1》（1》実生研）：Arginine　vasopressin（AVP）release
　inhibitor　RU51599の脳保護効果．第7回神経損傷の基礎シンポジウム，1995．12．
70）寺本　明：経蝶形骨法再手術に際しての合理的な術式．第28回関東脳神経外科懇談会，1995．12．
71）戸田茂樹，池田幸穗，川本俊樹，寺本　明：虚血性脳浮腫における活性酸素の役割．生体フリーラジカル研究会
　第9回学術大会，1995．12．
72）池田幸穗，川本俊樹，梁　亦郵，戸田茂樹，寺本　明：脳浮腫に対するsinglet　oxygen　scavengerの効果．生
　体フリーラジカル研究会第9回学術大会，1995．12．
73）杉山　誠，太組一朗，寺本　明，山王なほ子1），長村義之1），Vale，E．2）（’）東海大学病理，2）The　Clayton　Foundation
　Laboratory　for　Peptide　Biology，The　Salk　Institute）：下垂体腺腫におけるinhibin，BAの免疫学的検討．第
　　6回間脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
74）喜多村孝幸，金　景成，吉田陽一，野手洋治，寺本　明＝前頭葉内に著明な血腫を呈した巨大下垂体卒中の1例．
　第6回間脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
75）吉田陽一，杉山　誠，金　景成，喜多村孝幸，寺本　明，富山俊一），山王なほ子1），長村義之2）（1）耳鼻科，2）東
　海大学病理）＝鼻腔，副鼻腔に進展した巨大下垂体腺腫の1例．第6回間脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
76）田中祐司1），高野幸路1），山下直秀1），藤田敏郎1），寺本　明（1）東京大学第4内科）：ACTH依存性Cushing症候
　群に対する短期問コルチゾール合成酵素阻害剤療法（第2報）．第6回間脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
77）高田浩次1），山田正三1），吉田勝彦2），佐野寿昭3），臼井雅昭1），寺本　明（1）虎の門病院脳神経外科，2）徳島大学分
　　子栄養学，3）徳島大学第一病理）：Acrogigantismを呈した兄弟例の遺伝子解析．第6回問脳下垂体腫瘍研究会，
　　1996．2．
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78）松野彰1），宇都宮洋才2），竹腰　進2），山王なお子2），長村義之2），大杉芳孝3），長島　正1），寺本　明（1）帝京大
　　市原脳外，2）東海大病理，3）大鵬薬品興行安全研）：ラット下垂体細胞におけるGHとGHmRNAの細胞内局在の
　　電顕的二重染色法による検討　免疫電顕と電顕in　situ　hybr孟dization．第6回間脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
79）山王なほ子1），寺本　明，杉山　誠，太組一朗，長村義之1）（1）東海大病理）：下垂体腺腫におけるnatural　killer
　　cell　likeimmunoreactivity（NK－1）の発現一機能性腫瘍のマーカーとしての意義の検討．第6回間脳下垂体腫
　　瘍研究会，1996．2．
80）山王なお子1），寺本　明，長村義之’）（1）東海大病理）：下垂体腺腫における核内レセプター発現とPit－l　combined
　　ISH－IHC法による解析．第6回間脳下垂体腫瘍研究会，1996．2．
81）高木亮1），林宏光1》，小林尚志1），隅崎達夫1），諌山和男2），池田幸穗，寺本明（1）放射線科，2）救急医学）：
　　三次元CT血管造影法（3D－CTA）を用いたくも膜下出血（SAH）後の脳血管攣縮の評価．第19回日本脳神経CI
　　研究会，1996．2．
82）太組一朗，吉田大蔵，林　靖人，野手洋治，寺本　明：錐体骨先端部類上皮腫の1治験例．第19回日本脳神経CI
　　研究会，1996．2．
83）河原　清，野手洋治，寺本　明：頭蓋内転移をきたした直腸Carcinoidの1例．第19回日本脳神経CI研究会，
　　1996．　2．
84）原島克之，吉田大蔵，野手洋治・小島豊之，寺本　明：頭頂骨に発生した悪性線維性組織球腫の1例．第19回日
　　本脳神経CI研究会，1996．2．
85）吹野晃一，河原　清，野手洋治，寺本　明：MRI所見により日本脳炎が示唆された脳炎の1症例．第29回日本脳
　　神経CI研究会，1996．2．
86）植松正樹，野手洋治，川本俊樹・杉崎祐一1），寺本　明（1）付属病院病理部）：術前診断が困難であった脳内結核
　　腫の1例．第19回日本脳神経CI研究会，1996．2．
87）足立好司，杉山　誠，寺本　明，山口文雄1）・河原　清11（1）目白第3病院脳神経外科）：ウィルス感染によると思
　　われた若年性多発性脳内出血の1例．第19回日本脳神経CI研究会，1996．2．
88）池田幸穂，林敏彦1），寺本明，桑名壮一郎2）（1）第二病院放射線科，2）三菱重工大倉山病院）：脳ドックにおけ
　　る高速Fluid　Attenuated　Inversion　Recovery（FLAIR）法の有用性．第5回日本脳ドック学会，1996．2．
89）渡辺　玲，池田幸穗，寺本　明：高齢者破裂脳動静脈奇形の2例．第9回日本老年脳神経外科研究会，1996．2．
90）山口文雄，高橋　弘1），寺本　明（1）第二病院脳神経外科）：グリオーマにおけるfibroblastgrowthfactorrece－
　　ptors（FGFRs）の発現変化を利用した悪性度診断と遺伝子治療への応用．日本医科大学医学会第88回例会，1996．
　　2。
91）池田幸穗，戸田茂樹，川本俊樹，寺本　明：Arginine　Vasopressin分泌抑制剤の抗脳浮腫作用．第14回Cyto－
　　protection研究会，1996．3．
92）植松正樹，野手洋治，太組一郎，寺本　明，志村俊郎1）（1）多摩永山病院脳神経外科）：両側側頭葉海綿状血管腫
　　の1例．第61回日本脳神経外科学会関東地方会，1996．3．
93〉小井戸隆1），星野　茂1），水成隆之1），小林士郎D，寺本　明（1）千葉北総病院脳神経外科）：Transcondyle　approach
　　にてclippingが可能であったCI　origin　of　PICA　distal　aneurysmの1例．第61回日本脳神経外科学会関東地
　　方会，1996．3．
94）小松原清光1），浜田　浩1），石郷岡聡1），高橋　弘1），寺本　明（11第二病院脳神経外科）：転移性脳腫瘍との術前鑑
　　別が困難であった頭蓋内原発悪性リンパ腫の1例．第61回日本脳神経外科学会関東地方会，1996．3．
95）金　景成・），植松正樹・），山田昌興1）・粟屋　栄・），星野　茂・），水成隆之・），小林士郎1），寺本　明（1）千葉北総病
　　院脳神経外科）：第4脳室内出血にて発症した後下小脳動脈遠位部動脈瘤．第24回東葛地区脳神経外科研究会，
　　1996．　3．
96）古川哲也1》，小林士郎1），寺本　明（1）千葉北総病院脳神経外科）：小児AI　aneurysmの1例．第24回東葛地区脳
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　　神経外科研究会，1996．3．
97）布施　明1），黒川　顕1），諫山和男1），横田裕行1），大塚敏文1），小林士郎2），寺本　明，阿部靖子3），西野武士3）
　　（1）救急医学，2》千葉北総病院脳神経外科，3）第1生化学）：実験頭部外傷におけるエネルギー状態の推移．第19回
　　日本神経外傷研究会，1996．3．
98〉玉置智規，諌山和男1），横田裕行1），木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），小林士郎2），寺本　明（1）救急医学，2）千葉
　　北総病院脳神経外科）：重症頭部外傷穿頭術時における血行動態の検討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
99）太組一朗，杉山　誠，寺本　明，山王なほ子1），長村義之1），Steiner，D．F．2）（1）東海大学病理，2）Departmentof
　　Biochem1stry＆Molecular　Biology，The　University　of　Chicago）＝下垂体腺腫におけるPC（prohormone
　　convertase）発現の免疫組織化学による解析．第7回CRH／ACTH研究会，1996．3．
［第二病院脳神経外科］
研究概要
　第二病院脳神経外科は，付属病院脳神経外科と密接な連携を保ちながら脳腫瘍，脳血管障害，神経外傷，中枢神経
奇形などあらゆる脳神経疾患の外科的治療を対象として臨床的，基礎的研究を行っている．
　特に，悪性脳腫瘍に関しては，これまで行ってきた基礎的研究に基づいて腫瘍抗原に対するヒト型モノクローナル
抗体を用いた特異的免疫療法と各種のBiological　Response　Modifier（BRM）製剤を用いた非特異的免疫療法を臨床
的に応用し，確実な効果をあげてきている．また，モノクローナル抗体に結合したリポソーム封入癌抑制遺伝子を用
いたターゲッティング療法の基礎的研究も行っており，最近は複数の癌抑制遺伝子を用いた遺伝子カクテル療法の基
礎研究に精力を注いでいる．さらに，臨床的には従来摘出困難と思われていた頭蓋底などの腫瘍に関しても確実な手
術療法を施行しており，良好な結果をおさめてきている．また，悪性脳腫瘍に対しては新しい化学免疫療法を試み・
データが蓄積されつつある．なお，基礎的研究は文部省科学研究費補助金の援助を受けながら行われている．
　脳血管障害に関しては，超音波ドップラーやSPECTを用いて脳循環を詳細に測定することにより，非観血的に正
確な病態把握を行う臨床的研究が盛んである．また，同様の方法により遷延性意識障害患者の病態を詳細に把握して
遷延性意識障害のレベルを分類する研究を積極的に行っている．
　小児疾患に関しても，画像診断ばかりではなく神経外傷の重症度に応じた脳循環動態の差違に注目して研究を行っ
ており，中枢神経奇形については，形成外科と合同で行う頭蓋・顔面外科にテーマを絞り，これらの症例に対する臨
床的研究を施行中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Takahashi，H．，and　Nakazawa，S．：Antitumor　effect　of　Juzen－Taiho・To，a　kampo　medicine，for　transplant－
　　ed　malignant　glioma．Int．J．Immunotherapy，Xl，65－69，1995．
　2）高橋　弘：悪性グリオーマ治療における漢方方剤の有用性．漢方と最新治療，4，133－147，1995．
　3）草弼博昭，高橋　弘，中沢省三：小児における良性および悪性脈絡叢乳頭腫のMRI所見．CI研究，17，21－25，
　　1995．
　4）林　伸吉，高橋　弘・志村俊郎，中沢省三：急速な増大を示した左房内粘液腫による多発性脳動脈瘤の1例．脳
　　神経外科，23，977－980，1995．
　5）高橋　弘，浜田　浩：免疫賦活剤Ubenimexを用いた悪性グリオーマの免疫療法．神免疫研，8，283－288，1995．
　6）高橋　弘1十全大補湯の悪性グリオーマに対する抗腫瘍活性．JAMA（日本語版）別冊，3031，1996．
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（2）総説：
　1）高橋　弘：小児中枢神経疾患の画像診断；von　Hippel－Lindau病．小児内科，27，287－290，1995．
著書
　1）Yamaguchi，F．，Morrison，R．S．，Saya，H．，Bruner，J．M．，Takahashi，H．，and　Nakazswa，S．：〔分担〕
　　Differential　expression　of　FGF－Receptor2is　associated　with　mahgnant　progression　of　gliomas，“Brain
　　Tumor　Research　and　Therapy”，（Nagai，M．），p．221－232，Springer－Verlag（Tokyo），1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）高橋　弘：悪性脳腫瘍のトピックス．第1回脳腫瘍レビューの会，1995．6．
（2）シンポジウム：
　1）高橋　弘，松本正博：転移性脳腫瘍における治療法別にみた治療成績の検討．第20回日本外科系連合学会学術集
　　会，1995．6．
（3）一般講演：
　1）Yoshida，D．，Takahashi，H．，Nakazawa，S．，Sakuma，Y．，and　Piepmeier，」，M．：lmmediate　drug　effect　of
　　Estramustine　on　human　glioma　cells．American　Association　of　Neurological　Surgens63rd　Amual　Meeting
　　（Florida，U．S．A．），1995．4．
　2）Takahashi，H．，Hamada，H。，Takumi，1．，Yamaguchi，F．，and　Teramoto，A．：Utility　of　immunomodulator
　　Ubenimex　for　treatment　of　malignant　glioma．The9th　Asian－Australasian　Congress　of　Neurological
　　Surgery（Taipei，Taiwan），1995。11．
　3）吉田大蔵，高橋　弘，中沢省三，佐久問康夫：Estramustineのヒトグリオーマ細胞に対するcytostaticeffect．
　　第36回日本神経学会総会，1995．5．
　4）高橋　弘，浜田　浩：免疫賦活剤Ubenimexを用いた悪性グリオーマの免疫療法．第8回「脳と免疫」研究会・
　　1995．7．
　5）高橋　弘，浜田　浩，小島豊之，石郷岡聡：外科的治療が有効であった脳幹部海綿状血管腫の一治験例．第63回
　　日本医科大学医学会総会，1995．9．
　6）小島豊之，浜田　浩，石郷岡聡，高橋　弘：特異な経過をたどった器質化慢性硬膜下血腫の1例．第63回日本医
　　科大学医学会総会，1995．9．
　7）足立好司，高橋　弘，寺本　明：グリオーマ患者のミニチュア動物モデル．第54回日本脳神経外科学会総会，
　　1995．　10。
　8）高橋　弘，浜田　浩，太組一朗，山口文雄，寺本　明：免疫賦活剤Ubenimexの悪性グリオーマ治療における有
　　用性．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
　9）山口文雄，Morrison，R．S．，山田昌興，佐谷秀行，高橋　弘，寺本　明：神経系腫瘍の分化におけるfibroblast
　　growth　factor　receptorの関与．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
10）高橋　弘，足立好司，吉田大蔵・山口文雄，寺本　明：グリオブラストーマに対するBRM併用放射線・化学療
　　法の有用性．第4回日本脳腫瘍カンファランス，1995．11．
11）山口文雄，山田昌興，高橋　弘，寺本　明：グリオーマ悪性変化におけるFGF－receptor2の発現の変化につい
　　て．第4回日本脳腫瘍カンファランス，1995．11．
12）足立好司，高橋　弘，寺本　明：放射線照射SCID－huマウスとミニチュアグリオーマ患者．第4回日本脳腫瘍カ
　　ンファランス，1995．11．
13）石郷岡聡，浜田　浩，小松原清光，高橋　弘，寺本　明：脳ドックにて発現された先天性脳血管奇型の2例．第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一257一
　60回日本脳神経外科学会関東地方会，1995．11．
14）高橋　弘，金谷幸一，寺本　明：悪性グリオーマ治療におけるDua1－isotope　SPECTの有用性．第10回ニューロ・
　オンコロジィの会，1995．12．
15）山口文雄，高橋　弘，寺本　明：グリオーマにおけるFibroblast　Growth　Factor　Receptors（FGFRs）の発現
　変化を利用した悪性度診断と遺伝子治療への応用．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
16）小松原清光，浜田　浩，石郷岡聡，高橋　弘，寺本　明：転移性脳腫瘍との鑑別が困難であった頭蓋内原発悪性
　　リンパ腫の1例．第61回日本脳神経外科学会関東地方会，1996．3．
［多摩永山病院脳神経外科］
研究概要
　多摩永山病院脳神経外科は，日本脳神経外科学会専門医訓練施設として，診療，教育，研究を付属病院脳神経外科
学教室の指導の下に行っている．
　当科の第1の研究テーマは，主として脳腫瘍の手術例と外傷性びまん性脳損傷の症例において，持続頭蓋内圧測定
（光センサー硬膜下法），脳血流測定（超音波ドップラー法），電気生理学的検査（聴性脳幹反応，体性感覚誘発電位），
MRI・MRA等の多くの諸検査により経時的な測定をすることによりその病態解明を行っている．
　第2のテーマは頭痛患者外来において筋弛緩剤チザニジンによる皮膚血流増加効果をサーモグラフィーで，また
Transcranialドップラーによる脳血流測定を行うことにより，その臨床薬理学的効果を正常成人例と対比し検討す
る。
　第3のテーマは頭蓋内原発性悪性リンパ腫の分子神経病理学的研究を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Shimura，T．，Teramoto，A，1），Nakazawa，S．1），Aihara，K．2）（1）Department　of　Neurosurgery　Mppon　Medical
　　Schoo1，2）Central　Institute　for　Electron　Microscopic　Research）：A　chnicopathological　study　of　malignant
　　glioma　done　after　local　administration　of　chemotherapeutic　agents．Clinical　Neuropathology，15，119－124，
　　1996．
　2）杉山誠，志村俊郎，野手洋治，佐々木光由・林伸吉，古川哲也，前田昭太郎1），中沢省三2）（D付属多摩永山
　　病院病理部，2）付属病院脳神経外科）：後頭蓋窩に著しい進展を示した頭蓋咽頭腫の1例．脳神経外科ジャーナ
　　ノレ，　4（3），　296－302，　1995。
　3）山口文雄1），志村俊郎，岡田卓郎1），粟屋　栄1），吉田大蔵1），中沢省三1）（1）付属病院脳神経外科）：外転神経麻痺
　　にて発症した橋静脈血管腫の1例．CI研究，17（4），401－405，1995．
　4）星野　茂1），小林士郎2），布施　明1），白石一也1），志村俊郎，中沢省三11（1）付属病院脳神経外科，2）付属千葉北総
　　病院脳神経外科）：ラットのsevere　fluid－percussion　brain　injury後の遷延性およびびまん性IgG免疫発現．神
　　経外傷，18，173－177，1995．
　5）志村俊郎二最近注目されている新しい重症脳損傷の概念．日医大誌，62，306－307，1995．
　6）林伸吉1》，高橋弘2），志村俊郎，中沢省三1》（1）付属病院脳神経外科，2）付属第二病院脳神外科）：急速な増大を
　　示した左房内粘液腫による多発性脳動脈瘤の1例．脳神外科，23（11），977－980，1995．
　7）向井敏二1》，遠藤任彦1），志村俊郎（1凍京医科大学法医学）＝銃創一基礎的事項と臨床上の留意点一．日医新報，
　　3749，　1996．
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（2）その他：
1）平野朝雄1），志村俊郎（1）アルバートアインシュタイン医科大学病理学・ニューロサイエンス部門，モンテフィオー
　　レメディカルセシター神経病理部門）：良性脳腫瘍の神経病理．（日本医科大学医学会特別講演要旨）日医大誌，
　　63，　73，　1996．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）高橋　弘1），松本正博（1）第二病院脳神経外科）：転移性脳腫瘍における治療法別にみた治療成績の検討．第20回
　　日本外科系連合学会学術集会，1995，6．
（2）一般講演：
　1）Node，Y．1），Shimura，T，，Teramoto，A．1）（1）Department　of　Neurosurgery，Nippon　Medical　Schoo1）：ClinicaI
　　significance　of　MR　Imaging　in　patients　with　asymptomatic　cerebral　infarction，The9th　Asian－Australasian
　　Congress　of　Neurological　Surgery（Taipei，Taiwan），1995．11．
　2）Shimura，T．，Teramoto，A．1），Mukai，T．2）3），Endo，T．2）3），Node，Y．1），Isayama，K．4）（1）Department　of
　　Neurosurgery，Nippon　Medical　Schoo1，2）Department　of　forensic　Medicine　Tokyo　Medical　College，3〉Tokyo
　　Metropolitan　govemment　medical　examiner’s　office，4）Critical　Care　Medicine，Nippon　Medical　Schoo1）：
　　Clinicopathological　studies　of　craniocerebral　gunshot　injuries。The9th　Asian－Australasian　Congress　of
　　Neurological　Surgery（Taipei，Taiwan），1995．11．
　3〉星野　茂1），小林士郎2），布施　明3），白石一也1），志村俊郎，中沢省三’）（1）付属第二病院脳神経外科，2）付属千葉
　　北総病院脳神経外科，3）付属多摩永山病院救命救急センター）：Rat　severe　fluid　percussionbrain　injury後の遷
　　延性及びび慢性なIgGの免疫発現．第18回日本神経外傷研究会，1995．4．
　4）松本正博，志村俊郎，饒波正博1），渡辺国博1），寺本　明1），前田昭太郎2）（1）付属病院脳神経外科，2）多摩永山病
　　院病理部）：Intracistemal　accessory　neurinomaの1手術例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　5）高瀬真人1），竹田幸代1），城田和彦1），稲葉八興1），村上由加里1），岡部俊成1），飛田正俊1），向後俊昭1），吉田　豊1）・
　　松本正博，志村俊郎（1）多摩永山病院小児科）：CMV感染乳児に見られた頭蓋内巨大血管腫と思われる1例．日
　　本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　6）小南修史，松本正博，原島克之，志村俊郎，寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科）：脳動脈瘤術後の脳血管攣縮に
　　対する塩酸パパベリン動注療法の経験．第12回多摩地区脳卒中研究会，1995．6．
　7）村松　光1），井口恭一），興椙敬幸1），李　敏昌1），村田憲一），村田信子1），中村　雄1），小沢一成1），須原芳宏1），
　　砂川真子1），山田稔子1），志村俊郎，松本正博，寺本　明2）（1）春日居温泉病院リハビリテーション科，2）付属病院
　　脳神経外科）1脳血管障害発症7ケ月以後でも，脳外科手術後に片麻痺ステージの著明な回復がみられた症例の
　　検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　8）志村俊郎，松本正博，小南修史，鈴木紀成，饒波正博且），渡辺国博1），寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科）：大脳
　　半球問裂部硬膜下膿瘍の1治験例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　9）松本正博，志村俊郎，小南修史，原島克之，寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科）＝副神経鞘腫の1例．第59回日
　　本脳神経外科学会関東地方会，1995．9．
10）松本正博，志村俊郎，小南修史，寺本　明・）（1）付属病院脳神経外科）：転移性脳腫瘍の臨床像：高齢者患者の特
　　徴．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
11）野手洋治1），寺本　明1），志村俊郎（1）付属病院脳神経外科）：脳ドックにおけるTranscranial　Doppler測定の臨
　　床的意義：MRアンジオグラフィーとの比較検討．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
12）志村俊郎，寺本　明1），諌山和男2），向井敏二3）4），遠藤任彦3）4），中村俊彦4），戸田茂樹1），野手洋治1），松本正博，
　　辺見　弘2）（1）付属病院脳神経外科，2）付属病院救急医学科，3）東京医科大学法医学，4）東京都監察医務院）：頭部銃
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　　創症例の臨床病理学的研究．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
13）清水秀樹1），小黒辰夫11，三枝順子1），安藤　哲D，森　　修1），大秋美治E），小林士郎2），前田昭太郎3），志村俊郎，
　　浅野伍朗4）（1）付属千葉北総病院病理部，2）付属千葉北総病院脳神経外科，3）付属多摩永山病院病理部，4）日本医科
　　大学第二病理学教室〉：小脳Hemangioblastoma2症例の細胞像．第34回日本臨床細胞学会秋期大会，1995．11．
14）林伸吉1），諌山和男1），益子邦洋1），大塚敏文1），志村俊郎，小林士郎2），玉置智規3），寺本明3）（1）付属病院高
　　度救命センター，2）千葉北総病院脳神経外科，3）付属病院脳神経外科）：脳実質内出血を伴わない脳室内出血の検
　　討．第8回日本神経救急研究会，1995．11．
15）本問正人夏），直江康孝2），布施　明2），猪鹿倉恭子2），黒川　顕2），松本正博，志村俊郎（1）国立病院東京災害医療
　　センター救命救急センター，2）付属多摩永山病院救命救急センター）：硬膜動静脈奇形の破裂による来院時心肺
　　停止として来院した1例．第8回日本神経救急研究会，1995．11．
16）志村俊郎，吹野晃一1》，野手洋治1），寺本　明1），川本雅司2），杉崎祐一2）（’）付属病院脳神経外科，2）付属病院病理
　　部）：Ki－1陽性頭蓋内リンパ腫の病理組織学的検討．第4回日本脳腫瘍カンファランス，1995．11．
17）植松正樹1），野手洋治1》，太組一朗1），寺本　明1），志村俊郎（1）付属病院脳神経外科）：両側側頭葉海綿状血管腫の
　　1例．第61回日本脳神経外科学会関東地方会，1996．3．
［千葉北総病院脳神経外科］
研究概要
　開設後2年が経過した千葉北総病院脳神経外科は，付属病院脳神経外科と綿密な関係を保ちながら脳血管障害，頭
部外傷，脳腫瘍を中心とした臨床的および基礎的研究を行った．
　1）脳血管障害：クモ膜下出血の永年の研究課題である脳血管攣縮の病態解明のため，TCDによる脳血流速度，
Xe－CTによる脳血流量の経時的測定のdataの集積を行った．治療面においては，塩酸パバリンの動注療法，microbaL
loncatheterを用いてのPTAを施行し，その有用性を認識した．十分な検討が加えられていない前大脳動脈A1部動
脈瘤および後下小脳動脈末梢部動脈瘤についての臨床報告を行った．
　脳動静脈奇形（AVM）に対しては，脳血管内手術法による人工塞栓術の効果を検討するとともに長期fo110wupを
行った．
　虚血性脳血管障害に関しては，頭頸部血管狭窄に対して脳血管内手術法を用いてのPTAと急性期超選択的血栓溶
解療法の有効性を実証した．
　2）頭部外傷：fluid　percussion（PF）法を用いたラット重症実験頭部外傷モデルを使用してIg　immmoreactivity
の動態を検討した．
　3）脳腫瘍1脳血管内手術法による悪性脳腫瘍に対する抗癌剤の超選択的動注療法の有効性を証明した．種々の出血
性脳腫瘍例に対する術前の人工塞栓術の検討を行った．新たに導入した骨メス（Maidas　Rex）を使用して行う頭蓋底
外科症例の蓄積を行った．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Yoshida，D・1），Murai，Y・，Chen，M．2），Kobayashi，S．，Awaya，S．，and　Termoto，A．1）（1）付属病院神経外科，2）佼
　　成病院脳神経外科）：Massive　cerebral　hemorrhages　from　metastatic　squamous　cell　carcinoma　repeating　in
　　a　short　period，佼成医誌，19，25－30，1995．
　2）Hoshino，S・，Kobayashi，S・，and　Nakazawa，S．1）（1）付属病院脳神経外科）：Prolonged　and　extensive　IgG
　　immunoreactivity　after　severe　fluid－percussion　injury　in　nat　brain．Brain　Res．，711，73－83，1996．
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3）草弼博昭1），小林士郎，中澤省三1）（旦）付属病院脳神経外科）：皮質動脈破綻による急性硬膜下血腫一老年者の検討
　　一．救急医学，19，2067－2071，1995．
4）横田裕行1），山本保博1），諌山和男2），布施　明2），中林基明2），益子邦洋2），大塚敏文2），小林士郎，粟屋　栄（1）千葉
　　北総病院救急部，2）救急医学）：禰慢性軸索損傷の臨床的位置づけ．神経外傷，18，142－145，1995．
5）星野　茂，小林士郎，布施　明1），白石一也，志村俊郎2），中沢省三3）（1）救急医学，2）多摩永山病院脳神経外科，
　　31付属病院脳神経外科）：ラットのsevere　fluld　percussion　brain　injury後の遷延性およびびまん性IgG免疫発
　　現．神経外傷，18，173－177，1995．
6）村井保夫1），小林士郎，戸田茂樹1），佐々木光由1），中澤省三（i）付属病院脳神経外科）：両側内頸動脈閉塞症の診
　　断においてmagnetic　resonance　angiographyが有用であった治験例．救急医学，20，119－122，1996．
7）玉置智規1），諌山和男2），横田裕行3），益子邦洋2），辺見　弘2），小林士郎，寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科，2）救急
　　医学，3）千葉北総病院救急部）：両側性急性硬膜外血腫，急性硬膜下血腫の臨床的検討．日外傷会誌，10，220－225，
　　1996．
（2）総説：
1）小林士郎：スポーツ医学におけるプライマリケア，頭痛．臨床スポーツ，12，23－29，1995．
2）小林士郎：多発外傷．Clinical　Neuroscience，14，277－281，1996．
著　書
　1）Yokota，H．1），Yamamoto，Y．1），Nakabayashi，M．2），Fuse，A．2），Mashiko，K．2），Honemi，H．2），Otsuka，T．2），
　　Kobayashi，S．，and　Nakazawa，S．3）（1）千葉北総病院救急部，2）救急医学，3）付属病院脳神経外科）：〔分担〕
　　Continuous　monitoring　of　jugular　oxgen　saturation　in　neurosurgical　intemsive　care　units．“Neurochemical
　　Monitoring　in　the　Intensive　Care　Unit”（Tsubokawa，Y．，Marmarow，A．，Robertson，C．，and　Teasdale，G．
　　Eds．），p．98104，Sprirger－Verlag（Tokyo），1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）小林士郎：救急医療と画像診断．佐原市救急医療講演会，1995．9．
　2）小林士郎：脳血管障害の最近の話題．流山市救急の日特別講演会，1995．9．
（2）シンポジウム：
　1）横田裕行1），山本保博1），諌山和男2），布施　明2），中林基明2），大塚敏文2》，小林士郎・粟屋　栄，中沢省三3）（1）千葉
　　北総病院救急部，2）救急医学・3）付属病院脳神経外科）：禰慢性軸索損傷の臨床的位置づけ．第18回日本神経外傷
　　研究会，1995．4．
　2）横田裕行1），山本保博1），中林基明2），布施　明2），佐藤秀貴2），諌山和男2），大塚敏文2），黒川　顕2），小林士郎（1）千葉
　　北総病院救急部，2）救急医学）：脳代謝・脳血流・皮質細胞内pH測定システムの開発．第54回日本脳神経外科学
　　会総会，1995．10．
　3）小林士郎：内頸動脈系脳塞栓に対する急性期局所血栓溶解療法の適応と問題点について．第23回日本救急医学会
　　総会，1995．11．
（3）パネルディスカッション：
　1）Kobayashi，S．，Sato，N．，Hayashi，Y．，Furukawa，T．，Awaya，S．，Hoshino，S．，Mizunari，T．，Teramoto，A．11，
　　and　Yokota，H．2）（1）付属病院脳神経外科，2）千葉北総病院救急部）：Dose“Delayed　Traumatic　Intracerebral
　　Henatoma”exist．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
　2）小林士郎，斉藤寛浩，林　靖人，古川哲也，粟屋　栄，星野　茂，水成隆之，横田裕行1），寺本　明2）（1）千葉北
　　総病院救急部，2）付属病院脳神経外科）：小児重症頭部外傷におけるdiffuse　cerebral　suellingの検討．第19回日
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　　本神経外傷研究会，1996．3．
3）横田裕行1》，小川理郎1），佐藤秀貴2〉，布施　明2），本間正人2），猪鹿倉恭子2），諌山和男2），益子邦洋2），黒川　顕2），
　　山本保博1）・大塚敏文2），小林士郎，寺本　明3）（1》千葉北総病院救急部，2）救急医学，3）付属病院脳神経外科）：多
　　発外傷を伴う重症頭部外傷の検討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
（4）一般講演：
1）Kobayashi，S．，Furukawa，T．，Hoshino，S．，Awaya，S．，Mizunari，T．，Yokota，H．1〉，and　Teramoto，A．2）（1）千葉
　　北総病院救急部，2）付属病院脳神経外科）：Ruptured　distal　anterior　cerebral　artery　aneurysns　l　A　report　on
　　46verified　cases．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
2）星野　茂・小林士郎，布施　明1），白石一也・志村俊郎2），中沢省三3）（1）救急医学，2）多摩永山病院脳神経外科，
　　3）付属病院脳神経外科）：Rat　severe　fluid　percussion　brain　injury後の遷延性及び慢性なIgGの免疫発現．第
　　18回日本神経外傷研究会，1995．4．
3）星野　茂，小林士郎，水成隆之，小井戸隆，粟屋　栄，白石一也，松丸和弘1），中沢省三2）（’）千葉北総病院放射
　　線科，2）付属病院脳神経外科）：小児重症頭部外傷のXe－CTによる局所脳血流量の測定．第18回日本神経外傷研
　　究会，1995．4．
　4）林敏彦’），岡田進1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），田島なつき1），小林士郎，水成隆之，渡辺部英之2），隈崎達
　　夫2）（1）千葉北総病院放射線科，2）付属病院放射線科）＝Intracranlal　extracerebral　gliomaの1例．日本医科大
　　学医学会第86回例会，1995．5．
5）小島豊之，小林士郎，河原　清，古川哲也，粟屋　栄，星野　茂・水成隆之，横田裕行1》，松丸和弘2），岡田　進2），
　　小関一英3），望月　徹3）（1）千葉北総病院救急部，2）千葉北総病院放射線科，3）救急医学）：Balloonocclusion後に
　　Xe－CTにてCBFの改善を認めたhigh　flow　CCFの1例．第7回日本神経救急研究会，1995．5．
6）小川理郎1），横田裕行1），加藤一良’），大友康裕’），小池　薫D，高橋幸道1），増野智彦1），山本保博1），小林士郎（1）千葉
　　北総病院救急部）：病態の把握にXe－CT，MRIが有用であった一酸化中毒の1例．第7回日本神経救急研究会，
　　1995，　5．
　7）林　伸吉1），諌山和男2），玉置智規1），小林士郎，池田幸穂1），横田裕行3》，益子邦洋2）・山本保博3），辺見　弘2），
　　大塚敏文2）（1）付属病院脳神経外科，2）救急医学，3）千葉北総病院救急部）：視束管開放術を施行した7例の検討．
　　第9回日本外傷学会，1995．5．
　8）清水秀樹1），小黒辰夫1），三枝順子・），安藤　哲1），森　　修1），大秋美治2），小林士郎，浅野伍朗1）（1）病理学第2，
　　2）千葉北総病院病理部）：小脳hemangiobtastomaの細胞像．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　9）古川哲也・小林士郎，林　靖人，小松原清光，粟屋　栄，水成隆之：限局性脳血管炎が疑われた1例．第22回東
　　葛地区脳神経外科研究会，1995．9．
10）布施　明1），諌山和男1），横山裕行1），益子邦洋1），山本保博1），辺見　弘1），大塚敏文1），小林士郎，寺本　明2），
　　阿部靖子3）・西野武士3），岡崎太郎3）（1）救急医学，2）付属病院脳神経外科，3）生化学第1）：実験頭部外傷における
　　プリン代謝の促進．第23回日本救急医学会総会．1995．11．
11）林伸吉1），諌山和男2），益子邦洋2），大塚敏文2），志村俊郎3），小林士郎，玉置智規1），寺本明1）（1）付属病院脳
　　神経外科，2》救急医学，3）多摩永山病院脳神経外科）：脳実質内出血を伴わない脳室内出血の検討．第8回日本神
　　経救急研究会，1995．11．
12）清水秀樹1），小黒辰夫1），三枝順子1），安藤　哲1），森　　修L），大秋美治2），小林士郎，前田昭太郎D，志村俊郎3），
　　浅野伍朗1）（1）病理学第2，2）千葉北総病院病理部，3）多摩永山病院脳神経外科）：小脳Hemangioblastoma2症例
　　の細胞像．第34回日本臨床細胞学会秋期大会，1995．11．
13）水成隆之，小林士郎，古川哲也，粟屋　栄，寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科）＝髄外進展を呈したanaplastic
　　astrocytomaの1例．第60回日本脳神経外科学会関東地方会，1995．11．
14）小井戸隆，星野　茂，水成隆之，小林士郎，寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科）：Transcondyle　approach　lこて
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　　clippingが可能であったCI　origin　of　PICA　distal　aneurysmの1例．第61回日本脳神経外科学会関東地方会，
　　1996．　3．
15）金　景成，植松正樹，山田昌興，粟屋　栄，星野　茂，水成隆之，小林士郎，寺本　明1）（1）付属病院脳神経外科）：
　　第4脳室内出血にて発症した後下小脳動脈遠位部動脈瘤．第24回東葛地区脳神経外科研究会，1996．3．
16）古川哲也，小林士郎，寺本　明’）（1）付属病院脳神経外科）：小児Al　aneurysmの1例．第24回東葛地区脳神経外
　　科研究会，1996．3．
17）布施　明1），黒川　顕1），諌山和男1），横田裕行2），大塚敏文1），小林士郎，寺本　明3），阿部靖子4），西野武士4）
　　（’）救急医学，2）千葉北総病院救急部，3》付属病院脳神経外科，4）生化学第1）＝実験頭部外傷におけるエネルギー状
　　態の推移．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
18）玉置智規1），諌山和男2》・横田裕行3）・木村昭夫2），益子邦洋2）・辺見　弘2），小林士郎，寺本　明・）（1）付属病院脳
　　神経外科，2）救急医学，3）千葉北総病院救急部）：重症頭部外傷穿頭術時における血行動態の検討．第19回日本神
　　経外傷研究会，1996．3．
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12．整形外科学講座
　　［付属病院整形外科・第一病院整形外科・第二病院整形外科・
　　多摩永山病院整形外科・千葉北総病院整形外科］
研究概要
　現代の整形外科学の研究範囲は膨大な範囲に渉っているので，その全てを網羅する事は到底不可能であるが，出来
るだけ広範囲にしかも深く研究するのが教室の使命であると考えている．
　研究項目は：
　1）電気生理学；脊髄電位，神経電位，交感神経電位，筋電図，電気刺激および電磁場刺激による骨・軟骨・神経の
再生．
　2）Biomechanics；脊椎，膝関節，股関節，仙腸関節，肩関節などのBiomechanics．
　3）軟骨再生と移植；将来には骨銀行のみでなく軟骨銀行をめざしている．
　4）人工関節，人工靭帯，人工骨の開発実験および関節（主として股・膝関節）の同種移植．
　5）脊椎管内血管の解剖学．
　6）脊髄馬尾の解剖学．
　7）手根骨の動態．
　8）職業性腰痛の疫学・予防対策．
　9）Back　Schoolの実施．
10）臨床的研究；伝統的に脊髄・脊髄疾患に対する治療例が圧倒的に多く，その手術法の開発と予後の検索を行って
いる．また，現代の流れで，交通事故の外傷，老人の人工関節置換術や，骨粗　症，若者のスポーツ医学や近年急増
している骨・軟部悪性腫瘍等に関して先進的かつ独自的な治療法を試みている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kajimoto，Y．，and　Rosenberg，P．H．1）（1）Department　of　Anesthesiology，Helslnki　University）：Anaphylactoid
　　　skin　reactions　after　intravenous　regional　anesthesia　using　O．5％prilocaine　with　or　without　preservative　l
　　　a　double　blind　study。Acta　Anesthesiologica　Scandinavica，39，782－784，1995。
　2）Kajimoto，Y．，and　Rosenberg，P．H．L）（1》Depertment　of　Anesthesiology，Helsinki　University）：Controlled
　　　release　of　Iidocaine　from　injectable　gels　and　efficacy　in　rat　sciatic　nerve　block．Pharmaceutical　Research，
　　　12，　1997－2002，　1995．
　3）Takebayashi，S．1），Takasawa，H．2），Banzai，Y．，Miki，H．2），Sasaki，R．2），Itoh，Y．1），and　Matsubara，S．3）
　　　（1）Department　of　Radiology，Yokohama　City　Kowan　Hospita1，2）Department　of　Orthopedics，Yokohama
　　　City　Kowan　Hosp韮ta1，3）Department　of　Radiology，Yokohama　City　University　Hospita1）：Sonographic
　　　findings　in　muscle　strain　injury：clinical　and　MR　imaging　correlation．Joumal　of　Ultrasound　in　Medicine，
　　　14，　899－905，　1995．
　4）井上真治，岡崎太郎1）（1）第一生化学）＝Alpha2typeIcollagengeneexpressionintherabbitkneeligaments：
　　　Variations　during　the　newbom　development　and　in　the　adult　age。Biomedical　Research，16（4），219－227，
　　　1995．
　5）南　和文，白井康正，大場俊二1）（1》大場整形外科クリニック）：成長期の腰椎分離症の画像診断．臨床スポーツ
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　　医学，12，629－633，1995．
6）本田勝斉，井伊京一郎，大井淑雄1）（1）自治医科大学整形外科）：大腿骨の変形を伴った動静脈奇形の2症例．骨・
　　関節・靭帯，8，807－811，1995．
7）河路秀巳，横室公三1），菊池京子1），素本友紀2），白井康正（1）微生物学・免疫学，2）森永乳業株式会社生物科学研
　　究所）：慢性関節リウマチ患者におけるマクロファージ・コロニー刺激因子の研究。日医大誌，62，38－48，1995．
8）赤石文洋＝頸椎における前縦靭帯および後縦靭帯の生体力学的特性．日医大誌，62，360－368，1995．
9）小林　薫：ウサギ同種移植半月板の粘弾性特性：組織学的所見および水分動態との関連。日医大誌，62，377－385，
　　1995．
10）水江史樹，白井康正，伊藤博元，北川泰之，奥秋裕一，角田　隆，前田昭太郎1）（1）多摩永山病院病理部）：馬尾
　　に発生したPrimitive　neuroectodemal　tumorの1例．関東整形災外会誌，26，418－422，1995．
11）中山義人，白井康正・成田哲也，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，柏木俊治，
　　田中功一，柴田祐加子，梶原浩嗣：前十字靭帯再建術中における骨孔のisometryについて．神奈川関節外科研
　　究会誌，10，97－101，1995．
12）玉井健介，白井康正，武内俊次，中嶋隆夫：二次性変形性股関節症の進展に関与する因子の検討．Hip　Joint，
　　21，　40－44，　1995．
13）南　和文，白井康正，大場俊二1）（1）大場整形外科クリニック）：発育期の腰椎分離症と対策．臨床スポーツ医学，
　　12，　1009－1015，　1995．
14）中山義人，白井康正，成田哲也，小林　薫，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：再建前十字靭帯MR像の経時的
　　変化．東京膝関節会誌，15，198－203，1995．
15）小林　薫，白井康正，中山義人，成田哲也，八百板仁志・飯沢典茂・林　英俊，立石哲也・），白崎芳夫1）（1）工業
　　技術院機械技術研究所）：家兎同種移植半月板の粘弾性特性：緩和時問との対比．東京膝関節会誌，15，136－139，
　　1995．
16）成田哲也，白井康正，中山義人，小林　薫，八百板仁志・飯沢典茂・林　英俊：当施設における前十字靭帯再建
　　術後療法：後療法の違いによる早期成績の比較検討．東京膝関節会誌，16，88－92，1995．
17）間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，梶本陽司，杉崎健一），林　宏光1）（1）日本医科大学放射線科）：膝前
　　十字靭帯再建前後のMRl評価について：Gd－DTPAによる関節造影MRIの有用性．東京膝関節会誌，16，
　　198－205，　1995．
18）飯沢典茂，白井康正，中山義人，成田哲也，森　　淳，橘田雅美，小林　薫，八百板仁志，林　英俊：家兎膝前
　　十字靭帯再建実験の組織学的検討：膝蓋腱と吸収性人工素材を用いたAugmentation法．東京膝関節会誌，16，
　　138－142，　1995．
19）林英俊，白井康正，中山義人，成田哲也，森　淳，橘田雅美，小林薫，八百板仁志，飯沢典茂：家兎膝前
　　十字靭帯再建実験の力学的検討：膝蓋腱と吸収性人工素材用いたAugmentation法．東京膝関節会誌，16，
　　143－146，　1995。
20）宮本雅史，白井康正，中山義人，今野俊介，金田和容，石田　晋：腰椎椎間板ヘルニアにおける臨床症状とCTM
　　の検討：日腰痛研会誌，1，21－25，1995．
21）金田和容，白井康正，中山義人，宮本雅史，大野達朗：看護従事者における腰痛調査．日腰痛研会誌，1，17－20，
　　1995．
22）青木孝文，白井康正，中山義人，柴崎徹，松田ひろみ，小池竜哉，吉原　潔，柏木俊治・田中功一，梶原浩嗣，
　　柴田祐加子：尺骨遠位端掌側脱臼の1例．日手の外科会誌，12・734・1995．
23）南　和文，白井康正，間瀬泰克，小林明雄：相撲による頸部外傷：Buming　painと画像診断について．骨，関
　　節，靭帯，8，1567－1576，1995．
24）成田哲也，白井康正，伊藤博元，沢泉卓哉，藤井信人，高山景範：Brooker　Tibial　Systemによる脛骨骨幹部骨
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　折の治療：本システムの特徴・問題点を中心に．骨，関節，靭帯，8，1459－1464，1995．
25）肥沼正明，白井康正，伊藤博元，奥秋裕一，水江史樹：柔道により発生した上腕骨内穎骨折片，関節内嵌入の1
　症例．骨，関節，靭帯，8，523527，1995．
26）進藤久夫，白井康正，伊藤博元，松沢　勲，内山真紀，大秋美治：特発性脊髄硬膜外脂肪腫症による腰部脊柱管
　狭窄症の1症例．骨，関節，靭帯，8，961－965，1995．
27）今野俊介，白井康正，宮本雅史：水泳の飛込みによる頸椎障害：アンケート調査の結果より．骨，関節，靭帯，
　　8，　1577－1584，　1995．
28）南　和文：発育期のスポーツと腰痛．MEDICO，26，11585－11588，1995．
29）井伊京一郎，城　武俊，金　　竜，吉田恒丸：当科における大腿骨頸部骨折手術例についての予後調査．東京都
　衛生局学会誌，95，354－355，1995．
30）山口　修1），星野雄一1），大上仁志1），井伊京一郎，大井淑雄1），大木　勲1）（1）自治医科大学整形外科）：片開き式
　頸椎椎弓形成術（自治医大変法）の成績．東日臨整外会誌，7，552－555，1995．
31）井伊京一郎，伊藤邦臣1），油原美明1），中村　仁1），大井淑雄1）（1）自治医科大学整形外科）：寛骨臼と骨頭骨折を伴
　う股関節脱臼に対する治療の検討．骨折，17，37－42，1995．
32）間瀬泰克，白井康正，伊藤博元，南　和文，林　宏光1），松尾博由2）（1）日本医科大学放射線科，2）松尾医院〉：筋
　挫傷のMRIにっいて．日本臨床スポーツ医学会誌（第4回日本臨床スポーツ医学会学術集会選定論文），3，
　45－50，　1995。
33）間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，杉崎健一1），林　宏光1），村上隆介1）（1）日本医科大学放射線科）：膝
　前十字靭帯のMRI評価：Gd－DTPAによる関節造影MRIの有用性．膝，20，98－102，1995．
34）小林由子1），杉崎健一），村上隆介1），山本　鼎1），田島なつき2），田島廣之3），隈崎達夫3），間瀬泰克（1）多摩永山
　病院放射線科，2）千葉北総病院放射線科，3）附属病院放射線科）：膝関節損傷のMR関節造影：単純MRIとの比
　較．臨床放射線，Japanese　Joumal　of　Clinical　Radiology，40，911916，1995．
35）橋口　宏，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，高山景範，井出勝彦，水江史樹，柴田祐加子：稀な骨折型を有した
　肩関節後方脱臼骨折の1例．肩関節，19，471－475，1995．
36）進藤久夫：ヒト成人および胎児の腰部多裂筋の解剖．日医大誌，62，27－34，1995．
37）清水要吉：棘突起縦割式頸椎脊柱管拡大術のX線学的検討．日医大誌，62，369－376，1995．
38）中山義人，白井康正，成田哲也，柴崎　徹，小池竜哉，吉原　潔：膝蓋骨不安定症に対するproximal　anddistaI
　realignment法の検討．東京膝関節会誌，16，56－59，1996．
39）中山義人，白井康正，成田哲也，柴崎　徹，八百板仁志，小池竜哉，飯沢典茂：MRIによる再建前十字靭帯の画
　像評価1関節鏡との相関．東京膝関節会誌，16，206211，1996．
40）小池竜哉，中山義人，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，上坂真司，柏木俊治，梶原浩嗣，田中功一，柴田祐加
　子，白井康正：膝靭帯，半月板損傷におけるMRI診断．東京膝関節会誌，16，194－197，1996．
41）渡辺　誠，白井康正，他：大腿骨頸部内側不完全骨折（stage1）の治療成績．東日臨整外会誌，8，244－248，
　1996。
42）中山義人，白井康正，柴崎　徹，柏木俊治，田中功一，柴田祐加子：高齢者の大腿骨頸部内側骨折の予後．東日
　臨整外会誌，8，13－17，1996．
43）吉田恒丸，南　和文，城　武俊，金田和容，井伊京一郎＝高度の骨盤輪不安定症を呈したpost－pregnancy
　osteoporosisの1例．臨床整形外科，31，211－214，1996．
44）高山景範，白井康正，伊藤博元，柴崎徹，橋口　宏，井出勝彦，水江史樹，丸山晴久：鎖骨遠位端骨融解の1
　例．臨整外，31，3033 6，1996．
45）中山義人，白井康正，成田哲也，柴崎　徹，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，柏木俊治・田中功一・
　柴田祐加子，梶原浩嗣：高度内反変形膝に対する人工膝関節手術の術後成績．神奈川関節外科研究会誌，11，
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　　37－40，　1996．
46）青木孝文，白井康正，中山義人，柴崎　徹，松田ひろみ，小池竜哉，柏木俊治，田中功一，梶原浩嗣，柴田祐加
　　子：頸椎椎弓切除術後に生じた脊髄空洞症と考えられる1例．整形外科別冊，29，235－237，1996．
47）成田哲也，白井康正，中山義人，高山景範，小林　薫，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：創外固定による大腿
　　骨穎部骨折の治療経験．日創外固定研会誌，7，59－62，1996．
48）内山真紀，白井康正，渡辺　誠，肥留川道雄，横内正直，小川ひろみ：尺骨短縮骨切り術が有効であったulno：
　　carpal　abutment　syndromeの1例．神奈川整形災害外科学会誌，7（1），1995．
49）宮本雅史，白井康正，南　和文：腰椎分離・すべり症の装具．骨，関節，靭帯，8，613－617，1995．
50）小林明雄，白井康正，肥留川道雄，南　和文：僥骨頭脱臼を伴った小児尺骨のacute　plastic　bowingの1症例．
　　東日臨整外会誌，7，587－589，1995．
51）水野伸一，白井康正，南　和文，玉井健介，武内俊次，柴崎　徹：大腿骨転子部骨折CHS固定後に外傷等の誘
　　因なく頸部内側骨折を生じた1例．東日臨整外会誌，7，590－593，1995．
52）吉川　昇，白井康正，肥留川道雄，南　和文：肩甲骨骨折変形治癒後に発症したと思われる肩甲上神経麻痺の1
　　例．東日臨整外会誌，7，594－596，1995．
53）北川泰之，白井康正，中山義人，成田哲也，角田　隆，八百板仁志，浅野伍朗’），前田昭太郎2）（1》病理学第二，
　　2）多摩永山病院病理部）：膝関節近傍に発生した微小な滑膜肉腫の1例．東京膝関節会誌，15，276－278，1995。
54）橋口　宏，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，高山景範，井出勝彦，水江史樹，柴田祐加子：稀な骨折型を有した
　　肩関節後方脱臼骨折の1例．肩関節，19，471－475，1995．
55）森　　淳，白井康正，中山義人，成田哲也，北川泰之，小林　薫：Bioactive　ceramics骨補填材を使用した大腿
　　骨内穎骨切観血的治療後に生じた二次性変形性膝関節症に対して人工関節置換術を施行した1例．関節の外科，
　　22，　128－132，　1995．
56）宮本雅史，白井康正：術野補助照明装置．脊椎脊髄ジャーナル，8，643－646，1995．
57）森　　淳，白井康正，中山義人，成田哲也，小林　薫：大腿骨穎部coronal　fractureを伴った前十字靭帯損傷の
　　2症例．東京膝関節会誌，16，127131，1996．
58）小林　薫，白井康正，中山義人，成田哲也，八百板仁志，飯沢典茂，林　英俊：近位および遠位膝蓋骨制動術を
　　行ったNai1：patella症候群の1例．東京膝関節会誌，16，5－8，1996．
59）沢泉卓哉，白井康正・肥留川道雄・深井靖雄，金田琴恵・金　　竜：僥骨遠位端骨折に対する創外固定：単独使
　　用例と併用手術例の比較．日創外固定研会誌，7，55－56，1996．
60）金田琴恵，白井康正，肥留川道雄，沢泉卓哉，金田和容：Bennett骨折に大菱形骨骨折を合併した三症例．関東
　　整災外会誌，27（1），1－5，1996．
61）栗山直之，白井康正・武内俊次，藤井信人，今野俊介・金田琴恵，大野達朗：傍脊柱筋の筋電図学的検討．脳波
　　と筋電図，24（2），145，1996．
（2）総説：
1）白井康正：装具（四肢・体幹）の進歩．骨，関節，靭帯，8，523－527，1995．
2）伊藤博元，柴崎　徹，高山景範：手の装具．骨，関節，靭帯，8，561－566，1995．
3）中山義人，吉原　潔：腸脛靭帯炎．整形外科，46，1124－1128，1995．
　4）伊藤博元：放射線医学の最先端，人体3D表示．日医師会誌，114，HS25－27，1995．
5）渡辺典男1），鈴木　健1），川村義彦1），伊藤博元（D日本医科大学放射線科）：診療画像検査のポイント・四肢，肩
　　関節撮影のポイントその1．インナービジョン，10（9），98－101，1995．
6）渡辺典男・），鈴木　健1），川村義彦1），伊藤博元（D日本医科大学放射線科）：診療画像検査のポイント・四肢，肩
　　関節撮影のポイントその1．インナービジョン，10（10），66－73，1995．
7）白井康正，伊藤博元：脛骨骨幹部骨折：治療法の変遷．骨，関節，靭帯，8，1385－1387，1995．
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8）宮本雅史，白井康正：腰椎分離・すべり症の装具．骨，関節，靭帯，8，613－617，1995．
9）白井康正：労働における腰痛への対応．脊椎・脊髄ジャーナル，8（11），867－873，1995．
10）白井康正：腰聲部圧痛点の意義．日本脊椎外科学会誌，6（2），171－175，1995．
11）白井康正：疹痛をきたすもの：腰痛（主な救急疾患の症候一その鑑別と救急処置）．治療，77（2），336－342，1995．
12）中山義人：前十字靭帯再建術の基礎と臨床．整形外科，47，105－112，1996．
13）白井康正：痛みの解明と筋力増強．理学診療，7（1），1，1996．
著書
　1）白井康正：腰痛体操．今日の治療指針，（編集＝日野原重明，阿部正和）．p．94－95，医学書院，1995．
　2）白井康正：腰痛体操．今日の治療指針，ポケット版，p。94－95，医学書院，1995．
　3）白井康正：職業性腰痛．今日の治療指針，ポケット版，（編集＝日野原重明，他）．p．127，医学書院，1995．
　4）白井康正：脊髄損傷の褥瘡．今日の整形外科治療指針，3，（編集＝山内裕雄，他）．p．264－265，1995．
　5）木村哲彦：〔分担〕重度障害者．訪問看護研修テキスト．p．52－62，看護出版協会，1995．
　6）木村哲彦：〔分担〕物理療法．褥瘡ケア・ハンドブック．p．116－124，先端医学社，1995．
　7）木村哲彦：〔分担〕電動車椅子の機能と選び方．老人看護・介護，2（6），p．76－81，日総研版，1995．
　8）伊藤博元：〔分担〕心肺蘇生．新版整形外科学・外傷学．p．125－130，文光堂，1995．
　9）伊藤博元：〔分担〕輸液・輸血．新版整形外科学・外傷学．p．130－131，文光堂，1995．
学会発表
（1）教育講演：
　1）白井康正：リウマチ患者の仙腸関節．第84回東北整形災害学会，1995．5．
　2）白井康正：臨床筋電図．弘前大学学生講義，1995．6．
　3）白井康正：職業性腰痛．福井医科大学整形外科研修会，1995．6．
　4）白井康正：頸椎棘突起縦割術後の姿勢変化．第44回西日本脊椎研究会，1995．8．
　5）白井康正：職業性腰痛について．九州大学整形外科講演，1995．9．
　6）白井康正：職業性腰痛とその予防．日本医師会生涯教育講演，1995．10．
　7）白井康正1相撲選手の仙腸関節．青森県八戸整形外科医学会，1995．11．
　8）白井康正：職業性腰痛．神奈川県整形外科医師会，1995．12．
　9）白井康正＝腰痛全般の概念．中央労働災害防止協会腰痛予防対策労働衛生，1996．2．
10）白井康正：腰痛概念．陸上輸送災害防止協会腰痛予防対策労働衛生，1996．3．
11）白井康正：腰痛の概念について．建設業災害防止協会腰痛予防対策，1996．3．
12）中山義人：若年者の膝蓋大腿関節痛：スポーツとの関連について．第32回横浜市整形外科医会講習会，1996．3．
（2）シンポジウム：
　1）Shirai，Y．＝Radiological　studies　of　the　cervical　spine　after　Iaminectomy．The5th　SinoJapanese　Orth－
　　opaedic　Symposium（Taiwan），1995．4．
　2）Shirai，Y，：Biomechanical　properties　of　the　anterior　and　posterior　longitudinal　ligaments　in　the　cervicaI
　　spine．The5th　Sino－Japanese　Orthopaedic　Symposium（Taiwan），1995．4．
　3）Shirai，Y．，and　Shimizu，Y．：Radiological　studies　of　the　cervical　spine　after　laminoplasty　by　the　sagittal
　　splitting　of　the　spinous　process・1st　Sino・Japanese－Korea　Intercongress　SICOT95’（Beijing，China），1995．
　　4．
　4）Ito，H．：Radiographic　study　of　the　postero・1ateral　notch　of　recurrent　dislocation　of　the　shoulder．5th
　　SinoJapanese　Orthopaedic　Symposium（Taipei，Taiwan），1995．4．
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5）Nakayama，Y，：Dynamic　patellar　realignment．The5th　Sino－Japanese　Orthopaedic　Symposium（Ta・
　　iwang），1995．　4．
6）Kimura，T．：Development　of　Welfare　Equipment　in　Japan．第3回国際医療福祉機器シンポジウム（Ca，
　　USA），1995．　2．
7）渡辺　誠，白井康正，肥沼正明，問瀬泰克，奥秋裕一，水江史樹：大腿骨頸部内側不完全骨折（stage1）の治療
　　成績．第44回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
8）水江史樹，白井康正，伊藤博元，柴崎徹，高山景範・井出勝彦，丸山晴久：肩鎮関節脱臼に対するWeaver－Dunn
　　法の治療経験．第31回関東整形災害外科学会，1995．11．
（3）一般講演：
　1）Tamai，K．，Shirai，Y．，and　Kitagawa，Y．：βTricalcium　phosphate　as　a　bone　graft　substitute　in　bone　tumor
　　surgery．1st　SinoJapanese－Korea　Intercongress　SICOT95’（Beijing，China），1995．　4．
2）Takeuchi，T。，Shirai，Y。，and　Ito，H．：Treatment・of　supracondylar　fractures　of　the　femur　in　elderly　patients
　　with　osteoporosis．1st　SinoJapanese－Korea　Intercongress　SICOT95’（Beijing，China），1995．4．
3）Narita，T．，Shirai，Y．，Nakayama，Y．，Akaishi，F，，Iizawa，N．，Takeda，T．，and　Banzai，Y．：Effect　of
　　Plyometric　Jump　Training　in　Female　Volleyball　Players．1st　SinoJapanese－Korea　Intercongress　SICOT
　　95’、（Beijing，China），1995．　4．
4）Ito，H．，Shirai，Y．，Shibasaki，T．，Takayama，A．，Hashiguchi，H．，Mizue，F．，and　Maruyama，H．：Radiogra－
　　phic　study　of　the　postero・1ateral　notch　of　recurrent　dislocation　of　the　shoulder．The4th　Japanese－
　　Scandinavian　Shoulder　Congress（Nara，Japan），1995．10．
5〉Ide，K、，Shirai，Y．，Ito，H．，Shibasaki，T．，Takayama，A．，Mizue，F．，and　Yoshimoto，M．1），Ito，H．1）（1）Dept．
　　of　Anatomy）：Neural　elements　in　the　human　subacromial　bursa：Silver　impregnation　and　immunohisto・
　　chemical　study・The4th　Japanese－Scandinavian　Shoulder　Congress（Nara，Japan），1995。10．
6）梶本陽司：Monitoring　of　lung　compliance　and　end－tidal　oxygen　content　for　the　detection　of　venous　air
　　embolism．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
7）柴田祐加子，中山義人，柴崎　徹，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，梶原浩嗣，田中功一，南部昭彦：
　　Calcaneal　Indexによる骨粗籟症のX線学的評価．第96回神奈川整形災害外科医会，1995．2．
8），中山義人・白井康正・成田哲也・小林　薫・八百板仁志・飯沢典茂・林　英俊：再建前十字靭帯MR像の術後推
　　移．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
9〉玉井健介，白井康正，武内俊次・肥沼正明・城　武俊，井出勝彦：大腿骨骨幹部骨折後の股関節裂隙狭小化につ
　　いて．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
10〉宮本雅史，白井康正，今野俊介，五十嵐晃一1），赤石文洋，清水要吉，金田和容（1）中央労働災害防止協会調査研
　　究部）：某複合企業体における腰痛に関するアンケート調査．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
11）成田哲也，白井康正，中山義人，小林　薫，八百板仁志：スポーツ選手における前十字靭帯再建後5年以上の経
　　過例．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
12）間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，杉崎健一1），林　宏光1），隈崎達夫1）（1）放射線科）：膝前十字靭帯再
　　建前後のMRI評価：Gd－DTPAによる関節造影MRIの有用性．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
13）清水要吉，白井康正，宮本雅史，今野俊介・赤石文洋，金田和容：棘突起縦割式脊柱管拡大術後の頸椎可動性の
　　変化について．第68回日本整形外科学会学術集会，1995．4．
14）伊藤博元，白井康正，柴崎　徹，高山景範，井出勝彦，水江史樹，丸山晴久：腱板断裂に対するComputed　Radiog－
　　raphy（CR）を用いた関節造影診断の検討．第30回関東整形災害外科学会，1995．5．
15）玉井健介，白井康正，武内俊次，熊坂庸恵：外傷性股関節後方脱臼の治療成績．第30回関東整形災害外科学会，
　　1995。5．
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16）金田琴恵，白井康正，宮本雅史，赤石文洋，角田　隆，金田和容：腰部脊柱管内に発生したganglionの1症例．
　第30回関東整形災害外科学会，1995．5．
17）中山義人，白井康正，成田哲也，柴崎　徹，吉原　潔，小池竜哉1前十字靭帯再建術後における膝蓋大腿関節の
　関節症変化．第21回日本整形外科学会スポーツ医学会学術集会，1995．6．
18）井伊京一郎，星野雄一1》，中間季雄1），吉川一郎1），大上仁志1》，山口　修1），大井淑雄1）（1）自治医科大学整形外科）：
　中下位頸椎損傷の保存的治療での支持性の獲得．第24回日本脊椎外科学会，1995．6．
19）成田哲也，白井康正，中山義人，赤石文洋，飯沢典茂，武田知通，萬歳祐子：実業団女子バレーボール選手にお
　　けるプライオメトリックジャンプトレーニングの効果（第1報）．第21回日本整形外科学会スポーツ医学会学術
　集会，1995．6．
20）宮本雅史，白井康正，赤石文洋，清水要吉，柴田靖章，熊坂庸恵1当科における中下位頸椎・頸髄損傷の治療成
　績．第24回日本脊椎外科学会，1995．6．
21）沢泉卓哉，白井康正，成田哲也，金田琴恵，栗山直之，金　　竜：スポーツによる母指MP関節尺側側副靭帯損
　傷の治療経験．第21回日本整形外科学会スポーツ医学会学術集会，1995．6．
22）中嶋隆夫：Triplane　fractureの治療経験．第79回茨城整形外科談会，1995．6．
23）角田　隆，白井康正，前田昭太郎1），北川泰之，丸山晴久，浅野伍朗2）（1）多摩永山病院病理部，2）第二病理学教室）1
　筋原性マーカー陽性の悪性線維性組織球腫に関する検討．第28回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会，1995．
　　7。
24）栗山直之，白井康正，武内俊次，深井靖雄，金田琴恵，大野達朗：健常者における腰部多裂筋の筋電図学的検討．
　第7回理学診療医学会，1995．7．
25）大野達朗，白井康正，武内俊次，深井靖雄，金田琴恵，栗山直之：腰痛患者における低出力レーザー照射による
　治療効果の検討．第7回理学診療医学会，1995．7．
26）南部昭彦，白井康正，藤井信人，高山景範：Gamma　nail固定後に大腿骨骨幹部骨折を生じた1例．第567回関
　東整形外科学会月例会整形外科集談会東京地方会，1995．7．
27）小池竜哉，中山義人，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，上坂真司，柏木俊治，梶原浩嗣，田中功一，柴田祐加
　子，白井康正二下肢知覚障害をともなった高度変形膝に対するTKAの1例．第24回リウマチの外科研究会，
　　1995。8。
28）中山義人，白井康正，柴崎　徹，柏木俊治，田中功一，柴田祐加子：高齢者の大腿骨頸部内側骨折の予後．第44
　　回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
29）中山義人，白井康正，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，柏木俊治，田中功一，
　　柴田祐加子，梶原浩嗣：高度内反変形を呈する変形性膝関節症に対するTKAの治療成績．第21回神奈川関節外
　　科研究会，1995．9．
30）玉井健介，白井康正，武内俊次，肥沼正明，池田龍二，栗山直之：骨頭陥没を有する大腿骨頭壊死症の非手術例
　　の経過．第44回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
31）沢泉卓哉，白井康正，金田琴恵，栗山直之，中原義人，六郷知行：注射針による穣骨神経浅枝損傷の治療経験．
　　第44回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
32）高山景範，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，藤井信人，深井靖雄：上腕骨近位端骨折に対するセラミック髄内支
　　柱の使用経験．第44回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
33）千葉由雄，白井康正，伊藤博元，松沢　勲：下腿骨骨幹部骨折に対する創外固定法，髄内釘法治療の検討．第44
　　回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
34）今野俊介，白井康正，宮本雅史，元文芳和，清水要吉，金田和容：脊柱管拡大術後の頸椎可動性と日常生活動作
　　障害との検討．第44回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
35〉北川泰之，柏木俊治，鈴木康之，園田紀夫1）（1）国立熱海病院外科）：著明な骨変化を来した正カルシウム血性原
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　　発性副甲状腺機能充進症．第103回静岡整形外科医会集談会，1995．9．
36）梶原浩嗣，中山義人・柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，白井康正：頸椎椎弓切除後に生じた脊椎空洞症と思わ
　　れる1例．第44回東日本臨床整形外科学会，1995．9．
37）井出勝彦，一白井康正，伊藤博元，高山景範，藤井信人，小林　薫，高松　真：Ganglionによる絞掘性肩甲上神経
　　障害の1例．第568回整形外科集談会東京地方会，1995．9．
38）小池竜哉，中山義人，柴崎　徹，小川ひろみ，青木孝文，吉原　潔，上坂真司，柏木俊治，梶原浩嗣，田中功一，
　　柴田祐加子，白井康正，成田哲也1骨欠損を有する脛骨穎部骨折の手術治療．第24回神奈川関節外科研究会，1995．
　　9．
39）金　　竜，井伊京一郎，城　武俊，吉田恒丸：肩関節亜脱臼位を呈した石灰沈着性滑液包炎の1症例．第44回東
　　日本臨床整形外科学会，1995．9．
40）上坂真司，中山義人，柴崎　徹，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，柏木俊治，梶原浩嗣，田中功一，柴田祐加子，
　　白井康正，仲本徳尚1），加地圭子1）（1）生化学工業株式会社）：変形性膝関節症における血中ヒアルロン酸濃度．第
　　21回神奈川関節外科研究会，1995．9．
41）宮本雅史，白井康正，元文芳和，今野俊介，金田和容，柴田靖章：運搬車両運転手の腰痛に関するアンケート調
　　査．第3回日本腰痛研究会，1995．10．
42）間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，肥沼正明，奥秋裕一：アキレス腱断裂後の経時的変化：手術例と保
　　存例のMRIによる比較．第6回日本臨床スポーツ医学会，1995．10．
43）河路秀巳，白井康正，宮本雅史，横室公三1），素本友紀・）（1）微生物学免疫学，2）森永乳業株式会社生物科学研究所）：
　　慢性関節リウマチ患者におけるマクロファージ・コロニー刺激因子の研究．第10回日本整形外科基礎学術集会，
　　1995．　10．
44）中嶋隆夫：鎖骨重複骨折の治療経験．第80回茨城整形外科集談会，1995．10．
45）橋口　宏，家田俊也：大腿骨転子部骨折に対するIntramedullaryHipScrew（IMHS）の使用経験．第86回東
　　北整形災害外科学会，1995．10．
46）井上真治，白井康正，岡崎太郎1），伊藤博元，中山義人（1）生化学第1）：ウサギ1型コラーゲンα2鎖のcDNAク
　　ローニングと膝靭帯における遺伝子発現．第10回日本整形外科基礎学術集会，1995．10．
47）深井靖雄，藤田安一郎1），白井康正，武内俊次（1）生理学第2）：ネコ脊髄運動細胞の興奮様式の検討．第10回日
　　本整形外科基礎学術集会，1995。10．
48）進藤久夫，白井康正，伊藤博元，宮本雅史，石田　晋，伊藤博信1）（1）解剖学第2）：神経分布形態から見た腰部
　　多裂筋の解剖．第10回日本整形外科基礎学術集会，1995．10．
49）金田和容，白井康正，武内俊次，宮本雅史，元文芳和：看護婦の腰痛調査：事務職員との比較．第3回日本腰痛
　　研究会，1995．10．
50）金田琴恵，白井康正，武内俊次，沢泉卓哉，深井靖雄，大野達朗，栗山直之：腰痛をきたす疾患における下肢の
　　筋交感神経基礎活動の検討．第10回日本整形外科基礎学術集会，1995．10．
51）吉原　潔，中山義人，柴崎　徹，青木孝文，田中功一，白井康正：腰部多裂筋の組織化学的検討．第3回日本腰
　　痛研究会，1995．10．
52）栗山直之，白井康正，武内俊次，藤井信人，今野俊介，金田琴恵，大野達朗：傍脊柱筋の筋電図学的検討．第25
　　回脳波筋電図学会，1995．10．
53）家田俊也，橋口　宏：アキレス腱断裂に対するquadriloopedsuture法の経験．第86回東北整形災害外科学会，
　　1995．　10．
54）高野雅彦，田沼久美子1），伊藤博信1），宮本雅史，白井康正（1》解剖学第2）：腰部脊髄神経筋とその周に分布する
　　静脈．第83回日本解剖学会関東地方会，1995．10．
55）丸山晴久・白井康正，沢泉卓哉，金田琴恵・萬歳祐子，菊地　崇，杉崎祐一1）（1）付属病院病理）：内軟骨腫が起
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　　因となって生じた末節骨剥離骨折による深指屈筋断裂の1例．第569回整形外科集談会東京地方会，1995．10．
56）丸山晴久，白井康正，前田正太郎1），杉崎祐一2），角田　隆，北川泰之，浅野伍朗3）（1）多摩永山病院病理，2）付属
　　病院病理，3）病理学第2）：原発性骨腫瘍におけるOsteocalcin，Osteonection，1型コラーゲンの局在について．
　　第10回日本整形外科基礎学術集会，1995．10．
57）高山景範，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，橋口　宏，井出勝彦，角田　隆，水江史樹：巨大な腫瘤を呈した肩
　　峰下滑液包炎の1例．第22回日本肩関節学会，1995．10．
58）井出勝彦，白井康正，伊藤博元，柴崎　徹，高山景範，橋口　宏，水江史樹，吉本正美1），伊藤博信1）（1）解剖学
　　第2）：鍍銀染色と免疫組織科学的方法による肩峰下滑液包の神経終末の観察．第10回日本整形外科学会基礎学
　　術集会，1995．10．
59）角田　隆，白井康正，北川泰之，丸山晴久，前田昭太郎1），杉崎祐一一2），浅野伍朗3）（1）多摩永山病院病理，2）付属
　　病院病理，・》病理学第2）：悪性線維性組織球腫における基底膜発現の意義について．第10回日本整形外科学会基
　　礎学術集会，1995．10．
60）金田琴恵，白井康正，武内俊次，藤井信人，今野俊介，大野達朗，栗山直之：腰椎疾患における下肢の筋交感神
　　経活動の検討．第25回日本脳波・筋電図学会，1995．10．
61）栗山直之，白井康正，武内俊次，藤井信人，今野俊介，金田琴恵，大野達朗：傍脊柱筋の筋電図学的検討．第25
　　回日本脳波・筋電図学会，1995．10．
62）玉井健介，白井康正，武内俊次，藤井信人：外傷性股関節脱臼に伴った大腿骨頭骨折の治療成績．第22回日本股
　　関節学会，1995．11．
63）青木孝文，白井康正，中山義人，柴崎　徹，松田ひろみ，小池竜哉，吉原　潔，柏木俊治，田中功一，梶原浩嗣，
　　柴田祐加子：尺骨遠位端掌側脱臼の1例．第1回神奈川手・肘の外科研究会，1995．11．
64）南野光彦，金田琴恵：マレット指（槌指）の治療について．第92回印刷局医学会，1995．11．
65）中井文彦：小児化膿性仙腸関節炎の1例．第95回神奈川整形災害外科学会，1995．11．
66）水江史樹，白井康正，伊藤博元，柴崎徹，高山景範，井出勝彦，丸山晴久＝肩鎖関節脱臼に対するWeaver－Dunn
　　法の治療経験．第31回関東整形災害外科学会，1995．11．
67）金　竜，白井康正，沢泉卓哉，城武俊，今野俊介：浅指屈筋の筋腹の異常による手根管症候群の2例．第31
　　回関東整形災害外科学会，1995．11．
68）田中功一，白井康正，中山義人，柴崎　徹，松田ひろみ，青木孝文，吉原　潔，小池竜哉，上坂真司，柏木俊治，
　　梶原浩嗣，柴田祐加子，川並注一1）（1）第二病院病理）：甲状線機能充進症を伴った低カリウム血症性周期性四肢
　　麻痺の1例．第95回神奈川整形災害外科医会，1995．11．
69〉間瀬泰克，白井康正，渡辺　誠，南　和文，杉崎健一1），村上隆一1）（1）放射線科）：滑膜ヒダの画像診断．第31回
　　日本膝関節研究会，1995．12．
70）山田哲士，白井康正，玉井健介，武内俊次，高比良薫，小浜金吾，中瀬　猛：性ホルモンの異常を伴った大腿骨
　　頭すべり症の1例．第571回関東整形災害外科学会月例会，1996．1．
71）中山義人，白井康正，成田哲也，青木孝文，小池竜哉，吉原　潔：膝前十字靭帯再建術後の関節鏡評価と膝安定
　　性について．第17回東京膝関節学会，1996．2．
72）成田哲也，白井康正，中山義人，森　　淳，八百板仁志，飯沢典茂，林　秀俊：選択的ACL造影の検討．第17
　　回東京膝関節学会，1996．2．
73）沢泉卓哉，白井康正，城　武俊，藤井信人，菊地　崇，村田修二：母指伸展障害を生じた長・短母指伸筋腱の破
　　格の1例．第10回東日本手の外科研究会，1996．2．
74）高比良薫，白井康正，宮本雅史，成田哲也・沢泉卓哉，今野俊介：相撲力士に生じた絞拒性坐骨神経麻痺．日本
　　医科大学医学会第88回例会，1996．2．
75）山田哲士，白井康正，玉井健介，武内俊次，高比良薫，小浜金吾，中瀬　猛：性ホルモンの異常を伴った大腿骨
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　　頭すべり症の1例．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
76）六郷知行，白井康正，伊藤博元，大塚敏文1），益子邦洋1），川井　真1）（1》救急医学）：大量出血を来した軽微な骨
　　盤骨折の1例：日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
77）内山真紀・白井康正，玉井健介，池田龍二，深井靖雄：遠位尿細管性アシドーシスに合併した胸椎後縦靭帯骨化
　　症の1例．第573回関東整形災害外科学会地方会，1996．3．
78）柏木俊治：Bankartrepairに対するSTATAKの使用経験について．第22回神奈川関節外科研究会，1996．3．
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13．産婦人科学講座
［付属病院産婦人科］
研究概要
　主な研究テーマは①周産期医学：胎児病に関する基礎的，臨床的研究，②婦人科＝癌化学療法に関する基礎的，臨
床的研究，女性排尿障害に関する研究，③不妊症：受精，着床に関する研究，内視鏡関連機器の診断，治療面での応
用に関する研究など，多岐にわたる活発な研究活動を行っている．
　①周産期に関しては基礎的研究としては妊娠ヤギによる生理的実験モデルを作成し，胎児の発育，循環，感染，免
疫機構の解明，胎児仮死の発生機転などについての研究成果をあげている．また，臨床的には双胎1児死亡例の生存
児に発生する多臓器障害の解析を行うとともに，アデノシンを中心としたフリーラジカルの基礎的研究をあわせて行
い脳障害（脳室周囲白質軟化）発症の病因解明に努力している．また，妊娠悪阻とウェルニッケ脳症のメカニズムの
研究を行った．さらに，21ハイドロキシラーゼ欠損症におけるDNAの研究ではわが国をリードしている．
　②婦人科では，婦人科癌における動注化学療法，特に，BOAI療法についての臨床的有用性や臨床統計について発
表した．卵巣癌におけるTn，STn抗原の役割やHPVによる子宮頸癌の発生機転，Pyrimidine　Nucleoside　Phosphor－
ylaseの癌病巣との関わりにっいて，新知見を発表した．また，更年期排尿障害に関しては，中高齢者の尿失禁の発症
のメカニズムの解明を行うとともに，更年期婦人に対するHRTの有効性に関する検討を行った．
　③不妊症では腹腔鏡超音波断層検査という新しい試みに着手している．また，基礎的な面では，ビタミンEの受精
卵割への影響や成長ホルモンの卵胞発育における役割・特にIGF－1の関与が明らかとなった．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Yoneyama，Y．，Sawa，R．，Suzuki，S．，Shin，S．，Power，G．，and　Araki，T。：Relationship　between　uterine　artery
　　Doppler　velocimetry　and　umbilical　venous　adenosine　Ievels　in　pregnancies　complicated　by　preeclampsia，
　　Am、J．Obstet．GynecoL，174，268－271，1996。
　2）Doi，D，，Araki，T．，and　Asano，G．：Immunohistochemical　localization　of　Tenascin，Estrogen　Receptor　and
　　Transforming　Growth　Factor一β1，in　Human　Endometrial　Carcinoma．GynecoL　Obstet　Invest。，41，61－66，
　　1996．
　3）Shin，S．and　Araki，T。：Incontinence　in　Women．Asian　Medical　Joumal。，38，655－661，1995．
　4）Sawa，R．，Yoneyama，Y．，Suzuki，S．，Ak圭ra，S．and　Araki，T．＝Cord　lipid　peroxide　levels　in　growth　retarded
　　fetuses．Placenta，14，A44
　5）Shao，X．，Kikuchi，K．，Watari，E，，Norose，Y．，Araki，T．，and　Yokomuro，K．：Changes　in　M－CSF－like
　　Activ圭ty　during　Chicken　Embryonic　Development．Reprod．Ferti1．Dev．，8，103－109，1996．
　6）Igarashi，T．，Sato，S．，Aihara，K．，and　Araki，T。：Ultrastructural　changes　in　the　rat　endometrium　during　the
　　normal　estrous　cycle：Interactions　between　epithelial　cells，stromal　cells，macrophages　and　eosinophils，
　　Med．Electron　Microsc．，28，200－209，1995．
　7）進　純郎　会陰切開術．臨床婦人科産科，49，752－753，1995．
　8）進　純郎：女性の尿失禁．腎と透析，39，365368，1995．
　9）進　純郎：胎児診断の可能性と限界．Vinus　View，3，3－4，1996．
10）進　純郎：尿失禁に対するHRTの有効性．Progress　in　Medicine．15，435－437，1995．
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11）進純郎：子宮内胎児発育遅延．日本医事新報，3734，25－30，1995．
12〉進純郎：会陰切開術．臨床婦人科産科，49，752－753，1995．
13）進純郎：女性の尿失禁．日本医師会雑誌，113，1884－1888，1995．
14）進純郎，秦　韻，荒木勤：更年期女性の尿失禁．産婦人科の世界，47，453458，1995．
15）進純郎，荒木勤：CPDの診断．産科と婦人科，63，215－219，1995．
16）澤倫太郎，進　純郎，荒木　勤：会陰切開とその処置．周産期医学，25，507－512，1995．
17）米山芳雄，荒木勤：子宮内胎児発育遅延（IUGR）の治療．産婦人科治療，70，598－603，1995．
18）進純郎，秦　韻，荒木勤：中高年女性の尿失禁．産婦人科治療，70，904－908，1995。
19）林瑞成，荒木勤：21一水酸化酵素欠損症の遺伝子診断．産婦人科の実際，44，599－604，1995．
20）可世木久幸，石井　洋，鈴木俊治，荒木　勤：腹腔鏡手術の基本．産婦人科治療，71，4－17，1995．
21）荒木　勤，米山芳雄：胎児脳障害発生因子の検討．日産婦誌，47，131－134，1995．
22）可世木久幸，大坪保雄，明楽重夫，荒木　勤：吊り上げ式腹腔鏡．産婦人科治療，71，121－128，1995．
23）竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：子宮破裂．救急医学，19，923－925，1995．
24）進純郎，澤倫太郎，荒木勤：双胎一児死亡とPVLの発生．産婦人科の実際，44，991－995，1995．
25）可世木久幸，荒木　勤，岩本聖子，倉島康彰：子宮手術後の癒着防止に対するアルガトロバンの効果．産婦入科
　マイクロサージェリー学会誌，8，46－50，1995．
26）秦　　韻，進　純郎，荒木　勤：分娩誘発の技術論．周産期医学，25，1055－1060，1995．
27）鈴木俊治，進　純郎，兼子和彦，荒木　勤：多胎と胎児異常．産婦人科治療，71，291－295，1995．
28）可世木久幸，太田雄治郎，峯　伸也，荒木　勤：腹腔鏡下卵巣嚢腫摘出・核出術．産婦人科治療，71，238－246，
　1995．
29）明楽重夫，可世木久幸，太田雄治郎，峯　伸也，荒木　勤：腹腔鏡下子宮外妊娠手術．産婦人科治療，71，478－480，
　1995。
30）石川みずえ，進　純郎，荒木　勤1排尿障害・尿失禁．産婦人科の実際，44，1494－1497，1955．
31）若月雅美，佐々木茂，荒木　勤：羊水過多・羊水過少，産婦人科の実際，44，1758－1762，1995．
32）可世木久幸，明楽重夫，石井　洋，茄原弘光，荒木　勤：子宮内膜症の腹腔鏡．産婦人科治療，71，25－28，1995．
33）進純郎，大坪保雄，荒木勤：双胎．周産期医学，25（増刊号），198－204，1995．
34）可世木久幸，武内　務，堤　千寿，荒木　勤：粘膜下筋腫に対する子宮鏡下手術．産科婦人科，63，4046，1996．
35）加藤寛彦，峯　伸也，若月雅美，明楽重夫，進　純郎，荒木　勤：出生前に診断し得たクローバー葉頭蓋の1例．
　日産婦東京会誌，44，246247，1995．
36）可世木久幸，品川寿弥，武内　務，黒瀬圭輔，村田知昭，荒木　勤：内視鏡下卵管形成術．産婦人科治療，72，
　7－18，　1996．
37）澤倫太郎，荒木　勤：DIC．産科婦人科，62，191－193，1995．
38）澤倫太郎，進純郎，荒木勤：妊娠中毒症の母児の予後一母体死亡：周産期死亡．周産期医学，25，1647－1652，
　1995。
39）鴨井青龍，川本雅司，荒木　勤：正常性周期および妊娠初期の子宮内膜におけるThymidine　Phosphorylaseの
　免疫組織学的局在．Biotherapy，9，1539－1542，1995．
40）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，宮内裕光，小池敏正，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，高橋秀実：妊娠中毒症
　重症妊婦血清による血管内皮細胞ICAM－1発現の増強．日本妊娠中毒症学会誌，3，186187，1995．
41）村田知昭，米山芳雄，澤倫太郎，鈴木俊治，進　純郎，荒木　勤：妊娠中毒症における子宮胎盤虚血症と膀帯静
　脈血漿アデノシン濃度の検討．日本妊娠中毒症学会誌，3，208－209，1995．
42）可世木久幸，石井　洋，茄原弘光，金　栄淳，荒木　勤1腹腔鏡手術の基本手技．産婦人科治療，72，169－174，
　1996．
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43）可世木久幸，品川寿弥，明楽重夫・荒木　勤：腹腔鏡手術トレーニングー動物（ミニブタ）を用いる練習は必要
　か一．産婦人科治療，72，266－274，1996．
44）加藤寛彦，大坪保雄，澤倫太郎，進　純郎，佐々木茂，荒木　勤：急性白血病合併妊娠の2例．日産婦関東連合
　会報，33，3741，1996．
45）石田明彦，松本譲二，小林三平，菊池三郎，原田雄一，細根　勝，川並注一，大網弘，荒木　勤：妊娠悪阻治療
　中に発症したreactive　hemophagocytic　syndromeの1例．日産婦関東連合会報，33，51－54，1996．
46）可世木久幸，茄原弘光，石井　洋，荒木　勤＝経頸管的卵管カニュレーションによる卵管疎通術はどの程度有効
　か．産婦人科の実際，44，2021－2029，1995．
47）品川寿弥，鈴木俊治，金　栄淳，山中温子，大坪保雄，小西英喜，進　純郎，荒木　勤：UTI膣内洗浄が著効し
　たと考えられる絨毛膜炎の1例．日産婦東京会誌，44，246－247，1995．
48）可世木久幸，荒木　勤：子宮鏡下粘膜下子宮筋腫核出術．日産婦内視鏡学会誌，11，11－26，1995．
49）可世木久幸，茄原弘光，石井　洋，明楽重夫，荒木　勤：4画像総合装置を用いて明確な記録写真を作成する方
　法．日産婦内視鏡学会誌，11，45－48，1995．
50）可世木久幸，茄原弘光，石井　洋，明楽重夫＝複合内視鏡手術，体腔内超音波法の画像統合装置の功罪．日産婦
　内視鏡学会誌，11，107－112，1995．
51）加藤寛彦，峯伸也，明楽重夫，進純郎，中村恭子，壇和夫，野村武夫，継仁，山本正生，荒木勤＝妊
　娠末期に発症した急性前骨髄球性白血病合併妊娠の1例．日本産婦人科・新生児血液学会誌，5，112－113，1995．
（2）総説：
1〉鈴木俊治，林瑞成，米山芳雄，荒木勤：出生前診断の最前線．小児看護，18，1995．
2）進　純郎，荒木　勤：胎児診断・胎児治療を受ける母親とインフォームド・コンセント．小児看護，18，429433，
　1995。
3）天神尚子，進純郎，荒木勤：婦人の尿失禁一最近の傾向と現状．臨床婦人科産科，49，1216－1219，1995．
4）荒木　勤：産婦人科領域における内視鏡手術一過去・現在・未来一．日本外科系連合学会，20，372－376，1995．
5）進純郎：胎児診断・胎児治療とインフォームド・コンセント。Neonatal　Care，8，361－364，1995．
6）進純郎：胎児は何でも知っている．Neonatal　Care，8，450－453，1995．
7）進純郎：糖尿病合併妊娠．Neonatal　Care，8，545－548，1995．
8）進純郎：膠原病合併妊娠．Neonatal　Care，8，608611，1995．
9）進　純郎：血液疾患合併妊娠．Neonatal　Care，8，706－709，1995．
10）進　純郎：心・血管疾患合併妊娠．Neonatal　Care，8，818－821，1995．
11）進　純郎：妊娠と甲状腺疾患．Neonatal　Care，8，920－923，1995．
12）進　純郎：妊娠と腫瘍．Neonatal　Care，8，10231027，1995．
13）進　純郎：TORCH症候群．Neonatal　Care，8，1099－1102，1995．
14）進純郎：感染症　その2．Neonatal　Care，9，99－102，1996．
15）進　純郎：消化器疾患合併妊娠．Neonatal　Care，9，189－192，1996．
16）進　純郎：腎疾患合併妊娠．Neonatal　Care，9，283－286，1996．
17）進　純郎：膀帯のメカニズムーその働きと異常一．小児看護，19，1996．
著書
1）荒木　勤：〔分担〕子宮内発育遅延．今日の治療指針（稲垣義明，多賀須幸男，尾形悦郎総編集）．p．708－709，
　医学書院，1996．
2）天神尚子，荒木　勤：〔分担〕腫瘍マーカーの上手な臨床的使用法．図説産婦人科VIEW－18，「腫瘍マーカー，
　生物活性から臨床応用まで」（加藤絋，野沢志朗編）．p．24－34，メジカルビュー社，1995．
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3) ~!~ ~~:~~ : ~bi~~~c~~f~ (~E~i~･~~~~~)~I~~~~~~'*~!,,~{). (~)f~~i~~, ~~~~~{i~. ~F~~~~:{f{~i). p. 161-211. Fl~~~~ 
*, 
~~~:~~~~~ 
(1) ~~~lj~i~~: : 
1) Araki, T. : Prof. Magara's good old days in Taipei and Japan. The meeting for celebrating centenial 
birthday of National Taiwan University Hospital.. 1995. 6 . 
2) Araki, T : Prof. Twin Pregnancy. The meeting for celebrating centenial birthday of National Taiwan 
University Hospital.. 1995. 6 . 
3) ~~~f~ ~~ : ~~(B~~E~i~~)i~;~~~~:. ~l~~~J~1~~~J~z~~~-, 1995. 7 . 
4) ;~~7l~ ~~ ~B~~~E~i~ *tL~>~~)~~}l~]*~~l~~j ~t~~L~i'J~}~~~I~7:1777:/;~ 1995. 8. 
5) ~~7f~ ~1 ~~~~~~1~l~ltp~(~tq)~ ~)}* ~~25~J~t~~~~~~~:~~~f~t-~P~~~~;~, 1995. 10. 
6) ~i~71~ ~b : ~~~~i-)~!*~l~lt. FI~cj~~~~~~})~~*~~~~~E?Jllt~!~~~~13~~~~~~~i~~~, 1996. 3. 
7) ~~~)f~ ~fy : j~~~~)~~~4"T!~~~:_*~~~~~t~ ~;E~~E~~~~~~~~f-~~!~~. ~~:~E, ~i~~-. ~~20~J~1~~~h~*~~i~~~~~~~~~~~~1~i~~~~~F, 1995 
6. 
(2) S/)/~}~~'~~~>~ : 
1) Sekiya, T., Ishihara. K., Yoshimatu, K., Nemoto, Y., Kikuchi, S., and Araki, T. : Vaginal sonographic study 
of cervical length and gland in preterm labor. The 5th World Congress of Ultrasound in Obstetrics and 
Gynecology, 1995. 11. 
2) Kaseki, H., Ohta., Y., Akira, S., Konishi, H., Chihara, H., Mine, N., Kim, Y., and Araki, T. : How effective 
is ultrasound for the detection of endometrial pathology? The 5th World Congress of Ultrasound in 
Obstetrics and Gynecology, 1995. 11. 
3) Kaseki, H., and Araki, T. : Laparoscopic ultrasonography for infertility patients. The Ist International 
Symposium, Doppler in Gynecologic and Infertulity, 1995. 5 . 
4) Kaseki, H., and Araki, T. : Hysteroscopic ultrasonography- The Ist International Symposium, Doppler in 
Gynecologic and Infertulity, 1995. 5 . 
(3) -~~~~;~~ : 
1) Ghazizadeh, M., Sasaki, Y., Inoue, K., Ogawa, H., Araki, T., and Aihara, K. : Cumualtive T, Tn, and 
Sialy-Tn antigen ditection in human ovarian carcinoma. ~{~27~IFI~~;~~~i~~:~~~~{:~~~~~-~P~, 1995. 9 . 
2) Yamaguchi, M., Asakura, H., Nakai, A., Takeshita, T., Koshino, T., and Araki, T. : Ovservation of the 
uterine cervx after caesarean section with transvaginal ultrasound during pregnancy, 15th Asian and 
Oceanic Congress of Obstetrics and Gynecology., 1995. 
3) Usui, F., Asakura, H., Yamaguchi, M., Koshino, T_, and Araki, T. : Correlation between urinary NAG in 
pregnant women and fetal growth. 15th Asian and Oceanic Congress of obstetrics and Gynecology, 1995. 
4) Ohya, A., Nakai, A., Asakura, H., Koshino, T., and Araki, T. : Evaluation of maternal renal function using 
doppler velocimetry of renal interlobar arteries. The 5th World Congress of Ultrasound in Obstetrics and 
Gynecology, 1995. 11. 
5) Shinagawa, T., Kaseki, H., Akira, S., Ishii, H., Chihara, H., Murata, T., and Araki, T. : Endoscopic 
ultrasonography-new technology for reproductive medicine. The 5th World Congress of Ultrasound in 
Obstetrics and Gynecology, 1995. 11. 
6) Yamaguchi, M., Asakura, H., Ohya, A., Nakai, A., Takeshita, T., Koshino, T_, and Araki, T. : The 5th 
World Congress of Ultrasound in Obstetrics and Gynecology, 1995. 11. 
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7）Yoneyama，Y．，Suzuki，S．，Shin，S．，Kubonoya，K．，Power，G．G．，and　Araki，T．：Theophylline　stimulates
　breathing　movements　in　the　late－gestation　fetuses．Society　for　Gynecologic　Investigation（SGI）43rd　Amual
　Meeting，1995．
8）米山芳雄，澤倫太郎，鈴木俊治，堤　千寿，進　純郎，荒木　勤：妊娠中毒症における子宮胎盤虚血症と胎児血
　漿アデノシン濃度の検討．第47回日産婦学会総会，1995．4．
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　　低ホスファターゼ症の遺伝子診断と出生前診断．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
73）村田知昭，澤倫太郎，桑島豊彦，太田雄治郎，明楽重夫，可世木久幸，進　純郎，荒木　勤：子宮筋層内チョコ
　　レート嚢腫の2例．第297回日本産科婦人科学会東京地方部会例会，1996．2．
［第一病院産婦人科］
研究概要
　本年度の当教室の主な研究項目および内容につき述べる．
　1）妊娠とスポーツ：妊婦エアロビクスを施行している母体および胎児の血液循環動態を超音波ドップラー法を用
いて解析している．
　2）胎児および新生児の熱産生に関する研究：出生直後の新生児の褐色細胞による熱産生の状態を観察，解析した．
　3）胎児脳における一酸化窒素に関する研究：周産期における低酸素により生じる胎児脳障害と胎児脳の一酸化窒
素の動態を解析している．
　4）周産期におけるドコサヘキサエン酸（DHA）の脂質代謝および循環動態への影響：ラットを用いて妊娠中毒症モ
デルを作製し，DHA投与による循環動態（血圧）の変化および脂肪酸組成を分析し，検討した．
　5）妊娠中毒症の免疫学的解析：正常妊婦および妊娠中毒症妊婦の末梢血NK活性を比較検討し妊娠中毒症との関
連を検討した．
　6）IUGR，不育症の免疫学的検討：IUGR症例，不育症患者の末梢血NK活性を分析し，その免疫学的意義を検討
している．
　7）CIN（Cervical　Intraepithelial　Neoplasia：子宮頸部上皮内腫瘍）に対する子宮温存療法の検討：CO2レーザー
蒸散法，LEEP（Loop　Electro－surgical　Excision　Procedure）を用いた臨床成績の比較検討をした．
研究業績
論文
〔1994年度追加分〕
原著：
　1）山口　稔，榎本真奈美，露木佳子，横田明重，中井章人，加藤久盛，朝倉啓文，越野立夫：頭部CT検査で梗塞
　　像を認めた産褥子痴症例．日産婦東京地方会誌，44，95－98，1995．
（1）原著：
　1）三宅秀彦，中井章人，広瀬正典，大屋敦子，加藤久盛，越野立夫，益田律子1），横山和子1）（1）第一病院麻酔科）：
　　帝切時仰臥位低血圧症候群発症と母体，胎児諸条件と麻酔方法についての検討．日産婦東京地方会誌，44，
　　193－197，　1995。
2）中井章人・大屋敦子・越野立夫：正常胎児ならびにIUGRにおける消化管観察の意義．新生児誌，31，527－532，
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　1995．
3）臼井文男，山口　稔，榎本真奈美，中井章人，加藤久盛，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫：母性衛生上対応に苦
　慮した子宮内感染合併胎内死亡の1例．日産婦東京地方会誌，44，297－300，1995．
4）田野俊平，臼井文男，高橋　肇，谷内良成，加藤久盛，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，中山弘道η，小熊将之1），
　松本光司2），山田宣孝2）（1）第一病院第2外科，2）同病理部）二卵巣癌と乳癌の重複癌の1例．日産婦東京地方会誌，
　44，　262－266，　1995．
5）竹下俊行・有坂康子・大屋敦子，宮内裕光1），小池敏正1），朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，高橋秀実2）（1）下都賀
　総合病院産婦人科，2）日本医大微生物・免疫）：妊娠中毒症重症妊婦血清による血管内皮細胞ICAM・1発現の増
　強．妊中誌，3，186－187，1995．
6）中山裕樹1），土居大祐1），小野瀬亮1），河合尚基，岡島弘幸’）（1）神奈川県立がんセンター婦人科）：婦人科領域にお
　ける重複癌．産婦の実際，45，115－121，1996．
7）根本将之，山口　稔，臼井文男，中井章人，加藤久盛，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫：付属器切除後に遺残卵
　管間質部妊娠を発生した1症例．日産婦東京地方会誌，45，115－118，1996．
（2）総説＝
1）日本産婦人科手術学会編集委員会，平松祐司1），三橋直樹2〉，長田尚夫3），越野立夫，滝沢　憲4），落合和彦5），野
　澤志朗6》（1）岡山大学，2）東京大学，3）日本大学，4）東京女子医科大学，5）慈恵医科大学，6）慶鷹大学）：帝王切開（峡
　部横切開）時の子宮壁縫合法一全国アンケート調査から．産婦人科手術，6，146148，1995．
2）中井章人：妊婦スポーツと母児循環動態変化（特集：知っておきたい女性の健康スポーツ）．産婦の実際，44，
　861－866，　1995．
3）竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：III．産婦人科救急疾患各論一産科救急：子宮破裂（特集：産婦人科
　救急）．救急医学，19，923－925，1995．
4）山口　暁，越野立夫：出血：胎盤ポリープ（特集：初期治療60分一産科救急）．臨産婦，49，1374－1375，1995．
5）加藤久盛，越野立夫：血液から得られる検査情報一妊娠初期～中期（特集：周産期における検査情報とその読み
　方一検査データは何を示し，教えるか　）．周産期医学，25，13511355，1995．
6）中井章人，越野立夫：産科編1．超音波断層診断，妊娠後期：胎児の胸囲・腹囲計測（特集：周産期の画像診断）．
　周産期医学，25（増刊号），143－148，1995．
7）朝倉啓文，三宅秀彦，越野立夫：産科編1．超音波断層診断，妊娠後期：子宮内胎児発育遅延（IUGR）の超音波
　診断：（特集：周産期の画像診断）．周産期医学，25（増刊号），169－177，1995．
8）越野立夫，中井章人：妊婦スポーツの歴史と実際（特集：妊婦スポーツの実際と安全管理）．臨床スポーツ医学，
　13，　241－246，　1996．
9）目崎　登1），越野立夫，原　量宏2），友田昭二31（1）筑波大学臨床医学系産婦人科，2）香川医科大学産婦人科，3）大
　阪市立大学医学部産婦人科）：妊婦スポーツの安全管理（特集：妊婦スポーツの実際と安全管理）．臨床スポーツ
　医学，13，289－295，1996．
著書
1）越野立夫：〔分担〕：1．スポーツの可否と許可条件：11．女性二更年期．“一般臨床医のためのスポーツ可否・許
　可基準ガイドブック”（村山正博，河野一郎編）．p．190－195，南江堂，1995．
2）越野立夫，中井章人：〔分担〕：妊娠中の運動，栄養，日常生活指導．：日常患者指導の進めかた一各論“日常診
　療における患者指導ガイドより良いコミュニケーションとQOLの向上のために”（和田　改編）．増補版，
　p．150－154，文光堂，1996．
3）越野立夫，横田明重：〔分担〕：妊娠・初経と精通：第II章生きている，とは“からだの理”（武藤芳照編）．
　p．102－108，丸善，1996．
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学会発表．
（1）特別講演：
　1）越野立夫：胎教を考える．広島県母性衛生学会．1996．3．
（2）研修講演：
　1）越野立夫：妊娠中のスポーツ．平成7年度日本母性保護産婦人科医会・日本産科婦人科学会千葉地方部会秋季研
　　修会，1995．10．
（3）シンポジウム：
　1）越野立夫：胎児とのコミュニケーション：胎教．第36回日本母性衛生学会，1995．9．
（4）一般講演：
　1）Yamaguchi，M．，Asakura，H．，Nakai，A．，Takeshita，T．，Koshino，T．，and　Araki，T．：Observation　of　the
　　uterine　after　cesarean　section　with　transvaginal　ultrasound　during　pregnancy．XVth　Asian　and　Oceanic
　　Congress　of　Obstetrics　and　Gynecology（Bali），1995．10．
　2）Usui，F．，Asakura，H．，Yamaguchi，M．，Koshino，T．，and　Araki，T．：Correlation　between　urinary　NAG　in
　　pregnant　women　and　fetal　growth．XVth　Asian　and　Oceanic　Congress　of　Obstetrics　and　Gynecology（Bali），
　　1995．　10．
　3）Oya，A．，Nakai，A．，Asakura，H．，Koshino，T．，and　Araki，T．：Evalution　of　matemal　renal　function　using
　　doppler　velocimetry　of　renal　interlobar　arteries．5th　World　Congress　on　Ultrasound　in　Obstetrics　and
　　Gynecology（Kyoto），1995．11．
　4）Yamaguchi，M．，Asakura，H．，Oya，A．，Nakai，A．，Takeshita，T．，Koshino，T．，andAraki，T．：Ultrasonogra－
　　phic　observation　of　the　lower　uterine　segment　in　pregnant　women　previously　received．5thWorld　Congress
　　on　Ultrasound　in　Obstetrics　and　Gynecology．（Kyoto），1995．11．
　5）露木佳子，朝倉啓文，竹下俊行，三宅秀彦，山口　暁，越野立夫，荒木　勤，小川隆吉1》，小川秀子2）（1）都立築
　　地産院，2）相模女子大学生物化学研究室）：妊娠SHRラットにおけるドコサヘキサエン酸（DHA）の血圧調節機
　　構に及ぼす影響．第47回日本産科婦人科学会学術講演会，1995．4．
　6）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，梅沢勝弘，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：重症妊娠中毒症におけるNK細胞
　　活性と血管内皮細胞ICAM－1発現の増強．第47回日本産科婦人科学会学術講演会，1995．4．
　7）加藤久盛，山田宣孝1），温　　敏1），松本光司n（1）日本医科大学病理部）：子宮頚部細胞診・組織診の精度管理：
　　経過観察表（CPC）の利用について．第84回日本病理学会総会，1995．4．
　8）亀山信彦1）（1）下館市民病院）：ホルモン補充療法について．茨城県日母県西支部会，1995．4．
　9）臼井文男，山口　稔，榎本真奈美，中井章人，加藤久盛，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫1母性衛生上対応に苦
　　慮した子宮内感染合併胎内死亡の1例．第294回日本産科婦人科学会東京地方部会例会，1995．5．
10）広瀬正典，露木佳子，三宅秀彦，加藤久盛，朝倉啓文，越野立夫，神田明美1），駒場祐一1），北村　伸1）（1）第2内
　　科）：妊娠合併myelitisを強く疑われた1症例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
11）神戸　仁，大塚　茂1）（1》北村山公立病院）：子宮脱合併妊娠の1例．第99回日本産科婦人科学会東北連合地方部
　　会，1995．5．
12〉中井章人，大屋敦子，臼井文男，山口　稔，露木佳子，神戸　仁，広瀬正典，田野俊平，朝倉啓文・越野立夫，
　　荒木勤：腎葉間動脈血流速度による妊婦の腎機能評価．第89回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，
　　1995．6．
13）山口　稔，朝倉啓文，中井章人，大屋敦子，榎本真奈美，越野立夫，荒木　勤：経膣超音波による帝王切開既往
　　妊婦の子宮頸管の観察．第89回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会・1995．6．
14）大屋敦子，中井章人，三宅秀彦，根本将之，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：超音波診断が有用であった胎児不
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　整脈を伴うSLE合併妊娠の1例．第89回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1995．6．
15）中山裕樹’），土居大祐1），小野瀬亮1），河合尚基，岡島弘幸1）（1）神奈川県立がんセンター）：当院における同時性重
　複癌の検討．第89回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会・1995．6．
16）中山裕樹1），小野瀬亮1），土居大祐1），河合尚基，岡島弘幸1），亀田陽一1），山口正直1），飯田萬一1），原田祐子1），
　岩撫成子1），中村満美子1），早渕洋子1）（1）神奈川県立がんセンター）：子宮頸癌一次検診時の細胞診判定と最終診
　断の整合性について．第36回日本臨床細胞学会総会，1995．6．
17）加藤久盛，三宅秀彦，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤＝子宮頚部上皮腫瘍に対する子宮温存療法：LEEP（Loop
　Electrosurgical　Excision　Procedure）を用いて．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
18）森　正陽1），石川紀行1），木内博之2），菊池俊雄2），小林　匡2》，真々田裕宏2），水谷　崇2），大塚　茂（1）北村山公
　立病院消化器科，2）同外科）：成人小腸重積症の1例．第152回日本消化器病学会東北支部会，1995．6．
19）中井章人，朝倉啓文，山口　稔，大屋敦子，臼井文男，田野俊平，竹下俊行，越野立夫，荒木　勤：母体運動中
　の胎児心機能変化に関する検討．第31回日本新生児学会総会，1995．7．
20）大屋敦子，朝倉啓文，山口　暁，竹下俊行，中井章人，越野立夫，荒木　勤：新生児の出生後体温上昇過程に及
　ぼす沐浴の影響．第31回日本新生児学会総会，1995．7．
21）田野俊平，臼井文男，高橋　肇，谷内良成，加藤久盛，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，中山弘道1），小熊将之1），
　松本光司2），山田宣孝2）（1）日本医科大学第一病院第2外科，2）同病理部）：卵巣癌と乳癌の重複癌の1例．第295回
　日本産科婦人科学会東京地方部会例会，1995．9．
22）竹下俊行，有坂康子，大屋敦子，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤，高橋秀実1），宮内裕光2），小池敏正2）（1》日本医
　科大学微生物・免疫，2）下都賀総合病院産婦人科）：妊娠中毒症重症妊婦血清による血管内皮細胞ICAM－1発現の
　増強．第16回日本妊娠中毒症学会，1995．9．
23）中井章人，大屋敦子，朝倉啓文，越野立夫：妊娠による腎葉問動脈の血流速度変化に関する検討．第63回日本医
　科大学医学会総会，1995．9．
24）榎本真奈美，竹下俊行，中井章人，梅沢勝弘，朝倉啓文，越野立夫：習慣性流産に対する免疫療法の臨床的検討。
　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
25）臼井文男，朝倉啓文，竹下俊行，有坂康子，高橋　肇，谷内良成，越野立夫：重症妊娠中毒症の帝王切開後にお
　ける血小板の意義（第2報）：母体末梢血Endothelin，NK細胞活性との関連性．第63回日本医科大学医学会総
　会，1995．9．
26）矢蔦善章1），益田律子1），川田亜紀子1），横山和子1），中井章人（1）日本医科大学第一病院麻酔科）：巨大卵巣嚢腫切
　除に伴う循環動態の変化と麻酔．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
27）露木佳子，広瀬正典，三宅秀彦，田野俊平，加藤久盛，朝倉啓文，越野立夫，駒場祐一1），北村　伸1）（1）日本医
　科大学第2内科）＝妊娠合併myelitisを強く疑われた1症例．第90回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総
　会，1995．9．
28）三宅秀彦，中井章人，大屋敦子，高橋　肇，臼井文男，山口　稔，竹下俊行，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤1
　種々の保存治療が奏効した頸管妊娠の4例．第90回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会，1995．9．
29）山田玲子1），中井章人，越野立夫（1）財団法人幼児開発協会）：周産期の産科的：精神的要因が児の心理発達に及
　ぼす影響について．（誕生の記憶は存在するかP）．第36回日本母性衛生学会，1995．9．
30）長崎千恵子1），内田　幸1），岸田淳子1），臼井文男，榎本真奈美，中井章人，加藤久盛，朝倉啓文，越野立夫（1）日
　本医科大学第一病院産婦人科病棟）：19才未婚，胎児死亡の1症例を通して：看護面での心身両面における支援
　の在り方．第36回日本母性衛生学会，1995．9．
31）神戸　仁，大塚　茂1）（1）北村山公立病院）：腹膜偽粘液腫の1例．第43回日本産科婦人科学会北日本連合地方部
　会，1995．9．
32）日本産婦人科手術学会編集委員会，三橋直樹1），平松祐司2），長田尚夫3），越野立夫，滝沢　憲4），落合和彦5），野
一284一
　澤志朗6）（1）岡山大学，2）東京大学，3）日本大学，4）東京女子医科大学，5）慈恵医科大学，6）慶鷹大学）：広汎性子宮
　全摘術後のドレーンについて＝全国アンケート調査．第18回日本産婦人科手術学会，1995．11．
33〉竹下俊行，高橋秀実1），中川洋子1），横室公三1），Berzofsky，J．A．2）（D日本医科大学微生物・免疫，2）米国NIH）：
　血清中dipeptidaseを介したクラスI　MHC分子拘束性ペプチド抗原の細胞外プロセッシング．第25回日本免疫
　学会総会・学術集会および国際シンポジウム，1995．11．
34）中川洋子1），高橋秀実1），竹下俊行，横室公三1），Berzofsky，」，A．2）（1）日本医科大学微生物・免疫，2）米国国立癌
　研）：クラスI　MHC分子ならびにクラスII　MHC分子によって提示させるHIV－1evn蛋白内のエピトープ
　　（P18）のMHC結合部位．第25回日本免疫学会総会・学術集会および国際シンポジウム，1995．11．
35）中山裕樹1），小野瀬亮1），土居大祐1），河合尚基，岡島弘幸1），亀田陽一1），山口正直1），飯田萬一1），原田祐子1），
　　岩撫成子1），中村満美子1），早渕洋子1）（1）神奈川県立がんセンター〉：当院における頚部細胞診の実際．第34回日
　本臨床細胞学会秋期大会学術集会，1995．11．
36）小野瀬亮1），中山裕樹1），土居大祐1），河合尚基，岡島弘幸1），亀田陽一），山口正直1），飯田萬一1），原田祐子1），
　　岩撫成子1），中村満美子1），早渕洋子1）（1）神奈川県立がんセンター）：子宮付属器悪性腫瘍における内膜吸引細胞
　　診の検討．第34回日本臨床細胞学会秋期大会学術集会，1995．11．
37）河合尚基，土居大祐1），小野瀬亮1），中山裕樹1），岡島弘幸1），亀田陽一1），山口正直1），飯田萬一1），原田祐子1），
　　岩撫成子1），中村満美子1），早渕洋子1）（1）神奈川県立がんセンター）：子宮体癌一次検診における内膜細胞診の取
　　扱い．第34回日本臨床細胞学会秋期大会学術集会，1995．11．
38）根本将之，山口　稔，臼井文男，中井章人，加藤久盛，竹下俊行・朝倉啓文，越野立夫：付属器切除術後に同側
　　の遺残卵管間質部妊娠を発生した1例．第296回日本産科婦人科学会東京地方部会例会，1995．12．
39）有坂康子・竹下俊行，大屋敦子，朝倉啓文，越野立夫，高橋秀実1）（1）日本医科大学微生物・免疫）：妊娠中毒症
　　重症妊婦血清による血管内皮細胞ICAM－1発現の増強．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
40）梅沢勝弘，加藤久盛，露木佳子，越野立夫，松本光司1），山田宣孝1）（1）日本医科大学第一病院病理）：子宮頚部に
　　原発したmalignant　mullerian　mixed　tumorの1例．第9回東京産婦人科医会・日産婦東京地方部会合同研修
　　会並びに第297回日本産科婦人科学会東京地方部会例会，1996．2．
41）榎本真奈美1習慣性流産の免疫療法．茨城県日母県西支部会，1996．2．
42）中井章人，大屋敦子，朝倉啓文，越野立夫，荒木　勤：正常妊娠ならびに妊娠高血圧における腎葉問動脈の血行
　　動態変化に関する検討．第6回腎と妊娠研究会，1996．3．
［第二病院産婦人科］
研究概要
　本年度の当医局の研究領域は従来通り（1）主として膣式超音波診断装置を使用したもの，（2）女性の骨盤，（3）そ
の他，と3大別することができる．第1の超音波を使用した業績の中でまず特徴的なことは，不妊症や流早産等の不
育症に対して超音波検索法という非観血的な手法により，再現性のある反復検査が可能となり，しかも子宮内膜や頚
管などの軟部組織の半定量的観察を可能となったことを多数の例数をもって証明した．第2の点に関しては，骨盤の
分娩予後に及ぼす因子として最後に解明されずに残っていた尾骨の問題が解決され，今年度をもって母体の分娩にお
ける骨盤の意義は全て明らかとなったといえる．第3の点については，非常にポピュラーな疾患である子宮筋腫をフォ
ローアップしている時に遭遇する種々の点について各方面から検討したこと等が特記すべきことである．
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研究業績
論文
（1）原著：
　1）石原楷輔：超音波断層像による胎児の体重推定．周産期医学，25，149154，1995．
　2）石原楷輔：切迫早産と頸管所見．産婦人科の実際，44，1129－1134，1995．
　3）石原楷輔：頸管無力症．産婦人科の実際，44，16701674，1995．
　4）石原楷輔：経膣エコーの活用，日本産婦人科学会東京会誌，45，1－5，1996．
　5）小林三平，松本譲二，根本芳広，平田昌二，竹内正弥，菊池三郎：子宮筋腫と診断し術後悪性腫瘍であった症例
　　の検討．日本産婦人科学会神奈川地方部会誌，32，32－35，1995．
　6）松本譲二，恵比寿亨，小林三平，竹内正弥，大網　弘1），菊池三郎（1）老人病研究所）：長期間の子宮出血例とそ
　　の問題点．日本産婦人科学会神奈川地方部会誌，32，45－48，1996．
　7）小林三平，松本譲二，根本芳広，平田昌二，竹内正弥，菊池三郎：子宮筋腫における子宮内膜組織診の有用性．
　　日本産婦人科学会神奈川地方部会誌，32，32－35，1996．
　8）石田明彦，松本譲二，小林三平，菊池三郎，原田雄一1），細根　勝2），川並注一3），大網　弘4），荒木　勤5）（1）第
　　二病院内科，2）病理学第二，3）第二病院病理，4）老人病研究所，5）付属病院産婦人科）：最近経験したcarcinosarcoma
　　の1例．日本産婦人科学会関東連合地方部会誌，33，5154，1996．
（2）綜説：
　1）関谷隆夫，吉松和彦，根本芳広，石原楷輔，菊池三郎：産婦人科治療の最近の進歩：経膣超音波画像診断におけ
　　る最近の知見．日本産婦人科学会神奈川地方部会誌，32，77－82，1995．
著書
　1）関谷隆夫：〔共著〕：ケースワーカーのための老人介護辞典（医学編）第1巻，P．421－437，559－560，第2巻，
　　P．296－298，学習研究社，1995．
　2）石原楷輔：〔分担〕：前置胎盤（監修　日野原重明，阿部正和）今日の治療指針．P．706－707，医学書院，1996．
学会発表
（1）パネルディスカッション：
　1）松本譲二：HRT．第310回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1995．9．
　2）根本芳広：急性腹性症における卵巣出血性嚢胞の超音波診断の有用性．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．
　　3．
（2）一般講演：
　1）Kikuchi，S．，Ishihara，K．，and　Sekiya，T．：Relalionship　between　histology　and　ultra　sonographic　texture　of
　　endometrium　in　sterile　patlents．15th　World　Congress　on　Fertility　and　Sterility，1995．9．
　2）Sekiya，T．，Ishihara，K．，Kikuchi，S．，and　Araki，A。1）（1）Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，Nippon
　　Medical　Schoo1）：Vaginal　ultrasonographic　study　ofcervical　length　and　glandinpreterm　labor，5thWorld
　　Congress　on　Ultrasound　in　Obstetrics　and　Gynecology，1995．11．
　3）関谷隆夫，吉松和彦，根本芳広，小西公麿，石原楷輔，菊池三郎：超音波画像からみた子宮頸部所見と流早産と
　　の関連の再検討：子宮頸部hypoechoic　area（HEA）からのapproach．日本超音波学会第65回研究発表会，1995．
　　5．
　4）深見武彦，小林三平，関谷隆夫，松本譲二，菊池三郎，田口正男1），漢那　顕2）（1）東府中病院，2）新横浜母と子の
　　病院）＝日本医科大学第二病院産婦人科における高齢者の手術．第308回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1995．
　　5．
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5）小西公麿，塚田克也，石原楷輔，菊池三郎，尾形永太郎1），川並注一2），太田吉男2），大網　弘3）（1）尾形産婦人科，
　2）第二病院病理部，3）老人病研究所）：卵巣原発Rhabdomysarcomaの1例．第308回日本産婦人科学会神奈川地
　方部会，1995．5．
6）関谷隆夫，平田昌二，石原楷輔，菊池三郎：最近経験したcarcinosarcomaの1例．第308回日本産婦人科学会神
　奈川地方部会，1995．5．
7）石田明彦，松本譲二，菊池三郎，荒木　勤1），川並注一2），原田雄一3）（1）付属病院産婦人科，2）第二病院病理部，
　3）同内科）：妊娠悪阻治療中に発生したreactive　hemophagocytic　syndromeの1例．第89回日本産婦人科学会関
　東連合地方部会，1995．6．
8）関谷隆夫，吉松和彦，根本芳広，石原楷輔，菊池三郎，荒木　勤1）（1）付属病院産婦人科）：子宮頸部の超音波断
　層像と流早産との関連の再検討．第18回産婦人科ME懇話会，1995．7．
9）漢那　顕，竹内正弥，田中穂積1），関谷隆夫，高橋　通2），尾形永太郎3）（1）住友生命診査課，2）埼玉医大産婦人科，
　3）尾形産婦人科）：骨盤入口面形態の肉眼的診断と数理的診断の一致率．第309回日本産婦人科学会神奈川地方部
　会，1995．7．
10）小林三平，松本譲二，根本芳広，平田昌二，竹内正弥，菊池三郎：子宮筋腫の外来follow　up中のリスク．第63
　回日本医科大学医学会総会，1995．9．
11）竹内正弥，松本譲二，小林三平，小西公麿，菊池三郎，荒木　勤1）（1）付属病院産婦人科）：FSH高値の症例に関
　する検討．第90回日本産婦人科学会関東連合地方部会，1995．9．
12）吉松和彦＝経膣超音波画像による子宮頸部所見と流早産との関連の再評価：頸管熟化指数を用いた頸管腺領域
　像の意義の検討．第90回日本産婦人科学会関東連合地方部会，1995．9．
13）関谷隆夫，吉松和彦，根本芳広，石原楷輔，菊池三郎，荒木　勤1）（D付属病院産婦人科）：超音波画像からみた
　子宮頸部所見と流早産との関連の再検討．第90回日本産婦人科学会関東連合地方部会，1995．9．
14）関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎，荒木　勤1）（1）付属病院産婦人科）：超音波診断にて早期に膀帯下垂を診断し得
　た前期破水の2例．第315回四水会，1995．9．
15）小林三平，松本譲二：卵巣機能不全におけるHRT．第310回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1995．9．
16）小西公麿，松本譲二，菊池三郎：尾骨形態と分娩予後．第6回分娩監視研究会，1995．10．
17）寺嶋真理子，小田部徹：新生児の身体的パラメーターの遂日的変動．第24回日医大産婦人科同窓会臨床研究会，
　1995．　11。
18）関谷隆夫，吉松和彦，根本芳広，石原楷輔，菊池三郎，荒木　勤1）（1）付属病院産婦人科）：超音波画像からみた
　子宮頸部所見と流早産との関連の再検討：頸管熱化指数を用いた頸管腺領域像の意義の検討．日本超音波医学会
　第66回研究発表会，1995．11．
19）石原楷輔：経膣法．第5回世界産婦人科超音波学会ジャパニーズセッション，1995．11．
20）石原楷輔，可世木久幸1），竹村秀雄2）（1）付属病院産婦人科，2）小阪産病院）：経膣法実技．第5回世界産婦人科超
　音波学会ジャパニーズセッション，1995．11．
21）石原楷輔：超音波経膣走査法による画像診断の活用．第96回日本産婦人科学会秋田地方部会，1995．12．
22）石原楷輔：経膣エコーの活用．第296回日本産婦人科学会東京地方部会，1995．12．
23）小田部徹：新生児身体諸パラメータの遂日的計測．第9回神奈川母性衛生学会総会，1996．2．
24〉石原楷輔：経膣超音波診断におけるピットフォール．第314回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1996．2．
25）深見武彦，根本芳広，小林三平，石田明彦，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎，渡辺秀哉り（1）渡辺産婦人科医院）＝
　超音波画像により子宮頚管妊娠を強く疑った2例．第314回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1996．2．
26）吉松和彦，小田部徹，寺嶋真理子，根本芳広，関谷隆夫，石原楷輔，菊池三郎：切迫早産における新しい子宮頚
　部超音波所見．第314回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1996．2．
27）漢那　顕，松本譲二，菊池三郎，島田洋一1）（1）第二病院麻酔科）：当科の高齢婦人手術における麻酔の検討．第
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　314回日本産婦人科学会神奈川地方部会，1996．2．
28）深見武彦，根本芳広，菊池三郎，宮坂昌人1）（1）宮坂医院）：Polycystic　Kidneyの分娩の1例．川崎市産婦人科
　　医会研究会．1996．2．
［多摩永山病院産婦人科］
研究概要
　臨床的研究：産科学においては，妊婦の栄養問題について，助産婦の協力を得て継続的に研究を進めているが当院
における妊婦の栄養摂取および消費の現状について詳細な分析結果が得られ，論文にまとめることができた．実際の
臨床の場でこの結果を生かして，マタニテイーウオーキングの指導を実施し，肥満，妊婦対策についてさらに突っ込
んだ研究を行っている．東京女子医大小児科との共同研究であるGBSに関する研究も論文としてまとめられた．癌胎
児性フイブロネクチンを測定することによる早産の予知に関する研究についてもこれを開発したHussa教授が恩師
であることから，検査試薬の提供をいちはやく受けることができ，その有用性について研究発表することができた．
出生前診断については，従来から患者同意のもとに行ってきた“早期羊水穿刺”の臨床的意義について日本産婦人科
学会総会の演題として採用され，われわれの方法を世に問うことができた．産科超音波診断学の分野では，若月がシ
ンポジストとして長年の研究成果を発表した．婦人科悪性腫瘍に関しては三年生存率を得ることができたが，引き続
き五年生存率をまとめられるように臨床のデータを蓄積している．
　基礎的研究：相変わらず絨毛癌細胞の増殖の機序に関して分子生物学的に研究をつづけている．
研究業績
論文
〔1994年度追加分〕
原著：
　1）武谷雄二，水野正彦，吉川裕之，寺島芳輝，落合和徳，野澤志朗，宇田川康博，岡田隆彦，赤沢憲司，麻生武志，
　　荒木　勤，飯塚貞夫，石川卓爾，伊東正昭，植田国昭，内田　智，小倉久男，金子　実，小尾俊一，小島雅彦，
　　榊原賢一郎，佐々木茂，杉下　匡，関根達征，武田佳彦，長阪恒樹，永富敬二，中村英世，中村幸雄，橋村尚彦，
　　荷見勝彦，箕浦茂樹，森　広之，安田　充，山岡完司，山口光哉，山本皓一：卵巣癌の化学療法にともなう白血
　　球減少症に対するG－CSFの臨床評価に関する研究．産科と婦人科，61，1459－1468，1994．
　2）磯崎太一，佐々木茂：不正性器出血（特集：出血を来す疾患）．治療，77，585－592，1995．
　3）武井麻紀，田中　彰，若月雅美，磯崎太一，家永　聡，田中幸太郎，田中純也，松下径広，武内　務，伊東香恵
　　子，佐々木茂，奥田朗夫1）（1）中央検査室）：早産の予知のための妊婦スクリーニングにおける癌胎児性フイブロ
　　ネクチンの有用性，日産婦東京会誌，44，73－75，1995．
総説1
　1）佐々木茂：胎児診断について（学習コーナー）．母性衛生，36，1520，1995．
（1）原著：
　1）植田千栄子，渡辺富子，酒井和子，越中谷幸子，田畑末美，阿部幸子，磯崎太一，諏訪喜宣，佐々木茂：当院に
　　おける妊婦の栄養摂取および消費の現状．母性衛生，36，236－239，1995．
2）小菅紀子1），保科　清1），鈴木葉子2），佐々木茂，田中　彰，磯崎太一（1》東京逓信病院，2）東京女子医大小児科）：
　　新生児B群溶連菌感染症発症予防のための妊婦スクリーニング．日本新生児学会誌・31・439442，1995，
3）若月雅美，磯崎太一，家永　聡，武内　務，武井麻紀，伊東香恵子，田中純也，田中　彰，佐々木茂，加来隆一1）
　　（1）加来産婦人科）：無麻酔で用手整復できた子宮内反症の1例．日産婦東京会誌，44，289－292，1995．
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4）武井麻紀，家永　聡，若月雅美，磯崎太一，武内　務，伊東香恵子，田中　彰，佐々木茂，孔　北華，前田昭太
　郎1）（1）多摩永山病院病理部）：子宮頸部原発のendocrine　carcinomaの1例．日産婦東京会誌，44，305－308，
　1995．
5）若月雅美，佐々木茂・荒木　勤：羊水過多，羊水過少．産婦人科の実際，44，1758－1762，1995．
6）田中　彰，佐々木茂l　GBS．産婦人科の実際，44，1587－1592，1995．
7）若月雅美，八田充子，村田智昭，黒瀬圭輔，荒木　勤：新しい推定児体重と推定児身長式の作成によるtype　I
　IUGRの診断．産婦人科栄養代謝学会誌，1，84，1995．
8〉佐々木茂：医事紛争を招かないための考え方と実際．東京産婦人科医会誌，28，33－34，1996．
著書
　1）佐々木茂：〔分担〕，産後2～7日目における注意事項．p．30－35，メデイカ出版，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）Sasaki，S．：Growth　Inhibition　of　Choriocarcinoma　Cells　by　Interleukin－6Antisense　Oligonucleotides．Yale
　　University　OB／GYN　Seminar，（New　Haven，USA），1996．3．
　2）佐々木茂：出生前診断について，第9回東京産婦人科医会，日産婦東京地方部会合同研修会ならびに第297回日
　　産婦東京地方部会例会，1996．2．
（2）シンポジウム：
　1）若月雅美：胎児発育における超音波計測の再評価．第18回日産婦ME懇話会，1995．7．
〔1994年度追加分〕
一般講演
　1）磯崎太一，孔　北華，佐々木茂：絨毛癌JEG－3細胞株におけるインターロイキン発現の検索．第6回日本産婦人
　　科遺伝子診断研究会，1995．2．
（3）一般講演：
1）佐々木茂，孔　北華，磯崎太一，荒木　勤：絨毛癌JEG3細胞株におけるインターロイキン発現の検索．第47回
　　日産婦総会，1996．4．
2）磯崎太一，佐々木茂，家永　聡，田中幸太郎，松下径広，竹内　務，武井麻紀，伊東香恵子，荒木　勤，田口正
　　男’），竹内正人2）（1）東府中病院，2）葛飾赤十字産院）：出生前診断における早期羊水穿刺の安全性と有用性．第47
　　回日産婦総会，1996．4．
3）若月雅美，磯崎太一，家永　聡，武内　務，武井麻紀，伊東香恵子，田中純也，田中　彰，佐々木茂，加来隆一1）
　　（1）加来産婦人科）：無麻酔で用手整復できた子宮内反症の1例．第294回日産婦東京地方会，1995．5．
4）若月雅美，磯崎太一，家永　聡，武内　務，武井麻紀，伊東香恵子，田中純也，田中　彰，佐々木茂：診断が困
　　難であった腹部腫瘤の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
5）北條由紀，下澤小百合，樽見芳子，野口真紀，上田佳奈，斎藤由紀，竹下千穂，越中谷幸子，酒井和子，磯崎太
　　一，家永　聡，田中　彰，佐々木茂＝妊婦の体重管理におけるマタニテイーウオーキングの効果．第13回東京母
　　性衛生学会学術集会，1995．5．
6）武井麻紀，家永　聡，磯崎太一，若月雅美，竹内　務，伊東香恵子，田中純也，田中　彰，佐々木茂，荒木　勤：
　　子宮頸部原発のendocrine　carcinomaの1症例．第89回日産婦関東連合地方部会，1995．6．
7）若月雅美，磯崎太一，家永　聡，武内　務，武井麻紀，伊東香恵子，田中純也，田中　彰，佐々木茂，荒木　勤二
　　急性膵炎合併妊婦の取り扱い方．第89回日産婦関東連合地方部会，1995．6．
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8）若月雅美，伊東香恵子，家永　聡，磯崎太一，三田俊二，田中　彰，武井麻紀，田中純也，佐々木茂：周産期管
　理におけるAmuniotic　Fluid　Indexの有用性．第31回日本新生児学会総会，1995．7．
9）武井麻紀，家永　聡，若月雅美，磯崎太一，武内　務，伊東香恵子，田中　彰，孔　北華，佐々木茂，前田昭太
　郎1）（1）多摩永山病院病理部）：子宮頸部原発のendocrine　carcinomaの1症例．第295回日産婦東京地方部会，
　1995．9．
10）若月雅美，伊東香恵子，磯崎太一，家永　聡，武内　務，武井麻紀，田中純也，田中　彰，佐々木茂，荒木　勤：
　最近経験した絨毛性疾患の2症例．第90回日産婦関東連合地方部会，1995．9．
11）田中　彰，伊東香恵子，武井麻紀，武内　務，家永　聡，若月雅美，佐々木茂，荒木　勤，保科　清1）（1）東京逓
　信病院小児科）：妊婦GBS培養検査の臨床的意義．第90回日産婦関東連合地方部会，1995年．9．
12）武井麻紀，佐々木茂，田中　彰，磯崎太一，家永　聡，若月雅美，武内　務，伊東香恵子，田中純也，孔　北華：
　子宮頸部原発のendocrine　carcinomaの治療についての考察．第33回日本癌治療学会総会，1995．9．
13）田畑末美，北條由紀，樽見芳子，田中佳代，竹本寿江，高田みゆき，越中谷幸子，酒井和子，家永　聡，若月雅
　美，佐々木茂：妊娠中の体重管理に対する妊婦の意識について：マタニテイーウオーキングの充実に向けて．第
　36回日母性衛生学会，1995。9．
14）高杉誠子，竹山聡美，田中文江，戸上智恵子，山本優子，鈴木洋子，久保田恵子，福岡イツ子，若月雅美，田中
　彰，佐々木茂：内診台におけるカーテンの役割一アンケート調査より．第36回日母性衛生学会，1995．9．
15）孔　北華，佐々木茂，田中　彰，若月雅美，磯崎太一，家永　聡，三田俊二，武井麻紀，伊東香恵子：絨毛癌細
　胞の増殖に及ぽすInterleukim・6の作用に関する研究．日本医科大学外国人留学者研究会，1995．11．
16）島香恵子，若月雅美，田中　彰，武井麻紀，三田俊二，田中純也，家永　聡，佐々木茂：帝王切開直後に反復発
　症した子宮内反症の1例．第296回日産婦東京地方部会，1995．12．
17）家永　聡，孔　北華，島香恵子，武井麻紀，三田俊二，若月雅美，田中　彰，佐々木茂：インターロイキンー6
　の絨毛癌JEG－3細胞の増殖に与える影響．日本医大医学会第88回例会，1996．2．
［千葉北総病院産婦人科］
研究概要
　本年度も周産期関連の研究を中心として行った．
　1）胎児，胎盤循環動態の検討：パルスドップラー，カラードップラーなどの超音波断層法を用い，子宮内発育遅延
例，重症妊娠中毒症例，双胎妊娠例を中心に胎児の主要血管，膳帯，子宮動静脈での血流動態の解析を行っている．
　2）脳室周囲白質軟化症発症機序およびリスク因子の検討：周産期領域における神経学的予後に重大な影響を及ぽ
すと考えられる脳室周囲白質軟化症にかんして，当母子医療センターに入院した新生児を中心に，適宜，超音波断層
法，MRIを施行し，脳室周囲白質軟化症の発症時期と周産期のリスク因子の関連性の検討を行っている．
研究業績
論文
（1）総説：
　1）山口　暁，越野立夫：（特集：初期治療60分）産科救急
著書
　1）河村　尭：〔分担〕助産学体系　助産診断・技術学1
　　協会出版会，1996．
出血　胎盤ポリープ，臨床産婦，49，13741375，1995．
助産診断に関連する臨床検査法．p．305346，日本看護
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学会発表
（1）特別講演：
1）河村　発：骨粗　症の予防と治療．平成7年度予防医学講演会，1995．9．
2）河村　尭：女性の肥満．平成7年度印旛市郡・香取市郡医師会学術講演会，1995．10．
3）河村　尭：おなかの赤ちゃんの素敵な夢．ミッドワイフ＆ナースセミナー，1996．2．
（2）一般演題：
1）外山和秀，土居大祐，大野明子，荒木　勤：子宮内膜型腺癌細胞株（EMAC－5）のin　vitroでの細胞分化にお
　ける細胞外基質の役割．第47回日本産科婦人科学会学術講演会総会，1995．4．
2）露木佳子，朝倉啓文，竹下俊行，三宅秀彦，山口　暁，越野立夫，荒木　勤，小川隆吉，小川秀子：妊娠SRH
　ラットにおけるドコサヘキサエン酸（DHA）の血圧調節機構に及ぽす影響．第47回日本産科婦人科学会学術講演
　会，1995．4．
3）安達志野，山口　暁，外山和秀，岩崎卓爾，河村　尭：妊娠21週まで未破裂で経過した卵管妊娠の1例．日本医
　科大学医学会第86回例会，1995．6．
4）大屋敦子，朝倉啓文，山口　暁，竹下俊行，中井章人，越野立夫，荒木　勤：新生児の出生後体温上昇過程に及
　ぼす沐浴の影響．第31回日本新生児学会総会，1995．7．
5）岩崎卓爾，若月雅美，進　純郎，荒木　勤：周産期領域における超音波ドップラー法の有用性について．第18回
　日本産科婦人科ME懇話会，1995．7．
6）都甲明子，山口　暁，外山和秀，岩崎卓爾，河村　尭：恥骨上経皮膀胱カテーテル（cystfix）の使用経験．第63
　回日本医科大学医学会総会，1995．9．
7）山口　暁，安達志野，外山，和秀，岩崎卓爾，河村　尭：妊娠21週まで未破裂で経過した卵管妊娠の1例．第90
　回関東連合地方部会総会，1995．10．
8）余　　江，森　　修，大秋美治，河村　尭，浅野伍朗：子宮のAdenoid　tumorの2症例．第63回日本医科大学
　医学会総会，1995．9．
9）山口　暁，都甲明子，堤　千寿，外山，和秀，岩崎卓爾，河村　尭：急激な視力障害（悪性眼球突出症）をみと
　めた甲状腺機能充進症合併妊娠の1例．平成7年度冬季日本産婦人科学会千葉地方部会，1996．2．
10）都甲明子，山口　暁，堤　千寿，外山，和秀，岩崎卓爾，河村　尭：パルボウィルス感染により胎児水腫を来し
　たと考えられる双胎妊娠の1症例．平成7年度冬季日本産婦人科学会千葉地方部会，1996．2．
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1) Wu, T.1), Ikezono, T., Yao, X.1), Angus, CW.1), and Shelhamer, J.H.*) (1)NlH, USA) : Characterization of 
the promotor for the human 85KDa cytosolic PLA2 gene. Nucleic Acid Research. 22, 5093-5098, 1994. 
2) Ushio, K., Morizono, T., and Yagi, T. : Three-component analysis of benign paroxysmal positional nystag-
mus. Acta Otolaryngol, Suppl, 519, 107-109, 1995. 
3) Kosaka, K., Yamanobe, S.1), Tomiyama, S., and Yagi, T. (1)~~~Z~~~:~~) : Inner ear autoantibodies in patients 
with sensorineural hearing loss.Acta Otolaryngol, Suppl. 519. 176-177, 1995. 
4) Yagi, T., and Ushio T. : Nystagmus in benign paroxysmal positional vertigo : Three-component analysis. 
Acta Otolaryngol, Suppl. 520, 238-240. 1995. 
5) Takahashi, M.*), and Tomiyama, S. (~)~~:Jlll~;~~~~U~l~~:~~~) : Cell proliferation in the endolymphaic sac in 
situ after inner ear immunostimulation. Acta Otolaryngol, I15, 396-399, 1995. 
6) Jinnouchi, K., Tomiyama, S., and Pawankar, R. : Distribution of endothelin-1 Iike activity in the endolym-
phatic sac of normal guinea pigs. Acta Otolaryngol, 115, 400-404, 1995. 
7) Tomiyama, S., Kinoshita, T., Jinnouchi, K., Ikezono, T., Gotoh, Y., Pawankar, R., and Yagi, T. : Fluctuat-
ing hearing loss following immune reaction in the endolymphatic sac of guinea pigs. ORL. 57, 122-128, 
1995. 
8) Jinnouchi, K., Tomiyama, S., and Pawankar, R. : Distribution of endothelin-1 Iike activity in the vestibule 
of normal guinea pigs. ORL, 58, 4 - 8 . 1995. 
9) Yokoshima, K., Ohnisi, M., Takizawa, R., Okubo, K., Okuda, M., and Yagi, T. : Distribution of mast cells 
in inverted papilloma and squamous cell carcionma of the nose. Am. J. Rhinol., 9 , 57-60, 1995. 
10) Pawankar, R.. Okuda, M.. Hasegawa, S.1), Suzuki, K.*), Yssel, H.'), Okubo, K., Okumura, K.*), and Ra, C.1) 
(1)n~~~~~~)~~:~L~~-~. ')DNAX Res Ctr, USA) : Interleukin-13 expression in the nasal mucosa of perennial 
- 292 -
　allergic　rhinitics，Am。J．Resp．Crit．Care．Med．，152，2059－2067，1995．
11〉Pawankar，R．，Okuda，M・，Okubo，K．，and　Ra，C．1）（1）順天堂大学免疫学）：Lymphocyte　subsets　in　the　nasal
　mucosa　of　peremial　allergic　rhinitics．Am，J．Resp．Crit．Care．Med．，152，2049－2058，1995．
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一295一
(2) ~~=F~~~i~{~ : 
1) /¥)f~~~.~~1 : ~~:~~Jtz~~-. ~)~v). ~~96~J~I~1~~F~~~~Ig~~i~$4~~~~, 1995. 5. 
(3) ~/~/~l~.'S;~~ : 
1) Ikezono, T., Wu, T.1), Shelhamer, J.H.1) (1)NlH, USA) : The effect of leukemia inhibitory factor (LIF) 
arachidonic acid metabolism in human bronchial epithelial cells- Mini symposium. The International 
Conference of The American Thoracic Society (Boston, Massachusetts) , 1994. 5 . 
2) Ohkubo, K., Gotou, M., Yagi, T., and Okuda. M. : Nasal provocation with bradykinin in normal and allergic 
subjects (effect of ACE inhibitor) . 2nd Symposium of Experimental Rhinology and Immunology of the 
Nose (Rotterdam) . 1996. 2 . 
3) ~:LIJ~~~~~~:~ : F~ll~1:~~:~~~I~~(1)~~~~j~~~f~~,~~ (T 7 F~ll~F~-;~Se~~~l~:~~~:~:) ~~ 5 ~IF1~;1~r~;4~- 1995. 10. 
4) ~(~~~~/:t~¥~~: ~~7v)v~~-}c~~e~:~;tf4 ~~~ )/~)1~:v~)~ (1~1~~u~M~:~~~~i~!~i!*.~)~~~"~'~~~~~~~~' ~~~~~:3 ~~:7L/)V 
~~-). ~~~cl~~~R~~~i~~4~~~~~i~~~~~~~!~~i~~1~~~=~~21~I~~~=F~:/~;~/1/, 1995. 12. 
(4) -~~~{~~i~ : 
1) Ikezono, T., Wu, T.*), Shelhamer, J.H.~) (*)NlH, USA) : The effect of neutrophil elasetase on cytosolic 
PLA2 activity in human bronchial epithelial cells. The International Conference of The American Thoracic 
Society (Boston, Massachusetts) , 1994. 5 . 
2) Ikezono. T.. Wu, T.~), Levine, S.1), Angus, C_W.*), Yagi, T., and Shelhamer, J.H.1) (1)NlH, USA) : Theeffect 
of leukemiainhibitory factor (LIF) on cytosolic PLA2 in human bronchial epithelial cells. The International 
Conference of The American Thoracic Society (Seatle, Washington) , 1995. 5 . 
3) Wu, T.*), Ikezono, T., Angus, C.W.*), and Shelhamer, J.H.~) (*)NlH, USA) : Cytokine-induced arachidonic 
acid release in a human bronchial epithelial cell line is mediated by cytosolic PLA2 but not the group 2 
PLA2. The International Conference of the American Thoracic Society (Seatle, Washington) , 1995. 5 . 
4) Wu, T.1), Ikezono, T., Yao, X.1), Angus, C.W,1), and Shelhamer, J.H.1) (~)NlH, USA) : The promotor of 85 
kDa cytosolic PLA2 gene contains binding sites for interferon-gactivated transcriptional factors. The 
International Conference of the American Thoracic Society (Seatle, Washington). 1995. 5 . 
5) Ohyama, Y., and Yagi, T. : Three dimensiomal analysis of eye movements induced by neck vibration.The 
22nd Congress of the International Neurootological and Equilibriometric Society (Hakone) , 1995. 4 . 
6) Pawankar, R., Okuda, M., Azuma, M.1), Suzuki, K.*), Okumura, K.1), and Ra, C.*) (1)n~~:~+~~j~~:~~;~~~-) : 
Profile of nasal gamma-delta T cells in perennial allergic rhinitics. 10th International Congress on Mucosal 
Immunology (San Diego, USA) , 1995. 7 . 
7) Yagi, T., and Ohyama, Y. : Three dimensional analysis of nystagmus induced by neck vibration.Collegium 
Oto-Rhino-Laryngologicum Amicitiae Sacrum Conference (Salzburg) , 1995. 9 . 
8) Nakamizo, M., Nigauri, T.1), Takahashi, H.1), Kamata, S.1) and Kawabata, K.1) (1)~~;~f~~~f~~'~cM~~~~~:~~~~:~~{ 
~$~) : Complication and Prognosis of Bilateral Radical Neck Dissection. 3rd Japanese-Sino Conference in 
Otolaryngology Head and Neck Surgery (Kanazawa), 1995. 10. 
9) Nlgaun T l) Kamata S *) Kawabata K l) Takahashi H l) and Nakarmzo M (*)~~;~f~~~~~~~~t~~~f~~~~~i~i 
~$~) : Treatment Choice for squamous carcinoma of tonsiller region. 3rd Japanese-Sino Conference in 
Otolaryngology Head and Neck Surgery (Kanazawa) , 1995. lO. 
10) Pawankar, R., Okuda, M., Azuma, M.~), Yagi, T., Okumura, K.*), and Ra, C.1) (1)n~~:~~~~~~-~&~;~~f-) : 
Cytokine profile of nasal gamma-delta T cells in perennial allergic rhinitis. 14th Japanese National 
Congress of Allergy & Immunology in Otorhinolaryngology (Japan), 1996. 3 . 
11) Pawankar, R., Okuda, M., Wada, S.~), Azuma, M.1), Okumura K l) and Ra C ~) (~)n~~~~~~j(~p-~~~~~-) 
- 296 -
　Nasal　gamma－delta　T　cells　in　peremial　allergic　rhinitics　express　the　CD40L　and　can　induce　lgE　synthesis．
　52th　lntemational　Congress　of　the　American　Academy　of　Allergy＆Immunology（New　Orleans，USA），
　1996．3．
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16）野中　学，奥田　稔，八木聰明，Dolovich，J．1），Jordana，M。1）（1）McMaster　Univ　Canada）：鼻茸における筋
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一298一
　　ヒノキ科花粉飛散状況．第47回日本耳鼻咽喉科学会静岡県地方部会，1995．10．
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53）苦瓜知彦11，鎌田信悦1），川端一嘉1），中溝宗永，保喜克文’），三谷浩樹1），永橋立望1），横島一彦，嶋田眞人1）他（1）癌
　　研究会附属病院頭頸科）：扁平上皮癌以外の中咽頭癌について．第6回頭頸部外科学会，1996．1．
54）鎌田信悦1》，川端一嘉11，高橋久昭1），中溝宗永，苦瓜知彦1）（1）癌研究会附属病院頭頸科）：海綿静脈洞浸潤を伴う
　　上顎癌の頭蓋底手術．第6回日本頭頸部外科学会，1996．1．
55）鎌田信悦1），川端一嘉1），高橋久昭1），中溝宗永，苦瓜知彦1）（1）癌研究会附属病院頭頸科）：前頭洞原発・頭蓋底浸
　　潤癌のen－bloc手術．第6回日本頭頸部外科学会，1996．1．
56）陣内　賢，富山俊一，Pawankar，R．，八木聰明＝内リンパ嚢局所免疫反応におけるエンドセリンー1（ET）の
　　内耳局在について．第14回耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会，1996．3．
57）富山俊一，Pawankar，R．，陣内　賢，池園哲郎：内リンパ嚢局所免疫反応によるICAM－1の内耳発現．第14回
　　耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会，1996．3．
58）大久保公裕，秋元利香，Pawankar，R．，後藤　穣，奥田　稔，八木聰明：舌下口腔粘膜減感作療法の基礎一実
　　験動物とヒトロ腔粘膜での吸収率一．第14回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会，1996．3．
59）野中　学・Pawankar，R．・奥田　稔，八木聰明：マクロライド抗生物質の線維芽細胞に対する影響について．
　　第14回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会，1996．3．
60）後藤　穣・大久保公裕：ブラジキニン誘発による鼻汁中アルブミンの変化．第32回気道過敏性研究会，1996．3．
61）粉川隆行，相原康孝，馬場俊吉，八木聰明：聴力変動を呈したarachno至d　cystの一症例．第113回日本耳鼻咽喉
　　科学会東京都地方部会，1996．3．
［第一病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　臨床的研究：
　1．鼻・副鼻腔乳頭腫の肉眼的所見と病理組織所見及び電顕的所見との関係，手術法の選択について検討している．
　2．耳鳴と自律神経失調症，神経症やうつ状態との関連性について診療内科的に研究している．
　基礎的研究：
　1．lmmotile　cilia　syndromeを中心に各種気道疾患の鼻腔と気管支線毛を電顕的に観察し，線毛の異常構造の検索
を行っている．
　2．蒸留水注入による鼻粘膜の変化の形態学的観察．
　3．物理的気道粘膜損傷の再生についての免疫組織化学的観察．
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実験的糖尿動物の蝸牛管内微細構造変化．
聴器に分布する末梢神経系の解剖学的手法による研究．
老化促進モデルマウス（SAM）の耳鼻咽喉科領域諸器官の超微形態．
各種実験動物の鼓膜の免疫組織学的研究．
研究業績
論　文
　1）上野則之，服部康夫，柏戸　泉，大橋晋吾，鈴木重剛，町野　満，山本　薫，鈴木栄一，松生愛彦，渡辺良江，
　　中村兼一：耳介後部結合組織と鼻粘膜を用いた乳突充填．耳鼻と臨床，42，12－17，1996．
　2）服部康夫，上野則之，町野　満，大橋晋吾・鈴木重剛，柏戸　泉，山本　薫，松生愛彦，渡辺芳江，鈴木栄一，
　　中村兼一，松浦　究＝薄い分層植皮による外来的鼓膜形成術．耳鼻と臨床，42，97－104，1996．
　3）大橋晋吾，服部康夫，上野則之，清水都夫1）（1）上智大理工）：リンゲル液におけるボタン型アルカリマンガン電
　　池の放電に関する研究：ボタン型電池異物による局所傷害因子に関連して．日耳鼻，98，1796－1804，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）鈴木重剛，松生愛彦，服部康夫：注水による鼻粘膜の傷害とその再生．第96回日本耳鼻咽喉科学会総会，1995．
　　5．
　2）町野　満，服部康夫，上野則之，鈴木重剛：挿管による気管粘膜傷害の再生に関する免疫組織化学的研究．第47
　　回日本気管食道科学会，1995．10．
［第二病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　第二病院耳鼻咽喉科はスタッフ6人という少人数にもかかわらず平成5年度の研究分野においていくつかの成果を
修めることができた．鼻アレルギーの発症機序を中心に研究がなされた．まず鼻アレルギー発症に重要な肥満細胞の
分布および機能学的性質の研究の中で，世界的にも興味が注がれている粘膜型肥満細胞の持つ機能学的研究の解明に
大きく貢献したと考えている．すなわち，この細胞の持つ機能学的性質は肺実質内に分布する肥満細胞と類似するが，
ヒト皮膚肥満細胞とは異にすることを明らかにした．これらに関する研究成果をJ　Allergy　Clin　Immuno1に掲載し
た．この研究内容の中心は抗原によるヒスタミン遊離機構に関するものであるが，さらにロイコトリエン産生機構に
ついてもいくつかの知見を得ることができたので平成8年度内に発表できるものと思う．これらの研究成果は最近開
発されたいくつかの鼻アレルギーの治療薬である抗アレルギー剤の鼻粘膜肥満細胞に対する効果に関しても解明でき
ることが多々あり，いくつかの抗アレルギー剤の効果について報告した．さらに平成7年度文部省科学研究のなかで
ヒト肥満細胞増殖因子の研究として鼻粘膜上皮細胞からSCF（肥満細胞増殖因子）が産生している内容をまとめ，報
告書を提出した．さらに，鼻アレルギーの即時型反応に続く遅発相において，好塩基球細胞の遊走が重要視されてい
るが好塩基球刺激因子の局在が鼻粘膜のどの細胞あるのかを明らかにした
研究業績
論　文
〔1994年度分追加分〕
原著：
　1）Otsuka，H．l　Heterogeneity　and　function　of　mast　cells　in　nasal　allergy．Am。J．Rhinology，8，278－279，
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　　1994．
（1〉原著：
1）Otsuka，H．，Inaba，M．，Fujikura，T．，and　Kunitomo，M．：Histochemical　and　functional　characteristics　of
　　metachromatic　cells　in　the　nasal　epithelium　in　allergic　rhinitis：Studies　of　nasal　scrapings　and　their
　　dispersed　cellsJ．Allergy　Clin．ImmunoL，96，528－536，1995．
2）大塚博邦：薬物治療と肥満細胞（特集：第6回日光カンファレンス講演会）．新薬と臨床，41－46，1995．
3）大塚博邦，黒崎貞行，滝沢竜太，小山　守，山口　潤：抗ロイコトリエン薬の抗アレルギー効果：鼻アレルギー．
　　アレルギーの領域，2，64－68，1995．
4）大塚博邦：アレルギー疾患における炎症の役割：アレルギー性鼻炎．Molecular　Medicine，33，361－366，1996．
5）大塚博邦：鼻粘膜のマスト細胞．アレルギー科，1，159－167，1996．
6）新川　敦1），三宅浩郷1），坂井　真1），竹山　勇2》，信楽哲也3），大塚博邦，服部康夫，石塚洋一4），窪田哲昭5），調
　　所廣之6）（1）東海大学，2）聖マリアンナ医大，3）北里大，4）帝京大溝口病院，5）昭和大藤が丘，6）関東労災病院）：ス
　　ギ花粉症に対するオキサトミドの臨床効果：神奈川県多施設による3年間の検討．耳鼻臨床，88，657－670，1995．
7）奥田　稔1），八木聰明1），大西正樹1），大塚博邦，稲葉　真・他34名（1）付属病院耳鼻咽喉科）：R50547（Levocabastine
　　hydrochloride）点鼻剤の通年性アレルギー性鼻炎に対する臨床後期第II相試験．耳鼻と臨床，41，61－380，1995．
8）奥田　稔1），八木聰明1），大久保公裕1），横島一彦1），大塚博邦，目沢朗憲2），森園徹志3），池田雅一4），他59名（1）付属
　　病院耳鼻咽喉科，2）博慈会記念病院・3）谷津保健病院，4）下谷病院）：R50547（Levocabastine　hydrochloride）点
　　鼻剤の通年性アレルギー性鼻炎に対する臨床的効果：クロモグリク酸ナトリウム点鼻剤との比較試験．耳鼻と臨
　　床，41，381－403，1995．
9）奥田　稔1），八木聰明1），大久保公裕1），大塚博邦，目沢朗憲2），森園徹志3），他23名（1）付属病院耳鼻咽喉科，2》博
　　慈会記念病院，3）谷津保健病院）：R50547（Levocabastinehydrochloride）点鼻剤の小児における通年性鼻アレ
　　ルギーに対する臨床的検討．耳鼻と臨床，41，417－431，1995．
10）奥田　稔1），八木聰明1），大久保公裕1），大塚博邦，稲葉　真，他98名（1）付属病院耳鼻咽喉科）花粉症へのエメダ
　　スチンの予防・治療効果：多施設による二重盲検群間試験．耳鼻臨床，88，797－816，1995．
11〉藤倉輝道，大塚博邦：鼻粘膜におけるMonocyte　Chemotactic　and　Activating　Factorの研究．日耳鼻，98，
　　579－588，　1995．
12）滝沢竜太，大塚博邦：花粉症一内科系診察のための最新情報一：花粉症の診断，検査のポイント．モダンフィジ
　　シャン，16，151－153，1995．
（2）総説：
1）大塚博邦：新しい治療薬のポイント：抗アレルギー剤ペミロラストカリウム．Phama　Medica，13，247－248，
　　1995．
2）大塚博邦：新しい抗アレルギー薬：ペミロラストカリウム．アレルギーの臨床，193，45－48，1995．
3）大塚博邦，黒崎貞行，小山　守，久野陽子：鼻検査・鼻粘膜誘発試験（特集：アレルギー検査法）．アレルギー
　　の領域，1，59－61，1995．
4）大塚博邦＝花粉症における薬物療法の実際：ペミロラストカリウム（アレギサール）：花粉症の最近の治療，花
　　粉症の予防と治療の実際．Progress　in　Medicine，16，29－31，1996．
5）大塚博邦：種々の病態における喘息の治療：副鼻腔炎，鼻茸と喘息（特集：気管支喘息一病態解明と治療の最前
　　線一）．内科，76，725－727，1995．
6）大塚博邦：ライフスタイルと炎症性気道アレルギー（特集：炎症性気道アレルギー）．総合臨床，44，2241－2244，
　　1995．
7）大塚博邦：アレルギー治療ガイドライン講座：鼻アレルギーとは．アレルギークロストーク，1，10－11，1996．
8）大塚博邦：アレルギー性鼻炎（特集：アレルギー疾患の診療）．Medicament　News，510，7－9，1996．
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（3）研究報告書：
1）大塚博邦：鼻粘膜肥満細胞発育因子に関する研究．平成7年度文部省科学研究（一般研究C）報告書，1996．
著書
　1）大塚博邦：〔単著〕花粉症・アレルギー性鼻炎．ユリシス出版社，1995．
　2）大塚博邦：〔分担〕鼻アレルギーの局所治療．“気道アレルギー’95：気管支喘息とアレルギー性鼻炎の局所治療”
　　（牧野荘平，石川　障監修），p．240－246，メデイカルレビュー社，1995．
　3）大塚博邦：〔分担〕花粉症・鼻アレルギー．“病気別　薬の知識”（岡　　博総監修），p．210－214，NHK出版，
　　1996．
　4）大塚博邦：〔分担〕副鼻腔炎．“病気別　薬の知識”（岡　　博総監修），p．210－214，NHK出版，1996．
　5）大塚博邦：〔分担〕花粉症，鼻アレルギー．“内科治療ガイド’95”（和田　攻，大久保昭行，永田直一，矢崎義
　　雄編集），p．10801085，文光堂，1995．
　6）大塚博邦：〔分担〕ペミロラストカリウムの新薬効：アレルギー性鼻炎．“今日の医薬情報”（堀岡正義監修〉，
　　p．105－109，薬事新報社，1995．
　7）大塚博邦：〔分担〕アレルギー性疾患治療剤：ペミロラストカリウム．“新しい治療薬のポイント”（高久史麿
　　監修），メデイカルレビュー社，1996．
　8）大塚博邦：〔分担〕アレルギー性鼻炎の対策とその研究開発動向：防花粉症グッズなど幅広く．“低アレルギー
　　食品の開発と展望”（池澤善郎編），p．259266，シーエムシー社，1995．
　9）大塚博邦：〔分担〕MAST・RAST・皮内テスト．“耳鼻咽喉科診療Q　and　A”（斉藤洋三編），p．56－57，六法
　　出版社，1995．
10）大塚博邦1〔分担〕穎粒球の浸潤と鼻粘膜過敏性．“耳鼻咽喉科診療Q　and　A”（斉藤洋三編），p．78－79，六法
　　出版社，1995．
11）大塚博邦：〔分担〕スギ花粉症の季節前投与について．“耳鼻咽喉科診療Q　and　A”（斉藤洋三編），p．174－175，
　　六法出版社，1995．
12）大塚博邦：〔分担〕アレルギー性鼻炎の発症機序．“メデイカル用語ライブラリー：アレルギー1分子メカニズ
　　ムから病態・診断・治療まで”（羅　智靖，太田　健，河野陽一，古江増隆編），p．152－153，羊土社，1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）大塚博邦：アレルギー性鼻炎と肥満細胞1最近の話題．大阪耳鼻咽喉科免疫アレルギー研究会，1995．3．
　2）大塚博邦：鼻アレルギー発症機序．埼玉県医会講演会，1995．4．
　3）大塚博邦：小児副鼻腔炎・滲出性中耳炎の治療．沼津市医会講演会，1995．5．
　4）大塚博邦：鼻アレルギーの診断と治療．青森市耳鼻咽喉科医会講演会，1995．9．
　5）大塚博邦：鼻アレルギーにおける肥満細胞．栃木県耳鼻咽喉科医会講演会，1995．12．
（2）シンポジウム：
　1）大塚博邦：鼻アレルギー発症におけるCTMCの役割（シンポジウム7・アレルギー性鼻炎の臨床と発症機序）．
　　第45回日本アレルギー学会総会，1995．10．
　2）大塚博邦：下鼻甲介粘膜広範切徐術（シンポジウム・鼻アレルギーの手術的治療）．第6回日本頭頸部外科学会，
　　1996．1．
〔1994年度追加分〕
一般講演：
　1）大塚博邦：薬物治療と肥満細胞．第6回日光カンファレンス，1995．2．
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（3）一般講演
1）小山　守：壊疽性鼻炎の1症例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
2）黒崎貞行，大塚博邦，山口　潤，小山　守，久野陽子：皮膚痩孔を繰り返した絹糸アレルギー症例．第35回臨床
　　アレルギー研究会，1995．6．
　3）大塚博邦，楠見妙子，黒崎貞行，滝沢竜太，小山　守：分離培養鼻粘膜上皮細胞からのStem　Ce11Factor　mRNA
　　のPCR法による発現．第34回日本鼻科学会，1995．10．
　4）楠見妙子，大塚博邦：鼻粘膜上皮内肥満細胞とサイトカインの関係．第45回日本アレルギー学会総会，1995．10．
5）滝沢竜太，楠見妙子，黒崎貞行，小山　守，大塚博邦：鼻粘膜上皮擦過片中の好酸球，好中球とサイトカイン産
　　生能との関係．第34回日本鼻科学会，1995．10．
　6）滝沢竜太，楠見妙子，大塚博邦：鼻粘膜上皮擦過片中の好酸球，好中球とサイトカイン産生能との関係．第36回
　　臨床アレルギー研究会，1995．11．
7）大塚博邦：鼻アレルギーの病態と治療について．第7回日光カンファランス，1996．2．
　8）藤倉輝道1），大塚博邦（1）谷津保健病院）：び粘膜におけるMCAF／MCP－1産生細胞についての検討．第14回日本
　　耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会，1996．3．
［多摩永山病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　頭頸部腫瘍の発生と性質につき，特に免疫組織学的手法を用いての検索．
　頭頸部領域の穿刺吸引細胞診の有用性についての検索．
　扁桃の加齢による機能変化の研究．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）前田昭太郎1），清水秀樹1），中川敬夫1），磯部宏昭1》，島田早苗，頼　徳成（1）病理部）：耳鼻咽喉科疾患に対する細
　　胞診，組織診．耳鼻と臨床，41，551－554，1995．
　2）橋本網子’》，青木見佳子1），畑　三恵子1），矢島純1），本田光芳1），三橋　清2），百束比古2），熊川美代子3），中山滋
　　章3），島田早苗，前田昭太郎4）（1）皮膚科学，2）形成外科学，3）眼科学，4）病理学）：マイボーム腺癌の1例．Skin
　　Cancer，　11，　95－98，　1996．
　3）奥田　稔，島田早苗，星　慎一，添野眞一，頼　徳成，他98名：花粉症へのエメダスチンの予防，治療効果一多
　　施設による二重盲検群問比較試験．耳鼻咽喉科臨床，88，797816，1995．
［千葉北総病院耳鼻咽喉科］
研究概要
　前年にひき続き，内耳の免疫機構およびその前庭機能への影響につき研究を行っている．また，鼻茸および鼻アレ
ルギーについての基礎的研究が，あるていど可能になってきた．しかし，研究施設の充実は大学の印旛への移動を待
つ他はなく，千駄木の施設を利用しての研究は効率がよいとは言えないのが現状である．臨床的研究は報告すべき症
例が増加しつつあり，手術例の経過観察症例も充分行われている
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研究業績
論文
（1）原著：
　1）Nonaka，M．，Nonaka，R，Woolley，K．1），Adelroth，E．1），Miura，K．1），Ohkawara，Y，1），Glibetic，M．1），Nakano，
　　K．1），0’Byme，P．1），Dolovich，J．1），andJordana，M．1）（1）McMaster）：DistinctImmunohistochemicalLocaliza－
　　tion　of　IL－4in　Human　Inflamed　Airway　Tissues．＝IL－4is　localized　to　Eosinophils　in　Vivo　and　is　released
　　by　peripheral　blood　Eosinophils．J．ImmunoL，155，3234－3244，1995．
　2）野中玲子，野中　学，奥田　稔，Dolovich，J．1），Jordana，M．1）（1）マックマスター大学）：鼻茸好酸球の単離と
　　その寿命に関する検討．耳展，38，574－581，1995．
　3）野中　学，Trembley，G．1），野中玲子，奥田　稔，Dolovich，J．1），Jordana，M．’）（1）McMaster）：鼻茸における
　　筋線維芽細胞の局在とステロイドによる変化．耳展，38，566－573，1995．
　4）三枝英人，青木秀治，八木聰明：異常眼球運動を示した転換型ヒステリーの1症例．耳喉頭頸・67，1063－1068，
　　1995．
　5）後藤　穣，青木秀治，馬場俊吉，八木聰明：聴神経腫瘍例におけるABRの陽性率．耳鼻，42・7－11，1996．
学会発表
（1）パネルディスカッション：
　1）野中玲子：教育パネル「耳鳴の治療法」：マスカー療法について．第42回日本耳鼻咽喉科学会千葉県地方部会，
　　1996．2．
（2）一般講演：
　1）野中玲子，森園徹志，八木聰明：頚部入力の平衡維持への関与とその年齢変化．第96回日本耳鼻咽喉科学会総会，
　　1995．5．
　2）青木秀治，野中玲子，小坂和己：副鼻腔嚢胞性疾患の内視鏡下手術による治療経験．第40回日本耳鼻咽喉科学会
　　千葉県地方部会，1995．6．
　3）中島智治，大久保公裕，野中　学，後藤　穣，山岸茂夫，八木聰明：平成6年度当科アレルギー外来動態．第35
　　回臨床アレルギー研究会，1995．6．
　4）小坂和己，大久保公裕，富山俊一，八木聰明，山野辺滋晴1）（1）長崎共立病院）：進行性感音難聴患者の内耳自己
　　抗体陽性率．第40回日本聴覚医学会，1995．9．
　5）小坂和己，野中玲子，青木秀治，八木聰明：Glomus　tympanicum　tumorの1例．第5回日本耳科学会，1995．
　　10．
　6）野中　学，野中玲子，奥田　稔，Dolovich，J．1），Jordana，M，1）（1）McMaster）：鼻茸と喘息患者気管支粘膜にお
　　けるインターロイキン（IL－4）の局在について（特に好酸球について）．第45回日本アレ！ルギー学会総会，1995．
　　10．
　7）青木秀治，富山俊一，八木聰明：内リンパ嚢二次刺激モルモットの外側半規管一次ニューロンの活動について（第
　　2報）．第54回日本平衡神経科学会総会，1995．11．
　8）梅沢葉子・小坂和己，野中玲子，中島智治，青木秀治，大秋美治1）（’）千葉北総病院病理部）：舌神経鞘腫の1例．
　　第41回日本耳鼻咽喉科学会千葉県地方部会，1995．11．
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15．泌尿器科学講座
［付属病院泌尿器科］
研究概要
　付属5病院における研究の主たるものは，泌尿器腫瘍学，尿路結石学，尿路神経学，泌尿器内視鏡学，尿路炎症学，
男性学（Andorology），腎移植学，婦人科的泌尿器科学などである．
　付属病院における本年度のおもな研究はつぎのようなものである．
　1）泌尿器腫瘍学：a）ヒト前立腺癌におけるインシュリン様成長因子の役割，b）腎細胞癌原発巣と転移巣の生物
学的差異，LAK細胞に対する感受性の差，c）制癌剤感受性とメタロチオネインの関連，d）ヒト前立腺癌細胞におけ
るTNF一αによってひきおこされるアポトーシス，e）ラット膀胱癌発生におよぼす血管新生阻害剤AGM1470の効
果，f）3者併用免疫療法（INF一α，IL－2，LAK細胞）の進行性腎癌患、者のQOLにおよぼす改善効果，g）腎細胞癌，
膀胱癌に対する遺伝子治療法開発のための基礎的研究，h）膀胱癌におけるサイトケラチン19の有用性，i）G　III，T1
膀胱癌における治療法の選択．
　2）尿路結石学：a）尿路内視鏡による尿路結石の治療，b）治療困難な尿路結石に対する体外衝撃波結石破砕
（ESWL）と経皮的結石破砕術（PNL）との比較検討．
　3）尿路神経学：a）前立腺肥大症に対する塩酸タムスロシンの早期臨床効果，b）薬剤効果判定における尿流量測
定とアメリカ泌尿器科学会症状スコア（AUA　symptom　index）の有用性．
　4）泌尿器内視鏡学：a）前立腺肥大症に対する経尿道的前立腺電気蒸散法・b）腹腔内精巣に対する腹腔鏡の意義．
　5）腎移植学：a）腎の異種移植におけるミニブタの開発，b）ブタ腎利用による臨床応用への模索と問題点，c）急
性腎不全発生後の高機能膜透析のこころみ，d）術後急性腎不全に対する浄化療法．
　6）婦人科的泌尿器科学：a）女性尿失禁の診断・治療に対する尿路神経学的アプローチ．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kimura，G．，Kasuya，J．1），Giannini，S．1），Honda，Y。3），Mohan，S．3），Kawauchi，M．H．4），Akimoto，M．，and
　　Fujita－Ymaguchi，Y．1）（DDept．of　Molecular　Genetics，Beckman　Research　Institute　of　the　City　of　Hope，
　　2）Dept．of　Biochemistory，Physiology　and　Medicine，Loma　Linda　University，Pettis　Veterans　Affairs
　　Hospital，3）Dept．of　Urology，City　of　Hope）：Insuline－1ike　growth　factor（IGF）system　components　in　human
　　prostatic　cancer　ce111ines：LNCaP，DU145and　PC－3cells．Int．」。UroL，　3，39－46，1995．
　2）Hattori，T，，Sato，M．，Nishimura，T．，Kawamura，N．1），and　Akimoto，M．（1）Ebina　General　Hospital）：
　　Different　susceptibilities　of　lymphokine－activated　killer　cells（LAK　cells）among　primary　and　metastatic
　　renal　cell　carcinoma　derived　from　the　same　patient．Br．J．Urol．，75，448－451，1995．
　3）Oki，M．，Nishimura，T．，Hasegawa，」．，Osawa，S．，Shimizu，H．，Hattori，T，，Kimura，G．，Horiuchi，K，
　　Terashima，Y．，Li，F．X．，Yoshida，K．and　Akimoto，M．：Laparoscopic　urological　surgery：Experience　at
　　Nippon　Medical　Schoo1，Jap。J．Endouro1．ESWL，8，54－57，1995．
　4）Kondo，Y．，Woo，E，S．1），Michalska，A．E．2），Choo，A．K．H．2），and　Lazo，J．S．1）（1）Dept．of　Pharmacology，School
　　of　Medicine，Univ．of　Pittsburgh，2）The　Mardoch　Institute　for　Research　into　Birth　defects）：Metalloth－
　　ionein　null　cells　have　increased　sensitivity　to　anticancer　drugs．Cancer　Res．，55，2021－2023，1995．
　5）Sato，M．，Richie，」．P。1），and　Lu，M．L．1）（11Brigham　and　Women’s　Hospita1，Harvard　Medical　Schoo1）：
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　　Activation　of　a　novel　ser／thr　protein　kinase　in　TNF一α一induced　apoptosis　of　human　prostatic　carcinoma
　　LNCaP　ce量ls．Surg。Forum，46，778－780，1995．
6）Osawa，S．，Terashima，Y。，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．：Antitumor　effect　of　intravesical　angiogenesis
　　inhibitorAGM14700nraturinarybladdercarcinoma　inducedby　N－buty1－N一（4－hydroxybutyl）nitrosamine
　　（BBN）．Surg．Forum，46，774－776，1995．
7）Yamada，K．，Sachs，D．H．1），and　DerSimonlan，H．1）（1）Transplantation　Biology　Research　Center，Massa－
　　chusetts　General　Hospita1，Harvard　Medical　Schoo1）：Human　anti－porcine　xenogeneic　T　cell　response：
　　Evidence　for　allelic　specificity　of　m童xed　leukocyte　reaction　and　for　both　direct　and　indirect　pathways　of
　　recognition．J．Immuno1．，　155，　52495256，　1995．
　8）Rusnak，」．M．1），Culmels，T．P．G．1），Hoyt，D。G，1），Kondo，Y．，Yalowich，」．C．1），and　Lazo，J。S，1）（1）Dept．of
　　Pharmacology，School　of　Medicine，University　of　Pittsburgh）：Genesis　of　dicrete　higher　order　DNA
　　fragments　in　apoptotic　human　prostatic　carcinoma　cells。MoL　PhermacoL，49，244－252，1996．
9）Gianello，P．R．1），Yamada，K．，Fishbein，」．M．1），Lolf，T．1），Nickeleit，V．2），Colvin，R．B．2），Am，J．S．1），and　Sachs，
　　D．H．11（1）Transplantation　Biology　Research　Center，Massachusetts　General　Hospita1，Harvard　Medical
　　School，2）Dept．of　Urology，Massachusetts　General　Hosplta1，Harvard　Medical　Schoo1）：Long－term　accep－
　　tance　of　primarily　vascularized　renal　allografts　in　miniature　swine．Transplantation，61，503－506，1996。
10）渡辺　潤，服部智任，佐藤三洋，秋元成太：Interferon一α，Interleukine－2・Lymphokine－activated　killer　cells
　　を用いた併用免疫療法：進行性腎細胞癌患者のquality　of　lifeの改善効果の検討．日泌尿会誌，86，1156－1163，
　　1995．
11）濱崎　務，長谷川潤，沖　　守，木村　剛，秋元成太，本田　了1）（1）海老名総合病院泌尿器科）：腹腔鏡下生検
　　が有用であった後腹膜線維症．臨泌，50，59－62，1996．
12）鈴木康友，木村　剛，濱暗　務，堀内和孝，長谷川潤，秋元成太：膀胱原発悪性黒色腫．臨泌，50，240－242，
　　1996。
（2）総説：
1）堀内和孝，秋元成太：前立腺肥大症．医学と薬学，33，1081－1088，1995．
2）長谷川潤，西村泰司：尿路内視鏡による尿路結石の治療．日本医事新報，3717，37－40，1995．
3）堀内和孝：尿失禁を主訴とする患者への対応．薬局，47，5－9，1996．
著書
　1）長谷川潤：〔分担〕CT，MRI一施行上，読影上の注意点とPitfall．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元
　　　成太，西村泰司編），p．13－15，医学書院，1995．
　2）吉田和弘：〔分担〕骨シンチ・スキャンー骨転移と断定できる場合．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元
　　　成太，西村泰司編），p，18－19，医学書院，1995．
　3）堀内和孝＝〔分担〕超音波検査一施行上の注意点とPitfa11：どこまでわかるのか？．“泌尿器科ベッドサイドマ
　　　ニュアル”（秋元成太，西村泰司編），p。20－27，医学書院，1995．
　4）沖　　守：〔分担〕膀胱腫瘍の浸潤度診断法．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　　p．60－62，医学書院，1995．
　5）堀内和孝：〔分担〕膀胱腫瘍の予後因子．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），p．63－64，
　　　医学書院，1995．
　6）吉田和弘：〔分担〕前立腺癌の浸潤度診断法．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　　p．8891，医学書院，1995．
　7）吉田和弘：〔分担〕前立腺癌における初回治療の重要性．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村
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　泰司編），p．9293，医学書院，1995．
8）吉田和弘：〔分担〕前立腺癌における治療法による予後の差および限界．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”
　（秋元成太，西村泰司編），p．94－96，医学書院，1995．
9）堀内和孝：〔分担〕精巣胚細胞腫瘍の組織学的分類．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司
　編），p．97，医学書院，1995．
10）堀内和孝：〔分担〕精巣腫瘍の初期治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　p．98－100，医学書院，1995．
11）堀内和孝：〔分担〕進行性精巣腫瘍の治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　p．101－105，医学書院，1995．
12）長谷川潤：〔分担〕副腎incidentalomaの治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編〉，
　p．122－123，医学書院，1995．
13）堀内和孝：〔分担〕末期癌患者の落痛管理．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　p。131－134，医学書院，1995．
14）秋元成太：〔分担〕血精液症の診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　p．180－182，医学書院，1995．
15）長谷川潤：〔分担〕陰茎持続勃起症の診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編〉，
　p．209－210，医学書院，1995．
16〉堀内和孝：〔分担〕神経因性膀胱の病型および保存的治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西
　村泰司編），p．218－224，医学書院，1995．
17）吉田和弘：〔分担〕男性不妊症の（原因分類と）診断．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰
　司編），p．238－239，医学書院，1995．
18）吉田和弘：〔分担〕男性不妊症および性分化異常一検査すべきホルモンとそれらの正常値．“泌尿器科ベッドサ
　　イドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），p．240－241，医学書院，1995．
19）沖　　守：〔分担〕精索静脈瘤の手術法．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　p．242－243，医学書院，1995．
20）吉田和弘：〔分担〕性分化異常の診断．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），p，244－248，
　　医学書院，1995．
21）長谷川潤：〔分担〕インポテンスー分類と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．250－254，医学書院，1995．
22）長谷川潤：〔分担〕形成性陰茎硬結の治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．255－256，医学書院，1995．
23）沖　　守：〔分担〕尿道狭窄・前立腺肥大症におけるカテーテル留置法．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”
　　（秋元成太，西村泰司編），p．276－277，医学書院，1995．
24）長谷川潤：〔分担〕腎痩が抜去されてしまった時の対処．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村
　　泰司編），p．284，医学書院，1995．
25）沖　　守：〔分担〕嵌頓包茎の処置．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），p．285，医
　　学書院，1995．
26）吉田和弘：〔分担〕前立腺生検法と適応．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p。286－287，医学書院，1995．
27）沖　　守：〔分担〕停留精巣（停留睾丸）の局在診断法．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村
　　泰司編），p。302，医学書院，1995．
28）長谷川潤：〔分担〕腎動静脈痩，腎動脈瘤の診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村
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10）Sato，M．，Richie，J。P．1），and　Lu，M．L1）（1）Division　of　Urological　Surgery，Brigham　and　Womenシs　Hospital，
　　Harvard　Medical　School）：Activation　of　a　novel　ser／thr　protein　kinase　in　TNF一α一induced　apoptosis　of
　human　prostatic　carcinoma　LNCaP　cells．81st　American　College　of　Surgeons（New　Orleans），1995．10。
11）Osawa，S．，Terashima，Y．，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．：Anti－tumro　effect　of　intravesical　angiogenesis
　　inhibitor　AGM14700n　rat　urinary　bladder　carcinoma　induced　by　N－buty1－N一（4－hydrobutyl）nitrosamine
　　（BBN）．81st　American　College　of　Surgeons（New　Orleans），1995．10．
12）Giagrande，1．1），Yamada，K．，Lorf，T．1），Sachs，D．H．1），and　LeGuem，C．1）（1）Transplantation　Biology　Research
　　Center，Massachusetts　General　Hospital，Harvard　Medical　Schoo1）：CD4single　cells　within　graft　infiltrat－
　　ing　cells　correlate　with　rejection　of　class　I　disparate　kidney　allograft　in　miniature　swine．Societe　Francaise
　　d’lmmunologie（France），1995．12．
13）大澤秀一，寺島保典，渡辺　潤，秋元成太：BBN誘発ラット膀胱腫瘍に対する血管新生阻害剤AGM1470の抗
　　腫瘍効果の検討．第83回日本泌尿器科学会総会，1995．4．
14）近藤幸尋，Lazo，」，S．1），秋元成太（1）Dept，ofPharmacology，School　ofMedicine，University　of　Pittsburgh）：
　　ホルモン非依存性ヒト前立腺癌細胞におけるインターロイキン1βによるメタロチオネインの誘導と耐性獲得．
　　第83回日本泌尿器科学会総会，1995．4．
15）清水宏之，鈴木　聡1），山本史郎・五十嵐健人11，寺島保典，秋元成太・島田　隆1）（1）生化学第2）：Herpes　simplex
　　virusのThymidine　kinase遺伝子導入による膀胱癌遺伝子治療の検討．第83回日本泌尿器科学会総会，1995．
　　4．
16）堀内和孝，服部智任，本田　了1），鈴木康友，山本史郎，長谷川潤，吉田和弘，秋元成太（1）海老名総合病院泌尿
　　器科）：前立腺肥大症に対する塩酸タムスロシンの早期臨床効果．第83回日本泌尿器科学会総会，1995．4．
17）千賀康弘，服部智任，木村　剛，三浦剛史，沖　　守，秋元成太：膀胱癌における尿中サイトケラチン19測定（シ
　　フラ21－1）の診断的意義．第83回日本泌尿器科学会総会，1995，4．
18）三浦剛史，木村　剛，赤坂修治，長谷川潤，秋元成太：TUR－Pが奏功したBCG膀胱内注入療法後肉芽腫性前立
　　腺炎．第505回日本泌尿器科学会東京地方会，1995，5．
19）千賀康弘，服部智任，木村　剛，三浦剛史，沖　　守，秋元成太：膀胱癌における血清中・尿中サイトケラチン
　　19フラグメント測定（シフラ21－1）の診断的意義．第20回日本外科系連合学会，1995．6．
20）藤井克彦1），寺島保典，千賀康弘，吉田　晃1），濱暗　務，三浦剛史，秋元成太，吉田和弘（1）付属病院人工透析
　　室）：Acute　Hybrid　Leukemia（AHL）に肝不全を併発し救命した1例．第40回日本透析医学会総会，1995．
　　6．
21）濃暗　務，木村　剛，長谷川潤，赤坂修治，吉田和弘，秋元成太，小泉　潔1），田中茂夫1）（1）外科第2）：免疫化
　　学療法が奏功した腎細胞癌肺転移の1例．第506回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．7．
22）佐藤正広1），服部智任（1）北村山公立病院人工透析室）：高機能膜を用いた血液透析が有効であったミオグロビン
　　血症を伴う急性腎不全．第22回東北腎不全研究会，1995．8．
23）平沢律子1），服部智任，佐藤正広1），斉藤たか子1），岡部美香1），阿部徳子1），柴田幸子1），成清富子1）（1）北村山公
　　立病院人工透析室）：長期入院を経て外来透析へ移行した1症例．第22回東北腎不全研究会，1995．8．
24）大澤秀一，寺島保典，渡辺　潤，秋元成太：BBN誘発ラット膀胱腫瘍に対する血管新生阻害剤AMG1470の膀
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　殖におけるインスリン様増殖因子IIの及ぼす影響について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
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　ESWL学会総会，1995．11．
39）大垣憲司，近藤幸尋，三浦剛史，沖　　守，長谷川潤，吉田和弘，秋元成太：血液透析療法患者における血漿グ
　ルタチオン濃度とその血液透析中の動態．第508回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．12．
40）橋本義孝，沖　　守，千賀康弘，長谷川潤，秋元成太：腹腔鏡が有用であった腹腔内精巣の1例．第509回日本
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［第一病院泌尿器科］
研究概要
　1）泌尿器内視鏡学：前立腺肥大症に対する最もよい外科的治療法として経尿道的前立腺電気蒸散に関する本邦初
の発表を行い，良好な結果を得て引き続き臨床検討を行っている．また，膀胱腫瘍に対する経尿道的切除例において
は腫瘍の浸潤度が問題となるが，未だそれを知るよい方法がないため，より簡便で充分な組織を得る方法を検討中で
ある．
　2）尿路感染症学：慢性化する尿路感染症の機序を解明する手掛かりとして，種々の尿路感染患者尿中のサイトカイ
ン，とくに泌尿器科領域では研究されたことのないILlreceptor　antagonistに関する研究を開始して1年になる．
　3）泌尿器腫瘍学：尿路上皮腫瘍を用いて，臨床的進行速度とアポトーシスの抑制遺伝子であるbcl－2との関連につ
いて臨床的検討を，また各種泌尿器系腫瘍細胞におけるFISH法を用いた染色体異常の解析を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Nishimura，T．，Hasegawa，J．，Kimura，G．，Xiao，F．L．，Horiuch三，K．，Oki，M・，Tsubo1，N・，Yoshida，K，
　　Akimoto，M．，and　Ogawa，H．1）（1）Kanto　Teishin　Hospital）：Clinical　experiences　with　hyperthermia　for
　　benign　prostatic　hyperplasia　using　the　Thermex－II：Result　of3year　follow－up。Jpn。J，EndouroL　ESWL，
　　8，　76－78，　1995．
　2）Hattori，T．，Satoh，M．，Nishimura，T．，Kawamura，N．，and　K．，Akimoto，M．＝Different　susceptibilities　of
　　lymphokine－activated　killer　cells（LAK　cells）among　primary　and　metastatic　renal　cell　carcinoma　derived
　　from　the　same　patients．Br．J，UroL，75，448－451，1995．
　3）Oki，M．，Nishimura，T．，Hasegawa，J．，Osawa，S．，Shimizu，H．，Hattori，T．，Kimura，G，，Ho血chi，K，
　　Terashima，Y．，Xiao，F．L．，Yoshida，K．，and　Akimoto，M．：Laparoscopic　urological　surgery：Experience　at
　　Nippon　Medical　School．Jpn，」。EndouroL　ESWL，8，54－57，1995．
　4）三浦　剛，木村　剛，西村泰司，秋元成太，早尾博志1）（1）立川相互病院外科）：陰嚢内脂肪腫の1例．西日泌尿，
　　57，　513－514，　1995。
　5）伊藤　博：進行性前立腺癌に対する新しい併用化学療法（cis－platinum，adriamycin，carboquone併用療法）
　　の基礎と臨床応用．日医大誌，62，456－468，1995．
　6）岡　史篤：膀胱腫瘍におけるFISH法（fluorescence　in　situ　hybridization　method）を用いた染色体数的異常
　　の検討．日医大誌，62，501－510，1995．
　7）阿部裕行，中神義三，伊藤　博，岡　史篤，池田一則：帝王切開術後に発生した尿管膣痩の1例．日外科系連会
　　誌，20，172－174，1995．
　8）中神義三，阿部裕行，伊藤　博：我が国における前立腺癌の増加と治療の進歩．日外科系連会誌，20，224－225，
　　1995。
　9）伊藤　博：癌治療の反省と将来への展望，進行性前立腺癌に対する新しい併用化学療法．日本外科系連合学会誌，
　　20，　290－296，　1995．
10）阿部裕行，伊藤　博，岡　史篤，池田一則，中神義三，井出道也1），近藤亮一u（n付属第一病院外科）：最近経験
　　した尿膜管疾患の検討．日外科系連会誌，20，323－326，1995．
11）西村泰司，阿部裕行，伊藤　博，池田一則，岡　史篤，吉田和弘，秋元成太：前立腺肥大症と経尿道的前立腺電
　　気蒸散．臨泌，50，47－50，1996．
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（2）総説：
1）西村泰司：前立腺炎．臨泌，49，449－458，1995．
2）長谷川潤，西村泰司：尿路内視鏡による尿路結石の治療．臨泌，49，449－458，1995．
3）西村泰司，阿部裕行：腎外傷．臨泌，49，906－912，1995．
4）西村泰司：前立腺炎の最近の話題．逓信医学，48，5－14，1996．
5）西村泰司：腎痩造設術．臨泌，50，195－198，1996．
6）西村泰司：前立腺炎の定義と分類．臨泌，50，226－229，1996．
著書
　1）西村泰司：〔分担〕後腹膜腫瘍の治療．“泌尿器科悪性腫瘍治療ハンドブック”（勝岡洋治，赤座英之編），
　　p．141－151，新興医学出版社，1995．
　2）阿部裕行：〔分担〕原発性上皮小体（副甲状腺）機能方進症の診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”
　　（秋元成太，西村泰司編），p．154－155，医学書院，1995．
　3）西村泰司：〔分担〕難治性の非細菌性前立腺炎の治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，　西村
　　泰司編），p．168－169，医学書院，1995．
　4）西村泰司：〔分担〕尿路性器結核を見落とさないために．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村
　　泰司編），p．171－173，医学書院，1995．
　5）西村泰司：〔分担〕腎損傷の程度と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．188－191，医学書院，1995．
　6）西村泰司：〔分担〕尿管損傷の重症度診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，　西村泰司
　　編），p．192－194，医学書院，1995．
　7）阿部裕行1〔分担〕尿道損傷に対する初期治療と二次的直視下内尿道切開術．“泌尿器科ベッドサイドマニュア
　　ル”（秋元成太，西村泰司編），p．198－200，医学書院，1995．
　8）阿部裕行：〔分担〕精巣（睾丸）損傷の診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司
　　編），p．201－202，医学書院，1995．
　9）阿部裕行＝〔分担〕精巣（睾丸）回転症におけるドプラ法の注意点．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元
　　成太，西村泰司編），p．203，医学書院，1995．
10）阿部裕行＝〔分担〕陰茎折症の診断と治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．207－208，医学書院，1995．
11）西村泰司：〔分担〕他科手術時の泌尿器科系臓器損傷への対応．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，
　　西村泰司編），p。214－215，医学書院，1995．
12）西村泰司：〔分担〕経皮的膀胱痩造設術．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．278－282，医学書院，1995．
13）西村泰司：〔分担〕嚢胞腎の対策と予後．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．323－324，医学書院，1995．
14）西村泰司：〔分担〕末期癌水腎症症例への対応．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．341－343，医学書院，1995．
15）西村泰司：〔分担〕血精液症。“今日の治療指針”（稲垣義明，多賀須幸男，尾形悦郎編），p．484，医学書院，1996．
16）西村泰司＝〔分担〕経尿道的尿路切石術．“泌尿器科診療Question＆Answer”（町田豊平，今村一男，小川秋
　　實，坂本公孝，園田孝夫編），p．931／14－17，六法出版，1996．
17）西村泰司：〔分担〕無菌性前立腺炎の治療．“泌尿器科診療Question＆Answer”（町田豊平，今村一男，小川
　　秋實，坂本公孝，園田孝夫編），p．979／2－3，六法出版，1996．
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学会発表
（1）特別講演：
　1）阿部裕行：進行性前立腺癌に対する血中オステオカルシンの臨床的意義．第20回日本外科系連合学会学術集会，
　　1995．6．
（2）シンポジウム：
　1）伊藤博：癌治療の反省と将来への展望，化学療法．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
　2）池田一則：女子腹圧性尿失禁の治療について．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
　3）岡　史篤：Two　color　FISHを利用した前立腺癌培養細胞株におけるP53と染色体17番の関係．第20回日本外科
　　系連合学会学術集会，1995．6．
（3）一般講演：
　1）Nishimura，T．，Abe，H．，Ito，H．，Ikeda，K．，and　Oka，F．：High　watt　transurethral　electrovaporization　with
　　cystostomy　vs　day　surgery　TURP　with　sevoflurane　anestむesia．Urology　Update．The2nd　US／Japan
　　Seminar（Hawaii），1995．11．
　2）西村泰司，服部智任，佐藤三洋，大澤秀一，渡辺　潤，寺島保典，木村　剛，吉田和弘，秋元成太：前立腺炎の
　　長期慢性化における前立腺液中マクロファージ由来のサイトカインの役割・第83回日本泌尿器科学会総会，
　　1995．4．
　3）西村泰司，阿部裕行，伊藤　博，池田一則，岡　史篤，吉田和弘：前立腺肥大症に対する経尿道的前立腺電気蒸
　　散用電極（VaporTrode）の使用経験．第505回日本泌尿器科学会東京地方会，1995。6．
　4）益田律子1），横山和子1），志賀麻記子1），阿部裕行（1》付属第一病院麻酔科）：脊椎破裂患者における痙攣性神経因
　　性膀胱の治療経験．第29回日本ペインクリニック学会，1995．7．
　5）伊藤　博：前立腺癌の診断，治療．東京がん化学療法研究会9月例会，1995．9．
　6）西村泰司，阿部裕行，伊藤　博，池田一則，岡　史篤，寺島保典，沖　　守，長谷川潤，秋元成太：経尿道的前
　　立腺切除術（TURP）の教育法：研修する医師およびインストラクターの手術時間の配分についての検討．第60
　　回日本泌尿器科学会東部総会，1995．10．
　7）近藤幸尋，山形健治，服部智任，千賀康弘，沖　　守，長谷川潤，西村泰司，井村伸正，秋元成太：腎正常組織
　　および腫瘍部のメタロチオネイン量と金属濃度の検討．第60回日本泌尿器科学会東部総会，1995．10．
　8）西村泰司，阿部裕行，伊藤　博，池田一則，岡　史篤：より高い電力および術中膀胱痩を用いた経尿道的前立腺
　　電気蒸散法．第9回日本Endourology　and　ESWL学会総会，1995．11．
［第二病院泌尿器科］
研究概要
　第二病院泌尿器科では，尿路感染症，MRSA感染症，膀胱腫瘍一特に膀胱腔内注入療法など主に臨床的各研究を行っ
ている．最近は男子不妊症，尿失禁に関する臨床的研究にも力をいれている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）富田　勝，廣瀬始之，中塩哲士，柳川忠二，渡辺　潤，山口　晋：擦式手指消毒剤IW－051の臨床的有用性の検
　　討．新薬と臨床，44，17－24，1995．
　2）山形健治，近藤幸尋：各尿路性器悪性腫瘍におけるCDDPに対する感受性とメタロチオネイン・グルタチオンの
　　誘導合成能の検討。日本泌尿器科学会雑誌，186，1575－1582，1995．
一313一
3）赤坂修治，清水宏幸，山本史郎，寺島保典，沖　　守，坪井成美＝後腹膜腔に発生した血管周皮細胞腫．臨床泌
　尿器科，150，131－134，1996．
著書
　1）富田勝：〔分担〕泌尿器科ベッドサイドマニュアル“救急疾患”（秋元成太，西村泰司編），p。195－197，医学
　　書院，1995．
　2）富田勝：〔分担〕泌尿器科ベッドサイドマニュアル“疹痛，血尿，細菌尿一顕微鏡的血尿の精査”（秋元成太，
　　西村泰司編），p．270－273，医学書院，1995．
　3）廣瀬始之：〔分担〕泌尿器科ベッドサイドマニュアル“神経因性膀胱および尿失禁”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．225－236，医学書院，1995．
　4）引間規夫：〔分担〕泌尿器科ベッドサイドマニュアル“感染症”（秋元成太，西村泰司編），p．166167，p．178－179，
　　医学書院，1995．
　5）沼沢和夫：〔分担〕泌尿器科ベッドサイドマニュアル“悪性腫瘍”（秋元成太，西村泰司編〉p，108－112，医学書
　　院，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）山本史郎，天谷健二1），渡辺　潤2），坪井成美3），大秋美治2）（1）千葉北総病院泌尿器科，2）千葉北総病院病理部）：
　　膀胱平滑筋肉腫の1例．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
［多摩永山病院泌尿器科］
研究概要
　当科は開設して7年になるが研究業績の主なものは次のようなものである．
　前立腺肥大症：前立腺肥大症に対する平岡式経尿道的前立腺剥離切除術は1984年に開始して以来1，500例を超えて
いる．本術式は安全に肥大腺腫を完全切除ができる唯一の内視鏡手術である．
　前立腺癌：平岡式経尿道的前立腺剥離切除術（剥離TURP）は内腺と外腺とを確実に区別して組織が得られるとい
う特徴がある．この特徴を生かして，内腺を完全切除したあと，外腺を生検切除する平岡式剥離TURP法を開発した．
これにより前立腺偶発癌の見落としが一番少ない方法であり，外腺域内の癌の残存の有無までも知ることができると
いう新しい道を開いている．最近ではレーザーTURPを行っている．
　膀胱癌：進行性膀胱癌の微小転移の存在と，その転移経路としては組織間隙性転移の発見を我々は行っている．最
近，治療としては組織問隙内抗癌剤投与という新しい治療法の開発を行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）吉田　寛・江上　格，谷口善郎，平岡保紀，前田昭太郎，恩田昌彦：超音波ガイド下穿刺吸引細胞診にて診断し
　　えた尿膜管癌の1例．超音波医学，22，479－482，1995．
　2）田島なつき，平岡保紀，田島廣之，飯田英次，小林由子，杉崎健一，山本　鼎，岡田　進，隈崎達夫：前立腺肥
　　大症に対する経尿道的前立腺剥離切除術後のMRI．臨床放射線，40，1455－1460，1995．
　3）丹羽直樹，平岡保紀，岩本和矢，矢島勇臣，林　昭棟，沼沢和夫：剥離TUR－Pを用いての前立腺の内腺，外腺
　　のスパルフロキサシン濃度測定の試み．西日泌尿，57，668－671，1995．
一314
4）平岡保紀：非高齢者の夜問頻尿．日本医事新報，3741，171－172，1996．
著　書
　1）平岡保紀：〔分担〕薬物療法と薬物療法無効時の各種外科的療法の選択法．泌尿器科ベッドサイドマニュアル（秋
　　元成太，西村泰司編），p．32－36，医学書院，1995．
　2〉平岡保紀：〔分担〕TUR・P術中，術後合併症の対策．泌尿器科ベッドサイドマニュアル（秋元成太，西村泰司編），
　　p．37－40，医学書院，1995．
　3）矢島勇臣：〔分担〕落痛，血尿，膿尿，細菌尿　1，鑑別診断．泌尿器科ベッドサイドマニュアル（秋元成太，西
　　村泰司編），p．258－269，医学書院，1995．
　4）矢島勇臣：〔分担〕泌尿器科基本処置とトラブル対処法　8，亀頭包皮炎（小児の包茎を含む）の処置．泌尿器科
　　ベッドサイドマニュアル（秋元成太，西村泰司編），p。290－292，医学書院，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）桐山　功・），堀　夏樹・），小川秀弥1）・久保田正充1），田中求平・），平岡保紀，秋元成太（・）関東逓信病院泌尿器科）：
　　膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法後の閉塞性腎不全．第83回日本泌尿器科学会総会，1995．4．
　2）矢島勇臣，平岡保紀，岩本和矢，丹羽直樹，沼沢和夫，林　昭棟，小川秀弥1》，秋元成太（1｝関東逓信病院泌尿器
　　科）：TUR－P術後再発例に対する，再剥離TUR－P施行の意義．第83回日本泌尿器科学会総会，1995．4．
　3）丹羽直樹，平岡保紀，矢島勇臣，岩本和矢，沼沢和夫，林　昭棟，小川秀弥1），秋元成太（1）関東逓信病院泌尿器
　　科）：剥離TUR－Pで発見された前立腺癌stage　A症例の癌残存予測の可能性について．第83回日本泌尿器科学
　　会総会，1995．4．
　4）岩本和矢，平岡保紀，矢島勇臣，高橋洋文，丹羽直樹，沼沢和夫，林　昭棟，山本　鼎1）（1）日医大放射線科）：
　　腎細胞癌と鑑別が困難であった腎嚢胞を胎性分葉の各1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　5）平岡保紀，矢島勇臣，岩本和矢，丹羽直樹，沼沢和夫，林　昭棟：前立腺偶発癌における剥離TURPでのstage
　　および外腺生検切除切片の癌陽性例と癌残存との関係．第33回日本癌治療学会総会，1995．9．
　6）高橋洋文，丹羽直樹，岩本和矢，矢島勇臣，林　昭棟，沼沢和夫，平岡保紀：前立腺癌の診断における前立腺特
　　異抗原（PSA）の臨床的評価一前立腺肥大症と偶発癌（stage　A）の鑑別の可能性について一．第60回日本泌尿
　　器科学会東部総会，1995．10．
　7）左　　維，高橋洋文，丹羽直樹，岩本和矢，矢島勇臣，平岡保紀：浸潤性膀胱癌に対する術前多剤化学療法の検
　　討．第6回学校法人日本医科大学外国人留学者研究会，1995．11．
［千葉北総病院泌尿器科］
研究概要
　開院して2年たち外来および入院患者，手術件数などは順調に増加している．Nd－YAGレーザーを用いて前立腺切
除術のみならず，膀胱腫瘍，尿管腫瘍や上部尿路狭窄への応用を試み良好な成績を得ている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Osawa，S．，Terashima，Y．，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．：Antltumor　effect　of　intravesical　angiogenesis
　　inhibitor　AGM14700nratu血arybladdercarcinoma　inducedby　N　buty1－N・（4－hydroxybuty1）nitrosamine
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　（BBN）．Surg．Forum．，46，774－776，1995．
2）Nishimura，T．，Hasegawa，J．，Kimura，G。，Li，F．X．，Horiuchi，K．，Oki，M．，Tsuboi，N．，Yoshida，K．，Akimoto，
　M，，andOgawa，H，1）（1）Kantou－teishinHosp）：ClinicalexperiencewithHyperthermiaforBenign　Prostatic
　Hyperplasia　usingtheThermex－II：Resultof3Yearsfollow－up．Jap．J．Endourology＆ESWL，8，76－78，
　1995。
3）渡辺　潤，服部智任，佐藤三洋，秋元成太：Interferon一α，Interleukine－2，Lymphokine－activated　killer　cells
　を用いた併用免疫療法：進行性腎細胞癌患者のquality　oflifeの改善効果の検討．日泌尿会誌，86，1156－1163，
　1995．
著書
　1）坪井成美：〔分担〕X線画像診断一施行上，読影上の注意点とp1tfa11．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋
　　元成太，西村泰司編），p．2－12，医学書院，1995．
　2）坪井成美：〔分担〕レノグラムー施行上，読影上の注意点とpitfa11．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元
　　成太，西村泰司編），p．16－17，医学書院，1995．
　3）坪井成美：〔分担〕尿路結石；治療法の決め方．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p。150－152，医学書院，1995．
　4）坪井成美：〔分担〕尿路結石1治療難渋症例の治療．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司
　　編），p．153，医学書院，1995．
　5）坪井成美1〔分担〕腎嚢胞のアルコールブロック．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司編），
　　p．296－297，医学書院，1995．
　6）坪井成美：〔分担〕先天性水腎症の診断と手術適応．“泌尿器科ベッドサイドマニュアル”（秋元成太，西村泰司
　　編），p．305－306，医学書院，1995．
学会発表
（1）ラウンドテーブルディスカッション：
　1）坪井成美・沖　　守：上部尿路閉塞性疾患に対するInterventional　Radiology（主題：泌尿器科におけるInter－
　　ventional　Radiology）．第20回日本外科系連合学会，1995．6．
（2）一般講演：
　1）Osawa，S．，Terashima，Y．，Watanabe，」．，and　Akimoto，M．：Anti－tumoreffect　of　angiogenesis　inhibitor
　　AGM14700n　rat　urinary　bladder　carcinoma　induced　by　N－butyLN一（4－hydroxybutyl）nitrosamine（BBN）．
　　90th　Annual　Meeting　of　American　Urological　Association（Las　Vegas），1995．4．
　2）Osawa，S．，Terashima，Y．，Watanabe，J．，and　Akimoto，M．：Anti－tumoreffect　of　angiogenesis　inhibitor
　　AGM14700n　rat　urinary　bladder　carcinoma　induced　by　N－buty1－N一（4－hydroxybuty1）nitrosamine（BBN）．
　　81st　American　College　of　Surgeons（New　Orleans），1995。10。
　3）大澤秀一，寺島保典，渡辺　潤，秋元成太l　BBN誘発ラット膀胱腫瘍に対する血管新生阻害剤AGM1470の抗
　　腫瘍効果の検討．第83回日本泌尿器科学会総会，1995．4．
　4）大澤秀一，寺島保典，渡辺　潤，秋元成太：BBN誘発ラット膀胱腫瘍に対する血管新生阻害剤AGM1470の膀
　　胱内注入による抗腫瘍効果の検討．第33回日本癌治療学会，1995．9．
　5）松沢一郎，清水宏之，大澤秀一，千賀康弘，長谷川潤，秋元成太，坪井成美1），小川秀弥2）（1）付属千葉北総病院
　　泌尿器科，2）関東逓信病院泌尿器科）：交叉性腎変位の3例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　6）千賀康弘，堀内和孝，松沢一郎，坪井成美’），秋元成太（1）付属千葉北総病院泌尿器科）：前立腺肥大症に対する
　　塩酸タムスロシンの臨床効果；Uroflowmetry，AUAsymptom　indexの有用性．第2回日本神経因性膀胱学会，
一316一
　1995．　9．
7）大澤秀一，寺島保典，渡辺　潤，秋元成太：BBN誘発ラット膀胱腫瘍に対する血管新生阻害剤AGM1470の抗
　腫瘍効果の検討．第54回日本癌学会，1995．10．
8）天谷健二，渡辺　潤，坪井成美，山本史郎1），秋元成太1）（1）附属病院泌尿器科）l　Nd－YAGレーザーによる腎孟
　尿管移行部狭窄の治療の1例．第60回日本泌尿器科学会東部総会，1995．10．
一317一
16．眼科学講座
　［付属病院眼科・第一病院眼科・第二病院眼科・多摩永山病院眼科・
　　千葉北総病院眼科］
研究概要
　平成7年5月より大原國俊が教室主任教授に就任し，眼科学教室の運営を担当した．教室の研究スタッフは，付属
病院の大原國俊主任教授，雑賀寿和助教授，三浦雅博講師，高橋浩講師（米国留学中）で，第一病院の原　彰助教授，
第二病院の清水暢夫助教授，多摩永山病院の中山滋章助教授，千葉北総病院の清水洋一助教授が部長として各病院で
臨床研究を分担した．
　臨床研究：今日の眼科学も専門分野が別れ，その分野は多岐にわたっている．大原教授の専門である角膜・ぶどう
膜，眼内レンズ，糖尿病網膜症などを中心に，外来の専門外来を独立させ，各専門家の臨床研究が行いやすいように
体制を変えた．ぶどう膜炎（大原），アレルギー外来（雑賀），斜視弱視（岩沢），網膜硝子体（三浦），糖尿病網膜症
（大原），コンタクトレンズ（魚谷），緑内障（山田）について，症例検討と臨床データの蓄積を行なった．
　基礎研究：大原教授の基礎研究テーマは水晶体上皮細胞の細胞科学であり，就任後に研究体制を確立すべく準備を
行なった．雑賀助教授はアレルギー性結膜炎のサイトカインや細胞接着分子の役割について基礎研究を継続した．高
橋　浩講師はHarvard大学付属眼研究所において，角膜上皮細胞のGlucose　transportに関する研究を行なった．小
林茂樹助手はWashinton大学眼科学教室において，視神経乳頭部のGlia細胞の細胞培養を行ない，分子生物学的アプ
ローチを行なった．その他，下田真理子研究員は，第一病理学教室との共同研究において，角膜創傷治癒機転におけ
るMatrix　metalloproteinaseとTIMPの作用機序を検討し，尾碕憲子は組織細胞化学と免疫電顕の手法により，角
膜新生血管におけるアポトーシスについて解明を進めた．
研究業績
論文
（1）原著1
　1）Hara，A．，and　Miura，M．：Decreased　imer　retinal　activity　in　branch　retinal　vein　occlusion。Document
　　Ophthalmologica，88，38－47，1995．
　2）Hara，A．，and　Nakagomi，Y．：Analysis　ofglycosaminoglycans　of　subretinal　fluid　in　rhegmatogenous　retinal
　　detachment－Prehminary　report一．Jpn．J，OphthalmoL，39，137142，1995．
　3）熊川美代子：cacマウス水晶体前嚢におけるヘパラン硫酸プロテオグリカンの免疫組織化学的研究．眼臨，89，
　　761－767，　1995．
　4）門脇弘之，小原澤英彰，雑賀寿和，清水由規：眼誘発試験における涙液トリプターゼ測定の有用性．あたらしい
　　眼科，12，1909－1913，1995．
　5）後藤陽子，中山滋章，大原國俊：脈絡膜骨腫に正常眼圧緑内障を認めた1例．眼紀，46，1297－1302，1995．
　6）後藤陽子，中山滋章，高田幸枝D（1）高田眼科）：Multipleevanescentwhitedotsyndromeの1症例．眼科，37，
　　1517－1521，　1995．
　7）冨川節子，鈴木さや佳，大原國俊：老年期痴呆患者の白内障手術．眼臨，90，475－478，1996．
　8）肥土　毅，高橋るりか，岡本祥正1），原　　彰（1）高砂眼科医院）：Birdshot　retinochoroidopathyが示唆された
　　1例．眼紀，47，112－116，1996．
　9）門脇弘之，小原澤英彰，雑賀寿和，清水由規：アレルギー性結膜炎での特異的IgE抗体測定法の検討．あたらし
　　い眼科，13，121－125，1996．
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10）八巻理恵，中山滋章，塚本佐知子，小林博和，長松純一，三浦雅博，大原國俊：多発性後極部網膜色素上皮症の
　　1症例．眼臨，90，520－523，1996．
（2）綜説：
1）大原國俊：全身疾患と眼　サルコイドーシスと眼．カレントテラピー，13，2109－2112，1995．
2）雑賀寿和：アレルギーの予防と治療　Q＆A95．アレルギーの臨床，15，1025，1995．
3）熊谷正也，雑賀寿和：眼と免疫一基礎と臨床　アトピー性角結膜炎．眼科，37，1271－1278，1995．
4）雑賀寿和：スギ花粉によるアレルギー性結膜炎の治療．アレ！ルギー科．1，318－322，1996．
5）雑賀寿和：アレルギー治療薬としての局所ステロイド　眼結膜アレルギー．アレルギーの領域，3，45－49，1996。
6）小原澤英彰，雑賀寿和：花粉症一内科系診療のための最新情報　結膜花粉症への対応．Modem　Physician，16，
　　188－191，　1996．
著書
　1）雑賀寿和：〔分担〕新しい免疫学的アプローチと眼疾患　V．アレルギーと眼疾患．眼科New　Insight，メディ
　　カルビュー社，1995。
　2）雑賀寿和：〔分担〕春季カタルに対する薬物選択のコツ．眼科治療のコツと落し穴．（小暮文雄，林　文彦，三宅
　　謙作編），p，4－6，中山書店，1995．
　3）雑賀寿和：〔分担〕巨大乳頭性結膜炎の診断．眼科検査・診断のコツと落し穴Part1．（小暮文雄，湖崎　克，
　　林文彦編），p．20－21，中山書店，1996．
　4）雑賀寿和：〔分担〕接着現象のステップとアレルギー病巣局所と接着，結膜における接着分子．細胞分子からみ
　　たアレルギー（1）接着分子とアレルギー（蔀原順一・宮坂昌之編），p．183－188，メディカルビュー，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1〉大原國俊：白内障，眼内レンズ移植術後の生体反応．藤田保健衛生大学眼科学教室講演会，1995．5．
　2）大原國俊＝ぶどう膜炎と併発白内障手術．第28回道南眼科集談会，1995．5．
　3）大原國俊：眼内レンズと生体適合性．第34回日本白内障学会・第10回日本眼内レンズ屈折手術学会ランチョンセ
　　ミナー，1995．6。
　4）大原國俊：白内障，眼内レンズ術後の生体反応．関西眼疾患研究会，1995．7．
　5）大原國俊：ぶどう膜炎併発白内障の手術成績．GSOSの会，1995．7．
　6）冨川節子：高齢者の眼科疾患．杉並区老人福祉センター，1995．8．
　7）大原國俊：10L術後の生体反応：水晶体上皮細胞増殖．第21回新潟臨床眼科研究会，1995．8．
　8）大原國俊：ぶどう膜炎の臨床．日本医大症例検討会，1995．9．
　9）大原國俊：サルコイドーシス性ぶどう膜炎：非典型例の臨床像．第28回日本ぶどう膜炎・眼免疫研究会（第61回
　　日本中部眼科学会），1995．9．
10）大原國俊：眼サルコイドーシスの臨床像と診断．第15回日本サルコイドーシス学会総会，1995．10．
11）大原國俊：全身疾患と眼：ぶどう膜炎を中心に．町田市医師会学術講演会，1995．10．
12）大原國俊：サルコイドーシスの臨床像．千葉県眼科集談会，1996．1．
13〉雑賀寿和：アレルギー性結膜炎の診断と治療．茨城県眼科医会講演会，1996．1．
14）雑賀寿和：アレルギー性結膜炎の診断．埼玉県眼科医会学術講演会，1996．2．
15）雑賀寿和：アレルギー性結膜炎の診断と治療．東京都豊島区眼科医会講演会，1996．2．
16）雑賀寿和：アレルギー性結膜炎疾患一最近の話題一．日本医大症例検討会，1996．3．
17）雑賀寿和：アレルギー性結膜炎の診断と治療．神奈川県西湘区眼科医会講演会，1996．3．
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（2）シンポジュウム：
　1）雑賀寿和：眼アレルギーの基礎と臨床　3．アレルギー性結膜炎の基礎．第4回日本眼科アレルギー研究会合同
　　学会（第92回中国四国眼科学会・第44回四国眼科学会），1995．8．
　2）下田真理子：角膜創傷治癒過程におけるMMPs及びTIMPs．第15回日本眼薬理学会シンポジュウム（II），
　　1995．9．
3）雑賀寿和：シンポジュウムV　眼アレルギー性結膜炎の基礎と臨床　4．アレルギー性結膜炎の免疫：春季カ
　　タルの免疫組織学的検討．第49回日本臨床眼科学会総会，1995．11．
　4）中村　弘，井上洋一1）（1）オリンピアクリニック眼科）：Dysthyroidopticneuropathy．眼窩疾患シンポジュウム，
　　1995。　11．
（3）一般講演：
　1）Ohara，K．：Proliferation　of　human　lens　epithelial　cells　after　IOL　implantation。The9th　Clinica10phthal－
　　mological　Symposium（広州），1995．7．
2）Shimoda，M．，Sa1ga，T．，Fukuda，Y．，Wakamatsu，K．，Ishizaki，M，andKao，W，W。一Y。：Aberrantexpressions
　　of　metalloproteinases　and　bullous　pemphigoid　antigen　contributes　to　recurrent　comeal　epithellial　defect
　　following　alkali　bums．ARVO（Florida），1995．5．
　3）小林博和，清水由規：ラット培養水晶体代謝における〔5一（3－thieny1）tetrazo14－yl〕acetic　acid（TAT），E・
　　64（cysteine　protease　inhibitor），BHT（butylated　hydroxytoluene）の影響について．第99回日本眼科学会
　　総会，1995．4．
　4）斎藤仁子，清水由規：実験的糖尿病ラットにおける水晶体，房水，硝子体の生化学的変化とアルドース還元酵素
　　阻害剤TATの影響．第99回日本眼科学会総会，1995．4．
　5）下田真理子，雑賀寿和，清水由規，若松恭子，石崎正通1）（1）病理第一）：角膜実質損傷治癒過程におけるType　III
　　およびType　IV　collagenの動態について．第99回日本眼科学会総会，1995．4．
　6）細根　勝1），前田昭太郎1），蝦原　淳，中山滋章，浅野伍朗2）（1）病理部，2）病理第二）：眼瞼結膜原発と考えられる
　　B型細胞性リンパ腫の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　7）塚本佐知子，中山滋章，前田昭太郎1）（1）病理部）：眼窩に原発したサルコイドーシスの1例．日本医科大学医学
　　会第86回例会，1995．5．
　8）横山光伸1），佐野英子L），出田秀尚1），熊谷和之9，斎木　裕’），中村　弘（’）出田眼科病院）：網膜裂孔の年代別特
　　徴．第65回九州眼科学会総会，1995．5．
　9）川崎　勉1），出田秀尚1），佐野英子1），熊谷和之1），横山光伸1），中村　弘（1》出田眼科病院）：網膜剣離の原因裂孔
　　によるPVRの違いの検討．第65回九州眼科学会総会，1995．5．
10）熊川美代子，清水由規：cacマウス水晶体前嚢におけるペパラン硫酸プロテオグリカンの免疫組織化学的研究．
　　第34回日本白内障学会，1995．6．
11）冨川節子，鈴木さや佳：老年期痴呆患者の白内障手術．第12回関東眼科学会，1995．6．
12）清水洋一，安久津靖彦，佐藤和義，門脇弘之：MRI検査により露出した磁性隅角異物．第12回関東眼科学会，1995．
　　6．
13）門脇弘之，小原澤英彰，後藤伸彰，雑賀寿和，清水由規：アレルギー性結膜炎誘発試験における涙液トリプター
　　ゼ測定の有用性．第12回関東眼科学会，1995．6．
14）門脇弘之，小原澤英彰，雑賀寿和，後藤伸彰，清水由規：アレルギー性結膜炎における抗原特異的IgE抗体測定
　　法の比較検討．第12回関東眼科学会，1995．6．
15）八巻理恵，中山滋章，塚本佐知子，秋庭幹生，小林博和：多発性後極部網膜色素上皮症の1症例．第12回関東眼
　　科学会，1995．6．
16）佐々木郁子，小林茂樹，清水由規：両眼に多発した網膜細動脈瘤の1例．第12回関東眼科学会，1995．6．
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17〉橋本網子1），青木見佳子1），畑三枝子1），矢島　純D，本田光芳1），岩切　致2》，三橋　清2），百束比古2），熊川美代
　　子，中山滋章，島田早苗3），前田昭太郎4）（1）皮膚科・2）形成外科・3）耳鼻咽喉科，4）病理部）：マイボーム腺癌の1
　　例．第11回日本皮膚悪性腫瘍学会，1995．6．
18）後藤陽子，中山滋章：脈絡膜骨腫に正常眼圧緑内障を認めた1例．第33回北日本眼科学会，1995．7．
19）細根　勝1），前田昭太郎’），蝦原　淳，中山滋章，浅野伍朗2）（1）病理部・2）病理第二）：眼瞼結膜原発B型細胞性
　　リンパ腫の1例．第14回皮膚リンフォーマ研究学会，1995．8．
20）橋本網子1）・青木見佳子1），畑三恵子1），矢島　純1），本田光芳1），岩切　致2），三橋　清2），百束比古2），熊川美代
　　子，中山滋章・島田早苗3），前田昭太郎4）（1）皮膚科，2）形成外科，3）耳鼻咽喉科，4）病理部）：マイボーム腺癌の1
　　例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
21）今泉信一郎1），中西史憲1），小原澤英彰，秋庭幹夫（1）今泉眼科病院〉：白内障を伴った緑内障眼の白内障術後の経
　　過（その5）．第6回日本緑内障学会，1995．9．
22〉秋田恵子，斉藤慎一郎，大原國俊：片眼に重篤な虹彩炎を呈したサルコイドーシスの1症例．第28回日本ぶどう
　　膜炎・眼免疫研究会（第61回日本中部眼科学会），1995．9．
23）尾碕憲子，大原國俊，石崎正道1）（1）病理第一）：III型アレルギーによる角膜障害の推移とアポトーシスの関与．
　　第61回日本中部眼科学会，1995．9．
24）長松淳一，大原國俊，小島孚允1）（1）大宮赤十字病院）：経強膜的腫瘍切除術を実施した脈絡膜悪性黒色腫の1例．
　　第685回東京眼科集談会，1995．10．
25）今野泰宏1），イスラムSMモノワルール1），沼賀二郎1），藤野雄次郎1）・増田寛次郎1），佐々木洋2），大久保彰2），大
　　原國俊，平田蘭子3），前田平生3）（1）東京大学，2）自治医科大学，3）埼玉医科大学）：眼症状を有するサルコイドーシ
　　ス患者のHLA．第15回日本サルコイドーシス学会，1995．10．
26）小原澤英彰，秋庭幹夫，中西史憲1》，今泉信一郎1）（1）今泉眼科病院）：白内障術後に発生した緑内障一その予防の
　　ついて一．第5回みちのく緑内障懇話会，1995．10．
27）秋田恵子，斉藤慎一郎，大原國俊：虹彩切除で類上皮細胞性肉芽腫を認めたサルコイドーシスの1例．第685回
　　東京眼科集談会，1995．10．
28）横山光伸1），佐野英子1），出田秀尚1），熊谷和之1），中村　弘，村田友紀1）（1）出田眼科病院）：穎粒状組織による網
　　膜剥離の特徴．第34回日本網膜硝子体学会，1995．10．
29）八巻理恵，中山滋章，塚本佐知子，大原國俊：網膜および網膜色素上皮過誤腫と思われる1症例．第49回日本臨
　　床眼科学会総会，1995．11．
30）斉藤慎一郎，三浦雅博，大原國俊：家族性に発生した視神経乳頭上網膜血管腫の3例．第49回日本臨床眼科学会
　　総会，1995．11．
31）今野泰宏1），イスラムSMモノワルール1），沼賀二郎1），藤野雄次郎1）・増田寛次郎1），大久保彰2），大原國俊，平
　　田蘭子3），前田平生3）（1）東京大学，2）自治医科大学，3）埼玉医科大学）：眼症状を有するサルコイドーシス患者の
　　HLA．第49回日本臨床眼科学会総会，1995．11。
32）三浦雅博，出田秀尚1），山本親広1），斎木　裕1），嶋田伸宏1），中村　弘（1）出田眼科病院）：増殖性硝子体網膜症の
　　分類の検討．第49回日本臨床眼科学会総会，1995．11．
33）秋田恵子，斉藤慎一郎，大原國俊：片眼に重度の虹彩毛様体炎が遷延化したサルコイドーシスの2例．第29回日
　　本ぶどう膜炎・眼免疫研究会（第49回日本臨床眼科学会総会），1995．11．
34〉酒井理恵子1），清水由花1〉，釜田恵子1），伊野田繁1），佐々木洋1），川島秀俊1），大久保彰’），大原國俊（1）自治医科
　　大学）：健常者に発症した真菌性眼内炎の2症例．第29回日本ぶどう膜炎・眼免疫研究会（第49回日本臨床眼科
　　学会総会），1995．11．
35）渋井洋文1），川島秀俊1），釜田恵子1），佐々木洋1），大久保彰11，大原國俊，嶋田孝吉11（1）自治医科大学）：べ一チェッ
　　ト病へのステロイド全身投与併用法の評価．第29回日本ぶどう膜炎・眼免疫研究会（第49回日本臨床眼科学会総
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　　会），1995．11．
36）佐野英子1），出田秀尚1），横山光伸1），中村　弘，村田友紀1），熊谷和之1）（1）出田眼科病院）：強膜バックル手術後
　　の前眼部虚血．第49回日本臨床眼科学会総会，1995．11．
37）島田伸宏1），出田秀尚1），佐野英子1），熊谷和之1》，横山光伸1），中村　弘（1）出田眼科病院）：網膜剥離を合併した
　　Wagner病類似の10症例．第49回日本臨床眼科学会総会，1995．11．
38）今泉信一郎1），中西史憲1），小原澤英彰（1）今泉眼科病院）：白内障手術時のヒーロンの簡単な排出法．第49回日本
　　臨床眼科学会総会，1995．11．
39）雑賀寿和：アレルギー性結膜炎の予防について．厚生省長期慢性疾患総合研究事業，アレルギー研究総合班会議
　　花粉症に関する研究班（第2回），1995．12．
40）中村　弘，井上洋一1）（1）オリンピアクリニック眼科）：悪性眼球突出症における視神経症の病態．厚生省甲状腺
　　班研究会，1995．12．
41）秋庭幹夫，蝦原　淳，中西史憲1），今泉信一郎1）（1）今泉眼科病院）：糖尿病を合併した白内障手術眼の視力予後に
　　ついて．第45回福島県眼科集談会，1995．
42）三浦雅博，出田秀尚1），山本親広1），斎木　裕1），嶋田伸宏1），佐野英子1）（1）出口眼科病院）：裂孔原性網膜剥離に
　　おける網膜下増殖組織の発生要因．第19回日本眼科手術学会，1996．1．
43）中村　弘，井上洋一1）（1）オリンピアクリニック眼科）：バセドウ眼における視神経症について．甲状腺眼症研究
　　会，1996．1．
44）前田利根’），飯島健之1），中村　弘，井上洋一》（1）オリンピアクリニック眼科）＝緑内障手術前後の乳頭立体計測．
　　第19回日本眼科手術学会，1996．1．
45）秋庭幹男，中西史憲1），今泉信一郎’），小原澤英彰（’）今泉眼科病院）：緑内障を伴った白内障の白内障手術の効果．
　　第19回日本眼科手術学会，1996．1．
46）深町邦子，樋口真理子，清水暢夫：眼窩脂肪腫の1例．第69回神奈川県眼科集談会，1996．2．
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(1) ~i~~; : 
1) Sasajima, K.1), Onda, M.1), Miyashita, M.1), Okawa, K.1), Matsunami, T.*), Akiya, Y.1), Takeda, S., Ogawa, 
R., Kurashima, Y.~), Esumi, H.*) (1)~~~~~~~-) : Increase in pulmonary artery pressure and cardiac output 
due to the inhibition of nitric oxide synthesis during operative sites. Surgery Today, 25, 725-732, 1995. 
2) Wajima, Z., Nakajima, Y., Kim, C., Kobayashi, N., Kadotani, H., Adachi, H., Inoue, T., and Ogawa, R. : 
I.v. compared with brachial plexus infusion of butorphanol for postoperative analgesia. B. J. Anaesth.. 74, 
392-395, 1995. 
3) Wajima, Z., Shitara, T., Nakajima, Y., Kirn, C., Kobayashi, N., Kadotani, H., Adachi, H., Ishikawa, G., 
Kaneko, K., Inoue, T., and Ogawa, R. : Comparison of continuous brachial plexus infusion of butorphanol, 
mepivacaine and mepivacaine-butorphanol mixtures for postoperative analgesia. Br. J. Anaesth., 75, 
548-551, 1995. 
4) Takeda, S., Inoue, T., and Ogawa, R. : Nasal mask continuous positive airway pressure improved oxygena-
tion and hemodynamics in patients with congestive heart failure. Therapeutic Research, 16, 2499-2501, 
1995. 
5) Cai, M., Sakamoto, A., and Ogawa, R. : Inhibition of nitric oxide formation with L-canavanine attenuates 
endotoxin-induced vascular hyporeactivity in the rat. Eur. J. Pharmaco., 295, 215-220, 1996. 
6) Kitamura, A., Sakamoto, A., Aoki, S., Ogura, A., Kawahara, T., Inoue, T., and Ogawa, R. : Epidural 
changes after the repeated epidural anesthesia. Anesth. Analg., 82, 88-90, 1996. 
7) Kitamura, A., Kon, T., Kamiyama, M., and Ogawa, R. : Menstrual stage influences posoperative nausea and 
vomiting following epidural buprenorphine. Acta Anaesthesiol. Scand.. 40, 368-371. 1996. 
8) ~t~t ~F~, ~~ IE, ~~LLl~r~)~ /J¥Jl[ ~{~ ~~:~~~~~fl~:F~l~)~~F~J~t~~~~~~i: ;~~~~ 44 1995 E~ 
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10）輪嶋善一郎，原田誠一，中島祐史，設楽敏朗，小林徳行＝難治性成人型アトピー性皮膚炎に対する星状神経節ブ
　　ロック：とくに血清IgE値と好酸球数の変化について．麻酔，44，1135－1138，1995．
11）輪嶋善一郎，黒澤　尚1），井上哲夫，吉河達祐，石川　源，設楽敏朗，中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁
　　司，足立　仁，金子勝利，小川　龍（1）精神医学教室）：麻酔・手術・周術期と知的機能・痴呆との関連性：とく
　　に高齢大腿骨頸部骨折患者における術前後の知的機能検査スコアの変化．麻酔，44，1489－1497，1995．
12）結城禎一，金　　正，小川　龍：星状神経節ブロック併用により寛解したコンサートによる音響外傷の1例．ペ
　　インクリニック，16，767－768，1995．
13）金　　正，結城禎一，北村　晶，小川　龍＝静脈留置針による静脈路確保時における除痛対策：貼付用局所麻酔
　　剤ペンレスの使用経験．ペインクリニック，16，773－774，1995．
14）青木繁政：中等度低体温併用体外循環時の脳酸素需給バランス．麻酔，44，1995．
15）中村かんな，種田益造，加藤啓一，佐藤裕信，荒木洋二，横森欣司＝座骨結合体分離手術の麻酔経験，15，403－408，
　　1995。
16）田
17）篁
　　19，
18）金
19）小林正雄：
20）石川
21）結城禎一，今永和幸，坂本篤裕，小川
　　術開始を遅らせるかP．
22）結城禎一，坂本篤裕，小川
　　手術を効率よく施行するためには
23）遠藤正宏1），篁
　　究．
24）杉田健彦，松村康博，梅原寿太郎，国分正一，桜井
　　濃度確認試験．
（2）総説1
1）小川
2）小川
3）小川
4）小川
5）小川
秀蘭，遠藤正宏：プロスタグランジンE1投与下の酸素化能低下症例．臨床麻酔，19，1995．
武郎・坂本篤裕，小川　龍：肺全摘術後気管支断端痩3症例に対する有茎大網充填術の麻酔経験．臨床麻酔，
1995。
　徹：上腹部手術に対する麻酔法の違いは周術期の窒素平衡に影響するかP．麻酔，45，215－222，1996．
　　　セボフルランとイソフルランの肝血流量への影響．麻酔，45，281－286，1996．
　源：腰部硬膜外麻酔における少量高張食塩液静脈内投与の効果．麻酔，45，205－214，1996．
　　　　　　　　　　　　　　　龍，矢嶋浩三・）（・）中央手術部）：麻酔の手術開始時刻への影響：何が手
　　　　　　　　日手術医会誌，17，16－19，1996．
　　　　　　　　　　龍，邊見　弘1），大塚敏文1），矢嶋浩三2）（1）救急救命センター・2）中央手術部）：救急
　　　　　　　　　　　　：受け入れ体制の現状と将来への展望．救急医学，20，237－241，1996．
　　　　　武郎，志賀俊哉，小川　龍（n関東労災病院麻酔科）：低血圧麻酔中の輸液と腎機能に関する研
麻酔，45，15－20，1996．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実，小川　龍：TYN－762Pの変形性膝関節症に対する至適
　　　　薬理と治療，24，277－292，1996．
6）坂本篤裕，小川
7）坂本篤裕：
8）坂本篤裕
9）結城禎一：
10）竹田晋浩，高野照夫
11）竹田晋浩1），小川
12）竹田晋浩
13）小川
14）小川
15）小川
龍，坂本篤裕，大井良之：施設紹介，ペインクリニック．ペインクリニック，16，745－747，1995．
龍：臨床医のための統計解析法一1：統計処理とはなにか．神精薬理，17，542－545，1995．
龍：臨床医のための統計解析法一2：統計仮説の検定．神精薬理，17，808－814，1995．
龍：臨床医のための統計解析法一3：相関と回帰．神精薬理，17，893－897，1995．
龍：最近の麻酔科領域の論文から：その問題点について．日本医事新報ジュニア版，348，8－12，1995．
　　　　龍：Humoral　mediatorsとSIRS．活性酸素・フリーラジカル，6，172－179，1995．
　　急性期植皮術麻酔管理のキーポイント．（特集：広範囲熱傷）LisA，2，62－66，1995．
　：Workingheartpreparationによる心機能評価．（特集：麻酔と循環）循環制御，16，485－489，1995．
　　麻酔管理一蘇生的緊急麻酔．（特集：多発外傷）LisA，5，62－6，1995．
　　　　　　：ICUにおける疾痛管理：心筋梗塞患者の痔痛管理．集中治療，7，467－471，1995．
　　　　　龍（1）集中治療室）：手術侵襲とカテコラミン．侵襲と免疫，4，3436，1995．
　1帰省医療と集中医療　帰省医療における集中治療の実際．ICUとCCU，19，11，1995．
龍：臨床医のための統計解析法一4：分散分析と多重検定．神精薬理，18，3742，1996．
龍：臨床医のための統計解析法一5：生存率の取り扱い．神精薬理，18，139－143，1996．
龍：臨床医のための統計解析法一6：逐次検定法．神精薬理，18，214－218，1996．
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16）小川龍：集中治療とバイオシグナル．ICUとCCU，20，169－170，1996．
17）小川龍：集中治療とバイオシグナル：侵襲の統合と反応．ICUとCCU，20，205－210，1996．
18）小川　龍：外来麻酔．臨床泌尿器科，50，105－108，1996．
19）坂本篤裕，竹田晋浩，中西一浩，小川　龍：心疾患患者の周術期管理：解離性動脈瘤（特集：各種病態における
　周術期管理）日臨麻学誌，16，132－136，1996．
著書
　1）Sakamoto，A．：〔分担〕Trapping　of　oxygen　free　radicals．“Central　Nervous　System　Trauma：Research
　　Techniques”（Ohnishi，S．T．，and　Ohnishi，T．eds．）p．445－453，CRC　press（Florida），1995．
　2）小川龍：〔分担〕止血と血液凝固（線容，DICを含む）．“最新麻酔科学”（稲田豊，藤田昌雄，山本亨編），
　　p．313－326，克誠堂出版，1995．
　3）小川　龍：〔分担〕高齢者の麻酔．“New麻酔科学”（剣物　修，花岡一雄編），p．226－232，南江堂，1995．
　4）小川龍：〔分担〕ショッ久“New麻酔科学”（剣物修，花岡一雄編），p．366－377，南江堂，1995．
　5）角谷仁司：〔分担〕ナースのための治療薬ガイド．“ナース専科”，文化放送ブレーン，1995．
　6）竹田晋浩：〔分担〕経静脈治療オーダーマニュアル．“集中治療CCU”，メジカルレビュー，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）Ogawa，R。：Human　body　responses　to　surgical　stress：The　role　of　anesthesiologists．5th、SinoJapanese
　　symposium　on　clinical　anesthesiology（Hngzhou，China），1995．11．
　2）竹田晋浩1），高野照夫1），井上哲夫，小川　龍（1）集中治療室）：低酸素性肺血管収縮とエンドセリン．第17回日本
　　麻酔・薬理学会総会，1995．6．
　3〉小川　龍：外科侵襲と麻酔．第41回日本麻酔学会関西地方会，1995，9．
（2）教育講演：
　1）Ogawa，R．：Anaphylactoid　and　anaphylaxy　reactions．2nd　Congress　of　South－Asean　Conference　of　Anesth－
　　esiologists（Colombo，Sri　Lanka），1995．9．
　2）小川龍：術中の輸液管理．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
（3）シンポジウム：
　1）竹田晋浩’），金　　徹，小野寺英貴，中西一浩1），坂本篤裕，井上哲夫，高野照夫1），小川　龍（1）集中治療室）：
　　急性心不全に合併した症例の呼吸機能に対するアムリノンの効果．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
　2）察　　明，坂本篤裕，小川　龍：ラットのエンドトキシンショックモデルにおける一酸化窒素（NO）産生に及
　　ぼすL－canavanineの効果．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
　3）坂本篤裕：Working　heart　preparationによる心機能評価：虚血再潅流障害と吸入麻酔薬．第16回日本循環制
　　御医学会総会，1995．5．
　4）坂本篤裕，小川　龍：心疾患患者の周術期管理：解離性大動脈瘤．第15回日本臨床麻酔学会総会・1995．10．
　5）中西一浩1），竹田晋浩1），子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），石川　源，金　　徹，小川　龍（1）集中治療室）：
　　重症呼吸不全に対するHigh　Frequency　Negative　Pressure　Ventilationの効果．第23回日本集中治療医学会総
　　会，1996．1．
　6）竹田晋浩1），中西一浩1），保坂浩希1），子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），石川　源，金　　徹，小川　龍（1）集
　　中治療室）：呼吸不全における血漿エンドセリン濃度の変動．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
（4）一般講演：
　1）Tsunoda，K．，and　Ogawa，R．：The　dosage　of　sedative　was　reduced　by　patient－controlled　sedation　during
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　epidural　anesthesia．2nd　Congress　of　South－Asean　Confederation　of　Anesthesiologists，1996．9．
2）Cai，M．，Sakamoto，A．，andOgawa，R．：InhibitionofNitricOxide　formationwithL－Canavanineattenuates
　Delayed　hypotension　and　Vascular　Hyporeactivity　in　Endotoxin　Shock　in　the　Rat．3rd　Intemational　Shock
　Congress，　1995．　10．
3）Maruyama，K．，Kaneko，K．，Ishihara，Y．，and　Yamada，K．：Sacral　spread　of　anesthesia　following　two
　differing　methods　of　lumber　epidural　block．Amual　meeting　of　American　Society　of　Anesthesiologists，
　1995．　10．
4）Kobayasi，N．，Cai，M，，Sakamoto，A．，Ogawa，R．，Sato，S．，andAihara，K．：Effects　ofL－canavanine　ina　rat
　lung　of　endotoxic　shock．：Morphological　studies．第5回中日臨床麻酔学討論会，1995．11．
5）金　　徹，坂本篤裕，小川　龍：上腹部手術における麻酔法の違いによるIL－6および蛋白代謝に及ぽす影響につ
　いて．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
6）遠藤正宏1》・篁　武郎，志賀俊哉，小川　龍（9関東労災病院麻酔科）：低血圧麻酔中の輸液が腎機能に及ぼす影
　響．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
7）中西一浩1），清水　淳，小野寺英貴，金　　徹，竹田晋浩1），小川　龍（1）集中治療室）：体外循環下開心術下にお
　けるウリナスタチンのサイトカイン，穎粒球エラスターゼに及ぽす効果：各臓器機能に及ぽす影響．第16回日本
　循環制御医学会総会，1995．5．
8）石川　源，坂本篤裕，小川　龍1腰部硬膜外麻酔による循環動態の変動に対する高張食塩水の効果．第16回日本
　循環制御医学会総会，1995．5．
9）足立　仁，坂本篤裕，小川　龍：吸入麻酔薬がHead　up　Tilt時の圧受容器反射に与える影響．第16回日本循環
　制御医学会総会，1995．5．
10）輪嶋善一郎，設楽敏朗，中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，石川　源，金子勝利，井上哲夫，
　小川　龍：腕神経叢ブロック（腋窩法）の術後疹痛管理への応用一第3報一．第17回日本麻酔・薬理学会総会，
　1995。6．
11）設楽敏郎，輪嶋善一郎，井上哲夫，小川　龍：高齢者におけるミダゾラムとフルマゼニルの体性感覚誘発電位に
　及ぼす影響．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．6．
12）角田　健，坂本篤裕，小川　龍：硬膜外麻酔下での患者主導型鎮静の試み．第20回日本外科系連合学会学術集会，
　1995。6．
13）小倉　明，坂本篤裕，小川　龍：シクロオキシゲナーゼ阻害薬により外科侵襲が低減できるか．第20回日本外科
　系連合学会学術集会，1995．6．
14）中村かんな・橋都浩平1》（1）日本赤十字社医療センター）：超未熟児の麻酔管理．第32回日本小児外科学会総会，
　1995．6．
15）石川　源，中西一浩1》，竹田晋浩1），高野照夫亘），小川　龍（1）集中治療室）：食道癌手術に対するメチルプレドニ
　　ゾロンの予防的投与の効果．第17回日本人工呼吸学会，1995．7．
16）金　　正，北村晶，結城禎一，小川　龍：静脈路確保時における貼付用局所麻酔剤ペンレスの使用経験．第29回
　　日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
17）阿部聖孝，山口真人，北村　晶，大井良之，坂本篤裕，小川　龍：極細径ファイバースコープによる硬膜外腔の
　観察とその応用．第29回日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
18）今永和幸，坂本篤裕，小川　龍：静脈留置針により生じた左榛骨神経損傷の1例．第29回日本ペインクリニック
　学会総会，1995．7．
19）輪嶋善一郎，設楽敏朗，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：くも膜下ブロック直後に下肢激痛を生じた反射性交感
　神経萎縮症の1例：激痛の治療薬は何がよいかP．第29回日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
20）石川　源，輪嶋善一郎，設楽敏郎，中島裕史，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：
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　難治性成人型アトピー性皮膚炎に対する星状神経節ブロック：特に血清IgE値と好酸球の変化について．第29
　　回日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
21）宮下富美子，星野　健，阿部聖孝，坂本篤裕，小川　龍：TURP患者の術中ナトリウム濃度の変化：TURsyn－
　　dromeの発生頻度．第35回日本麻酔学会関東甲信越地方会，1995．9．
22）小林千絵，星野　健，中村かんな，坂本篤裕，小川　龍：右上腕バージャー病に胸腔鏡下胸部交感神経節ブロッ
　　クを施行した1例．第35回日本麻酔学会関東甲信越地方会，1995．9．
23）渡辺朋子，中西一浩1），竹田晋浩1），石川　源，坂本篤裕，高野照夫1），小川　龍（1）集中治療室）：硬膜外麻酔後
　　に心筋虚血をきたした1症例．第35回日本麻酔学会関東甲信越地方会，1995．9．
24）金　　正，結城禎一），斉藤美穂子’），鐘治映子1），北村　晶，小川　龍，石川和幸2），川島幸代2）（1）都共済組合
　　青山病院，2）JTS）：築20年の手術室における環境清浄管理：定期消毒とその効果について．第17回日本手術医学
　　会総会，1995．10．
25）小林徳行，察　　明，坂本篤裕，小川　龍，佐藤　茂1），相原　薫ll（1）中央電子顕微鏡研究室）：ラットのエンド
　　トキシンショックにおけるL－canavanineの肺への効果一形態学的研究．第14回日本蘇生学会総会，1995．10．
26）加藤信也，内山　睦1），種多益造1）（1》日本赤十字社医療センター麻酔科）：携帯用酸素は医薬部外品である．第14
　　回日本蘇生学会総会，1995．10．
27）小林徳行，察　　明，坂本篤裕，小川　龍，佐藤　茂1），相原　薫1）（1）中央電子顕微鏡研究室）：ラットのエンド
　　トキシンショックにおけるL－canavanineの肺への効果一形態学的研究．界面医学研究会，1995．10．
28）志賀俊哉，池崎弘之，坂本篤裕，小川　龍：経食道心エコーによる高位胸部硬膜外麻酔の左室拡張能に対する影
　　響．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
29）石川　源，坂本篤裕，小川　龍：少量高張食塩水静脈内投与は硬膜外麻酔時の血圧低下を予防するか．第15回日
　　本臨床麻酔学会総会，1995．10．
30）寺嶋克幸，池崎弘之，北村　晶，坂本篤裕，小川　龍：胸腔鏡下動脈管結紮術の麻酔経験．第15回日本臨床麻酔
　　学会総会，1995．10．
31）池崎弘之，志賀俊哉，寺嶋克幸，清水　淳，竹田晋浩，坂本篤裕，小川　龍：メイズ手術における肺静脈血流速
　　度波形の変化．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
32）小林正雄，本郷　卓，坂本篤裕，小川　龍：セボフルランとイソフルランの肝血流量への影響の比較．第15回日
　　本臨床麻酔学会総会，1995．10．
33）田　秀蘭，坂本篤裕，小川　龍：手術侵襲下において高齢者の耐糖能は低下しない．第15回日本臨床麻酔学会総
　　会，1995．10．
34）輪嶋善一郎，設楽敏朗，石川　源，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：2％リドカインーブプレノルフィン持続硬
　　膜外投与による術後鎮痛効果：投与速度による相違はあるかP．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
35）設楽敏郎，輪嶋善一郎，井上哲夫，小川　龍：全身麻酔下におけるドブタミン投与時の下肢の血流と温度につい
　　ての検討．第15回臨床麻酔学会総会，1995．10．
36）松井洋法，北村　晶，金　　正，小川　龍：性周期は硬膜外ブプレノルフィンによる術後嘔吐に影響するか．第
　　15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
37）金　　正，結城禎一，斉藤美穂子，鐘治映子・北村　晶・小川　龍，石川和幸，川島幸代：築20年の手術室にお
　　ける環境清浄管理：定期消毒とその効果について．第17回日本手術医学会総会，1995．10．
38）篁　武郎，坂本篤裕，小川　龍：ブピバカイン，メピバカイン，リドカインのラット摘出心に及ぽす影響．局所
　　麻酔学会総会，1995．11．
39）角谷仁司，小川　龍，宮田雄平：脊髄切断後のノルアドレナリン増感現象に関与するαレセプターの新生ラット
　　遊離脊髄標本を用いた検討．第69回日本薬理学会，1996．3．
40）中西一浩1），清水　淳，小野寺英貴，金　　徹，竹田晋浩1），小川　龍（1）集中治療室）：体外循環下開心術におけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一327一
　　るウリナスタチンのサイトカイン，穎粒球エラスターゼに及ぼす効果．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
41）竹田晋浩1），石川　源，金　　徹，中西一浩1），坂本篤裕，小川　龍（1）集中治療室）：食道癌手術に対するメチル
　　プレドニゾロン術前投与の効果．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
42）角谷仁司，小川　龍，宮田雄平1）（1）薬理学教室）：脊髄切断後のノルアドレナリン増感現象に関与するαレセプ
　　ターの新生ラット遊離脊髄標本を用いた検討．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
43）輪島善一郎，設楽敏郎・石川　源，金子勝利，井上哲夫1），小川　龍（1）千葉北総病院麻酔科）：高濃度リドカイ
　　ンーブプレ！ノルフィン持続硬膜外投与による術後鎮痛効果．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
44）小林徳行，察　　明，坂本篤裕，小川　龍，佐藤　茂1），相原　薫1）（1）中央電子顕微鏡研究施設）：ラットのエン
　　ドトキシンショックにおけるLcanavanineの肺への効果：形態学的研究．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
［第一病院麻酔科］
研究概要
　当教室は以下に記す継続的研究内容を持ち研究報告を行っている．
　（1）脊椎麻酔：特に主たる研究テーマであり，本年は，ヒト髄液の密度，比重と脊椎麻酔に使用する薬液のbaricity
について，また使用局所麻酔薬の違いによる麻酔域の拡がり，効果発現時問について検討した．
　（2）硬膜外麻酔：本年は特に硬膜外圧に焦点をあて，調節呼吸下の変化，脊椎麻酔下の変化，帝王切開麻酔中の硬
膜外圧の変化について研究，検討した．
　（3）低流量麻酔：吸入麻酔薬間の低流量麻酔の比較について検討した．
　（4）慢性関節リウマチ患者の麻酔：両側TKA，THA時に大量出血を呈した症例の術中，術後の循環動態の変化に
っいて症例報告を行った．
　（5）麻酔中の不整脈：脊椎麻酔下または，他の局所麻酔下の不整脈の症例報告を行った．
　（6）術後鎮痛：喘息患者等，術後，硬膜外鎮痛を行うと鎮痛以外の利点を得られる症例についての報告を行った．
　（7）ペインクリニック：基礎的研究として胸腔内での交換神経幹と内臓神経の解剖学的位置関係，臨床的研究とし
て仙骨と仙骨裂孔の位置関係について，星状神経節ブロックの結膜嚢酸素分圧と眼圧への影響にっいて研究報告した．
　（8）その他1悪性高熱症，老人麻酔・術中のブスコバン投与による循環動態変化についての症例報告をした．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）益田律子，横山和子，田沼久美子1）（1）解剖学第二教室）：胸腔内における交感神経幹と内臓神経の解剖学的位置
　　関係の検討．ペインクリニック，16，225－229，1995．
　2）横山和子：心不全患者の緊急手術に対して脊椎麻酔を施行した1症例．麻酔，44，566－569，1995．
　3）益田律子，横山和子，梶原一人1），坪田一男2）（1）Massachusetts　Eye　and　Ear　Infirmary，2）東京歯科大学市川
　　総合病院眼科）：星状神経節ブロックの結膜嚢組織酸素分圧および眼圧に及ぼす影響：網膜中心静脈閉塞症を中
　　心にして．麻酔，44，828833，1995．
　4）近江禎子：医師が望む居住環境．病院設備，37，353－357，1995．
　5）益田律子，横山和子：日本における脊椎麻酔用局所麻酔薬溶液とヒト髄液の密度・比重・baricityについて．麻
　　酔，44，1527－1532，1995．
　6）横山和子，南保友行1），熊川孝三2）（1）虎の門病院麻酔科，2）虎の門病院耳鼻科）：術後亜型悪性高熱症（MH）が
　　疑われた1症例．麻酔と蘇生，31，215－218，1995．
　7）益田律子：硬膜外麻酔の理論と実際〔私の硬膜外麻酔〕肺葉切除術．LISA，20，1995．
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8）益田律子，横山和子：高齢者下肢整形外科手術に対する低・等比重0．5％テトラカイン脊椎麻酔について．日本
　　麻酔・薬理学会誌，8（2），122－123，1995．
9）近江禎子，横山和子：術前針穿刺により徐脈を発生した3症例．日本麻酔・薬理学会誌，8（2），15－16・1995．
10）田村高子，横山和子：心室期外収縮が麻酔導入後，消失した2症例について．日本麻酔・薬理学会誌，8（2）・
　　17－18，　1995．
11）田村高子：コラム“麻酔シミュレーターワークショップに参加して”．臨麻，20，294，1996．
（2）総説：
　1）横山和子：硬膜外麻酔と術後鎮痛．日医大誌，62，413－419，1995．
　2）横山和子：心不全合併患者の周術期管理．循環制御，16，14－19，1995．
3）横山和子：麻酔薬．臨床透析，11，862－873，1995．
4）横山和子：脊椎麻酔の生理．Anesthesia　Today，4，576－579，1995．
5）横山和子：第14回ヨーロッパ局所麻酔学会総会。臨麻，19，1695，1995．
著書
　1）横山和子：〔分担〕循環のチェックについて．（日本麻酔学会，安全な麻酔のためのモニター指針）鈴樹正大，
　　　新井豊久編．p．66－86，克誠堂出版（株），1995．
　2）横山和子：〔翻訳〕図解救急患、者の処置．Dinimire／Paris著．横山和子監訳，近江禎子，佐藤英記，志賀麻記子
　　　訳，HBJ出版局，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）横山和子：脊椎麻酔の生理．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
（2）教育講演：
　1）横山和子：脊椎麻酔・硬膜外麻酔のコツ．第15回日本臨床麻酔学会総会・1995．10．
（3〉シンポジウム：
　1）横山和子：術後疹痛の治療「硬膜外麻酔による鎮痛とその工夫」．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
（4）一般講演：
　1）Masuda，R．，Yokoyama，K．，Kajiwara，K．1），and　Tubota，K．2）（1）Massachusetts　Eye　and　Ear　Infirmary，
　　　2）Dept．of　Opthalmology，Tokyo　Dental　College　Ichikawa　General　Hospita1）：The　effects　of　stellate　gan－
　　　glion　block　on　conjunctival　oxygen　tention　and　intraocular　pressure、1st　Congress　of　the　European
　　　Federation　of　IASP　Chapters．（Verona，Italy．），1995．5．
　2〉Yokoyama，K．：Epidural　pressure　during　general　anaesthesia．XIVth　The　European　Society　of　Regional
　　　Anesthesia（Prague，Czech．），1995．9。
　3）Yokoyama，K．：Epidural　Pressure　During　General　Anesthesia．IIIrd　Asian＆Oceanic　Society　of　Regional
　　　Anaesthesia（Manila），1995．12．
　4）Yokoyama，K．：Influence　of　Spinal　Needle　Type　on　the　Subarachnoid　Distribution．IIlrd　Asian＆Oceanic
　　　Society　of　Regional　Anaesthesia（Manila），1995．12．
　5）Masuda，R．，and　Yokoyama，K．：Respiratory　Effects　of　Midazolam　in　High　and　Low　Spinal　Anesthesia．
　　　IIlrd　Asian＆Oceanic　Society　of　Regional　Anaesthesia（Manila），1995．12．
　6〉Omi，S．，Yokoyama，K．，and　Masuda，R．：Spinal　Anesthesia　with2％Plain　Lidocaine　for　Ultrasonically
　　　Guided　Vagina100cyte　Retrieva1．IIIrd　Asian＆Oceanic　Society　of　Regional　Anaesthesia（Manila），1995．
　　　12．
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7）Matsuo，C．，and　Yokoyama，K，：Paroxysmal　Atrial　Tachycardia　During　Spinal　Anesthesia．IIlrd　Asian＆
　Oceanic　Society　of　Reg1onal　Anaesthesia（Manila），1995．12．
8）益田律子，横山和子：脊椎麻酔用局所麻酔薬テトラカイン・ジブカイン溶液の密度と比重にっいて．第42回日本
　麻酔学会総会，1995．4．
9）近江禎子，横山和子，吉川秀康1），佐藤孝道2）（1）虎の門病院麻酔科，一2）虎の門病院産婦人科）：経膣採卵術に対す
　る2％等比重リドカインによる脊椎麻酔．第42回日本麻酔学会，1995．4．
10）志賀麻記子，横山和子：脊椎麻酔針（2種類）によるdifferential　blockの違いにっいて．第42回日本麻酔学会，
　1995．4。
11）佐藤英記，川田亜紀子，横山和子：慢性関節リウマチ（RA）患者に対するラリンゲルマスク（LM）の適応につ
　いて．第39回日本リウマチ学会総会，1995．5．
12）松尾千恵美，益田律子，横山和子l　HELLP症候群の麻酔経験．第15回日本循環制御医学会総会，1995．5．
13）志賀麻記子，横山和子：肥大型心筋症を合併したLeriche症候群の麻酔経験．第20回日本外科系連合学会学術集
　会，1995．6．
14）松尾千恵美・横山和子：術後痙攣発症によって脳腫瘍が発見された1症例．第20回日本外科系連合学会学術集会，
　1995．6．
15）近江禎子，横山和子：術前針穿刺により徐脈を発生した3症例．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．6．
16）田村高子，横山和子＝心室期外収縮が麻酔導入後，消失した2症例について．第17回日本麻酔・薬理学会総会，
　1995．6。
17）益田律子，横山和子：高齢者下肢整形外科手術における0．5％テトラカイン脊椎麻酔について蒸溜水溶媒と生理
　的食塩水溶媒による比較．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．6．
18）益田律子，横山和子，志賀麻記子，阿部裕行1）（1）第一病院泌尿器科）：脊椎披裂患者における痙攣性神経因性膀
　胱の治療経験．第29回日本ペインクリニック学会，1995．7．
19）矢爲喜章，益田律子，川田亜紀子，横山和子：巨大卵巣嚢腫切除に伴う循環動態の変化と麻酔．第63回日本医科
　大学医学会総会，1995．9．
20）南須原宏城，益田律子，横山和子：硬膜外麻酔および硬膜外鎮痛によって軽快した気管支喘息の1症例．第63回
　日本医科大学医学会総会，1995．9．
21）飯野　治，横山和子，南保友行1）（1）虎の門病院麻酔科）：術後亜型悪性高熱症の1症例．第35回日本麻酔学会関
　東甲信越地方会，1995．9．
22）日下部史郎，益田律子，川田亜紀子，横山和子：脊椎麻酔におけるキシロカイン⑪注射液3％とマーカイン⑧注射
　液0．5％の密度・比重・Baricityについて．第35回日本麻酔学会関東甲信越地方会，1995．9．
23）鈴木高佳，松尾千恵美，横山和子：脊椎麻酔中高度な徐脈をきたした1症例．第35回日本麻酔学会関東甲信越地
　方会，1995．9．
24）吉田　洋，横山和子：低流量麻酔：セボフルランとイソフルランの比較．第15回口本臨床麻酔学会総会，1995．
　10．
25）田村高子，横山和子：調節呼吸下の硬膜外圧の変化について．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
26）佐藤英記，横山和子：両側TKA（RA）術後にショックに陥った1症例．第14回日本蘇生学会．1995．10．
27）吉田　洋，近江禎子，横山和子：低流量麻酔のチェックポイント．第3回低流量麻酔研究会，1995．10．
28）松尾千恵美，横山和子：EEA使用時のブスコパン⑪投与によって著しい低血圧・頻脈を来した3症例．第57回日
　本臨床外科医学会総会，1995．11．
29）益田律子，横山和子，川田亜紀子：等比重脊椎麻酔薬の効果発現とbaricityの関係：0．5％生理的食塩水溶媒テ
　　トカイン⑪と0．5％マーカイン⑧について．第8回口本局所麻酔学会，1995．11．
30）田村高子，横山和子：硬膜外圧とは何か．第8回日本局所麻酔学会，1995．11．
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31）志賀麻記子，益田律子，横山和子：術前に呼吸障害を合併した大腿骨頸部骨折の1症例．第8回老年麻酔研究会，
　　1995．2．
32）志賀麻記子，横山和子：術中大量出血とバイタルサインの変動について．第8回老年麻酔研究会，1995．2．
33）益田律子，横山和子：ジブカイン・テトラカイン製剤による高比重脊椎麻酔薬と穿刺部位による麻酔域の広がり
　　について．第43回日本麻酔学会，1995．3。
34）田村高子，横山和子：脊椎麻酔下・帝王切開手術中の硬膜外圧の変化について．第43回日本麻酔学会，1995．3．
35）近江禎子，飯野　治，横山和子：腹部単純X線写真より見た仙骨と仙骨裂孔の形態．第43回日本麻酔学会，1995．
　　3。
［第二病院麻酔科］
研究概要
　長時問に渡る手術侵襲や広範囲な組織損傷は，生体が受ける侵害刺激の最たるものであり，時として神経系に傷害
をきたし，脊髄後角や視床下部の過興奮や過敏状態が形成され，術後の痙痛の増強や持続あるいは慢性化等の異常反
応が引き起こされることが知られている．これらに対し麻薬あるいは鎮痛薬の前投与や神経ブロック等，あらゆる手
段で先行鎮痛を行う重要性は，かなり以前から既に指摘されていた．手術患者のQOLは，術中は勿論であるが，術後
の痔痛除去も重要なその一つであることが広く認識されている．我々は早くから麻薬・局麻薬を用いた持続硬膜外ブ
ロックで対処する研究を発表してきたが，近年，先行鎮痛法の概念が多種多様な方法で検討され再認識されるなか・
各種鎮痛薬を併用した術後除痛法を発表し，引き続き研究を行っている．
　硬膜外麻酔の臨床研究は帝王切開術を中心として輸液量や出血量の検討を行った．緊急手術麻酔の検討としては，
特殊な薬剤が投与されている精神病患者の麻酔が増加していることに着目し，麻酔施行上の注意点と安全性の検討を
行った．また，新しい試みとしては，重炭酸ナトリウムの投与後の終末呼気二酸化炭素濃度の変化は心拍出量の変化
と良く相関することを発表し，侵襲の少ない臨床的指標となりうる可能性を報告し，研究継続中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）菅原　通1），池野廣一），島田洋一，原　文男1），大川共一2）（1）第二病院中央検査室，2）第二病院院長）：手術室に
　　おける血中ヘモグロビンおよびグルコース専用測定機器の技術と安全：信頼性の基礎的検討．日本手術医学会
　　誌，16，197－200，1995．
学会発表
（1）ミニシンポジウム：
　1）大島正行，紙谷裕昭，杉本季久造，島田洋一：帝王切開術での輸液量および出血量にっいて．第42回日本麻酔学
　　会総会ミニシンポジウム，1995．4．
（2）一般講演：
　1）Yamamoto，H．，Ohsumi，H．D，Uchida，0．2），Kuro，M．2）（1）National　Osaka　Hospita1，2）National　Cardiovascular
　　Center）：Analysis　of　arterial　pressure　and　heart　rate　during　surgery　under　general　anesthesia．The23th
　　Congress　of　the　Scandinavian　Society　of　Anesthesiologists，1995。6．
　2）紙谷裕昭，大島正行，菊谷健彦，杉本季久造，島田洋一，小川　龍1）（1）付属病院麻酔科）：帝王切開の術後に鎮
　　痛における各種鎮痛薬の効果．第29回日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
　3）大島正行，紙谷裕昭，菊谷健彦，杉本季久造，島田洋一，小川　龍1）（1）付属病院麻酔科）：下肢ミオクローヌス
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　様症状に対し，腰部硬膜外麻酔を施行し，併発する上肢のしびれが軽快した1例．第29回日本ペインクリニック
　　学会総会，1995．7．
4）杉本季久造，山本英明，菊谷健彦，大島正行，赤羽日出男，鈴木万三，島田洋一，浮谷勝郎’），村上裕亜1），望月
　　功2），土屋喜哉2）（1）千葉北総病院麻酔科，東戸塚記念病院外科）精神患者における緊急麻酔の検討．第39回日本
　　救急医学会関東地方会，1995．7．
5）紙谷裕造，大島正行，赤羽日出男，杉本季久造，島田洋一1帝王切開後におけるフルルビプロフェンアキセチル
　　の鎮痛効果．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．7．
6）鈴木憲康1），板倉剛士1），菅原　通1），池野廣幸1），原　文男1），島田洋一（1）第二病院中央検査室）：手術室内環境
　　清浄度の変動にっいて：簡易空気清浄装置（バイオミクロン〉使用条件下において．第63回日本医科大学医学会
　　総会，1995．9．
7）大島正行，菊谷健彦，紙谷裕昭，杉本季久造，島田洋一，小川　龍1）（1）付属病院麻酔科）：帝王切開における輸
　　液量および出血量について．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
8）赤羽日出男，木下隆央，大島正行，鈴木万三，菊谷健彦，島田洋一：気管損傷に対する二種のステント留置の麻
　　酔経験．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
9）菊谷健彦，大島正行，鈴木万三，福代泰彰，杉本季久造，島田洋一：潜在性二分脊椎に対し硬膜外麻酔を施行し
　　た1例．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
10）大島正行，菊谷健彦，紙谷裕昭，杉本季久造，島田洋一，小川　龍1）（1）付属病院麻酔科）：硬膜外麻酔併用全身
　　麻酔の覚醒時に発生した冠スパズムの1例．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
11）董　文毅，島田洋一：Pacemaker植え込みによる不整脈治療患者の鍼刺激による補助的効果．第6回日本医科
　　大学外国人留学者研究会，1995．11．
12）鈴木万三，菊谷健彦，赤羽日出男，杉本季久造，島田洋一：重炭酸ナトリウム投与後の呼気終末二酸化炭素濃度
　　変化の解析．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
［多摩永山病院麻酔科］
研究概要
　疹痛管理では，前胸部の慢性痛を主訴とする胸肋鎖骨異常骨化症の症例を検討した．NSAIDSの投与，ブロック等
の一般的な療法に加え，向精神薬の投与による精神安定および疹痛発現不安の除去が落痛の軽減に有効との結論を得
た．一方三叉神経痛において，より末梢でのブロック法を考案した．皮膚感覚の異常を最小限にとどめ落痛のみをお
さえるといった効果が期待でき，今回は頬骨顔面枝神経ブロック法を報告した．
　硬膜外麻酔では，仙骨部硬膜外腔における局所麻酔剤の広がりを調査した．Tuohy針による局所麻酔剤の直接注入
とカテーテル注入，さらに体位による差異を比較検討した．また，新しい麻酔法として，硬膜外麻酔の手技を用いて
筋溝を確認し局所麻酔剤を注入する，胸部の一側広範囲麻酔について臨床的，解剖学的に検討し発表した．
　継続的研究として，前立腺全摘術における自律神経反射に関する解析を行っている．術中の血圧および心拍数の低
下に幾つかのパターンがみられ，そのひとつに自律神経反射が関与している可能性が示唆された．術前より術後にか
けて，ホルター心電図を用いて連続モニターし，反射の関与を実証すべく症例を集めている．他に近年全身麻酔の導
入，維持に頻繁に使用されるようになったPropofo1の血中濃度に着目し，その推移において現在検討中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）輪島善一郎，石川　源，金子勝利，井上哲夫， 龍：持続硬膜外ブロックを中心とした治療により完全治癒
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　した複発性帯状庖疹の1症例．麻酔，44，841－844，1995．
2）斉藤敏之，武内加奈子，永嶺康夫，幸田俊一郎1），石原之法，山田光輝（1）多摩永山病院救命センター）：フルマ
　ゼニルは全身麻酔薬の拮抗薬かP．臨床麻酔，18，1351－1352，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Saito，T。，Yamada，K，and　Carlsson，C．1）（1）テンプル大学麻酔科）：Broad　unilateral　analgesia：A　new　type
　　of　regional　block・20th　Amual　Meeting　of　American　Society　of　Regional　Anesthesia（Orlando），1995．4．
　2）Maruyama，K．，Kaneko，K，Isihara，Y．，and　Yamada，K。：Sacral　spread　of　anesthesia　following　two
　　differing　methods　of　lumbar　epidural　block．The46th　Annual　Meeting　of　American　Society　of　Anesth－
　　esiologists（Atlanta），1995。10．
　3）天本治夫，山田光輝，石原之法，斉藤敏之，丸山晃一：頬骨顔面枝神経ブロックが有効であった三叉神経痛．第
　　42回日本麻酔学会総会，1995．4．
　4）石原之法，斉藤敏之，天本治夫，金子勝利，山田光輝：慢性疹痛性疾患としての胸肋鎖骨異常骨化症の1症例．
　　第63回日本医科大学総会，1995．9．
　5）天本治夫，石原之法，山田光輝：治療に難渋した胸肋鎖骨異常骨化症の痔痛管理．第43回日本麻酔学会総会，1996．
　　3．
［干葉北総病院麻酔科］
研究概要
　「硬膜外麻酔による生理学的影響の解明」および「外科的侵襲に対する生体反応の調整・抑止を目指した麻酔法の
探求」が当科の研究面での2大テーマである．前者は当講座開設以来の伝統的なもので，後者は小川龍主任教授主導
のもと，付属病院との共通テーマである．医局員の大半が付属病院からの出向者で占められており，各人の研究の継
続を阻害せずに発展させるための環境作りが大切であると考えている．その中で当方において芽生えたオリジナリ
ティーのある研究の芽を大切に育てることも大きな目標である．
　硬膜外麻酔：現在術中だけでなく，広く落痛の管理に用いられてきており，長期の留置に適したカテーテルの開発，
用いる薬剤の組合せや投与法の試行を中心に研究を行っている．デザインの改良とともに，温度センサーを組み込ん
だ硬膜外カテーテルの開発も進めており，この面でのテーマも模索中である．内視鏡的な腹腔内手術での応用では，
派生的に得られる硬膜外圧の変動やその意義に新たな知見を得つつある．
　外科的侵襲に対する生体反応：内分泌系の反応の変動・調整に新たな知見を見出しつつある．本テーマに関連した
小倉明医員の博士論文（昨年度業績集に収載）は，日本麻酔学会より優秀論文に送られる「山村記念賞」を本年度受
賞した．本分野におけるさらなる継続的・発展的な研究の広がりが大いに期待される．
　その他：新方式の自動血圧計，止血用器材，温度センサー，気道管理器具などの臨床試用・治験，開発にも積極的
に参画している．当院では，手術件数，外来患者数ともに未だ増加の一途をたどっており，これに伴って症例報告的
な研究も増加しつつあるところである．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Wajima，Z．，Nakajima，Y，，Kim，C，，Kobayashi，N．，Kadotani，H．，Adachi，H．，Inoue，T．，and　Ogawa，R．：
　　Lv・compared　with　brachial　plexus　infusion　of　butorphanol　for　postoperative　analgesia．Br．J．Anaesth。，
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　74，　392－395，　1995．
2）Wajima，Z．，Shitara，T．，Nakajima，Y．，Kim，C．，Kobayashl，N，，Kadotani，H．，Adachi，H，，Ishikawa，G．，
　Kaneko，K．，Inoue，T．，and　Ogawa，R，：Comparison　of　contimous　brachial　plexus　infusion　of　butorphanol，
　mepivacaine　and　mep圭vacaine－butorphanol　mixtures　for　postoperative　analgesia・Br・J・Anaesth・・75・
　548551，　1995．
3）Takeda，S。，Inoue，T．，and　Ogawa，R．：Nasal　mask　continuous　positive　airway　pressure　improved　oxygena－
　tion　and　hemodynamics　in　patients　with　congestive　heart　failure．Therapeutic　Research，16，2499－2501，
　1995．
4）Kitamura，A．，Sakamoto，A．，Aoki，S．，Ogura，A．，Kawahara，T。，Inoue，T。，and　Ogawa，R．：Epidural
　changes　after　the　repeated　epidural　anesthesia．Anesth，Analg。，82，88－90，1996．
5）輪嶋善一郎，石川　源，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：持続硬膜外ブロックを中心とした治療により完全治癒
　した複発性帯状痕疹の1症例．麻酔，44，841－844，1995．
6）輪嶋善一郎，原田誠一1），中島祐史，設楽敏郎，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，石川　源，金子勝利，井上哲
　夫，小川　龍（1）皮膚科学教室）：難治性成人型アトピー性皮膚炎に対する星状神経節ブロック：とくに血清IgE
　値と好酸球数の変化について．麻酔，44，1135－1138，1995．
7）輪嶋善一郎，黒澤　尚1），井上哲夫，吉河達祐，石川　源，設楽敏郎，中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁
　司，足立　仁，金子勝利，小川　龍（1）精神医学教室）：麻酔・手術・周術期と知的機能・痴呆との関連性：とく
　に高齢大腿骨頸部骨折患者における術前後の知的機能検査スコアの変化．麻酔，44，1489－1497，1995．
8）本郷　卓，角田　健，江上洋子，大井良之，坂本篤裕，井上哲夫，小川　龍：硬膜外アルコールブロックの有用
　性の検討．麻酔，44，1537－1541，1995．
著書
　1）井上哲夫，池田健次：〔分担〕高頻度ジェット換気（HFJV）用丁ピース．“麻酔とアイデア”（天羽敬祐，豊岡
　　秀訓，金田　孝編），p．61－62，克誠堂，1995．
　2）井上哲夫：〔分担）各種人工呼吸器の特徴と保守管理．“新版人工呼吸療法”（沼田克雄，安本和正，渡辺　敏編），
　　p．112119，秀潤社，1996．
　3）井上哲夫：〔分担〕硬膜外麻酔．“専門医のための麻酔科学レビュー96：最新主要文献集”（天羽敬祐監修），
　　p．127－131，総合医学社，1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）竹田晋浩11，高野照夫1），井上哲夫，小川　龍（1）付属病院集中治療室）：低酸素性肺血管収縮とエンドセリン．第
　　17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．6．
　2）小倉　明1下腹部手術におけるシクロオキシゲナーゼ阻害薬および脊椎麻酔の侵襲反応に与える影響．（山村記
　　念賞受賞講演）．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
（2）シンポジウム：
　1）竹田晋浩1），金　　徹，小野寺英貴，中西一浩1），坂本篤裕，井上哲夫，高野照夫1），小川　龍（1》付属病院集中治
　　療室）：急性心不全に呼吸不全を合併した症例の呼吸機能に対するアムリノンの効果（主題：PDE　III阻害薬）．
　　第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
（3）パネルディスカッション：
　1）井上哲夫：長期留置に適した屈曲抵抗性の強いポリウレタン製硬膜外カテーテル（主題：硬膜外ないしクモ膜下
　　カテーテルの選択と管理）．第4回HIT研究会公開セミナー，1995．8．
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（4）一般講演：
1）Ogura，A．，Inoue，T。，and　Ogawa，R．：The　influence　of　cyclo－oxygenase　inhibitor　and　spinal　anesthesia　on
　　neuro－endocrine　responses　during　lower　abdominal　surgery．2nd　Congress　of　South　Asian　Confederation　of
　　Anesthesiologists（Colombo，Sri　Lanka），1995．9．
2）Nakajima，Y．，Mamyama，K．，Hayashi，Y．1），Ohnishi，Y．1），and　Kuro，M．1）（1）国立循環器病センター麻酔科）：
　　Aguidetopreventdeepinsertionofthecannulationneedleduringcatheterizationoftheintemaljugular
　　vein．ASA1995Amual　Meeting（Atla貧ta，U．S．A．），1995．10．
3）吉河達鮪，本郷　卓・浮谷勝郎，池田健次，井上哲夫：持続注入ポンプを用いた持続硬膜外ブロックにおける局
　　所麻酔薬血中濃度の推移．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
4）小倉　明，井上哲夫，小川　龍：シクロゲナーゼ阻害薬の術中内分泌反応に与える影響．第17回日本麻酔・薬理
　　学会総会，1995．6．
5）設楽敏郎，輪嶋善一郎，井上哲夫，小川　龍：高齢者におけるミダゾラムとフルマゼニルの体性感覚誘発電位に
　　及ぽす影響．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．6．
6）輪嶋善一郎，設楽敏郎，中島祐史，金　　徹，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，石川　源，金子勝利，井上哲夫，
　　小川龍：腕神経叢ブロック（腋窩法）の術後疹痛管理への応用：第3報．第17回日本麻酔・薬理学会総会，1995．
　　6．
7）石川　源，中西一浩・》，竹田晋浩1），高野照夫1），金　　徹，清水　淳，井上哲夫，小川　龍（1）付属病院集中治療
　　室）：食道癌手術に対するメチルプレドニゾロンの予防的投与の効果．第17回日本人工呼吸学会総会，1995．7．
8）輪嶋善一郎，設楽敏郎，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：くも膜下ブロック直後に下肢激痛を生じた反射性交感
　　神経萎縮症の1例＝激痛の治療薬は何がよいかP．第29回日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
9）石川　源，輪嶋善一郎，設楽敏郎，中島祐史，小林徳行，角谷仁司，足立　仁，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：
　　難治性成人型アトピー性皮膚炎に対する星状神経節ブロック：特に血清IgE値と好酸球の変化について．第29
　　回日本ペインクリニック学会総会，1995．7．
10）小林正雄，本郷　卓，坂本篤裕，小川　龍：セボフルランとイソフルランの肝血流量への影響の比較．第15回日
　　本臨床麻酔学会総会，1995．10．
11）輪嶋善一郎，設楽敏郎，石川　源，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：2％リドカインーブプレノルフィン持続硬
　　膜外投与による術後鎮痛効果：投与速度による相違はあるかP．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
12）設楽敏郎，輪嶋善一郎，井上哲夫，小川　龍：全身麻酔下におけるドブタミン投与時の下肢の血流と温度につい
　　ての検討．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
13）中島祐史，堀之口典子1），林　行雄1），大西佳彦1），清水　淳，畔　政和1）（1）国立循環器病センター麻酔科）：拡張
　　型心筋症患者に対する左心補助心臓装置の麻酔経験．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
14）吉河達祐，本郷　卓，小倉　明，中島祐史，池田健次，井上哲夫：下顎神経ブロック後に非典型的合併症を示し
　　た1例．第8回老年麻酔研究会，1996．2．
15）小倉　明，青河達祐，本郷　卓，石田浩康，中島祐史，池田健次，井上哲夫：腹腔鏡下胆嚢摘出術における硬膜
　　外圧の変動．第7回日本臨床モニター学会総会，1996．3．
16）輪嶋善一郎，設楽敏郎，石川　源，金子勝利，井上哲夫，小川　龍：高濃度リドカインーブプレノルフィン持続
　　硬膜外投与による術後鎮痛効果．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
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18．救急医学講座
　［付属病院高度救命救急センター・多摩永山病院救命救急センター・
　　千葉北総病院救命救急部・新東京国際空港クリニック］
研究概要
　本年度は，本教室から発表された論文数，学会発表数とも，昨年度に比し大きな伸びを示している．特に私共の学
術活動の中心をなす日本救急医学会雑誌の原著論文が，横田ら（二編），小池ら，大友らによって発表されており，掲
載数が増加していることは，大変喜ばしい．惜しむらくは，英文論文数，特に英文雑誌への投稿が少ないことであり，
掲載数を如何に増やすかが今後の本教室の課題であると考える．
　研究テーマとしては，従来からの救急医療システム，蘇生学，外傷学，熱傷学，中毒学などの研究に加えて，凝固
線溶因子やサイトカインなどの各種メディエーターの測定による，生体侵襲の病態生理に関するものが増加してきて
いる．また，脳血流や代謝のモニターリングの研究も活発になってきている．院内感染の研究に関しては，ここ2－3年
コンスタントに業績をあげてきている．
　今回新しく登場してきたものとしては，CD－ROM教材の共同製作がある．パーソナルコンピューターの普及ととも
に，今後もこういったマルチメヂアの業績が増えてくるものと思われる．本業績集も近い将来には，CD－ROM化する
方向性にあると考える．また，インターネット上での日本医科大学業績集へのアクセスも，将来的に考慮すべきであ
ろう．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Koike，K．，and　Moore，E．E．1）（1）Dep．of　Surgery，Denver　General　Hospital，USA）：Gut　ischemia－reperfusion
　　primes　the　neutrophi1，the　lung　and　the　host．日救急医会誌，7，1－10，1996．
　2）Kimura，A．，Henmi，H。，Mashiko，K．，Yamamoto，Y。，Otsuka，T．，Shibata，Y．，et　al．：CirculatingInterleukin－
　　10in　Patients　with　Severe　Bums：A　good　marker　of　the　severity　of　systemic　inflammation－Jan．J．Bum
　　Inj．，22（1），2129，1996．
　3）Omi，T．，Henmi，H、，et　al：Historogical　characteristics　of　the　healing　process　of　frozen　skin　a110graft　used
　　in　the　treatment　of　bums．Bums，22（3），206－211，1995．
　4）横田裕行，中林基明，布施　明，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，粟屋　栄，諌山和男，小林士郎，高橋　弘，
　　中沢省三：1彌慢性軸索損傷における画像診断と各種モニタリングの意義．神経外傷，17，165－168，1995．
　5）吉田竜介，山本保博：本邦におけるプレホスピタルケアの展望．救急医，19（9），995－998，1995．
　6）益子邦洋，木村昭夫，久志本成樹：破裂性腹部大動脈瘤患者の治療経験．臨外，50（10），1307－1310，1995．
　7）益子邦洋：外傷患者に対する救急隊の病院選定のあり方に関する研究．第3回全国救急隊員シンポジウム議事全
　　記録，158－166，1995．
　8）益子邦洋，鈴木　忠1），石川雅健1），原口義座2），長谷川俊二3），浜辺祐一4），桃井　優5），島崎修次6），田中秀治6），
　　加賀見尚7），小林国男8），福家伸夫9），大槻穣二10），渡辺賢二10），山本保博，大塚敏文（1）東京女子医科大学救命救
　　急センター，2）東京警察病院救急部，3）東京警察病院外科，4）都立墨東病院救命救急センター，5）都立墨東病院内科，
　　6）杏林大学医学部救急医学，7）埼玉医科大学総合医療センター救命救急科，8）帝京大学救命救急センター，9）帝京大
　　学市原病院集中治療センター，10）日本大学医学部附属駿河台病院救命救急センター）：急性膵炎における各種パ
　　ラメーターの変動とウリナスタチン投与の臨床的意義一好中球エラスターゼとの関連を中心に一．救急医，
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　　19（13），1945－1952，1995．
　9）横田裕行，加藤一良，山本保博，辺見　弘，大塚敏文，小林士郎，中沢省三：持続脳表温度測定の意義．日救急
　　医会誌，6，43－48，1995．
10）横田裕行，川井　真，加藤一良，益子邦洋，山本保博，辺見　弘，大塚敏文：急性期脊髄損傷におけるメチルプ
　　レドニソロン大量療法の臨床的意義．日救急医会誌，6，349354，1995．
11）玉置智規，諌山和男，横田裕行，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，中沢省三：高血圧性小脳出血に対する用手的
　　小開頭血腫除去術の臨床的検討．救急医，19（8），977－980，1995．
12）小池　薫，山本保博，Moore，E．E．1）（1）Dep．pf　Surgery，Denver　General　Hospital，USA）：小腸虚血再潅流に
　　よる肺障害：エンドトキシンの役割について．外科と代謝・栄養，29，365－372，1995．
13）大友康裕，益子邦洋，加藤一良，横田裕行，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：大腸損傷に対する術式選択：全層
　　性損傷に対するrisk　factorよりの検討．日救急医会誌，6，631－640，1995．
14）山本保博，加藤一良，小井土雄一，七戸和博1），清水真澄1）（1）実験動物管理室）：出血性ショックに対するFUT－
　　175の影響．日外系連合会誌，20（6），543－548，1995．
15）横田裕行，山本保博，諌山和男，布施　明，中林基明，益子邦洋，大塚敏文，小林士郎，粟屋　栄：濡漫性軸索
　　損傷の臨床的位置づけ．神経外傷，18，142－145，1996．
16）松本　尚，益子邦洋，犬塚　祥，木村昭夫，吉田竜介，山本保博，大塚敏文，辺見　弘：腹部外傷における緊急
　　再手術例の検討とplamed　reoperationの意義．日腹部救急医会誌，16（2〉，373－377，1996．
17）小池　薫，山本保博，東佐由美1），原　紀子1），工藤一郎1）（1）昭和大学薬学部）＝小腸虚血とII型ホスホリパーゼ
　　A2．日外会誌，96，823，1995．
（2）総説：
　1）吉田竜介，益子邦洋：救急処置訓練用機器．救急医，19（10），1487－1489，1995．
2）吉田竜介：救急救命士の蘇生教育と問題点．LiSA，2（12），32－35，1995．
3）広田幸次郎1），益子邦洋，鈴木　孝2）（1）金沢大学救急部，2）東京消防庁）：コンビチューブ：食道／気管ダブルルー
　　メンエアウエイ．救急医，19（10），1124－1126，1995．
4）益子邦洋，加藤一良，大塚敏文：胸痛患者の処置．外科，57（13〉，1712－1718，1995．
5）國保昌紀，益子邦洋：泌尿器外傷：高度救命救急センターの現況．臨泌，49（12），901－905，1995．
　6）住田　亮，益子邦洋，大塚敏文：小児重症救急疾患の初期対応．小児臨，48（12），2717－2722，1995．
　7）横田裕行：高血圧性緊急症，目で見る救急医療．治療，77，113－117，1995．
8〉加藤一良，横田裕行，山本保博：心嚢穿刺．治療，77，702－704，1995．
9〉横田裕行：頭痛内科医に必要な救急医療．内科，76，396－389，1995．
10）横田裕行，益子邦洋，黒川　顕，山本保博，大塚敏文：重症頭部外傷後の急性期脳浮腫に対する治療一保存的療
　　法か外科的減圧療法か．救急医，19（9），1008－1011，1995．
11）横田裕行，小川理郎：脳室ドレナージセット．救急医，19（10），1268－1271，1995．
12）小池　薫，横田裕行，益子邦洋，山本保博：自動心マッサージ器．救急医，19（10〉，1144－1146，1995．
13）木村昭夫：多発外傷：術後集中治療管理呼吸管理の安定化と感染予防．LisA，2（5），72－76，1995．
14）木村昭夫：MRSA患者の転送の際に注意すべきこと．救急医療ジャーナル，3（15），16－17，1995．
15）川井　真，加藤　宏，大泉　旭，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：創外固定具．救急医，臨時増刊号，19（10），
　　1253－1255，　1995．
16）川井　真，大泉　旭，山本保博，大塚敏文：開放性骨折の治療．救急医，19（9），1049－1051，1995．
17）辺見　弘，大友康裕，本間正人：腹部外傷の診断と治療1診断の手順とモニタリング．救急医，10（7），751－755，
　　1995．
18）辺見　弘，大友康裕，本間正人：多発外傷．外科診療，37（10），1201－1207，1995．
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19）小川理郎，横田裕行，小池　薫，高橋幸道，大友康裕，加藤一良，山本保博，田中啓治，諌山和男，益子邦洋，
　辺見　弘・大塚敏文：心肺蘇生時の内頸静脈球酸素飽和度モニタリングの意義．集中治療，7（11〉，1199－1120，
　1995．
20）岩間　裕，勝見　敦，篠原一彰：骨髄輸液は輸液路確保の最終手段と成り得るか．救急医療ジャーナル，3（5），
　70－72，　1995．
21）二宮宣文：JMTDRの救護活動．救急医，19（12），97－101，1995．
22）木村昭夫，益子邦洋：胸部外傷手術の基本術式．救急医，19（13），1917－1922，1995．
23）諌山和男，前川正義，玉置智規・林伸吉，布施明，横田裕行，木村昭夫，益子邦洋，辺見弘，大塚敏文：
　低体温療法患者におけるSjO2，頸静脈温，脳温について．集中治療，7（11），1218－1220，1995．
24）鈴木克昌，平間久雄，岩間　裕，牧野俊郎，星源之助：心筋挫傷の診断について（心筋シンチグラフィーの有用
　性について）．日救急医会誌，5（6），579，1995．
25）大友康裕：開胸心マッサージ：現代における復活．LISA，2（11），30－35，1995．
26）川井　真，勝見　敦，辺見　弘：熱傷植皮とタイミング．LisA，2（11），58－60，1995．
27）犬塚　祥，益子邦洋，金　史英，小関一英：胸部外傷の胸腔鏡手術．救急医，19（14），1998－2001，1995．
28）大友康裕，益子邦洋：横隔膜損傷診療の新しい展開．救急医，19（7），857－862，1995．
29）牧野俊郎，前田容子：空港クリニックにおける外国人医療の実際と問題点．Emergency　Nursing，8（7），63－66，
　1995．
30）二宮宣文：災害時における一般市民にもできる救急処置．アスカ，4，16－17，1995．
31）山本保博：災害医学と災害医療．日救急医会誌，6（7），295－308，1995．
32）山本保博：有機リン剤中毒．月刊ナーシング，15（9），94－97，1995．
33）犬塚　祥，後藤真弓，吉田竜介，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文＝脳蘇生からみた心肺停止症例の検討．日救命
　医療研会誌，9，213－218，1995．
34）勝見　敦：もう一つの緊急ルート：骨髄内輸液．LiSA，2（8），28－32，1995．
35）辺見　弘，大友康裕，本間正人，加藤　宏，井上潤一，勝見　敦＝最新救急医療機器：採皮機器ならびにメッシュ
　作製器．救急医，19（10），12591262，1995．
36）二宮宣文：上部消化管異物，下部消化管異物，泌尿器，生殖器内異物．Emergency　Nursing，8（9），33－37，1995．
37）吉田竜介，益子邦洋：開胸式心マッサージの変遷．集中治療，8（3），257－263，1996．
38）吉田竜介：救命救急医療のプレホスピタルケアを取り巻く諸問題．医学のあゆみ，176（12），766－767，1996．
39）益子邦洋：救急救命士の現状とその問題点．医療’96，12（3），28－31，1996．
40）益子邦洋，大塚敏文：日本医科大学高度救命救急センターのシステムとストラテジー．医療’96，12（3），41－44，
　1996．
41）大泉　旭，川井　真，益子邦洋：骨盤損傷，救急医，20（3），34951，1996．
42）横田裕行，山本保博，加藤一良，小池　薫：膀胱穿刺ドレナージ．救急医，20（4），41315，1996．
43）川井　真，勝見　敦，辺見　弘：同種凍結保存皮膚．救急医，20（1），624，1996．
44）辺見　弘：早期切除の実際．救急医，20（1），47－51，1996．
45）辺見弘：大災害での生と死：トリアージ．総合診療，45（2），323－328，1996．
46）村松正久，島崎修次，辺見　弘，他：東京都の11熱傷ユニットにおける過去10年間の熱傷統計．日熱傷会誌，22（1），
　63－69，　1996。
47）山本保博＝災害医療体制と病院防災マニュアルについて．Security，80，44－47，1996．
48）大友康裕：一般創処置．Emergency　Nursing，9，63－71，1996．
49）山本保：災害概論．EmergencyNursing，1996新春増刊，62，1996．
50）二宮宣文：時系列別医療期：災害サイクル：救助期．Emergency　Nursing（災害看護），89新春増刊，69－77，1996．
一338一
51〉木村昭夫，益子邦洋：胸部外傷におけるエコー診断．集中治療，8，61－65，1996．
52）山本保博：災害医療体制のあり方に関する展望．消防研修，59，1－7，1996．
53）山本保博：救急医療体制の現状．CLINICAL　NEUROSCIENCE別冊，14（3），18－19，1996．
54）小川理郎：体幹部の貫通創の初期治療．JIM，6（3），222－225，1996．
55）大友康裕：心肺脳蘇生法（Cardio－Pulmonary　Cerebral　Resuscitation）Emergency　Nursing，6，174－183，
　　1996．
56）山本保博：Annus　horribilisとfortunatus．救急医，19（9），993，1995．
（3）研究報告書：
1〉横田裕行，加藤一良，大塚敏文1），岩井圭子2），有賀　徹3），佐藤　章4），座間幸子5），塩貝敏之6），玉置　勲7），林
　　成之8》（1）日本医科大学高度救命救急センター，2）国立佐倉病院腎移植センター，3）昭和大学救急医学，4）千葉県救
　　急医療センター，5）虎ノ門病院地方腎移植センター，6）杏林大学脳神経外科，7）東京医大八王子医療センター腎移
　　植情報室，8）日本大学救命救急センター）：臓器提供施設の登録に関する研究．厚生省平成6年度臓器技術臨床研
　　究開発事業，臓器移植の社会的問題に関する研究班（B班）1995．
2）大塚敏文1），横田裕行，加藤一良，岩井圭子2），有賀　徹3），佐藤　章4），座間幸子5），大和田隆6），玉置　勲7），林
　　成之8）（1）日本医科大学高度救命救急センター，2）国立佐倉病院腎移植センター，3）昭和大学救急医学，4）千葉県救、
　　急医療センター，5）虎ノ門病院地方腎移植センター，6）杏林大学脳神経外科，7凍京医大八王子医療センター腎移
　　植情報室，8）日本大学救命救急センター）：関東地区における救命救急医療の立場からみた臓器提供システムに
　　関する研究．厚生省平成6年度循環器病研究委託事業（5指一1），1995．
3）柴田泰史1）（1）付属病院中央検査部）：交通外傷における血中アルコール検出状況（財）交通・予防医学研究財団〔第
　　6回〕平成5年度助成事業研究報告書，p。77－90，1995．
4）二宮宣文，山本保博，高橋幸道，甲斐達朗，浅井康文，金田正樹，友保洋三，広常秀人：広域搬送システムの確
　　立．集団災害時における救急医療・救急搬送体制のあり方に関する研究．厚生省科学研究費補助金健康政策調査
　　研究事業報告書，p．35－41，1995．
5）二宮宣文，山本保博，高橋幸道，甲斐達朗，浅井康文，金田正樹，友保洋三，広常秀人：被災者のカルテの統一
　　化．集団災害時における救急医療・救急搬送体制のあり方に関する研究．厚生省科学研究費補助金健康政策調査
　　研究事業報告書，p，42－45，1995．
　6）二宮宣文，山本保博：災害サイクルからみた難民医療：災害サイクルからみた被災民援助のあり方に関する研
　　究．厚生省国際医療協力研究被災民の保健医療援助に関する研究，p．9，1995．
　7）益子邦洋：後方病院の確保，人的資源の適正な配置についての研究報告書．平成7年度厚生科学研究「救命救急
　　センターの質の向上に関する研究」（主任研究者：杏林大学理事長　松田博青），1996．
（4）Proceedings：
　1）Kushimoto，S．，Okajima，K．，Uchiba，M．，Murakami，K．，Okabe，H．，and　Takatsuki　K．：Attenuation　of
　　hemorrhagic　shock－induced　gastric　mucosal　lesion　by　antithrombin　III　in　the　rats．Shock，3（supp口），77，
　　1995．
　2）Kushimoto，S．，Okajima，K．，Uchiba，M．，Murakami，K，，Yamamoto，Y。，Henmi，H。，and　Otsuka，T，：
　　Antithrombin　III　attenuates　the　formation　of　hemorrhagic　shock－induced　gastric　mucosal　lesion　in　the　rat。
　　Shock，　4　（supPl1），　16，　1995。
　3）小池　薫，山本保博，大友康裕，加藤一良，横田裕行，E．E、Moore：多臓器不全におけるエンドトキシンの役割：
　　小腸虚血・再灌流モデルを使った検討．日外感染症研究，7，1－6，1995．
　4）小川理郎，横田裕行，加藤一良，大友康裕，高橋幸道，後藤真弓，磯部隆隆，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，
　　大塚敏文：胸骨圧迫式心マッサージの脳酸素代謝と脳血流：持続内頸静脈酸素飽和度（Sjo2）測定の結果から．
　　日救命医療会誌，9，43－48，1995．
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5）倉田　潔，木村昭夫，工廣紀斗司，柴田泰史1），西澤健司1），青砥泰二1），益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文（1）付属
　病院中央検査部）：重傷救急患者における緑膿菌感染症に対する使用抗菌剤の検討．日外感染症研究，7，
　165－170，　1995．
6）小川理郎，横田裕行，加藤一良，大友康裕，小池　薫，高橋幸道，増野智彦，山本保博，小林士郎1）（1）脳神経外
　科）：病態の把握にXe－CT，MRIが有用であった一酸化炭素中毒の2症例．第7回日本神経救急研究会報，
　2931，　1995．
7）柴田泰史1），木村昭夫，西澤健司2），五十嵐英夫3）（1）付属病院中央検査部，2）付属病院薬剤部，3）東京都立衛生研
　究所微生物部）：免疫グロブリン製剤における抗toxic　shock　syndrome　toxin－1（TSST－1）抗体価の検討．日
　外感染症研究，7，65－70，1995．
著書
　1）Yokota，H．，Yamamoto，Y．，Nakabayashi，M．，Fuse，A．，Mashiko，K．，Henmi，H．，Otsuka，T．，Kobayashi，S．，
　　and　Nakazawa，S．：〔分担〕Continuous　Monitoring　ofJugularOxgen　Saturation　in　Neurosurgical　Intensive
　　Care　Units．（Y．Tsubokawa，A．Marmarou，C．Robertson，G．Teasdale　Eds．）Neurochemical　Monitoring　in
　　the　Intensive　Care　Unit．p．98－104，　Springer，　1995．
2）Nakabayashi，M．，Yokota，H．，Fuse，A．，Satou，H．，Kushimoto，S．，Kato，K．，Kurokawa，A．，Henmi，H．，and
　　Otsuka，T．：〔分担〕Causes　and　Treatment　of　Desaturation　in　SjO2monitoring．（T．Tsubokawa，A．
　　Marmarou，C．Robertson，G．Teasdale　Eds．）Neurochemical　Monitoring　in　the　Intensive　Care　Unit．P。104，
　　120－126，　Springer，　1995．
3）山本保博：〔監訳〕現場救急技術．東京法令出版，1995．
4）益子邦洋，木村昭夫：〔共同製作CD・ROM〕救命救急ワールド．（大塚敏文監修），メデイカル・コア，1995．
5）吉田竜介：〔責任編集〕救急現場の救急医療　外傷一般．荘道社，1995．
6）山本保博：〔編集〕救急現場の救急医療：解剖・生理学と観察．荘道社，1995．
　7）山本保博：〔編集〕救急現場の救急医療：ショックと現場での処置．荘道社，1995．
8）山本保博：〔編集〕救急現場の救急医療：心肺蘇生法と臓器別救急疾患．荘道社，1995．
9）山本保博：〔編集〕救急現場の救急医療：外傷一般．荘道社，1995．
10）益子邦洋：〔分担〕胸部・腹部外傷．疾患別最新処方．改訂第2版（矢崎義雄，戸田剛太郎監修），p．34－35，メ
　　ジカルビュー社，1995．
11）益子邦洋：〔分担〕救急薬剤の使用法．研修医ノート；医の技法（永井良三責任編集），p．237242，診断と治療
　　社，1995．
12）大塚敏文，益子邦洋：〔分担〕出血性疾患．内科学書．全訂第4版（島田　馨責任編集），p．155－157，中山書店，
　　1995．
13）大塚敏文，益子邦洋：〔分担〕急性腹症．内科学書．全訂第4版（島田　馨責任編集），p。157－160，中山書店，
　　1995。
14）益子邦洋：〔分担〕全国救命救急センターにおける多発外傷診療の現状．わが国における多発外傷診療の実情と
　　展望．（石原　晋編集），p．8～11，麻酔科・救急医療研究会，1995．
15）益子邦洋：〔分担〕鈍的外傷における開胸・開腹手術の適応．術式，タイミング．わが国における多発外傷診療
　　の実情と展望（石原　晋編集），p．57－61，麻酔科・救急医療研究会，1995．
16）益子邦洋：〔分担〕救急医療システム．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．3－8，メデイカ
　　ル・ジャーナル社，1995．
17）益子邦洋：〔分担〕痙攣．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．36－40，メデイカル・ジャー
　　ナル社，1995．
一340一
18）益子邦洋：〔分担〕めまい．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．41－43，メデイカル・ジャー
　　ナル社，1995。
19）益子邦洋：〔分担〕呼吸困難．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．53－57，メデイカル・ジャー
　　ナル社，1995．
20）益子邦洋：〔分担〕動悸．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．58－65，メデイカル・ジャー
　　ナル社，1995．
21）益子邦洋：〔分担〕消化管異物．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．146－147，メデイカル・
　　ジャーナル社，1995．
22）益子邦洋：〔分担〕救急薬剤の使用法．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．179－186，メデ
　　イカル・ジャーナル社，1995．
23）益子邦洋：〔分担〕胸部外傷．救急現場の救急医療．外傷一般．（山中昭栄，山本保博総編集，吉田竜介責任編
　　集），p．59－72，荘道社，1995．
24）横田裕行：〔分担〕頭蓋内圧降下法（日野原重明，阿部正和監修）今日の治療指針，p．65，医学書院，1995．
25）横田裕行：〔分担〕意識障害　　（大塚敏文編集）救命・救急医療マニュアル，p．24－30，メデイカル・ジャーナ
　　ル社，1995．
26）横田裕行：〔分担〕：頭部外傷（大塚敏文編集）救命・救急医療マニュアル，p．99－104，メデイカル・ジャーナ
　　ノレ社，　1995．
27）木村昭夫：〔分担〕ショック：研修医のための救命救急マニュアル（大塚敏文編），p．19－23，メディカルジャー
　　ナノレ社，　1995．
28）木村昭夫：〔分担〕熱傷：研修医のための救命救急マニュアル（大塚敏文編〉，p．170－176，メディカルジャーナ
　　ノレ社，　1995．
29）川井　真：〔分担〕骨盤骨折：救命・救急マニュアル（大塚敏文編集），p．131－136，メデイカルジャーナル社，
　　1995．
30）川井　真：〔分担〕四肢外傷：救命・救急マニュアル（大塚敏文編集），p．137－140，メデイカルジャーナル社，
　　1995．
31）川井　真：〔分担〕骨盤骨折：救急現場の救急医療（吉田竜助，山本保博編集），p．93－97，荘道社，1995．
32）川井真：〔分担〕四肢外傷：救急現場の救急医療（吉田竜助，山本保博編集），p．99－107，荘道社，1995．
33）山本保博：〔分担〕中毒の特殊療法．内科治療ガイド’95（Medical　Practice編集委員会編），p．1197－1201，文
　　光堂，1995．
34）山本保博：〔分担〕一酸化炭素中毒．研修医ノート医の技法（永井良三編集），p．319－322，診断と治療社，1995．
35）久志本成樹：〔分担〕：偶発性低体温症（大塚敏文編）救命・救急マニュアル），p．154－159，東京メディカル・
　　ジャーナル社，1995。5．
36）勝見　敦：〔分担〕血尿：研修医のための救命救急マニュアル（大塚敏文編），p．90－95，メデイカル・ジャーナ
　　ル社，1995．
37）吉田竜介：〔分担〕：外傷患者の特殊性”救急現場の救急医療”外傷一般（責任編集：吉田竜介），p．1H6，荘
　　道社，1995．
38）吉田竜介：〔分担〕妊婦外傷”救急現場の救急医療”外傷一般（責任編集：吉田竜介），p．131－134，荘道社，1995．
39）山本保博：〔分担〕外傷の分類．標準救急医学（日本救急医学会監修），p．231－232，医学書院，1995．
40）益子邦洋：〔分担〕フレイルチェスト．今日の治療指針1996（日野原重明，阿部正和監修），p．25－26，医学書院，
　　1996．
41）横田裕行：〔分担〕：脳蘇生法（日野原重明，阿部正和監修）今日の治療指針（ポケット版）．p．44，医学書院，
　　1996．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一341一
42）山本保博，山下　衛1），鵜飼卓2），（1）筑波大学救急部，2）大阪市立総合医療センター）：〔分担〕急性中毒．”
　今日の治療指針1996年版”（日野原重明監修），p．911－926，医学書院，1996．
43）山本保博，山本保博：〔分担〕大規模災害時の医薬品等供給マニュアル（厚生省薬務局経済課），p．99－118，国
　政情報センター出版局，1996．
44）辺見　弘：〔分担〕熱中症・高温障害：新内科書Modem　Intemal　Medicine（鎌田武信総編集），p．1869－1875，
　南山堂，1996．
45）益子邦洋：〔分担監修〕地震災害．防災の手引き，小学館，1995．
46）山本保博：〔編集〕最新図解救命・応急手当の手引き．小学館，1995．
47）大塚敏文：〔編集：分担〕今日の治療指針：救急医療の動向。医学書院，1996．
48）大塚敏文：〔訳書：監訳〕現場救急技術（改訂）．東京法令出版，1996．
49）川井　真，益子邦洋：〔分担〕熱傷ショック：経静脈治療オーダーマニュアル（和田孝雄，小川　龍，林田憲明
　編集）．p．56－60，大塚製薬（株），1995．
学会発表
（1）特別講演：
1）大塚敏文：大災害時における救急医療体制．第25回安全工学シンポジウム，1995．6．
2）益子邦洋：我が国における救命救急医療の現状と問題点．鳥取県西部医師会学術講演会，1995．9．
3）大塚敏文：災害時医療．第13回江戸川医学会，1995．11．
4）川井　真，辺見　弘：重症熱傷における凍結同種植皮の現状．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
5）横田裕行：一時救命処置の再評価：効果的心肺蘇生法の研究から．第4回全国救急隊員シンポジウム，1996．2．
（2）教育講演：
1）益子邦洋：外傷患者のトリアージ。第9回日本外傷学会，1995．5．
2）辺見　弘：熱傷治療の基礎と臨床．北海道医師会生涯教育会，1995．7．
3）益子邦洋：緊急検査データーの評価．日本救急医学会医師救急医療セミナー，1995．10．
4）辺見　弘：外傷の初期治療．埼玉医師会生涯教育会，1995．10．
5）益子邦洋：外傷の診断及び治療におけるPitfaII．大阪府医師会救急医療従事者研修会，1995．11．
6）益子邦洋：多発外傷の初期治療におけるdecision　making．東京医大八王子医療センター学術講演会，1995．
　　11。
7）辺見　弘：広範囲熱傷の最新の治療法．第2回日本熱傷学会北海道地方会，1995．11．
8）益子邦洋：医師から薬剤師へのメッセージ．平成7年度第2回日本私立医科大学協会病院部会薬剤師実務者研修
　　会，1996．2．
（3）シンポジウム：
　1）Ninomiya，N．，and　Yamamoto，Y．：Disaster　Cyclein　Terms　of　Mitigation。Intemational　Symposium　on
　　Humanitarian　Relief　in　Disasters　（Tokyo），1996。1．
　2）横田裕行：救急おける脳実質損傷の画像診断．第18回日本神経外傷研究会，1995．4．
　3）横田裕行，山本保博，諌山和男，布施　明，中林基明，大塚敏文，小林士郎1），粟屋　栄1），中沢省三1）（1）脳神経
　　外科）：濡慢性軸索損傷の臨床的位置づけ．第18回日本神経外傷研究会，1995．4．
　4）玉置智規1），諌山和男，布施　明，横田裕行，益子邦洋，辺見　弘，中沢省三1）（1）脳神経外科）：重症頭部外傷，
　　超急性期死亡例の検討．第18回日本神経外傷研究会，1995．4．
　5）本間正人，佐藤秀貴，直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，横田裕行：びまん性軸索損傷の急性期MRI所見に関
　　する検討．第18回日本神経外傷研究会，1995．4．
　6）加藤一良，横田裕行，大友康裕，高橋幸道，小川理郎，磯部博隆，山本保博，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，
一342一
　　浅野哲雄1），田中茂夫1）（11胸部外科）：非開放性心損傷の診療．第95回日本外科学会総会，1995．4．
7）吉田竜介・山本保博：救命救急医療におけるプレホスピタルケアの重要性．第24回日本医学会総会，1995．4．
8）川井　真，辺見　弘，勝見　敦，犬塚　祥，加地正人，後藤真弓，大塚敏文：早期手術におけるfrozen　allograft
　　の意義．第21回日本熱傷学会総会，1995．6．
9）小川理郎，横田裕行，小池　薫，高橋幸道，大友康裕，加藤一良，山本保博，諌山和男，益子邦洋，辺見　弘，
　　大塚敏文：心肺脳蘇生時の頸静脈球部酸素飽和度モニタリングの意義．第1回脳代謝モニタリング研究会，1995．
　　6。
10）諌山和男，前川正義，玉置智規，林　伸吉，布施　明，横田裕行，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：
　　低体温療法患者におけるSjo2，頸静脈温，脳温について．第1回脳代謝モニタリング研究会，1995．6．
11〉松本　尚，犬塚　祥，辺見　弘，益子邦洋，山本保博，大塚敏文：腹部外傷における緊急再手術の検討．第25回
　　日本腹部救急医学会総会，1995．9．
12）横田裕行，山本保博，中林基明，布施　明，佐藤秀貴，諌山和男，大塚敏文，黒川　顕，小林士郎1）（1）脳神経外
　　科）：脳代謝・脳血流・皮質細胞内pH測定システムの開発．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
13）益子邦洋：救急医の近未来像は如何にあるべきか．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
14）大友康裕，大塚敏文，辺見　弘，山本保博，横田裕行，神田佳和1），星源之助2》（1）第二生化学，2）総合会津病院）：
　　敗血症時のロイコトリエン胆汁排泄障害．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
15）山本保博：我が国の大災害に対する緊急医療と提言：阪神・淡路大震災の経験と検証から．第23回日本救急医学
　　会総会，1995．11．
16）辺見　弘：救命救急センターにおける研修医教育の問題点とその対応：救急医学教育とその実践：救急医学卒
　　後研修の義務化に備えて．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
17）横田裕行，山本保博，加藤一良，小池　薫，諌山和男，益子邦洋，大塚敏文：重症頭部外傷・脳血管障害患者の
　　集中治療1脳血流及び脳代謝を考慮した管理方法．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
18）二宮宣文：災害医療と国際緊急援助隊．第1回日本集団災害医療研究会，1996。1．
19）松本　尚・犬塚　祥，吉田竜介，木村昭夫，辺見　弘，益子邦洋，山本保博，大塚敏文：腹部外傷による急性膵
　　炎症例の検討．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
20）諌山和男，玉置智規1），佐藤秀貴，林伸吉，饒波正博，前川正義，荒木尚，横田裕行，益子邦洋，大塚敏文，
　　寺本　明1）（1）脳神経外科）：両側性頭蓋内血腫の検討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
21）前川正義，諌山和男，玉置智規，佐藤秀貴，益子邦洋，大塚敏文：術中脳腫脹をきたす急性硬膜下血腫に対する
　　外減圧術の限界．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
（4）パネルディスカッション：
　1）益子邦洋：心損傷の日本外傷学会分類とその問題点．第9回日本外傷学会，1995．5．
　2）小関一英・望月　徹，益子邦洋，久志本成樹，大塚敏文，西澤健司1），柴田泰史2）・紺野明子2）（1）付属病院薬剤部・2）
　　付属病院中央検査部）：DICに対する抗凝固療法後の血小板動態と臓器機能および病態との関連。第23回日本救
　　急医学会総会，1995．11．
3）木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，小関一英，長谷川雄二，山本保博，大塚敏文l　Flail　chestに対するselective
　　approachの有用性：とくに外科的固定術の効果を中心に．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
4〉二宮宣文，山本保博：阪神大震災と災害医療体制のあり方．第43回日本災害医学会，1995．11．
　5）佐藤秀貴，諌山和男，益子邦洋，大塚敏文，黒川　顕，横田裕行，山本保博，岡田芳和5），島　　健1）（1）中国労
　　災病院脳神経外科）＝severe　Diffuse　Axonal　Injury症例のMR1所見．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
　6〉本間正人，正岡博幸，高里良男，猪鹿倉恭子，黒川　顕，佐藤秀貴，諌山和男，横田裕行：びまん性軸索損傷に
　　おける急性期MRIの限界：予後との検討から．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
　7）小林士郎1），斉藤寛浩1），林靖人1），古川哲也1）・粟屋栄1）・星野茂1），水成隆之1），横田裕行，寺本明（1）
一343一
8) 
9) 
(5) 
1) 
2) 
3) 
(6) 
1) 
(7) 
1) 
2) 
3) 
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
~~~~~;~~F~~~) : Diffuse cerebral swelling in severe head injury in children. ~~191~]FI~~c~~~~~hl~~~fL~~5,i:~, 1996. 
3. 
Kobayashi, S.1), Saito, N.1), Hayashi, K.1), Furukawa, T.~), Awaya, S.*), Hoshino, S.1), Mizunari, T.1), and 
Yokota, H. (1)Department of Neurosugery) : Dose Delayed Traumatic Intracerebral Hematoma Exist? 
~i~19D~IFI;~:~tp~~~F~;~~f~t~~~, 1996. 3 . 
~~~~~~~:C~C, /J¥~~~~~~), ~~~~ H~11)(~)fl~~~~~~F~$4) : ~~:~r~~~~~~f~~~:~~~i~13~F~~~,~)~~~t. ~i~19~IEl~c~~{~~F~~~~~f 
~~~t~" ~. 1996. 3. 
7;~-~~'~~/~/~' ~/ : 
~~f~{~ ~~J. ~I~Lu~D~~, I~iEEI~~'f~T, ~~:~~~I~~i~. VJ~~~~;t~i~, ~!~~ ~A, ~~~~~C~. /J¥~~~~~1), ~~~c B~~') ~T~~~~~~~2) 
~~~~;~~~2) ~~1ru~:~~~~2) (1)B~~~{~~~~~4, 2)~~-~i4~~~) : ~i~~~i~~S~h~;~SC~~~t~ ~; 7 l) )/f~~f. ~~23~~~~:~C~t,",~ I~~-
~~~f^'*,~~, 1995. 11. 
/J¥~~;1 ~~, /J¥Jll~:~~, r~I'~'~'*~~~;~~~:, ;~~~~~~~~:, ~D~~~-~~;, ~~~EI~~:TT LLI~i~:f~i! Moore E E ~) ( )Denver General 
HospitaD : /J¥E~p~~:~l'~:~:~~}~~~t~~)Ef~~~~:-~~it)/~L)/;t~~S/~~-~~~~ ~~~;~~~ l) /¥ ~~: A2~)~~~Ij ~~23~J~I 
~;~C~~1~~~:A'~~;1* 1995 11 ' ~: *~~c, . 
~~;~~~~c~~~~f, ~~~~ ~A. LiJ~~:~~;t~, j~j~~*~1;~~(, ~{I~~~fl : dlllfil~~~/~3 ~/ ~7 ~ J; ;~~lini~~~~}F~I~!~~~~ : P-selectin ~) 
~;~~,~t ~~23~IF]~;~C~~*l~~~~7-A~~;1> 1995 11 
t~'-T';f~z y ~/ ~3 )/ : 
~: ~~~~~ ~ ~Jc~:I~F~~E, )f~f~r~~fl~T~~, ~~J~:~~~i~, ~:~~ 5A, ~~~~-~;~~C : +~~*E~t~~~} ~f~ =, 
~~. ^~. ~) Pylonc Excluslon ~)~i p~~. ~23~]~I~~~~~;l~~~~~,~i',*~, 1995. 11. 
Mashiko, K., Henmi, H., and Otsuka, T. : Emergency medical care on public transportation in Japan .The 
Second Japan China Symposium on Traffic Safety and Health (Tokyo, Japan) , 1995. 4 . 
Fuse, R., Araki, S., Yokoyama, K., Mashiko, K., Henmi, H., and Otsuka, T. : Prediction of traffic accident 
death by rivised trauma score. The Second Japan China Symposium on Traffic Safety and Health (Tokyo, 
Japan), 1995. 4 . 
Kushimoto, S., Okajima, K., Uchiba, M., Murakami, K., Okabe, H., and Takatsuki, K. : Attenuation of 
hemorrhagic shock-induced gastric mucosal lesion by antithrombin 111 in rats. Fifth Vienna Shock Forum, 
Vienna (Austria) . 1995. 5 . 
Koike, K. : Intestinal ischemia/reperfusion provokes lung leak independent of endotoxin. 36th World 
Congress of Surgery, International surgical week 95 (Lisbon, PortugaD Sep, 1995. 
Koike, K. : The effect of gut ischemia/reperfusion on the host response against endotoxin and bacteria. The 
3rd International Shock Congress (Hamamatsu, Japan) . Oct, 1995. 
Kushimoto, S., Okaiima, K., Uchiba, M., Murakami, K., Yamamoto, Y., Henmi, H., and Otsuka, T. : 
Antithrombin 111 attenuates the formation of hemorrhagic shock-induced gastric mucosal lesion in the rat. 
Third International Shock Congress (Hamamatsu) , 1995. 10. 
Matsumoto, H., Ohtomo, Y., Kimura, A., Mashiko, K., Henmi, H., Yamamoto, Y., and Ohtsuka, T. : 
Evaluation and treatment of traumatic ureteral injuries. The International College of Surgeons (Fukuoka 
Japan), 1995. 11. 
Kobayashi, S.~), Furukawa, T.1), Hoshino, S.1), Awaya, S.~), Mizunari, T.~), Yokota, H., and Teramoto, A.1) 
(~)Depart. of Neurosurgry) : Ruptured Distal Anterior Cerebral Artery Aneurysm : A Report on 46 
Verified Cases. ~~54~]EI~~~~~1~i~~F~$4~:~~~~i, 1995. 10. 
- 344 -
9）大友康裕，加藤一良，横田裕行・益子邦洋・山本保博，大塚敏文：診断的腹腔洗浄法（DPL）新判定基準の再評
　　価・改訂．第95回日本外科学会総会，1995．4．
10）本問正人，佐藤秀貴，直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，横田裕行：びまん性軸索損傷の急性期MRI所見に関
　　する検討．第18回神経外傷研究会，1995．4．
11）勝見　敦，川井　真，久志本成樹，辻井厚子，後藤真弓，増野智彦，辺見　弘：深II度熱傷に対する凍結同種皮
　　膚生着の検討．第95回日本外科学会総会，1995．4．
12）高橋幸道，横田裕行，加藤一良，大友康弘，小池　薫，小川理郎，礒部博隆，増野智彦，山本保博，大塚敏文：
　　止血に腹腔内パッキングを要したRun　Over　Injuryの1例．第15回過大侵襲研究会，1995．4．
13）加藤一良，横田裕行，大友康裕，小池　薫，高橋幸道，小川理郎，増野智彦，山本保博，大塚敏文：頸椎・頸髄
　　損傷の検討一特に神経症状を伴う場合のMRI所見について．第9回日本外傷学会，1995．5．
14）大友康裕，益子邦洋，横田裕行，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，小川理郎，木村昭夫，犬塚　祥，久志本成樹，
　　後藤真弓，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：腎損傷の手術適応：腎温存手術の可能性．第9回日本外傷学会，1995．
　　5．
15）小川理郎，横田裕行，加藤一良，大友康裕，小池　薫，高橋幸道，増野智彦，山本保博，小林士郎1）（1）脳神経外
　　科）：病態の把握にXe－CT，MRIが有用であった一酸化炭素中毒の2症例．第7回日本神経救急研究会，1995．
　　5．
16）本間正人，佐藤秀貴，直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，横田裕行：重症びまん性軸索損傷の急性期MRI所見
　　に関する検討．第9回日本外傷学会，1995．5．
17）林　伸吉1），諌山和男，玉置智規1），小林士郎D，池田幸穂1），横田裕行，益子邦洋，山本保博，辺見　弘，大塚敏
　　文（1）脳神経外科）：視束管開放術を施行した7例の検討．第9回日本外傷学会，1995．5．
18）小池　薫，増野智彦，小川理郎，高橋幸道，大友康裕，加藤一良，横田裕行，山本保博，Moore，E．E。1）（1）Denver
　　General　Hospita1，USA）：感染症に対して小腸虚血再灌流が及ぼす影響．第9回日本外傷学会，1995．5．
19）木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，西澤健司，山本保博，大塚敏文：外傷患者におけるメチシリン耐性黄色ブドウ
　　球菌（MRSA）および緑膿菌院内感染症の検討．第9回日本外傷学会，1995．5．
20）犬塚　祥，勝見　敦，木村昭夫，川井　真，吉田竜介，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：骨盤骨折を認めない後
　　腹膜血腫症例の検討．第9回日本外傷学会，1995．5．
21）倉田　潔，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：小児の腹部鈍的外傷における保存的治療の可能性と限界．
　　第9回日本外傷学会，1995．5．
22）石之神小織，平間久雄，井上潤一，岩間　裕，牧野俊郎，星源之助：出血性ショックに陥った腰動脈損傷の1例．
　　第9回東北救急医学会，1995．5．
23）孫　承洛，岩間　裕，平間久雄，井上潤一，牧野俊郎，星源之助：新しい心肺蘇生の試み：AmbuCardiopump
　　を用いて．第9回東北救急医学会，1995．5．
24）玉置智規，諌山和男，柴田泰史，小池　薫，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，益子邦洋，大塚敏文，寺本　明：
　　くも膜下出血急性期における動脈血ケトン体比（AKBR）の変動．第7回日本神経救急研究会，1995．5．
25）前川正義，諌山和男，玉置智規・林　伸吉・益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：比較的稀な末梢性脳動脈瘤の2例．
　　第7回日本神経救急研究会，1995．5．
26）國保昌紀・木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，山本保博，大塚敏文＝近年の高齢者外傷症例の検討．第9回日本外
　　傷学会，1995．5．
27）直江康孝，猪鹿倉恭子，本間正人，黒川　顕，横田裕行：脳死症例の脳皮質細胞内pHの検討．第8回脳死・脳
　　蘇生研究会，1995．6．
28）後藤真弓，辻井厚子・勝見　敦，川井　真，辺見　弘，山本保博・大塚敏文・西澤健司1），柴田泰史2）（1）付属病
　　院薬剤部，2）付属病院中央検査部）：凍結保存皮膚のviabilityの検討：Bioluminescenceの法を用いて．第21回日
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　本熱傷学会総会，1995．6．
29）望月　徹，木村昭夫，小関一英，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1），青砥泰二1），西澤健司2）（1）付属病
　院中央検査部，2）付属病院薬剤部）：重傷熱傷症例におけるMRSA肺炎に対するST合剤の予防的投与の検討．
　第21回日本熱傷学会総会，1995．6．
30）木村昭夫，柴田泰史1），辺見　弘，益子邦洋，山本保博・大塚敏文（1）付属病院中央検査部）：重症熱傷患者にお
　ける血中inter　leukin－10値の検討．第21回日本熱傷学会総会・1995．6．
31）岩間　裕，渡辺和弘，鈴木裕子，青木健一，平間久雄，川前金幸，田勢長一郎：頭蓋内圧と硬膜外腔圧を同時比
　較した2例．第4回日本集中治療医学会東北地方会，1995．6．
32〉勝見　敦，辺見　弘・川井　真・犬塚　祥，久志本成樹，辻井厚子，後藤真弓，座問幸子1）（D口本腎臓移植ネッ
　トワーク）：院内スキンバンクにおける皮膚提供についての問題点．第21回日本熱傷学会総会，1995．6．
33）小池　薫，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，Peterson，V．M．1）（1）Dep．pfSurgery，UniversityofColorado，USA）：
　熱傷モデルにおける骨髄内細胞増殖能の検討法．第21回日本熱傷学会総会，1995．6．
34）柴田泰史・），青山昭徳1），山下精彦1），木村昭夫・益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，西澤健司2）（1）付属病院中央検
　査部，2）付属病院薬剤部）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動一第二報一．第39回日本救急
　医学会関東地方会，1995．7．
35）菅谷量俊1），西澤健司1），平野公晟1》，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，柴田泰史2），青砥泰二2）（1）付属病院薬剤
　部，2）付属病院中央検査部）：緑膿菌に対するイセパマイシンとイミペネム，パンペネム，セフタジジムのinvltro
　における併用効果の検討．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
36）工廣紀斗司，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，西澤健司1），菅谷量俊1），柴田泰史2）（1）付属病院薬剤部，
　2）付属病院中央検査部）：MRSAおよび緑膿菌混合感染に対するArbekacin，Fosfomycinおよびβラクタム系
　薬剤の三者併用療法の検討．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
37）西澤健司1），菅谷量俊1），伊藤純子1），平野公晟1），木村昭夫・益子邦洋，辺見　弘，柴田泰史2）（1）付属病院薬剤
　部，2）付属病院中央検査部）：硫酸アルベカシン，硫酸アミカシンの分布容積と患者重症度との関連性の検討．第
　39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
38）犬塚　祥・渡辺信夫，西澤健司，木村昭夫，川井　真，益子邦洋，辺見　弘・大塚敏文，南　正康：サリン中毒
　症例の検討．第17回日本中毒学会，1995．7．
39）望月　徹，小関一英，金　史英，西　芳徳，二宮宣文：DobutamineとGabexatemesilateが有効であった肺脂
　肪塞栓症の1例．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
40）國保昌紀，益子邦洋，木村昭夫，吉田竜介，加地正人，大塚敏文，辺見　弘：Single　Shot　Arteriographyによ
　り診断された鎖骨下動脈損傷の2例．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
41）小池　薫，山本保博，大塚敏文，Moore，E。E。1）（1）Dep．pf　Surgery，Denver　General　Hospita1，USA）：小腸虚
　血再潅流による肺障害　CDllbとエンドトキシンの役割．第16回日本炎症学会，1995。7．
42）加藤一良，増野智彦，小川理郎，高橋幸道，小池　薫，大友康弘，横田裕行，山本保博：頸部壊疽性筋・筋膜炎
　の1例．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
43）高橋幸道，増野智彦，小川理郎，加藤一良，小池　薫，大友康弘，横田裕行，山本保博，浅野哲雄1）（1）日本医科
　大学付属千葉北総病院胸部外科）：体外循環による右房形成を要した心外傷の1例．第39回日本救急医学会関東
　地方会，1995．7．
44）二宮宣文，小関一英，望月　徹，西　芳徳，金　史英，原田尚重：バイスタンダーCPRによると考えられた胃破
　裂の1例．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
45）松本　尚，辺見　弘，吉田竜介，犬塚　祥，加地正人，倉田　潔，大塚敏文：Double－J尿管ステントを併用して
　修復を行った尿管損傷の3例．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
46）二宮宣文，小関一英，大塚敏文，山本保博，小井土雄一，高橋幸道＝災害急性期における救急医療．第23回日本
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　　救急医学会総会，1995．11．
47）横田裕行，山本保博，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，小川理郎，諌山和男，益子邦洋，大塚敏文：多発外傷を
　　伴う頭部外傷死亡例の検討．第10回日本救命医療研究会，1995．9．
48）諌山和男，前川正義，林　伸吉，玉置智規，横田裕行，木村昭夫，益子邦洋，大塚敏文：重症脳損傷患者におけ
　　る低体温療法：SjO2，頸静脈温，脳温測定から．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
49）小川理郎，横田裕行，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，山本保博，田中　隆1），田中啓治1），益子邦洋，大塚敏文
　　（1）集中治療部）：脳代謝酸素血流モニタリングが有用であった心原性ショックの1例．第9回千葉MOF研究
　　会，1995．9．
50）久志本成樹，岡嶋研二，原田直明，田岡祐二，岡部紘明，内場光浩，村上和憲，高月　清：肝虚血再灌流による
　　肝障害の発生機序とメシル酸ガベキサートによる制御．第11回熊本DIC研究会，1995．9．
51）玉置智規1），野手洋治1），池田幸穂1），寺本　明1），諌山和男，柴田泰史2），小池　薫，木村昭夫，益子邦洋，辺見
　　弘，大塚敏文（1）付属病院脳神経外科，2）付属病院中央検査部）：くも膜下出血後の動脈血中ケトン体比（AKBR）
　　の変動．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
52）倉田　潔，松田　潔，新井正徳，野崎正太郎，今村公一，辺見　弘，益子邦洋，木村昭夫：膵外傷患者における
　　術後感染性合併症の発症機序と対策．第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
53）大友康裕：ガス系消化剤の安全性確認試験：特に低酸素環境の人体に与える影響について．第10回日本救命医療
　　研究会，1995．g．
54）國保昌紀，佐々木功，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：救命救急センターに収容された外
　　国人に対する医療の問題点．第10回日本救命医療研究会，1995．9．
55）小池　薫，山本保博，原　紀子1），東佐由美1），工藤一郎D（1）昭和大学薬学部）＝ラット小腸の虚血再潅流に伴い
　　上昇するPhospholipase　A2活性．第68回日本生化学学会，1995．9．
56）北垣　毅，横田裕行，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，小川理郎，増野智彦，山本保博，大塚敏文：進行性化骨
　　性筋炎を伴った広範囲熱傷の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
57）柴田泰史1），青山昭徳1），山下精彦1），犬塚　祥，益子邦洋，大塚敏文，西澤健司2）（1）付属病院中央検査部，2）付
　　属病院薬剤部）：救急領域における薬物同定システムREMEDi⑧の有用性の検討．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．9．
58）市川和雄1），増野智彦，田島なつき1），岡田　進1），保坂純郎1），伊藤公一郎1），若林洋行1），村上隆介1），田島廣之1），
　　隈崎達夫1），横田裕行，牧野俊郎，山本保博（1）放射線科）：body　packerの画像診断：腹部単純X線像を中心と
　　して．第5回救急放射線研究会，1995．10．
59）猪鹿倉恭子，直江康孝，本間正人，諌山和男，横田裕行：破裂脳動脈瘤の再破裂予防を目的とした術前管理の検
　　討．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
60）諌山和男，玉置智規1），前川正義，林伸吉1），横田裕行，布施明・辺見弘，大塚敏文，寺本明1）（1）脳神経
　　科）：破裂脳動脈瘤に対するmicrosurgry：救命救急センターの非選択的収容症例の検討から．第54回日本脳神
　　経外科学会総会，1995．10．
61）本間正人，佐藤秀貴，直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，諌山和男，横田裕行：びまん性軸索損傷（中等症，重
　　症）における急性期MRI所見と予後の関係の検討．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
62）玉置智規・），諌山和男，横田裕行，布施　明，益子邦洋，辺見　弘，中沢省三1），寺本　明1）（1）脳神経科）：頭部
　　外傷超急性期死亡例の検討．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
63）久島英二1），，田口雪江1），天谷健二2），渡辺　潤2），坪井成美2），葉山修陽3），小川理郎，高橋幸道，小池　薫，加
　　藤一良，横田裕行，山本保博（1）日本医科大学付属千葉北総病院血液透析室，2）日本医科大学付属千葉北総病院泌
　　尿器科，3）日本医科大学付属千葉北総病院内科）：簡易的持続血液浄化療法の試み．第6回急性血液浄化研究会，
　　1995。　10。
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64）横田裕行，本間正人，諌山和男，益子邦洋，黒川　顕，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：多発外傷を伴う頭部外
　　傷の特殊性．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
65）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，畝本恭子，本間正人，直江康孝：頭部外傷を持つ多発外傷の診断上の困難
　　性と問題点．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
66）諌山和男，前川正義，玉置智規，林　伸吉，布施　明，横田裕行，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，
　　寺本　明：全脳虚血症例に対する低体温療法．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
67）小井土雄一，黒川　顕，須崎紳一郎，富岡譲二，大塚敏文，山本保博，益子邦洋，小関一英，横田裕行，大友康
　　裕，松田　潔，新井正徳：TRISSによる多施設間の重症度および治療成績の比較検討の試み．第23回日本救急医
　　学会総会，1995．11．
68）渡辺信夫，黒沢　尚，小関一英，横田裕行，黒川　顕，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文：救急施設に搬入された
　　自殺企図患者の検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
69）久志本成樹，岡嶋研二，内場光浩，村上和憲，原田直明，岡部紘明，高月　清：出血性ショックによる胃粘膜病
　　変形成機序とアンチトロンビンIIIによるその抑制．第18回日本血栓止血学会，1995．11．
70）望月　徹，木村昭夫，小関一英，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1），青砥泰二1），西澤健司2）（1）付属病
　　院中央検査部，2）付属病院薬剤部）：重症熱傷症例におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌肺炎とsulfamethox－
　　azole／trimethoprim合剤の予防的投与の有用性の検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
71）後藤真弓，辻井厚子，勝見　敦，川井　真，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，西澤健司1），柴田泰史2）（1）付属病
　　院薬剤部，2）付属病院中央検査部）：凍結保存皮膚のviabilityの検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
72）大泉　旭，山本保博，辺見　弘，益子邦洋，川井　真，大塚敏文：頸髄損傷症例における呼吸機能の検討．第23
　　回日本救急医学会総会，1995．11．
73）犬塚　祥，益子邦洋，大塚敏文，南　正康：地下鉄サリン事件の検証．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
74）倉田　潔，松田　潔，益子邦洋，木村昭夫，西　芳徳，大塚敏文：化膿性呼吸器疾患に対する胸腔鏡下手術．第
　　8回日本内視鏡外科学会，1995．11．
75）松田　潔，倉田　潔，志賀尚子，新井正徳，野崎正太郎，今村公一，飯田良直，大塚敏文：甲府市および山梨県
　　における救急医療体制の現状と問題点．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
76）平間久雄，鈴木克昌，岩間　裕，牧野俊郎，星源之助，山本保博，大塚敏文：会津地方における救急医療体制の
　　問題点．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
77）小松孝美，渡辺和弘，孫　承洛，金子敏和，岩間　裕，平間久雄，田勢長一郎，奥秋　晟：熱傷急性期に持続的
　　血液透析濾過法（CHDF）を使用した2例．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
78）林　伸吉，諌山和男，益子邦洋，大塚敏文，志村俊郎，小林士郎，玉置智規，寺本　明：脳実質内出血を伴わな
　　い脳室内出血の検討．第8回日本神経救急研究会，1995．11．
79）前川正義，諌山和男，玉置智規，木村昭夫，益子邦洋，大塚敏文：過去の高血圧性脳内出血患者から学ぶこと：
　　三次救急施設における検討より．ICH957，1995．11．
80）玉置智規，諌山和男，横田裕行，益子邦洋，辺見　弘，大塚敏文，中沢省三：高血圧性小脳出血に対する用手的
　　小開頭血腫除去術の臨床的検討．ICH95’，1995．11．
81）勝見　敦，辺見　弘，川井　真，後藤真弓，辻井厚子，益子邦洋，大塚敏文：深II度熱傷に対する凍結同種皮膚
　　移植．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
82）勝見　敦，辺見　弘，川井　真，益子邦洋，山本保博，大塚敏文：外傷性，感染性疾患に対するfrozen　allo　graft
　　の有用性．第43回日本災害医学会，1995．11．
83）吉田竜介，益子邦洋，辺見　弘，山本保博，大塚敏文：救急救命士養成課程における研修生の背景因子と成績の
　　検討．第23回日本救急医学会総会（救急隊員部会），1995．11．
84）吉田竜介：2型脊髄麻痺を伴った減圧症の1例。第23回日本救急医学会総会，1995．11．
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85）加藤一良，有賀　徹，市来純子，河内基裕，川嶋隆久，座間幸子，玉置　勲，寺岡　彗，長尾　桓，横田裕行，
　　大塚敏文：救急医の脳死と臓器移植に関わる考え方についての研究．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
86）木村昭夫，益子邦洋，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1），西澤健司2），大国寿士3），留目優子3）（1）付属病院中央検
　　査部・2〉付属病院薬剤部，3）老人研究所免疫部門）：サイトカイン血漿患者に対するγグロブリン製剤投与の意義
　　についての検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
87）加地正人：三肢礫断，骨盤骨折ようCrush　syndromeを呈した1治験例．第16回過大侵襲研究会，1995．12．
88）谷本佐理名，横田裕行，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，小川理郎，山本保博，牧野俊郎：航空機内救急症例の
　　検討．第7回千葉CRITICAL　CARE　MEDICINE研究会，1995．12．
89）谷本佐理名，北垣　毅，高見和孝，小川理郎，高橋幸道，小池　薫，加藤一良，横田裕行，山本保博：椎骨動脈
　　閉塞を来たした頸髄損傷の1例．第22回外傷症例検討会，1995．12．
90）久志本成樹，原田直明，田岡祐二，坂本由美，林　裕子，岡嶋研二，岡部紘明，内場光浩，村上和憲，高月　清：
　　肝虚血再潅流障害の発生機序とAT－IIIによるその制御．第7回熊本抗凝固療法研究会，1995．12．
91）小池　薫：侵襲が食細胞増殖能・細菌感染に及ぼす影響．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
92）柴田泰史1），青山昭徳u，山下精彦1），木村昭夫，益子邦洋，大塚敏文，西澤健司2）（・）付属病院中央検査部，2）付
　　属病院薬剤部）：免疫グロブリン製剤投与によるサイトカインの変動．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
93）倉田　潔，木村昭夫，益子邦洋，大塚敏文，西澤健司1），青砥泰二2），柴田泰史2）（1）付属病院薬剤部，2）付属病院
　　中央検査部）：当施設の患者喀疾より分離された緑膿菌に対する新しい抗菌薬感受性についての検討．第8回日
　　本外科感染症研究会，1995．12．
94）西澤健司1〉，菅谷量俊1），平野公晟1），柴田泰史2），木村昭夫，益子邦洋，大塚敏文（1）付属病院薬剤部，21付属病
　　院中央検査部）：MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の検討．第8回日本外科感染症研究会，1995．
　　12．
95）望月　徹，木村昭夫，小関一英，辺見　弘，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1），青砥泰二1），西澤健司2）（1）付属病
　　院中央検査部，2）付属病院薬剤部）：当施設におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌に対するバンコマイシン，ア
　　ルベカシン，ST合剤の最小発育阻止濃度と最小殺菌濃度の比較検討．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
96）望月　徹，木村昭夫，山本保博，大塚敏文，柴田泰史1），青砥泰二1），西沢健司2）（1）付属病院中央検査部，2）付属
　　病院薬剤部）：重症熱傷症例におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌肺炎（MRSA肺炎）の研究：MRSA肺炎の
　　予後に与える影響と，ST合剤の予防的投与の有用性について．救急医学フォーラム，1995．12．
97）宮内雅人，久安早苗1），秋山勝彦2），島田　隆1》（1）第2生化学，2）久光製薬筑波研）：ガラクトース修飾ポリリジン
　　を介する肝細胞特異的遺伝子導入．日本分子生物学会年会，1995．12．
98）北垣　毅，小川理郎，高橋幸道，小池　薫，加藤一良，横田裕行，山本保博，大塚敏文：進行性化骨性筋炎を伴っ
　　た熱傷の1例．第4回日本熱傷学会関東地方会，1996．1．
99）小松孝美，岩間　裕，平間久雄，渡辺和弘，片山貴晶，田勢長一郎：胸郭外式人工呼吸器を応用した体外式心肺
　　蘇生法の試み．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
100）大友康裕，辺見　弘，原口義座，西　法正，山本保博：低酸素環境の人体に与える影響について：ガス系消火剤
　　の安全性確認試験．第21回日本集中治療医学会総会，1996．1．
101）横田裕行：最近経験した興味ある救急症例．第4回佐原CPC（橘桜会佐原），1996．2．
102）小川理郎，横田裕行，加藤一良，小池　薫，高橋幸道，山本保博，山本保博，大塚敏文：病態の把握にXe－CT，
　　MRIが有用であった一酸化炭素中毒の4症例．第10回日本中毒学会東日本部会，1996．2．
103）高見和孝，谷本佐理名，小川理郎，高橋幸道，小池　薫，加藤一良，横田裕行，山本保博，大塚敏文：多臓器不
　　全を呈し，剖検にて粟粒結核と判明した1症例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
104〉登坂直規，小関一英，二宮宣文，望月　徹，金　史英，松園幸雄，横田裕行：若年女性に発症した脳底動脈閉塞
　　の1例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
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105）大石　恵，伊藤頼子，石井龍子，本城芳香，菅沢典子，田中景子，横田裕行，加藤一良・小池　薫・クミコ・ク
　リストフ’）（1）ヒーリングアーチスト）：禰慢性軸索損傷回復期における看護の問題点．第40回日本救急医学会関
　東地方会，1996．2．
106）久志本成樹，岡嶋研二，益子邦洋，山本保博，大塚敏文：肝虚血再潅流障害の発生機序：活性化白血球と微小血
　栓の関与．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
107）谷本佐理名，高見和孝，小川理郎，高橋幸道，小池　薫，加藤一良，横田裕行，山本保博，大塚敏文：椎骨動脈
　損傷を合併した頸髄損傷の2例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
108）柴田泰史1），青砥泰二1），青山昭徳1），山下精彦1），西澤健司2），木村昭夫，益子邦洋，大塚敏文（1》付属病院中央
　検査部，2）付属病院薬剤部）＝免疫グロブリン製剤投与による血清補体価の変動．第40回日本救急医学会関東地方
　会，1996．2．
109）青砥泰二1），柴田泰史1），青山昭徳1），山下精彦1），木村昭夫，益子邦洋（1）付属病院中央検査部）：当院高度救命救
　急センターにおけるMRSAおよび緑膿菌の検出状況についての検討．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．
　2．110）大泉　旭，益子邦洋，川井　真，大塚敏文：診断に苦慮した歯突起骨折の2例．第40回日本救急医学会関東地方
　会，1996．2．
111）後藤真弓，辺見　弘，本問正人，高里良男：開頭術麻酔中のモニターとしての鼓膜温の有用性．第40回日本救急
　医学会関東地方会，1996．2．
112）大畑賀央，山下照代，辻井厚子，富岡譲二，畝本恭子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：鈍的外傷による非
　妊娠子宮断裂の1例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996。2．
113）犬塚　祥，渡辺信夫，加地正人，中野渡雄一，平山茂樹，益子邦洋1薬物服用による食道病変にて手術を要した
　　2症例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
114）井上潤一，大友康裕，本間正人，加藤　宏，小笠原弘二，原口義座，辺見　弘，西　法正：胆汁性腹膜炎早期発
　見にDIGCT，DPLが有用であった肝破裂の1症例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
115）片山裕視，辺見　弘，大友康裕，本問正人，井上潤一，加藤　宏，小笠原弘二，原口義座，西　法正：心肺脳蘇
　生における近赤外線スペクトロスコピー．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
116）望月　徹，小関一英，二宮宣文，松園幸雅，金　史英，登坂直規：敗血症・MOFに陥り治療に難渋した開放性
　骨盤骨折の1救命例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
117）二宮宣文，小関一英，望月　徹，松園幸雄，金　史英，登坂直規：大量下血の出血部位診断にRIが有効であっ
　た多発外傷の1例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
118）松本　尚，犬塚　祥，木村昭夫，益子邦洋，山本保博，辺見　弘，大塚敏文：外傷性十二指腸損傷に対するpyloric
　exclusionの検討．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
119）山本保博：災害サイクルと医療二一ズ．第1回災害医療セミナー，1996．3．
120）松田　潔，倉田　潔，志賀尚子，新井正徳，今村公一，益子邦洋，大友康裕，本問正人，大塚敏文：膵外傷の手
　術適応：術前膵管造影による開腹適応手術術式の決定．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
121）林伸吉，諌山和男，寺本　明，益子邦洋，大塚敏文：重症頭部外傷における低体温療法：下垂体前葉機能によ
　　る評価．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
122）玉置智規，諌山和男，横田裕行，布施　明，益子邦洋，辺見　弘，中澤省三，寺本　明：致死的重症頭部外傷例
　の臨床的検討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
123）布施　明，黒川　顕，諌山和男，横田裕行，大塚敏文，小林士郎1），寺本　明1），阿部靖子2），西野武士2）（1）脳神
　経外科，2）第1生化学）：実験頭部外傷におけるエネルギー状態の推移．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
124）直江康孝，猪鹿倉恭子，布施　明，黒川　顕，諌山和男，横田裕行：重症頭部外傷に対する脳組織pH測定．第
　19回日本神経外傷研究会，1996．3．
一350一
125）玉置智規1），諌山和男，横田裕行，木村昭夫，益子邦洋，辺見　弘，小林士郎1），寺本　明1）（1）脳神経外科）：重
　　症頭部外傷穿頭時における血行動態の検討．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
126〉小池　薫，山本保博：小腸虚血再潅流が感染症に及ぼす影響．第26回日本腹部救急医学会総会，1996．3．
　［多摩永山病院救命救急センター］
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Saito，T．1），Takanashi，M．2），Gallagher，E．1），Fuse，A．，Suzaki，S．，Inagaki，O．2），Yamada，K．1），andOgawa，R．1）
　　（1）Department　of　Anesthesiology，2》Yamanouchi　Pharmaceutica1）：Corticosteroid　effect　on　early　beta－
　　adrenergic　down－regulation　during　circulatory　shock：hemodynamic　study　and　beta－adrenergic　receptor
　　assay．Intensive　Care　Medicine，21，204－210，1995．
　2）Saito，T．1》，Fuse，A，，Gallagher，E．1），Cutler，S．1），Takanashi，M．2），Yamada，K．1），Carlsson，C．3），and　Camey，
　　E1），Abou－Sayf，F．4），Ogawa，R．（1）Department　of　Anesthesiology，2）Yamanouchi　Pharmaceutica1，3）Depart－
　　ment　of　Anesthesiology，Temple　University，4）Institutional　Research　Center，University　of　Hawaii）：The
　　effect　of　methylprednisolone　on　myocardial　beta－adrenergic　receptors　and　cardiovascular　function　in　shock
　　patients．Shock，　5，　241－246，　1996．
　3）須崎紳一郎：民間定期便によるlntemational　repatriationの実態とあり方：自験27例から．蘇生，13，128－134，
　　1995．
　4）星野　茂1），小林士郎1），布施　明，白石一也2）・志村俊郎3），中沢省三4）（1）千葉北総病院脳神経外科，2）付属病院
　　高度救命救急センター，3）脳神経外科，4）付属病院脳神経外科）：ラットのfluid－percussion　brain　injury後の遷
　　延性およびびまん性IgG免疫発現．神経外傷，18，173－177，1995．
　5）相星淳一，小井土雄一，冨岡譲二，辻井厚子，谷口　巧，須崎紳一郎，黒川　顕：RMX－20Rによる血液吸着の
　　サイトカインに及ぽす影響．集中治療，8，29－30，1996．
（2）総説：
　1）鈴木克昌，黒川　顕，高野照夫1）（1）第1内科）：外傷・救急における心電図．臨床成人病，25，729－737，1995．
　2）黒川顕：解析型心電計．救急医学，19，1303－1306，1995．
　3）冨岡譲二：喘息：救急外来での処置．Life　Support　and　Anesthesia，2，70－75，1995．
　4）黒川顕：アルコールに関連した意識障害．救急医学，19，1549－1551，1995．
　5）須崎紳一郎，冨岡譲二，塩津正己1），緋田雅美1）（1）看護部〉：外国人患者の国際帰国搬送（lntemational　Repatria－
　　tion）について．Emergency　Nursing，8，561－565，1995．
　6）冨岡譲二：外国人の救急患者への対応6：家族が日本にいないため，手術の用意を待つのに難渋した例．Emer
　　gency　Nursing，　8，　874－878，　1995．
　7）須崎紳一郎：国際患者搬送帰還一搬送用医療機材の準備を中心に。救急医療ジャーナル，3，16－21，1995．
　8）須崎紳一郎：プレホスピタルケア．からだの科学，186，2－8・1996．
　9）黒川顕：21世紀に向けた救急医療．KAMERADEN，22，5－8，1996．
（3）研究報告書：
　1）黒川顕：3次救急医療施設における急性中毒患者の実態．厚生科学研究・分担研究報告書，1996．
著書
　1）須崎紳一郎：〔分担〕吐血・下血．研修医のための救命・救急マニュアル（大塚敏文編），p．77－82，メディカル
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　ジャーナル，1995．
2）黒川顕：〔分担〕今日の治療指針1996年版：ショックパンツ（MAST）．（日野原重明，阿部正和監修），
　p．94－95，医学書院，1996．
3）黒川顕：〔分担〕今日の治療指針1996年版：降圧薬中毒．（日野原重明，阿部正和監修）p．113，医学書院，1996．
4）須崎紳一郎＝〔分担〕今日の治療指針1996年版：胸腔穿刺法と胸腔ドレナージ法（治療手技）．（日野原重明，阿
　部正和監修），p．77－78，医学書院，1996．
5）布施　明：〔分担〕頸静脈酸素飽和度測定マニュアル＝B．頭蓋内圧との関係　1．頭蓋内圧との同時持続測定．
　p．5356，新興医学出版社，1996．
6）須崎紳一郎：〔翻訳〕ワシントンマニュアル．（高久史麿，和田　攻監訳），p．219－235，メディカルサイエンス
　インターナショナル，1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）黒川　顕：21世紀に向けた救急医療．第13回私立医科大学臨床検査技師会学術研修会，1995．10．
（2）教育講演：
　1）冨岡譲二：海外災害医療援助の実態．北九州市消防局教育講演，1996．3．
　2）冨岡譲二：患者の情報を得るための監視装置・治療のための医療機器．第2回救急隊員の発展向上をめざすセミ
　　ナー，1996．3．
（3）シンポジウム1
　1）冨岡譲二：患者家族とICU：よりよき「死」のために．第5回日本集中治療医学会九州地方会，1995．7．
　2）相星淳一，小井土雄一，冨岡譲二，辻井厚子，谷口　巧，須崎紳一郎，黒川　顕：PMX・20Rによる血液吸着の
　　サイトカインに及ぼす影響．第6回急性血液浄化研究会，1995．10．
　3）冨岡譲二，須崎紳一郎，辺見　弘：国際患者搬送におけるアシスタンス会社の役割と問題点：日本人医療チーム
　　を主体としたSOS　Japanとの経験．第2回日本エアレスキュー研究会，1995．10．
（4）パネルディスカッション：
　1）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，畝本恭子，辻井厚子，冨岡譲二，相星淳一：救急医療におけるfutilityと
　　それへの疑問．第10回日本救命医療研究会，1995．9．
（5）ビデオセッション：
　1）辻井厚子，辺見　弘，黒川　顕，益子邦洋，須崎紳一郎，小井土雄一，冨岡譲二，相星淳一，大畑賀央，大塚敏
　　文：鈍的外傷による大動脈胸腹移行部損傷の1例．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
（6）一般講演：
　1）Suzaki，S．，Koido，Y．，Tomioka，」．，Kurokawa，A．，and　Yamamoto，Y．：The　Present　Status　and　Problems
　　of　Intemational　Repatriation　in　Japan．The4th　Intemational　Conference　on　Travel　Medicine（Acapulco），
　　1995．4．
　2）Koido，Y．，Kurokawa，A．，Mashiko，K．，Suzaki，S．，Tsujii，A．，Fuse，A．，Ohata，N．，and　Otsuka，T．：Aortic
　　Inlury　at　the　Point　of　Its　Transition　from　the　Thorax　to　the　Abdomen．The12th　Annual　Meeting　of　Pan
　　Pacific　Surgical　Association．Japan　Chapter（Guam），1995．11．
　3）小井土雄一，須崎紳一郎，小関一英1），黒川　顕，辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1）（1）救急医学）：外傷患者の
　　TRISSによる予後予測と予後評価．第95回日本外科学会総会，1995．4．
　4）本問正人，佐藤秀貴1），直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，横田裕行2）（1》付属病院高度救命救急センター，2）千葉
　　北総病院救命救急部）：びまん性軸索損傷の急性期MRI所見に関する検討．第18回神経外傷研究会，1995．4．
　5）直江康孝，須崎紳一郎，小井土雄一，高橋　聡，冨岡譲二，辻井厚子，相星淳一，本間正人，畝本恭子，中　　朗，
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　　黒川顕：外傷による肺全摘出後の気管支痩膿胸の1例．第15回過大侵襲研究会，1995．4．
6）小井土雄一究新井正徳1），冨岡譲二，須崎紳一郎，大友康裕2），小関一英3），益子邦洋4），黒川　顕，山本保博，大
　　塚敏文（n山梨県立中央病院救命救急センター，2）千葉北総病院救命救急部，3）川口医療センター救命救急セン
　　ター，4）付属病院高度救命救急センター）：TRISSを用いた多施設間の重症度および治療成績の比較検討．第9
　　回日本外傷学会，1995．5．
7）辻井厚子，辺見　弘’），黒川　顕，益子邦洋1），木村昭夫1），小井土雄一，大塚敏文’）（1）救急医学）：鈍的鎖骨下動
　　脈損傷例の臨床的検討．第9回日本外傷学会，1995．5．
8）本間正人，佐藤秀貴1），直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，横田裕行2）（1）付属病院高度救命救急センター，2）千葉
　　北総病院救命救急部）：重症びまん性軸索損傷の急性期MRI所見に関する検討．第9回日本外傷学会，1995．5．
9）直江康孝，猪鹿倉恭子，本間正人，黒川　顕，横田裕行1）（’）千葉北総病院救命救急部）：脳死症例の脳皮質細胞
　　内pHの検討．第8回脳死・脳蘇生研究会，1995．6．
10）黒川　顕，須崎紳一郎，本間正人，平田清貴1），村田正弘1），小栗顕二2），白川洋一2）（1）薬剤科，2）香川医科大学
　　救急部）：中毒患者の実態調査．第17回日本中毒学会総会，1995．6．
11）平田清貴1），村田正弘1），須崎紳一郎，黒川　顕（1）薬剤科）：急性中毒における血中ベンゾジアゼピン系薬物の定
　　量分析．第17回日本中毒学会総会，1995．6．
12）本間正人，新藤　博1），小井土雄一，辻井厚子，冨岡譲二，須崎紳一郎，南　正康2）（1）東京消防庁，2）衛生学・公
　　衆衛生学）：フロンの熱分解により発生したホスゲン，塩素ガス，塩化水素，フッ化水素中毒が疑われた急性呼
　　吸障害の1例．第17回日本中毒学会総会，1995．7．
13）本間正人，冨岡譲二，辻井厚子，山下照代，須崎紳一郎，黒川　顕，益子邦洋L》，辺見　弘i）（ユ）付属病院高度救
　　命救急センター）：蘇生後腸管壊死の1例．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
14）直江康孝，中　　朗，猪鹿倉恭子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：肺切除後の気管支痩膿胸の1例．第39
　　回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
15）本問正人，相星淳一，冨岡譲二，辻井厚子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：腹痛で発症したアルコール性
　　ケトアシドーシスの2例．第25回日本腹部救急医学会，1995．9．
16）松浦有里子，佐藤秀貴1），前川正義1），長谷川雄二1），諌山和男・），益子邦洋1），大塚敏文（1）付属病院高度救命救
　　急センター）：玩具の釘による頭部代創の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）柴田明佳1），佐藤知枝1），飯野幸永1），大津文雄2），辻井厚子，黒川　顕（1）中央検査室，2）内科）：慢性腎炎患者の
　　カテーテル尿より非溶血性B群連鎖球菌を分離した1症例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
18〉藤田進彦1），大場崇芳1），高野仁司1），国見聡宏1），田中邦夫1），長澤紘一），山下照代，黒川　顕（1）内科）：再潅
　　流不成功に終わり心破裂により死亡した下壁心筋梗塞の1例．第3回多摩地区虚血性心疾患研究会，1995．9．
19）本間正人，佐藤秀貴1），直江康孝，猪鹿倉恭子，黒川　顕，諌山和男1），横田裕行2）（1）付属病院高度救命救急セン
　　ター，2）千葉北総病院救命救急部）：びまん性軸索損傷（中等症，重症）における急性期MRI所見と予後の関係
　　の検討．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
20）猪鹿倉恭子，直江康孝，本問正人，諌山和男1），横田裕行2），黒川　顕（1）付属病院高度救命救急センター，2）千葉
　　北総病院救命救急部）：破裂脳動脈瘤の再破裂予防を目的とした術前管理の検討．第54回日本脳神経外科学会総
　　会，1995．10．
21）直江康孝，猪鹿倉恭子，本間正人，諌山和男1），黒川　顕（・）付属病院高度救命救急センター）：真の後交通動脈
　　瘤の1手術例．第54回日本脳神経外科学会総会，1995．10．
22）猪鹿倉恭子，直江康孝，布施　明，石之神小織，黒川　顕：診断困難であった内頚動脈背側動脈瘤の1例．第13
　　回多摩脳卒中研究会，1995．11．
23）黒川　顕，須崎紳一郎，小井土雄一，畝本恭子，本間正人，直江康孝，横田裕行置）（1〉千葉北総病院救命救急部）：
　　頭部外傷を持つ多発外傷の診断上の困難性と問題点．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
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24）須崎紳一郎，冨岡譲二，小井土雄一，黒川　顕，二宮宣文1），大泉　旭1），志賀尚子1），井上潤一1），倉田　潔1），
　高橋幸道1），勝見　敦1），山本保博1）（1）救急医学）二国際患者搬送帰還（lntemational　Repatriation）に要する移
　送経費の検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
25）冨岡譲二，山下照代，相星淳一，直江康孝，畝本恭子，須崎紳一郎，黒川　顕：海にも救命士を！．第23回日本
　救急医学会総会，1995．11．
26）布施　明，諌山和男1），横田裕行2），益子邦洋1），山本保博1），辺見　弘’），大塚敏文1），小林士郎3），寺本　明3），
　阿部靖子4），西野武士4），岡崎太郎4）（1）救急医学教室，2）千葉北総病院救命救急部，3）千葉北総病院脳神経外科，
　4）第1生化学）：実験頭部外傷におけるプリン代謝の促進．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
27）本問正人，相星淳一，辻井厚子，冨岡譲二，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕，木村昭夫1），益子邦洋1），辺見
　弘1），大塚敏文1）（1）付属病院高度救命救急センター〉：重症急性膵炎（1990年厚生省基準）における重症度評価の
　意義と早期手術の効果の検討．第23回日本救急医学会総会，1995。11．
28）小井土雄一，黒川　顕，須崎紳一郎，冨岡譲二，大塚敏文，山本保博，益子邦洋，小関一英1），横田裕行2），大友
　康裕2》，松田　潔3），新井正徳3）（1）川口医療センター救命救急センター，21千葉北総病院救命救急部，3）山梨県立
　中央病院救命救急センター）：TRISSによる多施設間の重症度および治療成績の比較検討の試み．第23回日本救
　急医学会総会，1995．11．
29）秋田典郎1），新藤　博1），須崎紳一郎，本間正人，小井土雄一，黒川　顕（1）東京消防庁）：ACD（active　compression
　decompression）によるCPRの効果検証について．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
30）登坂直規1），犬塚　祥1），二宮宣文1），木村昭夫1），須崎紳一郎，益子邦洋1），辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1），
　仁平　信2），林田真貴子2），大野曜吉2）（1）救急医学，2）法医学）：急性有機リン剤中毒46症例の検討．第23回日本救
　急医学会総会，1995．11．
31）冨岡譲二，本間正人，小井土雄一，辻井厚子，新藤　博1），須崎紳一郎，黒川　顕，南　正康2〉（1）東京消防庁，
　2）衛生学・公衆衛生学）：エアコンは安全か：エアコンから漏れたフロンの熱分解によって塩素系ガス・ホスゲン
　が発生したと考えられた症例．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
32）小井土雄一，直江康孝，辻井厚子，黒川　顕，犬塚　祥D，川井　真1），益子邦洋1），大塚敏文1）（’）救急医学）：労
　災外傷：TRISSによる重症度・予後の評価．第43回日本災害医学会，1995．11．
33）直江康孝，冨岡譲二，須崎紳一郎，猪鹿倉恭子，小井土雄一，辻井厚子，山下照代，幸田俊一郎，黒川　顕：中
　枢性肺胞低換気症候群（オンディーヌの呪い）により心肺停止に陥った1症例．第8回日本神経救急研究会，1995．
　11．
34）本間正人，直江康孝，布施　明，猪鹿倉恭子，黒川　顕，松本正博1），志村俊郎1〉（1）脳神経外科）：硬膜動静脈奇
　形の破裂による来院時心肺停止として来院した1例．第8回日本神経救急研究会，1995．11．
35）相星淳一，小井土雄一，冨岡譲二，辻井厚子，布施　明，畝本恭子，須崎紳一郎，黒川　顕：Septic　DICにおけ
　るProtein　C活性の検討．第8回バイオメディカルフォーラム，1995．12．
36）谷口　巧，小井土雄一，布施　明，畝本恭子，直江康孝，大畑賀央，須崎紳一郎，黒川　顕：重症頭部外傷患者
　に対しバルビツレート療法と低体温療法を行い，重症感染症を引き起こした1例．第16回過大侵襲研究会，1995．
　12．
37）本間正人，原口義座1），辺見　弘，冨岡譲二，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕（1）国立病院東京災害医療セン
　ター救命救急センター）：AKBRが治療効果判定に有効であったアルコール性ケトアシドーシスの1例．AKBR
　研究会，1995．12．
38）本間正人，原口義座1），辺見　弘，冨岡譲二，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕（1》国立病院東京災害医療セン
　ター救命救急センター）：腹痛で発症したアルコール性ケトアシドーシスの2例．第23回日本集中治療医学会総
　会，1996．1．
39）黒川　顕，小井土雄一，冨岡譲二，相星淳一，谷口　巧，山下照代，鈴木克昌，須崎紳一郎：Futilityを客観的
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　　に決められるか．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
40）冨岡譲二，黒川　顕，小井土雄一，相星淳一，山下照代，谷口　巧：解けた呪い（脳幹部出血によるオンディー
　　ヌの呪いの1症例）。第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
41）大畑賀央，山下照代，辻井厚子，冨岡譲二，畝本恭子，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：鈍的外傷による非
　　妊娠子宮断裂の1例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．1．
42）相星淳一，石之神小織，直江康孝，谷口　巧，布施　明，小井土雄一，須崎紳一郎，黒川　顕：Duodenal　varices
　　の1例．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．1．
43）布施　明，黒川　顕，諌山和男1），横田裕行2），大塚敏文，小林士郎3），寺本　明3），阿部靖子4》，西野武士4）（1）付
　　属病院高度救命救急センター，2）千葉北総病院救命救急部，3）千葉北総病院脳神経外科，・）第1生化学）：実験頭部
　　外傷におけるエネルギー状態の推移．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
44）直江康孝，猪鹿倉恭子，布施　明，黒川　顕，諌山和男1〉，横田裕行2）（1）付属病院高度救命救急センター，2）千葉
　　北総病院救命救急部）：重症頭部外傷に対する脳表組織pH測定．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
45）本間正人，正岡博幸・），高里良男1），猪鹿倉恭子，黒川　顕，佐藤秀貴3），諌山和男3），横田裕行2）（1）国立病院東
　　京災害医療センター脳神経外科，2）千葉北総病院救命救急部，3）付属病院高度救命救急センター）：びまん性軸索
　　損傷における急性期MRIの限界予後との検討から．第19回日本神経外傷研究会，1996．3．
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19．形成外科学講座
［付属病院形成外科・第二病院形成外科］
研究概要
　近年の形成外科の研究領域は全身多岐に及び，その範囲も拡大傾向にある．当教室も，全ての形成外科関連領域を
網羅し，かつ従来の概念にとらわれることなくup－to－dateな臨床研究と基礎的研究を進めている．以下に，主な研究
概要を示す．
　1）superthinflapをmicrovascularaugmentationする術式が当教室で開発され，背部のみならず前胸部をdonor
siteすることも可能となり，この皮弁が特に頸部の再建に有用であることが確認された．基礎的研究においてもこの皮
弁の血行動態を解析し，国内外の学会で高い評価を得た．
　2）深下腹壁動静脈（Deep　Inferior　Epigastric　Artery；DIEA）を茎とする各種の皮弁による再建術式は，乳房再
建のみならず外陰部再建に有用であり，形成外科以外の関連領域各科の学会においても報告された．
　3）当教室が開発したfree　vascular　bundle　transferを用いた二次皮弁による再建法のさらなる改良と各種臨床応
用が行われた．
　4）ケロイド，肥厚性疲痕に対する術後電子線照射療法の長期経過観察を行いその有用性を報告した．
　5）体内埋入異物分析の基礎的研究と異物埋入による後遺症の治療について報告した．
　6）二次皮弁における血管構築の経時的変化と，cryopreservasionによる同種血管束移植法についての動物実験が
行われ，新しい知見が得られた．
［付属病院形成外科］
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Hyakusoku，H。，Penington，D。G．，and　Gao，」．H，：Microvascular　augmentation　ofthe　super　thin　flap．Plastic，
　　　Reconstructive　and　Aesthetic　Surgery，Kugler　Publications，Amsterdam，1，587，1995．
　2）Hirai，T．：Ultrasonic　observation　of　the　facial　bone　fractures．Plastic，Reconstructive　and　Aesthetic
　　　Surgery，Kugler　Publications，Amsterdam，1，262，1995．
　3）Hyakusoku，H．，Murakami，M．，and　Aoki，R．：Multi－10bed　prope11er　f星ap　method．Plastic，Reconstructive
　　　and　Aesthetic　Surgery，Kugler　Publications，Amsterdam，1，338，1995．
　4）Mitsuhashi，K．，Hyakusoku，H．，Fumiiri，M．，and　Miyashita，T．：Treatment　of　so－called　keloids　with
　　　excision　and　postoperatiive　electron　irradiation．Plastic，Reconstructive　and　Aesthetic　Surgery，Kugler
　　　Publications，Amsterdam，1，337，1995．
　5）Kamo，K．，Gao，J．H．，Sato，M．，and　Fumiiri，M．：Transcutaneous　gas　and　blood　flow　analysis　of　the
　　　so－called　super　thin　flap　and　supercharged　super－thin　flap．Plastic，Reconstructive　and　Aesthetic　Surgery，
　　　Kugler　Publications，Amsterdam，1，605－606，1995．
　6）Aoki，R。，Gao，」。H．，Hyakusoku，H．，and　Fumiiri，M．：Long－term　follow－up　of　intercostal　cutaneous
　　　perforator　flaps　in　han（l　reconstruction．Plastic，Reconstructive　and　Aesthetic　Surgery，Kugler　Publications，
　　　Amsterdam，1，592，1995．
　7）Hyakusoku，H．：Narrow　pedicled　OCS（Occipito－cervico－shoulder）flap　for　face　and　neck　reconstruction、
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　　Cimgia　Plastica　Ibero　Latinoamericana．21，127－142，1995．
8）百束比古：広範囲熱傷後の頸部顔面擁痕拘縮の皮弁による再建．日本災害医学会会誌，43，437－442，1995．
9）百束比古：形成外科医の立場から：救急NOW顔面口腔外傷．Emergency　nursing，8，691－675，1995．
10）大久保正智：体内埋入物における問題点とその展望．形成外科，38，353－362．1995．
11）山本　達：Argatrobanの皮弁生着域拡大効果に関する実験的研究．日医大誌，62，351－359，1995．
12）土田由起子1），服部怜美1），新見やよい2》・青木見佳子2），畑三恵子2），矢島　純2），本田光芳2），三橋　清（1）千葉
　　北総病院皮膚科，2）付属病院皮膚科）：多発したProliferating　Trichilemma玉Tumorの1例．皮膚臨床，37，
　　923－926，　1995．
13）北原東」），服部怜美1），青木見佳子2），本田光芳2），嘉陽宗隆，百束比古，大秋美治3），前田昭太郎4）（1）千葉北総
　　病院皮膚科，2）付属病院皮膚科，3）千葉北総病院病理部，4）多摩永山病院病理部）：鼻根部腫瘤の1例．日本皮膚病
　　理組織学会会誌，11，66－69，1995．
（2）総説：
1）百束比古：腹直筋あるいは深下腹壁動脈（Deep　inferior　epigastric　artery：DIEA）を茎とする各種のflapに
　　よる形成再建手術の現状．日医大誌，62，567－573，1995．
著書
　1）百束比古：〔分担〕救急現場の救急医療：外傷一般＝顔面外傷．p．37－45，荘道社，東京，1995．
　2）百束比古：〔分担〕マイクロサージャリー最近の進歩．克誠堂出版，1995．
　3）秋元正宇：〔分担〕画像診断と手術シミュレーション最近の進歩．p，190－199，克誠堂出版，1995．
学会発表
（1）教育講演：
　1）百束比古：外陰部領域の形成再建手術一とくに各種皮弁の適応一．第506回日本泌尿器科学会東京地方会，1995．
　　　7．
（2）シンポジウム：
　1）Hyakusoku，H，，Hirai，T．，Akimoto，M．，and　Ohki，K．：Versatihty　ofprefabricated　orsecondaryvascular－
　　　ized　flaps　in　facial　reconstruction．11th　Congress　of　the　Intemational　Confederation　for　Plastic　Reconstruc－
　　tive　and　Aesthetic　Surgery（Yokohama），1995．4．
　2）百束比古：真皮下血管網皮弁の血行と臨床．第38回日本形成外科学会総会，1995．5．
　3）大久保正智：豊胸術の現状：免疫学的検査について．第38回日本形成外科学会総会，1995．5．
（3）一般講演：
　1）Hirai，T．：U豆trasonic　observation　of　facial　bone　fractures．11th　Congress　of　the　Intemational　Confedera－
　　　tion　for　Plastic　and　Reconstructive　Surgery（Yokohama），1995．4．
　2）Hyakusoku，H．，Penington，D．G．，and　Gao，」．H．：Microvascular　augmentation　of　the　super　thin　flap．11th
　　　Congress　of　the　Intemational　Confederation　for　Plastic　and　Reconstmctive　Surgery（Yokohama），1995．
　　　4．
　3）Hyakusoku，H．，Hirai，T．，Akimoto，M．，and　Ohki，K．：VersatilityofPrefabricatedorSecondaryVascular・
　　　ized　Flaps　in　Facial　Reconstruction．11th　Congress　of　the　Intemational　Confederation　for　Plastic　and
　　　Reconstructive　Surgery（Yokohama），1995．4。
　4）Hyakusoku，H．，Murakami，M．，and　Aoki，R，：Multi－10bed　propeller　flap　method．11th　Congress　of　the
　　　lntemational　Confederation　for　Plastic　and　Reconstructive　Surgery（Yokohama），1995．4．
　5）Mitsuhashi，K．，Hyakusoku，H．，Fumiiri，M．，and　Miyashita，T．：Treatment　of　so－called　keloids　with
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　　excision　and　postoperatiive　electron　irradiation．11th　Congress　of　the　International　Confederation　for
　　Plastic　and　Reconstructive　Surgery（Yokohama），1995．4．
6）Kamo，K．，Gao，J．H・，Sato，M．，and　Fumiiri，M．：Transcutaneous　gas　and　blood　flow　analysis　of　the
　　so－called　super　thin　flap　and　supercharged　super－thin　flap．11th　Congress　of　the　International　Confederation
　　for　P豆astic　and　Reconstructive　Surgery（Yokohama），1995．4．
7）Aoki，R．，Gao，J．H．，Hyakusoku，H．，and　Fumiiri，M．l　Long・term　follow－up　of　intercostal　cutaneous
　　perforator　flaps　in　hand　reconstructiou．11th　Congress　of　the　Intemational　Confederation　for　Plastic　and
　　Reconstructive　Surgery（Yokohama），1995．4．
8〉Aoki，R．，Hyakusoku，H．，Akimoto，M．，Mituhashi，K．，and　Inoue，S．：Immediate　reaugmentation　of　the
　　breast　after　removing　siliconoma　with　a　free　bilatera11y　divided　TRAM　flap．：XIII　Intemational　congress
　　of　the　Intemational　Society　of　Aesthetic　Plastic　Surgery（New　York），1995．9．
9）lnoue，S．，Hyakusoku，H．，Mitsuhashi，K．，and　Miyashita，T、：Treatment　of　keloid　with　excision　and
　　postoperative　electron　irradiation．：XIII　Intemational　congress　of　the　Intemational　Society　of　Aesthetic
　　Plastic　Surgery（New　York），1995．9．
10）Shimbashi，T．，Hyakusoku，H．，Okubo，M・，andOkinaga，M．：TheQ－switchedrubylasertreatmentofnevus
　　of　ota　and　tattoos．＝XIII　Intemational　congress　of　the　Intemational　Society　of　Aesthetic　Plastic　Surgery
　　（New　York），1995．9．
11）Hyakusoku，H．，Ohki，K．，Hirai，T．：Secondary　vascularized　or／and　tissue－grafted　flaps　in　bum　recon・
　　strutive　surgery：2nd　Asian－Pacific　congress　of　bums（Hong－Kong），1996．2．
12）Takizawa，Y．，Hyakusoku，H．，Murakami，M．，Kayou，M．，and　Gao，J．H．＝Head　and　neck　reconstmction
　　using　the“supercharged”subdermal　vasculametwork（SVN　or　super－thin）flaps　in　extensive　bum　patients．
　　2nd　Asian－Pacific　congress　of　bums（Hong－Kong），1996．　2．
13）山本　達，百束比古，青木見佳子1），本田光芳1）（1）付属病院皮膚科）：木村病の1例．第188回日本形成外科学会
　　東京地方会，1995．5．
14）利根川均，嘉陽宗隆，野中尚子，百束比古：Superficial　sural　arteryを主要血管とする筋膜皮弁の解剖学的考
　　察と臨床経験．第38回日本形成外科学会学術集会，1995．5．
15）山本　達，百束比古，大久保正智，青木　律，村上正洋，久吉隆郎1》，難波　亨1），野中尚子1）（1）第二病院外科）：
　　術後経過から見た筋皮弁と代用補填物の併用による胸壁全層再建症例の検討．第38回日本形成外科学会学術集
　　会，1995．5．
16）久吉隆郎1），難波　亨1），野中尚子1），山本　達，村上正洋，青木　律，大久保正智，百束比古（1）第二病院外科）：
　　stainless　steel　mesh（SSM）とmarlex　mesh（MM）による胸壁再建術について．第38回日本形成外科学会学
　　術集会，1995。5．
17）平井　隆，井上幸彦1顔面骨骨折診断における高周波超音波診断装置の有用性．第38回日本形成外科学会学術集
　　会，1995．5．
18）青木順子1），青木見佳子1），畑三恵子1），矢島　純1），服部怜美1〉，本田光芳1），簡野晃次，百束比古（1〉付属病院皮
　　膚科）：有棘細胞癌の1例．第94回日本皮膚科学会総会学術大会，1995．5．
19）平井　隆，百束比古，大木更一郎，村上正洋：prefabricated　flapによる熱傷耳介再建．第21回日本熱傷学会総
　　会，1995．6．
20）平井　隆，百束比古，大木更一郎：Flap　prefabrication．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
21）井上幸彦，嘉陽宗隆，百束比古，三橋　清，山本　達：乳房再建術によるTRAM　flapのvariation：特に各種
　　のsuperchargingとdivided　free　TRAM　flapについて．第20回日本外科系連合学会学術集会，1995．6．
22）村上正洋，嘉陽宗隆，井上幸彦，百束比古：外陰部Paget病の腹直筋皮弁による再建．第11回日本皮膚悪性腫瘍
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　学会総会，1995．6．
23）橋本網子1），青木見佳子D，畑三恵子1），矢島　純1），本田光芳1），岩切　致，三橋　清，百束比古・熊川美代子2），
　中山滋章2），島田早苗3），前田昭太郎4）（1）付属病院皮膚科，2）多摩永山病院眼科，3）多摩永山病院耳鼻咽喉科，4）多
　摩永山病院病理部）：マイボーム腺癌の1例．第11日本皮膚悪性腫瘍学会，1995．6．
24）嘉陽宗隆，百束比古，村上正洋，簡野晃司，佐藤真美子：広範囲熱傷患者の頸部癒痕拘縮再建における皮弁の適
　用と選択．第21回日本熱傷学会，1995．6．
25）平井　隆，百束比古，大久保正智，村上正洋，大木更一郎，銅冶英雄：Prefabricatedflapによる熱傷耳介再建
　術，第21回日本熱傷学会，1995．6．
26）秋元正宇，百束比古，村上正洋，嘉陽宗隆：Pedicled　Deep　Inferior　Epigastric　Artery　Flapによる悪性腫瘍切
　除後の外陰部再建例．第189回日本形成外科学会東京地方会，1995．6．
27）大木更一郎，三橋　清，井上幸彦，嘉陽宗隆，秋元正宇，百束比古：最近経験した陰茎注入異物後遺症とその社
　会的問題点について．第189回日本形成外科学会東京地方会，1995．7．
28）青木　律1），大久保正智2），百束比古（11北村山公立病院形成外科，2）第二病院形成外科）：高齢者皮膚悪性腫瘍の
　検討．日本形成外科学会北海道・東北連合地方会，1995．7．
29）太田眞琴1），山西貴仁1），青木順子1），青木見佳子1），畑三恵子1），矢島　純1），本田光芳D，尾形さやか，秋元正宇，
　佐藤元泰2）（1）付属病院皮膚科，2）足立区）：有棘細胞癌の1例．日本皮膚科学会第712回東京地方会，1995．7．
30）百束比古：マイクロサージャリーを用いた新しい概念の組織移植法開発への挑戦．第63回日本医科大学医学会総
　会，1995．9．
31）秋元正宇，David　J．Dav重dl）（1）Royal　Adelaide　Hospita1，Australia）：Treatment　of　rare　craniofacial　clefts
　and　long　term　follow　up．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
32）青木　律1），原田誠一・），田代博嗣2）（1）北村山公立病院形成外科，2）北村山公立病院皮膚科）：高齢者皮膚悪性腫瘍
　に対する我々の対応．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
33）利根川均1），大久保正智1），滝沢　康，百束比古（1）第二病院形成外科）：proximally　and　distally　based　sural　island
　f－c　flapによる下腿疲痕形成術の検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
34）千明美保，嘉陽宗隆，村上正洋，滝沢　康，百束比古：足底荷重部の再建．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　9．
35）三好将和，秋元正宇，百束比古，大木更一郎：マイクロサージャリーによる足趾の指への移植法について．第63
　回日本医科大学医学会総会，1995．9．
36）秋元正宇：Treatment　of　rare　craniofacial　clefts　and　long　term　follow　up．第63回日本医科大学医学会総会
　1995．9。
37）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），山本眞二1），野中尚
　子D，山岸茂樹1），山本　達，村上正洋，大久保正智2》，百束比古（1）第二病院外科，2）第二病院形成外科）：われわ
　れの開発した新しい術式：stainless　steel　mesh（SSM）とmarlex　mesh（MM）による胸壁再建術について．
　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
38）山本眞二1），久吉隆郎・），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之D，野中尚
　子1），山岸茂樹1），佐藤雅史2），百束比古（1）第二病院外科，2）第二病院放射線科）：術後下腿皮aspergillus症を合
　併した肺化膿症の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
39）斉藤寛浩1），玉置智規1），吉田大蔵1），野手洋治’），池田幸穂1），寺本　明1），富山俊一2），八木聰明2），滝沢　康，
　秋元正宇，百束比古（1）付属病院脳神経外科，2）付属病院耳鼻咽喉科）：脳神経外科・耳鼻科・形成外科の同チー
　ムによる前頭蓋底腫瘍の一手術例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
40）橋本網子D，青木見佳子1），畑三恵子1），矢島　純1），本田光芳1），岩切　致，三橋　清，百束比古，熊川美代子2），
　中山滋章2），島田早苗3），前田昭太郎4）（1》付属病院皮膚科，2）多摩永山病院眼科，3）多摩永山病院耳鼻咽喉科，4）多
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　摩永山病院病理部）：マイボーム腺癌の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
41）青木順子1），青木見佳子L），畑三恵子1），矢島　純1），本田光芳・），簡野晃次，百束比古（1）付属病院皮膚科）：有棘
　細胞癌の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
42）山村美和，百束比古，浅野伍朗1），平川慶子2），植草協子2），仁平　信2），大野曜吉2），井上幸彦3）（1）病理第2，21法医学，
　3）第二病院形成外科）：体内埋入異物の分析方法ならびにその結果について．第63回日本医科大学医学会総会，
　1995．9．
43）村上正洋，百束比古，三好将和，千明美保：Pachydermatoceleの治療経験．第63回日本医科大学医学会総会，
　1995．9．
44）嘉陽宗隆，銅冶英雄，利根川均，百束比古：癩痕皮弁による再建術．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
45）滝沢　康，百束比古，秋元正宇，大木更一郎，村上正洋，嘉陽宗隆，富山俊一1），渡辺秀行1），池田幸穂2），寺本
　明2》（1）付属病院耳鼻咽喉科，2）付属病院脳神経外科）：頭頸部におけるfree　DIEA　flapの有用性について．第63
　回日本医科大学医学会総会，1995．9．
46）大木更一郎，平井　隆，百束比古：Secondary　vascularized　flapの血管構築の経時的変化．第63回日本医科大
　学医学会総会，1995．9．
47）秋元正宇，村上正洋，百束比古，山本　達1）（1）総合会津中央病院形成外科）：Bi－temporal　incisionによる顎関
　節突起骨折の手術．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
48）滝沢　康，百束比古，大木更一郎，尾形さやか：内胸動静脈肋間穿通枝を用いてmicrovascular　augmentation
　を行った真皮下血管網皮弁．第190回日本形成外科学会東京地方会，1995．9．
49）大久保正智1），百束比古，永真奈恵2）（1）第二病院形成外科，2）乃木坂クリニック）：Q－Switched　ruby　laserによ
　る治療経験（その適応と限界）．The13th　congress　of　Japannese　society　for　dermatologic　surgery，1995．
　10．
50）三橋　清1），百束比古，宮下次廣2）（1）東戸塚記念病院形成外科，2）日本医科大学放射線科）＝ケロイド・肥厚性疲
　痕に対して術後電子線照射療法の有用性．The13thcongressofJapamesesocietyfordermatologicsurgery，
　1995．　10．
51）村上正洋，百束比古，秋元正宇：軽度の疲痕拘縮に対する新しい形成術Rotation　subcutaneous　pedicled　flap
　methodの考案と応用．The13th　congress　of　Japannese　society　for　dermatologic　surgery，1995．10．
52）滝沢　康，百束比古，秋元正宇，村上正洋，大木更一郎，嘉陽宗隆，尾形さやか，水野博司1）（1）防衛医科大学校
　救急部形成外科）：内胸動静脈肋問穿通枝を用いてmicrovascular　augmentationを行った真皮下血管網皮弁．
　第22回日本マイクロサージャリー学会，1995．10．
53）村上正洋，百束比古，滝沢　康，秋元正宇，嘉陽宗隆，山村美和，尾形さやか：肩甲回旋血管によるmicrovascular
　augmentationを行った真皮下血管網皮弁による頸部再建．第22回日本マイクロサージャリー学会，1995．10．
54）秋元正宇，百束比古，村上正洋，青木　律1）（1）北村山公立病院形成外科）：回転皮下茎弁法による癩痕拘縮形成
　術．第6回日中形成外科交流学術集会，1995．10．
55）百束比古，大木更一郎，平井　隆1）（1）Pennsilvania少卜［立大学形成外科）：Flap　prefabricationによる眉毛，耳介，
　尿道の再建．第6回日中形成外科交流学術集会，1995．10．
56）村上正洋，百束比古，秋元正宇，滝沢　康，井上幸彦，嘉陽宗隆，三橋　清1）（1）東戸塚記念病院）：DIEA　flap
　　とそのvariation：特にsuperchargingについて．第6回日中形成外科交流学術集会，1995．10．
57）滝沢　康，百束比古，秋元正宇，村上正洋，大木更一郎，嘉陽宗隆，尾形さやか：内胸動静脈肋間穿通枝を用い
　てmicrovascular　augmentationを行った真皮下血管網皮弁．第6回日中形成外科交流学術集会，1995．10．
58）秋元正宇，尾形さやか，百束比古：陰茎手術後に発症した蜂窩織炎に対し内視鏡下腹直筋弁を用い再建を行った
　　1例．第18回日本美容外科学会総会，1995．10．
59）大木更一郎，三橋　清，井上幸彦，嘉陽宗隆，秋元正宇，百束比古：最近経験した陰茎注入異物後遺症とその社
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　　会的問題点について．第18回日本美容外科学会総会，1995．10．
60）青木見佳子1），矢島　純1》，本田光芳1），山本　達，百束比古，川並注一2）（1）付属病院皮膚科，2）第二病院病理部）＝
　　木村病の1例．日本皮膚科学会第46回中部支部総会および学術大会，1995．10．
61）滝沢　康・百束比古，村上正洋，嘉陽宗隆：真皮下血管網皮弁の顔面頸部領域における適用．第13回日本顎顔面
　　外科学会，1995．11．
62〉秋元正宇，村上正洋，百束比古：陳旧性頬骨骨折，頭蓋骨骨折に対してハイドロキシアパタイトを用いた1例．
　　第13回日本顎顔面外科学会，1995．11．
63）秋元正宇，村上正洋，百束比古：Temporal　incisionによる下顎骨関節突起部骨折へのアプローチ．第13回日本
　　顎顔面外科学会，1995．11．
64）千明美保，嘉陽宗隆，大木更一郎，村上正洋，百束比古，青木見佳子1），新見やよい1）（1）付属病院皮膚科）：外陰
　　部，顔面に誘因なく多発した基底細胞癌の1例．第193回日本形成外科学会東京地方会・1995．12．
65）大木更一郎，山村美和，佐藤真美子，百束比古，平井　隆1）（1）ペンシルバニア州立大学形成外科）：Cryopereserva－
　　tionによる同種血管束移植法：Secondary　vascularized　flap実験モデルによる研究．第193回日本形成外科学会
　　東京地方会，1995．12．
66）百束比古，山村美和，簡野晃次，平川慶子1》，植草協子1）（1）日本医科大学法医学教室）：Hydrogel　bagの検討．
　　第65回日本美容外科学会学術集会，1996．1．
67〉三田俊二1）・島香恵子・），孔　北華1），武井麻紀1），家永　聡1），若月雅美1），田中　彰1），佐々木茂1），百束比古，
　　西島重信2），蒲生善久3）（1）多摩永山病院産婦人科，2）西島医院，3）かもうクリニック）：有茎皮膚移植を用いて再建
　　した外陰部の2症例．第297回日産婦東京地方部会例会，1996．2．
68）松沢一郎1），長谷川潤1），寺島保典1），山本史朗1），清水宏之1），秋元成太1），村上正洋，百束比古（1）付属病院泌尿
　　器科）：広範囲なデブリードマンにて救命し得たフルニエ壊疽の1例．第510回日本泌尿器科学会東京地方会，
　　1996．　2．
69）秋元正宇：ディジタルスチルカメラの形成外科領域への応用．第194回日本形成外科学会東京地方会，1996．3．
［第二病院形成外科］
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）青木　律D，大久保正智，百束比古2）（1）北村山公立病院形成外科，2）付属病院形成外科）：高齢者皮膚悪性腫瘍の
　　検討．日本形成外科学会北海道．東北連合地方会，1995．7．
　2）利根川均，大久保正智，滝沢　康1），百束比古1）（1）付属病院形成外科）：Proximally　and　distally　based　sural
　　island　f・c　flapによる下腿癩痕形成術の検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　3）久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），山本眞二1），野中尚
　　子1），山岸茂樹1），山本　達2），村上正洋2），大久保正智，百束比古2）（1）第二病院外科，2）付属病院形成外科）：わ
　　れわれの開発した新しい術式：stainless　steel　mesh（SSM〉とmarlex　mesh（MM〉による胸壁再建術につい
　　て。第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　4）山村美和1），百束比古1），浅野伍朗2），平川慶子3），植草協子3），仁平　信3），大野曜吉3），井上幸彦（1）付属病院形
　　成外科，2）病理第2，3）法医学）：体内埋入異物の分析方法ならびにその結果について．第63回日本医科大学医学
　　会総会，1995．9。
　5）大久保正智，百束比古1），沖永真奈恵2）（1）付属病院形成外科，2）乃木坂クリニック）：Q・Switched　ruby　l段serに
　　よる治療経験（その適応と限界）．The13th　congress　ofJapannesesociety　for　dermatologicsurgery，1995．10．
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20．付属病院付置施設等
［付属病院集中治療室］
研究概要
　集中治療室は昭和48年の開設以来，都内21施設よりなる東京都CCUネットワークの事務局としてその中心的役割
を果たしてきた．極めて豊富な症例を背景に，心肺血管緊急症の臨床に即した病態，診断，治療あるいは疫学，社会
学に関する研究を実施し，その成果を国内外に発表し，先進的施設のひとつとして高く評価されている．平成7年度
は従来のテーマを継続発展させるとともに，幾つかの新しい診断治療法についても研究を進めた．
　急性心筋梗塞の課題は早期収容，早期診断，早期治療，ポンプ不全の救命，発症予防である．東京都CCUネットワー
クを通じて集積されたデータをもとに疫学的社会学的観点から循環器救急疾患を総括，年次報告として発表し，体制
改善のための基礎資料を提供した．早期診断では全国に先駆け導入したトロポニン丁測定の意義を検討，トロポニン
丁迅速簡便判定法の信頼性が極めて高く有用であることを示した．さらにミオシン軽鎖流出動態についても発表し
た．治療では病棟に隣接する専用の緊急心血管造影診断治療室を最大限に活用し，積極的に経皮的冠血管形成術
（PTCA）やステント，DCAなどのインターベンションを実施，また新世代の血栓溶解薬，抗凝固薬，抗血小板薬の
全国的治験の中心施設として活動，成績を集積した．心原性ショックに関してはその発症時期と要因を調査し予防策
を提示した．また，慢性期治療法選択の指標としてのドブタミン負荷試験についても発表した．発症予防に関しては
長期にわたる積極的血清脂質低下療法の研究（Coronary　Lipid　Study）を継続，他の因子特に女性ホルモン（Coronary
And　Sex　Hormone（CASH）Study）やLupus　Anticoagulantなどについてもデータを集積している．加えて再潅
流，気絶心筋とインターロイキン6，高親和性受容体の関係など病態生理についても研究，発表した．
　心不全に対しては，ヒト心房性利尿ホルモン，フォルスコリン誘導体など新たに開発された薬剤を評価した．薬剤
不応の重症ポンプ不全に対する経皮的心肺補助法の有用性，特に脳，肝などの重要臓器機能に対する効果を明らかに
した．
　重症呼吸不全では，当施設のテーマである各種基礎疾患にもとづくARDSの病態の解明と治療法に関する研究を継
続，サイトカインやエンドセリンの関与，PDE阻害薬の効果，マスクCPAP及び体外式高頻度陰圧換気法（Hayek
Oscillator）の有用性を検討し，さらに食道癌手術など術後呼吸不全を来しやすい疾患に対する予防的抗炎症薬投与の
効果についても検討を加えた．
　解離性大動脈瘤についても全国屈指の症例数を有するが，今年度は160例について病型別に予後を追跡調査し治療法
選択の指針を示した．
研究業績
論文
（1〉原著：
　1）Seino，Y．，Setsuta，K．，Tomita，Y．，Nejima，J．，Takano，T．，and　Hayakawa，H．：Increased　plasma　levels　of
　　interleukin－6and　myocardial　stuming　after　coronary　reperfusion　therapy．Am．J．Cardiol．，76，718－720，
　　1995．
　2）高田加寿子，高野照夫，田中啓治1）（1）千葉北総病院集中治療部）：拡張型心筋症に伴う重症心不全に心房性ナト
　　リウム利尿ペプチド製剤（カルペリチド）が著効を示した1治験例．薬理と治療，23，949－952，1995．
　3）百村伸一），細田瑳一2），高野照夫，杉本恒明1），片桐敬3），本宮武司4），芹澤　剛1），田中啓治，後藤英道3），柳
　　瀬　治4），川名正敏2）（1）東京大学医学部第二内科，2）東京女子医科大学日本心臓血圧研究所，3）昭和大学医学部第
　　三内科，4）東京都立広尾病院循環器科）：NK477の臨床的検討：急性心不全に対する前期第II相試験．臨床と研
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　究，72，125H260，1995．
4）田島廣之’），村上隆介1），川俣博志1），後藤慎介’》，飯田英次1），青山俊也1），大矢　徹Il，隈崎達夫1），高山守正，
　子島　潤，高野照夫（1）放射線医学教室）：急性肺血栓塞栓症に対する超選択的t－PA動注血栓溶解療法．日医放
　線会誌，55，423－424，1995．
5）島井新一郎’），高野照夫，高山守正，清野精彦2），星野公彦2），富田喜文2），宗像一雄2），早川弘一2）（1）福生病院内
　科，2）内科第一）：急性心筋梗塞再疎通症例におけるミオシン軽鎖1流出動態に関する検討．日集中治療医会誌，
　　2，　201－206，　1995．
6）柳瀬　治1），本宮武司1），高野照夫，田中啓治，子島　潤（1）東京都立広尾病院循環器科）：ドパミン治療に抵抗性
　　を示す急性心不全患者に対するNKH477の有用性．臨床と研究，72，1518－1528，1995．
7）川名正敏1），細田瑳一1），高野照夫，片桐　敬2），本宮武司3），篠山重威4），戸嶋裕徳5）（L）東京女子医科大学日本心
　臓血圧研究所，2）昭和大学医学部第三内科，3）東京都立広尾病院循環器科，4）京都大学医学部第三内科，5）久留米大
　学医学部第三内科）：NKH477の急性心不全に対する臨床的有用性の検討：長時間静脈内持続投与による多施
　設オープン試験．臨床と研究，72，1757－1776，1995．
8）今泉孝敬：高齢者の重症大動脈弁狭窄症の1例．新薬と治療，45，38－39，1995．
9）高山守正：重症僧帽弁逆流，陳旧性心筋梗塞による再発性心不全例に対する外科手術の適応と方法の選択につい
　て．新薬と治療，45，40－41，1995．
10）浅井邦也，高山守正，染谷友子1），落　雅美2），酒井俊太，鈴木郁代1），桜井　薫，上村竜太，大場崇芳1》，高木　元1），
　国見聡宏1），星野公彦’），説田浩一1），富田喜文1），草間芳樹1），子島　潤，宗像一雄1），高野照夫，田中茂夫2）（1）
　内科第一，2）胸部外科）：PTCAに合併した左主幹部解離が上行大動脈に進展し上行大動脈置換ならびに3枝バ
　イパス術を要した1例．心血管インターベンション，10，433－438，1995．
11）竹田晋浩，保坂浩希，子島　潤，高山守正，高野照夫，金　　徹1），清水　淳1》，井上哲夫1），小川　龍1），横山広
　行2），早川弘一2）（1）麻酔科，2）内科第一）：うっ血性心不全に対しネーザルマスクCPAPは酸素化能と血行動態を
　改善する．Therapeutic　Research，16，2499－2501，1995．
12）高山守正，子島　潤，高野照夫：海外における救急救命士制度一本邦との比較一（パネルディスカッション：救
　急救命士制度をめぐって2）．Ther．Res．，16，2462－2465，1995．
13）高野照夫，高山守正，子島　潤，中西成元1），一色高明2），吉野秀朗3），内山隆史4），木村　満51，本宮武司6），小
　山雄次7），本江純子8），長尾　建9），上嶋権兵衛10），鈴木　紳11），山口　徹12），坂井　誠L3），高橋早苗14）・田村　勤15），
　林田憲明16），片桐　敬17），横井　尚18），内田達郎19），木村佑介20），廣澤弘七郎21）（1）虎ノ門病院，2）帝京大学医学
　部付属病院，3）杏林大学医学部第二内科，4）東京医科大学八王子医療センター，5）東京都済生会中央病院，6）東京都
　立広尾病院，7）西新井病院，8）日本大学医学部付属板橋病院，9）駿河台日大病院，10）東邦大学医学部付属大森病院，
　H）東京女子医科大学病院，且2）東邦大学医学部付属大橋病院，’3）東京都老人医療センター，141立正佼成会付属佼成
　病院，15）三井記念病院，16）聖路加国際病院，17）昭和大学医学部付属病院，18）順天堂大学医学部付属順天堂医院，
　19）昭和大学医学部付属病院，20）東京都医師会，21）榊原記念病院）：東京都CCUネットワーク利用状況．Ther．
　Res．，16，2421－2428，1995．
14）田中啓治1），田中　隆1），杉本忠彦1），金子晴生1），子島　潤，高野照夫，二宮淳一，早川弘一2》（1）千葉北総病院
　集中治療部，2）内科第一）：急性心筋梗塞における大動脈内バルンパンピング（IABP）無効の心原性ショックの
　病態とこれに対する経皮的心肺補助法（PCPS）の有用性ならびに問題点．心臓，27，793－801，1995．
15）高野照夫，細田瑳一1），片桐　敬2），本宮武司3），戸嶋裕徳4》，篠山重威5），百村伸一6）（1）東京女子医科大学日本心
　臓血圧研究所，2）昭和大学医学部第三内科，31東京都立広尾病院循環器科，4）久留米大学医学部第三内科，5）京都大
　学医学部第三内科，6）東京大学医学部第二内科）：急性心不全に対するNKH477の臨床的有用性の検討：用量設
　定のための多施設共同後期第2相試験．臨床薬理，26，707－725，1995．
16）細田瑳一），本宮武司2）・片桐　敬3）・高野照夫，篠山重威4），戸嶋裕徳5），小川暢也6）（1）東京女子医科大学日本心
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　　臓血圧研究所，2）東京都立広尾病院循環器科，3）昭和大学医学部第三内科，4）京都大学医学部第三内科，5）久留米大
　　学医学部第三内科，6）愛媛大学名誉教授）：急性心不全に対するNKH477注射剤の臨床的有用性の検討：多施設
　　共同第3相二重盲検比較試験．臨床薬理，26，811－830，1996．
17）加藤和三，安田寿一，杉本恒明，飯塚昌彦，細田瑳一，木全心一，中村芳郎，佐藤友英，高野照夫，高畠　豊，
　　水野　康，篠山重威，河合忠一，久萬田俊明，楠川禮造，戸嶋裕徳，中島光好：慢性心不全に対するアラセプリ
　　ル（DU・1219）の臨床効果：多施設共同二重盲検比較試験法による用量設定試験．臨床医薬，11，1995．
18）高山守正，桜井　薫・酒井俊太・哲翁弥生，浅井邦也，横山広行，今泉孝敬，子島　潤，高野照夫：再灌流療法
　　における出血性合併症は心筋梗塞の急性期予後に影響するか？：Coronary，ショック：診断と治療の進歩．日内
　　会誌，85，16－20，1996．
19）高野照夫，横山広行，太田眞夫，内田拓実，浅井邦也，酒井俊太，鈴木郁代，星野公彦，国見聡宏，今泉孝敬，
　　富田喜文，子島　潤，草間芳樹，高山守正，宗像一雄，田中啓治，早川弘一：急性心筋梗塞におけるショックの
　　対策：特にその発症時期と臨床背景の検討．心臓，27，12－22，1996．
20）高山守正，笠神康平，浅井邦也，青木　聡，酒井俊太，田寺　長，保坂浩希，竹田晋浩，藤田信輔，今泉孝敬，
　　子島　潤，高野照夫：高齢者急性心筋梗塞に対するt－PA3／4用量静注法の効果と限界．医学と薬学，35，85－89，
　　1996．
（2）綜説：
1）竹田晋浩，高野照夫：心筋梗塞の疹痛管理（特集：ICUにおける痔痛管理）．集中治療，7，467－471，1995．
2）清野精彦1），富田喜文1），子島　潤（1）第一内科）：新しい心筋傷害マーカー（特集：CCUにおける特殊検査とそ
　　の意義）：心筋トロポニンT．ICUとCCU，19，397－404，1995．
3）高野照夫，内田拓実1），太田眞夫1）（1）内科第一）：急進心筋梗塞の発症状況と救急医療体制．治療学，29，529－534，
　　1995．
4）酒井俊太，高野照夫，橋本英洋1）（1）内科第一）：IIL疾患編6．心筋梗塞と心電図一部位診断（特集：心電図診断
　　ガイド）．総合臨床，44（増刊），1267－1273，1995．
5）太田眞夫1），橋本英洋2），高野照夫（1）内科第一，2）下谷病院）：心肥大，虚血性心疾患：肥満にみられる各種病態
　　と合併症．日本臨床，53（特別号），332337，1995．
6）高野照夫：内科医に必要な救急医療13．ショック　（特集：糖尿病）．内科，76，175178，1995．
7）高野照夫：特集にあたって（特集：心疾患合併例の術中・術後管理）．ICUとCCU，19，565－566，1995．
8）高野照夫，保坂浩希，子島　潤，杉本忠彦1），二宮淳一），池下正敏1）（’）胸部外科）：新しい治療法の展開：理論
　　と実際難治性心不全に対する補助循環療法．現代医療，27，2423－2431，1995．
9）高山守正，高野照夫：冠再疎通一〇pen　artery　hypothesis一（特集：冠動脈疾患一病態から臨床へ一）．臨床医，
　　21，　2010－2011，　1995。
10）高野照夫：急性心筋梗塞の早期収容ネットワーク．呼吸と循環，43，757－763，1995．
11）竹田晋浩，高山守正，高野照夫：（特集：心機能検査とその評価法）スワンガンツカテーテルの有用性について．
　　ハートナーシング，8，815－819，1995．
12）清野精彦1》，柏木睦美1），説田浩一），高野照夫（1）内科第一）：急性肺水腫．現代医療，27，2967－2971，1995．
13）高山守正，高野照夫：急性心筋梗塞における血栓溶解療法について．Physicians　Therapy　Manua1．，7，26，
　　1995．
14）高野照夫，茅野真男1）（1）国立東京第二病院循環器科）：急性期死亡をどこまで減らせるか（小特集：心筋梗塞の
　　急性期治療）．日医会誌，114，1863－1868，1995．
15）子島　潤，高野照夫：急性心筋梗塞の診断におけるCK－MBサブフォーム迅速アッセイ法の意義．内科，77，
　　166－167，　1996．
16）子島　潤，高野照夫：急性心不全の薬物療法（シリーズ：循環器疾患の薬物治療法5）．薬事新報，1822，11－18，
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　　1996。
17）高野照夫，青木聡：病因と病態生理．4．救急医療における実態（心原性ショック：診断と治療の進歩）．日内
　会誌，85，16－20，1996．
18）高野照夫，田寺　長1経食道ぺ一シングの手技とその効果．日本医事新報，3743，130－131，1996．
19）杉本恒明，中島伸之，国枝武義，中野　超，高野照夫，平田恭信：急性心不全の治療とハンプ．THERAPEUTIC
　RESEARCH，17，667－680，1996．
20）高野照夫：「急性心筋梗塞に対するPrehospital　Thrombolysisの功罪」に対するコメント．心臓，28，105－108，
　　1996．
著書
　1）高野照夫：〔分担〕狭心症．“クリティカルケア・マニュアル　集中治療管理指針”，（窪田達也編），p．9799，
　　秀潤社，1995．
　2）高野照夫：〔分担〕不安定狭心症．“クリティカルケア・マニュアル　集中治療管理指針”（窪田達也編），
　　p，100－102，秀潤社，1995．
　3）高野照夫：〔分担〕ショック．“内科学書”（島田　馨編），p．1036～1039，中山書店，1995．
　4）高野照夫，太田眞夫：〔分担〕心血管系の異常，2．急性心不全．A．心停止．“心臓病学”（石川恭三編），
　　p．255－259，医学書院，1995．
　5）竹田晋浩，高野照夫：〔分担〕ドカルパミン．“新しい治療薬のポイント”（高久史磨監修），p．33－34，メディカ
　　ルレ・ビュー社，1995．
　6）竹田晋浩，高野照夫：〔分担〕タナドーパ穎粒．“新しい治療薬のポイント”（高久史磨監修），p．40－41，メディ
　　カルレビュー社，1995．
　7）高野照夫：〔分担〕狭心症，無症候性心筋虚血，急性心筋梗塞．“百科　家庭の医学”（尾形悦郎，小林　登監修），
　　p，351－354，主婦と生活社，1995．
　8）藤田信輔，高野照夫：〔分担〕急性心筋梗塞に伴う機能的合併症．“別冊・医学のあゆみ　循環器疾患一state　of
　　arts一”（矢崎義雄編），p．459－462，医歯薬出版，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1〉高野照夫＝急性心不全の最近の治療．第42回福島循環器談話会，1995．11．
　2）高野照夫：「難治性心不全の治療」一強心薬と補助循環一．第1回長崎アムリノン研究会，1995．12．
（2）教育講演：
　1）竹田晋浩：低酸素性肺血管収縮とエンドセリン．第17回日本麻酔薬理学会総会，1995．7．
　2）高野照夫：心不全の新しい考え方と治療の進歩．第15回日本臨床麻酔学会総会，1995．10．
　3）高野照夫：（主題：虚血性心疾患における救急医療）急性心筋梗塞の早期収容の実態一急性期診断とショックの
　　対策一．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
　4）高野照夫：難治性心不全に対する治療の現況と将来．日本循環器学会中国四国地方会第67回総会，1995．11．
（3）シンポジウム：
　1）野村敦宣，斉藤寛和，早川弘一：心臓性失神の診断と対策　1．徐脈性不整脈症例における失神の機序一血圧調
　　節機構の検討一．第10回心臓ペーシング学会学術大会，1995．6．
　2）高野照夫：（主題：循環不全の病態と治療の最前線：急性期，リハビリテーション，慢性期〉急性期治療（内科
　　的立場から）．第43回日本心臓病学会学術集会，サテライトシンポジウム，1995．9．
　3）本問　博，草間芳樹，高木　元，塚田弥生，酒井俊太，高山守正，宗像一雄，岸田　浩，早川弘一：（主題：心
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　　筋viabilityS冠血行再建）冠血行再建に際しての心筋viabilityの検出。第9回日本冠疾患学会学術大会，1995．
　　12。
4）酒井俊太’），草間芳樹D，本間　博1），今泉孝敬，高山守正，宗像一雄1），岸田　浩1），早川弘一1）（1）内科第一）：
　　（主題：心筋viabihty）ドブタミン負荷エコーによる評価＝梗塞部の運動負荷時ST上昇は残存心筋の虚血か．
　　第9回日本冠疾患学会学術大会，1995．12．
5）中西一浩，竹田晋浩，子島　潤，高山守正，高野照夫，石川　源1），金　　徹1），小川　龍1）（1）麻酔科）：重症呼
　　吸不全に対するHigh　Frequency　Negative　Pressure　Ventilationの効果．第23回日本集中治療医学会総会，
　　1996．1．
（4）パネルディスカッション：
1）高野照夫：開心術後の心不全に対するIABPの効果と限界．第36回日本脈管学会総会，1995．10．
（5）フォーラム：
1）子島　潤，高野照夫，保坂浩希，竹田晋浩，高山守正：心原性ショックに対する経皮的心肺補助法（PCPS）施
　　行中の頚静脈酸素飽和度及び動脈血ケトン対比のモニターの有用性．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
2）竹田晋浩，中西一浩，保坂浩希，子島　潤，高山守正，高野照夫，石川　源1），金　　徹1），小川　龍1）（1）麻酔科）：
　　呼吸不全における血漿エンドセリン濃度の変動．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
（6）一般講演＝
　1）Takayama，M．＝One　year　angiographical　outcome　of　coromary　artery　lesions　on　aggressive　Iipid　reduction
　　in　patients　after　recovery　from　acute　myocardial　infarction．The　llth　Asian－Pacific　Congress　of　Cardiology
　　（lndonesia），　1995．　9．
　2）Sakai，S．：Quantitative　assesment　of　myocardial　viability　by　dobutamine　stress　TC99m　sestamibi　gated
　　SPECT．42nd　Annピal　World　Assembly　of　American　College　of　Angiology（Hawaii），1995．7．
3）Motomiya，T．1），Hosoda，S．2），Katagiri，T．3），Takano，T．and　Toshima，H．4）（1）東京都立広尾病院循環器科，2）
　　東京女子医科大学日本心臓血圧研究所，3）昭和大学医学部第三内科，4）久留米大学医学部第三内科）：Acuteeffect
　　of　NKH477，a　novel　forskolin　derivative　in　patients　wite　acute　heart　failure：A　multicenter　placebo
　　controlled　double－blind　triaL　American　Heart　Association68th　Scientific　Sessions（Anahaim）・1995．11．
　4）高山守正，宗像一雄1），富田喜文1），草間芳樹1），太田眞夫1），高野照夫，早川弘一1）（1）内科第一）：急性心筋梗塞
　　の冠動脈病変に対する積極的脂質低下療法の効果：CORONARY　LIPID　STUDY．第92回日本内科学会総会，
　　1995．4．
　5）竹田晋浩，金　　徹1），小野寺英貴1），中西一浩，坂本篤祐1），井上哲夫’），高野照夫，小川　龍1）（1）麻酔科）：急
　　性心不全に呼吸不全を合併した症例の呼吸機能に対するアムリノンの効果．第42回日本麻酔学会総会，1995．4．
　6）富田喜文1），清野精彦1），星野公彦1），草間芳樹1），宗像一雄1），岸田　浩1），早川弘一1），子島　潤，高山守正，高
　　野照夫（1）内科第一）：血中マーカーによる不安定狭心症の予後判定と治療戦略．第15回心筋梗塞研究会，1995．
　　7．
　7）横山真也1），高山守正，竹田晋浩，哲翁弥生・），木川好章1），横山広行・），青木　聡，酒井俊太，田寺　長，保坂浩
　　希，藤田信輔，今泉孝敬，子島　潤，高野照夫（1）内科第一）：自然再開通責任病変への緊急PTCA施行後に心
　　破裂を生じ救命されたにもかかわらず顕著な心筋逸脱酸素の上昇を示さなかった切迫前壁梗塞の1例．第157回
　　日本循環器学会関東甲信越地方会，1995．9．
　8）酒井俊太，山根吉人1），清宮康嗣1），丸山光紀1），高野雅充，小谷英太郎1），青木　聡，関戸司久1），星野公彦1），
　　雪吹周生1），今泉孝敬，富田喜文1），草間芳樹1），高山守正，宗像一雄り，岸田　浩1），高野照夫，早川弘一亘）（1）内
　　科第一）＝冠動脈形成術におけるNew　deviceの使用状況と初期成績．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　　9．
　9）星野公彦1），富田喜文1），横山広行1），草間芳樹1），高山守正，清野精彦1），宗像一雄1），高野照夫，岸田　浩1），早
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　川弘一1）（・）内科第一）：（主題：虚血性心疾患（1〉）Troponin－丁流出動態による不安定狭心症の長期予後の予測．
　第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
10）青木　聡，浅井邦也1），横山広行1），富田喜文1），草間芳樹1），高山守正，宗像一雄1），高野照夫，早川弘一）（1）内
　科第一）：若年者心筋梗塞（40歳以下）の長期予後と規定因子．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
11）子島　潤，保坂浩希，高野照夫，竹田晋浩，今泉孝敬，藤田信輔，杉本忠彦1），田中啓治1）（千葉北総病院集中治
　療部）：（主題：補助循環・心肺蘇生）経皮的心肺補助法（PCPS）が心原性ショック時の脳血流と肝細胞機能に
　及ぽす効果．第43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
12）本間　博1），草間芳樹1），高木　元1），大場崇芳1），哲翁弥生1），酒井俊太，横山広行1），高山守正，宗像一雄1），岸
　田　浩1），早川弘一1）（1）内科第一）：（主題：心筋蘇生能（viability）の診断（2）心エコー法を中心として）心筋
　梗塞領域の心筋viabilityの検出一ドブタミン負荷心エコー図法とdual　TI－BMIPP　SPECTとを用いて．第43回
　　日本心臓病学会学術集会，1995．9．
13）山本　剛1），高山守正，大場崇芳1），藤田進彦1），高木　元1），小谷英太郎1），青木　聡，酒井俊太，雪吹周生1），
　今泉孝敬，富田喜文1），草間芳樹1），宗像一雄1），高野照夫，早川弘一1）（1）内科第一）：冠再灌流療法後の残存冠病
　変へのUK持続静注の有用性について：QCAによる検討．第36回日本脈管学会総会，1995．9．
14）藤田信輔，高山守正，子島　潤，及川恵子・青木　聡・酒井俊太，田寺　長，野村敦宣，哲翁弥生，保坂浩希，
　今泉孝敬，高野照夫，清野精彦1），早川弘一1）（1）内科第一〉：急性心血管疾患における特異的フィブリンモノマー
　定量による血栓形成動態の評価．第36回日本脈管学会総会・1995．9．
15）笠神康平’），斉藤　均1），田中　隆1），田中啓治1），高田加寿子，子島　潤，高野照夫，早川弘一21（1）千葉北総病
　院集中治療部，2）内科第一）：うっ血性心不全におけるヒト心房性ナトリウム利尿ペプチドの動態とカルペリチ
　　ドの適応．第36回日本脈管学会総会，1995．9．
16）酒井俊太，高山守正，今泉孝敬，青木　聡，山根吉人1），清宮康嗣D，小谷英太郎1），関戸司久1），星野公彦1），雪
　吹周生1），富田喜文1），草間芳樹1），宗像一雄1），高野照夫，早川弘一1）（1）内科第一）：急性心筋梗塞に対するPrimary
　Thrombolysis　and　Deffered　Stentimg：より完全な再灌流のために．第7回心血管インターベンション関東甲
　信越地方会，1995．10．
17）斎藤寛和1），野村敦宣，加藤貴雄1），長澤紘一2），早川弘一）（1）内科第一，2）多摩永山病院内科）：（主題：薬物併
　用・相互作用）エバスチン，エリスロマイシン併用時の薬物相互作用一心電図変化を中心に一．第16回日本臨床
　薬理学会，1995．11．
18）田中　隆1），斉藤　均，斉藤好信，山本　剛1），笠神康平2），田中啓治2），子島　潤，高山守正，高野照夫，早川弘
　一L）（1）内科第一，2）千葉北総病院集中治療部）：（主題：薬効評価）うっ血性心不全に対するnicorandi1一回大量
　静注法の効果．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
19）酒井俊太，浅井邦也1），小原俊彦1），田寺　長，藤田信輔，今泉孝敬，子島　潤，高山守正，高野照夫，早川弘一11
　　（1）内科第一）：虚血性心発作における心電図aVR誘導ST上昇の意義．第12回日本心電学会，1995．11．
20）清宮康嗣1），寺田秀人1），井野　威1），荒牧琢己1），早川弘一1），保坂浩希，高野照夫，田中茂夫2）（1）内科第一，
　　2）胸部外科）：肝不全死したischemic　hepatitisの1剖検例．第441回日本内科学会関東地方会，1995．11．
21）高野照夫，高山守正：東京都CCUネットワーク利用状況及びアンケート報告．第15回CCU研究会，1995．11．
22）河原裕泰，日下部史郎，宮内靖史1），間宮康貴，今泉孝敬・富田喜文1）・中西一浩・竹田晋浩・子島　潤，高山守
　　正，高野照夫，早川弘」）（1）内科第一）：高度左室機能障害を合併したとかんがえられたARDSの1例．第4回
　　日本集中治療医学会関東甲信越地方会，1995．12．
23）高山守正，高野照夫：（主題：欧米における冠動脈疾患の管理と治療の現状）海外におけるProspective　Clinical
　　Studyへの取り組み方：立案から成績の社会還元まで．第9回日本冠疾患学会学術大会，ファイアサイドカン
　　ファレンス，1995．12．
24）木内　要，子島　潤，遠藤孝雄1），早川弘一D（1）内科第一）：（主題：6．循環系と神経体液因子）心不全進展時
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　　の末梢血管抵抗の調節とBaroreflex神経体液性因子との関連．第12回心不全研究会，1996．1
25〉柳瀬　治1），本宮武司1），細田瑳一2），片桐　敬3），高野照夫，篠山重威4），戸嶋裕徳5），小川暢也6）（1）東京都立広
　　尾病院循環器科，2）東京女子医科大学日本心臓血圧研究所，3）昭和大学医学部第三内科，り京都大学医学部第三内
　　科，5）久留米大学医学部第三内科，6）愛媛大学名誉教授）：急性心不全におけるフォルスコリン誘導体（NKH477）
　　の血行動態に及ぼす急性効果：多施設共同二重盲検比較試験による検討．第12回心不全研究会，1996．1．
26）保坂浩希，高野照夫，高山守正，子島　潤，今泉孝敬，藤田信輔，竹田晋浩，中西一浩，酒井俊太，田寺　長，
　　野村敦宣，青木　聡，桧山和弘，三浦剛史：難治性心不全に対するCHDFの効果．第23回日本集中治療医学会
　　総会，1996．1．
27）松井洋法，竹田晋浩，中西一浩，酒井俊太，保坂浩希，子島潤，高山守正，石川　源1），小川　龍・）（ユ）麻酔科）：
　　肺動脈カテーテル挿入により肺動脈破裂を生じた2症例．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
28）桧山和弘，保坂浩希，子島　潤，高野照夫，竹田晋浩，野村敦宣，清宮康嗣，渡邊明子，藤井正太n，高津圭介1），
　　秋山博彦1）・杉本忠彦1）・矢島俊巳1）・二宮淳一），田中茂夫1）（1）胸部外科）＝体外ぺ一シング不能な心停止症例に
　　対するPCPSの有用性．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
29）青木　聡，山根吉人1），清宮康嗣1），丸山光紀D，高野雅充D，小谷英太郎1），関戸司久1），酒井俊太，星野公彦1），
　　雪吹周生1），今泉孝敬，富田喜文1），草間芳樹1），高山守正，宗像一雄1），岸田　浩1），高野照夫，早川弘一1）（11内
　　科第一）：急性心筋梗塞症例に対する冠動脈内ステント植え込み術の初期成績．第23回日本集中治療医学会総会，
　　1996。　1．
30）田中啓治1），田中庸介1），掃部弘行1），笠神康平1），田中　隆1），高野照夫（千葉北総病院集中治療）：ICUにおけ
　　るこれからのモニタリングシステム：連続データと統合データ：大量情報処理について．第23回日本集中治療医
　　学会総会，1996．1．
31）清野精彦1），富田喜文1），星野公彦1），子島　潤，高野照夫，岸田　浩1），早川弘一1）（1）内科第一）：血液生化学的
　　マーカーによる心筋障害の病態：特に心筋Troponin　T測定系について．第93回日本内科学会講演会，1996．2．
32）清水秀一，高山守正，小野卓也，保坂浩希，三浦剛史，雪吹周生1），今泉孝敬，子島　潤，宗像一雄1），高野照夫
　　（1）内科第一）：Peak　CK19，092u／1，CK・MB957u／1に達したが軽快退院した急性広範前壁梗塞例の臨床像．日
　　本循環器学会関東甲信越地方会・第159回学術集会，1996．2．
33）酒井俊太，青木　聡，田寺　長，野村敦宣，保坂浩希，中西一浩，竹田晋浩，藤田信輔，今泉孝敬，子島　潤，
　　高山守正，高野照夫：急性冠症候群における虚血発作時心電図aVR誘導ST上昇の重要性について．第7回日
　　本臨床モニター学会総会，1996．3．
34）竹田晋浩，石川　源1），金　　徹1），中西一浩，坂本篤祐1），小川　龍ユ）（1）麻酔科）：食道癌手術に対するメチルプ
　　レドニゾロン術前投与の効果．第43回日本麻酔学会総会，1996．3．
35）中西一浩，清水　淳n，小野寺英貴1），金　　徹1），竹田晋浩，小川　龍’）（1）麻酔科）：体外循環下開心術における
　　ウリナスタチンのサイトカイン：穎粒球エラスターゼに及ぽす効果．第43回日本麻酔学会総会，1996。3．
36）高山守正，酒井俊太，星野公彦1），本間　博1），安武正弘1），関戸司久1），青木　聡，雪吹周生1），今泉孝敬，富田
　　喜文1）・草間芳樹1）・宗像一雄1），早川弘」）（1）内科第一）：（主題：弁膜：治療Valvular　bisease：Treatment）
　　経皮経静脈的僧帽弁交連裂開術（PTMC）の再狭窄と長期成績．第60回日本循環器学会総会・学術集会，1996．
　　3．
37）木内　要：（主題：心筋虚血・再灌流（基礎）：再灌流障害（活性酸素ほか））再灌流心筋における高親和性受容
　　体の役割．第60回日本循環器学会総会・学術集会，1996．3．
38）木内　要，子島　潤，遠藤孝雄L），早川弘」）（1）内科第一）：血管α1受容体のdesensitizationの機序．第60回日
　　本循環器学会総会・学術集会，1996．3．
39）高山守正，宗像一雄，青木　聡，酒井俊太，星野公彦，雪吹周生，今泉孝敬，富田喜文，草間芳樹，高野照夫，
　　早川弘一）（1）内科第一）：（主題：高脂血症・動脈硬化：冠硬化）右冠動脈は進展を，左回旋枝は退縮を：各冠動
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　　脈枝における冠動脈粥状硬化の進展退縮の不均一性．第60回日本循環器学会総会・学術集会，1996．3．
40）子島　潤，高野照夫，竹田晋浩，高山守正，保坂浩希，今泉孝敬，清野精彦1），説田浩一1），早川弘一1）（1）内科第
　　一）：（主題：心筋虚血・再灌流（臨床）：病態）急性心筋梗塞再灌流療法における血清インターロイキン6の産
　　生部位．第60回日本循環器学会総会・学術集会，1996．3．
41）圷　宏一，保坂浩希，子島　潤，高山守正，今泉孝敬，藤田信輔，竹田晋浩，中西一浩，田寺　長，酒井俊太，
　　野村敦宣，青木　聡，高野照夫，杉本忠彦1），佐々木健志1），田中茂夫1）（1）胸部外科）：急性解離性大動脈瘤160例
　　の検討．第60回日本循環器学会総会・学術集会，1996．3．
42）説田浩一1），高橋直人1），佐々木健志1），原田　厚1），清野精彦2），高野照夫，岸田　浩2），早川弘一2）（1）海老名総
　　合病院循環器センター，2）内科第一）：慢性心不全症例における第二世代心筋TroponinT（TnT）測定値上昇の
　　臨床的意義．第60回日本循環器学会総会・学術集会，1996．3．
［付属病院病理部］
研究概要
　この一年，日常の診断業務並びにそれに関わる臨床各科からのconsultation業務に追われ，病院病理部独自の研究
活動は十分であったとは言い難いが，人体材料を対象とした病態の解明並びに病理学教室を中心とした共同研究によ
る基礎的な研究として，以下に掲げるような成果を挙げられた．日常業務の中に研究対象として解明すべきテーマは
無数と言って良いほどあるが，付属病院病理部の置かれた状況では病理部独自の研究として発展させるには，システ
ムも含めまだまだ多くの問題を抱えており，昨年本欄に記載した“道はまだ遠い”との言葉を繰り返さなければなら
ないのは残念である．特定機能病院として，臨床各科から病理部に対して出される要望は日常業務も含め今後とも増
加すると予測され，大学付属病院病理部として必要な要員も確保されていない状況下で独自の研究を発展させること
は益々困難になるかも知れない．抜本的な改革を早急に進める必要がある．
　この様な研究環境の中では，今後とも病理部・病理学教室並びに臨床各科との共同研究，更には米国NIH等外部の
研究機関との交流による共同研究について発展させていくことになるが，同時に，若い研究者と病理部を核とした研
究の出来る体制作りにも努力していくつもりである．
　関心のある研究者の参加を歓迎します．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Tamura，K．，Fukuda，Y．1），Ishizaki，M．1〉，Masuda，Y．1），Yamanaka，N．1），Ferrans，V。J．2）（1）病理学第一，
　　2）NHLBI，NIH）：Abnormalities　in　elastic　fibers　and　other　components　of　floppy　mitral　valve，Am，Heart
　　J．，　129，　1149－1158，　1995。
　2）Tamura，K．1），Jones，M．1），Yamada，1．1），Ferrans，V．J．1）（1）NHLBI，NIH）：A　Comparison　of　failure　modes
　　of　glutaraldehyde－treated　versus　antibiotic・preserved　mitral　valve　allografts　inplanted　in　sheep・J・Thrac・
　　Cardiovasc．Surg．，　110，　224－38，　1195．
　3）Kitamura，H．1》，Sugisaki，Y．，and　Yamanaka，N．1）（1）病理学第一）：Endothelial　regeneration　during　the
　　repair　process　fo110wing　Habu－snake　venom　induced　glomerular　injury。Virchows　Arch．，427，195－204，
　　1995．
　4〉Kawamoto，M．1），Fukuda，Y．1），Kamoi，S．2），Sugisaki，Y．，and　Yamanaka，N．’）（1）病理学第一，2）産婦人科学
　　教室）；Sebaceous　carcinoma　of　the　vulva．Pathology　Int．，45，767－773，1995．
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15）益田行成1），清水　章1），北村博司1），室賀一宏1），石崎正通D，杉崎祐一，山中宣昭1）（1）病理学第一）：Thy－1腎炎
　　における好中球の作用について：ハイドロキシウレア投与による好中球枯渇化の影響．第38回日本腎臓学会総
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［付属病院中央検査部］
研究概要
　日常検査はもとより，検査の進歩に伴って開発される各種検査の検査方法，精度，有用性についても前向きに検討
していきたい。
　本年度の活動は，院内感染として問題となっている多剤耐性菌（MRSA）及び緑膿菌を中心とした分離菌の検出状
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況，抗菌剤感受性チェック，さらに各種抗菌剤の併用効果の検討，且6耽0伽伽7かJo万感染における測定意義，臨床
的有用性等の基礎的検討に取り組んでいる．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kimura，A。，Henmi，H。，Mashiko，K，Yamamoto，Y．，Otsuka，T．，Shibata，Y．，Shibata，K．Igarashi，H．，and
　　Maruyama，S．：Circulating　Interleukin－10in　patients　with　Severe　Bums：A　good　marker　for　the　severity
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　2）柴田泰史，木村昭夫1），西澤健司2），五十嵐英夫3）（1）救急医学科，2）薬剤部，3）東京都立衛生研究所）：免疫グロブ
　　リン製剤における抗Toxic　Shock　Syndrome　Toxin4（TSST－1）抗体価の検討．日本外科感染症研究，7，
　　65－70，　1995．
　3）倉田　潔1），木村昭夫，工廣紀斗司1），柴田泰史，西澤健司2），青砥泰二，益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）
　　救急医学科，2）薬剤部）：重傷救急患者における緑膿菌感染症に対する使用抗菌剤の検討．日本外科感染症研究，
　　7，　165－170，　1995．
　4）柴田泰史，木村昭夫1），西澤健司2），青山昭徳，山下精彦，辺見　弘’），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科，
　　2）薬剤部）1免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動．日救急医会関東誌，16．240－241，1995．
　5）倉田　潔1），木村昭夫1），西澤健司2），柴田泰史，益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1）（救急医学科，2）薬剤部）＝
　　緑膿菌感染症に対するImipenem及びAmikacin併用療法の検討．日救急医会関東誌，6，242－243，1995．
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　　緑膿菌に対するイセパマイシンとイミペンネム，パニペネム，セフタジジムのin　vitroおける併用効果の検討。
　　日救急医会関誌，16，462－463，1995．
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　　救急医学科）：メチシリン耐陸黄色ブドウ球菌及び緑膿菌混合感染に対するArbekacin，Fosfomycin，及びβラ
　　クタム系薬剤の3者併用療法の検討．日救急医会関東誌，16，464－465，1995．
　9）西澤健司1），伊藤純子1），菅谷量俊1），平野公晟1），柴田泰史，木村昭夫2），益子邦洋2），辺見　弘2）（11薬剤部，救
　　急医学科）：硫酸アルベカシン，硫酸アミカシンの分布容積と患者重症度との関連性の検討．日救急医会関東誌，
　　16，468－469，1995．
10）柴田泰史，木村昭夫2），西澤健司1），青山昭徳，山下精彦，益子邦洋2），辺見　弘2），大塚敏文2）（1）薬剤部，2）救急
　　医学科）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動：第二報．日救急医会関東誌，16，470－471，
　　1995．
11）園部一成，橋本政子，松倉則夫1），青山精彦（1）付属病院外科第一）：全自動免疫測定装置COBAS　COREによる
　　E6ガoo枷6云67勿lo万IgG抗体検出定量法の検討．臨床検査機器・試薬，18，535－545，1995．
（2）研究報告書：
　1）柴田泰史：交通外傷における血中アルコール検出状況．平成5年度（財）交通・予防医学研究財団助成事業研究報
　　告書，p。77－90，1995．
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　　熱傷学会総会・学術集会，1995，6．
　4）木村昭夫・），柴田泰史，辺見　弘1），益子邦洋1），山本保博1），大塚敏文・）（・）救急医学科）：重症熱傷患者における
　　血中interleukin－10の検討．第21回日本熱傷学会総会・学術集会，1995．6．
　5）柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司2）（1）救急医学科，
　　2）薬剤部）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST4抗対価の変動：第二報．第39回日本救急医学会関東地方
　　会，1995．7．
　6）菅谷量俊1）・西澤健司1），平野公晟1），木村昭夫2），益子邦洋2），辺見　弘2），柴田泰史，青砥泰二（1）薬剤部，2）救
　　急医学科）：緑膿菌に対するイセパマイシンとイミペム，パンペネム，セフタジジムのin　vitroにおける併用効
　　果の検討．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
　7）工廣紀斗司1），木村昭夫D，益子邦洋・），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司2），菅谷量俊2），柴田泰史（1）救急医学
　　科，21薬剤部）：MRSA及び緑膿菌混合感染に対するArbekacin，Fosfomycin及びβラクタム系薬剤の3者併
　　用療法の検討．第39回日本救急医学会関束地方会，1995．7．
　8）西澤健司1），菅谷量俊1），伊藤純子1），平野公晟1），木村昭夫2），益子邦洋2），辺見　弘2），柴田泰史（1）薬剤部，2）救
　　急医学科）：硫酸アルベカシン，硫酸アミカシンの分布容積と患者重症度との関連性の検討．第39回日本救急医
　　学会関東地方会，1995．7．
　9）玉置智規1），野手洋治1），池田幸穂1），寺本　明1），諌山和男2），柴田泰史，小池　薫2），木村昭夫2），益子邦洋2），
　　辺見　弘2），大塚敏文2）（1）付属病院脳神経外科，2〉救急医学科）：くも膜下出血後の動脈血中ケント体比（AKBR）
　　の変動．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
10）柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，犬塚　祥1），益子邦洋1），大塚敏文1），西澤健司2）（1）救急医学科，2）薬剤部）：救
　　急領域における薬物同定システムREMEDIRの有用の検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
11）園部一成，橋本政子，松倉則夫1），青山昭徳，山下精彦（1）付属病院外科第一）：漉万60加碗7乃Jo万感染におけ
　　る血清抗体量値からの解析．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
12）堤　章江，三橋　太，橋本政子，青山昭徳，山下精彦：間接凝集反応によるトキソプラズマ抗体検出法の比較．
　　第63回日本医科大学医学会総会．1995．9．
13）橋本政子，青山昭徳，山下精彦，小長谷勝利1），皆川　彰L），水谷　誠2）（1）日本医学技術専門学校，2）日本生物科
　　学研究所）：キノコ（クリタケ）に見い出されたHレクチン様物質．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
14）福田高久，長谷川栄子，橘田和美，間宮一夫，青山昭徳，山下精彦：全自動血液凝固分析装置コアグレックスー700
　　の導入と評価：第一報PT，APTT，Fibの検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9，
15〉長谷川栄子，中村祐三，山本信也，青山昭徳，山下精彦：Dダイマー定量測定導入における比較及び基礎的検討．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
16）長尾敦子，田中久美，高木　豊，山本信也，青山昭徳，山下精彦：全自動血液ガス分析機ABL・505導入における
　　基礎的検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）村本和子，佐藤美砂，青砥泰二，青山昭徳，山下精彦：全自動血液培養バクテック9240導入後の動向．第63回日
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　　本医科大学医学会総会，1995．9．
18）小林真紀1），大越正和1），園部一成，松倉則夫2）（1）セティカンパニーリミテッド，2）付属病院外科第一）：κ醐
　　づoo6α6’67乃！oガ感染における13C尿素呼気テストの1点測定法による意義とその有用性．第11回13C医学応用研
　　究会，1995．11．
19）柴田泰史，青砥泰二，西澤健司2），望月　徹1），木村昭夫1），小関一英1》，辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1）（1）
　　救急医学科，2）薬剤部）：重症熱傷症例におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌肺炎とsulfamethoxazole／
　　trimethoprim合剤の予防的投与の有用性の検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
20）後藤真弓1），辻井厚子1），勝見　敦1），川井　真1），辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1），西澤健司2），柴田泰史（1）
　　救急医学科，2）薬剤部）：凍結保存皮膚のviabilityの検討．第23回日本救急医学会総会・1995．11．
21）木村昭夫・），益子邦洋1），山本保博1），大塚敏文・），柴田泰史，西澤健司2），大国寿士3），留目優子31，（1）救急医学科・
　　2）薬剤部，3）老人研究所免疫部門）：サイトカイン血漿患者に対するγグロブリン製剤投与の意義についての検
　　討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
22）小関一英1），望月　徹1），益子邦洋2），久志本成樹2），大塚敏文2），西澤健司3），柴田泰史，紺野明子（1）川口市立医
　　療センター救命救急センター，2）救急医学科，3）薬剤部）：DICに対する抗凝固療法後の血小板動態と臓器機能及
　　び病態との関連．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
23）柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，木村昭夫1），益子邦洋1），大塚敏文1），西澤健司2）（1）救急医学科，2）薬剤部）：免
　　疫グロブリン製剤投与によるサイトカインの変動．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
24）倉田　潔1》，木村昭夫1），益子邦洋1），大塚敏文1），西澤健司2），青砥泰二，柴田泰史（1）救急医学科・2）薬剤部）：
　　当施設の患者喀疾より分離された緑膿菌に対する新しい抗菌薬感受性についての検討．第8回日本外科感染症研
　　究会，1995．12．
25）西澤健司2），菅谷量俊2），平野公晟2），柴田泰史，木村昭夫1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科・2）薬剤部）：
　　MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の検討．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
26）望月　徹1），木村昭夫1），辺見　弘1），山本保博1），大塚敏文1），柴田泰史，青砥泰二，西澤健司2）（1）救急医学科，
　　2）薬剤部）：当施設におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌に対するバンコマイシン，アルベカシン，ST合剤の
　　最小発育濃度と最小殺菌濃度の比較検討．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
27）青砥泰二，柴田泰史，青山昭徳，山下精彦，木村昭夫・），益子邦洋1）（・）救急医学科）：当院高度救命救急センター
　　におけるMRSA及び緑膿菌の検出状況についての検討．第40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
28）柴田泰史，青砥泰二，青山昭徳，山下精彦，西澤健司2），木村昭夫1），益子邦洋1》，大塚敏文1）（1）救急医学科，2）薬剤部）：
　　免疫グロブリン製剤投与による血清補体価の変動．第40回日本救急医学会関東地方会・1996．2・
29）畑　宏芳：急性白血病の治療経過に伴う細胞の形態変化とスキャッタープロットの時系列的変化．第1回ヘマト
　　ロジーシンポジウム，1996．2．
30）畑宏芳：サンプルフロー・テルモ・メディカルセミナー，1996．2．
［付属病院薬剤部］
研究概要
　近年ソリブジン事件，エイズ薬害訴訟などの問題から，医薬品の適正使用に対する薬剤師の役割が強く求められて
いるが，当院薬剤部では以前より医薬品の適正使用を推進するために，多くの業務改善と研究発表を行ってきた。
　研究業績については，今年度も当薬剤部の継続した研究テーマである感染症における薬物投与の問題，（緑膿菌に対
する抗生物質の併用効果，MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の有効性，熱傷患者における抗生物質の体
内動態など），点滴容器へのインスリン吸着の問題，癌性柊痛治療におけるモルヒネ投与の問題について発表した．ま
た，院内感染対策委員会において問題となったMRSAに対する消毒剤の効果，および救命救急センター入院患者の多
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くは低意識レベル患者のため薬剤管理指導料請求の対象とならないことから，診療報酬上評価するよう救命救急セン
ターにおける薬剤師の役割をまとめ発表した．その他，ソリブジン事件以来製薬会社の情報提供のあり方が問題となっ
ていることから，製薬会社から当院薬剤部に情報伝達されるまでの期間の調査，および現在体制の整備が求められて
いる救急医療における薬剤師参加に関する調査などを実施し，その結果を発表した．
　さらに今年度は，「ナースのための臨床薬剤学」および「薬剤師の病棟実務」を分担執筆し出版した．
　第二次医療法改正により，薬剤師も「医療の担い手」と明記され益々責任が重くなった．医療環境の激変する中，
薬剤師に求められる役割を考えた研究を今後も積極的に行って行きたいと考えている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）柴田泰史2），西澤健司，木村昭夫1），辺見　弘1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科，2）中央検査部）：免疫グ
　　ロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動．日救急医会関東誌，16，240－241，1995．
　2）倉田　潔1），木村昭夫1），西澤健司，辺見　弘1），益子邦洋1），大塚敏文1），柴田泰史2）（1）救急医学科，2）中央検査
　　部）：緑膿菌感染に対するimipenemおよびamikacin併用療法の検討．日救急医会関東誌，16，242－243，1995．
　3）菅谷量俊，西澤健司，平野公晟，木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），柴田泰史2）（1）救急医学科，
　　2》中央検査部）：MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の検討．日救急医会関東誌，16，244－245，1995．
　4）倉田　潔1），木村昭夫1），西澤健司，工廣紀斗司1），辺見　弘1），益子邦洋1），大塚敏文1），柴田泰史2）（・）救急医学
　　科，2）中央検査部）：重症救急患者における緑膿菌感染に対する使用抗菌剤の検討．日本外科感染症研究，7，
　　165－170，　1995．
　5）菅谷量俊，西澤健司，平野公晟，木村昭夫1），益子邦洋1》，大塚敏文1），柴田泰史2）（1）救急医学科，2）中央検査部〉：
　　緑膿菌に対するイセパマイシンとイミペネム，パニペネム，セフタジジムのin　vitroにおける併用効果の検討．
　　日救急医会関東誌，16，66－67，1995．
　6）工廣紀斗司1），木村昭夫L），西澤健司，辺見　弘’），益子邦洋1），大塚敏文1），柴田泰史2）（1）救急医学科，2）中央検
　　査部）：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌および緑膿菌混合感染に対するarbekacin，fosfomycin，およびβラク
　　タム系薬剤の三者併用療法の検討．日救急医会関東誌，16，68－69，1995．
　7）西澤健司，伊藤純子，菅谷量俊，平野公晟，木村昭夫1），辺見　弘1），益子邦洋1），柴田泰史2）（1）救急医学科，2）中央
　　検査部）：硫酸アルベカシン，硫酸アミカシンの分布容積と患者重症度との関連性．日救急医会関東誌，16，72－73，
　　1995．
　8）柴田泰史2），木村昭夫1），西澤健司，山下精彦2），辺見　弘1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科，2）中央検査
　　部）：免疫グロブリン製剤投与による抗TSST・1抗体価の変動一第2報一．日救急医会関東誌，16，74－75，1995．
（2）綜説：
　1）西澤健司：救命救急センターに働く：新しい薬剤業務を考える．都薬雑誌，17，15－20，1995．
　2）西澤健司：高度救命救急センターにおける服薬指導．医薬ジャーナル，31，123－127，1995．
　3）平野公晟，西澤健司：救急医療における薬剤師の活躍：チーム医療の一員として．クリニカルファーマシー，48，
　　15－20，　1995．
著　書
　1）西澤健司，平野公晟：〔分担〕薬剤師の病棟実務：患者指導の実際（乾　賢一編），p．120－125，医薬ジャーナル，
　　1995．
　2）平野公晟，片山志郎：〔分担〕ナースのための臨床薬剤学；くすりを適正に使うために（朝長文弥，小林輝明編），
　　p．77－94，181－199，廣川書店，1995．
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学会発表
（1）パネルディスカッション：
　1）小関一英1），望月　徹1），益子邦洋1），大塚敏文1），西澤健司，柴田泰史2）（1）救命医学科，2）中央検査部）：DICに
　　対する抗凝固療法の血小板動態と臓器機能および病態との関連．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
（2）一般講演：
　1）木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），西澤健司，山本保博1），大塚敏文1）（1）救命医学科）：外傷患者におけるメチ
　　シリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）および緑膿菌院内感染症の対策第9回日本外傷学会，1995．5．
　2）後藤真弓1），辻井厚子1），川井　真1），木村昭夫1），辺見　弘1），山本保博1），大塚俊文1），西澤健司，柴田泰史2）（1）
　　救命医学科，2）中央検査部）：（凍結保存皮膚のviability）Biuluminescence法をもちいて．第21回日本熱傷学会
　　総会，1995．6．
　3）西澤健司，菅谷量俊，伊藤純子，平野公晟，木村昭夫1），辺見　弘1）（1）救命医学科）：熱傷患者におけるAMK，
　　ABK，VCMの体内動態．第12回日本TDM学会，1995．6．
　4）渡辺信夫1），犬塚　翔1），吉田竜介1），西澤健司，益子邦洋1），黒沢　尚1），辺見　弘1），大塚敏文1），林田真紀子2），
　　仁平　信2），大野曜吉2）（1）救急医学科，2）法医学教室）：自殺企図によるニコチン中毒の1症例．第17回日本中毒
　　学会総会，1995．6．
　5）犬塚　翔1），渡辺信夫1），西澤健司，木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），南　正康2）（1）救急医学科，
　　2）公衆衛生学教室）：サリン中毒症例の検討．第17回日本中毒学会総会，1995．6．
　6）菅谷量俊，西澤健司，平野公晟，木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），柴田泰史2），青砥泰二2）（1》救命医学科，
　　2）中央検査部）：緑膿菌に対するイセパマイシンとイミペネム，パニペネム，セフタジジムのinvitroにおける併
　　用療法の効果の検討．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
　7）工廣紀斗司1），木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司，菅谷量俊，柴田泰史2）（1）救命医学科，
　　2）中央検査部）：MRSAおよび緑膿菌混合感染に対するarbekacin，fosfomycinおよびβラクタム系薬剤の三
　　者併用療法の検討．第39回日本救急医学会関東地方会，1995．7．
　8）西澤健司，菅谷量俊，伊藤純子，平野公晟，木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），柴田泰史2）（1）救命医学科，2）中央
　　検査部〉：硫酸アルベカシン，硫酸アミカシンの分布容積と患者重症度との関連性の検討．第39回日本救急医学
　　会関東地方会，1995．7．
　9）柴田泰史2），木村昭夫1），西澤健司，山下精彦2），辺見　弘1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科，2）中央検査
　　部）＝免疫グロブリン製剤投与による抗TSST－1抗体価の変動一第2報一．第39回日本救急医学会関東地方会，
　　1995．　7．
10）片山志郎，平野公晟，大下順子，宮田広樹，坂本敬一郎1），小野　靖1），村田　朗1），工藤翔二1）（1）第4内科）：モ
　　ルヒネ大量投与による癌疹痛コントロールヘの薬剤師の役割．第5回日本病院薬学会年会，1995．7．
11）菅谷量俊，西澤健司，中嶋基広，伊藤純子，平野公晟：薬剤師の病棟業務における役割一低意識レベル患者にお
　　ける医薬品適正使用への関与一．関東ブロック第25会学術大会，1995．8．
12）中嶋基広，西澤健司，伊藤純子，菅谷量俊，平野公晟，木村昭夫1），益子邦洋1）（1）救急医学科）：熱傷時における
　　VCMの体内動態．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）大下順子，片山志郎，平野公晟：企業からの医薬品情報伝達に関する調査．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　　　9。
14）江口博美，宮田広樹，村田和也，平野公晟110％イントラリピッドの温度変化による安定性．第63回日本医科大
　　学医学会総会，1995．9．
15）西澤健司，平野公晟，鏑木盛雄1），斎藤侑也1）（1》日大板橋病院薬剤部）：救命救急センターにおける薬剤師の活動
　　状況一全国アンケート調査より一．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
16）木村昭夫1），益子邦洋1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司，柴田泰史2），大国寿士3）（1）救命医学科，2）中央検査
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　　部，3）老人病研究所免疫部門）：サイトカイン血漿患者に対するγグロブリン製剤投与の意義についての検討．第
　　23回日本救急医学会総会，1995．11．
17）後藤真弓1），辻井厚子1），勝見　敦1），川井　真1），山本保博1），大塚敏文1），西澤健司，柴田泰史2）（1）救命医学科，
　　2）中央検査部）：凍結保存皮膚のviabilityの検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
18）望月　徹’），木村昭夫1），辺見　弘1），大塚敏文1），西澤健司，柴田泰史2）（1）救命医学科，2）中央検査部）：重症熱
　　傷患者におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌肺炎とsulfamethoxazole／trimethoprim合剤の予防的投与の有
　　用性の検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11。
19）菅谷量俊，西澤健司，平野公晟：バンコマイシン持続投与法と間歓投与法における有用性の検討．第72回関東私
　　立医大病院薬剤部研究会，1995．11．
20）柴田泰史2），西澤健司，木村昭夫1），辺見　弘1），大塚敏文1）（1）救命医学科，2）中央検査部）：免疫グロブリン製剤
　　投与におけるサイトカインの変動．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
21）倉田　潔1），木村昭夫1），益子邦洋1），大塚敏文1），西澤健司，柴田泰史2）（1）救命医学科，2）中央検査部）：当施設
　　の患者喀疾より分離された緑膿菌に対する新しい抗菌薬感受性についての検討．第8回日本外科感染症研究会，
　　1995。　12．
22）西澤健司，菅谷量俊，平野公晟，柴田泰史2），木村昭夫1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救命医学科，2）中央検査部）：
　　MRSA感染症に対するバンコマイシン持続投与の検討．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
23）望月　徹L），木村昭夫1），辺見　弘1》，大塚敏文1），西澤健司，柴田泰史2）（1）救命医学科，2）中央検査部）：当施設
　　におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌に対するバンコマイシン，アルベカシン，ST合剤の最小発育阻止濃度
　　と最小殺菌濃度の比較．第8回日本外科感染症研究会，1995．12．
24）柴田泰史2），西澤健司，青砥泰二2），木村昭夫1），益子邦洋1），大塚敏文1）（1）救急医学科，2）中央検査室）：免疫グ
　　ロブリン製剤投与における血清補体価の変動．第40回日本救急医学会関東地方会・1996．2．
25）西澤健司，平野公晟・鏑木盛雄1），斎藤侑也1）（1）日大板橋病院薬剤部）：救命救急センターにおける薬剤師活動の
　　現状と分析一全国アンケート調査より一．日本薬学会第116年会，1996．3．
26）中嶋基広，菅谷量俊，西澤健司，村田和也，平野公晟：高カロリー輸液バッグにおけるインスリンの吸着抑制の
　　検討一第4報一．日本薬学会第116年会，1996．3．
27）濃沼政美，片山志郎，平野公晟：多剤耐性緑膿菌に対する消毒剤の殺菌効果．日本薬学会第116年会，1996．3．
［付属病院生理機能センター］
研究概要
　1）超音波検査では，ドブタミン負荷心エコーを中心に継続的に症例研究を進めており，多数の報告を行った．また
　　今年度は，大動脈四尖弁というまれな先天性心疾患を報告することができ，高い評価を得た．
　2）心電図検査では，本邦ではまだ新しい解析機能付き心電計を含めた心電図ファイリングシステム（HeartEWS）
　　を導入したので報告した．
　3）人工透析では，前年度に引き続き重症患者の症例について研究を進めている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）本間博：特集ICUにおけるエコー・ドプラー診断の進歩．集中治療，8，13－20，1996．
　2）松崎つや子，本問　博，佐藤淳子，斉藤公一，黒田　肇，勝田悌実1），宗像一雄’），岸田　浩1），早川弘一），林　宏
　　光2），隈崎達夫2）（1）内科学第一，2）放射線科学）：無症状のうちに診断しえた大動脈四尖弁の1例一経食道心エコー
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　図法とMagnetic　Resonance　Imaging法による検討　．超音波医学，22（別冊），47－50，1995．
3）Kishida，H．1），Saitoh，T．1），Sano，J，1），Tada，Y，ユ），Hanashi，A．1），Fukuma，N．1），Tsukada，Y．1），Sekido，M。1），
　Homma，H．，Miyatake，Y．1），Tomita，Y．1），and　Kusama，Y．1）（1）内科学第一）：Prognostic　indicators　of　major
　cardiac　events　in　patients　with　asymptomatic　coronary　artery　diseaseJapanese　Heart　Joumal，37，59－72，
　1995．
著書
　1）本間　博：〔分担〕心エコー図のための超音波解剖p．3－16，経胸壁心エコー図法とはp。42－43，経胸壁心エコー
　　図法の基本的操作p．44－52，経胸壁心エコー図のみかたp，53－67，症状・兆候からみた心エコー図p。106－111，
　　僧帽弁疾患p．112－137：心エコーのABC・日本医師会雑誌臨時増刊号，114（5），1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）本間　博，草間芳樹1），高木　元1），大場崇芳1），塚田弥生1），酒井俊太1），横山広行1），高山守正1），宗像一雄1），
　　岸田　浩1），早川弘一1），汲田伸一郎2），隈崎達夫2），松崎っや子（1）内科学第一，2）放射線科学）：心筋梗塞領域の
　　心筋viabilityの検出一ドブタミン負荷心エコー図法とdualTI－BMIPPSPECTとを用いて．第43回日本心臓病
　　学会，1995．
　2）本間　博，草間芳樹1），高木　元1），塚田弥生1），酒井俊太1〉，高山守正1），宗像一雄1》，岸田　浩1），早川弘一1），
　　汲田伸一郎2），隈崎達夫2），松崎つや子（1）内科学第一，2）放射線科学）：冠血行再建に際しての心筋viabihtyの検
　　出．第9回冠疾患学会学術大会，1995．
（2）一般講演：
　1）本間　博，草間芳樹1），西垣龍太郎1），酒井俊太D，馬　換換1），宗像一雄’），岸田　浩1），早川弘一1），松崎つや子，
　　佐藤淳子（1）内科学第一〉：心筋梗塞領域の心筋viability検出におけるドブタミン負荷心エコー図法とTI－
　　BMIPP　dual　SPECTの役割．第65回日本超音波医学会・1995．
　2）高山守正・），酒井俊太1），星野公彦1〉，本間　博，安武正弘1》，関戸司久1），青木　聡1），雪吹周生1），今泉孝敬1），
　　富田喜文1），草問芳樹1），宗像一雄1），早川弘一1），松崎つや子（1）内科学第一）：経皮的静脈的僧帽弁交連裂開術
　　（PTMC）の再狭窄と長期成績．第60回日本循環器学会総会，1996．
　3）松崎つや子，本間　博，佐藤淳子，漆澤亜希，斉藤公一，黒田　肇，馬　換換1），伊藤恵子1》，菅原博子1），勝田
　　悌実L〉，宗像一雄1），岸田　浩1），早川弘一1），林　宏光2），隈崎達夫2）（1）内科学第一，2）放射線科学）：非観血的に
　　診断し得た先天性大動脈四尖弁の2例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　4）野原秀明，本間　博，水瀬　学，中村利枝，平野美子，斉藤公一，黒田　肇，斉藤寛和1），新　博次1），加藤貴雄’），
　　岸田　浩1），早川弘一）（1）内科学第一）：心電図ファイリングシステム（Heart－EWS）の導入について．第63回
　　日本医科大学医学会総会，1995．
　5）藤井克彦，寺島保典1），千賀康弘1），吉田　晃1》，濱崎　務1），三浦剛史1），秋元成太1），吉田和弘1）（1）泌尿器科学）＝
　　Acute　hybrid　Leukemia（AHL）に肝不全を併発し救命した1例．第40回日本透析医学会総会，1995．
　6）藤井克彦，寺島保典1），千賀康弘’），沖　　守1），吉田和弘1），秋元成太1），小川秀彌2）（1）泌尿器科学，2）関東逓信
　　病院）：術後急性腎不全に対する浄化療法．第63回日本医科大学医学会総会．1995．
［付属病院看護部］
研究概要
　1．平成3年～5年に実施した日本医科大学看護管理研修の受講者58名を対象に，状況対応理論の仮説を用いて，平
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成6年度に管理スタイルの自他評価を行い，一致度の計量とデータ交換によるパブリック領域の拡大方法を検討した．
引き続き，平成7年度は状況対応理論を看護管理者の領域に活用するためのフィージビリティ・スタディとして，看
護管理者のリーダー行動の改変目標設定を検討した．
　2．高度救命救急医療や，集中治療における看護業務の改善，看護の内容や提供方式等の検討を試みた．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）高橋久美子1），原　千鶴，周藤和美，北尾誠英2）（1）多摩永山病院，2）神奈川大学工学部〉：看護管理者の効果的リー
　　ダーシップの条件設定．第33回日本病院管理学会学術総会，1995．10．
　2）白畑恭子：化学療法中の悪性腫瘍患者のストレス対処に関する検討．日本看護研究学会，1995．7．
　3）山下いずみ，三橋恭子，松尾美砂子，磯由美子，佐藤喜美：有毒ガス患者の看護の一考察一サリン中毒患者の看
　　護を踏まえて．日本救急学会関束地方会，1995．6．
　4）垣野めぐみ，畔柳典子，神蔵昌子，竹原典子，北川栄美，佐藤喜美：救急看護における倫理的意志決定のあり方：
　　トンプソンのモデル理論を活用し，インフォームド・コンセントを考える．日本救急学会総会，1995．11．
　5）木野毅彦，藤田昌久，村松恵美子，萬田俊雄，関口朋美，水野洋子，大竹康世：第三次救急施設におけるせん妄
　　患者の看護：予測的査定基準の作成とその活用．日本救急学会総会，1995．11．
　6）高野香織，山口美和，梅野奈美，福井美和子，川崎義子，中佐友美，二階堂愛1看護診断を手がかりとして：デー
　　タベースシートの作成を試みて．日本救急学会関東地方会，1996．3．
　7）堤ひとみ，馬見塚紀子，松山裕子，大橋留美，佐々木友子角掛絵里：受け持ち看護の充実のためのアプローチ：
　　業務分担に看護婦二人一組制を取り入れて．日本救急学会関東地方会，1996．2
　8）遠藤晴子，高松恵子，小宮敏子，広瀬里美，岩崎由紀子，藤村昭代，瀬谷理恵子，佐藤直子，太田久子，高野照
　　夫1）（1）日本医科大学）：解離性大動脈瘤不穏患者における要因について．第4回日本集中治療学会関東甲信越地
　　方会，1995．12．
　9）宮崎裕代，吉沢綾子，嶋倉弘子，山崎利絵，坂内元美，木村清美，高柳桃子，太田久子，高野照夫1）（1）日本医科
　　大学）：動脈ライン留置患者の看護．第4回日本集中治療学会関東甲信越地方会，1995．12．
10）野口裕子，市村暁子，高田昌美，遠藤有理，佐藤ゆかり，管野京子，上野里絵，斉藤さおり，太田久子，高野照
　　夫1）（1）日本医科大学）肺理学療法における腹臥位管理の問題（第2報）．第23回日本集中治療学会総会，1996．
　　1り
11）野本真由美，辰沢智恵，浄法寺伸子，永尾美穂，久保秀美，渡瀬美樹，大平雅子，太田久子，高野照夫1〉（1）日本
　　医科大学）：心理的危機状況の家族の援助：看護婦の意識調査を通して．第23回日本集中治療学会総会，1996．
　　1．
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21．第・一病院付置施設等
［第一病院病理部］
研究概要
　平成元年に開設され，7年目を迎えた．初年度は，設備の整理，業務の着実な施行とパソコンを導入し業務の効率
化とデータベースの作成を試み，2年度は甲状腺，大腸について腺腫と腺癌の鑑別について研究を開始，専門医によ
り，皮膚病理，腎病理，神経病理を充実，3年度は，子宮頚部境界病変の診断基準の検討を開始，細胞診を用いたビ
タミンA欠乏症早期診断法の確立に取り組み，4年度は，腎生検材料及び腫瘍組織について，電顕を用いた診断と研
究を開始し，5年度は，電顕診断学を発展，6年度は，π6漉o加o孟87ρッJoガ感染と胃粘膜病変について内視鏡科との
共同研究を開始．以下，7年度の研究概要を述べる．
　1）腎病理：馬杉名誉教授の指導により，内科腎臓グループより病理所見を含めた研究発表が行われた．
　2）肝移植病理：松本講師によりピッツバーグ大学と，異種移植に関する共同研究が続けられた．
　3）神経病理：多数の症例について解剖，CPCにより詳細な検討を行っています．筋生検材料について第2内科と協
力して診断体制を整えた．
　4）甲状腺病理：濾胞性病変について，血管侵襲に関する三次元構築法を用いた研究を継続．
　5）電顕診断学：腎生検材料及び腫瘍組織の他，ヘリコバクター・ピロリ菌感染胃粘膜について，電顕を用いた診断
と研究が行われ，結果の一部を温助手が電顕シンポジウムに発表した．
　6）ヘリコバクター・ピロリ菌の簡便な染色法として改良トルイジン青染色を開発した．
　7）国際医療協力：中国日中友好病院において日中ヘリコバクター・ピロリシンポジウムを開催した．
　8）ヘリコバクター・ピロリ感染と胃粘膜病変：胃炎，胃潰瘍，胃粘膜萎縮の組織像と∬観60飽飽7丑菌との関連に
ついて内視鏡科との共同研究をタイ，ラオス，ベトナム，中国にて行った．
　9）その他：ラオス，ベトナム学生医療交流団の指導医師として山田が両国の医療事情の調査にあたった．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）北村　裕1），清水一雄1），長浜充二1），小平裕造1），陳　光永1），渡辺秀裕1），田中茂夫1），山本英希，相田成隆・山
　　田宣孝（1）外科学第2）：多内分泌腺腫症1型に合併した胸腺カルチノイドの1例．内分泌外科，12，63－67，1995．
　2）秋丸號甫1），天神敏博1），吉川　晃1》，相田成隆1），田中茂夫1），松本光司，山田宣孝（1）外科学第2）：切除不能の
　　肝癌として治療中に空腸穿孔で死亡した空腸平滑筋肉腫の肝転移例．Liver　Cancer，1，143－148，1995．
　3）松本光司，相田昌子，村瀬幸宏，佐藤春明，山田宣孝：術中迅速組織診断時の捺印細胞診が有効であった乳腺髄
　　様癌の1例．日臨細胞会誌，34，1224－1225，1995．
　4）矢島幹久1），鈴木慶治1），温　　敏，山田宣孝，浅野伍朗2）（1）国立多磨全生園研究検査科，2）病理学第2）：ハンセ
　　ン病（LLs）に生じた脂漏性角化症の表皮内球菌についての検討．日らい会誌，64，236－245，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）温　敏：胃十二指腸∬εJJoo枷碗7砂Joガ感染と除菌について：感染症への電子顕微鏡のアプローチ．第3回電
　　顕シンポジウム，1996．2．
　2）山田宣孝：H8伽o枷6渉67砂Jo万感染胃粘膜的病理組織学的特徴：日中∬6」∫oo枷6渉67ρッJoガ与胃・十二指腸疾患
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　　Symposium（北京），1995．10．
　3）温　敏：飽漉o加6渉67勿Jo万的存在与胃粘膜病変的電顕研究．日中飽死o加6∫θ7ρヅoガ与胃・十二指腸疾患
　　Symposium（北京），1995．10．
［1994年度追加分］
一般講演：
　1）猪口正孝1）2），猪口孝一3），渋谷哲男2》，加藤秀和1），尾形昌男11，矢野正雄1），山田宣孝，浅野伍朗1）（1）病理学第2，
　　2）外科学第2，3）内科学第3）＝肝細胞癌におけるP53の免疫組織化学的局在．第53回日本癌学会総会，1994．10．
　2）増谷直子1），福生吉裕1），小林陽二1），本田治久1），赫　彰郎1），山田宣孝（1）内科学第2）：ヒト大動脈壁における
　　Tリンパ球の検討．第62回日本医科大学医学会総会，1994。9．
　3）松島伸治1），田中茂夫1），山本英希1），天神敏博1），笹井　巧1），原口修司1），渡辺秀裕1），家所良夫1），日置正文1），
　　池下正敏1），渋谷哲男1》，山田宣孝，庄司　佑1）（1）外科学第2）：大腸直腸癌肺転移癌腫のPCNA陽性率と臨床病
　　理学的検討．第11回日本呼吸器外科学会総会，1994．5．
　4）柳田やよい1）・横倉稔明1），堀田礼子D，赤石　健1），伊藤　正1），山田宣孝（L）第一病院放射線科）：浸潤性乳管癌
　　の超音波画像所見の検討．第4回乳癌画像研究会，1994．2．
　5）三宅秀彦1），織田利光1），山口　暁1），中井章人1），竹下俊行1），浅倉啓文1），越野立夫1），荒木　勤1），松本光司，
　　山口　静2）（’）第一病院産婦人科，2）山口病院）：先天性白血病によって非免疫性胎児水腫を発症したと考えられる
　　ダウン症候群の1例．第30回日本新生児学会総会，1994．
　6）加藤久盛1），露木佳子1），越野立夫1），荒木　勤1），松本光司，山田宣孝（1）第一病院産婦人科）：原発性卵巣扁平上
　　皮癌の1例．第88回日本産婦人科学会関東連合地方部会総会，1994．
　7）加藤久盛1），榎本真奈美1》，竹下俊行1），浅倉啓文1），越野立夫1），山田宣孝（D第一病院産婦人科）：子宮頚部上皮
　　内腫瘍に対するQOLを考えた子宮保存療法：LEEP（Loop　Electrosurgical　Excislon　Procedure）Surgeryを
　　用いて．日本医科大学医学会第85回例会，1995．2．
（2）一般講演：
　1）柳田やよい1），伊藤　正1），横倉稔明1），赤石　健1），堀田礼子1），安藤　順1），山田宣孝（1）第一病院放射線科）：
　　乳房の浸潤性乳管癌の組織所見と超音波像との対比．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
2）松久威史1），羽山享宏1），草間　泉1），出光豊明D，飯田章太郎1），出光弘明1），遠藤まゆみD，吉原一郎1），山田宣
　　孝（1）第一病院内視鏡科）：胃十二指腸疾患における∬観60加磁7毎Jo万感染：胃内逆流胆汁酸との関連を含め
　　て．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
3）山田宣孝，相田成隆，松本光司，温　　敏，大塚俊司，佐藤春明，村瀬幸宏，相田昌子，早澤久美，松久威史1），
　　グリハヤット・ワハップ2）（1）第一病院内視鏡科，2）中央電子顕微鏡研究施設）：胃内視鏡検査における3定点生検
　　法の意義について∬o漉o厩6≠67ヵッJoガ感染と胃炎の診断を目的として．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
　　9．
4）角田誠之1），伊藤正秀1），井上直巳’），馬越正道1），佐藤薫隆2），山田宣孝（1）第二病院消化器センター，2〉佼成病院
　　外科）：S状結腸B－cell　lymphomaの1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9。
5）平井恭二1）・浅野伍朗1），松本光司，山田宣孝，山本英希2），内山喜一郎2），大場正巳2），渋谷哲男2），田中茂夫2）（1）
　　病理学第2，2）外科学第2）：遺伝性非ポリポーシス大腸癌（HNPCC）症例の臨床病理学的検討．第63回日本医
　　科大学医学会総会，1995．9．
6）温　　敏，松本光司，山田宣孝，松久威史1），並松茂樹2》，グリハヤット・ワハップ3）（1）第一病院内視鏡科，2）第
　　一病院中央研究室，3）中央電子顕微鏡研究施設）：1光眈のα磁7ρッJoガの感染と胃粘膜上皮変化の電顕的検討．第
　　63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
7）大塚俊司・松本光司・温　　敏，佐藤春明，村瀬幸宏，相田昌子，早澤久美，山田宣孝：飽1ぎ60加6≠67加Joガ菌
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　の簡便な染色法：改良トルイジン青染色．第63回日本医科大学医学会総会・1995．9．
8）グリハヤット・ワハップ1），相原　薫1），温　　敏，松本光司，山田宣孝，松久威史2）（1》中央電子顕微鏡研究施設，
　2）第一病院内視鏡科）：H6舵o飽6渉67ρッJo万感染胃粘膜の病理組織学的検討．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．9。
9）グリハヤット・ワハップ1），温　　敏，松本光司，松久威史2），相原　薫1），山田宣孝（1）中央電子顕微鏡研究施設・
　　2）第一病院内視鏡科）：1北砒o枷惚7ρッJo万感染胃の病理組織学的検討．第6回日本医科大学外国人留学者研究
　　会，1995．11．
10）加藤久盛1），山田宣孝，温　　敏，松本光司（1）第一病院産婦人科）：子宮頚部細胞診・組織診の精度管理：経過
　　観察表（CPC）の利用について．第84回日本病理学会総会，1995．4．
11）山田宣孝，温　　敏，松本光司，加藤久盛1）（1）第一病院産婦人科）：経過観察表による子宮頚部細胞診・組織診
　　不一致例の分析．第84回日本病理学会総会，1995．4．
12）松本光司，山本英希1），山田宣孝（L）外科学第2）：大腸腫瘍性病変におけるアポトーシスによるついて．第84回
　　日本病理学会総会，1995．4．
13）温　　敏，山中宣昭1），松本光司，山田宣孝（1）病理学第1）：三次元立体再構築による糸球体発生について．第
　　84回日本病理学会総会，1995．4．
14）山崎峰雄’），津金沢俊和1），北村　伸D，赫　彰郎1），今津　修2），松本光司，山田宣孝，中野今治3）（D内科学第2，
　　2）病理学第2，3）東京都神経科学総合研究所神経病理研究部門）：黒質の鉄沈着が軽微な，全経過21年の
　　Hallervorden－Spatz病の1例．第37回日本神経病理学会総会，1995．5．
15）温　　敏，佐藤　茂1），並松茂樹2），松本光司，山田宣孝（1）中央電子顕微鏡研究施設，2）第一病院中央研究室）：
　　∬厩60加6渉67ρッJoガと胃炎についての電顕的検討．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9。
16）松本光司，温　　敏，山田宣孝：電顕的検索によりautonomic　nerve　tumorの疑われた胃粘膜下腫瘍の1例．
　　第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会，1995．9．
17）秋丸號甫D，天神敏博1），吉川　晃1），相田成隆1），田中茂夫1），山田宣孝，松本光司（1）外科学第2）：切除不能の
　　肝癌として治療中に空腸穿孔で死亡した空腸原発神経原性悪性腫瘍の肝転移例．第11回肝癌症例検討会，1995．
　　4．
18）松久威史u，山田宣孝（1）第一病院内視鏡科）：老年者胃潰瘍における胃内逆流タウロコール酸：胃粘膜性状，
　　μ6漉o伽o’67釦lo万感染との関連性．第37回日本老年医学会総会，1995．9．
19）松久威史1），草問　泉1），山田宣孝（’）第一病院内視鏡科）：∬厩60加6渉67ρッJo万感染からみた幽門側切除後残胃：
　　胃内逆流胆汁酸との関連を含めて．第61回日本消化器内視鏡学会関東地方会・1995．10．
［第一病院中央検査室］
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）菅野由紀1），吉野早恵子1），中野一博’），日置正文1），新宅孝征，永積　惇（n第一病院血液センター）：当院におい
　　て過去5年間に検出された不規則性抗体の解析．第32回関束甲信越地区臨床衛生検査学会，1995．
　2）菅野由紀1），吉野早恵子1），中野一博1），日置正文2），新宅孝征，永積　惇3）（1）第一病院血液センター，2）外科学第
　　2，3）内科学第2）：当院において過去5年間に検出された不規則性抗体の解析．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．
　3〉石井玲子，菅谷寿理，新宅孝征，家所良夫1），永積　惇（1）外科学第2）：急性心筋梗塞発症後，ホルター心電図
　　記録中に死亡した1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
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4）前田良子，式田竜司，手塚尚美，新宅孝征，永積　惇＝抗酸菌の検出状況とPCR法を用いた迅速同定法の基礎
　的検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
5〉田尾清一，中田恵理，因泥弘之，新宅孝征，福生吉裕1），永積　惇，伊藤高司2）（’）内科学第2，2）医療情報部）：
　検査パラメーターから見たRLPC（Remnant　Like　Particlesコレステロール）の検討．第63回日本医科大学医
　学会総会，1995．
6）中田恵理，萩原直久，井出尚子，新宅孝征，小山潤三1），永積　惇（1）内科学第2）＝肝ドック受診者におけるHCV
　抗体検査の有用性について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
［第一病院薬剤科］
研究概要
　長期にわたり瘡部全体にMRSAがcolonizationした褥瘡からの除菌は極めて困難であることとこれらのMRSA
感染皮膚病巣が院内感染源となりうる可能性があることは周知の事実である．従来より薬剤科が臨床各科および老研・
免疫部門と共同開発を行って来たMRSA感染局所治療剤gentian　violet軟膏を抗生物質およびpovidone－iodine製
剤に抵抗性のあるMRSA感染褥瘡症例に用い，それらの症例におけるMRSA除菌効果に関する臨床的評価をまと
め，英国・院内感染学会に報告した．また外来患者のうち，高脂血症罹患者の併用薬剤の調査を行い，高脂血症罹患
例と虚血性心疾患罹患例との間に因果関係あることが認められること報告した．
研究業績
論文
（1）原著＝
　1）Saji，M．，Taguchi，S，，Uchiyama，K．1），Osono，E．2），Hayama，N．2），andOhkuni，H．3）（1）TheSecondDepartment
　　of　Surgery，2）Department　of　Second　Intemal　Medicine　and，3）Division　of　Immunology，Institute　of　Geronto1－
　　ogy，Nippon　Medical　Schoo1）：Efficancy　of　gentian　violet　in　the　eradication　of　methicillin－resistant
　　S勿h夕loooo伽s翻名6％s　from　skin　lesions．」．Hosp．Infect．，31，225－228，1995。
（2）総説：
　1）村川弥栄子，福尾晶子，井沢俊子，奥野ひとみ，井上裕恵，有馬恵美子，前田国光，吉江郁雄：抗高脂血症薬の
　　動向と併用にっいて．薬局，46，1173－1178，1995．
　2）堀田孝俊，吉江郁雄：抗高脂血症薬をめぐる最近の動向．薬局，46，1467－1471，1995．
［第一病院東洋医学センター］
研究概要
　東洋医学の臨床的応用を中心とした研究を行う．
所見と患者像の構造学的把握を研究中である．
また，多変量解析を用いて，東洋医学的概念である痂血の自他覚
研究業績
論文
（1）原著：
　1）三浦於菟：消化器疾患の中医学的アプローチ． 獣医東洋医学研究会誌，1，41－55，1995．
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著　書
　1）三浦於菟：〔分担〕庶民の医療事情．“アジア読本一中国一”（曹子才・西沢治彦，瀬川昌久編）p・157－164・河
　　出書房新社，1995．
　2）三浦於菟：〔分担〕伝統医学の実際．“アジア読本一中国一”（曹子才，西沢治彦，瀬川昌久編），p・207－212・河
　　出書房新社，1995．
　3）三浦於菟：“大地一中国医学の現状と問題点一”．p．303，緑書房，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）白石佳人：陳旧性坐骨神経痛の神経根鍼治療．第13回日本東方医学会，1995．10．
［第一病院血液センター］
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）菅野由紀，吉野早恵子，中野一博，日置正文，新宅孝征1），永積　惇1》（1）第一病院中央検査室）：当院において過
　　去5年間に検出された不規則性抗体の解析．第32回関東甲信越地区臨床衛生検査学会，1995．
　2）菅野由紀，吉野早恵子，中野一博，日置正文1），新宅孝征2），永積　惇3）（1）外科学第2，2）第一病院中央検査室，
　　3》内科学第2）：当院において過去5年問に検出された不規則性抗体の解析．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995．
［第一病院中央研究室］
研究概要
　第一病院中央研究室は，電子顕微鏡部門，生理研究部門，生化学研究部門1，生化学研究部門II，写真部門，病理
研究部門，動物実験部門1，動物実験部門II，免疫組織培養研究部門の9つの部門より構成されている．第一病院に
おける各臨床医の研究の発展向上に寄与することを目的としおり臨床の各研究者のために研究の場を提供している．
　中央研究室で行われている主な研究テーマは以下のとおりである
　1）各動物実験および各臨床より提出された組織の超微形態学的な細胞変化の動向を電子顕微鏡を用いて検索が行
われている．また，電子顕微鏡鍍銀染色法PAM並松変法（PATSC－GMS染色法）を腎組織および胃生検のブロック
染色に応用し良好な結果を出している．
　2）脳虚血急性期の病態および治療，脳血管性痴呆と関連する遅発性神経細胞壊死のメカニズムの解明を動物実験モ
デルを用いて病理組織学，脳循環代謝，脳浮腫の面から検討が行われている．
　3）動脈硬化発症メカニズムの細胞生物学的研究を生化学分野と共同で電顕による形態変化を明らかにするため研
究を行っている．特に胸腺から抽出精製されたThymosporin　Fのマクロファージの分化抑制の電顕的観察を行って
いる．また，PTCAの再狭窄予防に関してカフ装着動物モデルを作製し，内膜肥厚制御の実験的病理観察を行ってい
る．
　4）前立腺癌細胞株に対する温熱，化学療法の検討および，遺伝子の解析．また，フローサイトメトリーを用いた癌
細胞の細胞増殖の検討．Fluorescence　in　situhybridazationを利用した染色体の観察．関節リウマチ滑膜由来線維芽
細胞活性及びIL1，IL－6産生に対する各種DMARDの抑制効果の検討及びMMP－1，MMP－3．TIMP産生抑制効果の
検討．臨床より提出された組織の培養および抗癌剤感受性試験の検討．習慣性流産の免疫療法に関する研究また人工
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受精に関する研究．
　5）鼓膜，内耳，気管などのビタミンE欠乏による形態学的変化を光顕，電顕より解析している．糖尿病マウスのエ
ラスターゼ投与における内耳の血管変化の形態的変化の光顕，電顕を用いての研究．
研究業績
論　文
（1）原著1
　1）李　秀玲1），片山泰朗1），柏木史彦1），村松浩美，赫　彰郎1）（1）第2内科）：海馬CA1錐体細胞の虚血耐性現象に
　　関する研究．日医大誌，62，283－286，1995．
学会発表
（1）一般講演1
　1）Katayama，Y。1），Muramatsu，H．，Mckee，A．D，Kamiyama，T．1），Minamisawa，H．1），Terashi，A．1）（1）第2内
　　科）：Ischemic　tolerance　phenomenon　from　an　approach　of　energy　metabolism　and　the　mitochondrial
　　enzyme　activity　of　pyruvate　dehydrogenase　in　gerbils．XVII　Intemational　Sympsium　on　Cerebral　Blood
　　Flow　and　Metabolishm．Cologne，Germany，July．1995。
　2）Katsumata，T．1），Muramatsu，H，，Katayama，Y．1），Terashi，A．1）（1）第2内科）：The　effect　ofeicosapentanoic
　　acid（EPA）for　post－ischemic　condition　after　tvansient　middle　cerebval　artery　occludion　in　rats．XVII
　　Intemational　Sympsium　on　Cerebral　Blood　Flow　and　Metabolishm。Cologne，Germany，July．1995．
　3）市堰　肇D，村松浩美，片山泰朗1），赫　彰郎1）（1）第2内科）：虚血耐性とストレス蛋白発現との関連について．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　4）赤石治美・），福生吉裕1），赫　彰郎1），秋山しのぶ，並松茂樹（1）第2内科）：ソルコセリルの抗動脈硬化作用につ
　　いて［第3報］：ウサギcuff動脈硬化モデルによる検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　5）秋山しのぶ，福生吉裕1），赫　彰郎且），土井寿子2），福永慶隆2），並松茂樹（1）第2内科，2）小児科）：胸腺ファクター
　　によるTHP－1細胞の分化に伴う表面坑原の発現の影響．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9。
　6）福生吉裕D，福島　優1），赤石治美1），高木信一1》，小山潤三1》，永島幹夫1），秋山しのぶ，中田悠皓1），野本達也1），
　　赫　彰郎1），後藤田貴也2）（1）第2内科，2）東京大学第3内科）：ビタミンE転送蛋白遺伝子多型性の臨床的意義に
　　ついて：八丈島住民における疫学的検討より．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　7）温　　敏n，松本光司1），山田宣孝・），松久威史2），並松茂樹，グリハヤット・ワハップ3）（・）第一病院病理部，2〉第
　　一病院内視鏡科，3）中央電子顕微鏡研究施設）：B厩60肱6！θ7毎Joガの感染と胃粘膜上皮変化の電顕的検討．第63
　　回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　8）並松茂樹，中村進一，服部康夫，温　　敏1）（1）第一病院病理部）：PAM並松変法によるブロック染色への応用．
　　第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会ならびに学術講演会，1995．9．
　9）温　　敏D，佐藤　茂2），並松茂樹，松本光司1），山田宣孝1）（1）第一病院病理部，2）中央電子顕微鏡研究施設）：
　　H6漉o加惚7ρ夕Jo万と胃炎についての電顕的検討．第27回日本臨床電子顕微鏡学会総会ならびに学術講演会，
　　1995。　9．
一385一
22．第二病院付置施設等
［第二病院消化器病センター］
研究概要
　消化器疾患の診断，治療に当たる一診療科として独立して5年が経過した．消化器病センターとして消化器外科，
消化器内科，内視鏡の各専門分野も充実し，ますます発展すべく診療研究に励んでいる．
　1）胆石胆汁の微量元素分析，特にタイ人の胆石との比較検討，2）閉塞性黄疸（切除不能悪性腫瘍）に対する減黄
術と化学療法，3）肝の免疫機能，4）イレウスの病態と治療，5）大腸癌の検診と集学的治療，6）消化器疾患の内視
鏡的治療，7）消化器疾患の背景粘膜に対する病理組織，免疫組織化学的研究，8）電子内視鏡画像処理と病理組織学
的所見との比較検討，9）感染症，とくにMRSA腸炎について，10）胃・十二指腸疾患と∬厩606傭67乃Joガ，11）腹
腔鏡下胆嚢摘出術，12）胃十二指腸潰瘍穿孔に対する大網移植術の病理組織学的研究・13）胃疾患と逆流胆汁酸（微
量元素と免疫），14）大腸癌と癌遺伝子．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Hirano，F．，Sakamoto，T．2），Mabuchi，A．1），Norose，Y．1），and　Yokomuro，K．1）（DDepartment　of　Microbiology
　　and　Immunology，2）Second　Department　of　Surgery　Nippon　Medical　School）：Modification　of　T－
　　1ymphocyte　Subsets　in　peripheral　Blood，The　Liver　and　The　Spleen　during　Liver　Regeneration　after　Partial
　　Hepatectomy　of　Mice．Cell　of　the　Hepatic　Sinusoid5，1995．
　2）伊藤正秀，角田誠之，小山雅章，山口裕史，井上直巳，原　一郎，馬越正通：経済性，有効性からみた職域大腸
　　癌検診．Therapeutic　Research，16，（Supp1．2），204－207，1995．
　3）小山雅章，伊藤正秀，角田誠之，馬越正通：胃生検切片における顕微鏡的胃粘膜びらん，内視鏡診断との比較に
　　おいて．臨床と研究，72（7），117－120，1995．
　4）吉田　宏，伊藤正秀，角田誠之，田中賢助，原　一郎，赤岩　順，馬越正通，出光豊明1）（1）第一病院内視鏡科）：
　　全麻下内視鏡により摘出しえたアルカリ乾電池12個，豆電球1個嚥下の一症例．川崎市医師会医学会誌，12，
　　40－46，　1995．
　5）的場康徳，栗原雄司，渡辺昌則，内藤英二，平野文也，伊藤正秀，原　一郎，赤岩　順，馬越正通，片山博徳1），
　　大網　弘1），平田知己2），難波　亨2），久吉隆郎2），天野純治2），松林冨士男3）（1）老人病研究所病理部門，2）第二病
　　院外科，3）プラザ記念病院）：穿孔性胃十二指腸潰瘍に対する大網充墳移植術の実験的病理学的検討．川崎市医師
　　会医学会誌，12，150－157，1995．
　6）栗原雄司，伊藤正秀，天野純治1），吉田　宏，渡辺昌則，吉森　勝，馬越正通（1）第二病院外科）：緩解期に下痢
　　が持続した潰瘍性大腸炎の1症例．川崎市医師会医学会誌，12，137－141，1995．
　7〉田中賢助，伊藤正秀，角田誠之，豊島　明，吉田　宏，渡辺昌則，原　一郎，馬越正通：胃粘膜局所免疫の検討
　　一lgA　IgG含有細胞の動態から一．川崎市医師会医学会誌，12，142－149，1995．
　8）小山雅章，伊藤正秀，角田誠之，馬越正通：胃の腸上皮化生および非化生粘膜とびらん．臨床と研究，72（9），
　　104－107，　1995．
　9）平野文也，伊藤正秀，原　一郎，馬越正通：感染経路不明のアメーバ性肝膿瘍の1例．臨床寄生虫研究会誌，6，
　　116－118，　1995．
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（2）綜説：
1）伊藤正秀：特集：消化器疾患と治療法の現在：消化性潰瘍，攻撃因子の抑制　一H2ブロッカー．MEDICA－
　　MENT　NEWS，1503，3－5，1996．
2）的場康徳，松林冨士男1），大網　弘2），片山博徳3），久吉隆郎4），天野純治4），馬越正通（’）プラザ記念病院，2）老人
　　病研究所病理部門，3）多摩永山病院病理部，4）第二病院外科）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍とomentalimplantation．
　　日本腹部救急医学会雑誌，15，899－905，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）田中良明1），鈴木和徳，松島　誠1），長谷川信吾1），三穂己実1）（1）松島病院大腸肛門病センター）：痔痩手術におけ
　　る切除と修復法について．第50回日本大腸肛門病学会総会，『1995．10．
　2）鈴木和徳：肛門疾患に対する手術治療の工夫．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．10．
（2）パネルデスカッション：
　1）松島　誠1），鈴木和徳，田中良明・），長谷川信吾・），金子伸一1）（・）松島病院大腸肛門病センター）：痔痩に対する機
　　能温存手術の成績．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．10．
（3）一般講演：
　1）Tsunoda，S．，Ito，M．，Watanabe，M．，Naitoh，E，，Yamaguchi，H．，Yoshida，H，．Hara，1．，Akaiwa，J．，and
　　Umakoshi，M．：Measurment　ofbloodflow　in　the　lowergastrointestinal　tract　mucosausingimageprocess－
　　ing　of　electricendoscopy　l　including　a　comparative　study　by　complaints。（award）5th．Congress　of　Asian
　　federation　of　coloproctology　（Soul，Korea），　1995．　6．
　2）Tsunoda，S．，Ito，M．，Watanabe，M．，Naitoh，E．，Yamaguchi，H．，Yoshida，H．，Hara，1．，Akaiwa，J．，and
　　Umakoshi，M．：Histological　evaluation　of　time　course　change　in　colic　polypsfollowingpolypectomy．5th．
　　Congress　of　Asian　federation　of　coloproctology（Soul，Korea），1995．6．
　3）Matoba，Y．，Matsubayashi，F．1），Ohami，H．2），Katayama，H．3），and　Umakoshi，M．（1）Plaza　Memorial
　　Hospital，2）Research　Institute　of　Gerontology，3）Department　of　Pathology，Tamanagayama　Hospita1）：
　　Immunohistochical　study　of　omental　implantation　for　experimental　perforative　gastric　ulcers　in　rats　and　its
　　ulcer　healing　and　antirecurrence　mechanism。6th．Joint　Meeting　of　Surgeons　and　Gastroenterologists，
　　Intemational　Gastro－Surgical　Club（Bangkok，Thailand），1995．12．
　4）角田誠之，伊藤正秀，内藤英二，井上直巳，原　一郎，馬越正通，佐藤薫隆1），池上雅博21，山田宣考3）（1）佼成病
　　院外科，2）同病理部，3）第一病院病理部）：内視鏡的粘膜切除術が診断確定に有用であったS状結腸B－cell
　　Iymphomaの1症例．第49回日本消化器内視鏡学会総会，1995．5．
　5）原　一郎，木本洋一郎1），田中賢助，小山雅章，豊島　明，平田知己1），的場康徳，渡辺昌則，内藤英二，平野文
　　也，吉田　宏，山口裕史，田崎達也，伊藤正秀，赤岩　順，馬越正通（1）第二病院外科）：治療に難渋している肝
　　内胆管結石の1例．第24回神奈川県消化器外科研究会，1995。5．
　6）渡辺昌則，平田知己1），赤岩　順，伊藤正秀，原　一郎，馬越正通（1）第二病院外科）：脾腫瘍と鑑別困難であっ
　　た膵尾部浸潤癌の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
　7）的場康徳，大網　弘1），片山博徳2）（L）老人病研究所病理部門，2）多摩永山病院病理部）：大網充填移植術の抗炎症
　　作用と粘膜防御機構強化療法．第81回日本消化器病学会総会，1995．5．
　8）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，渡辺昌則，原　一郎，赤岩　順，井上直巳，馬越正通：タウロコール酸との関
　　連からみた胃体部潰瘍の背景胃粘膜一正常例との比較において一．第81回日本消化器病学会総会，1995．5．
　9）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，渡辺昌則，原　一郎，赤岩　順，井上直巳，馬越正通：胃体部潰瘍の背景胃粘
　　膜におけるウルソデオキシコール酸濃度の影響　一タウリン抱合型において一．第81回日本消化器病学会総会，
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　1995．5．
10）角田誠之，伊藤正秀，馬越正通，渡辺英之1）（1）第二病院放射線科）：家族性大腸ポリポージス症例におけるオル
　ニチン脱炭酸酵素活性値の経時的検討．一漢方製剤服用による変化一．第16回神奈川大腸疾患研究会，1995．6．
11）的場康徳，松林冨士男1），久吉隆郎2），天野純治2），赤岩　順，馬越正通（1）プラザ記念病院，2）第二病院外科）：胃
　癌穿孔に対するOmental　Implantationの適応と有用性．第46回日本消化器外科学会総会，1995．7．
12）山口裕史，原　一郎，小山雅章，的場康徳，渡辺昌則，伊藤正秀，馬越正通：巨大胃潰瘍穿孔に対する大網移植
　術（Omental　Implantation）の1治験例．第25回日本腹部救急医学会総会，1995．9．
13）平野文也，伊藤正秀，原　一郎，馬越正通：アメーバ性肝膿瘍の1例．第63回日本医科大学医学会総会・1995．
　9．
14）的場康徳，豊島　明，大網　弘1），片山博徳2），角田誠之，渡辺昌則，内藤英二，平野文也，伊藤正秀，原　一郎，
　赤岩　順，馬越正通（1）老人病研究所病理部門，2）多摩永山病院病理部）：Omental　Implantationの潰瘍治癒促進
　作用と再発抑制作用の検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
15）栗原雄司，伊藤正秀，角田誠之，駒崎敏昭，坊　英樹，小山雅章，田中賢助，豊島　明，的場康徳，内藤英二，
　渡辺昌則，平野文也，吉田　宏，山口裕史，田崎達也，原　一郎，赤岩順，馬越正通：胃内逆流胆汁酸と
　H厩60加6渉ε7ρyJoガの関連．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
16）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，駒崎敏昭，坊　英樹，小山雅章，田中賢助，栗原雄司，的場康徳，内藤英二，
　渡辺昌則，平野文也，吉田　宏，山口裕史，田崎達也，原　一郎，赤岩　順，馬越正通，桜井四郎1），湯川雅枝2）
　（1）大妻女子大学社会情報学部，2）放射線医学総合研究所環境衛生研究部）：胃内逆流胆汁酸中ケノデオキシコー
　ル酸濃度と∬8JJ60肋6孟6γ勿Joガの関連（タウリン抱合型において）第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）駒崎敏昭，伊藤正秀，豊島　明・角田誠之，渡辺昌則，吉田　宏，井上直巳，馬越正通：逆流胆汁酸中ウルソデ
　オキシコール酸と胃潰瘍の背景粘膜について．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
18）坊　英樹，伊藤正秀，豊島　明，角田誠之，渡辺昌則，吉田　宏，井上直巳，馬越正通：逆流胆汁酸中タウロコー
　ル酸と胃潰瘍の背景胃粘膜について：非胃潰瘍例との比較において．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
19）角田誠之，伊藤正秀，井上直巳，馬越正通，佐藤薫隆1），山田宣考2）（1》佼成病院外科，2）第一病院病理部）：S状
　結腸B・cell　lymphomaの1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
20）小山雅章，伊藤正秀，山口裕史，角田誠之，馬越正通：有愁訴患者に対する免疫学的便潜血反応検査実施の意義
　（1報）．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
21）田中賢助，伊藤正秀，吉田　宏，角田誠之，渡辺昌則，原　一郎，馬越正通：非特異性S状結腸潰瘍の1例．第
　63回日本医科大学医学会総会，1995。9．
22）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，駒崎敏昭，坊　英樹，小山雅章，田中賢助・栗原雄司，的場康徳，内藤英二，
　渡辺昌則，平野文也，吉田　宏，山口裕史，田崎達也，原　一郎，赤岩　順，馬越正通：Endoscopicsurgeryに
　おける粘膜切除後早期QOL向上への工夫．第758回外科集談会，1995．9．
23）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，渡辺昌則，田崎達也，原　一郎，馬越正通，桜井四郎1），湯川雅枝2）（1）大妻女
　子大学社会情報学部，2）放射線医学総合研究所環境衛生研究部）：消化性潰瘍の背景胃粘膜における漉漉o加碗7
　ρ夕Jo万，微量元素と逆流胆汁酸との関連．第50回日本消化器内視鏡学会総会，1995．9．
24）角田誠之，伊藤正秀，馬越正通・工藤玄恵1）（1》東京医科大学第二病理）：大腸ポリープのポリペクトミー後経時
　的変化に関する組織学的検討．第50回日本消化器内視鏡学会総会，1995．9．
25）角田誠之，伊藤正秀，馬越正通，林　徳裕1）（1）ユーアイエンジニアリング）：超音波内視鏡画像を用いた消化管
　三次元像再構成の試み．第50回日本消化器内視鏡学会総会，1995．9．
26）田中賢助，伊藤正秀，吉田　宏，角田誠之，渡辺昌則，原　一郎，馬越正通：大量下血をきたした高齢者非特異
　性S状結腸潰瘍．第50回日本消化器内視鏡学会総会，1995．9．
27）平野文也，伊藤正秀，原　一郎，馬越正通：感染経路不明のアメーバ性肝膿瘍の1例．第6回臨床寄生虫研究会，
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　　1995．9．
28）的場康徳，松林冨士男1），大網　弘2），片山博徳3），天野純治4），馬越正通（1）プラザ記念病院，2》老人病研究所病
　　理部門，3）多摩永山病院病理部，4）第二病院外科）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍に対するOmental　implantationの
　　検討．第7回日中消化器外科学術交流会議（桂林市，中華人民共和国），1995．9．
29）的場康徳，松林冨士男1），天野純治2），馬越正通（1）プラザ記念病院，2）第二病院外科）：穿孔性十二指腸潰瘍に対
　　するOmental　Implantationの実力：第4回フォーラム潰瘍病態研究会，1995．9．
30）的場康徳，廣中貴宏1），服部　隆1），大石一二三1），片山博徳2），細根　勝2），前田昭太郎2），大網　弘3），浅野伍朗4）
　　（・）協同乳業基礎研究所，2）多摩永山病院病理部，3》老人病研究所病理部門，4）第二病理学）：血清ヘパリチナーゼの
　　転移治療への応用．第54回日本癌学会総会，1995．10．
31）片山博徳1），前田昭太郎D，的場康徳，廣中貴宏2），服部　隆2），大石一二三2），細根　勝2），大網　弘3），浅野伍朗4）
　　（1）多摩永山病院病理部，2）協同乳業基礎研究所，3）老人病研究所病理部門，4）第二病理学）：転移性腫瘍におけるヘ
　　パリチナーゼの局在部位とp53蛋白およびPCNAの発現．第54回日本癌学会総会，1995．10．
32）栗原雄司，天野純治’），久吉隆郎1），百束比古2）（1）第二病院外科，2）形成外科）：乳房外広範囲外陰部Paget氏病
　　の2例．第57回日本臨床外科医学会総会，1995．10．
33）長谷川信吾1），鈴木和徳，松島　誠1），田中良明1），鈴木　裕1），鈴木信夫1）（1）松島病院大腸肛門病センター）：痔
　　核根治術後に肛門裂創を生じた患者の肛門内在．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．10．
34）金子伸一1），鈴木和徳，増田純一），松島　誠1），松島善視1）（1）松島病院大腸肛門病センター）：局所浸潤麻酔併用
　　は痔核術後鎮痛に有効か．第50回日本大腸肛門病学会総会，1995．10．
35）渡辺昌則，駒崎敏昭，豊島　明，角田誠之，山口裕史，伊藤正秀，原　一郎，馬越正通：食道癌術後重症肝不全
　　に対して血漿交換療法が著効した1例．第759回外科集談会，1995．11．
36）的場康徳，大網　弘1）（1）老人病研究所病理部門）：大網を用いた潰瘍治療と薬物療法への応用．第37回日本消化
　　器病学会大会，1995．11．
37）角田誠之，伊藤正秀，馬越正通：良性大腸疾患の背景粘膜における粘膜内免疫グロブリンA含有細胞の検討．第
　　13回大腸検査法研究総会，1995．11．
38）角田誠之，伊藤正秀，馬越正通，工藤玄恵・）（1）東京医科大学第二病理）：大腸ポリペクトミー後切除標本の病理
　　組織学的経時変化．第13回大腸検査法研究総会，1995．11．
39）小山雅章，伊藤正秀，山口裕史，角田誠之，馬越正通：有愁訴患者に対する免疫学的便潜血反応検査実施の意義
　　（第2報）．第13回大腸検査法研究総会，1995．11．
40）田中賢助，伊藤正秀，吉田　宏，角田誠之，渡辺昌則，原　一郎，馬越正通：当科における腹腔鏡下胆嚢摘出術
　　の現状．第6回腹腔鏡的治療研究会，1995．11．
41）鈴木和徳，松島　誠1），田中良明1），長谷川信吾1），鈴木紳一郎1）（1）松島病院大肛門病センター）：高齢者（70歳以
　　上）肛門部疾患の臨床的検討．第57回日本臨床外科医学会総会，1995．11．
42）駒崎敏昭，山口裕史，渡辺昌則，豊島明，坊英樹，吉田宏，原一郎，馬越正通：腸管子宮内膜症により
　　イレウスを呈した1例．第84回神奈川県臨床外科医学会，1995．12．
43）坊　英樹，吉田　宏，渡辺昌則，田中賢助，的場康徳，山口裕史，原　一郎，伊藤正秀，馬越正通：当科におけ
　　る腹腔鏡下胆嚢摘出術の現状．第84回神奈川県臨床外科医学会，1995．12．
44）原　一郎，渡辺昌則，山口裕史，田崎達也，角田誠之，伊藤正秀，平田知己1），馬越正通（1）第二病院外科）：内
　　視鏡下結紮術でpiecemeal　polypectomyを施行した隆起性病変の1例．第61回日本消化器内視鏡学会関東地方
　　会，1995．12．
45）伊藤正秀，角田誠之，豊島　明，井上直巳，陸川秀智，小山雅章，渡辺昌則，馬越正通：蛋白漏出性胃腸症を伴っ
　　た薬剤誘発性急性胃粘膜病変の1症例．第13回川崎市医師会医学会，1996．2．
46）豊島　明，伊藤正秀，角田誠之，小山雅章，田中賢助，馬越正通，桜井四郎1），湯川雅枝2）（1）大妻女子大学社会
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　情報学部，2）放射線医学総合研究所環境衛生研究部）：消化性潰瘍の背景胃粘膜におけるκ乃Joガと胃粘膜内微
　量元素および逆流胆汁酸との関連．第13回川崎市医師会医学会，1996．2．
47）伊藤達也1），山口朋禎1），鮒澤理人1），立石淳一1），増田康文1），上田征夫L），原　文男1），角田誠之，伊藤正秀（1）
　第二病院内科）：坐剤多用が誘因と考えられた直腸粘膜脱症候群の1例．第13回川崎市医師会医学会，1996．2．
48）原　一郎，田崎達也，豊島　明，渡辺昌則，山口裕史，伊藤正秀，馬越正通：十二指腸絨毛腺腫の1例．第47回
　　日本消化器外科学会総会，1996．2．
49）内藤英二，的場康徳，田崎達也，馬越正通，三樹　勝1），田中幹夫2）（1）白石中央病院，2）日本医科大学化学教室）：
　胆石，胆汁中のヨウ素含有量とヨウ素摂取量との関係．［日本人とタイ人（バンコク地方，チェンマイ地方）と
　　の比較に基づく］．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
50）的場康徳，片山博徳1），廣中貴宏2），服部　隆2》，大石一二三2），大網　弘3），前田昭太郎1），馬越正通（1）多摩永山
　病院病理部，2）協同乳業基礎研究所，3）老人病研究所病理部門）：血清Heparitinaseによる遠隔転移の血清学的診
　　断への応用．第47回日本消化器外科学会総会，1996．2．
［第二病院リハビリテーションセンター］
研究概要
　リハビリテーション科では脳外科，神経内科，整形外科，小児科など臨床の各科の患者の治療にあたり，患者層は
多彩であるとともに，スタッフも医師をはじめ理学療法士，作業療法士，言語療法士，ソシアルワーカー，看護婦と
いわゆるコメディカルとのチーム医療が実践されている．研究面にもこのことが反映され，各スタッフがそれぞれ関
心ある領域の研究が行われている．
　リハ医学の基礎的な分野では主として随意運動の電気生理学的研究が引き続き行われ，またリハビリテーションの
科学的・理論的整理を行っている．
　理学療法・作業療法分野では高次脳機能障害の臨床的研究および退院後の自立性維持のための家屋環境につき追跡
調査を続けながら，その問題点等の検討を行っている．言語療法関係では言語の「意味」をめぐる様々な障害につい
て引き続き臨床的な研究を行っている．ソシアルワーカー分野では障害者の職場復帰等社会的援助について検討を
行っている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kitamura，J．：Wallerian　degeneration　in　the　crus　cerebri　of　the　midbrain　in　supratentorial　stroke・Int・J・
　　Rehab．Res，，18，175－181，1995．
　2）Kitamura，J．，and　Nakagawa，H．1）（1）日南学園）：Visual　influence　oncontactpressure　ofhemiplegicsthrough
　　photoelstic　sole　image．Arch．Phys．Med．Rehabi1．，77，1418，1996．
　3）Kitamura，J．，Shibasaki，H，1），Takeuchi，T．（1》京都大学脳病態生理）：Cortical　slow　potentials　preceding
　　volnutary　elbow　movement　in　recovered　hemiparesis．Electro、Clin．NeurophysioL，98，149－156，1996．
　4）竹内孝仁：科学的視点でみる医療の近未来．作業療法ジャーナル，29，781－786，1995．
　5〉竹内孝仁：社会科学からみた理学療法：ケースマネージメントを中心に．理学療法学，22，276－282，1995．
　6）竹内孝仁：特別養護老人ホーム入居者におけるきざみ食と身体的要因との関連．栄養学雑誌，53，369－376，1995．
　7）中川博文1），北村純一，近藤　徹2），飯沼和三3），高橋　賞4）（L）日南学園，2）埼玉医科大学リハ科，3）愛児クリニッ
　　ク，4）関東学院大学工学部）：光弾性手法を援用した視覚によるバイオフィードバック装置の開発：脳卒中片麻
　　痺患者の立位訓練への応用．日本機械学会論文集，61，466－471，1995．
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8）竹内孝仁：“看護に求められるリハビリテーション”．BRAIN　NURSING，12，62－76，1996．
9）竹内孝仁＝ケアマネジメントを学ぶ　その1　総論．総合ケア，6，6－35，1996．
10）竹内孝仁：地域における老年者のリハビリ．GERONTOLOGY，8，69－73，1996．
11）竹内孝仁：ケアマネジメントをめぐる英国の動向．老人保健福祉ジャーナル，6，19－21，1996．
12）竹内孝仁：ケアマネジメントを学ぶ　その2　各論．総合ケア，6，6－49，1996．
13）竹内孝仁：私の考えるアメニティ．あめにてい，3，7－8，1996．
14〉竹内孝仁：21世紀フォーラム　医療と「生活」との出会い．財団法人政策科学研究所，56，30－37，1996．
15）小原眞知子：中途障害者の職場復帰に関する諸問題：職リハネットワーク，32，4－9，1996．
（2）総説：
1）北村純一：リハビリテーション患者にみとめられやすい不随意運動の診断とその鑑別：J．Clin．Rehabil，，5，
　　60－62，　1996．
（3）研究報告書：
　1）小原眞知子，坂巻　煕1），石川卓志2），種村留美3），田谷勝夫4），松為信雄4）（1）淑徳大学社会学部，2）防衛庁，3）韮
　　山温泉病院，4）障害者職業総合センター）：中途障害者の職場復帰に関する研究．平成6年度　労働省職業安定局
　　中途障害者の職場復帰に関する研究会報告書，1996．
著書
　1）竹内孝仁：〔単著〕医療は「生活」に出会えるか．医歯薬出版，1995．
学会発表
（1）セミナー：
　1）北村純一：脳卒中片麻痺の肘関節の随意運動に先行する脳電位．第1回神奈川神経生理セミナー，1995．9．
（2）一般講演：
　1）Kitamura，J．，and　Shibasaki，H，1）（1）京都大学脳病態生理）：Cortical　potentialspreceding　voluntary　elbow
　　movement　in　recovered　hemiparesis．The　Xth，Intemational　Congress　of　Electroencephalography　and
　　Clinical　Neurophysiology（Kyoto），1995．10．
　2）北村純一，田島圭輔，矢部きのみ，竹内孝仁：2年経過した重度慢性クモ膜下出血の一症例におけるL－DOPAの
　　効果の検討．第80回関東地方リハビリテーション懇話会，1995．4．
　3）増田康文L），川口直美1），西垣朝裕1），松本茂之1），鈴木　攻1），村沢恒男1），上田征夫1），原　文男1），北村純一（1）
　　日本医大付属第二病院内科）：急性腎不全で発症しARDSを合併したWegener肉芽腫（WG）の1例．第445回
　　日本内科学会関東地方会，1995．5．
　4）北村純一，小林　充1），岡内　章1），大仲巧一），山口　明1），田島圭輔，矢部きのみ，竹内孝仁（1）国立精神・神
　　経センター）：Parkinson病における重症度評価のYahr　stageの検討．第32回日本リハビリテーション医学学
　　術集会，1995．6．
　5）北村純一，飯盛仁志，矢部きのみ，竹内孝仁：小脳障害と手指の随意運動に先行する脳電位の検討．第32回日本
　　リハビリテーション医学学術集会，1995．6．
　6）矢部きのみ，田島圭輔，北村純一，竹内孝仁：重度障害を呈したクモ膜下出血5例のリハビリテーション経過．
　　第32回日本リハビリテーション医学学術集会，1995．6．
　7）木村義徳，宮田光明，榎本雪絵，井上直子，望月秀樹，北村純一，竹内孝仁：再発性AIDPにおける理学療法（PT）
　　プロトコルの実施．第30回理学療法学術集会，1995．6．
　8）井上直子，木村義徳，丸山玲子，宮田光明，榎本雪絵，菊池和美，北村純一，竹内孝仁：LCCA患者における至
　　適荷重負荷による靴型装具の工夫．第30回理学療法学術集会，1995．6．
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9）宮田光明，木村義徳，榎本雪絵，井上直子，宗近眞理子，飯盛仁志，北村純一，竹内孝仁：電撃症により熱傷・
　　不全対麻痺を呈した1症例の経過報告．第30回理学療法学術集会，1995。6．
10）榎本雪絵，木村義徳，宮田光明，井上直子，望月秀樹，北村純一，竹内孝仁：下顎の形成不全があり嚥下・呼吸
　　障害を呈した1症例．第30回理学療法学術集会，1995．6．
11）望月秀樹，宗近眞理子，菊池和美・木村義徳，宮田光明，田島圭輔，竹内孝仁：両股関節離断に至った外国人労
　　働者に対する作業療法の経験．第29回日本作業療法学会，1995．6．
12）宗近眞理子，菊池和美，望月秀樹，宮田光明，木村義徳，飯盛仁志，藤林優香，北村純一，竹内孝仁：電撃症に
　　より興味ある臨床症状を呈した不全対麻痺の1例．第29回日本作業療法学会，1995．6．
13）菊池和美，宗近眞理子，望月秀樹，木村義徳，井上直子，新貝尚子，竹内孝仁，田島圭輔：重度な発動性の低下
　　を示す脳血管障害患者に対する作業療法の経験．第29回日本作業療法学会，1995．6．
14）矢部きのみ，田島圭輔，北村純一，竹内孝仁：肺塞栓症を起こした脳梗塞の1症例．第81回関東地方リハビリテー
　　ション医学懇話会，1995．7．
15）北村純一，田島圭輔，矢部きのみ，竹内孝仁：原因不明の低Na血症を呈した慢性期の頭蓋内疾患の2症例．第
　　81回関東地方リハ医学懇話会，1995．8．
16）北村純一，田島圭輔，矢部きのみ，穐山尚子，竹内孝仁：前脈絡叢動脈の出血により右片麻痺をきたした1症例：
　　感覚障害の評価と視覚の代償作用．第82回関東地方懇話会，1995．9．
17）増田康文1），川口直美1），西垣朝裕1），松本茂之1），鈴木　攻・），村澤恒男1），上田征夫1），原　文男・），北村純一（・）
　　日本医大付属第二病院内科）：Wegener肉芽腫症に合併した急性腎不全の1例．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．9．
18）北村純一，柴崎　浩1），竹内孝仁（1）京都大学脳病態生理）：小脳血管障害の3症例における手指の随意運動に先
　　行する脳電位．第25回日本脳波・筋電図学会，1995．10．
19）小原眞知子：退院計画における患者介護のソーシャルワーク査定表の開発のその意義．日本社会福祉学会，1995．
　　11。
20）小原眞知子：リハビリテーションにおけるソーシャルワーク援助とその意義．RSW研究会学会，1995．11．
21）新貝尚子，竹内孝仁，種村純1），佐々木浩三1），金子真人2），前川眞紀3）（1）伊豆韮山温泉病院，2）都立松沢病院，
　　3）横浜総合病院）：漢字音韻変換能力についての一考察．第19回日本失語症学会総会，1995．11．
22）金子真人1），山口武兼1），宍戸恒郎1），新貝尚子・前川眞紀2）・宇野　彰3），鹿島晴雄4）（’）都立松沢病院，2）横浜総
　　合病院，3）国立精神神経センター精神保健研究所，4）慶鷹大学）：左前頭葉内側面および脳梁損傷により構成失書
　　を呈した1例．第19回日本失語症学会総会，1995．11．
23）前川眞紀1），吉永信裕1），金子真人2），種村　純3），新貝尚子（1）横浜総合病院，2）都立松沢病院，3）伊豆韮山温泉病
　　院）：Semantic　Aphasiaと考えられた1例．第19回日本失語症学会総会，1995．11．
24）佐々木浩三1），種村　純1），長谷川しのぶ1），重野幸次1），長谷川恒雄1），金子真人2），新貝尚子（1）伊豆韮山温泉病
　　院，2）都立松沢病院〉：失語症例の単語の漢字仮名表記による読解成績の比較．第19回日本失語症学会総会，1995．
　　11．
25）北村純一，田島圭輔，矢部きのみ，穐山尚子，竹内孝仁：脳卒中片麻痺における麻痺側手指の長ループ反射と手
　　指機能の検討（第1報）．第83回関東地方会リハビリテーション懇話会，1995．12．
26）北村純一，久吉隆郎，田島圭輔，矢部きのみ，穐山尚子，竹内孝仁：肺切除，パーキンソン病，脳卒中，消化管
　　出血，心因性てんかんや甲状腺機能充進症などの多様な疾患を有した1症例．第84回関東地方リハビリテーショ
　　ン懇話会，1996．2．
27）増田康文1），川口直美1），加藤欽也1），西垣朝裕1），松本茂之1），鈴木　攻1），村澤恒男1），上田征夫1），原　文男1），
　　北村純一（1）日本医大付属第二病院内科）：Wegener肉芽腫に合併した急性腎不全の1例．第56回神奈川県内科医
　　学会集談会，1996．3．
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［第二病院健康管理科］
研究概要
　健康管理科では昭和55年の開設以来人間ドック（2泊3日，外来半日ドック〉を中心に一般の健康診断および川崎
市の基本健診，老人健診などを行っている．本年度は（1）人間ドックにおける健康評価と指導法の発展と改善のため
入間ドック受診者の有病率を過去8年問に調査検討した結果，受診者は40代男性が最も多く高脂血症，糖尿病（境界
型を含む），胃炎など内科的疾患が約45％を占めた．また，要加療件数に対して実際の加療件数が約25％と，それ程高
くなくドック後の指導法に改善の必要性が示唆された．（2）人間ドックにおける腹部超音波の重要性につき脂肪肝と
生化学データとの比較検討を行った結果，超音波にて脂肪肝と診断された受診者の87．3％に生化学データの異常を認
めた．また，肥満度の指標（BMI）とは95％の高い相関があった．（3）老人健診における有病率を調査検討し現代老
人の健康状態の評価を行っている．
　また，本年度までは関谷部長が老人病研究所臨床部門を兼任し老研の病理部門との共同によりアルツハイマー型老
年痴呆における老人班形成過程におけるプロテオグリカンの役割について報告した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）関谷政雄：人間ドック者の有病率：8年間の統計を通して．日医大誌，63，5659，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）清水　一1），今津　修2），関谷政雄，水谷俊雄3），大網　弘1）（1）老人病研究所，2）第2病理，3）都老人総合研究所神
　　経病理〉：老人班の形成過程におけるプロテオグリカンの役割について一アルツハイマー型老年痴呆者脳と非痴
　　呆老年者脳の比較一．第37回日本老年医学会総会，1995．10．
　2）荒井誠一1），鈴木久美1），越谷美由紀1），山賀節子1），玉手ひさ子1），池野廣幸1），原　文男1），安室尚樹，関谷政雄
　　（1）第二病院，中検）：人間ドックでの腹部超音波検査による脂肪肝の診断と生化学データの比較検討．第63回日
　　本医科大学医学会総会，1995．9．
　3）渡辺健太郎1），矢野　誠1），渡辺威之1），松浦良樹1），仲地勝紀1），安室尚樹，平井真明1），中野博司1），大庭建三1），
　　妻鳥昌平1）（1）老人科）：副鼻腔気管支症候群を合併したインスリン非依存糖尿病の1例．第63回日本医科大学医
　　学会総会，1995．9．
　4）栗山秀樹1），網代美代子1），佐藤研之1），佐藤周三1），仲地紀勝1），安室尚樹，渕上正章1），中野博司1），大庭建三1），
　　妻鳥昌平1）（1）老人科）：食道の著明な拡張で発見された全身性進行性硬化症（PSS）の1例第63回日本医科大学
　　医学会総会，1995．9．
　5）清水一1），森　隆1），枝川聖子1），大網弘1），今津修2），関谷政雄，水谷俊雄3）（1）老人病研究所，2）病理第
　　2，3）都老人総合研究所）：老人班の形成過程におけるプロテオグリカンの役割について：アルツハイマー型老
　　年痴呆者脳と非老年痴呆者脳の比較．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
［第二病院病理部］
研究概要
　肺組織の血管系反応とくに栄養血管である気管支動脈系と，機能血管である肺動脈系の反応がどのように役割分担
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をしているかは興味深い．本年はその役割の一つをWHO　collaboration　studyの一環として中国，USAなどの共同
研究者と共に動物実験レベルでまとめた．現在のところ病変形成過程における気管支動脈系の役割にっいての研究は
少なくその点ではじめての報告である．この方面を探る準備が出来たところといえよう．“気道上皮細胞の潜在皮膚”
としての反応を，もう少し理論的実証的に詰めるべく皮膚科大学院の中島とその結果を発表するところまで来た．
BALに関しては診断と組織との対応関係を呼吸器内科と継続中である．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Kawanami，0．，Jiang，H．X．，Mochimaru，H．，Yoneyama，H。，Kudoh，S．，Ohkuni，H．，Ooami，H．，and　Ferrans，
　　V．J．：Alveolar　fibrosis　and　capillary　alteration　in　experimental　pulmonary　silicosis　in　rats．Am．J．Respir．
　　Crit。Care．Med．，151，1946－1955，1995．
　2）五十嵐徹1），福見大地1），山本佳樹’），千葉　隆1），伊藤保彦1），高瀬真人1），安保和俊1），前田美穂1），藤野　修1），
　　福永慶隆1），村上睦美1），山本正生1），福田　悠1），川並注一）（1）付属小児科，2）病理第一）：皮膚筋炎に合併した
　　　間質性肺炎．日本小児呼吸器疾患学会雑誌，6，99－101，1995．
　3）榎本達治1），川並注一，金子泰之D，持丸　博1），吾妻安良太1），工藤翔二1）（1）付属第四内科）：シリカ投与肺に対
　　　するエリスロマイシンの作用．JapaneseJ．Antibiotics，48，33－36，1995．
（2）総説：
　1）川並注一，榎本達治1）（1）付属第四内科）：サルコイドーシス患者の気管支肺胞洗浄液細胞の形態と機能．病理と
　　　臨床，13，796－802，1995．
　2）川並注一：肺における樹状細胞とHLA－DR発現細胞．医学のあゆみ・170・32－37・1994．
　3）川並注一，尾見徳弥，荻原英子：本学における感染症DNA診断のルーチン化　HPVと結核菌にっいて一．日
　　　医大誌，62，401－405，1995．
　4）川並注一：アレルギーと炎症．Current　Insights　in　Allergy，11，3－7，1995．
著書
　1）川並注一，斎木茂樹1）（1）聖路加国際病院病理部）：〔分担〕1型，II型肺胞上皮細胞．keyword1996一’97呼吸器系．
　　　（編著者　小倉　剛，日和田邦男，山木戸道郎），p．32－33，先端医学社，東京，1996．
　2）川並注一：［分担］気道．実験医学別冊メヂカル用語ライブラリー，アレルギー分子メカニズムから病態・診断・
　　治療まで一．（編集　羅智　靖，大田　健，河野陽一，古江増隆），P．52－53，羊土社，東京，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）Enomoto，T．，Kawanami，0．，Mochimaru，H．，and　Kudoh，S．：Macrolides’s　unique　function　of　neutrophil
　　suppression　in　experimentally－induced　silicosis　of　rats．ATS／ALA　Intemational　Conference（Seattle，USA）
　　May．1995．
　2）Kawanami，0．，Mochimaru，H．，Enomoto，S．，and　Kudoh，S．：Endothelial　metaplasia　of　alveolar　capillaries
　　in　experimental　silicosis　in　rats，ATS／ALA　Intemational　Conference（Seattle，USA）May．1995．
　3）Konishi，K．1），Kawanami，0．1），Kikuchi，S，1），Naka，F．2）（1）Nippon　Medical　School　Second　Hospita1，Kawasa－
　　ki，2）Nippon　Zoki　Co．Ltd．，Osaka）：Cyclic　changes　of　mast　cells　and　histamlne　in　human　uterus．The　Eighth
　　Intemational　Conference　of　the　Intemational　Society　of　Differentiation（ISD），Hiroshima，1994。10．
　4）Nakajima，M．1）2），Matsui，M．1），Islzaki，R．1），Emi，M．1），Kawanami，0．1），and　Honda，M．2）（1）DNADiagnosis
一394一
　　and　Research　Group．Nippon　Medical　School　Second　Hospital，Institute　of　Gerontology，Kawasaki，
　　21Department　of　Dermatology，Nippon　Medical　Schoo1，Tokyo，Japan）：Expression　of　Cytokeratins　and
　　Type　VII　Collagen　In　The　Normal　Human　Airways．Abstracts　for　The20th　Annual　Meeting　of　The
　　Japanese　Society　for　Investigative　Dermatology，Okayama，1995．9。
5）Aoki，M．1），Honda，M．1），Kawanami，0．2），Login，G．3），Dvorak，A．3）（1）Department　of　Dermatology，Nippon
　　Medical　Schoo1，Tokyo，Japan，2》Pathology　and　Clinical　Research　Laboratory，Mppon　Medical　School
　　Second　Hospita1，Kawasaki，Japan，3）Beth　Israel　Hospital，Boston，USA）：Arole　of　Vesicles　During
　　Deganulation　of　Chymasefrom　Rat　Peritoneal　Mast　Cells．Abstracts　for　The20th　Amual　Meeting　of　The
　　Japanese　Society　for　Investigative　Dermatology，Okayama，1995．9．
6）Omi，T．1），Kawanami，0．1》，Matsuda，K．2），Henmi，H．2），Honda，M．3）（1）Pathology　and　Clinical　Research
　　Labolatory，2）Department　of　Emergency　and　Critical　Care　Medicine，3）Department　of　Dermatology，Nippon
　　Medical　Schoo1，Tokyo）：Granulation　Tissue　Plays　a　Key　Role　for　The　Adhesion　of　Frozen　AIlograft．
　　Abstracts　for　The20th　Amual　Meeting　ofThe　Japanese　Society　for　Investigative　Dermatology，Okayama，
　　1995．9．
7）Report　of　World　Health　Organization．Meeting　ofthe　Multicentre　Study　Research　on　Early　Diagnosis　and
　　Treatment　of　Pneumoconiosis，Manila，Philippines．，November．1995。
8）Report　of　World　Health　Organization．Review　of　the　Multicentre　Collaborative　Research　on　Early
　　Diagnosis　and　Treatment　of　Pneumoconiosis，Shanghal，China，October。1991。
9）中島美知子，尾見徳弥，川並注一：皮膚粘膜境界領域におけるケラチン亜型とVII型コラーゲンの特徴的発現．
　　第84回日本病理学会総会，名古屋，1995．4．
10〉榎本達治1），川並注一，持丸　博L），工藤翔二1），大網　弘2）（1）付属第四内科，2）老人病研究所病理部門）：シリカ
　　投与肺に対するエリスロマイシンの作用．第35回日本胸部疾患学会総会，名古屋，1995．5．
11）川並涯一，金子泰之，榎本達治11，持丸　博1），工藤翔二1）（1）付属第四内科）：ヒトの呼吸器疾患における肺胞毛
　　細血管の修復．第63回日本医科大学医学会総会，東京，1995．9．
12）荻原英子，尾見徳弥，川並涯一，江見　充1），大網　弘2），大国寿士3）（1）老研分子生物学部門，2）老研病理部門，
　　3）老研免疫部門）：遺伝子診断法による結核症の確定診断と問題点．第63回日本医科大学医学会総会，東京，1995．
　　9．
13）野中尚子1〉，久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎1），平野滋之1），山本真
　　二1），山岸茂樹1），川並注一，太田吉男，大庭孝男（1）第二病院外科）：胸腔ドレーン抜去時細胞診による予後判定
　　と再発様式について．第63回日本医科大学医学会総会，東京，1995．9．
14）山岸茂樹1），久吉隆郎1），天野純治1），難波　亨1），平田知己1），大久保哲行1），木本洋一郎’），平野滋之’），山本真
　　二1），野中尚子1），佐藤雅史2），川並注一（1）第二病院外科，2）第二病院放射線科）：再発肺癌手術後長期生存中の2
　　例．第63回日本医科大学医学会総会，東京，1995．9．
15）川並涯一，榎本達治1），金子泰之1），持丸　博1），工藤翔二1）（1）付属第四内科）：肺サルコイドーシス患者のBAL
　　細胞成分における多形核白血球について．第15回日本サルコイドーシス学会総会，宇都宮，1995．10．
［第二病院中央検査室］
研究概要
　当検査室における研究の主な目的は，臨床検査学の発展に伴なう各種検査の精度管理，検査方法および迅速性につ
いて，口常，臨床との関連と意義を考察し，日々の検査をみつめ検査の質の向上と確立に主眼をおいている．
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研究業績
論文
（1）原著：
1〉池野廣幸，大塚喜人1），横澤光博2），佐野和三3）（1）社会保険中央総合病院，2）東京共済病院，3）駿河台日本大学病
　院）＝腸内細菌科及び一部のオキシダーゼ陰性グラム陰性桿菌4時間同定用キツトIDS　Rap　ID　onE　Systemの
　検討（API20Eとの比較検討）．臨床と微生物，22，95－103，1995．
2）池野廣幸，菅原　通，大川共一1），原　文男2），菊池三郎3），馬越正通4），島田洋一5），坂井ノブ子6），小河原美代
　子6），三上ちづ子6）（1）第二病院院長，2）同内科，3）同産婦人科，4）同消化器病センター，5）同麻酔科，6）同看護部）：
　剃毛における皮膚細菌の検討（第二報）：非剃毛における皮膚表面細菌数の経時的変動について．手術医学，16，
　324－325，　1995．
3）菅原　通，池野廣幸，島田洋一1），原　文男2），大川共一3）（1）第二病院麻酔科，2》同内科，3）同院長）：手術室にお
　　ける血中ヘモグロビンおよびグルコース専用測定機器の技術と安全：信頼性の基礎的検討．手術医学，16，
　197－200，　1995。
4〉池野廣幸，細渕和成1），藤井　昭2），中谷博3），平井義一4），草地信也5），土井英史6），林勝宏7），本田隆治8）
　　（1）東京都立アイソートプ総合研究所・2）鳥取大学・3）大阪大学，4）岡山大学，5）東邦大学，6）生長会府中病院，7）サ
　　クラ精機，8）東京大学）：手術機器滅菌・消毒に関する委員会・酸化エチレンガス滅菌に替わる滅菌法．日本手術
　医学誌，16（臨時号11），22－56，1995．
学会発表
（1）一般講演：
1）池野廣幸，大塚喜人1），横澤光博2），佐野和三3）（1）社会保険中央総合病院，2）東京共済病院，3）駿河台日大学病院）：
　腸内細菌科及びオキシダーゼ陰性ブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌同定用キットIDS　Rap　ID　onE　Systemの評
　価．第44回日本臨床衛生検査学会，1995．5．
2）池野廣幸，菅原　通，大川共一一1）（’）第二病院院長）：全自動赤血球沈降速度測定装置の基礎的検討．第70回日本
　医科機器学会総会，1995．6．
3）尾身徳弥1），萩原英子2），川並注一2），池野廣幸，江見　充1）（1）第二病院老人病研究所，2）同病理部）：Nested　PCR
　法による結核菌，HPV検索における諸問題．遺伝子診療研究会．第2回学術集会，1995．8．
4）小伊藤保雄，井上雅則，池野廣幸，原　文男：改良型・免疫比濁法によるCRP測定試薬の基礎的検討．第44回
　日本臨床衛生検査学会，1995．5．
5）荒井誠一，鈴木久美，越谷美由紀，山賀節子，玉手ひさ子，池野廣幸，原　文男，安室尚樹1），関谷政雄1）（1）第
　二病院健康官理科）1人問ドックでの腹部超音波検査による脂肪肝の診断と生化学データの比較検討．第63回日
　本医科大学医学会総会，1995．9．
6）池野廣幸，菅原　通，原　文男：強酸性水の各種保存状態における残留塩素濃度と効力について．第63回日本医
　科大学医学会総会，1995．9．
7）大竹佳世子，池野廣幸，菅原　通，原　文男：自動測定装置を使用した赤血球沈降速度測定の信頼性について．
　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
8）鈴木憲康，坂倉剛志，菅原　通，池野廣幸，原　文男，島田洋一1）（1）第二病院麻酔科）：手術室内環境清浄度の
　変動について：簡易空気清浄装置（バイオミクロン）使用条件下において（第一報）．第63回日本医科大学医学
　会総会，1995．9．
9）菅原　通，池野廣幸，原　文男：血中ヘモグロビンおよびグルコース専用測定機器の信頼性に関する基礎的検討．
　第63回口本医科大学医学会総会，1995．9．
10）吉田美和，小伊藤保雄，畑　　哲，渡部紀子，菅原　通，池野廣幸，原　文男：直接法HDLコレステロール測
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　　定試薬の有用性．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
11〉井上雅則，井梅和美，田村朋美，隠岐和美，野本恵子，池野廣幸，原　文男：免疫クロマトグラフィー法による
　　血中HBs抗原測定の検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
12）成定昌昭，菊地英子，新岡明子，池野廣幸，原　文男：尿検査試験紙法における蛋白・ブドウ糖・潜血の比較検
　　討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）津金香代子，野本恵子，中島由美子，寺尾幸重，吉岡美香，大竹佳世子，池野廣幸，原　文男：血液凝固検査に
　　おける抗凝固剤と血液の混合比による影響．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
［第二病院薬剤科］
研究概要
　ここ数年の医療環境の変化に伴い薬剤師の研究テーマも様変わりしている．調剤を中心としたテクニック論，医療
チームの一員として診療科と合同研究，現在は患者中心の医療がクローズアップされ，それに関連するテーマ等が対
象となっている．当薬剤科も時代にマッチしたテーマにチャレンジし実践し，薬剤師の基盤づくりを行ってきた結果，
評価も得，存在感も多少アピール出来たと思う．今後は医師及び患者の二一ズに応えるべく「効率的な個々の薬物療
法の実践」を目標に医療へ貢献していきたい．
　最終的には「良質な薬物療法の提供」が薬剤師の使命だからである．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）舟木陽子，小坂好男，菊池有道，増田康文1），原　文男1）（1）内科）：角一刺激吸入剤の過量吸入で重篤な低カリウ
　　ム血症を来した1例．第12回日本TDM学会，1995．6．
　2）有馬貴子，小坂好男，菊池有道，陽川春江1），山本　彰1），山本博人1），高橋政之1），渡辺英之1）（D放射線科）：患
　　者のQOL（quality　of　life〉への薬剤師の関わり：肝嚢胞へのエタノール注入療法．第5回日本病院薬学会年会，
　　1995．7．
　3）島田慰彦，小坂好男，佐藤陽一，古宮理絵，菊池有道：服薬相談室の開設と現況．日本病院薬剤師会関東ブロッ
　　ク第25回学術大会，1995．8．
　4）佐藤陽一，島田慰彦，小坂好男，古宮理絵，菊池有道：服薬相談室の開設と現況．神奈川県病院学会，1995．11．
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23．多摩永山病院付置施設等
［多摩永山病院病理部］
研究概要
　組織培養，免疫組織化学，電子顕微鏡部門が充実し，病理学教室から大学院生が病理部に配属され，また臨床医の
病理部での研究も行われるようになり，さらにタイ国病理学者の留学今年で2年目となり，研究部門もさらに充実して
きた．
　現在の主な研究テーマは以下のとうりである．
　1）乳腺腫瘍
　1．穿刺吸引細胞診による迅速診断法の確立．
　2．乳癌における，ホルモンレセプターと細胞骨格および接着因子の関係について．
　3．乳癌のパラフィン切片による免疫組織化学的検索への応用（マイクロウェーブ処理法など）
　4．転移性乳癌の臨床病理学的研究（特に接着因子と基底膜分解酵素について）
　2）骨軟部腫瘍
　1．穿刺吸引細胞診による迅速診断法の確立（免疫組織化学，電顕的検索の併用）
　2．骨肉腫の鑑別診断に対するオステオカルチン，オステオネクチン，コラーゲン1の有用性について．
　3）子宮癌
　1．子宮頸癌の深達度と細胞内骨格，接着因子の関係について．
　2．子宮頸部におけるCISと初期浸潤癌の鑑別（特に免疫組織化学検索による）
　3．子宮内膜癌の差異帽子による診断の確立（免疫組織化学，電顕的検索の併用）
　4）咽頭腫瘍の組織発生（免疫組織化学的検索による）
　5）リンパ節病変
　1．リンパ節病変の迅速診断法の検索，免疫細胞学的アプローチ
　2．リンパ節病変の分子生物学的検索（特にウイルスとの関連病態）
　6）体腔液の細胞診断法の確立（免疫組織化学的，電顕的検索の併用）
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Taj圭ma，H。1），Tajima，N．1），Hiraoka，Y．2），Yamamoto，K．1），Kobayashi，Y。1），Kumazaki，T．1），Maeda，S，
　　（1）Department　of　Radiology，Nippon　Medical　School，2）Department　of　Uro星ogy，Nippon　Medical　School）：
　　Tuberculosis　of　the　prostate：MR　Imaging．Radiation　Medicine，13，171－173，1995．
　2）Tajima，H．1），Tajima，N。1），Yamamoto，K．1），Maeda，S．，Koizumi，K1），Kumazaki，T。1），Yosh量da，H．2），Egami，
　　K．2〉（1）Department　of　Radiology，2）Surgery　I・ll）：Anterior　Mediastinal　Schwamoma：A　Case　Report．
　　Radiation　Medicine，13，175－177，1995．
　3）前田昭太郎，清水秀樹，中川敬夫，礒部宏昭，島田早苗1），頼　徳成1）（1）多摩永山病院耳鼻咽喉科）：耳鼻咽喉科
　　に対する細胞診，組織診．耳鼻と臨床，41，、19951」
　4）立麻典子’），飛田正俊1），伊藤可寿子1），岡部俊成1），向後俊昭1），橋本　清1），山本正生1），江上　格2），前田昭太
　　郎（1》付属病院小児科，2）多摩永山病院外科）：各種治療に抵抗を示し，多発性転移を認めたRhabdoid　tumor　of
　　the　kidneyの3歳男児例．小児臨，49，115－119，1996．
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5〉吉田　寛1），江上　格1），谷口善郎1），平岡保紀2），前田昭太郎，恩田昌彦3）（1）多摩永山病院外科，2）多摩永山病院
盈欝1，ll鷲藁外科）：超音波ガ　下穿刺吸弓1細　て診断しえた尿膜管癌の1風J皿工Me己
6）水江史樹1），白井康正1），伊藤博元1），北川泰之1），奥秋裕一1），角田　隆1），前田昭太郎（1）整形外科）：馬尾に発
　生したPrimitiveneuroectodermaltumorの1例．関東整災誌，26，418－422，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）前田昭太郎：軟部腫瘍の病理と細胞診．第11回日本臨床細胞学会山梨県支部総会学術集会，1996．2．
（2）シンポジウム：
　1）Meda，S、，Nakagawa，N。，Katayama，H．，Hara，H．，Isobe，H．，Taniguchi，Y．，Egami，K．，Yoshioka，M．，
　　Hosone，M，and　Asano，G．：Rapid　diagnosis　for　breast　tumors　by　fine　needle　aspiration　cytology　in　the
　　outpatient　clinic：The　result．The　importance　of　considering　the　histologic　type　by　cytology　XII　Intema－
　　tional　Cogress　of　Cytology．（Madrid，Spain），1995．4．
　2）Maeda，S。，Hosone，M，and　Asano，G1）（1）病理第2）：Fineneedle　aspiratlon　cytologyforbreast　tumor．The
　　3rdSymp・sium・fChina－JapanPath・1・gy・nCancerandAther・scler・sis》k1995・9・
（3）パネノレディスッカション：　　　　　　　（柄｛一・α嚥・）
　1）前田昭太郎，片山博徳，渡邊　誠1》，松原美幸2），渡会泰彦2），杉崎祐一2），角田　隆3），白井康正3），細根　勝4），
　　浅野伍朗4）（1）多摩永山病院整形外科，2）附属病院病理部，3）附属病院整形外科，4》病理第2）：骨・軟部腫瘍におけ
　　る細胞診の意義・穿刺吸引細胞診と生検の関係．第28回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，1995．7．
（3）セミナー：
　1）前田昭太郎：Fine　needle　aspiration（FNA）の病理診断における役割とその限界：後腹膜腫瘍軟部腫瘍．国際
　　病理アカデミー日本支部病理学セミナー，1995．11．
（4）ワークショップ：
　1）Maeda，S，：FNA　cytology　of　bolle　and　soft　tissue．Precongress　Workshop　in　Diagnostic　Cytopathology，
　　The　Tenth　Amual　Meeting　Royal　College　of　Pathologists　of　Thailand，March．1996．
　2）Maeda，S。：Fine　Needle　Aspiration　Cytology　of　the　Soft　Tissue．The　Second　Fine　Needle　Aspiration
　　Workshop　in　Thailand　and　Japan，Chiang　Mai，Thailand，August．1995．
　3）Maeda，S。：Fine　Needle　Aspiration　Cytology　of　the　liver．The　Second　Fine　Needle　Aspiration　Workshop
　　in　Thailand　and　Japan，Chiang　Mai，Thai1，August．1995．
〔1994年度追加分〕
一般講演：
　1）Yoneyama，K1），Sasaki，S．1），Araki，T．2），Maeda，S．：Evaluation　of　cytologic　diagnosis　of　amniotic　fluid
　　embolism．XIV　World　Congress　of　Gynecology＆Obstetrics．Montreal，Canada，1994．9．
　2）水江史樹1》，白井康正1），伊藤博元1），柴崎徹1），高山景範1），橋口　宏1），井出勝彦1），前田昭太郎（1）多摩永山
　　病院整形外科）：肩鎖関節脱臼における関節軟骨の組織学的検討．第21回日本肩関節学会．1994．10．
（5）一般講演：
　1）前田昭太郎，細根　勝1），角田　隆1），浅野伍朗1），矢澤泰男2），井村穣二3）（1）病理第2，2）栃木県立がんセンター
　　整形外科，3）栃木県立がんセンター病理部）：Spinabrimitive　neuroectodermal　tumors（Spinal　PNETs）の
　　3症例．第84回日本病理学会総会，1995．4．
2）細根　勝1），前田昭太郎，長江　康1），浅野伍朗1），安田栄一2）（1）病理第2，2）安田病院）：肝生検で診断した転移
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　性悪性神経鞘腫と考えられる1例．第84回日本病理学会総会，1995．4．
3）小林みどり1），松田裕之1），後藤正道1），田中邦夫L），鈴木　健1），大津文雄1），長澤紘一1），細根　勝，前田昭太郎
　　（1》多摩永山病院内科）：悪性リンパ腫（NHL）寛解後ホジキン病（HD）を発症した1例．第436回日本内科学会
　　関東地方回，1995．5．
4）新見やよい1），青木順子D，青木見佳子1），本田光芳1），前田昭太郎，杉崎祐一2），田中庸助3），惣滑谷直孝3），小泉
　潔4），米山雅雄5）（1）第一病院皮膚科，2》附属病院病理部，3）内科第4，4）胸部外科，5）足立区）：轡部腫瘍の1例．
　第94回日本皮膚科学会総会，1995．5．
5）片山博徳，前田昭太郎，礒部宏昭，細根　勝，谷口善郎1），吉岡正智1），江上　格’），浅野伍朗2）（1）多摩永山病院
　　外科，2）病理第2）＝穿刺吸引細胞診でその診断に難渋した乳腺Metaplastic　carcinomaの1例．日本医科大学医
　　学会第86回例会，1995．5．
6）細根　勝，前田昭太郎，蝦原　淳1），中山滋昭1），浅野五朗2〉（1）多摩永山病院眼科，2）病理第2）：眼瞼結膜原発と
　　考えられるB細胞性リンパ腫の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
7）松本正博・），志村俊郎L），饒波正博2），渡辺国広2），寺本　明2），前田昭太郎（1）多摩永山病院脳神経外科，2）附属病
　　院脳神経外科）：Intracistemal　accessoryneurinomaの1手術例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．5．
8）塚本佐知子1），中山滋章1），前田昭太郎（’）多摩永山病院眼科）：眼窩に原発したサルコイドーシスの1例．日本医
　　科大学医学会第86回例会，1995．5．
9）小林由子1），村上隆介1），杉崎健一1），市川和雄’），滝川崇弘1）・玉井　仁1），篠原義智1），山本　鼎1），家永　聡2），
　　佐々木茂2），前田昭太郎，飯田英次3），田島なつみ4）（1）多摩永山病院放射線科，2）多摩永山病院産婦人科，3）附属
　　病院放射線科，4）千葉北総病院放射線科）卵巣未分化胚細胞腫の2例：MRI所見を中心に．日本医科大学医学会
　　第86回例会，1995．5．
10〉小林由子1），村上隆介1），杉崎健一1），飯田英次1），田島なつき1），市川和雄1），滝川崇弘1），玉井　仁1），篠原義智1），
　　山本　鼎1），隈崎達夫1），家永　聡2），佐々木茂2），前田昭太郎（1）多摩永山病院放射線科，2）多摩永山病院産婦人
　　科）：卵巣未分化胚細胞腫のMRI．第407回日本医学放射線学会関東地方会．1995・6．
11）松原美幸1），杉崎祐一1），田村浩一1），渡会泰彦1），木村　剛2），立麻典子3），前田昭太郎（1）附属病院病理部，2）附
　　属病院泌尿器科，3）附属病院小児科）：先天性問葉芽腎腫の1症例．第36回日本臨床細胞学会総会・1995．6．
12）滝川崇弘1），篠原義智1），山本　鼎11，前田昭太郎，中川敬夫，片山博徳，礒部宏昭（1》多摩永山病院放射線科）：
　　肺野結核病変におけるBiopsyGunを使用したCTガイド下針生検法従来の吸引針生検との比較において．第36
　　回日本臨床細胞学会総会，1995．6．
13）角田　隆D，白井康正1），前田昭太郎，北川泰之D，丸山晴久1），浅野伍朗2）（1）整形外科，2）病理第2）：筋原性マー
　　カー陽性の悪性線維性組織球腫に関する検討．第28回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会，1995．7．
14）細根　勝，前田昭太郎，蝦原　淳1），中山滋章1），浅野伍朗2）（1）多摩永山病院眼科，2）病理学第2）：眼瞼結膜原発
　　B細胞性リンパ腫の1例．第14回皮膚リンフォーマ研究学会，1995．8．
15）武井麻紀1），家永　聡D，若月雅美1），磯崎太一1），武内　務1），伊東香恵子1），田中　彰1），佐々木茂D，孔　北華L），
　　前田昭太郎（1）多摩永山病院産婦人科）：子宮頸部endocrine　carcinomaについての一考察．第295回日本産婦人
　　科学会東京地方部会例会，1995．9．
16）橋本網子1），青木見佳子1），畑三恵子1），矢島　純1），本田光芳1），岩切　致2），三橋　清2），百束比古2），熊川美代
　　子3），中山滋章3），島田早苗4），前田昭太郎（1）付属病院皮膚科，2）付属病院形成外科，3）多摩永山病院眼科，4）多摩
　　永山病院耳鼻咽喉科）：マイボーム腺癌の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
17）長江　康1》，前田昭太郎，細根　勝，浅野伍朗1）（1）病理第2）：ホルモンレセプターとサイトケラチンの局在より
　　みた乳癌の組織特異性．第54回日本癌学会総会・1995．10．
18）的場康徳1），廣中貴宏2），服部　隆2），大石一二三2），片山博徳，細根　勝，前田昭太郎，大網　弘3），浅野伍朗4）
　　（1）第二病院消化器病センター，2）協同乳業基礎研究所，3）老人病研究所，4）病理第2）：血清ヘパリチナーゼの転移
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　　治療への応用．第54回日本癌学会総会，1995．10．
19）片山博徳，前田昭太郎，的場康徳1），廣中貴宏2），服部　隆2），細根　勝，大石一二三2），大網　弘3）（1）第二病院
　　消化器病センター，2）協同乳業基礎研究所，3）老人病研究所）：転移性腫瘍におけるヘパリチナーゼの局在部位と
　　P53蛋白およびPCNAの発現．第54回日本癌学会総会，1995．10．
20）田中純也3），浅野伍朗・），前田昭太郎，杉崎祐一2），佐々木茂3），荒木　勤4）（1）病理第2，2）附属病院病理部，3）多
　　摩永山病院産婦人科，4）附属病院産婦人科）：子宮頚癌の細胞生物学的性状と進展様式．第54回日本癌学会総会，
　　1995．　10。
21）丸山晴久1），白井康正1），前田昭太郎，杉崎祐一2），角田　隆1），北川泰之1），浅野伍朗3）（1）整形外科，2）附属病院
　　病理部，3）病理第2）：原発性骨腫瘍におけるOsteocalcin，Osteonectin，1型コラーゲンの局在について．第10
　　回日本整形外科学会基礎学術集会，1995．10．
22）角田　隆1），白井康正1），北川泰之1），丸山晴久1），前田昭太郎，杉崎祐一2），浅野伍朗3）（1）整形外科，2）附属病院
　　病理部，3）病理第2）：悪性線維性組織球腫における基底膜発現の意義について．第10回日本整形外科学会基礎学
　　術集会，1995．10．
23）松原美幸1），杉崎祐一），田村浩一1），渡会泰彦1），片山博徳，前田昭太郎（1）附属病院病理部）：軟部悪性小円形細
　　胞腫瘍の細胞診鑑別診断について．第34回日本臨床細胞学会秋期大会学術集会，1995．11．
24）清水秀樹1），小黒辰夫1》，三枝順子1），安藤　哲1），森　　修1），大秋美治1），小林士郎2），前田昭太郎，志村俊郎3），
　　浅野伍朗4）（1）千葉北総病院病理部，2）千葉北総病院脳神経外科，3）多摩永山病院脳神経外科，4）病理第2）：小脳
　　Hemangioblastoma2症例の細胞像．第34回日本臨床細胞学会秋期大会学術集会，1995．11．
25）小林由子1），村上隆介2），杉崎健一2），山本　鼎2），茂古沼吉宗1），恩田宗彦2），隈崎達夫1），佐々木茂3），前田昭太
　　郎（1）多摩南部地域病院放射線科，2）附属病院放射線科，3）多摩永山病院産婦人科）：MRIが診断に有用であった
　　子宮Cellular　myomaの1例．第408回日本医学放射線学会関東地方会，1995．12．
［多摩永山病院中央検査室］
研究概要
　当中央検査室では，業務の内容や技術員数および諸設備等の都合で，系統的な研究には限度があるが，臨床検査の
進歩に伴う検査法，精度や迅速化および効率化についての検討と実践を行い，日常業務の中から身近なテーマを見つ
けて研究を行っている．
研究業績
学会発表
（1）一般講演：
　1）柴田明佳，佐藤知枝，飯野幸永，大津文雄1），辻井厚子2），黒川　顯2）（1）多摩永山病院内科，2）同救命救急センター）：
　　慢性腎炎患者のカテーテル尿より非溶血性B群連鎖球菌を分離した1症例．第63回日本医科大学医学会総会，
　　1995。9．
　2）佐藤知枝，柴田明佳，飯野幸永，大津文雄1）（1）多摩永山病院内科）：酵母様真菌選択分離培地CHRON，agar
　　Candidaの試用経験．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　3）澤柳妙子，井上　淳，恩田怜子，飯野幸永，大津文雄1）（1）多摩永山病院内科）：免疫学的ヒトヘモグロビン測定
　　法における基礎的検討．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
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　［多摩永山病院薬剤科］
研究概要
　薬剤科が従来進めて来た研究は実務上生じる問題を多角的に検討することであった．薬剤師の臨床業務が試行の段
階から実践として定着しつつある中で研究課題も医療の質の向上につながるものを目指したい．医療においてCure
とCareの連携が重視される中で患者の退院時の服薬指導や外来患者の薬相談に力をいれ，QOLの向上，Cost－
Effectiveな治療を実証していきたい．また，薬学教育の改変に関する議論の高まる中で，病院実習の内容調査や方向
性について共同研究を進めている．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）宿前貴子：医薬品の適正使用と添付文書をめぐって薬事新報，1872，5，1995．
（2）総説：
　1）宿前貴子：消化性潰瘍は感染症！？都薬雑誌，17（6），27，1995．
　2）宿前貴子：両刃の剣一ボツヌリス毒素の場合都薬雑誌，17（9），17，1995．
　3）宿前貴子：たかがグレープフルーツされど……都薬雑誌，17（12），13，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）村田正弘，吉岡敏治1）（1）大阪大学医学部救急医学）：急性中毒原因物質の分析と問題点．第17回日本巾毒学会総
　　会，1995．10．
（2）一般講演：
　1）平田清貴，村田正弘，須崎伸一郎1），黒川　顕1）（1）救急医学）：急性中毒における血中ベンゾジアゼピン系薬物
　　の定量．第17回日本中毒学会総会，1995．6．
　2）百川智美・畝本賜男，富岡勝世，伊藤淳雄，平田清貴，宿前貴子，村田正弘：薬剤師の服薬指導に対する患者の
　　期待（お薬相談コーナーの拡充とその効果）．日本病院薬剤師会関東ブロック第25回学術大会，1995．8．
　3）村田正弘，北澤式文1）（1）慶応義塾大学病院）：全国私大病院薬剤部における薬学生病院実習カリキュラムの実態
　　調査と将来の実習受け入れへの対応調査．日本薬学会第116年会，1996．3．
　4）佐々木聡，百川智美，渋谷正則，伊藤淳雄，村田正弘，後藤正道1），大津文雄1），長澤紘一1）（1）内科学）：メキ
　　シレチン投与量についての検討．日本薬学会第116年会，1996．3．
　5）平田清貴・村田正弘，黒川　顕1），松本宣明・），村松章子2），松本光雄2）（1）救急医学，2）昭和薬科大学）：急性中毒
　　における血清中ベンゾジアゼピン系薬物の定量．日本薬学会第116年会，1996．3．
　6）畝本賜男，川角　浩1），竹内良夫2），村田正弘（1）微生物免疫学）：アスリンの実用性の検討．日本環境感染学会，
　　1996．2。
　［多摩永山病院看護部］
研究概要
　1）内診時における患者の意識調査を通し，不安と蓋恥心には個人差があり，カーテンの存在しその感じ方によって
とらえ方も異なるが・医療者側の十分な説明と配慮の重要性を再認識した．
　2）妊娠中の効果的な体重管理を行うために，妊婦自身の視点に立った指導の仕方について有効な示唆を得た．
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　3）看護技術の未熟な新採用看護婦が，技術修得の過程でプリセプターが及ぼしている影響を調査することにより，
指導者としての役割行動を検証した．
　4）事故に至る前のニアミスを分析し，対策を検討することにより，看護職員の意識高揚と，事故数の減少に繁がっ
た．
　5〉職場の状況適応理論実証について，状況要素が管理者やリーダーに要求する管理スタイルを判定する数値を集約
し，方法論や具体的な手順を明らかにできた．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）小田昌子，篠崎和子，幕内紀美子，永田信子，西山弘子，政次富美子：外来看護記録の現実と方法：外来看護か
　　ら在宅ケアヘ．日総研，第2号，1996．
　2）緋田雅美：アセスメント．EmergencyNursing，9，76－82，1996．
　3）西山弘子，野口　素，政次富美子：SPDシステム導入とそのメリット．看護展望，21，42－48，1996．
学会発表
（1）一般講演：
　1）高杉誠子，竹山聡美，田中文江，戸山智恵子，山本優子，鈴木洋子，久保田恵子，福岡イツ子，家永　聡1），若
　　月雅美1），田中　彰1），佐々木茂1）（1）多摩永山病院産婦人科）1内診台におけるカーテンの役割．第35回日本母性
　　衛生学会，1995．9．
　2）田中末美，北條由紀，樽見芳子，高田みゆき，田中佳代，竹本寿江，野口真紀，越中谷幸子，酒井和子，家永　聡1），
　　若月雅美1），田中　彰1），佐々木茂1）（1）多摩永山病院産婦人科）：妊娠中の体重管理に対する妊婦の意識について．
　　第35回日本母性衛生学会，1995．9．
　3）久保田恵子，野口　素：新人看護婦の基本的看護技術習得にプリセプターが及ぽす影響．東京都看護協会看護研
　　究学会，1995．11．
　4）坂本幸廣，西村　都，工藤久仁子，緋田雅美，野口　素：事故防止対策「ヒヤリハット報告」を実施して．第23
　　回日本医学会総会，1995．11．
　5）高橋久美子，周藤和美1），原　千鶴1），嶋崎千尋2），須田君代3），北尾誠英4）（1）日本医科大学付属病院，2）千葉北総
　　病院，3）千葉看護専門学校，4）神奈川大学経営工学科）：第3報看護管理者の効果的リーダーシップの条件．第33
　　回日本病院管理学会学術総会，1995．11．
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24．千葉北総病院付置施設等
［千葉北総病院集中治療部］
研究概要
　開設3年目を迎え収容患者数は1000例を越えた．本年度，研究に先立ち特記すべきは，当施設が集中治療専門医研
修施設に認定されたことである．これによって，当施設で5年間の研修を終了したものは集中治療専門医認定申請資
格を得ることができ，書類審査と筆記試験によって専門医と認定される．すでに他部門の専門医や認定医であるもの
は2～3年の研修でこの資格を得ることができる．出来るだけ多くの医師に研修を積んでいただき，新しい研究成果
をあげる礎となるよう願っている．本年度の研究業績のなかでは，極めて重篤な心原性ショックのうち特に大動脈バ
ルンパンピング無効例の病態の解明とこれに対する経皮的心肺補助法（PCPS）の有用性についての研究が論文として
まとまったこと．集中治療学会におけるシンポジウム“21世紀をめざすモニターはどれか”のなかでの将来を見つめ
た発表などが注目された．貴重な症例がしだいに積み重ねられていくなかで，以下の項目についての研究が進行中で
ある．1）冠動脈疾患に対するステント症例がふえているなか，緊急ステンテイングの適応と有用性はP，2）昨年度
より引き続いて重大なテーマである国内国外を含めた医療帰省の問題，全国的な組織作り構想が検討されつつある中，
成田空港の直近の病院として主導的な参加が必要，3）心不全と液性因子なかもハンプと抗利尿ホルモンのと関係（バ
ゾプレッシン拮抗薬の検討も含めて），4）PCPS中の肺循環の指標としての呼気終末炭酸ガス濃度，5）重症ポンプ不
全の治療手段としての血液浄化法の位置づけなど．また新しい機材として，人工膵臓と体水分量測定装置の購入を予
定している．前者は，重症心疾患発症時の糖代謝，インスリン感受性の測定，カリウムチャンネルについて調べる目
的で，また，後者は前述のハンプと抗利尿ホルモンが血管内外の体水分量に与える影響を調べるためである．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）田中啓治，田中　隆，杉本忠彦，金子晴生，子島　潤1），高野照夫1），二宮淳一2），早川弘一3）（1）日本医科大学付
　　属病院集中治療室，2旧本医科大学付属病院胸部外科，3）日本医科大学第一内科）：急性心筋梗塞における大動脈
　　バルンパンピング（IABP）無効の心原性ショックの病態とこれに対する経皮的心肺補助法（PCPS）の有用性な
　　らびに問題点．心臓，27，793－801，1995．
　2）柳瀬　治1），本宮武司1），高野照夫2），田中啓治，子島　潤2）（1）東京都立広尾病院循環器科，2）日本医科大学付属
　　病院集中治療室）：ドパミン治療に抵抗性を示す急性心不全患者に対するNKH477の有用性．臨床と研究，72，
　　214－224，　1995．
（2）総説：
　1）田中啓治，掃部弘行，笠神康平：カテコラミンその他強心薬の役割と使い方．Cardiologist，1，391－394，1996．
著　書
　1）田中啓治，田中　隆：〔分担〕血栓溶解療法後のリハビリテーション．“運動指導，運動療法：循環器NOW”（村
　　山正博編），p．199－201，南江堂，1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）笠神康平，掃部弘行，田中庸介，田中 隆，田中啓治，大久保直子1），杉本忠彦1），浅野哲雄1）（・）千葉北総病院胸
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　　部外科）：大動脈バルンパンピング無効の心原性ショックの病態とPCPSの効果（主題：CCUにおける急性心
　　不全の治療指針）．第16回IABP研究会，1995．10．
2）田中啓治，斉藤　均，笠神康平，田中　隆，杉本忠彦1），浅野哲雄1），山本保博2）（1）千葉北総病院胸部外科，2）同
　　救急部）：急性大動脈解離における消耗性凝固異常としての血小板の変動（主題：救急領域のDICによる血小板
　　減少と病態生理学的考察）．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
3）田中啓治，田中庸介，掃部弘行，笠神康平，田中　隆，高野照夫1）（1）日本医科大学付属病院集中治療室）：ICU
　　におけるこれからのモニタリングシステム（主題：ICUにおけるモニター～役立つモニター，21世紀をめざすモ
　　ニターはどれか～）．第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
（2）一般講演＝
1）田中啓治，山本　剛，斉藤好信，斉藤　均，田中　隆，高山英男1），大國真一1），水野杏一），杉本忠彦2），浅野哲
　　雄2）（1）千葉北総病院内科，2）同　胸部外科）：脂肪負荷試験を用いた虚血性心疾患の重症度判定．第43回日本心臓
　　病学会学術集会，1995．9．
2）子島　潤1），保坂浩希1），高野照夫’），竹田晋浩1），今泉孝敬1），藤田信輔1），杉本忠彦，田中啓治（1）日本医科大学
　　付属病院集中治療室）1経皮的心肺補助法（PCPS）が心原性ショック時の脳血流と肝細胞機能に及ぽす効果．第
　　43回日本心臓病学会学術集会，1995．9．
3）山本　剛，斉藤好信，斉藤　均，田中　隆，田中啓治：急性心不全と慢性心不全急性増悪におけるレニン・アン
　　ジオテンシン系ホルモンの反応性の違い．第32回日本臨床生理学会総会，1995．10．
4）笠神康平，斉藤　均，田中　隆，田中啓治，高田加寿子1），子島　潤1），高野照夫1），早川弘一2）（1）日本医科大学
　　付属病院集中治療室，2）日本医科大学第一内科）：うっ血性心不全におけるヒト心房性ナトリウム利尿ペプチド
　　の動態とカルペリチの適応．第36回日本脈管学会総会，1995．10．
5）田中　隆，斉藤　均，斉藤好信，山本　剛，笠神康平，田中啓治，子島　潤1），高山守正1），高野照夫1），早川弘
　　一2）（1）日本医科大学付属病院集中治療室，2）日本医科大学第一内科）：うっ血性心不全に対するnicorandi1一回大
　　量静注法の効果．第16回日本臨床薬理学会，1995．11．
6）斉藤　均，斉藤好信，山本　剛，笠神康平，田中　隆，田中啓治，高山英男1），大國真一1），水野杏一1），横山真
　　也2》，山本　剛2），金子晴生2）（1）千葉北総病院内科，2）日本医科大学第一内科）：一酸化炭素中毒によって顕かとなっ
　　た労作兼安静狭心症：血中COHb濃度と心電図変化との対比．日本循環器学会関東甲信越地方会第156回学術集
　　会，1995．6．
7）笠神康平，於保倫之助1），本田治久1》，吉田明広1），大國真一），水野杏一），杉本忠彦2），浅野哲雄2），田中　隆，
　　田中啓治，岡田　進3）（1）千葉北総病院内科，2）同　胸部外科，3）同　放射線科）：多発性小脳梗塞の発症を契機に
　　発見された心臓粘液腫の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第156回学術集会，1995．6．
8）笠神康平，掃部弘行，田中庸介，田中　隆，田中啓治，馬淵浩輔1），横山真也1），小林利行1），大國真一1），水野杏
　　一），大久保直子2），杉本忠彦2），浅野哲雄2），荒川　宏3），栗田　明3）（1）千葉北総病院内科，2）同　胸部外科，3）防
　　衛医大第一内科）：心破裂（00ZING　RUPURE）後HEMOPERICARDIUMのままバンクーバーから移送され
　　た広範囲前壁梗塞の1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第157回学術集会，1995．9．
9）大國真一1），馬淵浩輔1），横山真也1），小林利行1），水野杏一），掃部弘行，笠神康平，田中　隆，田中啓治，川島
　　徹生2）・大久保直子2），杉本忠彦2），浅野哲雄2）（1）千葉北総病院内科，2）同　胸部外科）：Cutting　Balloonによる
　　PTCA後の冠動脈内膜変化：血管内視鏡を用いて．日本循環器学会関東甲信越地方会第157回学術集会，1995．9．
10）高野雅充，笠神康平，掃部弘行，田中庸介，田中　隆，田中啓治，横山真也1），小林利行1），大國真一），水野杏
　　一1），大秋美治2），石綿清雄3），西山信一郎3）：八年間に三度発症したIgEの異常高値を伴う反復性心筋炎．日本循
　　環器学会関東甲信越地方会第158回学術集会，1995．12．
11）清水秀一1），大國真一1），横山真也1），山本　剛1》，上村龍太1》，小林利行1），水野杏一1），高野雅充，笠神康平，田
　　中　隆，田中啓治，北村克弘2）（11千葉北総病院内科，2）防衛医大第一内科）：高度屈曲病変にWiktorステントを
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　　使用した1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第158回学術集会，1995．12．
12）丸山光紀，笠神康平，田中　隆，田中啓治，小林利行1），大國真一1），水野杏一），小川理郎2），加藤一良2），横田
　　裕行2），山本保博2）（1）千葉北総病院内科，2）同　救命救急部）：心肺蘇生術およびPCPS中に内頚静脈酸素飽和度
　　（SjO2）を連続的に測定しえた心原性ショックの1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第158回学術集会・1996・
　　2。
13）横山真也1），北村克弘1），山本　剛1），松田裕之1），小林利行11，大國真一1），水野杏一1），丸山光紀，笠神康平，田
　　中　隆，田中啓治（’）千葉北総病院内科）：血管超音波でanti－Glagov　remodelingを確認したが，Balloon　size
　　を血管造影のreferenceにあわせたため，PTCA後合併症を生じた1例．日本循環器学会関東甲信越地方会第
　　158回学術集会，1996．2．
14）田中　隆，田中庸介，掃部弘行，笠神康平，田中啓治：うっ血性心不全に対する塩酸イミダプリルの急性効果．
　　第23回日本集中治療医学会総会，1996．1．
15）高野雅充，掃部弘行，田中庸介，山本　剛，笠神康平，田中　隆，田中啓治，服部怜美1），大秋美治2）（1）千葉北
　　総病院皮膚科，2）同　病理部）：肺梗塞を伴った壊死性筋膜炎の1例．第4回日本集中治療医学会関東甲信越地方
　　会，1995．12．
16）徳坂春彦1），荒川　宏1），杉薮康憲1），伊藤利之1），渋谷利雄1），里村公生1），栗田　明1），中村治雄1），羽島信郎2），
　　吉津　博2），田中　勧2），笠神康平，田中　隆，大國真一3），水野杏一3），田中啓治（1）防衛医大第一内科，2）同　第
　　二外科，3）日本医科大学付属千葉北総病院内科）：心筋梗塞後に浸出破裂を来した1症例．第4回日本集中治療医
　　学会関東甲信越地方会，1995．12．
17〉笠神康平，高野雅充，掃部弘行，田中庸介，田中　隆，田中啓治，大國真一），水野杏一2），大秋美治3）（1）日本医
　　科大学付属千葉北総病院内科，2）同　病理部）l　IgEの異常高値を伴った反復性心筋炎（八年問に三度発症）。第4
　　回日本集中治療医学会関東甲信越地方会，1995．12．
18）斉藤　均，笠神康平，高野雅充，田中庸介，田中　隆，田中啓治，杉本忠彦1》，浅野哲雄1），太田由芽子2）（1）日本
　　医科大学付属千葉北総病院胸部外科，2）北総栄病院〉：発症直後，解離腔の証明が困難であった完全血栓閉鎖型大
　　動脈解離の1例．第4回日本集中治療医学会関東甲信越地方会，1995．12．
19）笠神康平，掃部弘行，田中庸介，斉藤　均，田中　隆，田中啓治，大久保直子り，杉本忠彦1）・浅野哲雄1）（千葉
　　北総病院胸部外科）：急性大動脈解離と臓器不全．第9回千葉県MOF研究会，1995．9．
20）田中啓治：急性心不全．日本医大医師会生涯教育講座，1995．7．
21）大國真一1），横山真也’），山本　剛1），上村竜太1），小林利行1），北村克弘2），水野杏一1），笠神康平，田中　隆，田
　　中啓治，早川弘一3）（1）千葉北総病院内科，2）防衛医大第一内科，3）日本医科大学第一内科）：Cutting　Balloon（CB）
　　は内膜損傷を軽減させるかP：血管内視鏡を用いた検討．第60回日本循環器学会学術集会，1996．3．
［千葉北総病院病理部］
研究概要
　昨年度に引き続き日常の病理診断業務体制を整備していく中で，診断面，研究面での応用が可能な新鮮材料からの
試料収集（凍結組織，電顕試料，細胞診標本）を続けた．その中から悪性リンパ腫の遺伝子診断や電子顕微鏡的検索に
より診断に導かれた症例などが得られている．また，それらの試料の観察結果の解析も含め，腫瘍病理学，神経病理
学，細胞診断学などの分野において，いくつかの研究や症例報告も行われた．また，当院放射線科との協力により・
画像と病理組織形態像の比較に基く症例報告が進められた．電子顕微鏡診断学における試料作成，および観察法の改
善を目的として，従来の電子顕微鏡試料作成法の欠点を大幅に改良する方法など，技術的な面での検討も進行中であ
る。
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研究業績
論　文
（1）原著：
　1）進藤久夫1），白井康正1），伊藤博元1），松沢　勲’），内山真紀1），大秋美治（1）整形外科）：特発性脊髄硬膜外脂肪腫
　　症による腰部脊椎管狭窄症の1症例．骨・関節・靱帯，8，961－965，1995．
著　書
　1）岡崎春雄1），今津　修（1）Mayo　Clinic）：「翻訳」神経病理アトラス　Atlas　of　Neuropathology．医学書院，
　　1995．
学会発表
〔1994年度追加分〕
一般講演：
　1）星野哲夫1），持丸　博1），林原賢治1），吉村明修1），渡　　淳1），於保倫之助1），葉山修陽1），水野杏一），服部怜美2），
　　大秋美治3）（1）千葉北総病院内科，2）同皮膚科）：好酸球増多症候群．第443回日本内科学会関東地方会，1994．12．
　2）杉本忠彦1），浅野哲雄1），岩城秀行1），浜田久光2），伊藤保彦2），弓削邦夫2），大秋美治，松島申治3），田中茂夫3）（1）千葉
　　北総病院胸部外科，2）同小児科，3）外科学第2）：一側胸腔を占拠した小児巨大肺嚢胞の1治験例．第91回日本胸
　　部外科学会関東甲信越地方会，1994．
（1）一般講演：
1）Imazu－Mori，0．，Asano，G．，Ohaki，Y．，Tamotsu，M．，Yamazaki，M．，Kitamura，S．，and　Terashi，A．：
　　Leukoarainosis　in　Alzheimeゼs　disease：Clinical　and　pathological　evaluation．3rd　symposium　of　China－
　　Japan　Pathology（Tensing，China），1995．　9．
2）Tamotsu，M。，andlmazu・Mori，0。：LeukoaraiosisinAlzheimer’sdiseaseclinico－pathologicalevaluation．5th
　　Asia／Oseania　Regional　Congress　of　Gerontology（Hong－Kong），1995。11．
3）孫　　攻1》，大秋美治，坪井成美2），浅野伍朗1）（1）病理学第2，2）千葉北総病院泌尿器）：腎Chromophobe　cell
　　carcinomaの1例．第84回日本病理学会総会，1995．4．
4）今津　修，大秋美治，渡辺　玲1），水成隆之1），小林士郎1），浅野伍朗2）（1）千葉北総病院脳外科，2）病理学第2）：
　　左大脳半球のextra－axial　gliomaと考えられる1例．第13回日本脳腫瘍病理研究会，1995．4．
5）保津路子1），山崎峰雄2》，酒寄　修2），小宮山佐2），海江田亮1），北村　伸2），赫　彰郎2），今津　修（1）初石病院内
　　科，2）内科学第2）：アルツハイマー型痴呆患者に見られる脳室周囲白質病変につての臨床的検討（脳血管性痴呆
　　と比較して）．第10回日本老年精神医学会，1995．6．
6）今津修，山崎峰雄1），大秋美治，浅野伍朗2），中野今治3）（1）内科学第2，2）病理学第2，3）東京都神経科学総合研
　　究所神経病理）：Wemike脳症とCPMを合併し，脳梁と前交連を主体とする多発点状出血を認めた一剖検例．
　　第36回日本神経病理学会総会学術研究会，1995．6．
7）三枝順子，清水秀樹，安藤　哲，小黒辰夫，大秋美治，森山雄吉1）（1）千葉北総病院外科）：細胞診上診断に苦慮
　　した扁平上皮化生を伴う乳癌の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．7．
8）貝津俊英1），川俣博志1），林　宏光1），隈崎達夫1），伊藤公一郎2），岡田　進2》，浅野哲雄3），岩城秀行3），大秋美治，
　　恩田宗彦4）（D放射線科，2）千葉北総病院放射線科，3）同胸部外科，4）病理学第2）：破裂を来した急性腹部限局型大
　　動脈解離の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．7．
9）安達志野1），山口　暁1），岩崎卓爾1），外山和秀1），黒瀬圭輔1），河村　尭1），大秋美治（1）千葉北総病院産婦人科）：
　　妊娠20週まで無症状で経過した卵管妊娠の1例．日本医科大学医学会第86回例会，1995．7．
10）北原東一），青木見佳子1），服部怜美1），本田光芳1），大秋美治，嘉陽宗隆2），百束比古2）（1）千葉北総病院皮膚科，
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　　2）形成外科）：鼻孔部腫瘤の1例．第11回日本皮膚病理組織学会，1995．7．
11）今津　修：Extra－axia1に進展を認めた右前頭葉腫瘍．第64回東京脳腫瘍研究会，1995．7．
12）清水秀樹，小黒辰夫，三枝順子，安藤　哲，森　　修，大秋美治，小林士郎’），浅野伍朗2）（1）千葉北総病院脳外
　　科，2）病理学第2）：小脳hemangioblastomaの細胞像．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
13）大秋美治，森　　修，小黒辰夫，清水秀樹，三枝順子，安藤　哲，余　　紅，森山雄吉1），浅野伍朗2）（1）千葉北
　　総病院外科，2）病理学第2）：胃壁に発生した神経原性腫瘍の3例の病理組織学的検討．第63回日本医科大学医学
　　会総会，1995．9．
14）安藤　哲，小黒辰夫，清水秀樹，三枝順子，森　　修，大秋美治，森山雄吉1），浅野伍朗2）（1）千葉北総病院外科，
　　2）病理学第2）：千葉北総病院における消化管悪性腫瘍統計（手術症例を中心に）病理組織診断のパソコンデータ
　　処理システムを用いて．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
15）三枝順子，小黒辰夫，清水秀樹，安藤　哲，大秋美治，森　　修，森山雄吉1），浅野伍朗2）（1）千葉北総病院外科，
　　2）病理学第2）：乳癌2症例における扁平上皮化生細胞の細胞診断学的位置づけ．第63回日本医科大学医学会総
　　会，1995．9．
16）今津　修，大秋美治，渡辺　玲1），水成隆之1），小林士郎1），杉崎祐一2），浅野伍朗3）（1）千葉北総病院脳外科，2）付
　　属病院病理部，3）病理学第2）大脳半球硬膜下髄外に発生するglioma：自験例2例を含む検討．第63回日本医科
　　大学医学会総会，1995．9．
17）余　紅，森　修，大秋美治，河村尭1），浅野伍朗2）（1）千葉北総病院産婦人科，2）病理学第2）：子宮の
　　Adenomatoid　tumorの2症例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
18）本田治久1），於保倫之助’），水野杏一），大秋美治，山崎峰雄2），赫　彰郎2）（1）千葉北総病院内科，2）内科学第2）：
　　自覚，他覚的的症状に乏しい甲状腺中毒性周期性四肢麻痺の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
19）山崎峰雄1），今津　修，保津路子2），海江田亮2），中野今治3），北村　伸1），浅野伍朗4），赫　彰郎1）（1）内科学第2，
　　2）初石病院内科，3）東京都神経科学総合研究所神経病理，4）病理学第2）：Alzhdmer型痴呆，Pick病におけるア
　　ストログリア内異常繊維．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
20）本田治久1），於保倫之助1），水野杏一），大秋美治，山崎峰雄2），赫　彰郎2）（1）千葉北総病院内科，2）内科学第2）：
　　日中に発作を頻発する甲状腺中毒性周期性四肢麻痺の1例．第134回日本神経学会関東地方会，1995．9．
21）武村　明1），長尾毅彦1），持丸　博1），林原賢治1），吉村明修1），葉山修陽1），大国真一），於保倫之助1），渡　　淳1），
　　水野杏一），大秋美治（11千葉北総病院内科）：縦隔リンパ節腫大を伴った慢性好酸球性肺炎の1例．第438回日本
　　内科学会関東地方会，1995．9．
22）梶原　健1），杉浦　立1），本間智一），吉松春彦1），斎藤っとむ1），田島秀郎1），富岡康広1），畑　俊夫1），小黒辰夫，
　　浅野伍朗2）（1）埼玉医科大産婦人科，2）病理学第2）：胎盤剥離部における子宮収縮について．第27回日本臨床電子
　　顕微鏡学会，1995．10．
23）清水秀樹，小黒辰夫，三枝順子，安藤　哲，森　　修，大秋美治，小林士郎1），前田昭太郎2），志村俊郎3），浅野
　　伍朗4）（1）千葉北総病院脳外科，2）多摩永山病院病理部，3）同脳外科，4）病理学第2）：小脳Hemangioblastoma2
　　症例の細胞像．第34回日本臨床細胞学会秋季大会学術集会，1995．11．
24）梅沢葉子1），小坂和巳1），野中玲子1），中島智治1），青木秀治1），大秋美治（1）千葉北総病院耳鼻科）：舌神経鞘腫の
　　1例．第41回日耳鼻千葉県地方部会学術講演会，1995．11．
25）大久保直子1），浅野哲雄1），杉本忠彦1），川島徹生1），田中茂夫1），大国真一2），水野杏一2），田中啓二3），大秋美治
　　（1）千葉北総病院胸部外科，2）同内科，3）同集中治療部）：経皮的冠動脈形成術（PTCA）施行後生じた冠動脈瘤に
　　対する外科治療の1例．第96回日本胸部外科学会関東甲信越地方会，1995．12．
26）高見和孝1），谷本佐理名1），小川理郎1），高橋幸道1），小池　薫1），加藤一良1），横田裕行1），山本保博1），大秋美治，
　　大塚敏文1》（1）千葉北総病院救命救急，2）救命救急）：多臓器不全を呈し，剖検にて粟粒結核と判明した1症例．第
　　40回日本救急医学会関東地方会，1996．2．
27）木山輝郎1），恩田昌彦2），徳永　昭2），松倉則夫2），山下精彦2），小川芳雄・），横井公良・），京野昭二1），森山雄吉1），
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　　清水秀樹・大秋美治，杉崎祐一3），大国寿士4）（1）千葉北総病院外科，2）外科学第1，3）病理学第2，4）老人研）：胃
　　消化性潰瘍の修復過程におけるストレス蛋白（HSP70）の発現．第25回創傷治癒研究会，1995．
28）滝川崇弘1），岡田　進1），趙　圭一1），保坂純朗1），伊藤公一郎’），田島なっき1），隈崎達夫2），河村　発3），大秋美
　　治（1）千葉北総病院放射線科，2）放射線科，3）千葉北総病院産婦人科）：嚢胞状卵巣甲状腺腫の2例．第408回日本
　　医学放射線学会関東地方会，1995．12．
29）持丸　博1），武村　明1），高山英男1），本田治久1），林原賢治1），吉村明修1），於保倫之助1），葉山修陽1），水野杏一1），
　　大秋　美治（1）千葉北総病院内科）：Bronchiolitis　obliterance　organizing　pneumonia（BOOP）にて発症した
　　多発性筋炎・皮膚筋炎（PM／DM）の1例．
　［千葉北総病院中央検査室］
研究概要
　平成7年度は千葉北総病院開院2年目を迎え，安定した診療体勢を担う上で臨床と密着した対応を最も重要視し，
各科への研究協力と共に院内感染対策委員会や衛生面に関する清浄度管理など数々の継続的な活動を実施した．なお，
臨床面では各診療科の特長的な傾向を加味して，臨床検査分野の寄与を主体とした積極的な活動を行なった．また，
空港クリニックや各企業健診など年問で多くの健康管理業務を加え，予防医学的立場においても飛躍的な効果は特質
的なものである．更には当検査室の充実とより一層の向上を目的として，学内外での幅広い学術活動と技術者教育に
最大限尽力し・各分野で系統的研究を重ね着実な成果が得られつつある．本年度の主な研究成果は以下の通りである．
①超音波での断層心エコーの解析評価と共に他臓器障害の確認，甲状腺疾患の系統的検索，カラードップラ法を利用
した心疾患の重症度評価，②生理学的なホルター心電計やトポグラフィーマッピング装置を用いた施設的利用効果，
③院内の感染症患者を対象に多剤耐性菌（MRSA含）の動向と，特異的傾向の推移や疾患別の模索，緑膿菌選択培地
活用効果と対策に一連の調査報告，④動脈硬化発症と代謝異常でLP（a），RLP－Cの症例分析と経過観察，⑤輸血学
分野では術式による血液製剤準備量（MUSBOS）の確認，不規則性抗体のチェックやGVHD予防と管理対策，⑥医
療機関新規開設に伴う院内検査室の実施と総合管理体制の理想と現実を追跡観察，⑦医療法に基づく臨床検査技師の
法的立場，関連医療職種に法規定の分析，省政令の現状と今後の検索，⑧国家試験の卒前，卒後教育の指針と各分野
毎に人材の育成など，極めて多岐に渡る分野に活動を行なった．
　以上，各科への研究協力と診療支援システムとして臨床に密着した研究検査に主眼を置き，今後更なる充実と熱画
像の実績の加え，広範囲における継続的研究の推進より新たな成果が期待される．
研究業績
著　書
　1）野本剛史：〔分担〕第14回東京都衛生検査所精度管理事業報告書．東京都衛生局，1996．
学会発表
（1）教育講演：
　1）野本剛史＝保険改定にまつわる諸問題．第40回私立医科大学中検技師長研修会，1995．
（2）一般講演：
　1）野本剛史，横澤光博1），板橋利尚2）（1）東京共済病院臨床検査科，2）東京医学技術専門学校）：医療会社における臨
　　床検査技師の法的立場について．第44回日本臨床衛生検査学会，1995．
　2）町田幸雄，亀山雅弥，野本剛史：高脂血症スクリーラングとしてのLP（a），RLP－C．第44回日本臨床衛生検査
　　学会，1995．
　3）亀山雅弥，野本剛史：見掛け上多剤感受性を示した潜在型MRSAの1例．第44回日本臨床衛生検査学会，1995．
　4）野本剛史，染谷紀子，柳下照子，町田幸雄，亀山雅弥：医療機関の新規開設による検査室の実際．44回日本臨床
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　衛生検査学会，1995．
5）石渡統夫，亀山雅弥，下内亮子，西村とき子，大塚智加子，永瀬里子，高橋千秋，小林美実，野本剛史，水野杏
　一：トポグラフィーマッピング装置DP－1100のてんかん波形における有用性．第63回日本医科大学医学会総会，
　1995．
6）高橋千秋，永瀬里子，石渡統夫，亀山雅弥，野本剛史，水野杏一：断層心エコーにより発見された多発性小脳梗
　塞を合併した左房粘液腫の1例．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
7）小林実美，亀山雅弥，石渡統夫，下内亮子，西村とき子，大塚智加子，永瀬里子，高橋千秋，野本剛史・水野杏
　一：当検査室における甲状腺超音波検査の統計．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
8）大塚智加子，西村とき子，石渡統夫，亀山雅弥，野本剛史，水野杏一：当院におけるホルター心電図の有用性．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．
9）三谷真実江，柳下照子，染谷紀子，亀山雅弥，野本剛史，水野杏一：緑膿菌選択分離培地の使用経験とその評価．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．
10）永瀬里子，高橋千秋，石渡統子，亀山雅弥，野本剛史，水野杏一：カラードプラ法とPHTによる大動脈弁閉鎖
　　不全の重症度評価．第63回日本医科大学医学会総会，1995．
［千葉北総病院薬剤科］
研究概要
　薬剤師業務の行動哲学であるファーマシューティカル・ケアは「患者のQOLを向上させ，薬物治療の結果に薬剤師
も責任を持つこと」と定義づけられている．今年はオーダリング・システムの構築，経腸栄養剤の配合変化など実務
面での研究を行った．次年度以降はこれらに加えて，病棟業務などの臨床や基礎分野での研究の充実を模索したい．
研究業績
論　文
（1）総説：
　1）浜田康次＝薬剤師のための情報管理学一薬剤師と情報．都薬雑誌，18（6），23－27，1996．
　2）浜田康次：癌の治療薬（1）狭義の抗癌剤．化学と薬学の教室，121，85－90，1996．
　3）浜田康次：医薬品情報（DIS），千葉県病薬会報，112，59－62，1996．
　4）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識4（高血圧治療薬）．老人看護ぷらす介護，2（4）・116－120・1995・
　5）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識5（排尿障害治療剤）．老人看護ぷらす介護，2（5），110－115，
　　1995．
　6）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識6（褥瘡治療剤）．老人看護ぷらす介護，2（6），108－113，1995。
　7）浜田康次：老人医療でよく使用される薬の知識7（骨粗籟症治療剤）．老人看護ぷらす介護，3（3），77－81・1996．
　8）浜田康次：新薬情報11新薬のプロファイル．主任＆中堅，4（3），4－8，1995．
　9）浜田康次：新薬情報12新薬のプロファイル．主任＆中堅，4（5），61－65，1995．
10）浜田康次：新薬情報13新薬のプロファイル．主任＆中堅，4（6），71－75，1995．
11）浜田康次：新薬情報14新薬のプロファイル．主任＆中堅，5（1），89－93，1995．
12）浜田康次：新薬情報15新薬のプロファイル．主任＆中堅，5（3），75－78，1996．
13）浜田康次：新薬情報16新薬のプロファイル．主任＆中堅，5（4），7983，1996．
14）浜田康次，荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第1回．薬事，37（1），95－100，1995．
15）浜田康次，荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第2回．薬事，37（2〉，195－200，1995．
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16）浜田康次・荒井なおみ1）・大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（ユ〉保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第3回．薬事，37（3），199－204，1995．
17）浜田康次・荒井なおみ1）・大山　学1），島田光明1），田村祐輔D，日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第4回．薬事，37（4），199－203，1995．
18）浜田康次・荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第5回．薬事，37（5），163－169，1995．
19）浜田康次・荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子’）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第6回．薬事，37（6），181－187，1995．
20）浜田康次・荒井なおみ1）・大山　学’），島田光明1），田村祐輔・），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第7回．薬事，37（7），191－197，1995．
21）浜田康次，荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第8回．薬事，37（8），159－165，1995．
22）浜田康次，荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第9回．薬事，37（9〉，175－181，1995．
23）浜田康次・荒井なおみ1）・大山　学1》，島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第10回．薬事，37（10），179－185，1995．
24）浜田康次・荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔1），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第11回．薬事，37（11），163－169，1995．
25）浜田康次・荒井なおみ1），大山　学1），島田光明1），田村祐輔’），日野寛明1），吉岡優子1）（1）保険調剤実務検討委員
　　会）：保険調剤実務の基礎講座第12回．薬事，37（12），143－152，1995．
26）高田雅史・岩井香里・横田裕行1），後藤誠子2）（1）救命救急部，2）看護部）：緊急時に使用される薬剤と輸液の選択，
　　エマージェンシー。ナーシング，9（3），41－48，1996．
著　書
　1）浜田康次： ［監修］“インタビューフォームのA　to　Z”ユート・ブレーン，1995．
学会発表
（1）教育講演：
　1）浜田康次：医薬品情報（DIS）．千葉県病院薬剤師会第17回新任薬剤師研修会．1995．11．
（2）パネルディスカッション：
　1）原田光枝：DIにおける医薬品適正使用．千葉県病院薬剤師会学術研修会，1996．2．
（3）一般講演：
　1）河口峰子，山内千亜紀，浜田康次，片岡博邦＝経腸栄養剤と粉砕薬剤の配合変化（第1報）ツインラインの配合
　　変化．日本病院薬剤師会関東ブロック第25回学術大会，1995．8．
　2）保坂洋二・幸田佐和子，岩井香里，中山　健，福田恵子，浜田康次，片岡博邦：千葉北総病院におけるトータル
　　オーダリングシステムの構築（第2報）注射オーダリングシステムの運用と評価日本薬学会第116年会，1996．
　　3．
　3）幸田佐和子・保坂洋二，岩井香里，中山　健，福田恵子，浜田康次，片岡博邦：千葉北総病院におけるトータル
　　オーダリングシステムの構築（第3報）簡易型の相互作用，配合変化チェックシステムの考案．日本薬学会第116
　　年会，1996．3．
　4）大野雅美：当院の注射供給業務とSPDによる薬品管理業務．千葉県病院薬剤師会北部地区学術研修会，1996．
　　5．
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〔4〕付置研究施設
1．老人病研究所
［病理部門］
研究概要
　1〉癌転移を含めた血清癌保有診断の目的で，癌転移時に癌細胞が産生するヘパリチナーゼの単離精製とそのモノク
ローナル抗体を作製してきた．担癌患者と癌摘出後の患者血中の本酵素を測定し比較し，担癌患者の血中酵素濃度は
著しく上昇し・癌切除によりその濃度は激減していたことが明らかとなった．さらに，再発例では上昇している結果
を得た．
　2）老年期痴呆の大脳に認められる老人斑形成過程は未だ明らかではないが，水溶性β一蛋白の沈着が注目され，ま
た・この蛋白はヘパラン硫酸と強く結合することが知られている．このことから，非痴呆高齢者と本疾患患者脳内の
ヘパラン硫酸の含有量とその局在を調べ，その局在に関しては有意な差はないが，両者間には明瞭な含有量に関して
差があることが明らかとなった．
　3）交感神経幹機能と心筋壊死（心筋梗塞症）の関係を調べる目的で，家兎を用い左交感神経幹神経節3－4番電気
刺激による心臓病変の変化を心電図を含め検討した．心電図上明らかな不整脈の出現と心筋壊死から突然死までの現
象を誘発できた．さらに，冠動脈の炎症性内腔狭窄も誘発できた．
　4）遅発性脳血管攣縮の病理発生に活性酸素が関与する可能性を明らかにする目的で，本病態下で産生していると推
察されてきた活性酸素・特にsuperoxide　anion（0，一・）に着目した．遅発性脳血管攣縮を誘発した犬クモ膜下出血
モデルを作製し，開発した組織化学的手法（Mn＋＋／DAB混合溶液が02一・と特異的に反応しosmiophilic　polymerを
形成するフリーラジカル検出法）を用い，攣縮血管周囲の02一・の局在及び出現時期を検討した．自家血注入後2，7
日目に，変性赤血球周囲と，クモ膜下腔に浸潤しているマクロファージ／好中球の細胞質内及び隣接部位に0、｝・反応
産物を検出した．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Mori，T，，Nagata，K1），Matsui，T・2），Ishida，T．3），Ohami，H．，and　Asano，T。2）（1）公立昭和病院・脳外科，2）埼
　　玉医大・総合医療セ・脳外，3）日獣大・獣医臨床病理）：Superoxideanionsinthepathogenesisoftalc－induced
　　vasocontraction．NeuropathoL　App1．Neurobiol．，21，378－385，1995．
　2）Kawanami，0．1），Jiang，H．2），Mochimaru，H．3），Yoneyama，H，3），Kudoh，S．3），Ohkuni，H．，Ohami，H．，and
　　Victor，J，，Ferrans4）（1）第二病院・病理，2）上海職業病研，3）内科学第4，4）国立衛生研）：Alveolar　fibrsis　and
　　capillary　alteration　in　experimental　pulmonary　silicosis　in　rats．Am．J．Respir．Crit．Care　Med。，151，
　　1946－1955，　1995。
　3）Nagata，K1），Nikaido，H．2》，and　Mori，T，（1）公立昭和病院・脳外，2）東大・医・脳外）：Successful　removal　of
　　cryptic　arteriovenous　multiformation　located　at　upper　ventral　pons　via　subtemporal　transtentorial
　　approach。Surg．Neurol．，46，116－121，1996．
　4）的場康徳1），松林冨士男2），大網　弘，片山博徳3），久吉隆郎4），天野純治4），馬越正通1）（1）第二病院消化器病セ，2）
　　プラザ記念病院，3）多摩永山病院・病理部，4）第二病院・外科）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍とomemtal　implantation．
　　日本腹部救急医会誌，15，899－905，1995．
　5）平田昌二1），松本譲二1），菊池三郎1），大網　弘（1）第二病院産婦人科）：重複癌治療後に急性白血病を発症した1
　　例．日産婦関東連会報，32，45－47，1995．
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著書
　1）永田和哉1），森　　隆，小林英一2），松居　徹1），浅野孝雄1）（1）埼玉医大・総合医療セ・脳外，2）千葉県救急医療
　　セ・脳外）：〔分担〕イヌ大槽内タルク注入による遷延性持続性の血管華縮とこれに伴う血管組織変化はsuperox・
　　ide　anionによってmediateされる．“脳血管攣縮10”，p．152－155，中外医学社，1995．
　2）永田和哉1），森　　隆，千葉丈洋2），星野保夫2）（1）公立昭和病院・脳外，2）OBC（株）・技術検査部）：〔分担〕イ
　　ヌクモ膜下出血モデルにおける末梢血及び髄液内白血球分画の経時的変動（：大槽内タルク注入モデルとの対比
　　を中心に）．“脳血管攣縮11”，p．308－312，中外医学社，1996．
　3）森　　隆，永田和哉1），松居　徹2），浅野孝雄2）（1）公立昭和病院・脳外，2）埼玉医大・総合医療セ・脳外）：〔分担〕
　　実験的遅発性脳血管攣縮病態下での攣縮動脈周囲のsuperoxide　anionの局在．“脳血管攣縮11”，p．277－282，中
　　外医学社，1996．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）永田和哉1〉，森　隆，千葉丈洋2），星野保夫2）（1）公立昭和病院・脳外，2）OBC（株）・技術検査部）：犬クモ膜下出
　　血モデルにおける末梢血および髄液内白血球分画の経時的変動（：大槽内タルク注入モデルとの対比を中心に）．
　　第11回スパスムシンポジウム，1995．7．
　2）森　　隆，永田和哉1），松居徹2），浅野孝雄2》（1）公立昭和病院・脳外，2）埼玉医大・総合医療セ・脳外）：実験的
　　遅発性脳血管攣縮病態下での攣縮動脈周囲のsuperoxide　anionの局在．第11回スパスムシンポジウム，1995。
　　7．
（2）一般講演：
　1）Nagata，K．1），Mori，T．，Matsui，T．2），and　Asano，T・2）（1）公立昭和病院・脳外・2）埼玉医大・総合医療セ・脳
　　外）：Histochemical　detection　of　superoxide　generation　in　the　subarachnoid　space　of　canine　subarachnoid
　　hemorrhage　model。Brain9512th　Intemationl　Simposium　on　Cerebral　Blood　Flow　and　Metabolism
　　（Cologne，Germany），1995．7．
　2）Matoba，Y．1），Matubayashi，F。3），Ohami，H．，Katayama，H，2），Umakosi，M。1）（1）第二病院・消化器病セ，2）多摩
　　永山病院・病理，3〉プラザ記念病院）：Immunohistochemical　study　ofomental　implantationforexperimental
　　perforative　gastric　ulcers　in　rats　and　its　ulcer　healing　and　anti－recurrence　mechanism．6th　Joint　Meeting　of
　　Surgeons　and　Gastroenterologists（Thailand），1995。12．
　3）永田和哉1），森　　隆，松居　徹2），浅野孝雄2）（1）公立昭和病院・脳外，2）埼玉医大・総合医療セ・脳外）：脳血管
　　攣縮におけるsuperoxide　anionの関与に関する実験的検討．第20回日本脳卒中学会総会・1995。4．
　4）清水一，森　隆，枝川聖子，今津修1），関谷政雄，水谷俊雄2），大網弘（1）北総病院・病理，2）都老研・神
　　経病理）：アルツハイマー型老年者脳と非老年者脳のグリコサミノグリカン量と形態学的変化について．第84回
　　日本病理学会総会，1995．4．
　5）森　　隆，永田和哉D，松居　徹2），浅野孝雄2），枝川聖子，清水　一，大網　弘（1）公立昭和病院・脳神経外科，
　　2）埼玉医大・総合医療セ・脳外）：犬大槽内タルク注入遅発性脳血管攣縮モデルにおけるsuperoxide　dismutase
　　（SOD）の予防効果．第84回日本病理学会総会，1995．4．
　6）清水一，森　隆，枝川聖子，大網弘，今津修1），関谷政雄，水谷俊雄2），大網弘（’）北総病院・病理・2）
　　都老研・神経病理）：老人斑の形成過程におけるプロテオグリカンの役割について：アルツハイマー型老年痴呆
　　者脳と非痴呆老年者脳の比較．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
　7）森　　隆，永田和哉1），枝川聖子，清水　一，大網　弘（1）公立昭和病院・脳外）：脳血管攣縮病態下でのsuperoxide
　　anionの組織化学的検出法：Mn＋＋一DAB混合溶液を用いた脳槽内持続潅流法．第63回日本医大医学会総会，
一416一
　　1995．　9．
8）的場康徳1），角田誠之1），渡辺昌則1），内藤英二1），平野文也1），伊藤正秀1），原　一郎1》，赤岩　順1），馬越正通1》，
　　大網　弘，片山博徳2）（’）第二病院・消化器病セ，2）多摩永山病院・病理）：Omental　Implantationの潰瘍治療促
　　進作用と再発抑制作用の検討．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
9）萩原英子1），尾美徳弥1），川並注一1），江見　充，大網　弘，大國寿士（1）第二病院・病理）：遺伝子診断法による
　　結核症の確定診断と問題点．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
10）麻生定光，宮本哲也，森　　隆，林　純一），猪原直弘，太田成男（1）筑波大・生物科学）＝ミトコンドリアDNA
　　の欠損によるFAS抗原の発現誘導．第68回日本生化学会大会，1995．9．
11）的場康徳1），馬越正通1），天野純治2），大網　弘，片山博徳3〉，松林冨士男4）（1）第二病院消化器病セ，2）第二病院・
　　外科，3）多摩永山病院・病理部，4）プラザ記念病院）：穿孔性胃・十二指腸潰瘍に対するOmental　lmplantationの
　　検討．第7回日中消化器外科学術交流会議，1995．9．
12）清水　一，大網　弘，今津　修1），関谷政雄（D千葉北総病院・病理）：老人斑の形成過程におけるプロテオグリ
　　カンの役割について：アルツハイマー型老年痴呆者脳と非痴呆老年者脳の比較．第37回口本老年医学会総会，
　　1995．　10．
13）的場康徳1），廣中貴宏2），服部　隆2），大石一二三2），片山博徳3），細根　勝3），前田昭太郎3），大網　弘，浅野伍朗4）
　　（1）第二病院消化器病セ，2）協同乳業研・素材開発，3）多摩永山病院・病理部，4〉病理第2）：血清ヘパリチナーゼの
　　転移治療への応用。第54回日本癌学会総会，1995．10．
14）的場康徳1），大網　弘（1）第二病院消化器病セ）：大網を用いた潰瘍治療と薬物療法への応用．第37回消化器病学
　　会大会，1995．11．
15）麻生定光，森　　隆，林　純一1），猪原直弘，太田成男（1）筑波大・生物科学）：ミトコンドリア機能低下による
　　FAS抗原遺伝子の発現誘導．第18回日本分子生物学会，1995．12．
［生化学部門］
研究概要
　生化学部門では，細胞の「生」と「死」を決定する制御機構を分子レベルで解明し，将来的には細胞の生死の制御
を人為的に可能にすることを目指している．
　第一のアプローチは，能動的な死であるアポトーシス（細胞自滅）を制御しているが分子機能は未知であるBc1－2
ファミリー（Bcl－xやBax）の解析である．Bc1・xに関しては（1）モノクローナル抗体によるBcl－xの局在の決定．（2）
立体構造の解明のためのBcLxを高度な精製および結晶化の成功．そして，共同研究による大まかな立体構造の決定．
（3）bc1－x遺伝子を改造あるいは選択的スプライシングにより，アポトーシスを促進する分子と抑制する分子の作成
あるいは同定．などに進展があった．さらに，Bax蛋白の分子解剖により，Baxの中に存在するオリゴペプチドでア
ポトーシスを誘導することと，それは大腸菌の死をも誘導することを見い出した．次いで大腸菌を用いた解析により
Baxが活性酸素の発生に関与していることを明らかにした．この研究はアポトーシス関連遺伝子が広く細菌にも作用
することを示したものであり，さらに新しい解析法への道を開いたものである．
　第二のアプローチはエネルギー代謝を細胞死との関連を明らかにすることである．ミトコンドリアDNA（mtDNA）
欠失株とミトコンドリア脳筋症患者由来のmtDNAをもつ培養細胞を用いてFas遺伝子の誘導，アポトーシスの誘導
を見い出した．この発見はミトコンドリア脳筋症の治療に将来的には応用できるものと期待している．また，心筋症
を併発するカルニチン欠損マウスを用いて脂肪酸代謝異常によって遺伝子発現が変動する遺伝子を明らかにした．
　第三のアプローチは早老症患者由来培養細胞を用いた解析である．線維芽細胞を分離し株化することに成功したの
で，分子レベルの老化のメカニズムを解明できる体制が整った．
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研究業績
論文
（1）原著：
　1）Sohma，0．1），Mizuguchi，M．1），Takashima，S．1），Yamada，M．2），Ikeda，K3），and　Ohta，S・（1）国立精神神経セン
　　　ター，2）新潟大脳研，3）都精神総合研）：High　expression　of　Bc1－x　protein　in　the　developing　human　cerebellar
　　cortex．J．Neurosci．Res．，43，175－182，1996．
　2）Mizuguchi，M．1），Sohma，0．1），Takashima，S．1），Ikeda，K，2），Yamada，M．3），Shiraiwa，N，4），and　Ohta，S。（1）国
　　　立精神神経センター，2）都精神総合研，3）新潟大脳研，4）自治医大生化）：Immunochemical　and　immunohisto－
　　　chemical　localization　of　Bcl－x　protein　in　the　rat　central　nervous　system。Brain。Res．，712，281286，1996。
　3）Uenaka，R．，Kuwajima，M．1）2），Ono，A．1），Matsuzawa，Y．1），Hayakawa，J－1．3），Inohara，N．，Kagawa，Y。4），
　　　and　Ohta，S。（1）阪大二内科，2）徳島医大，3）金沢医大，4）自治医大生化）：Increased　expression　of　camitine
　　　palmitoyltransferase　I　gene　is　repressed　by　administering　L・camitine－deficient　Juvenile　Visceral　Steatosis
　　　mice．J．Biochem．・119・533－540・1996．
　4）Shiraiwa，N．1），Inohara，N．，Okada，S．1），Yuzaki，M．1），Shoji，S・i．2），and　Ohta，S．（1）自治医大生化，2）筑波大神
　　　経内科）：An　additional　form　of　rat　Bc1－x，Bc1－xβ，generated　by　an　unspliced　RNA，promotes　apoptosis　in
　　　promydoid　cells．J．Biol　Chem．，271，13258－13265，1996。
　5）Matuda，S。1），Kodama，J．1），Takase，C．2），Goshi，N．1），Nakagawa，S．3），Ohta，S．，and　Nakano，K．2）（1）鹿屋体
　　　育大生物，2）鹿児島女子短大生化，3）鹿児島大解剖）：A　DihydrolipoamideSuccinyltransferaserelatedprotein
　　　is　present　on　the　plasma　membrane　in　skeletal　muscle，FEBS　Lett，in　press1996．
　6）Takase，C．1），Nakano，K，’），Ohta，S。，Nakagawa，S．2），and　Matuda，S．3）（1）鹿児島女子短大生化，2）鹿児島大解
　　　剖，3）鹿屋体育大生物）：Different　Distribution　ofDihydrolipoamide　Succinyltrans－fetase，Dihydrolipoamlde
　　　Acetyltransferase　and　ATP　Synthaseβ一subunit　in　Monkey　Brain．IN　VIVO　in　press1996．
　7）Asoh，S．，Mori，T。1），Hayashi，」一1．2），and　Ohta，S．（1）病理，2）筑波大生物科学系〉：Expression　of　an　apoptosis－
　　　mediator，Fas　is　enhanced　by　dysfmctional　mitochondria．J．Biochem、，120，600－607，1996。
（2）総説：
　1）太田成男：ミトコンドリア病の遺伝子診断．日医大誌，62，104－107，1995．
　2）麻生定光，太田成男：bcl－2ファミリーと細胞死．Dimentia，9，368－375，1995．
　3）太田成男，白岩伸子1）（1）筑波大神経内科）：bcLxによるアポトーシス制御．実験医学「アポトーシス研究の最前
　　　線」，13，32－37，1995．
　4）太田成男，猪原直弘：アポトーシス制御の分子機構と関連疾患．日医大誌，63，17－27，1996．
　5）太田成男：ミトコンドリア脳筋症．病理と臨床（増刊号）病理診断と分子生物学，遺伝学，14，22－25，1996．
　6）若尾りか，太田成男：アポトーシスとレドックス調節．神経研究の進歩，40，248－256，1996．
（3）研究報告書：
　1）太田成男，麻生定光：ミトコンドリア損傷によるアポトーシス誘導のシグナルーミトコンドリア脳筋症の負の遺
　　　伝子治療をめざして．厚生省「精神神経疾患研究委託費」筋ジストロフィー及び類縁疾患の病態と治療法に関す
　　　る研究．高木班．平成7年度研究報告書，198－201，1996．
　2）太田成男：細胞科学財団．研究報告集第7巻，アポトーシス制御因子Bc1－xの機能とその分布．細胞科学，7・
　　　70－96，　1996．
学会発表
（1）特別講演：
　1）太田成男：アポトーシス制御因子Bc1－x．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
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（2）シンポジウム：
　1）太田成男：フリーラジカルとBc1－2ファミリー．（主題：神経栄養因子と神経細胞死）．第24回日本医学会総会．
　　シンポジウム，1995．4．
2）太田成男：ミトコンドリア病の遺伝子診断．（主題：遺伝子診療の現状と長望）．日本医科大学医学会第5回公開
　　シンポジウム，エ996．2．
3）太田成男：ミトコンドリアtRNAの変異によるミトコンドリア病の発症の分子機構．シンポジウム「RNA機能
　　構造研究の新規点」，1996．2．
（3）一般講演：
　1）Okada，S．・），Inohara，N．，Shiraiwa，N．2），Miura，Y．1），and　Ohta，S．（1）自治医大血液内科，2）筑波大神経内科）：
　　Functional　difference　between　Bc1－2and　Bc1－x　in　suppression　of　apoptosis　induced　with　cell　cycle　phase
　　specific　agents．9t　Intemational　Congress　of　Immunology．July，（Paris），1995．
　2）麻生定光，宮本哲也，森　隆1），林純一2），猪原直弘，太田成男（1）病理，2）筑波大生物科学系）：ミトコン
　　ドリアDNAの欠損によるFAS抗原の発現誘導．第68回日本生化学会大会，1995．9．
3）猪原直弘，藤原正和，石橋佳朋，西愼貴代美，麻生定光，太田成男：アポトーシス制御タンパク質Bcl－xのダイ
　　マー形成ドメインの同定．第68回日本生化学会，1995．9．
　4）高瀬千義1），中野恭子1），中河志朗2），太田成男，松田貞幸3）（1）鹿児島女子短期大学・生化学，2）鹿児島大学解剖，
　　3》鹿屋体育大学生物）：ジヒドロリポアミド・サクシニル転移酵素遺伝子のプローモー領域の機能解析．第68回
　　日本生化学会大会，1995．9．
　5）岡田誠治1），三浦恭定1），太田成男（1）自治医科大血液）：アポトーシス制御遺伝子bcl－2とbcl－xの機能の違い．
　　第57回日本血液学会，（名古屋），1995．6．
6）藤原正和，酒井奈緒子，猪原直弘，麻生定光，太田成男：アポトーシス抑制因子Bc1－2，Bc1－xキメラタンパク質
　　による細胞死抑制の特異性．第18回日本分子生物学会，（名古屋），1995．12．
　7）麻生定光，森　隆1），林純一2），猪原直弘，太田成男（1）病理，2）筑波大生物科学系）：ミトコンドリア機能の
　　低下によるFas抗原遺伝子の発現誘導．第18回日本分子生物学会，（名古屋），1995．12．
8）上中理香子，桑島正道1）・大野　昭2），猪原直弘，松沢祐次2），太田成男（・）徳大臨床検査，2）阪大二内）：カルニチ
　　ン欠乏Jvsマウスの心臓におけcamitine　palmitoyltransferase　I遺伝子の発現の変動．第18回分子生物学会，
　　（名古屋），1995．12．
　9）高瀬千義1），中野恭子1），中河志朗2），太田成男，松田貞幸3）（1）鹿児島女子短大，2）鹿児島大解剖，3）鹿屋体育大生
　　物）：ジヒドロリポアミド・サクシニル転移酵素遺伝子のプロモーター領域の機能解析．第18回日本分子生物学
　　会，（名古屋），1995．12．
10）太田成男，原田三男1），西郷　敏1）（1）自治医大物理〉：好熱菌ATP合成酵素のサブユニット間相互作用とATP
　　合成機構．日本生体エネルギー研究会第21回討論会，（名古屋），1995．12．
11）麻生定光，太田成男：ミトコンドリアDNAの変異によるアポトーシス誘導因子Fas遺伝子の発現誘導．日本生
　　体エネルギー研究会第21回討論会，（名古屋），1995．12．
（4）その他：
　1）太田成男，猪原直弘：アポトーシス制御因子Bcl－2ファミリータンパク質の高次構造．重点領域研究「タンパク
　　質の高次構造に基づくシグナル認識機構の解明」班会議，1995．8．
　2）太田成男，麻生定光：ミトコンドリア欠損株の細胞死．重点領域研究「脳細胞の選択肢と機能分子」班会議，1995．
　　12．
3）太田成男，麻生定光：ミトコンドリア損傷によるアポトーシス誘導のシグナルーミトコンドリア脳筋症の負に遺
　　伝子治療法をめざして．厚生省「精神神経疾患研究委託費」筋ジストロフィー及び類縁疾患の病態と治療法に関
　　する研究．高木班，平成7年度班会議，1995，12．
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［免疫部門］
研究概要
　川崎病の病因を明らかにして行く研究の過程で，緑色レンサ球菌の一部の菌株の代謝物質中にヒト血小板を凝集す
る因子の存在することを見出し，本凝集因子の精製を試み，その生物学的，生化学的性状を明らかにした．また，得
られた精製標品からN一末端アミノ酸配列を15残基まで決定し，これを基にプライマーを作製し，その塩基配列の決定
が試みられている．コラーゲンによる凝集とは異なった機構によって血小板凝集が起ることが示唆され，その反応機
構の解明も行なわれている．
　レンサ球菌感染後に起る急性糸球体腎炎患者から分離された化膿レンサ球菌の産生するSKase（NSA－SKase）と
腎炎以外の疾患から分離される菌のS　Kase（GS　Kase）とは，一次構造のレベルでその中央領域のアミノ酸配列が
異なることを明らかにし，NSA－S　Kaseを特異的に認識する単クローン抗体を用いて，この抗体と反応するNSA－S
Kaseのエピトープを決定した．現在腎炎患者血清や他の疾患患者血清を用い，合成したエピトープとの間で，その反
応が試みられている．一方，S　Kaseはプラスミノーゲン活性化作用を持つことから，S　Kaseのプラスミノーゲン活
性化領域を明らかにすべく，その研究も進行中である．
　ジーゼルエンジン排出ガス粒子が花粉アレルギー発症の際にアジュバントとして働くことが明らかにされた．この
粒子中に存在するアジュバント物質の同定を試みた結果，粒子中に含まれるピレン，アントラセン，フルオランセン
等にIgE抗体産生に対しアジュバント活性のあることを明らかにし，かつこれら物質が単球に作用して02一，IL1の産
生することも併せて明らかにした．現在これら化学物質のマウス鼻粘膜に対する障害作用の検討が行われている．
　細菌菌体成分の一つであるペプチドグリカン（PG）を動物に投与することにより，ヒト慢性関節リウマチ類似の関
節炎モデル動物の作出に成功した．その動物からPG反応性丁一細胞クローンを樹立し，その病変成立における働きに
ついて検討中である．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Kawanami，0．1），Jiang，H－X．2），Mochimam，H．1），Yoneyama，H．1），Kudoh，S．3），Ohkuni，H。，Ohami，H．，and
　　Ferans，V．」．4）（D第二病院病理部，2）上海職業病研，3）内科第4，4）米国国立衛生研）：Alveolar　fibrosis　and
　　capillary　alteration　in　experimental　pulmonary　silicosis　in　rats．Am．J．Respir．Crit．Care　Med．，151，
　　1946－1955，　1995．
　2）Saji，M，1），Taguchi，S，1），Uchiyama，K．2），Osano，E．3），Hayama，N．3），and　Ohkuni，H．（1）第一病院薬剤科，2）外
　　科第2，3）内科第2）：Efficacy　of　gentian　violet　in　the　eradication　of　meth1cillin－resistant　S吻h夕Jooo66％s
　　側76％s　from　shin　lesions．J，Hosp．Infect．・31ラ225－228・1995．
　3）Matsushita，K．1）2），Sugiyama，A．1），Uchiyama，T．3），Igarashi，H．4），Ohkuni，H．，Nagaoka，S．2），Kotani，S。5），and
　　Takada，H．・）（1）鹿児島大歯・口腔細菌，2）同口腔外科，3）女子医大微生物・4）都衛研，5）大阪医療技術）：Induction
　　of　lymphocytes　cytotoxic　to　oral　epithelial　cells　by　S！名ゆ≠06066％s駕薦s　superantigen．J．Dent．Res．，75，
　　927934，　1996．
（2）総説：
　1）大国寿士，留目優子，沖林文規，渡邉ユキノ：Viridansstreptococciの分類と体内分布．特集「Viridansstre－
　　ptococci感染症」．化学療法の領域，11，15441552，1995．
　2）木村義民u，大国寿士（1》微生物免疫）：アレルギーと化学伝達物質の歴史．特集「アナフィラキシー反応」．アレ
　　ルギーの領域，2，1001－1008，1995．
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3）大国寿士，留目優子，沖林文規，渡邉ユキノ：毒素性ショック症候群（toxic　shock　syndrome，TSS）発生機
　　構とその対策．特集「小児の臨床細菌学」．小児科診療，59，65－74，1996．
4）大国寿士，留目優子，沖林文規，渡邉ユキノ：A群レンサ球菌感染症とその続発症．特集「レンサ球菌感染症の
　　変遷激症型の出現」．臨床と微生物，23，51－58，1996．
（3）研究報告書：
　1）大国寿士：激症型溶連菌感染症の早期診断法確立に関する基礎的検討．平成6年度激症型溶連菌感染症の実態把
　　握・治療に関する研究報告書（平成6年度厚生省特別科学補助金事業研究班，編清水可方）．p．25・1995．
学会発表
（1）シンポジウム：
　1）Shimago，A．1），Yoshinaga，M．1），Sameshima，K．1），Miyata，K．1），Takada，H．2），Ohkuni，H．，Igarashi，H．3），and
　　Kotani，S．4）（・）鹿児島大・医・小児科，21鹿児島大・歯・口腔細菌，3）都衛研微生物，4）大阪医療技術）：Cytokine
　　induction　in　patients　with　Kawasaki　Disease　by　an　extracellular　product　of　S窺痂s，5th　Intemational
　　Kawasaki　Disease　Symposium．May（Fukuoka），1995。
（2）招待講演：
　1）Sugawara，S．1），Fukumorita，O．1），Maruyama，Y．1），Rikiishi，H．1），Ohkuni，H．，and　Kumagai，K．1）（1）東北大・
　　歯・微生物）：Elevated　antibody　Ievels　to　a　group　A　streptococci　super－antigen，CAP，in　sera　of　patients
　　with　acute　poststreptococcal　glomerulonephritis．The9th　Intemational　Congress　of　Immunology，July（San
　　Francisco），　1995。
（3）一般講演：
　1）留目優子，沖林文規，水瀬　学，大谷信崇1），鈴木英史，大国寿士（・）病理第2）：翫砂勿Jo6060欝吻漉sの産生す
　　るヒト血小板凝集因子に関する検討。第69回日本感染症学会総会．1995．4．
　2）岡部俊成1），飛田正俊1），竹田幸代1），村上由加里1），丸山和男・），向後俊昭1），野呂瀬嘉彦2），大国寿士・小野塚春
　　吉3）（1）多摩永山病院小児科，2）微生物免疫・3）都衛研）：アトピー性皮膚炎における亜鉛の関与についての検討（第
　　3報）．第7回日本アレルギー春季臨床大会。1995．5．
　3）萩原英子1），尾見徳弥1），川並注一1），江見　充，大網　弘，大国寿士（1）第二病院病理部）：遺伝子診断法による
　　結核症の確定診断と問題点．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　4）大国寿士，留目優子，沖林文規，渡邉ユキノ：S飽ρ渉06066欝郷痂sの代謝物質中に存在する新しいヒト血小板凝
　　集因子について．第15回日本川崎病研究会，1995．10．
　5）渡邉ユキノ，留目優子，沖林文規，大国寿士：Sケ吻06060郷2n漉sの培養上清中に見出されるヒト血小板凝集因
　　子の遺伝子クローニング．第74回日本細菌学会関東支部総会，1995．10．
　6）大国寿士，留目優子，沖林文規，渡邉ユキノ：Sケ吻06066欝吻漉の培養上清中に見出されるヒト血小板凝集因
　　子の性状．第74回日本細菌学会関東支部総会，1995．10．
　7）鈴木孝人1），石森真子2），奥村　康3），加納尭子4），大国寿士（1）都衛研，2）東京文化短大，3）アサヒビール中研，
　　4）順天大）：ダニ抗原（Der　fII）感作におけるディーゼル粒子（DEP）のアジュバント作用．第45回日本アレル
　　ギー学会総会，1995．10．
　8）木村昭夫1），益子邦洋1），山本保博1），大塚敏文1），柴田泰央2），西沢健司3），大国寿士，留目優子（1）救急医学，
　　2）付属病院中検，3）付属病院薬剤部）：サイトカイン血漿患者に対するγ一グロブリン製剤投与の意義についての
　　検討．第23回日本救急医学会総会，1995．11．
　9）留目優子，大国寿士，沖林文規，渡邉ユキノ，長谷川幸雄1）（1）ファルマシアバイオテク研究開発）：Sケ6が06066πS
　　駕漉sの産生する血小板凝集因子の作用を阻害する血漿成分についての検討．第69回日本細菌学会総会，1996．
　　3．
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10）渡邉ユキノ，留目優子，沖林文規，大国寿士：S伽吻ooo66％s吻∫傭の産生する血小板凝集因子の遺伝子クローニ
　　ング．第69回日本細菌学会総会，1996．3．
［疫学部門］
研究概要
　HBV，HCVの流行に曝された山問部の町で，その後発生した肝機能異常が，HCVに起因することを明かにした．
また，多くが既に慢性肝炎・肝硬変に移行していることから，同町健康管理センター・町営病院と協力して，健康管
理システムを構築した．
研究業績
論　文
（1）原著：
　1）Supawadee，J．1），Suzuki，H．，Suprasert，S．1），Randgsiyanond，P．1〉，Pongprot，B．1），Hasegawa，A，2），Inouye，S．2），
　　and　Yamazi，Y，（1）Chiang　Mai　Univ．，2）National　Institute　of　Health）：Two－year　follow　up　from　birth　of
　　Thai　children　for　Rotavirus　infection：Detect三〇n　of　Rotavirus　in　feces　and　diarrhoeal　symptom．Jpn．J．
　　Trop．Med．Hyg．，23，109－113，1995．
（2）研究報告書：
　1）長谷川斐子1），井上　栄1），鈴木　博，西尾　治2）（1）予研，2》国立公衆衛生院）：タイ国のポリオウイルスワクチン
　　接種児の便中IgA抗体と血清IgG抗体の動向．平成6年度ポリオ根絶計画推進事業報告書，国立予防衛生研究
　　所．1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）鈴木　博，高橋修和，田中稔生1），植田昌宏1）（1）SRL）：1991年～94年にタイ国で分離されたインフルエンザウ
　　イルスの性状．第69回日本感染症学会総会，1995．4．
　2）鈴木博，田口真，勝又晴美，尾沢ますみ，黒沢純夫，高橋修和：集団肝炎発生地で見られた肝機能異常．
　　第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　3）武藤三千代1》，三上俊夫1），高橋修和，酒巻敏雄1）（1）日医大体育）：某医科大学生の20年問における入学時の体格・
　　体力テスト結果の横断的検討．第50回日本体力医学会総会，1995．9．
　4）鈴木博，尾沢ますみ，勝又晴美，田口真，黒沢純夫，宮原英樹，高橋修和：C型肝炎ウイルス感染と肝機能
　　異常．第54回日本公衆衛生学会，1995．10．
　5）勝又晴美，尾沢ますみ，宮原英樹，鈴木　博，黒沢純夫，高橋修和：地域住民健診10年連続受診者の健診成績，
　　その1　初年次と10年次との比較．第54回日本公衆衛生学会，1995．10．
　6）黒沢純夫，勝又晴美，尾沢ますみ，宮原英樹，鈴木　博，高橋修和：地域住民健診10年連続受診者の健診成績，
　　その2　10年次と94年度低受診回数受診者との比較．第54回日本公衆衛生学会，1995．10．
　7）深澤幸枝，東條千都勢，植田悠紀子，高橋修和，黒沢純夫1）（1》山梨県早川町保健センター，国立公衆衛生院）：
　　住民総合健診後の要指導者の状況，第3報．第54回日本公衆衛生学会，1995．10．
　8）京　文靖1），清水哲也1），稲見光春1），中山総一郎1〉，近藤久禎1），坂本俊一郎1），松平登志子1），城所　葉1），山田
　　規予美1），藤村樹里1），鈴木　博，高橋修和（1）日本医大学生）：タイ国チェンマイ地域における医療状況に関する
　　調査．第10回日本国際保健医療学会総会，1995．10．
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［分子生物学部門］
研究概要
　1）乳癌の癌抑制遺伝子の研究（文部省がん重点計画研究2）1000例のヒト乳癌症例について，ヒト全ゲノム領域を
対象に各染色体上のDNAマーカーを用いてヒト乳癌の癌抑制遺伝子のポジショナル・クローニングを目指している．
　2）ヒト癌における高精度ゲノム欠失地図の作製（文部省ゲノムサイエンス重点研究1）乳癌，膀胱癌，頭頸部癌，
計200症例を対象に第1番・第3番，第11番，第13番，第16番，第18番染色体について各々の染色体上で高頻度に欠失
を認めるマーカーを同定した．
　3）遺伝子診断による癌の予後因子決定の研究（厚生省がん研究助成）17p13．3を中心に乳癌の浸潤，転移，再発，
生命予後に関する遺伝的変化を特定し，予知的遺伝子診断への臨床応用を目指し研究を進めている．
　4）第8染色体短腕上の癌抑制遺伝子の同定（文部省がん重点研究1）肝癌，大腸癌，肺癌，前立腺癌の発生，進展
に関わる癌抑制遺伝子が，8p21．3－p22上のL2Mb内に存在することを明らかにした．
　5）高発がん家系の解析（文部省がん重点研究1）癌多発家系の収集を行ない，家系内に3～4名の乳癌患者のある13
家系を同定した．そのうち半数は家族性乳癌家系であり，残りは多種類の癌患者を8～13名認めるいわゆる癌多発家
系であった．
　6）乳癌におけるBRCAlの遺伝子異常と発症前診断（文部省基盤研究B）日本人乳癌1000例について同遺伝子領域
をスクリーニングし，8例の変異を見いだした．うち5例は両側性乳癌であった．
　7）骨粗　症の遺伝的素因の解明（厚生省長寿科学研究〉エストロゲン受容体，カルシトニンなど種々の候補遺伝子
について遺伝的多型性を示すマーカーを単離し，各遺伝子座の遺伝的多様性と骨代謝に関わる種々の表現型との間の
相関を検討している．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Suzuki・H・・）・Emi，M・，Komiya，A・1），Fujiwara，Y．2），Yatani，R．3），Nakamura，Y．2），and　Shimazaki，J．1）（1）千
　　葉大・泌尿器，2）癌研・生化，3）三重大・病理）：Localization　of　a　Tumor　Suppressor　Gene　Associated　With
　　Progression　of　Human　Prostate　Cancer　Within　a1．2Mb　Region　of8p22－p21．3。Genes，Chrom．Cancer，
　　13，168－174，1995．
　2）Matsushima，M。1），Kobayashi，K1），Emi，M。，Saito，H．3），Saito，J．4），Suzumori，K。2），and　Nakamura，Y．1）（1）
　　東大・医科研・2）名市大・産婦人科，3）癌研・生化，4）近大・産婦人科）：Mutation　analysis　ofthe　BRCAI　gene
　　in76Japanese　ovarian　cancer　patients：four　germline　mutations，but　no　evidence　of　somatic　mutation．
　　Human　Molecular　Genetics，4（10），1953－1956，1995．
　3）Sano，M，1），Inoue，S．1），Hosoi，T．1），Ouchi，Y．1），Emi，M．，Shiraki，M．1），and　Orimo，H．1）（1）東大・老人科）：
　　AssociationofEstorogenReceptorDinucleotideRepeatPolymorphismWithOsteoporosis．Biochemical　and
　　Biophysical　Research　Communications，217（1），378－383，1995．
4）Wada，Y，1），Doi，T．2），Matsumoto，A。3》，Asaoka，H．3），Honda，M．1），Hatano，H。1），Emi，M．，Naito，M．4），Mori，
　　T．4），Takahashi，K4），Nakamura，H．2），Itakura，H．3），Yazaki，Y．1），and　Kodama，T．1）（1）東大・三内，2）阪大・
　　薬，3）国立栄養研，4）熊大・病理）：Structure　and　Function　of　Macrophage　Scavenger　Receptors．An，N．Y．
　　Acad，Sci．，748，226－239，1995．
5〉Honda，M．1），Wada，Y，1），Suzuki，H．1），K．Jishagel），Kawabe，Y．1），Shimokawa，T。1），Kurihara，Y。1），Kurihara，
　　H．1），Asaoka7H．2）シMatsumoto，A。2），Itakura，H。2），Yazaki，Y．1），Naito，M．3），Mori，T．3），Takahashi，K．3），
　　Nakamura，H。4），Matsushita，M。1），Emi，M．，Doi，T、4），and　Kodama，T．1）（1）東大・三内，2）国立栄養研，3）熊
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　　大・病理，4）阪大・薬）：Physiological　role　ofmacrophage　scavenger　receptors．Atherosclerosis，10，471－476，
　　1995．
6）Katagiri，T．1），Emi，M．，Ito，L1），Kobayashi，K1），Yoshimoto，M．2），Iwase，T。2），Kasumi，F。2），Miki，Y。3），
　　Skolnick，M．H．3），and　Nakamura，Y．1）（1）癌研・生化，2）外科，3）ユタ大）：Mutations　in　the　BRCAI　gene　in
　　Japanese　Breast　Cancer　Patients．Human　Mutation，7，334－339，1996。
7）Tsukamoto，K．，and　Niikawa，N．1）（1》長崎大・原研遺伝）：Isolation　of　the　gene，PAX3，responsible　for
　　Waardeuburg　syndrome　type　I，and　identification　of　two　novel　mutations　in　WSI　fammes。Otology　Japan，
　　6，115－120，1995．
8）Soejima，H．1），Fujimoto，M．1》，Tsukamoto，K．，Matsumoto，N，1），Yoshiura，K1），Fukushima，Y2），Jinno，Y．1），
　　and　Niikawa，N．1）（1）長崎大・原研遺伝，2）埼玉小児医療セ）：Three　novel　PAX3mutations　observed　in
　　patients　with　Waardenburg　syndrome　type1．Human　Mutation，7，in　press，1996．
9）Emi，M．，Matsushima，M．1），Katagiri，T．1），Yokota，T．，Nakata，T．，Kasumi，F。2），Miki，Y．3）y　Skolnick，M．H。3），
　　and　Nakamura，Y．1）（1）東大・医科研，2）癌研・外科，3》ユタ大）：Multiplex　Mutation　Screening　ofthe　BRCAl
　　Gene　in1000Japanese　Breast　Cancers：2－3％of　Japanese　Breast　Cancer　is　attributable　to　BRCAl
　　mutations．Br．」．Cancer，72，in　press，1996．
（2〉総説：
　1）江見　充，片桐豊雅1），中村祐輔1）2）（1）癌研・生化，2）東大・医科研・分子病態）：家族性乳がん関連遺伝子．（特
　　集：基礎研究はがんを制圧できるか）．細胞工学，14，554－559，1995．
2）江見　充：悪性腫瘍の遺伝的背景．（特集：遺伝子診断一分子生物学から分子診療学へ）．Molecular　Medicine，
　　33，66－74，1996．
　3）飯田　有俊，江見　充：乳癌の発生と遺伝子異常．（特集：乳癌とその周辺）．外科治療・74・39－42・1996・
　4）江見　充：DNA診断による乳癌の悪性度判定．日医大誌，62，100－103，1995．
　5）秋山　太1），坂元吾偉1），霞富士雄2），江見　充（五）癌研・乳腺病理，2）同・乳腺外科）：乳癌の組織型と遺伝子異常。
　　Biomedical　Perspectivesラ4，4－7，1995．
　6）江見　充：染色体欠失地図を用いた癌抑制遺伝子のポジショナル・クローニング．日医大誌・62・63－64・1995・
著書
　1）江見　充：〔分担〕遺伝病のDNA診断．「出生前診断をめぐって」（武谷雄二編集），p，51－59，医歯薬出版。1995。
　2）飯田有俊，江見　充：〔分担〕遺伝子増幅，再構成（転座），欠失．「分子生物学的アプローチによる癌研究プロ
　　　トコール」（横田　淳，山本　雅編集），p，35－42，羊土社，1995．
学会発表
（1）特別講演：
　1）江見　充：染色体欠失地図を用いたがん抑制遺伝子のポジショナル・クローニング．第63回日本医科大学医学会
　　総会，1995．9．
　2）江見　充：乳癌における遺伝子異常．第11回長野県乳腺疾患研究会，1995．12．
（2）招待講演：
　1）江見　充：がんの遺伝学．第5回日本人類遺伝学会遺伝医学セミナー，1995．9．
（3）シンポジウム：
　1）江見　充：Macrophage　scavenger　receptor　gene．Intemational　Symposium　on　Macrophage　and　Atheros－
　　　clerosis，（Tokyo），1996．　1．
　2）江見充：GeneticAlterationsinBreastCancer．SymposiumonMolecularPathologyofHumanCancer，日
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　　米がん研究協力事業セミナー（Hawaii），1996．2．
3）江見充：（テーマ：DNA診断の有用性と限界）乳癌の遺伝子診断による悪性度の評価．第95回日本医学会総
　　会，1995．4．
4）吉本賢隆1），中野聡子1），松田　実1），高橋かおる1），武藤泰彦1），岩瀬拓士1），霞富士雄1），江見　充，中村祐輔2）
　　（1）癌研・外科，2）生化）：（テーマ：拡大廓清術の終焉と新たな展望）進行乳癌に対する治療戦略．第95回日本外
　　科学会総会，1995．4．
5）江見　充：（テーマ：遺伝子診療の現状と展望）癌関連遺伝子のクローニングと遺伝子診断．第5回日本医科大
　　学医学会，1995．6．
6）江見　充，霞富士雄1），中村祐輔2）（1）癌研・外科，2）生化）：（テーマ：分子生物学と乳癌）家族性および散発性
　　乳癌における遺伝子異常．第3回日本乳癌学会総会，1995．6．
7）江見　充：（テーマ：脂質，動脈硬化研究における最近の進展）高脂血症における遺伝子異常．第21回東京脂質
　　代謝研究会，1995．7．
8）塚元和弘，新川詔夫1）（1）長崎大・原研遺伝）：（テーマ：耳疾患と分子遺伝学）Waardenburg症候群1型（WSI）
　　原因遺伝子のポジショナルクローニングとWS患者における遺伝子変異．第5回日本耳科学会総会，1995．10．
9）江見充：（テーマ：ステロイドホルモン・増殖因子・癌遺伝子）乳癌の遺伝子異常とエストロゲン応答．第3
　　回ステロイドホルモン研究会，1995．11．
（4）ワークショップ：
1）江見　充・中村祐輔1）（1凍大・医科研）：乳癌の多段階発癌．（テーマ：多段階発がんの遺伝子機構）第54回日本
　　癌学会総会，1995．10．
（5）一般講演：
1）Emi，M．，Katagiri，T．1），Ito，1．1），Kobayashi，K．1），Kasumi，F．1），Miki，Y．2），Skolnick，M．H．2），and　Nakamura，
　　Y．1）（1）癌研，21ユタ大）：Mutations　in　the　BRCAI　Gene　in　Japanese　Breast　Cancer　Patients．Amual
　　Meeting　of　American　Society　of　Human　Genetics（Mimeapolis），1995．10．
2）中島美知子1）・松井　南，石崎良太郎，江見　充，川並注一2），本田光芳1》（1）皮膚科，2）第二病院病理）：正常皮膚
　　および気道におけるサイトケラチンとVII型コラーゲンの発現．第20回日本研究皮膚科学会，1995．5．
3）江見　充，片桐豊雅1），松島美恵子1），喜木義男1），横田　隆，霞富士雄2），中村祐輔1）（1）癌研・生化，2）外科）l
　　BRCA1変異による日本人家族性乳癌の特徴．第1回家族性腫瘍研究会，1995．6．
4）多田隆士1），霞富士雄1），吉本賢隆1），岩瀬拓士1），高橋かおる1），江見　充，中村祐輔2）（1）癌研・外科，2）生化）：
　　当科における家族性乳癌の臨床的検討．第1回家族性腫瘍研究会，1995．6．
5）松島美恵子1），小林寛治1），江見　充，斎藤広子2），斎藤淳子3），中村祐輔1）2）（1）東大・医科研，2）癌研・生化，3）近
　　畿大・産婦）：卵巣癌におけるBRCA1遺伝子の異常．第1回家族性腫瘍研究会，1995．6．
6）飯田有俊，奥井恵子1），今井高志2），福島義光3），江見　充，中村祐輔1）（1）東大・医科研，2）放医研，3）信大・衛生）：
　　多脾症患者に見られた第11番染色体長腕・腕内逆位の解析．第5回Medical　Genetics研究会，1995．6．
7）荻原英子1），尾見徳弥1》，川並注一），江見　充，大網　弘，大国寿士（1）第二病院病理）：遺伝子診断法による結
　　核症の確定診断と問題点．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
8）松島美恵子1），小林寛治1），江見　充，斎藤広子2），斎藤淳子3》，中村祐輔1）2）（1）東大・医科研，2》癌研・生化，3）近
　　畿大・産婦）：卵巣癌におけるBRCA1遺伝子の異常．第54回日本癌学会総会，1995．10．
9）片桐豊雅1），江見　充，伊東　功1），小林寛治1），松島美恵子1），吉本賢隆2），渡辺　進2），岩瀬拓士2），霞富士雄2），
　　三木義男31，Mark　H．Skolnick3》，中村祐輔1》4）（1》癌研・生化，2）外科，3）ユタ大，4）東大・医科研）：日本人乳癌
　　患者1000例におけるBRCA1の変異の検索．第54回日本癌学会総会，1995．10．
10）鈴木啓悦1》，小宮　顕1），会田砂良1），倉持宏明1），江見　充，中村祐輔2》，島崎　淳D（1》千葉大・泌・2》癌研・生
　　化〉：前立腺癌における第16番染色体長腕の3つの共通欠失領域とE－Cadherin遺伝子異常．第54回日本癌学会
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　総会，1995．10．
11）小宮　顕・），鈴木啓悦1》，会田砂良1），二瓶直樹1），市川智彦1），江見　充，中村祐輔2），矢谷隆一3），島崎　淳1）（1）
　千葉大・泌，2）癌研・生化，3）三重大・病理）：前立腺癌における第10染色体上の3つの共通欠失領域．第54回日
　本癌学会総会，1995．10．
12）飯田有俊，磯部理映，中村祐輔1），江見　充（1）東大・医科研）：乳癌に於ける第16番染色体欠失地図の作製．日
　本人類遺伝学会第40回大会，1995．10．
13）塚元和弘，伊東紀子，中村祐輔1），江見　充（1）東大・医科研）：一般乳癌における家族性乳癌遺伝子BRCA2領域
　13q12－13の染色体欠失．日本人類遺伝学会第40回大会，1995．10．
14）飯田有俊，奥井恵子1），今井高志2），福島義光3），江見　充，中村祐輔1）（1）東大・医科研，2）放医研，3）信大・衛生）：
　inv11（q13，q25）逆位を伴う多脾症患者の切断点の構造解析．日本人類遺伝学会第40回大会，1995．10．
15）松本智司，江見　充，田尻　孝1），恩田昌彦1）（1）第一外科）：乳癌における第3番染色体短腕の染色体欠失地図作
　製．日本医科大学医学会第88回例会，1996乙2．
16）伊東紀子，塚元和弘，江見　充：散発性乳癌におけるBRCA2およびRB遺伝子領域の染色体欠失．日本医科大
　学医学会第88回例会，1996．2．
17）中田朋子，関谷政雄，江見　充：散発性乳癌における第11染色体短腕部でのヘテロ接合性の消失の検討．日本医
　科大学医学会第88回例会，1996．2．
18）横田　隆，関谷政雄，江見　充：DCC遺伝子領域における乳癌症例での染色体欠失の解析．日本医科大学医学会
　第88回例会，1996．2．
19）磯部理映，飯田有俊，江見　充：乳癌に於ける第16番染色体欠失地図の作製．日本医科大学医学会第88回例会，
　1996．2。
20）江見　充，」一Mラロウエル1）（1）ユタ大）：家族性3型高リポ蛋白血症における遺伝子異常の解析．日本医科大学
　医学会第88回例会，1996．2．
21）塚元和弘，江見　充，関谷政雄，折茂　肇1）（1）東大・老人科）：骨粗霧症の発症に関わる候補遺伝子多型性マー
　　カーの単離．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
22）飯田有俊，中村祐輔1），江見　充（・）東大・医科研）：inv（11）（q13，q25）逆位を伴う多脾症患者の切断点の構
　造解析．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
23）平山恒憲，江見　充，南　史朗1），若林一二1），橋本　清2），山本正生2）（1）第三内科，2）小児科）：Albright遺伝性
　骨異栄養症におけるGSα遺伝子異常の解析．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
［臨床部門］
研究概要
　本学ドック受診者で・内科的異常が指摘された項目の多いのは，（1）肝機能障害・（2）耐糖能異常，（3）肥満・（4）
高中性脂肪血症，（5）高血圧の順で，どこにも異常がない者はわずか25．8％にすぎなかった．この予防のためには，
中高年時代即ち40年代より定期的検査を受け，健康管理をしながら成人病の早期発見，早期治療をする必要がある．
また，最近は，“不定愁訴”を訴える人が非常に多い．日常の生活環境を見渡し，健康の乱れを正し，長生きを阻むも
のを取り除いていかなければならない．このためには，中高年からの健康管理が是非とも必要である．
研究業績
論文
（1）総説：
　1）関谷政雄：人問ドック者の有病率（8年間の統計を通して）．日医大誌，63，47，1996．
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学会発表
（1）一般講演：
1）清水　一，森　　隆，枝川聖子，今津　修1），関谷政雄，水谷俊雄2），大網　弘（1）北総病院・病理，21東京都老人
　総合研究所・神経病理）：アルツハイマー型老年者脳と非老年者脳のグリコサミノグリカン量と形態学的変化に
　ついて．第84回日本病理学会総会，1995．4．
2）清水　一，森　　隆，枝川聖子，大網　弘，今津　修1），関谷政雄，水谷俊雄2），大網　弘（1）北総病院・病理，
　2）都老人総合研・神経病理）：老人斑の形成過程におけるプロテオグリカンの役割について．一アルツハイマー型
　老年痴呆者脳と非痴呆老年者脳の比較一．第63回日本医大医学会総会，1995．9．
3）清水　一，大網　弘，今津　修1），関谷政雄（u千葉北総病院・病理）：老人斑の形成過程におけるプロテオグリ
　カンの役割について．一アルツハイマー型老年痴呆者脳と非痴呆老年者脳の比較一．第37回日本老年医学会総会，
　1995．　10．
4）中田朋子，関谷政雄，江見　充：散発性乳癌における第11染色体短腕部でのヘテロ接合性の消失の検討．日本医
　科大学医学会第88回例会，1996．2．
5）横田　隆，関谷政雄，江見　充：DCC遺伝子領域における乳癌症例での染色体欠失の解析．日本医科大学医学会
　第88回例会，1996．2．
6）塚元和弘，江見　充・関谷政雄，折茂　肇互）（1）東大・老人科）：骨粗籟症の発症に関わる候補遺伝子多型性マー
　カーの単離．日本医科大学医学会第88回例会，1996．2．
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2．ワクチン療法研究施設
研究概要
　昭和47年の当施設開設以来，24年を経過，SSM（人型結核菌体抽出物質）使用登録悪性腫瘍患者累積数は31万人を
越え，平成8年3月31日現在，316，404例を算した．丸山千里先生のご逝去後も以前同様，日に新患50名前後，再来・
郵送を含めて，500名もの多数の紹介癌患者を迎えている．従来からの2万数千名にのぼる共同治験医師に，さらに新
しい協力医療機関の参入がみられ，世界に先駆けて非特異的癌免疫療法を唱導された故丸山千里先生の丸山ワクチン
（SSM）という偉大な遺産が，進行末期癌の治療において一層定着しつつある．SSM濃厚溶液が放射線療法による白
血球減少抑制剤として健保適用となったことは，SSMに関する基礎的ならびに臨床的研究が評価された結果である．
現在，産婦人科領域の悪性腫瘍の放射線療法併用時における臨床効果について，全国の国公立大学・国公立病院等に
おいて治験が進められている．
　1979年から1996年3月までの17年間の患者累積数は216，547例で，このうち，20，635例（9．53％）が3年以上の長
期SSM加療例であった．これらの症例の多くが進行末期癌であるにも拘らず，良好な一般状態（Performance　Sta－
tus：PS）で長期延命する症例が多数を占めている．これはSSMが癌治療における全身療法として重責を果たしてい
る結果といえ，その治療状況や成績については疾患別に検討を加え報告している．
　現在は，SSMの本来の使用目的ともいえるBiological　Response　Modifiers（BRM）としての作用および癌免疫
療法としての作用について，特に進行末期癌におけるQOL向上と延命効果の立場から，当施設ならではの膨大な患者
数を基にした臨床生命表を作成し，SSM療法の優れた点についての検討を続行中である．また，分子レベルでSSM
長期使用例とHLA型との関連を検討中であり，さらにSSM経口投与の可能性についても検討を重ねている．
研究業績
論文
（1）原著：
　1）Iino，M．1），Shimizu，M．2），Shichinohe，K．2），and　Iida，K．（1）Department　of　Physiolosy，2）Department　of
　　Laboratory　Animal　Science）：Effects　of　alcohols　on　water　diffusion　across　human　erythrocyte　membrane。
　　Jap．J。Comp．Clin．Hemat・，4，12－19，1996．
　2）平井敏之：進行期肺小細胞癌の生存率とメディアン余命，日医新報，3708，52－56，1995．
　3）平井敏之，飯田和美，宮崎定活，後藤博一，岩城弘子，新井愛彦，藤田敬四郎，大竹　稔：進行期非小細胞肺癌
　　（腺癌，扁平上皮癌）の長期生存例，基礎と臨床，29，1929－1941，1995．
学会発表
（1）一般講演：
　1）lida，K．，Fujita，K．，Hirai，T．，Goto，H．，Arai，Y．，Iwaki，H．，Miyazaki，S。，Asakawa，M，1），and　Otake，M
　　（1）Department　of　Anatomy）：Effect　of　Oral　Administration　of　an　Extract　from　Human　Tubercle　Bacilli
　　（SSM）on　Tumors　in　Mice（Preliminaries　for　Clinical　Oral　Administration）。The12th　Asia　Pacific　Cancer
　　Conference　（Singapore），　1995．　10。
　2）清水眞澄1），七戸和博1），飯由和美，吉田治弘2）（1）実験動物管理室，2）専修大・法・生理）：スナネズミの血清アイ
　　ソザイムパターンについて．第16回日本比較臨床血液学会，1995．5．
　3）飯田和美，藤田敬四郎，平井敏之，後藤博一，新井愛彦，岩城弘子，宮崎定活，大竹　稔：当施設におけるSSM
　　使用登録癌患者の現況と経口投与の実験的効果．第63回日本医科大学医学会総会，1995．9．
　4）藤田敬四郎，飯田和美，平井敏之，後藤博一，新井愛彦，宮崎定活，大竹　稔：当施設における結核菌体抽出物
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　質（SSM）使用登録癌患者の現況（第17報）．第33回日本癌治療学会総会，1995．9．
5）飯田和美，藤田敬四郎，平井敏之，後藤博一，新井愛彦，宮崎定活，大竹　稔：マウス実験皮膚腫瘍発生におよ
　ぼす人型結核菌体抽出物質（SSM）の影響．第33回日本癌治療学会総会，1995．9．
6）清水眞澄1），七戸和博1），飯田和美，吉田治弘2），芳賀克也3），家所哲夫3），藤田紘一郎3）（1）実験動物管理室，2）専
　修大・法・生理，3）東医歯大・医・医動物）1フィラリア感染好適宿主としてのMongoriangerbilの基礎的検討，
　（15）血清酵素アイソザイム．第37回日本熱帯医学会総会，1995．11．
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付 表
各種研究費補助金・研究助成金交付状況
1．平成7年度科学研究費補助金交付決定一覧
研究種目 氏　　名 所属・職 交付額
（万円） 研究課題
重点領域研究（2）　太田　成男
〃
〃
宮田雄平
太田成男
一般研究（B）　　秋元　成太
〃
〃
〃
〃
片山泰朗
荒木　　勤
島田　　隆
江見　　充
一般研究（C）　　平川　慶子
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
志村俊郎
喜多村孝幸
大久保公裕
平井幸彦
阿部靖子
木山裕子
大野曜吉
工藤翔二
富田喜文
長江安洋
横田裕行
可世木久幸
米山芳雄
老人病研究所・教授　　　190
薬理学　教授　 200
老人病研究所・教授　　　260
泌尿器科学・教授　　　120
内科学第二・助教授
産婦人科学・教授
50
80
生化学第二・教授　　　320
老人病研究所・教授　　　320
法医学　　助手
脳神経外科学・助教授
脳神経外科学・講師
耳鼻咽喉科学・講師
生化学第二・講師
生化学第一・講師
生理学第一・講師
法医学・教授
内科学第四・教授
内科学第一・助手
内科学第一・助手
救急医学・助教授
50
50
40
60
60
30
30
60
40
70
70
50
産婦人科学・助教授　　　120
産婦人科学・助手 70
　変異ミトコンドリアtRNAに
　よるミトコンドリア病の発症の
　分子機構
　運動ニューロン生存因子の発現
　クローニングとALS病因との
　関連
　アポトーシス制御遺伝子産物
　Bcl－2ファミリータンパク質の
　高次構造
※腎細胞癌に対する遺伝子治療法
　開発のための基礎研究
※脳エネルギー代謝からみた脳虚
血耐性現象
※胎児脳室周囲白質軟化（PVL）・
　の発生機序一ヤギ胎仔の慢性実
験モデルを用いて一
遺伝子治療を目的とした非分裂
細胞への遺伝子導入法の開発
家族性および散発性乳癌におけ
　るBRCA1遺伝子異常の検索と
発症前診断への応用
※核磁気共鳴法を用いたラット骨
格筋の死後変化の数量化に関す
　る研究
※実験脳腫瘍における局所化学療
法の新しい投与方法の開発
※各種意識障害モデルにおける上
行性網様体賦活系に対する多元
的刺激の研究
※鼻粘膜上皮細胞が産生するサイ
　トカインの役割
※Adeno－associated　virusベク
　ターの試験管内構成系の開発
※複合金属フラビン酵素における
分子内電子伝達機構
※ヒトのグロビン遺伝子発現ス
　ウィッチング機構における
ε一グロビン遺伝子転写制御
※アコニチン系アルカロイドの生
体内動態に関する研究
※ヒト肺癌高転移株の樹立とその
高転移能の機序の解明
※特発性心筋症の発症と進展にお
　ける成長因子bFGF，TGFβの
役割
※心筋組織内でのサイトカインに
　よる局所急性期反応の解析
※重症頭部外傷における脳代謝・
脳血流の持続モニタリングシス
テムの開発
※臨床生殖医学領域における内視
鏡超音波法の開発と応用
※ヒト胎児における血中アデノシ
　ンの代謝および臨床的意義の考
察
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〃〃
〃
〃
〃
大塚博邦
岡崎太郎
富田ゆかり
福田　　悠
雪吹周生
一般研究（C）　　伊藤　保彦
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ノノ
〃
〃
〃
〃
〃
南　　史朗
清水一雄
加藤俊二
笹島耕二
吉田大蔵
小池　　薫
中井章人
富山俊一
石崎正通
今城純子
七戸和博
竹下俊行
一般研究（C）　　高橋　　弘
　（萌芽）
〃
〃
南　　正康
白石一也
奨励研究（A）　　岩原信一郎
〃
〃
吉沢雅史
神谷達司
耳鼻咽喉科学・助教授 80
生化学第一・教授　　220
法医学・助手 70
病理学第一・助教授　　　210
内科学第一・助手　　　160
小児科学　助手　　110
内科学第三・講師　　220
外科学第二・講師　　110
外科学第一・助手　　140
外科学第一・助教授　　　120
脳神経外科学・講師 60
救急医学　助手　　100
産婦人科学・助手 70
耳鼻咽喉科学・助教授　　　　90
病理学第一・講師　　190
解剖学第一・講師　　130
実験動物管理室・講師　　　110
産婦人科学・講師
脳神経外科学・助教授
80
70
衛生学・公衆衛生学。教授　　　　200
脳神経外科学・講師　　　180
生化学第一・助手　　100
内科学第三・助手　　　100
内科学第二・助手　　　100
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※鼻粘膜肥満細胞発育因子に関す
　る研究
　ラットグロビン遺伝子群におけ
　るLCRと近位プロモーター領
域との相互作用の解析
　主要臓器における死後変化の組
織学的検討ならびに死因との関
連
　びまん性肺疾患におけるマト
　リックスメタロプロテアーゼの
　役割
　再灌流不整脈の発生機序：細胞
　内pH，Na＋，Ca2＋動態異常との
　関連
　新しい自己抗体，抗Sa抗体お
　よびその対応抗原の分析
　成長ホルモンの視床下部への
　フィードバック機構の研究
　モノクローナル抗体を応用した
　内分泌悪性腫瘍抗原の組織化学
　的，生化学的解析
　発癌物質の代謝に関与する遺伝
　子や癌関連遺伝子の多型性分析
　による癌発生，転移の予知
　潰瘍性大腸炎における一酸化窒
　素の変動と薬剤抵抗
　Estramustineのmalignant　gliomaの成長に対する抑制効
　果
　多臓器不全におけるホスホリ
　パーゼA2の解析
　母体運動負荷による胎児Well
　beingの評価（胎児循環制御機
　構からの検討）
　メニエール病の免疫学的研究
　角膜の損傷治癒過程における
　MMPsとTIMPsの発現と役　割についての実験的研究
　明暗変化に伴うラット網膜の
　CREBの遺伝子活性化機構
　寄生虫感染モデルとしてのスナ
　ネズミの特性
　妊娠と接着分子一流産，妊娠中
　毒症の病態形成における接着分
　子の役割について
※モノクローナル抗体結合リポ
　ソーム封入RB癌遺伝子による
　ヒト脳腫瘍の遺伝子治療
　尿尿上で洗剤混用施行時の生成
　毒物と，その代謝物によるコリ
　ンエステラーゼ阻害の研究
新しい神経細胞死モデルの提唱
とその研究
ヘム結合23kDa蛋白の酸化ス
トレスに対する抗酸化作用に関
する研究
経内頚静脈的肝内門脈大循環短
絡術の門脈穿刺における血管内
超音波装置実用化の研究
脳虚血後の遺伝子発現における
脳血流の関与について　興奮性
アミノ酸の及ぽす効果一
〃〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
継 仁
長谷川　修
亀谷　　純
岡田　憲明
三宅　弘一
山口　文雄
森 隆
坂本篤裕
露木　佳子
藤倉　輝道
奨励研究（A）　　野中　　学
〃
〃
〃
〃
奨励研究（A）
　（萌　芽）
　　〃
〃
〃
野中　玲子
益田　佳織
近藤　保彦
佐藤千登世
小松崎英樹
木山　輝郎
大澤　秀一
渡辺　　潤
試験研究（B）　　秋元　成太
小児科学・助手
内科学第三・助　手
内科学第三・助手
内科学第三・助　手
生化学第二・助手
脳神経外科学・助手
老人病研究所・助手
麻酔科学　　講　師
産婦人科学・助手
耳鼻咽喉科学・助手
耳鼻咽喉科学・助手
耳鼻咽喉科学・助手
薬　理　学　　助　手
生理学第一・助手
生理学第一・助手
小児科学　　助　手
外科学第一・助手
泌尿器科学・助手
泌尿器科学・助手
泌尿器科学・教授
100
80
100
100
90
90
70
80
80
40
90
80
100
100
100
90
90
90
90
240
52kd　Ro／SSA自己抗原遺伝子
とSLEについて
成長ホルモン分泌促進ペプチド
（GHRP）の生理作用に関する
研究
ニューロペプタイドYは成長
ホルモンの分泌を調節するか
飢餓に伴う成長ホルモン分泌の
変化と栄養素の関係：情報伝達
経路の解明
アデノ随伴ウイルスベクターに
よる造血幹細胞への遺伝子導入
線維芽細胞成長因子受容体2の
癌抑制遺伝子としての可能性の
検討
遅発性脳血管攣縮病態下での攣
縮動脈周囲のsuperoxideanionの局在
内臓虚血再灌流時の血中および
組織一酸化窒素の変動と臓器血
流におよぼす影響
周産期におけるドコサヘキサエ
ン酸（DHA）投与の循環および
脂質代謝への影響
鼻粘膜におけるChemokineの
局在性と鼻アレルギー遅発相反
応との関わり
気道における筋線維芽細胞につ
いて
中耳真珠腫上皮におけるCD、。
の表出にっいて
ニワトリ胚一次培養脊髄神経細
胞の生存に対するフラボノイド
の作用について
雄ラットのペニス勃起を制御す
る脳神経機構の研究
新生仔ラットの脳内エストロゲ
ン受容体アイソフォームの生理
的機能の解析
フラクタル次元解析による小児
脳波の研究（てんかんを中心に）
胃癌におけるストレス蛋白質
（HSP70）の発現と腫瘍免疫の
成立
BCG－cytokine　fusion　protein
による膀胱癌治療
末梢血リンパ球による自己腎癌
細胞株障害機構の解析
ヘルペスチミジンキナーゼ遺伝
子，ガンシクロビルによる膀胱
癌遺伝子治療
計 66件 7，260
備　考 1．※は前年度から継続である．
2．奨励研究（A）の生理学第一・助手・佐藤千登世及び一般研究（B）の老人病研究所・教授・江見　充は，
　前任校で計画調書を提出し採択されたものである．
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2．平成7年度文部省科学研究費補助金（分担研究）の採択・交付状況
研究者・所属 種　　目 主任研究者・所属 研　究　課　題　名
1　木下　　圭
　　　生　物　学
2　三上　俊夫
　　　保健体育
3　今城　純子
　　　解剖学第一
4　上坂　伸宏
　　　生理学第一
5　西野　武士
　　　生化学第一
6　島田　　隆
　　　生化学第二
7　島田　　隆
　　　生化学第二
8　島田　　隆
　　　生化学第二
9　島田　　隆
　　　生化学第二
10池島三与子
　　　生化学第二
11高橋　秀実
　　　微生物学・免疫学
12高橋　秀実
　　　微生物学・免疫学
13仁平　　信
　　　法　医　学
14富山　俊一
　　　耳鼻咽喉科学
15　小池　　薫
　　　救急医学
16大国　寿士　　　老人病研究所
17太田　成男
　　　老人病研究所
18江見　　充
　　　老人病研究所
19　江見　　充
　　　老人病研究所
重点領域研究（1）　木下
一般研究（C）伊藤
一般研究（B）
総合研究（A）
重点領域研究（1）
試験研究（B）
重点領域研究（1）
重点領域研究（1）
重点領域研究（1）
重点領域研究（2）
重点領域研究（1）
重点領域研究（1）
試験研究（B）
総合研究（A）
総合研究（A）
総合研究（A）
重点領域研究（1）
重点領域研究（1）
重点領域研究（1）
　　勉
関西学院大学
　　朗
筑波大学体育科学系
松田　英彦
　　北海道大学医学部
片岡　喜由
　　愛媛大学医学部
三井　幸雄
　　長岡技科大学
松田　一郎
　　熊本大学医学部
浅野　茂隆
　　東京大学医科学研究所
石川　隆俊
　　東京大学医学部
永井　美之
　　東京大学医科学研究所
内海　博司
　　京都大学原子炉実験所
永井　美之
　　東京大学医科学研究所
齋藤　　隆
　　千葉大学医学部
若杉　長英
　　大阪大学医学部
茂木　五郎
　　大分医科大学
工藤　一郎
　　昭和大学薬学部
加藤　裕久
　　久留米大学医学部
太田　　茂
　　東京大学医学部
木村　彰方
　　東京医科歯科大学医学部
島崎　　淳
　　千葉大学医学部
アフリカツメガエル中胚葉の背方
化に係わる因子の探索
活性酸素を消去できる運動処法
一スーパーオキサイドおよび過酸
化水素とキサンチンオキシダーゼ
よりみた運動処法一
c－fos遺伝子を介した網膜細胞の
転写制御機構
虚血ニューロン死の病態と対策
時間分割ラウエ利用研究
遺伝子治療実用化にむけての技術
開発及びそのシステムの検討
がん遺伝子治療の基礎的研究
ヒト発がんにおける複製・修復遺
伝子の変異
エイズの病態と制御に関する基礎
研究柱5・感染と病態の制御
ヒトDNAミスマッチ修復蛋白質
1遺伝子の構造と機能に関する分
子生物学的研究
エイズの病態と制御に関する基礎
研究柱3・病態の免疫学的基盤
丁細胞活性化のシグナル伝達機
構
法医中毒情報の統合および情報シ
ステムに関する研究
内耳免疫性障害の発症機序の解明
と診断法の確立
ホスホリパーゼA2の異常発現と
ヒト疾患
川崎病の成因，病態解明に関する
総合研究
脳細胞の選択的死と機能分子
高発がん家系の解析
ヒト前立腺がんのアンドロゲン依
存性の分子生物学
補助金額合計　35，020，000円
3．平成7年度厚生省科学研究費補助金（主任研究・分担研究〉の交付状況
　　　　　　　主任・研究者・所属　　　　　　　　分担 研究事業名・主任研究者・所属 研　究　課　題　名
1　丸　　栄一
　　　生理学第二
2　西野　武士
　　　生化学第一
3　島田　　隆
　　　生化学第二
4　島田　　隆
　　　生化学第二
分担
分担
分担
分担
精神・神経疾患研究委託費・八木　和一・
国立療養所静岡東病院てんかんセンター
厚生省特定疾患・橋本　　隆・信州大学
医学部
がん研究助成金・吉田　輝彦・国立がん
センター研究所・がん転移研究室
精神・神経疾患研究委託事業・桜川　宣
男・国立精神・神経センター神経研究所
難治てんかんの難治化要因と予後
と対策に関する研究
酵素障害調査研究
がんに対する遺伝子治療の臨床応
用を目指した基礎的研究
神経細胞への組換えウイルスベク
ターを用いた遺伝子導入法の開発
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5　島田　　隆
　　　生化学第二
6　島田　　隆
　　　生化学第二
7　島田　　隆
　　　生化学第二
8　島田　　隆
　　　生化学第二
9　島田　　隆
　　　生化学第二
10高橋　秀実
　　　微生物学・免疫学
11高橋　秀実
　　　微生物学・免疫学
12早川弘一　　　　内科学第一
13荒牧　琢己
　　　　内科学第一
14　大庭　建三
　　　内科学第一・老人科
15赫　　彰郎
　　　　内科学第二
16赫　　彰郎
　　　　内科学第二
17　吉野　棋一
　　　　内科学第二・
　　　　リウマチ科
18若林　一二
　　　　内科学第三
19檀　　和夫
　　　　内科学第三
20工藤　翔二
　　　　内科学第四
21本田　光芳　　　皮膚科学
22　徳永　　昭
　　　外科学第一
23松倉　則夫　　　外科学第一
24荒木　　勤
　　　産婦人科学
25　八木　聰明
　　　耳鼻咽喉科学
26大久保公裕
　　　耳鼻咽喉科学
27　大塚　敏文
　　　救急医学
28　大塚　敏文
　　　救急医学
29　山本　保博
　　　救急医学
30　山本　保博
　　　救急医学
31黒川　　顕　　　救急医学
32横田　裕行
　　　救急医学
33　大国　寿士
　　　老人病研究所
分担
分担
主任
主任
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
主任
分担
分担
分担
分担
分担
分担
分担
主任
分担
分担
分担
　　特定疾患調査研究分担研究事業・谷口
　　昴・金沢大学医学部
　　エイズ対策研究推進事業・田代　眞人・
　　国立予防衛生研究所・ウイルス第一部
　　新研究開発基盤整備研究事業
　　高度先進医療研究事業
　　遺伝子治療基盤研究事業・山崎　修道・
　　国立予防衛生研究所
　　　ワクチン予防対策総合研究事業・松浦
　　善治・国立予防衛生研究所・室長
　　エィズ対策推進事業・竹森　利忠・国立
　　予防衛生研究所・部長
　　特定疾患研究費・矢崎　義雄・東京大学
　　医学部
　　特定疾患研究費・二川　俊二・順天堂大
　　学医学部
　　長寿科学総合研究事業・井藤　英喜・東
　　京都老人医療センター・内分泌科
　　長寿科学総合研究事業・上村　和夫・秋
　　　田県立脳血管研究センター
　　無症候性脳血管障害の病態と対策に関す
　　　る研究・藤島　正敏・九州大学医学部
　　長期慢性疾患総合研究事業・長屋　郁
　　郎・国立名古屋病院副院長
　　特定疾患調査研究分担研究事業・入江
　　実
　　特定疾患調査研究分担研究事業・溝口
　　秀昭
　　　びまん性肺疾患調査研究・工藤　翔二・
　　　内科学第四
　　特別研究事業
　　がん研究助成金・吉田　茂昭・国立がん
　　　センター・東病院
　　がん研究助成金・田原　栄一・広島大学
　　医学部
　　特別研究事業・武田　佳彦・東京女子医
　　科大学
　　特定疾患調査研究・石井　哲夫・東京女
　　子医科大学
　　長期慢性疾患総合研究事業・宮本　昭
　　正・国立がんセンター・東病院
　　臓器技術臨床研究開発事業・小柳　　仁・東京女子医科大学
　　循環器病研究委託事業・鬼頭　義次・社
　　会保険紀南総合病院
　　健康政策調査研究事業
　　　国際医療協力研究・喜多　悦子・国立国
　　際医療センター
　　健康政策調査研究事業・吉岡　敏治・大
　　　阪大学医学部
　　臓器技術臨床研究開発事業・太田　和
　　夫・東京女子医科大学／北川　定謙・食
　　　品薬品安全センター
分担　特別研究事業・清水　可方・国保旭中央
　　病院・麻酔科
原発性免疫不全症候群調査研究
感染阻止及び発症阻止方法の開発
に関する研究
遺伝子組換えに使用する遺伝子増
幅用プライマー
AIDS遺伝子治療法の開発に関す
る研究
ウイルス・ベクターの高効率導入
法の確立のための実証研究
C型肝炎ウイルス並びにその関連
ウイルスの遺伝子組換え技術を用
いたワクチン開発に関する研究
HIV感染による免疫異常に関す
る研究
突発性心筋症／突発性心筋症調査
研究班
門脈血行異常症／門脈血行異常症
調査研究班
老年者の糖尿病治療ガイドライン
作製に関する研究
画像解析を通じた痴呆性疾患の診
断と病態解析
無症候牲脳梗塞の臨床病態と対策
に関する研究
リウマチ調査研究／集学的治療に
関する研究
間脳下垂体機能障害調査研究
特発性造血障害調査研究
びまん性汎細気管支炎分科会
エステテックサービスの安全性及
び有効性に関する研究
胃がんの発生要因解析とその臨床
応用に関する研究
腸上皮化生とがん化に関する研究
妊産婦死亡の防止に関する研究
前庭機能異常
アレルギー総合研究花粉症班
「予防と治療」
臓器移植の適応，評価に関する研
究
関東地区における救急医療の立場
からみた臓器システムに関する研
究
阪神・淡路大震災を契機とした災
害医療体制のあり方に関する研究
災害サイクルからみた被災民援助
のあり方に関する研究
化学中毒の情報ネットワークシス
テム構築に関する研究
臓器提供施設のあり方に関する研
究
激症溶連菌感染症の実態把握・治
療に関する研究
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34太田　成男　　　　　分担
　　　老人病研究所
35江見　　充　　　　　分担
　　　老人病研究所
36江見　　充　　　　　分担
　　　老人病研究所
精神・神経疾患
研究委託費・高
木　昭夫・国立
精神・神経セン
ター神経研究所
がん研究助成
金・津田均・国立がんセ
ンター
長寿科学総合研
究・折茂肇・大蔵省東京
病院
筋ジストロフィーおよび類縁疾患の病
態と治療法に関する研究
がんの予後因子決定としての遺伝子診
断に関する研究
退行性骨粗霧症の予後・治療に関する
研究
補助金額合計　87，917，000円
4．平成7年度その他省庁，自治体，財団による研究助成金等の交付状況
研究者・所属 各種財団等名称 助成等種目 研　究　課　題　名
1　三輪
2　木下
3　三上
経
生
春樹
　済
　圭
　物
俊夫
学
学
保健体育
4　丸　　栄一
　　　生理学第二
5　高橋　秀実
　　　微生物学・免疫学
6　相原　　薫
　　中央電子顕微鏡
　　研究施設
7　相原　薫／広畑泰久
　　中央電子顕微鏡
　　研究施設
8　早川弘一／加藤貴雄
　　　内科学第一
9　荒牧　琢己
　　　内科学第一
10若林　一二
　　　内科学第三
11緒方　清行
　　　内科学第三
12工藤　翔二
　　　内科学第四
13工藤　翔二
　　　内科学第四
14伊藤　保彦
　　　小児科学
15隈崎　達夫
　　　放射線医学
16隈崎　達夫
　　　放射線医学
（財）電気通信普及財団　　研究調査助成
大阪大学工学部
（財）石本記念デサントス
　　ポーツ科学振興財団
近畿大学原子炉
等利用共同研究
（財）てんかん治療研究振　外国人研究者招
　興財団　　　　　　　聰助成（国際交
　　　　　　　　　　　流助成）金
日米医学協力研究会
世界保健機構（WHO）西
　太平洋事務局
東京都中小企業振興公社
（財）車両競技公益資金記
　　念財団
東京都
（財）成長科学協会
（財）上原記念生命科学財
　　団
環境庁（公害健康被害補
　　　償予防協会）
東京都衛生局
（財）母子健康財団
（財）スカンジナビア・
　　ニッポン・ササカワ
　　財団
NICER　INSTITUTE　FOUNDATION　（OSLO）
Regular　bud－get
産・学・公による
共同開発事業に
対する助成金
心臓病の基礎的
研究助成事業
特殊疾患に関す
る専門研究委託
事業
研究助成金
研究奨励金
大気汚染による
健康影響に関す
る総合研究
特殊疾患（難病）
に関する研究
研究助成
マルチメディアによるベンチャー企業
の育成政策
動物胚の体軸形成と奇形発生の分子機
構に関する放射線生物学的研究
自由課題研究一ヨモギ遠赤外焙煎抽出
物の投与が運動負荷時の脂質過酸化に
与える抑制効果について一
第29回日本てんかん学会サテライトシ
ンポジウムにDr．HenryBradfordを
招聰
　　　　　（交通費・滞在費を含む）
電子顕微鏡診断学の標準化ならびに地
域加盟との情報システムの整備につい
ての基礎調査
次世代ウルトラミクロトーム（電顕用
超薄切片作製機）の開発
抗不整脈薬長期治療の在り方
早期診断及び治療・リハビリテーショ
ンに関する研究
ニューロペプタイドYは成長ホルモ
ンの分泌を調節するか
骨髄異形成症候群の芽球細胞周期に対
するサイトカインの効果
成人慢性閉塞性肺疾患に関する調査研
究
プレオマイシン誘発肺線維症に対する
エリスロマイシンの抑制効果
慢性的不定愁訴児童における抗核抗体
の意義と膠原病との関連に関する研究
一新たな疾患概念として：自己免疫性
不定愁訴症候群
円錐ビーム3D・CTの開発と臨床評価
A　NEW　CONE－BEAM3D－CT
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17隈崎　達夫
　　　放射線医学／
　　　他独工学者1名
18　加藤　俊二
　　　　外科学第一
19　白井　康正
　　　　整形外科学
20武内　俊次
　　　　整形外科学
21荒木　　勤
　　　　産婦人科学
22　大久保公裕
　　　　耳鼻咽喉科学
23横田　裕行
　　　　救急医学
24小池　　薫
　　　　救急医学
25大国　寿士
　　　　老人病研究所
26太田　成男
　　　　老人病研究所
27江見　　充
　　　　老人病研究所
AGFA　FOUNDATlON　（GERMANY〉
日本医師会　　　　　　　医学研究助成費
雇用促進事業団
社団法人　日本損害保険
　協会
（財）日母おぎゃ一献金基
　　金
（財）内視鏡医学振興財団
（財）交通・予防医学研究
　　財団
公益信託丸茂救急医学研
究振興財団
（財）交通・予防医学研究
　　財団
小野製薬株式会社
（財〉金原一郎記念医学医
　　療振興財団
研究助成
研究助成
研究助成金
研究助成
研究助成
委託研究
研究交流助成金
A　NEW　X－RAY　FILTER　FORROTATIONAL　DIGITAL　IMAG－ING　SYSTEM
遺伝子の他型性分析からみた癌発生お
よび転移の予知と人種間での発癌特異
性の解析
腰痛予防教室（Back　schoo1）に関する
調査研究
交通事故による外傷性頚部症候群の予
後に関する筋電図学的検討
胎児脳室周囲白質軟化（PVL）の発生
機序の解明から脳性麻痺の予防対策へ
のアプローチ
アレルギー鼻粘膜における部位別の反
応の内視鏡的観察
重症頭部外傷における新しいモニタリ
ングシステムの開発
小腸虚血・再潅流による遠隔臓器障害
発生におけるホスホリパーゼA2の役
割
ディーゼル排気ガス粒子成分のアジュ
バント活性因子の同定とその性状に関
する研究
脂肪酸代謝異常に基づく心筋症の研究
乳癌の遺伝子異常
補助金額合計　49，900，000円
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あ と　が　き
　平成7年度の研究業績年報が纏められた．論文数や学会発表数は前年度を大きく上回っており，し
かも英文論文数が初めて総論文数の20％を越えている．今後は論文数だけでなく，impact　factorや
citation　index等も問題になっていくであろう．いくつかの大学では各教室ごとのimpact　factorの
合計や研究者一人あたりの平均値を業績集に記載することを始めている．本学でも各研究者が研究そ
のものの質を高める努力を続けるとともに，できるだけランクの高い雑誌に挑戦することを期待した
い．
　本年から・各種研究費の獲得状況を業績集に掲載することとなった．これらはそれぞれの審査委員
会で厳密に審査された結果であり，各研究者や教室の業績の一つと考えるべきものである．私自身も
科研費や財団の研究費の審査委員を行った経験があるが，非常に厳正に行われており，これまで心配
されていたような，国立大学優先で選考が行われているとか，あらかじめ結果が決っているのではな
いかといったようなことは全くない．本学では大学経由で研究者本人が申請する科研費については，
これまでも結果が報告されていたが，それ以外の研究費についての調査は今回初めて行われた．その
結果・我々の予想を越える研究費が各研究者の努力によって獲得されていることが明らかになった．
　研究委員会では引き続き業績評価についての議論が行われている．論文数や研究費の採択状況だけ
でなく，臨床面での業績をどのように評価するかが問題になっている．大学の研究者であるいじょう，
論文の数や質が評価の中心になることは当然である．しかし，文部省の方針や他大学の方法に従うだ
けでなく日本医大独自の評価基準を作り，論文数だけに片寄らない医学研究者を集め育てていく努力
も重要であると考えている．
　　平成8年12月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究委員会委員長　島　田　　隆
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